The Ritual of High Magic 


高等 魔術 の 祭儀 


INTRODUCTION 


序文 

KNOWEST thou that old queen ofthe world who is on the march always 
and wearies neVver? 

常に 行進 し て いる 、 疲 れる 事 を 知ら な い 、 世 界 の 古い 女王 を 知っ て いる か ?( 世 界 の 
古い 女王 は 、 死 で ある !) 

EVery UnCurDed Dassior, eVery selfish pleasure, eVery hcentious energy 
of humanity, and all its tyranmous Weakness, go Defore the sordid 
mistress of Our tearful Valley, 

涙 の 谷 の 汚 ら わし い 女 性 の 主 で ある 死 の 前 を 、 全 て の 、 抑 えら れ て いな い 肉 欲 、 利 
己 的 な 快楽 、 人 の 放 湯 な 力 、 暴 君 の 様 な 弱 さ が 行進 し て いる 。 

anQL scythe in handl, these indefatigable 1aDourers reap their eternal 
harvest. 

疲れ る 事 を 知ら な い 、 肉 欲 、 利 己 主義 、 放 湯 、 弱 さ が 、 手 に 持っ た 鎌 ( か ま ) で 、 永 遠 で 
ある は ず の 心 の 命 を 刈り 入れ る 。 

That queen 1S old as tme, 

死 と いう 女王 は 古い 。 時 の 様 に 。 

but her skeleton is concealed in the wreckage of women's beauty which 
she abDstracts from their youth and their 1ove. 

死 が 女性 の 若 さ と 愛 か ら 盗 ん だ 女性 の 美 し さ の 残骸 で 、 死 は 骨 を 隠し て いる 。 

Her skull is adorned with dead tresses that are not her own. 

死 は 頭 を 死ん だ 他人 の 女性 の 髪 で 飾っ て いる 。 

SDoliator of crowned heads, 

死 は 王冠 を か ぶっ て いる 頭 の 略奪 者 で ある 。 死 は 権力 者 た ちの 頭 の 略奪 者 で ある 。 
she is emDellished with the plunder of dueens, 

死 は 女王 た ちの 略奪 品 で 飾っ て いる 。 

fromm the star-Degemmed hair of Beremice to that, white without age, 
which the executioner sheared from the Drow of Marie Antoinette. 

死 は Berenice の 宝石 の 様 に 飾ら れ た 星 の 髪 で 飾っ て いる 。 死 は 者 い に よる も の で 
は な い 白 い 髪 で 飾っ て いる 。 死 は 死刑 執行 人 が 分 けた マリ ー アン トワ ネッ ト の まゆ 
毛 で 飾っ て いる 。 

Her Iivid and frozen body is clothed in polluted garments and tattered 
windinmg-sheetSs. 

死 は 土 色 の 冷た い 体 に 汚れ た 衣 と ぼろ ぼろ の 尼 衣 を まとっ て いる 。 

Her bony hands, coVered with rings, 

死 は 骨 の 様 に 白い 手 を 腕輪 で 導 っ て いる 。 

hold diadems and channs, 

死 は 王冠 と 鎖 を 持っ て いる 。 

SceDtres and crossDones, 

死 は 王 移 と 骨 の 十字 を 持っ て いる 。 

]ewels and ashes. 

死 は 宝石 と 灰 を 持っ て いる 。 


When she goes Dy, doors open of themselVves: 

死 が 近づく と 門 は ひと り で に 開く 。 

she passes through wallS: 

死 は 壁 を すり 抜け る 。 

she penetrates to the caDimets of kimgs: 

死 は 王 た ちの 個室 に 入り 込む 。 死 は 権力 者 た ちの 個室 に 入り 込む 。 

she surprises the extortioners Of the poor in their most secret Org1es: 
死 は 秘密 の 酒 神祭 で 貧乏 人 か ら 搾 取 す る 人 た ち を 不意 打ち する 。 

she sits down at their Doard!, 

死 は テー ブル に 座る 。 

DOUrS Out ther wime, 

死 は ワイ ン を 注ぐ 。 

grims at ther songs with her gumless teeth, 

死 は 歌 に 笑う 。 

takes the place of the lecherous courtesan hidden behind their curtains. 
死 は 幕 の 裏 に 隠れ た 淫乱 な 遊女 の 代わ り を する 。 

She delights in the vicinity of sleeping Voluptuaries: 

死 は 眠っ て いる 酒 色 に ふけ る 人 た ちの 近く に いて 喜ぶ 。 

she seeks their caresses as if she hoped to grow warm in their emDrace, 
抱き し め て 温め た いか の 様 に 、 死 は 愛撫 を 求め る 。 

Dut 

し か し 、 

she freezes all those whom she touches 

死 は 死 が ふれ た 全て の も の を 冷た くす る 。 

and herself never kindles. 

死 は 火 を つけ な い 。 

At tmes, notwithstandimg, 

し か し 、 時 々 、 

one would think her seized with frenzyi 

人 は 死 が 熱 牌 する と 考え る 。 

She no 1onger stalKs slowly: 

死 は も は や 遅く こっ そり と 歩か な い 。 

She ruT1S: 

死 は 走る 。 

her feet are too slow, she sDurs a Dale horse, 

も し 死 の 歩み が 遅 過ぎ る 場合 は 、 死 は 青白 い 馬 を 駆り 立て る 。( ヨ ハネ の 黙 示 録 6 章 
8 節 「 青 白い 馬 に 乗っ て いる も の の 名 前 は 死 で ある 。」。) 

and charges all Dreathless through multttudes. 

死 は 全て の 皿 の 無い 死ん だ も の で 大 衆 を 満た す 。 

Murder rides with her on a red charger: 

殺人 は 死 と 共に 赤い 馬 に 乗る 。( ヨ ハネ の 庄 示 録 6 章 4 節 「 相 互 に 殺し 合わ せる 
が 赤い 馬 に 乗っ て いる も の に 与え られ た 。」。) 


shaking his mane of smoke, fire fhes before her with wings of scarlet 
and Dlacki: 

煙 の た て が み を 岩 わ せ て 、 火 と いう 有 細 の 馬 は 死 の 前 を 赤 と 黒 の 田 で 飛ぶ 。 
famine and plague follow on diseased and emaclated steeds, glearnng 
the few sheaves which remain to complete her harVest. 

錠 鮭 と 伝染 病 が 、 病 ん だ 、 や つれ た 馬 の 後 に 続き 、 少 数 の 束 の 刈 り 残り を 集め て 、 死 
の 刈り 入れ を 完成 させ る た め に 残る 。 

After this funereal Drocession Come two Hittle children, 

死 の 行進 の 後に 、2 人 の 幼子 が 来る 。 

radiatimg with smiles and Iife, 

2 人 の 幼子 は ほほ えみ と 命 と 共に 光 を 放射 する 。 

the intelhigence and loVe of the cormimg century, 

2 人 の 幼子 は 未来 の 世紀 の 愛 と 知 で ある 。2 人 の 幼子 は 愛 と 知 で ある 。 

the dual gerius of a new-Dorn humanity. 

愛 と 知 は 復活 し た 人 性 の 二 重 の 精神 で ある 。 

The shadows of death fold up Defore them, as does right before the 
morrung star: 

明け の 明星 の 前 に 夜 が 圧倒 され る 様 に 、 愛 と 知 の 前 に 死 の 影 は 圧倒 され る 。 
with nimDle feet they skim the earth, 

愛 と 知 は 速 足 で 地 を 滑る 様 に 進む 。 

and sow wrth full hands the hope of another year 

愛 と 知 は 、 あ る 1 年 の 希望 と いう 種 を まく 。 

But death wil come no more, 

死 は も う 来 な い 。 

1mpiteous and terriDle, 

無情 な 恐ろし い 死 は も う 来 な い 。 

to mow Hke dry grass the ripe Dlades of the new age: 

干し 草 の 様 に 熟し た 新 時 代 の 葉 を 刈り 入れ に 死 は も う 来 な い 。 

it wl giVe place to the angel of progreSS, 

死 の 女性 は 進歩 の 天使 に 場所 を 譲る 。 

who will gently HbDerate souls from mortal chains, 

進歩 の 天使 は 徐々 に 魂 を 死 の 針 か ら 自 由 に する 。 

so that they may ascend to God. 

魂 が 神 へ 昇 れ る 様 に 。 

When men know how to HIVe they wl no 1onger die: 

人 が 生き 方 を 知っ た 時 、 人 は 最早 死な な い 。 人 の 心 は 死な な い 。 

they wl transform 1ke the chrysalis, which becomes a splendid 
butterfly. 

光輝 く 蝶 に 成る さなぎ の 様 に 、 人 は 変身 する 。 

The terrors of death are daughters of ignoranCe, 

死 の 恐怖 は 無知 の 娘 で ある 。( 無 知 が 死 の 恐怖 を も た ら す 。) 

and death herself is omly hideous Dy reason of the rubDish which coVers 
her 


死 を 覆う 残骸 に よっ て 、 死 は 本 いも の に 過ぎ な い 。 

and the somDre hues with which her images are surrounded. 

死 の 映像 を 取り 巻く 憂う つ な 色 に よっ て 、 死 は 本 いも の に 過ぎ な い 。 

Death, truly, is the birth-pang of Hfe. 

死 は 本 当 に 命 の 生み の 苦し み で ある 。 

There is a force in nature which dieth not, 

死な な い 自 然 に は 力 が 存在 する 。 

and this force perpetually transforms Deings to preserVe them. 

力 は 永久 に 存在 を 保存 する た め に 存在 を 変化 させ る 。 

This force is the reason or word of nature. 

力 は 自然 の 論理 また は 言葉 で ある 。 

In man also there is a force analogous to that of nature, 

人 に は 力 が 存在 する 。 人 の 力 は 自然 の 力 か ら 類 推 可能 で ある 。 

andit is the reason or WOrd of man. 

人 の 力 は 人 の 論理 また は 言葉 で ある 。 

The word ofman is the expresslon of his will directed Dy reasor, 

人 の 言葉 は 、 論 理 が 導い た 、 人 の 意思 の 表れ で ある 。 

and it is omripotent when reasonaDle, 

人 の 言葉 が 論理 的 で ある 時 は 、 人 の 言葉 は 全能 で ある 。 

for then 

な ぜ な ら 、 

it is amalogous to the word of God himself. 

人 の 言葉 が 論理 的 で ある 時 は 、 人 の 言葉 か ら 神 の 言葉 を 類推 可能 で ある 。 

By the word of his reason man Decomes the condueror of Hfe, 

人 の 論理 の 言葉 に よっ て 、 人 は 合 の 勝利 者 に 成 れ る 。 

and can triumph oVer death. 

人 の 論理 の 言葉 に よっ て 、 人 は 死に 勝利 で きる 。 

The entire life of man is either the parturition or miscarTiage Of his 
WOTd. 

人 の 人 め の 全て は 人 の 言葉 の 出産 か 人 の 言葉 の 流産 の どちら か で ある 。 人 の 命 の 全 
て は 人 の 言葉 の 分 身 か 人 の 言葉 の 誤り の どちら か で ある 。 

Human beimgs who die without having understood or formulated the 
word ofreason, die deVoid of eternal hope. 

論理 の 言葉 を 理解 し な いで 死ぬ 人 は 永遠 の 希望 無し に 死ぬ 。 論 理 の 言葉 を 明確 に 
話さ な いで 死ぬ 人 は 永遠 の 希望 無し に 死ぬ 。 

To wrthstand successfully the phantom of death, we must De identlfied 
wrth the realities of life. 

恐怖 と いう 死 の 幻 に 耐え る に は 、 人 は 命 の 真実 と 一 体 化 する 必要 が 有る 。 

Does it sigrify to God せ an aDortion wither seeing that Hfe is eternal? 
も し 失敗 が 弱まる の で あれ ば 、 も し 肉体 の 命 が 永遠 で ある と 見 える の で あれ ば 、 論 
理 は 神 に 表れ る で あろ うか ? 

Does it sigrify to Nature unreason Derish, since reason which never 
perishes still holds the keys of life? 


も し 非 論理 的 な が も の が 減 ぶ の で あれ ば 、 論 理 は 自然 に 表れ る で あろ うか ? 論 理 は 命 
の 鍵 を 持っ て いる で あろ うか ? な ぜ な ら 、 論 理 的 な も の は 滅 げ な い 。 

The first amd terriDle force which destroys aDortions eternally was 
called Dy the HeDrews Samae 

へ ブラ イ 人 は 、 失 敗 を 永遠 に 破壊 する 無 上 の 明 散 する べき 力 を 、 神 の 毒 を 意味 する 
サマ エル と 呼ん だ 。 

by other easterns, Satar: 

オリ エン ト の 人 は 、 失 敗 を 永遠 に 破壊 する 無 上 の 胃 散 する べき 力 を 、 サ タン と 呼ん だ 。 
(へ ブラ イ 語 で サタ ン は 敵 を 意味 する 。 悪 は 免疫 の た め の 仮想 敵 で ある 。) 

and by the Latinms, Lucifer 

ラテ ン 人 、 古 代 ロ ー マ 人 は 、 失 敗 を 永遠 に 破壊 する 無 上 の 明 散 する べき 力 を 、 ル シ 
フェ ル と 呼ん だ 。( ル シフ ェ ル は ラテ ン 語 で 光 を も た ら す も の を 意味 する 。) 

The Lucifer of the KabDalah is not an accursed and stricken angel: 

カバ ラ で は ル シ フ ェ ル は 呪 わ れ た 打ち 倒さ れ た 天使 で は な い 。 

he is the angel who enhghtens, 

ル シ フ ェ ル は 光 を も た ら す 天使 で ある 。 ル シフ ェ ル は 啓示 する 天使 で ある 。 ル シフ ェ 
ル は 啓蒙 する 天使 で ある 。 ル シフ ェ ル は 知ら せる 天使 で ある 。 

who regenerates Dy fire: 

ル シ フ ェ ル は 火 で 復活 させ る 天使 で ある 。 

he is to the angels of peace what the comet is to the mild stars of the 
SDrimg-tme constellations. 

ル シ フ ェ ル と 平和 の 天使 の 関係 は 、 彗 星 と 春の 星座 の 思い や り の 有る 星々 の 関係 
に 似 て いる 。 

The fixed star is Deautiful, radiant, and calm: 

恒星 は 美しく 、 光 を 放っ て 輝き 、 静 か で ある 。 

she drinks the celestial Derfumes 

恒星 は 天 の 香 を 飲む 。 

and gazes With ]oVe upon her sisters: 

恒星 は 思い や り を 持っ て 姉妹 で ある 星々 を 見 つめ る 。 

clothed in her ghittering roDe, 

恒星 は 自身 の 光 と いう 光輝 く 外 衣 を まとっ て いる 。 

her forehead crowned with diamonds, 

恒星 は 額 が ダイ アモ ンド で ある 王冠 を か ぶっ て いる 。 

she smmles as she chants her morming and eVeming Cantticle: 

夜明け と 表 の 聖歌 を 歌う 様 に 、 恒 星 は ほほ えむ お 。 

she emjoys an eternal repose which nothing can disturb, 

恒星 は 何 も の も 妨げ られ な い 永 遠 の 休息 を 楽し む 。 

and solemnly moVes forward without departimg fromm the rank assigned 
her among the sentmels of light. 

恒星 が 与え た 位置 か ら 外れ る 事 無 く 光 の 番 兵 の 中 を 恒星 は 厳し く 進む 。 

But 

し が じ 、 


the wandering comet, dishevelled and of sanguimary asDect, Cormes 
hurriedly from the depths of heaven 

乱れ た 血 の 星 の 配置 の さま よう 彗星 は 天 の 奥 深く か ら す ば や く 来 る 。 

and fhmgs herself athwart the path of the peaceful spheres, ke a 
chariot of war Detweenrn the ranks of a Drocesslon of Vestals: 

ウェ スタ の 処女 の 巫女 た ちの 行進 の 配置 の 間 を 横切る 戦車 の 様 に 、 彗 星 は 平和 な 
天体 の 経路 を 横切る 。 

she dares to face the Durming spears of the solar guardians, 

彗星 は 太陽 の 番 兵 の 燃え る 槍 に 大 胆 に 立ち 向かう 。 

amd hke a Dereft spouse who seeks the husband of her dreams during 
wldowed nights, 

失っ た 夫 を 探す 妻 の 様 に 、 独 身 に 成っ た 夜々 に 、 彗 星 は 夢 を 見 る 。 

she penetrates eve umto the inmost sanctuary of the god of day: 

甘 星 は 昼 の 神 の 聖 所 の 最も 奥深 く を 見 抜く 。 

agaln 

さら に 、 

she escapes, exhahmg the fires which consume her and traihng a ong 
corflagration Dehind her: 

後ろ に 長い 火 の 尾 を 引い て 、 太 陽 が 放射 する 彗星 を 焼き 尽く す 火 か ら 、 彗 星 は 逃れ 
る 。 

the stars pale at her approach: 

彗星 が 近づく と 星々 は か すむ 。 

constellate flocKs, 

彗星 は 彗星 の 尾 と いう 光 の 群れ を ちり ば め る 。 

pasturing on flowers of light in the Vast meadows of the sky 

星 は 彗 星 の 尾 と いう 光 の 花 を 空 と いう 広大 な 草地 に 放つ 。 

seer to flee Defore her terrible Dreath. 

甘 星 は 太陽 の 明 散 する べき 人 息 か ら 逃 れ よ うと し て いる 様 に 見 える 。 

The grand coumcil of spheres assemDles, 

天体 の 大 いな る 集会 に 星々 が 集まる 。 

and there is un1versal consternation: 

普遍 の 篇 さき が 存在 する 。 

at length 

つい に 、 

the loveliest of the fixed stars 1s cormmissioned to speak in the name of 
all the firmament 

恒星 た ちの うち で 最も 愛らしい も の で ある 太陽 が 集会 で 話す 様 に 空 の 全て の 名 前 
に お いて 委任 され る 。 

and offer peace to the headlong vagaDond. 

太陽 は 平和 を さま よう も の で ある 彗星 に 大 胆 に 提案 し た 。 

"My sister" she thus cormmences, 

太陽 は 「 姉 妹 で ある 彗星 よ 。」 と 話し 始め た 。 


why dost thou disturDb the harmony of the spheres? 

な ぜ 彗 星 は 天体 達 の 調和 を 乱す の か ? 

What evil have we wrought thee? 

恒星 た ち は 彗 星 に 何 か 悪 い 事 で も し た の か ? 

And why instead of wandering wilfully dost thou not fiX thy place hke 
us in the court of the sun? 

な ぜ 彗 星 は 勝手 に さま よう 代わ り に 太陽 の 集会 の 恒星 達 の 様 に 固定 し な い の か ? 
Why dost thou not chant with us the evening hymnr clothed jike 
ourselves in a white garment, fastened at the Dreast with a diamond 
ClasD? 

な ぜ 彗 星 は 恒星 達 の 様 に ダイ アモ ンド の 留め 金 で 胸 が 留め られ た 白い 衣 を 着 て 表 
の 聖歌 を 歌わ な い の か ? 

Why float thy tresses, adrip with fiery sweat, through the mists of the 
night? 

な ぜ 彗 星 は 彗星 の 尾 と いう 火 の 汗 が し た た る 髪 を 夜 の 蒸気 の 中 に た だ よわ せる の 
か ? 

Ah, 

ああ っ 。 

wouldst thou but take thy place among the daughters of heaVen, 

し か し 、 彗 星 は 星々 と いう 天 の 姉 妹 で ある 。 

how much more Deautiful wouldst thou De! 

甘 星 は 何と 美しい で あろ うか ? 

Thy face would Durn no 1onger with the toil of thine incrediDle nights: 
頑 星 の 顔 は も は や 信じ られ な い 夜 の 労苦 で 火 照 ら な い 。 

thime eyes would De Dure, 

星 の 目 は 純粋 で ある 。 

thy smilimg countenance white and red like that of thy happy sisters: 
幸せ な 姉妹 で ある 星々 の ほほえみ が 白 と 赤 で ある 様 に 、 彗 星 の ほ ほえ み は 白 と 赤 で 
ある 。 

all the stars would kmow thee, 

全て の 星々 は 彗星 を 知っ て いる 。 

andL far from fearimg thy fhght, 

全て の 星々 は 彗星 の 飛行 を 直 れ な い 。 

would rejoice at thine approach: 

全て の 星々 は 彗星 が 近づく 事 を 喜ぶ 。 

for then 

な ぜ な ら 、 

thou wouldst De made one writh us by the indestructible Donds of 
uruversal harmony 

普遍 の 調和 の 不 壊 の 縁 に よっ て 星々 の うち の 1 つの 星 と し て 彗星 は 創造 され て いる 。 
and thy peaceful existence would De one Voice more in the canticle of 
infimite 1ove 


彗星 の 平和 な 存在 は 無限 の 愛 の 聖歌 の 中 の 1 つ 以 上 の 声 で ある 。 


」 

And the comet replies to the fixedl star: 

下記 の 様 に 、 彗 星 は 恒星 で ある 太陽 に 答え て 話し た 。 

1 

BelieVe not, mmy sister that I am permitted to wander at will and vex the 
harmony ofthe spheres! 

姉妹 で ある 太陽 よ 。 彗 星 が 思 い 通 り に さま よう 事 と 天体 達 の 調和 を 揺さぶる 事 を 許 
され て いる の は 信じ られ な いか も し れ な い が 真 実 で ある ! 

God hath appointed my path, eVen as thine, 

神 が 太 陽 の 経路 と 同時 に 彗星 の 経路 を 定め た 。 

andifit appear to thee uncertain and ramDling, it is Decause thy Deams 
canmot penetrate far enough to take in the circumference of the elhpse 
which has Deen giVen me for my COUrSe. 

も し 太陽 に は 彗星 の 経路 が 気まぐれ で さま よっ て いる 様 に 見 えて も 、 太 陽 の 光線 は 
彗星 の 経路 に よる 日 食 を 紀 け な い 。 

My fiery hair is God's Deacori: 

星 の 尾 と いう 彗星 の 火 の 髪 は 神 の 信号 灯 で ある 。 

1 am the messenger Of the suns, 

彗星 は 恒星 達 の 使者 で ある 。 

and Iimmerse myself contimually in their Durning heat, 

彗星 は 恒星 達 の 燃え る 熱 に 夢中 に 成っ て いる 。 

that Imay dispense it to young Worlds on my journey which have not 
yet sufficient warmth, 

彗星 は 旅 し て 恒星 達 の 燃え る 熱 を 未だ 十分 に 温か く な い 若 い 世 界 達 に 与え る 。 
and to ancient stars which haVe grown cold in their soHtude. 

彗星 は 旅 し て 恒星 達 の 燃え る 熱 を 孤独 で 冷た く 成 っ た 古い 星 達 に 与え る 。 

Tf 1 weary in my 1ong travelhngs, せ my Deauty De less mild than thine 
owl and 下 my garments are less unspotted, yet am 1 a noDle daughter 
of heaVen, ever as thou art. 

も し 彗星 が 長旅 で 疲れ て も 、 も し 彗星 の 美 し さ が 太陽 の 美 し さ より 弱く 成っ て も 、 も し 
彗星 の 衣 が 汚れ て も 、 太 陽 が 天 の 高 真 な 娘 で ある よう に 、 彗 星 は 天 の 高 貴 な 娘 で あ 
る 。 

Leave me the secret of my terrible destimy, 

疲 星 の 景 散 する べき 運命 の 秘密 を その まま に し て お き な さ い 。 

leave me the dread which surrounds me, 

頑 星 を 包囲 する 恐怖 を その まま に し て お き な さ い 。 

Curse me eVer if thou canst not commprehendi: 

た と え 、 星 達 が 理解 で き な く て も 彗星 を 呪い な さい 。 

1 shall none the less accomplish my work, 

それ で も な お 、 彗 星 は 自身 の 務め を 果たす つも り で ある ! 


and contimue my career under the impulse of the Dreath of Godl! 
それ で も な お 、 彗 星 は 自身 の 務め を 神 の 息 の 鼓 好 の 下 で 継続 する つも り で ある ! 
Happy are the stars which rest, 

休息 し て いる 星 達 は 幸せ で ある ! 

which shime Hke youthful queens in the peaceful society of the 
UTUVeTse! 

宇宙 の 平和 な 社会 の 若い 女王 の 様 に 輝い て いる 星 達 は 幸せ で ある ! 

1 am the proscr1Dedl, 

彗星 は 迫害 され て いる 。 

the eternal wanderer 

彗星 は 永遠 に さま よう 。 

who has infirnty for domaim. 

直 星 の 領域 は 無限 で ある 。 

They accuse me of settimg fire to the planets, 

星 達 は 彗星 が 惑星 達 に 火 を と も す と 非難 する 。 

the heat of which Irenew: 

星 達 は 彗星 が 、 彗 星 が 復 活 さ させ た も の の 熱 に 火 を と も す と 非難 する 。 
they accuse me Of terrifying the stars which 1 enlighter: 
星 達 は 彗星 が 、 彗 星 が 明 ら か に し た 星 達 を 恐れ させ て いる と 非難 する 。 
they chide me with Dreakimg in upon universal harmony, 

星 達 は 彗星 が 普遍 の 調和 を 破壊 する と 非難 する 。 

Decause 

な ぜ な ら 、 

1 do not revolve aDout their partcular centres, 

甘 星 は 星 の ま わり を 円 形 に 回 転 し な い 。 

Decause 

な ぜ な ら 、 

1 jon them one wrth another directimg my gaZe towards the sole centre 
of all the suns. 

次 星 は 全て の 恒星 達 の 唯一 の 中 心 を 見 つめ る 。 

Be reassured, therefore, Deauteous fixed star! 

美しい 恒星 で ある 太陽 よ 安心 し な さい ! 

1 shall not impoVverish thy peaceful light: 

疲 星 は 恒星 の 平和 な 光 を か すま せる つも り は な い 。 

rather 

むし ろ 、 

1 shall expend in thy service my own 1ife and heat. 

彗星 は 太陽 の 尽力 の 中 で 彗星 の 命 と 熱 を 費やす つも り で ある 。 

1 shall disappear from heaven when 1 shall have consumed myself, 
彗 星 が 燃 え 尽 きた 時 に は 彗星 は 天 か ら 姿 を 隠す 。 

and my doom wl have Deen glorious enough! 

甘 星 の 死 は 十分 に 栄光 で ある ! 


Know that Various fires Durn in the temple of God, and do all give Him 
glory: 

神 の 神殿 で は 様々 な 火 が 燃え て 神 に 栄光 を も た ら す 事 を 知り な さい 。 

ye are the light of golden candelabra: 

星 達 は 金 の 枝分かれ し た 燃 台 の 光 で ある 。 

1 am the flame of sacrifice. 

彗星 は 犠牲 の 火 で ある 。 

Let us each fulfil our destimies. 

お 互い の 運命 を 全う し よう 。 


」 

Having uttered these words, 

上 記 の 様 に 、 彗 星 は 話し た 。 

the comet tosses Dack her Durning hair 

星 は 彗 星 の 尾 と いう 燃え る 髪 を な び か せ た 。 

uplifts her fiery shield!, 

彗星 は 火 の 盾 を か か げた 。 

and plunges into infimite SsDace, 

彗星 は 無限 の 空間 に 身 を 投じ た 。 

seermimg to De lost for ever 

彗星 は 永遠 に 失わ れる 様 に 見 えた 。 

Thus Satan appeared and disappeared in the allegorical narratives Of 
the Bible. 

彗 星 の 様 に サタ ン は 聖書 の 例え 話 に 表れ 姿 を 隠す 。( ヘ へ ブラ イ 語 で サタ ン は 敵 を 意 
味 す る 。 悪 は 免疫 の た め の 仮想 敵 で ある 。 悪魔 は 存在 し な い 。 悪 人 の 霊 は 存在 す 
る 。) 

"Now there was a day" says the Dook of Tob, "when the sons of God 
carme to Dresent themselves before the Lord, and Satan came also 
among them. 

ヨブ 記 1 章 6 節 「 あ る 日 、 神 の 子 達 が 主 で ある 神 の 前 に 来 た 時 、 サ タン が 神 の 子 達 
に 混じっ て 来 た 。」。 

And the Lord said unto Satan, "Whence comest thou?' Then Satan 
answered the Lord, and sald, From going to and fro in the earth, and 
from walkimg up and downin it." 

ヨブ 記 1 章 7 節 「 主 で ある 神 は 『 ど こ か ら 、 あ な た サタ ン は 来 た の か ?』 と サタ ン に 語 
し た 。 サ タン は 主 で ある 神 に 『 地 を あちこち 歩い て きま し た 。』 と 答え て 話し た 。」。 

A Gnostic gOSDel, discovered in the east Dy a learned traveller of our 
acduaintance, explains the genesis of light to the profit of Lucifer as 
follOWs:- 

下記 の 様 に 、 学 の 有る 旅人 が 東 で 見 つけ た 、 グ ノー シス 主義 者 の 福音 書 は 、 光 の 創 
世 記 と ル シ フ ェ ル の 徳 を 説明 する 。 

The self-conscious truth is the hving thought. 

自意識 の 有る 真理 は 生き て いる 思考 で ある 。 


Truth is thought as it is in itselt, 

真理 は 思考 で ある 。 真 理 の 中 に 真理 が 存在 する 様 に 。 思 考 の 中 に 思考 が 存在 する 
様 に 。 

and formulated thought is speech. 

明確 に され た 思考 は 言葉 で ある 。 

When eternal thought desired a formu it said: "Let there De light." 
永遠 の 思考 は 形 を 望ん だ 時 に 「 光 あれ 。」 と 話し た 。( 創 世 記 1 章 3 節 「 神 が 『 光 あ 
れ 』 と 話す と 光 が 創 造 さ れ た 。」。) 

Nowy this thought which speaks is the Wordl 

「 光 あれ 。」 と 話し て いる 思考 は 神 の 言葉 で ある 。( ヨ ハネ に よる 福音 1 章 イ エス は 神 
の 言葉 、 神 の ロゴ ス 。) 

and the Word said: "Let there De light" 

神 の 言葉 は 「 光 あれ 。」 と 話し た 。 

Decause 

な ぜ な ら 、 

the Word itself is the light of minds. 

神 の 言葉 は 心 の 光 で ある 。 

The uncreated light, which is the divime Word, shimes 

創造 され た の で は な い 光 は 神 の 言葉 で ある 。 創 造 され た の で は な い 光 は 光輝 いて 
いる 。 

Decause 

な ぜ な ら 、 

1t desires to De seen: 

創造 され た の で は な い 光 は 見 られ る 事 を 望ん で いる 。 神 の 言葉 は 見 られ る 事 を 望ん 
で いる 。 

whenit says: "Let there De jight!" 

神 の 言葉 が 「 光 あれ !」 と 話し て いる 時 、 

lt ordains that eyes shall opDen: 

神 の 言葉 は 目 を 開け させ る 。 神 の 言葉 は 目覚 め さ せ る 。 

lt creates intellhigences. 

神 の 言葉 は 知性 を 創造 する 。 

When God said: "Let there De jight!" 

神 が 「 光 あれ !」 と 話し て いる 時 、 

Intellhigence Was made, 

神 は 知性 を 創造 する 。 

and the light appeared. 

神 は 光 を 表す 。 

Now the Intelhgence which God diffused Dy the breath of His mouth, 
jike a star g1Ven off from the su 

星 が 太 陽 か ら 放 た れる 様 に 、 神 は 口 の 息 に よっ て 知性 を 満ち あふ れ さ せ た 。 

took the form of a splendid angel, 

知性 は 光輝 く 天使 の 形 に 成っ た 。 

who was saluted Dy heaven under the name of Lucifer 


天 は ル シ フ ェ ル と いう 名 前 で 知性 を 敬礼 し た 。 

Intelhigence awakenedl 

知性 は 目覚 め た 。 

and comprehended its nature completely by the understanding of that 
utterance Of the Divine Word: "Let there De Hight!" 

知性 は 、「 光 あれ !」 と いう 神 の 言葉 を 理解 し て 、 自 身 の 性 質 を 完全 に 理解 し た 。 

It felt itself to De free 

知性 は 自身 が 自由 で ある と 感じ た 。 

Decause 

な ぜ な ら 、 

God had called it into Deimg, 

神 が 知性 を 存在 させ て いた 。 

andL raisimg uD its headl 

神 が 知 性 の 頭 を 持ち 上 げ て いた 。 

wrth Doth wings extended!, 

神 が 知 性 の 細 を 広げ させ て いた 。 

it replied: "1 wl not De slaVvery." 

知性 は 「 知 性 は 奴隷 に は 成ら な い 。」 と 答え て 話し た 。 

"Then shalt thou De sufferimg," said the Uncreated Voice. 

創造 され た の で は な い 声 で ある 神 の 言葉 は 「 知 性 が 奴隷 に 成ら な い の で あれ ば 、 知 
性 は 苦し む で あろ う 。」 と 話し た 。 

"1 will De jiberty" rephed the hght. 

心 の 光 で ある 知性 は 「 知 性 は 自由 で ある 。」 と 答え て 話し た 。 

"Pride wl seduce thee," said the Supreme Voce, "and thou wilt Dring 
forth death.“ 

無 上 の 声 で ある 神 は 「 僚 慢 が 知性 を 誘惑 し て 、 知 性 は 死 を 生む で あろ う 。」 と 話し た 。 
"Lneeds must strive with death to conduer Hfe," again responded the 
created light. 

創造 され た 光 で ある 知性 は 「 知 性 は 命 を 獲得 する た め に 死 と 戦う 必要 が 有る 。」 と 
答え て 話し た 。 

Thereupon God 10osened from his Dosom the shimmg cord which 
restralmedl the superD angel, 

胸 の 愛 か ら 、 神 は 、 無 上 の 天使 で ある 知性 を 制限 し て いた 光輝 いて いる 綱 を ゆる め 
て 自由 に 動け る 様 に し た 。 

and beholding him plunge through the night, 

神 は 知性 が 夜 に 身 を 投じ る の を 見 た 。 

which he furrowed with glory, 

知性 は 栄光 で 夜 を 耕し た 。 

He loved the offspring of His thought, 

知性 は 自身 の 思考 の 結果 を 愛し た 。 

and sald with an ineffaple smile: "How Deautiful was the light!" 
知性 は 言い 表し 難い ほほ えみ を 浮か べ て 「 光 は 、 な ん て 美しい で あろ う !」 と 話し た 。 
God has not created sufferinmg: 


神 が 苦 し み を 創造 し た わけ で は な い 。 

intelhigence has accepted it to De free. 

知性 が 自由 に 成る た め に 苦し み を 受容 し た 。 

And suffering has Deen the condition imposed upon freedom of being 
by Him 

苦し み は 神 が 存在 の 自由 に 負わ せ た 条 件 で ある 。 

who alone cann0ot err 

神 だ けが 誤 ら な い 。 

Decause 

な ぜ な ら 、 

He is infimite. 

神 は 無限 で ある 。 

For 

な ぜ な ら 、 

the essence of intelhgence is judgment, 

知性 の 神髄 は 判断 で ある 。 

and the essence of judgment is hbDerty, 

判断 の 神 髄 は 自由 で ある 。 

The eye does not really possess light except Dy the faculty of closing or 
ODerung. 

目 は 開く 能力 と 閉じ る 能力 に よっ て 光 を 保有 する 。 

Were it forced to De always operl it would De the slave and victim of the 
light, and would cease to see In order to escape the torment. 

仮に 目 が 常に 開か れる 事 を 強い られ た ら 、 目 は 光 の 奴隷 に 成る で あろ うし 、 目 は 光 
の 犠牲 に 成る で あろ うし 、 苦 し みか ら 免 れる た め に 目 は 見 る 事 を や め る で あろ う 。 
Thus, created Intelligence is not happy in affirrmimg God, except by its 
IDerty to deny Him. 

創造 され た 知性 に は 神 を 否定 する 自由 に よっ て の み 神 を 青 定 する 幸せ が 有る 。 
Now, the Intelhgence which demies, invariably affirms something, 
否定 する 知性 は 常に 何 も の か を 育 定 す る 。 

SITCe 

な ぜ な ら 、 

It is assertimg 1ts 1iDerty. 

否定 する 知性 は 何 も の か を 有 定 する 事 に よっ て 知性 の 自由 を 表す 。 

It is for this reason that 

上 記 の 理由 か ら 、 

blasphemy glorifies Godl 

ある 点 で 神 に 不敬 な 知性 は 別 の 点 で 神 を た た える 。 

and that hell was indispensable to the happiness of heaVven. 

地獄 は 天 の 幸 せ に 絶対 に 必要 で ある 。 

Were the jight unrepelled Dy shadowi, there would De no VisiDle forms. 
仮に 影 が 光 を し り ぞ け な け れ ば 、 見 える 形 は 存在 し な いで あろ う 。 


Tf the first angels had not encountered the depths of darkness, the child- 
birth of God would have Deen incomplete, and there could have Deen 
no separation Detweenr the created and essential light. 

も し 最初 の 天使 た ち が 闇 の 深 さ に 出会わ な けれ ば 、 神 の 創造 は 不 完全 で あっ た ろう 
し 、 創 造 さ れ た の で は な い 光 と 創造 され た 光 の 分 離 は 存在 し な か っ た で あろ う 。 
Never would Intelligence have kmown the goodness of God it had 
never lost Him. 

も し 知性 が 神 を 失わ な けれ ば 、 知 性 は 神 の 良さ を 知ら な か っ た で あろ う 。 

Never would God's infimite 1oVe have shone forth in the joys of His 
mercy had the prodigal Son of Heaven remained in the house of His 
Father 

仮に 天 の 放 湯 息子 で ある 知性 が 父 で ある 神 の 家 に 留まっ て いた の で あれ ば 、 神 の 
永遠 の 愛 は 神 の 思い や り の 喜び の 中 に 表れ な か っ た で あろ う 。 

When all was hght, there was hght nowhere: 

全て が 光 で あっ た 時 、 光 は どこ に も 無かっ た 。 

it filled the breast of God, who was 1abourimg to Drimg forth. 

創造 し よう と 試み て いた 神 の 胸 を 光 が 満 た し た 。 

And when He said: "Let there De light!" He permitted the darKness to 
repel the light, and the uriverse issued from cha0Ss. 

神 が 「 光 あれ !」 と 話し た 時 、 神 は 間 が 光 を し り ぞ ける 事 を 許し 、 混 沖 か ら 宇 宙 が も た 
ら さ れ て いる 。 

The negation of the angel who, at Dirth, refused slavery, constttuted the 
edullibrium of the world!, 

生ま れ た 時 に 奴隷 に 成る 事 を 拒否 し た 、 知 性 と いう 天使 の 否定 は 世界 の つり 合い 
の 構成 要素 で ある 。 

and the motion of the spheres cormmenced. 

知性 と いう 天使 の 否定 に よっ て 、 天 体 達 の 動き は 始ま っ た 。 

The infimite distances adrmired this love of jiDerty 

無限 は 知性 の 自由 へ の 愛 を 敬礼 し た 。 

which was Vast enough to fill the void of eternal light, 

知性 の 自由 へ の 愛 は 永遠 の 光 の 空間 を 満た す の に 十分 で あっ た 。 

and strong enough to Dear the hatred of God. 

知性 の 自由 へ の 愛 は 神 の 憎しみ を 耐え る の に 十分 で あっ た 。 

But 

し か し 、 

God could hate not the noDlest of His children, 

神 は 神 の 子 の うち で 最も 高中 な も の で ある 知性 を 憎 ま な か っ た 。 

and He proved him by His wrath only to confirm him in His power 
神 は 神 の 怒り に よっ て 知性 に 神 の 力 を 確証 し た だ け で あっ た 。 

SO also the Word of God Himself, as Tjealous of Lucifer willed to come 
down from heaven and pass triumphartly through the shadows of hell. 
知性 、 ル シフ ェ ル に 始 し た か の 様 に 、 神 の 言葉 イエ ス は 堕天 し 、 勝 利 し て 地獄 の 影 
を 通過 し た 。 


He wlled to De proscriDed and condemnedi 

神 の 言葉 イエ ス は 人 迫害 を 望ん だ 。 

He premeditated the terriDple hour when He should cry, in the extreme 
of His agony: "My God, My God, why hast Thou forsaken Me?" 

マタ イ に よる 福音 27 章 46 節 で 神 の 言葉 イエ ス は 詩 編 22 章 1 節 の 「 私 の 神 よ 。 私 
の 神 よ 。 な ぜ 神 は 私 を 見 捨て る の で すか ?」 を 苦し み の 極致 で 叫ん だ 時 に 、 神 の 言 
葉 イ エス は 事前 に 恐ろし い 時 間 を 熟慮 し て いた 。( マ タイ に よる 福音 27 章 46 節 で イ 
エス は 泣き 叫ん だ わけ で は な く イ エス は 詩 編 22 章 1 節 以 降 の 預言 が 成就 し た 事 を 
指摘 し て いる 。) 

As the star of the morning goes Defore the sum, 

明け の 明星 が 太陽 の 前 に 表れ る 様 に 、 

the rebellion of Lucifer anmoumced to new-born nature the comimng 
imcarnation of Godl. 

ル シ フ ェ ル の 反抗 は 神 が 人 に 成る 事 を 生ま れ た ば か り の 自然 に 知ら せ た 。 
PossiD1y 

も し か し た ら 、 

Lucifer in his fall through night, carried with him a raim of suns and 
stars by the attraction of his glory. 

ル シ フ ェ ル は 、 夜 へ 時 天 し た 時 に 、 ル シフ ェ ル の 栄光 の 引き 寄せ る 力 に よっ て 、 ル シ 
フェ ル と 共に 、 太 陽 と 星 の 雨 を も た らし た か も し れ な い 。 

PossiDIy 

も し か し た ら 、 

Our su 1S a demon among the stars, 

太陽 は 星々 の 中 の 半 神 ダイ モー ン か も し れ な い 。 

as Lucifer is a star armong the angels. 

ル シ フ ェ ル が 天使 達 の 星 で ある 様 に 。 

DouDtless it is for this reason that 

上 記 の 理由 か ら 、 疑 い 無く 、 

it lights so calmly the horrible anguish of humarty 

知性 は 人 性 の 長 英 する べき 苦し み を 静か に 周 ら す 。 

and the long agony of earth 

知性 は 地 の 長 い 苦 し み を 照ら す 。 

Decause 

な ぜ な ら 、 

it is free in its solitude, 

知性 は 孤独 の 中 で 自由 で ある 。 

and possesses 1ts light. 

知性 は 知性 の 光 を 持っ て いる 。 

Such were the tendencies of the heresiarchs in the early centuries. 

上 記 が 数 世紀 の 異端 派 の 指導 者 た ちの 傾向 で あっ た 。 

Some, ike the Ophites, adored the demon under the figure of the 
SerDeTt: 

Ophites の 様 に 、 あ る 異端 者 た ち は 、 蛇 の 姿 で 半 神 ダイ モー ン を 敬礼 し た 。 


others, hike the Cainites, justified the rebellion of the first angel jike that 
of the first murderer 

Cainites の 様 に 、 あ る 異端 者 た ち は 、 創 世 記 4 草 の 最 初 の 殺人 者 カイ ン の 反抗 を 
正当 化し た 様 に 、 最 初 の 天使 の 反抗 を 正当 化し た 。 

All these errors, all these shadows, all these monstrous idols of anarchy 
which India opposes In its symDols to the magical Trumourt, have 
found priests and worshippers in Christianity. 

全て の 異端 者 の 誤り 、 全 て の 異端 者 の 影 、 イ ンド の 異端 者 が 魔術 的 な 「 三 神 一 体 」 
に 象徴 で 対立 させ た 混乱 の 全て の 異端 者 の 奇形 の 偶像 が 、 キ リス ト 教 の 祭司 た ち 
と 信者 た ち に 見 つか る 。( 三 神 一 体 は 創造 神 ブ ラフ マー、 人 に 成っ た 神 ヴ ィ シ ュ メ ヌ 、 破 
壊 神 シ ヴァ が 本 来 は 一 体 で ある と いう 考え 。) 

The demonr is nowhere mentioned in Genes1S: 

創世 記 に は 悪魔 と いう 名 前 は 記さ れ て いな い 。 

an allegorical serpent dece1ves Our first Darents. 

創世 記 3 章 の 象徴 的 な 蛇 が 人 の 最初 の 父 アダ ム と 人 の 最初 の 母 エ ヴァ を だ まし た 。 
創世 記 3 章 の 象徴 的 な 蛇 が 人 の 初 祖 ア ダム と エヴァ を だ まし た 。 

Here is the commonr translation of the sacred text: "Now, the serpent 
was more suDbtle than any Deast of the field which the Lord God had 
made.“ 

創世 記 3 章 1 節 「 主 で ある 神 が 創 造 し た 野 の 獣 の 中 で 蛇 は 最も 狗 獲 で あっ た 。」。 
But this is what MOses says: 

創世 記 3 章 1 節 で モー セ は 「 ヤ ハウ ェ 、 エ ロ ヒ ム が 創造 し た 野 の 獣 の 中 で 蛇 は 最も 
希 狙 で あっ た 。」 と 話し た 。( 高 等 魔術 の 祭儀 14 章 「 テ トラ グラ マト ン は 、 魔 術 の 無 
上 の 言葉 で あり 、『 で ある 様 に 』 を 意味 する 。」。nny、YHWH、 ヤ ハウ ェ は 4 文字 で あ 
る の で ギリ シャ 語 で 4 文字 を 意味 する テト ラ グラ マト ン と 呼ば れ て いる 。 エ ロ ヒ ム は 
神 を 意味 する 。) 

Wnn ロ Ty Op nh ロ TWn TDN ロ ゆ y ロロ ロ T2K 

創世 記 3 章 1 節 「! ヤ ハウ ェ 、 エ ロ ヒ ム が 創造 し た 野 の 獣 の 中 で 蛇 は 最も 狭 獲 で あっ 
た 。」。( ロ は n、 メ ム の 語末 形 。) 

Wha-Nahash haiah haroum mi-chol haiaht ha-shadeh asher hashah 
Jh0ah AElohim. 

創世 記 3 章 1 節 『! ヤ ハウ ェ 、 エ ロ ヒ ム が 創造 し た 野 の 獣 の 中 で 蛇 は 最も 狭 獲 で あっ 
た 。」。(h を ケト また は へ ト と 読む 。) 

WHL-N(C)hSh HYH AyRWM MKL (C)hYT HShDHe AShR AyShH YHWH 
ALHYM 

ワ ハ - ナ ハシ ュ ハイ ァ ー アロ ウム ミコ ル ハイ ァ アタ ハシ ャ デ エ アシ ェ ル アシ ャ ー ヤ ハ 
ウェ エロ ヒム 。W ツ T)、N(C)hSh、 ナ ハシ ュ は 蛇 を 意味 する 。 

This sigrifies, according to the Version of Fabre dOIiVet: "Now, origimal 
attraction (cupidnty) was the entraiminmg passlon of all elementary life 
(the interior actVe DOWer) of nature, the work of jh0ah, the Being of 
Deinmgs." 


Fabre d'OHivet は 創世 記 3 章 1 節 を 「 根 源 の 引き 寄せ る 力 (、 仙 欲 ) は 存在 の 中 の 
存在 、 神 、 ヤ ハウ ェ の 作品 で ある 自然 の 全て の 四 大 元素 の 命 (、 心 の 自発 的 な 力 ) の 
肉欲 を 引き 寄せ る 。」 と 解釈 し た 。 

But hereim Fabre d'OHVet is Deside the true interpretatiom, 

し か し 、Fabre d'Olivet の 解釈 は 外れ で ある 。 

Decause 

な ぜ な ら 、 

he was unacduainted with the grand keys of the KabDalah. 

Fabre d'OliVvet は カバ ラ の 大 いな る 鍵 を 知ら な か っ た 。 

The word Nahasch, explained by the symbolical letters of the Tarot 
TigOTOUSIy signifies: 

下記 の 様 に 、 タ ロッ ト の 象徴 的 な 文字 は 蛇 を 意味 する ゆ n)、N(C)hSh、 ナ ハシ ュ を 厳 
密 に 説明 する 。 

14 ) Nun.- The power which produces combinations. 

14。 ヌ ン 。 組 合せ を も た ら す 力 。 

5 He.- The recipient amd DassiVe Droducer of fOrms. 

5。 ヘ ー。 形 の 受容 する も の と 受容 的 な 生産 する も の 。 

21 W Schin.- The natural amd central fire eduihDrated Dy douDle 


Dolarisation. 

21。 シ ュ イ ン 。 二 重 の 両極 性 が つり 合わ せる 自然 の 中 心 の 火 。 
ThUS, 

上 記 の 様 に 、 


the word employed Dy Moses, read kaDDbalhistcally, gives the description 
and defimition of that magical un1versal agent, 

モー セ は 魔術 の 普遍 の 代行 者 を 表す の に rj、N(C)hSh、 ナ ハシ ュ 、 蛇 と いう 言葉 
を 用 いた 。WT)、N(C)hSh、 ナ ハシ ュ 、 蛇 を カバ ラ 的 に ゅ n)、NHSh、 ナ ハシ ュ と 読む 。 
Wn)、NHSh、 ナ ハシ ュ は 魔術 の 普遍 の 代行 者 の 説明 と 定義 を も た ら す 。 
represemted in all theogomies Dy the serpent: 

全て の 神 統 系 譜 学 で は 蛇 に よっ て 魔術 の 普遍 の 代行 者 を 表し て いる 。 

to this agent the HeDbrews applied the name of OD when it mamifested 
1ts acHVe forCe, 

へ ブラ イ 人 は 、 普 遍 の 代行 者 の 自発 的 な 力 を 表す 時 に 、 普 遍 の 代行 者 を OD、 オ ド と 
いう 名 前 で 呼ぶ 。 

Of OB when it exhiDited its DassiVe force, 

へ ブラ イ 人 は 、 普 遍 の 代行 者 の 受容 的 な 力 を 表す 時 に 、 普 通 の 代行 者 を OB、 オ ブ 
と いう 名 前 で 呼ぶ 。 

and of AOUR when it wholly revealed itself in its eduihDrated Dower 
producer of hight in heaven and gold among metals. 

へ ブラ イ 人 は 、 普 遍 の 代行 者 の つり 合わ せる 力 、 天 の 光 を も た ら す も の 、 金 を 表す 時 
に 、 普 遍 の 代行 者 を IN、AOUR、 ア ウル 、 オ ウル 、 光 と いう 名 前 で 呼ぶ 。(IN、AWR、 
アウ ル 、 オ ウル は 光 を 意味 する 。「 大 いな る 神秘 の 鍵 」「 金 を 意味 する フラ ンス 語 の 
OR は 光 を 意味 する へ ブラ イ 語 の AOUR に 由来 する 。」。) 

It is therefore that old serpent which encircles the world, 


古い 蛇 は 世界 を 包囲 し て いる 。 

and places his devouring head Deneath the foot of a Virgim, 

ウロ ボロ ス の 様 に 、 古 い 蛇 は 自身 の 尾 を 飲み 込 も うと 試み て いる 。 古 い 蛇 は 頭 を 処 
女 マ リア の 足 の 下 に 置く 。 

the type of initiation- 

処女 マリ ア は 秘伝 伝授 の 象徴 で ある 。 

that virgin who presents a Httle new-Dorn child to the adoration of three 
magi, 

処女 マリ ア は 生ま れ た ば か り の 幼子 イエ ス を マタ イ に よる 福音 2 章 の 3 人 の マギ に 
も た らし た 。 マ タイ に よる 福音 2 章 の 3 人 の マギ は イエ ス に 敬礼 し た 。 

and receives fromm themm, in exchange for this faVour gold, myrrh, and 
frankincense. 

マタ イ に よる 福音 2 章 の 3 人 の マギ は 、 金 、 乳 香 、 没 薬 を 、 イ エス に ささ げ て 、 マ リア に 
御 返し に も た らし た 。 

So does doctrime serVe in all hieratic religions to Veil the secret of those 
forces of nature which the imitiate has at his 人 

考え は 、 全 て の 祭司 の 宗教 で 、 秘 伝 伝授 者 が 思い 通り に で きる 、 自 然 の 力 の 秘密 を 
ヴェ ー ル で 隠す の に 役立つ 。 

religious forrmulae are the surmmaries Of those words full of mystery 
and power which make the gods descend from heaven and yield 
themselves to the wil of men. 

宗教 の 考え は 、 神 々 を 天 か ら 降 臨 さ せ 、 神 々 に 人 の 意思 に 報い て も ら う 、 神 秘 と 力 の 
全て の 言葉 の 要約 で ある 。 

Judea borrowed its secrets from Egypt: 

へ ブラ イ 人 は 宗教 の 考え の 秘密 を エジプト か ら 取 り 入 れ た 。 

there Greece sent her hierophants, and later her theosophists, to the 
School of the great Drophets: 

ギリ シャ は 秘 儀 祭司 を へ ブラ イ 人 の 預言 者 の 一 門 に 遣わ し た 。 後 に 、 ギ リ シ ャ は 神 知 
学者 を へ ブラ イ 人 の 預言 者 の 一 門 に 章 わし た 。 

the Rome of the Caesars, mimed by the initiation of the catacormDs, 
collapsed one day into the Church, 

初期 キリ スト 教徒 の 避難 所 と な っ た 地下 墓地 で の 秘伝 伝授 は ロー マ 帝 国 を キリ スト 
教化 し た 。 

and a symDolism was reconstructed with the remnants of all the 
worships which had Deen aDsorDed Dy the queen of the world. 

ロー マ 帝 国 は 、 ロ ー マ 帝 国 が 同化 し て いた 全て の 宗教 の 残骸 で 、 象 徴 を 建て 直し た 。 
ロー マ は 世界 の 女王 で ある 。 

According to the Gospel narrative, the inscription which set forth the 
Spiritual royalty of Christ was written in Hebrewi in Greek, and in Latm: 
ヨハ ネ に よる 福音 19 章 19 節 か ら 20 節 で イエ ス の 十字 架 に 「 イ エス 、 ナ ザ レ の 。 王 、 
へ ブラ イ 人 の 。」 と いう イエ ス キリ スト の 精神 的 な 王権 が へ ブラ イ 語 、 ギ リ シ ャ 語 、 ラ 
テン 語 で 記さ れ た 。( へ ブラ イ 人 は 正しい も の の 例え の 場合 が 存在 する 。INRI は ラテ 
ン 語 の 「 イ エス 、 ナ ザ レ の 。 王 、 へ ヘブライ 人 の 。」 の 頭 文 字 で ある 。) 


it was the exDpression of the umiversal synthesis. 

「 イ エス 、 ナ ザ レ の 。 王 、 へ ブライ 人 の 。」 は 普遍 の 総合 の 表現 で ある 。INRI は 普遍 の 
総合 の 表現 で ある 。 

Hellemism, in fact, that grand and Deauteous religion of form, 

事実 、 ヘ レニ ズム は 形 の 大 いな る 美しい 宗教 で ある 。 

announced the commng of the Saviour no less than the prophets of 
Judalsmm: 

ヘレ ニズム は ユダ ヤ 教 の 預言 者 達 と 同様 に 救い 主 イ エス の 降臨 を 知ら せ た 。 

the fable of Psyche was an ultra-Christian aDstraction, 

プシ ュ ケ の 例え 話 は キリ スト 教 か ら の 超 抽 出 で あ る 。 

and the cultus of the Pantheons, Dy rehabilitatng Socrates, Drepared the 
altars for that umty of God, of which Israel had Deen the mysterious 
DreserVer: 

パン テオ ン の 宗教 は 、 ソ クラ テス を 復活 させ る 事 に よっ て 、 イ スラ エル が 神秘 的 に 保 
存 し て いた 、 神 の 統一 性 へ の 祭壇 の 用 意 を し た 。 

But 

し か し 、 

the synagogue dened its Messiah, 

ユダ ヤ 教 会 は 救い 主 イ エス を 否定 し た 。 

and the Hebrew letters were effaced, at least in the blimnded eyes of the 
JeWs. 

少な く と も 、 ユ ダ ヤ 教 徒 の 盲目 の 目 か ら ヘ ブライ 文字 は 姿 を 隠し た 。 

The Roman persecutors dishonoured Hellenism, 

ロー マ の 迫害 者 は ヘレ ニズム を 汚し た 。 

andit could not De restored Dy the false moderaton of the philosopher 
Julian, 

プラ トン の 「 哲 学者 が 王者 に 成っ た 」 ユ リア ヌス 帝 の 偽 の 緩和 は ヘレ ニズム を 復活 
で き ぶ が つた だ 。 

Surnamed Derhaps urjustly the Apostate, 

大 衆 が 背 教 者 と いう あだ名 を ユリ アヌ ス 需 に つけ た の は 多分 不当 で あっ た 。 

SITCe 

な ぜ な ら 、 

his Christianity was neVer SInCere. 

ユリ アヌ ス 電 は 心から の キリ スト 教徒 で は な か っ た 。 

The ignorance of the middle ages followed, opposing sants amd Virgins 
to gods, goddesses, and nymphs: 

中 世 の 無 知 な 大 衆 は 、 神 の 様 な 者 達 、 聖 女 達 と 多神教 の 神々 、 多 神 教 の 女神 達 、 ニ 
ン フ 達 を 対立 させ た 。 

the deep sense of the Hellenic mysteries Decame less understood than 
eVeT: 

古代 ギリ シャ の 神秘 の 深い 意味 は 以前 より 理解 され な く な っ た 。 

Greece herself did not only 1ose the traditions of her ancient cultus, Dut 
seDarated from the Latn Church: 


ギリ シャ は 古代 の 宗教 の 口伝 を た 失っ た だ け で は な く ラ テン 語 の カト リッ ク 教 会 か ら 分 

離し た 。 

amd thus, 

上 記 の 様 に 、 

for Latim eyes, the Greek letters were Dlotted out, 

ラテ ン 語 の カト リッ ク 教 会 の 有 目 に は 、 ギ リ シ ャ 文 字 は 姿 を 隠し た 。 

as the Latim letters disappeared for Greek eyes. 

ギリ シャ 人 の 目 に は 、 ラ テン 文字 は 姿 を 隠し た 様 に 。 

So the inscripton on the Cross of the Saviour Vamished entrely, 

ヨハ ネ に よる 福音 19 章 19 節 か ら 20 節 で 救い 主 イ エス の 十字 架 に へ ブラ イ 語 、 ギ 

リ シ ャ 語 、 ラ テン 語 で 記さ れ た 「 イ エス 、 ナ ザ レ の 。 王 、 ヘ へ ブ ライ 人 の 。」 と いう 言葉 は 完 

主 に 次 を 障 し た 。( へ ブラ イ 人 は 正しい も の の 例え の 場合 が 存在 する 。INRI は ラテ ン 
語 の 「 イ エス 、 ナ ザ レ の 。 王 、 へ ブライ 人 の 。」 の 頭 文字 で ある 。) 

am nothing except Imysterious imitials remmained. 

INRI と いう 神秘 的 な 頭 文字 だ けが 残っ た 。(INRI は ヨハ ネ に よる 福音 19 章 19 節 

「 イ エス 、 ナ ザ レ の 。 王 、 ヘ ブライ 人 の 。」 の ラテ ン 語 の 頭 文 字 で ある 。) 

But 

が し 。 

when science and philosophy, reconcihated with faith, shall umite all the 

Var10US SyImDols, 

信心 と 一 致し た 、 哲 学 と 自然 科学 が 全て の 象徴 を 統一 する 時 に 、 

then shall all the magmificences of the antidue Worships again Dlossom 

in the memory of men, 

古代 の 宗教 の 全て の 大 いな る も の が 人 の 記憶 に 返り 咲く 。 

proclaiming the progress Of the human mind in the intuition of the jight 

of God. 

神 の 光 の 直感 で の 人 の 精神 の 進歩 を 表す 。 

But 

し か し 、 

of all forms of progress the greatest wl De that which, restorimg the 

keys of nature to the hands of science, shall enchain for ever the 

hideous spectre of Satan, 

進歩 の 全て の 形 の 無 上 の 大 いな る も の は 、 自 然 の 鍵 を 知 の 手 に 復活 させ て 、 サ タン 
の 憎む べき 幻 を 永遠 に 鎖 に つなぐ 事 で あろ う 。( へ ブラ イ 語 で サタ ン は 敵 を 意味 する 。 

悪 は 免疫 の た め の 仮想 敵 で ある 。 書 魔 は 存在 し な い 。 悪 人 の 霊 は 存在 する 。) 

andL explanmmg all exceptional phenomena of nature, shall destroy the 

empre Of superstition and idiotic credulity. 

進歩 の 全て の 形 の 無 上 の 大 いな る も の は 、 自 然 の 全て の 稀 な 現象 を 説明 し て 、 迷 

信 の 支配 と 馬鹿 げた 盲信 を 破壊 する 事 で あろ う 。 

To the accomplishment of this work We haVe consecrated our Hife, 

エリ ファ ス レヴ ィ は 人 生 を 神 の 教え 、 哲 学 、 自 然 科 学 の 一 致 と いう 務め の 成就 に ささ 

げ で きた だ た 。 

and do still devote it, to the most toilsome and difficult researches. 


エリ ファ ス レヴ ィ は 人 生 を 神 の 教え 、 哲 学 、 自 然 科学 の 一 致 と いう 無 上 の 難し い 研 
究 に ささ げ て いる 。 

We would emancipate altars Dy OoVerthrowimg 1dols: 

エリ ファ ス レヴ ィ は 、 偶 像 を 打ち 倒す 事 に よっ て 、 祭 壇 を 自由 に する 。 

we desire the man ofintelligence to Decome once more the priest and 
king of nature, 

エリ ファ ス レヴ ィ は 知 を 持つ 人 が 自然 の 王者 、 祭 司 に 再び 成る 事 を 望ん で いる 。 
and we Would preserVve Dy explanation all images of the uriversal 
Sanctuary. 

エリ ファ ス レヴ ィ は 、 説 明 す る 事 に よっ て 、 普 遍 の 聖 所 の 全て の 象徴 を 保存 する 。 
The prophets spoke in DaraDles amd images, 

預言 者 は 例え 話 、 象 徴 で 話す 。 

Decause 

な ぜ な ら 、 

aDstract 1anguage Was wanting to them, 

大 衆 は 理論 的 な 言葉 に 欠け て いる 。 

and because 

な ぜ な ら 、 

prophetic Derceptlon, Deing the sentiment of harmony Or of um1versal 
analogies, 

聞 言 者 の 理解 は 調和 の 感情 また は 普遍 の 類推 可能 性 で ある 。 

translates naturally Dy images. 

預言 者 の 理解 は 象 微 に よっ て 自然 に 訳 され る 。 

Taken jiterally by the vulgar these images Decome idols or impenetraDle 
ImySterleS. 

大 衆 が 文字 通り に 解釈 する と 、 預 言 者 の 象徴 は 偶像 また は 見 通せ な い 神 秘 に 成る 。 
The sum and succession Of these images and mysteries constitute what 
1s called symDbolism. 

預言 者 の 象徴 と 神秘 の 全体 や 継承 を 象徴 主義 と 呼ん で いる 。 

SymDbolism therefore, comes from God, though it may De formulated Dy 
men. 

人 が 象徴 主義 を まとめ て いる が 、 象 徴 主義 は 神 に 由来 する 。 

Revelation has accompanled humamty in all ages, 

全て の 時 代 で 、 啓 示 は 人 に と も な っ て きた 。 

has transfigured with human genius, 

人 の 才能 に よっ て 、 啓 示 は 変わ っ て きた 。 

Dut 

が し 、 

has eVer eXDressed the same truth. 

啓示 は 今 ま で 同じ 真理 を 説明 し た 事 が 無い 。( 啓 示 は 今 ま で 唯一 の 真理 を 説明 し た 
事 が 無い 。) 

True religion 1S One: 

本 物 の 宗教 は 唯一 で ある 。 


its dogmas are sirmple, and within the reach of all. 

全て の も の の 届く 範囲 内 に お いて 、 宗 教 の 考え は 簡潔 で ある 。 

At the same tmme, 

同時 に 、 

the multiplicity of symDols has Deen a Dook of poesy indispensaDle to 
the education of human genUs. 

象徴 の 多様 性 は 人 の 才能 の 教育 に 絶対 必要 な 詩 の 書 で あっ た 。 

The harmony of outward Deauties and the poetry of form had to De 
revealedl Dy God to the infancy of man: 

神 は 外見 の 美 し さ の 調和 と 形 の 詩 を 人 が 幼子 の 様 な 者 で ある 時 に 啓示 する 必要 が 
有 っ た 。 

Dut soon 

し か し 、 す ぐに 、 

Venus had Psyche for her rival, 

プシ ュ ケ は ヴィ ー ナ ス の ライ バル に 成っ た 。 

and Psyche enchanted LoVe. 

プシ ュ ケ は 愛 の 神 エ ロス を 誘惑 し た 。 

Thus the cultus of the form perforce yielded to those amDitious dreams 
形 の 宗教 は 必然 的 に 大 いな る 夢 に 従っ た 。 

which already adorned the eloguent wisdom of Plato. 

形 の 宗教 が 必然 的 に 従っ た 大 いな る 夢 は プラ トン の 雄弁 な 知 を 飾っ た 。 

The advent of Christ was prepared! 

イエ ス キリ スト の 降臨 が 用 意 さ れ た 。 

and for this reason 

上 記 の 理由 か ら 、 

WaS eXDeCteOdi: 

イエ ス キリ スト の 降臨 が 待た れ た 。 


1t Came 

イエ ス キリ スト が 降臨 し た 。 
Decause 

な ぜ な ら 、 


the world awaited it, 

人 々 が イエ ス キリ スト の 降臨 を 待っ た 。 

and to Decome Dopular philosophy transformed into Delief. 
大 衆 的 に 成っ た 哲学 は 信仰 に 変わ っ た 。 

Emancipated Dy this Delief itselt, the human mind speedily protested 
agalnst the school which sought to materialise 1ts s1gns, 

信仰 が 自由 に し た 人 の 精神 は 速やか に 信仰 の 象徴 を 物質 化し よう と 試み た 学派 に 
抗議 し た 。 

and the work of Roman Catholicism was solely the umconscious 
preparation for the emancipation of consciences 

ロー マ の カト リッ ク の 務め は 、 た だ 良心 を 自由 に する 事 を 知ら な いで 用 意 する 事 で 
あっ た 。 


and the establishment of the Dases of umiversal association. 
ロー マ の カト リッ ク の 務め は 、 た だ 普遍 の 共同 体 の 基礎 を 確立 する 事 で あっ た 。 
All these things were the regular and normal development of divine life 
Im humantty: 

上 記 の 全て は 、 人 性 の 神 の 様 な 命 の 正常 な 普通 の 進歩 で あっ た 。 

for 

な ぜ な ら 、 

God is the great soul of all souls, 

神 は 全て の 魂 の 中 で 大 いな る 魂 で ある 。 

the immovaDple centre aDout which gravitate all intelhgences 
神 は 全て の 知性 を 引き 寄せ る 不動 の 中 心 で ある 。 

Iike a cloud of stars. 

星雲 の 様 に 。 

Human intelligence has had its morming: 

人 の 知性 に は 朝 が 有 っ た 。 

1ts noon wl come, 

人 の 知性 の 真昼 が 来る で あろ う 。 

and the decHhme follow, 

人 の 知性 の 堕落 が 来る で あろ う 。 

Dut 

じ か が し 、 

God wl ever De the same. 

神 は 常に 同じ で あろ う 。 

It seems, however to the dwellers on the earth that the sun rises 
youthful and timid in the morning, 

太陽 は 朝 に 若 々 し く 内 気 に 昇 る 様 に 地球 上 の 住人 に は 思わ れる 。 

shines wrth all its power at mid-day 

太陽 は 真昼 に 太陽 の 全力 で 輝く 様 に 地球 上 の 住人 に は 思わ れる 。 

and goes wearied to rest In the eveming. 

太陽 は 去 に は 疲れ て 休む 様 に 地球 上 の 住人 に は 思わ れる 。 
Nevertheless, 

じ か が し 、 

It is earth which revolves while the sun is motionless. 
地球 は 公転 し 、 太 陽 は 不動 で ある 。 

Having faith, therefore, in human DroOgTeSS, 

人 の 進歩 で 信心 を 持て ば 、 

andin the stability of God!, 

神 の 安定 で 信心 を 持て ば 、 

the free man resDects religion in its Dast forTms, 

自由 な 人 は 過去 の 形 で 宗教 を 敬う 。 自 由 な 人 は 過去 の 形 で 神 の 教え を 敬う 。 
and no more Dlasphemes jupiter than jehovah: 

自由 な 人 は ヤ ハ ウェ より ユピテル に 不敬 な 事 を 言わ な い 。 

he stlll salutes 1oVingly the radiant image of the Pythian Apollo, 


自由 な 人 は デル ポイ の アポ ロン の 光 を 放つ 象徴 に 愛 を 込め て 敬礼 する 。 

and discoVers its fraternal resemDlance to the glorified countenance Of 
the risen Redeemer 

自由 な 人 は アポ ロン の 顔つき と 復活 し た 救い 主 イ エス の 栄光 を た た えら れ た 顔つき 
の 兄弟 の 様 な 類似 を 見 つけ る 。 

He believes in the great mission of the CathoHc hierarchy 

目 由 な 人 は カト リッ ク の 位階 の 大 いな る 使命 を 信じ る 。 

and finds satisfaction in oDserving the popes of the middle ages who 
ODDOsed religion as a check upon the aDsolute power of kimgs: 

自由 な 人 は 中 世 の 法 王 が 試す 様 に 宗教 を 権力 者 た ちの 絶対 的 な 力 に 対立 させ た 
事 を 見 る 事 に 満足 を 見 出す 。 

Dut 

し か し 、 

he protests with the revolutionary centuries aganst the servitude of 
consclence which would enchain the pontifical keys: 

自由 な 人 は 法王 の 鍵 を 鎖 に つない で し まう で あろ う 良 心 の 奴隷 状態 に 対し て 革命 
の 世紀 と 共に 抗議 する 。 

he is more protestant than Luther 

自由 な 人 は ルター より プロ テス タン ト で ある 。 

SITCe 

な ぜ な ら 、 

he does not even Delieve in the infalhDility of the AugsDourg Confession, 
自由 な 人 は ルター の アウ クス ブル ク 信 仰 告白 に 誤り が 無い 事 を 信じ な い 。 自 由 な 人 
は ルター の アウ クス ブル ク 信 仰 告 白 の 不可 診 を 信じ な い 。 

and more catholic than the Pope, 

自由 な 人 は 法王 より カト リッ ク で ある 。 

for 

な ぜ な ら 、 

he has no fear that religious umty will De Droken Dy the 則 -will of the 
COUTtS. 

自由 な 人 は 法廷 の 悪意 が 宗教 的 な 統一 性 を 破壊 する か も し れ な い 事 を 直 れ な い 。 
He trusts in God rather than Roman policy for the salvation of the umity 
1dlea: 

自由 な 人 は 統一 性 の 考え の 救い に よっ て ロー マ の 政策 より 神 を 信頼 し て いる 。 

he resDects the old age of the Church, 

自由 な 人 は 古代 の 教会 を 胃 散 する 。 

Dut 

じ が し 、 

he has no fear that she wil die: 

自由 な 人 は 教会 が 姿 を 隠す 事 を 恐れ な い 。 

he knows that her apparent death wil De a transfiguration 

自由 な 人 は 教会 の 見 せ か け の 死 は 変身 に 成る 事 を 知っ て いる 。 

andl a glorious assumption. 


自由 な 人 は 教会 の 見 せ か け の 死 は 栄光 の 被 昇 天 に 成る 事 を 知っ て いる 。 
The author of this book makes a fresh appeal to the easternt magi to 
COme forward 
本 書 「 高 等 魔術 の 祭儀 」 の 著者 エリ ファ ス レヴ ィ は マタ イ に よる 福音 2 章 の 東 の 3 
人 の マギ が 現れ る 様 に 新た に 呼び か ける 。 
andrecogruse once agaln that divine Master whose cradle they saluted!, 
the great initiator of all the ages. 
エリ ファ ス レヴ ィ は 、 マ タイ に よる 福音 2 章 の 3 人 SR ゆり か ご の 神 
の 主 イ エス 、 全 て の 時 代 の 大 いな る 祖 イ エス を 再び 認め 
All His enermies have fallen: 
イエ ス の 全て の 敵 は 地 に 堕ち た 。 
all those who condemned Him are deadi: 
イエ ス を 迫害 し た 全て の 者 は 死ん だ 。 
those who persecuted Him have passed into sleep for ever: 
イエ ス を 迫害 し た 者 は 死ん だ 。 
He is for ever aliVe. 
イエ ス は 永遠 に 生き て いる 。 
The enVlous have comDbined against Him, agreeimg On a simgle Doint: 
イエ ス に 対し て 災 如 が 1 つの 点 で 一 致し て まとまっ た 。 
the sectaries have united to destroy Him: 
イエ ス を 破滅 させ る た め に 党派 心 の 強い 人 々 が まとまっ た 。 
they have crowned themselves kimgs and proscriDed Hm: 
党派 心 の 強い 人 々 は 自身 を 王者 に し イエ ス を 迫害 し た 。 
they have Decome hypocrites and accused Him: 
党派 心 の 強い 人 々 は 偽善 者 に 成り イエ ス を 非難 し た 。 
they have constttuted themselves judges and Dronounced His sentence 
of death: 
党派 心 の 強い 人 々 は イエ ス へ の 裁き を 買っ て 出 て イエ ス に 死刑 宣告 し た 。 
they have turned headsmen and executed Him: 
党派 心 の 強い 人 々 は 死刑 執行 人 に 成り イエ ス を 死刑 に し た 。 
they haVe forced Him to drimk hemlock, 
党派 心 の 強い 人 々 は イエ ス 、 ソ クラ テス に 毒 ニ ンジ ン の 毒薬 を 飲ま せ た 。 
they haVe crucified Him, 
党派 心 の 強い 人 々 は イエ ス を 十字 架 に は りつ け に し た 。 
they have stoned Him, 
党派 心 の 強い 人 々 は イエ ス に 投石 し た 。 
they have burned Him 
党派 心 の 強い 人 々 は イエ ス ( の も の ) を 燃やし た 。 
and cast His ashes to the wm 
党派 心 の 強い 人 々 は イエ ス の (も の の ) 灰 を 風 に 捨て た 。 
then they have turned scarlet with terror 
党派 心 の 強い 人 々 は 恐怖 で 赤く 成っ た 。 
for 


な ぜ な ら 、 

He stll stood erect Defore them, 

イエ ス は 党派 心 の 強い 人 々 の 前 に 立っ て いた 。 

Impeaching them Dy His wounds 

イエ ス の 傷 は 党派 心 の 強い 人 々 を 責め た 。 

and overwhelming them by the Drightness of His scars. 

イエ ス の 傷跡 は 党派 心 の 強い 人 々 を 圧倒 し た 。 

They believed that they had slain Him in His cradle at Bethlehem, 
党派 心 の 強い 人 々 は ベツ レ へ ヘム の ゆり か ご の 中 の イエ ス を 殺す 事 が で きた と 信じ た 。 
Dut 

し か し 、 

He is aHVe in Egypt! 

イエ ス は エジプト で 生き て いた ! 

They carry Him to the summmit of the moumtain to cast Him dowm: 
党派 心 の 強い 人 々 は イエ ス を 突き 落と す た め に イエ ス を 山 の 頂 上 に 運ん だ 。 
the mob of His murderers encircles Him, 

イエ ス を 緩 そう と する 大 衆 が イエ ス を 包囲 し た 。 

and already triumphs in His certain destructior: 

大 軍 は イエ ス の 確実 な 破滅 を 勝ち 誇っ た 。 

a CTy 1S heardi 

叫び が 聞こ えた 。 

is not that He who is shattered on the rocks of the aDyss? 

イエ ス は 地獄 の 岩の上 に 堕ち て 砕 か れ た の で は な いか ? い いえ ! 

They whiten and look at one another: 

大 衆 は 白く 成っ て 相互 に 見 つめ 合っ た 。 

Dut 

し が 

He, calm and smihmg with Dity, 

イエ ス は 静か に 哀れ み 、 ほ ほえ む 。 

passes through the midst of them 

イエ ス は 大 衆 の 中 を 通り 過ぎ た 。 

and d1saDDearS. 

イエ ス は 姿 を 隠し た 。 

Behold another mountann which they have just dyed with His blood! 
大 衆 が イエ ス の 血 で 染まっ た 別 の 山 を 見 な さい ! 

Behold a croSs, 

十字 架 を 見 な さい ! 

a SeDulchre, 

イエ ス の 墓 を 見 な さい ! 

and soldiers guardhng His tomD! 

イエ ス の 墓 を 監視 する 軍人 た ち を 見 な さい ! 

Madmenl 

狂人 ども ! 


The tomD iS emDpty 

イエ ス の 墓 は 空 ( か ら ) で ある 。 

and He whom they regard as dead is walking peaceaDly Detween two 
traVellers, on the road to Emmaus. 

大 衆 が 死ん だ と 考え て いた イエ ス は エマ オ へ の 道 を 2 人 の 弟子 と 共に 平和 に 歩い 
て いる 。 

Where is He? 

どこ に イエ ス は いる の か ? ど こ に イエ ス は 存在 する の か ? 

Whither does He go? 

どこ へ ヘイ エス は 行く の か ? 

Warn the masters of the world! 

地 の 王 者 た ちよ 注意 し な さい ! 

Tell the Csesars that their power 1s threatenedl! 

権力 者 た ちの 権力 は 揺るが され て いる と 話し な さい ! 

By whomm? 

誰が 権力 者 た ちの 権力 を 揺るが し て いる の か ? 

By a pauper who has no stone on which to ]ay His headl 

頭 を 置く 石 が 無い 、 枕 する 所 が 無い 、 貧 し い 人 イエ ス が 権力 者 た ちの 権力 を 揺るが 
し て いる 。 

by a man of the people condemned to the death of slaVes. 

大 衆 に より 奴隷 と し て の 死 を 宣告 され た 独り の 人 イエ ス が 権力 者 た ちの 権力 を 揺 る 
が し て いる 。 

What insult or what madness! 

な ん と いう イエ ス に 対す る 無礼 ! な ん と いう イエ ス に 対す る 狂気! 

It matters n0t. 

問題 無い 。 

The Caesars marshal all their power: 

権力 者 た ち は 権 力 の 全て を 並べ て いる 。 

sangulnary edhcts DrOscriDe the fugitiVe, 

血 の 命 令 が さま よう も の を 迫害 し て いる 。 

eVerywhere scaffolds rise uD, 

全て の 場所 で 足場 が 建て られ る 。 

circuSeS ODen arrayed with Hons and gladiators, 

ライ オン と 戦士 の 円 形 競技 場 が 開か れる 。 

Dyres are Highted!, 

まき に 火 が つけ られ る 。 

torrents of blood floWi, 

流血 の 激流 。 

and the Caesars, Delievimng themselVes V1CtOr10US, 

権力 者 た ち は 自 分 が 勝利 者 で ある と 信じ て いた 。 

dare add another name to those they rehearse on their trophies: 
権力 者 た ち は 思 いあ が っ て 別名 を 勝利 の 記念 碑 に 加え た 。 

then they die, 


権力 者 た ち は 死 ん だ 。 

and ther own apotheosis dishonours the gods whomm they defended. 
権力 者 た ち は 自 分 を 神格 化し て 権力 者 た ち が 守 っ た 神々 を 冒 流し た 。 

The hatred of the world confounds jupiter and Nero in a common 
contemDpt. 

俗 世 の 大 衆 の 憎悪 は 神 ユ ピ テ ル と 皇帝 ネロ を 混同 し 軽 蔵 し た 。 

Temples transformed into tombs are cast down over the proscriDed 
ashes, 

墓 に 成っ た 神殿 は 打ち 倒さ れ 人 迫害 の 灰 に 成っ た 。 

and above the debris of idols, 

偶像 の 瓦 確 を 超越 し て 、 

aDoVe the ruins of empires, 

国々 の 破滅 を 超越 し て 、 

He onIy 

イエ ス だ けが 、 

He whom the Caesars Droscr1Dedl 

権力 者 た ち が 迫 害し た イエ ス だ けが 、 

whomm so many satelhtes Dursued!, 

権力 者 に 婚 び へ つら っ た 大 衆 が 迫害 し た イエ ス だ けが 、 

whomm so many executioners tortured!, 

死刑 執行 人 で ある 大 衆 が 苦し め た イエ ス だ けが 、 

He only IiVes, 

イエ ス だ けが 生き て いる 。 

alone relgTs, 

イエ ス だ けが 統治 し て いる 。 

alone triumphs! 

イエ ス だ けが 勝利 し て いる 。( イ エス だ けが 復活 し て 死に 対し て 勝利 し て いる 。) 
Notwithstandimg, 

に も か か わら ず 、 

Hns own disciples speedily msuse His name: 

偽 の イエ ス の 弟子 た ち は イ エス の 名 前 を 悪用 し て いる 。 

pride enters the sanctuaryi: 

大 衆 が 聖 所 に 入門 し た 。 

those who should proclaim His resurrection seek to immortalise His 
death, 

イエ ス の 復活 を 公 に 話す べき で ある 大 衆 は イエ ス の 死 を 永遠 の も の に し よう と 試み 
て いる 。 

that they may feed, 1ike the ravens, on His ever-renewing flesh. 

大 衆 は イエ ス の 永遠 に 再生 する 肉 に カラ ス の 様 に た か っ て いる 。 

Im place ofimnutatimg Him by His sacrifice and shedding their Dlood for 
their children in the faith, 

自分 を 犠牲 に し た イエ ス を 見 習う 代わ り に 、 信 者 と いう 子孫 の た め に 血 を 流し た イエ 
ス を 見 習う 代わ り に 、 


they chai Him in the Vatican as upon another Caucasus, and Decome 
the vultures of this divine Prometheus. 

(巨人 的 な 愛 で 人 の た め に 自分 を 犠牲 に し た ) 巨 人 の 神 プ ロメ テウ ス が コー カサ ス 
山 に 鎖 で つなが れ た 様 に 、 イ エス は バチ カン に 鎖 で つなが れ た 。 大 衆 は 、 永 遠 に 再 
生 す る プロ メ テ ウ ス の 肝臓 に た か っ て 苦し め た ワシ の 様 に 、 永 遠 に 再生 する イエ ス の 
肉 に た か っ て 苦し め る カラ ス の 様 に 成っ て いる 。 

But 

し か し 、 

what sigmifies their evil dream? 

大 衆 の 悪 腔 は 何 を 意味 する の か ? 

They can only imprison His image: 

大 来 は イエ ス の 映像 に 、 と ら わ れ た だ け で ある 。 

He Himself is free and erect, Droceeding from exile to exile and from 
COnduest to Conduest: 

イエ ス は 自由 で ある 。 イ エス は 打ち 倒さ れる 事 無 < 立っ て いる 。 イ エス は 国 か ら 国 へ 
追放 され 進ん で いる 。 イ エス は 勝利 の 上 に 勝利 を 重ね て いる 。 

1t 1S DOSsiDble to Dind a man, 

人 を 縛る 事 は 可能 で ある 。 

Dut 

し か し 、 

not to make captive the Word of Godi: 

神 の 言葉 を 縛る 事 は 不可 能 で ある 。 イ エス を 縛る 事 は 不可 能 で ある 。 

SDeech is free, 

言葉 は 自由 で ある 。 

and nothing can reDreSs 1t: 

言葉 を 抑え つけ る 事 は 不可 能 で ある 。 

this jiving speech is the condemnation of the wicked!, 
悪人 は 生き て いる 言葉 、 イ エス を 人 迫害 し て いる 。 

and hence they seek to destroy 1t, 

悪人 は 生き て いる 言葉 、 イ エス を 破滅 さ せよ うと 試み て いる 。 

Dut 

し か し 、 

1t is they only who die, 

悪人 が 死ぬ だ け で ある ! 

andthe word of truth remains to judge their memory! 

真理 の 言葉 は 悪人 の 記憶 を 裁く た め に 後に 残る ! 

Orpheus may have Deen rent Dy Dacchantes, 

酒 神 の 女性 の 狂信 者 は オル フェ ウス を 引き 裂 い た か も し れ な い 。 

Socrates Imay have quaffed the poisoned CUD, 

ソクラテス は 毒 ニ ンジ ン の 毒 業 を 飲ん だ か も し れ な い 。 

Jesus and His apostles have Derished in the utmost tortures, 

イエ ス と 使徒 は 極限 の 苦し み の 中 で 死ん だ か も し れ な い 。 


John Hus, jerome of Prague, and innumerable others, have Deen 
Durned: 

ヤン フス 、 プ ラ ハ の イェ エロ ニー ム な ど は 焼き 殺さ れ た 。 

St Bartholomew and the massacres of SeptemDer may have had in turn 
their victmms: 

サン バル テル ミ の 虐殺 と 九 月 虐殺 が 起き た 。 

COSSaCks, knouts, and Siberian deserts are still at the disposal of the 
Russian EmDeror 

ロシア 皇帝 は コサック 、knouts、 シ ベリ ア 砂 漠 を 思い 通り に し て いる 。 

Dut 

し か し 、 

the spirit of Orpheus, of Socrates, of jesus, and of all martyrs wl 1iVe 
for eVer in the midst of their dead Dersecutors, 

迫害 者 た ち は 死 ん だ が 、 オ ルフ ェ ウ ス の 精神 、 ソ クラ テス の 精神 、 イ エス の 精神 、 全 て 
の 疾 教 者 の 精神 は 永遠 に 生き る 。 

wll stand erect amidst faihng institutions and collapsing emDireS. 
悪法 が 滅ん で も 、 国 々 が 滅ん で も 、 オ ルフ ェ ウ ス の 精神 、 ソ クラ テス の 精神 、 イ エス の 
精神 、 全 て の 狗 教 者 の 精神 は 打ち 倒さ れる 事 無く 立つ 。 

It is this divine spirit, the spirit of the only Son of God, which St john 
represets In his apDocalypse, standing Detween golden candlesticks, 
ヨハ ネ の 就 示 録 1 章 12 節 か ら 13 人 節 で 、 人 の 子 イ エス 、 神 の 精神 イエ ス 、 神 の 独り 
子 イ エス の 精神 が 黄金 の 燈台 の 中 央 に 立っ て いる 。 

Decause 

な ぜ な ら 、 

He is the centre of all lights: 

イエ ス は 全て の 光 の 中 心 で ある 。 

having sevenr stars in His handL 1iKe the seed of a new heaVven: 

ヨハ ネ の 庄 示 録 1 章 16 節 で 、 新 し い 天 の 種 の 様 に 、 イ エス は 右手 に 7 つの 星 を 
持っ て いる 。 

and sending down His speech upor the earth under the symDol of a 
two-edged sword. 

ヨハ ネ の 黙示 録 1 章 16 人 節 で 、 天 か ら 地 へ の イエ ス の 言葉 は 、 両 刃 の 剣 と し て 描か 
れ て いる 。 

When the wise in their discouragement sleep through the night of 
douDt, 

大 衆 の 反対 の 中 、 疑 惑 の 夜 の 中 、 賢 者 が 眠っ て いる 時 に 、 

the spirit of Christ is erect and vigilant. 

イエ ス キリ スト の 精神 は 打ち 倒さ れる 事 無く 立っ て 油断 無く 番 を し て いる 。 

When the nations, weary of the 1aDour which emancipates them, lie 
down and dream oVer their chains, 

労働 者 の 苦労 が 自由 に し た 国々 が 横たわり 東 縛 を 夢見 て いる 時 に 、 

the spirit of Christ is erect and Drotestimg. 

イエ ス キリ スト の 精神 は 打ち 倒さ れる 事 無く 立っ て 抗議 し て いる 。 


When the Djind partsans of sterilised religions cast themselves in the 
dust of old temples, 

不毛 な 異教 の 盲目 な 党派 心 の 強い 人 々 が 古代 の 神殿 の 塵 (ちり ) に 身 を 投じ て いる 
時 に 、 

the spirit of Christ is erect and Dray1ng. 

イエ ス キリ スト の 精神 は 打ち 倒さ れる 事 無く 立っ て 祈っ て いる 。 

When the strong Decome weak, 

力 の 有る 者 が 弱く 成っ た 時 に 、 

when Virtues are COrruDtedl 

徳 が 地 に 堕ち た 時 に 、 

when all thimgs Dend and sink down in search of a shameful Dasture, 
恥じ る べき 牧草 地 を 求め て 全て の も の が 人 奏 み 地 に 堕ち た 時 に 、 

the spirit of Christ is erect, 

イエ ス キリ スト の 精神 は 打ち 倒さ れる 事 無く 立っ て いる 。 

gaZ1ng UD to heavel, 

イエ ス キリ スト の 精神 は 天 を 見 つめ て いる 。 

and awaitimg the hour of His Father 

イエ ス キリ スト の 精神 は 父 で ある 神 の 時 を 待っ て いる 。 

Christ sigmifies priest and kimng by excellence. 

イエ ス キリ スト は 超越 性 に よっ て 王者 と 祭司 を 表す 。 イ エス キリ スト は 徳 に よっ て 王 
者 と 祭司 を 表す 。 

The Christ initiator of modern tmes came to form new priests amd neW 
kings Dy scilenCe, 

現代 の 祖 イ エス キリ スト は 知 に よっ て 新しい 王者 と 新しい 祭司 を 形成 する 様 に 成っ 
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and, abDoVe al 

特に 、 

by charity. 

現代 の 祖 イ エス キリ スト は 思い や り に よっ て 新しい 王者 と 新しい 祭司 を 形成 する 様 
に 成っ た 。 

The ancient magl were Driests amd Kings, 

古代 の マギ は 王者 で 祭司 で あっ た 。 

and the Saviour's adVent was proclaimed to them Dy a star 

マタ イ に よる 福音 2 章 で 星 が 救 い 主 イエ ス の 降臨 を マギ に 教え た 。 

This star was the magical pentagram 

マタ イ に よる 福音 2 章 の 星 は 魔術 の 五 蘭 星 で ある 。 

having a sacred letter at each Doimt. 

五 蘭 星 は 5 つの 神 の 文字 A の 組合 せ で ある 。 

It is the symDbol of the intelhgence 

五 世 星 は 知 の 象徴 で ある 。 

which rules Dy umuty of force over the four elementary Dotencies: 

知 は 四 大 元素 の 力 を 力 の 統一 性 に よっ て 統治 する 。 

it is the pentagramm of the magi, 


マタ イ に よる 福音 2 章 の 星 は マギ の 五 世 星 で ある 。 

the blazing star of the children of Hiram, 

マタ イ に よる 福音 2 章 の 星 は ヒラ ム の 魔術 の 子孫 の 燃え る 星 で ある 。 五 世 星 は ヒラ 
ム の 魔術 の 子孫 の 燃え る 星 で ある 。 

the prototype of equihbrated hght: 

五 記 星 は 、 つ り 合 わせ た 光 の 見 本 で ある 。 

to each ofits poimts a ray Of light ascends, and from each a ray goeS 
forth: 

一 方 の 光線 は 五 蘭 星 の 各 頂 点 へ 向上 し 、 他 方 の 光線 は 五 臣 星 の 各 ] 頂 点 か ら 前 進 
する 。 

it represents the grand and supreme athanor of nature, 

五 世 星 は 自然 の 大 いな る 無 上 の 錬 金 炉 を 表す 。 

which is the body of man. 

五 蘭 星 は 人 の 体 を 表す 。 

The magnetic imfluence issues in two Deamms fromm the headl from either 
handL, and from either foot. 

五 詞 星 の 形 で 、 頭 か ら の 、 手 か ら の 、 足 か ら の 、2 つの 光線 で 、 磁 気 の 影響 は も た ら 
され る 。 

The positive ray 1s Dalanced Dy the negatve. 

五 詞 星 で は 、 一 方 の 陽 の 光線 と 他方 の 陰 の 光線 は 、 つ り 合っ て いる 。 

The head corresponds with the two feet, each hand with a hand and 
foot, each of the two feet with the head and one hand. 

五 詞 星 の 形 で 、 頭 は 両足 と 、 一 方 の 手 は 他方 の 手 と 片足 と 、 片 足 は 頭 と 片手 と 、 対 
応 し て いる 。 

This ruling sign of eduilibrated light represents the spirit of order and 
harmonyi: 

つり 合わ せ た 光 の 力 が 有る 象徴 で ある 五 世 星 は 秩序 と 調和 の 精神 を 表す 。 

it is the sign of the ommipotence of the magUus, 

五 世 星 は 魔術 師 の 全能 性 の 象徴 で ある 。 

and hence, when Droken or incorrectly drawT, it represents astral 
Intox1catiOm, 

途切れ た 五 世 星 、 歪 ん だ 五 蘭 星 は 星 の 光 の 本 町 を 表す 。 

aDnormal and 則 -regulated projections of the astral light, 

途切れ た 五 世 星 、 歪 ん だ 五 蘭 星 は 星 の 光 の 異常 な 放射 、 乱 射 を 表す 。 

andL therefore, Dewitchments, 

途切れ た 五 世 星 、 歪 ん だ 五 蘭 星 は 呪い を 表す 。 

DerVers1ty, 

途切れ た 五 世 星 、 歪 ん だ 五 世 星 は 倒錯 を 表す 。 

madmeSs, 

途切れ た 五 世 星 、 歪 ん だ 五 世 星 は 狂気 を 表す 。 

andit is what the magi term the signature of Lucifer 


魔術 師 は 途切れ た 五 臣 星 、 人 歪ん だ 五 蘭 星 を ル シ フ ェ ル の サイ ン と 呼ん で いる 。 魔 術 
師 は 途切れ た 五 世 星 、 歪 ん だ 五 世 星 を 悪魔 の サイ ン と 呼ん で いる 。( 悪 魔 は 存在 し 
な い 。 悪 人 の 霊 は 存在 する 。) 

There is another signature which also symDolises the mysteries of light, 
六 世 星 は 光 の 神秘 の 象徴 で ある 。 

namely, the sign of Solomon, 

六 世 星 は ソロ モン の 象徴 と 呼ば れ て いる 。 六 芋 星 は ソロ モン の 封印 と 呼ば れ て いる 。 
whose talismans Dear on one side the impression of his seal 

ソロ モン の タリ スマ ン の 一 方 の 面 に は ソロ モン の 封印 、 六 世 星 が 描か れ て いる 。 
which we have giVen in our Doctrime, 

ソロ モン の タリ スマ ン の ソロ モン の 封印 、 六 芋 星 は 「 高 等 魔術 の 教理 」 で 示し た 。 
and on the other the following signature (D. 189), 

ソロ モン の タリ スマ ン の 片方 の 面 に は 下記 の 象徴 が 描か れ て いる 。 


which is the hieroglyphic theory of the composition of magnets, and 
reDreserlts the circulatory law of the lightmmg. 

上 記 の 象徴 は 磁石 の 構造 の 象徴 的 な 理論 で ある 。 上 記 の 象徴 は 雷 の 循環 の 法 を 
表す 。 

Rebellious spirits are enchained by the exhibition of the blazing fiVe- 
pointed star or the seal of Solomon, 

燃え る 五 攻 星 か ソロ モン の 封印 の 六 蘭 星 を 表す 事 で 反抗 的 な 霊 を 縛る 事 が で きる 。 


Decause 

な ぜ な ら 、 

each giVes them proof of ther folly 

五 記 星 と 六 医 星 は 報 の 吊 か さ の 証 を も た ら す 。 

and threatens them wrth a soverelgn Dower capaDle of tormentmg them 
by ther recall to order 

五 世 星 と 六 攻 星 は 秩序 を 思い 起こ させ て 苦し め る 無 上 の 力 で 霊 を 震え 上 が ら せ る 。 
Nothg tortures the wicked so much as goodness. 

立 ほ ど 悪 人 を 苦し め る も の は 無い 。 善 は 悪人 を 苦し め る 。 

Nothmg is more odhous to madness than reason. 

論理 より 狂人 を 苦し め る も の は 無い 。 論 理 は 狂人 を 苦し め る 。 

But 

し か し 、 

if an igmorant operator should make use of these signs without kmowing 
them, he is a blind man who discourses of light to the blimd, 

無知 な 人 が 五葉 星 と 六 世 星 の 知 無し に 五 蘭 星 と 六 攻 星 を 利用 する 事 は 、 盲 人 が 盲 
人 に 光 に つい て 話す 様 な も の で ある 。 

an ass who would teach children to read. 

無知 な 人 が 五葉 星 と 六 蘭 星 の 知 無し に 五 蘭 星 と 六 攻 星 を 利用 する 事 は 、 無 知 な 人 
が 子 孫 に 読み 方 を 教え る 様 な も の で ある 。 

"Hf the bhnd lead the blhnd," said the great and divine Hierophant, "Doth 
fall into the Dit." 

マタ イ に よる 福音 15 章 14 節 で 大 いな る 神 の 秘 儀 祭司 イエ ス は 「 も し 盲人 が 盲人 を 
導 け ば 、 盲 人 は 諸 共 に 穴 に 堕ち る で あろ う 。」 と 話し て いる 。 

And now a final word to sum this entire introduction. 

序文 全体 を 要約 する 究極 の 言葉 を 話 そう 。 

If you De blimd Iike Samson when you cast down the pillars of the 
temple, 1ts ruims wl crush you. 

も し 、 あ な た が サム ソン の 様 に 盲目 で あれ ば 、 神 殿 の 2 つの 柱 を 倒し て し まい 、 神 殿 
の 残骸 は 、 あ な た を 圧倒 する で あろ う 。 

To cormmand nature we mmust De aboVe nature Dy resistance of her 
attractiontS. 

自然 に 命令 する に は 、 人 は 自然 の 魅力 に 耐え て 自然 を 超越 する 必要 が 有る 。 

Tf your rmimd be perfectly free from all prejudice, Superstitiom, and 
imcredulity, you wl command SsDirItS. 

も し 、 あ な た の 精神 が 全て の 先入観 、 迷 信 、 懐 疑 か ら 完全 に 自由 で あれ ば 、 あ な た 
は 需 に 命令 で きる で あろ う 。 

If you do not obey blind forces, they wll oDey You. 

も し 、 あ な た が 盲目 的 な 力 に 屈し な けれ ば 、 盲 目的 な 力 は 、 あ な た に 従う で あろ う 。 
T you De wise hke Solomon, you wl perform the works of Solomor: 

も し 、 あ な た が ソロ モン の 様 な 知 者 で あれ ば 、 あ な た は ソロ モン の 業績 や 奇跡 を 行え 
る で あろ う 。 

せ you De holy HKke Christ, you will accompHish the works of Christ. 


も し 、 あ な た が イエ ス キリ スト の 様 に 神聖 で あれ ば 、 あ な た が イエ ス キリ スト の 業績 
や 奇跡 を 行え る で あろ う 。 

To direct the currents of the inconstant hght, we must De established in 
the constant light. 

変化 し 易い 光 の 流れ を 傾け る に は 、 人 は 不変 の 光 の 中 に 自分 を 確立 する 必要 が 有 
る 。 
TO cormmand the elements, We must have oVercome their hurricanes, 
their jipghtnings, their aDysses, their tempestS. 

四 大 元素 に 命令 する に は 、 人 は (精神 的 に も 物質 的 に も ) 嵐 、 雷 、 深 淵 、 暴 風雨 を 克 
服 す る 必要 が 有る 。 

In order to DARE we must KNOW: 

大 胆 に 行う に は 、 人 は 知る 必要 が 有る 。 

im order to WILL, we must DARE: 

(正しい ) 希 望 を 持つ に は 、 人 は 大 胆 に 試み る 必要 が 有る 。( 正 し い ) 希 望 を 持つ に は 、 
人 は 大 胆 に 行う 必要 が 有る 。 

We must WILL to Dossess emDire, 

( 神 の ) 王 国 を 所 有する に は 、 人 は (正しい ) 希 望 を 持つ 必要 が 有る 。 

and to relgn We must BE SILENT 

王者 に 成る に は 、 人 は 沈黙 する 必要 が 有る 。 


CHAPTER 1 


1 


PREPARATIONS 

用 意 

EVERY intention which does not assert itself Dy deeds is a Vain 
intentlon, amd the speech which expresses It 1S idle speech. 

行動 に よっ て 表 さ れ な い 意 思 は 無益 な 意思 で ある 。 行 動 に よっ て 表 さ れ な い 意 思 
話す 言葉 は 無益 な 言葉 で ある 。 

It is action which proVves Hfe 

行動 は 命 を 証明 する 。 

and establishes wl. 

行動 は 意思 を 確証 する 。 

Hence it is said in the sacred and symDolical Dooks that 

神聖 な 象徴 的 な 諸 書 に 書か れ て いる 様 に 、 

men wl De judged, not according to ther thoughts and ther ideas, Dut 
aCCordimg to ther WorKS. 

思考 で は な く 行 動 に よっ て 人 は 裁 か れる 。( 神 は 人 を 行動 に よっ て 裁く 。) 

We must act in order to De. 

人 は 存在 する た め に 行動 する 必要 が 有る 。 

We have, therefore, to treat in this place of the grand and terrific 
qUeSstion Of maglcal WOrKks: 

上 記 か ら 、「 高 等 魔術 の 祭儀 」 で は 、 魔 術 の 作業 の 大 いな る 明 散 する べき 問題 に つ 
いて 話す 必要 が 有る 。 

We are Concerned no longer wrth theories and aDstractions: We 
aDDroach realhties, 

理論 や 抽象 概念 で は な く 現 実に 至る 時 が 来 た 。 

and we are aDout to place the rod ofmiracles in the hands of the adept, 
エリ ファ ス レヴ ィ は 奇跡 の 杖 を 達 道 者 の 手 に 和 要 ね よう と し て いる 。 

saylng to him at the same Hme: 

下記 の 様 に 、 エ リフ ァ ス レヴ イィ は 達 道 者 に 話す 。 


Be not satisfied with what we tell you: 

エリ ファ ス レヴ ィ が 、 あ な た に 教え た も の だ け で 満足 する な か れ 。 知 る だ け で 満足 す 
る な か れ 。 

act for yourself. 

自分 の た め に 行動 し な さい 。 自 ら 行 動 し な さい 。 自 分 で 行動 し て 確か め な さい 。 

」 

We have to deal here with works of relatiVe omnipotenCe, 

「 高 等 魔術 の 祭儀 」 で は 、 相 対 的 な 全能 性 の 作業 に つい て 話す 必要 が 有る 。 

wrth the means of seizing upon the greatest secrets of nature 


自然 の 無 上 の 秘密 を 把握 する 方 法 に つい て 話す 必要 が 有る 。 

and compelling them into the service of an enlightened and inflexible 
wil. 

自然 を 、 知 の 光 に 照ら され た 不屈 の 意思 に 従わ せる 方 法 に つい て 話す 必要 が 有る 。 
Most knmown magical rituals are either mystifications Or em1grmnas, 

大 衆 に 最も 知ら れ て いる 魔術 の 儀式 は 、 大 衆 を 煙 に 巻く 代物 か 、 大 衆 に は 謎 で ある 。 
and we are aDout to rend for the first tme, after so many centuries, the 
Vell of the occult sanctuary, 

幾多 の 世紀 を 経て 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ が 初め て (本 当 の 魔術 の 儀式 と いう ) 隠 され た 
聖 所 の ヴェ ー ル を 像 こう と し て いる 。 

To reVeal the holiness of mysteries 1s to Drovide a remedy for their 
profanation. 

神秘 の 神聖 さ を 明 か す 事 は 神秘 へ の 冒 済 を た だ す 事 で ある 。 

SuCch is the thought which sustaims OUT COUrage 

神秘 へ の 冒 潮 を た だ す と いう 考え が 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ の 大 胆 さ を 支え て くれ る 。 
and enables us to face all the perils of this enterprise, DOSS1D1y the most 
intrepid which it has Deen permutted the human mind to comceive and 
CaTry OUt. 

神秘 へ の 冒 潮 を た だ す と いう 考え が 、 本 当 の 魔術 の 儀式 を 明か す と いう 、 人 の 精神 
が 想像 可能 な 限り の 、 人 の 精神 が 実行 可能 な 限り の 、 無 上 の 大 胆 な 試み に 伴う 全 
て の 危険 に 立ち 向かわ せ て くれ る 。 

Magical operations are the exercise Of a natural DOWer 

魔術 の 作用 は 自然 の 力 の 発揮 で ある 。 

Dut 

し か し 、 

One SuDerior to the ordinary forces of nature. 

魔術 の 作用 は 自然 の 超常 的 な 力 の 発揮 で ある 。 

They are the result of a science and a practice which exalt human wil 
Deyond its normal Hmts. 

魔術 の 作用 は 知 と 実行 が 人 の 意思 を 通常 の 限界 の 超越 まで 高め た 結果 で ある 。 
The supernatural is only the natural in an extraordimary grade, 
超常 と は 超常 の 段階 の 自然 に 過ぎ な い 。 

Or itis the exalted natural: 

超常 と は 高め られ た 自然 で ある 。 

a miracle is a Dhenomenon which strikKes the multitude 

奇跡 と は 大 衆 の 心 を 打つ 現象 で ある 。 

Decause 

な ぜ な ら 、 

1t 1S uneXDeCtedi: 

奇跡 は 大 衆 に は 予想 外 で ある 。 

the astonishng is that which astonishes: 

公 異 的 な 物事 と は 大 衆 を 驚か せる 物事 で ある 。 


miracles are effects which surprise those who are ignorant of ther 
CaUSGS, 

奇跡 は 原因 を 知ら な い 人 を 息 か せる 結果 で ある 。 

OT 

また は 、 

assignl them causes which are not in Droportion to such effects. 

奇跡 は 原因 を 知ら な い 人 が 結果 に 対応 し な い 原 因 の せい に する 結果 で ある 。 
Miracles exist only for the ignorant, 

奇跡 は 無知 な 人 の た め に の み 存 在 する と 言え る 。 

Dut, as there 1S scarcely any aDsolute sclence among me 

実に 、 人 に は 絶対 の 知 が 無い の で 、 

the supernatural can still oDtaim, and does so indeed for the whole 
world. 

超自然 的 な 物事 は 俗 世 の 大 衆 の た め に の み 存 在 す る と 言え る 。 

Let us set out Dy sayimg that 

下記 の 様 に 、 最 初 に 話す 。 

we Delieve in all miracles 

エリ ファ ス レヴ ィ は 全て の 奇跡 を 信じ る 。 

Decause 

な ぜ な ら 、 

We are COnVinced and certair, even from our 0WT eXDerlenCe, Of ther 
entire DOSS1Dihty. 

エリ ファ ス レヴ ィ は 経験 か ら 奇 跡 の 可能 性 を 確信 し て いる 。 

There are some which we do not explain, 

エリ ファ ス レヴ ィ に は 説明 で き な い 奇跡 が 存在 する 。 

though 

し か し 、 

we regard them as no less explicaDle. 

エリ ファ ス レヴ ィ は エリ ファ ス レヴ ィ に 説明 で きる 奇跡 と 同様 に エリ ファ ス レヴ ィ に は 
説明 で き な い 奇跡 が 説明 可能 で ある と 考え て いる 。 

From the greater to the lesser 

大 き な も の か ら 小 さ な も の へ 、 

fromm the lesser to the greater 

小さ な も の か ら 大 き な も の へ 、 

the consequences are 1dentically related 

結果 は 類推 可能 で ある 。 説 明 で きる 奇跡 か ら 説明 で き な い 奇跡 は 類推 可能 で ある 。 
自然 な 物事 か ら 超 自然 的 な 奇跡 は 類推 可能 で ある 。 

and the proportons DrOgTeSS1Vel1y r1POTOUS. 

結果 は 進歩 的 に 厳密 に つり 合っ て いる 。 説 明 で きる 奇跡 か ら 説明 で き な い 奇跡 は 進 
歩 的 に 厳密 に つり 合っ て いる 。 自 然 な 物事 か ら 超 自然 的 な 奇跡 は 進歩 的 に 厳密 に 
つり 合っ て いる 。 

But 

し か し 、 


in order to Work miracles We must De outside the ordimary conditions of 

humanty: 

奇跡 を 起こ す に は 、 人 は 超人 に 成る 必要 が 有る 。 

we must either De aDstracted Dy wlsdom or exalted Dy madnmess, 

奇跡 を 起こ す に は 、 人 は 、 知 に よっ て 、 ま た は 、 良 い 意 味 で も 悪い 意味 で も 狂気 に よっ 
CS て 、 忘 我 状態 胃 に 成る 必要 が 有る 。 

elther superlor to all pass1ons or Deyond them through ecstasy or 

frenzy, 

奇跡 を 起こ す に は 、 人 は 、 全 て の 肉欲 を 超越 する 必要 が 有る 。 ま た は 、 奇 跡 を 起こ す 

に は 、 人 は 、 和 狂喜 や 熱 牌 に よっ て 、 全 て の 肉欲 を 超越 する 必要 が 有る 。 

Such is the first and most indispensaDle preparation of the Operator 

知 に よっ て 、 ま た は 、 良 い 意 味 で も 悪い 意味 で も 狂気 に よっ て 、 忘 我 状 態 に 成り 、 全 

て の 肉欲 を 超越 する 事 は 、 奇 跡 を 起こ す た め の 最初 の 無 上 の 絶対 必要 な 用 意 で あ 

る 。 

Hence, by a providential or fatal law, the magician can Orly eXerclse 

Oomrupotence in inVerse DrODortion to his material imterest: 

魔術 師 が 俗 世 の も の へ の 執着 に 反比例 し て 全能 性 を 発揮 で きる 事 は 神 の 意思 、 必 

然 で ある 。 

the alchemist makes so much the more gold as he is the more resigned 

to Dr1Vations, 

錬金術 師 は 貧し けれ ば 貧し い ほ ど 金 を 創造 で きる 。 

and the more esteems that poverty which protects the secrets of the 

magnum ODUS( = great WorKk). 

多数 の 錬金術 師 達 は 大 作業 の 秘密 を 守っ て くれ る 貧し さ を 重 ん じ た 。 多 数 の 錬 金 

術 師 達 は 大 いな る 務め の 秘密 を 遵守 で きる 貧し さ を 明 散 し た 。( 普 遍 神 、 男 性 神 は 

他 の 神々 の 身代わり と 成っ て 苦し むために 人 と 成っ て 基 天 し て いる と 言え る 。 し か し 、 

悪人 は 存在 する 。) 

Only the adept whose heart 1s Dassionless will dispose of the 1ove and 

hate ofthose whom he would make instruments of his science: 

肉欲 を 超越 し た 心 を 持つ 達 道 者 だ けが 愛 と 憎悪 を 知 の 道具 に で きる 。 

the myth of Genesis is eternally true, 

創世 記 の 例え 話 は 永遠 の 真理 で ある 。 

and God Derrmts the tree of science to De approached only Dy those men 

who are sufficiently strong and self-denying not to covet its fruits. 

創世 記 の 例え 話 の 様 に 、 神 は 、( 物 質 的 な 俗 世 的 な 結果 と いう ) 果 実 へ の 肉欲 を 自 

制 で きる ほど 強い 人 だ け に 、 知 の 木 へ 近づく 事 を 許す 。 

Ye, therefore, 

=E ら 

who seek in science a means to satisfy Vour Dass1Ons, Dause In this fatal 


Wayj 

肉欲 を 満た す 手段 と し て 魔術 と いう 知 を 求め る 大 衆 は 死に 至る 道 を 歩 お の を や め 
な さい 。 

you wl fimd nothing Dut madness or death. 


肉欲 を 満た す 手段 と し て 魔術 と いう 知 を 求め る 大 衆 は 狂う か 死ぬ だ け で ある 。 
This is the meaming of the vulgar tradition that the devil ends sooner Or 
]ater Dy strangHhmg sorcerers. 

肉欲 を 満た す 手段 と し て 魔術 と いう 知 を 求め る 大 衆 は 死ぬ だ け で ある と いう の が 、 
「 遅 か れ 早 か れ 悪 魔 は 偽 の 魔術 師 の 首 を 絞め て 綱 す に 至る 。」、「 遅 か れ 早 か れ 悪 
人 の 霊 1 受 す に 至る 。」 と いう 大 衆 の 口伝 の 意味 
で ある 。( 悪 魔 は 存在 し な い 。 悪 人 の 需 は 存在 する 。) 

The magus must hence De eS 

魔術 師 は 、 無 感覚 で ある か の 様 に 肉欲 を 超越 する 必要 が 有る 。 

SODer and chaste, 

魔術 師 は 冷静 、 貞 源 で ある 必要 が 有る 。 

disinmterested, impenetraDle, 

魔術 師 は 冷淡 な ほど に 肉欲 に 対し て 無欲 で ある 必要 が 有る 。 

andinaccessible to any kimd of prejudice or terror 

魔術 師 は 全て の 先入観 と 恐れ と 無縁 で ある 必要 が 有る 。 

He must De without bodily defects, 

魔術 師 は 肉体 的 な 欠陥 が 無い 必要 が 有る 。 

andproof against all contradictions 

魔術 師 は 全て の 反対 に 耐え る 必要 が 有る 。 

and all difficultes. 

魔術 師 は 全て の 困難 に 耐え る 必要 が 有る 。 

The first and most important of magical Operations is the attaimment of 
this rare Dre-ermumenCe. 

魔術 の 作業 で 最初 に 無 上 に 重要 な 事 は 肉欲 を 超越 する と いっ た 超越 性 に 到達 する 
事 で ある 。 

We have said that 

「 高 等 魔術 の 教理 」 で 話し た 様 に 、 

1mpassioned ecstasy Imay Droduce the same results as aDsolute 
SUDer1Or1ty, and this is true as to the 1SsUe, 

肉欲 へ の 熱狂 は 肉欲 か ら の 絶対 の 超越 と 同様 の 結果 を も た ら す 事 が で きる 。 

Dut 

じ が し 。 

not as to the direction of magical OpDeratiOns. 

肉欲 へ の 熱狂 は 魔術 の 作用 を 制御 で き な い 。( 肉 欲 か ら の 絶対 の 超越 は 魔術 の 作 
用 を 制御 で きる 。) 

Passion forciDIy projects the astral light 

肉欲 は 星 の 光 を 放射 する 。 

and impresses umforeseert movements on the umiversal agent, 

肉欲 は 不測 の 動き を 普遍 の 代行 者 に 強制 する 。 

Dut 

じ し が し 

it cannot check with the facility that it impels, 

肉欲 で は 肉欲 が 強制 し た 不測 の 動き を 容易 に は 制御 で き な い 。 


and its destimy then resemDles Hippolytus dragged Dy hls own horses, 
肉欲 の 運命 は 自分 の 馬 に 引き ずら れ た ヒッ ポリ ュ ト ス に 似 て いる 。 

or Phalaris himself victimmised Dy the instrument of torture which he 
had invented for others. 

肉欲 の 運命 は 他人 を 苦し め る た め に 造ら せ た 振 問 装置 ファ ラリ ス の 雄 和 牛 の 犠 牲 に 
自分 が 成っ た ファ ラリ ス に 似 て いる 。 

Human volition realised Dy action 1s hkKe a cannon-Dall, and recedes 
before no oDstacle. 

行動 に よっ て 実現 され て いく 人 の 意思 は 障害 で 減衰 し な い 弾 丸 に 似 て いる 。 

It either Dasses through it or is Duried in it, Dut iit advance with 
patlence and DerseveranCe, 1t 1S never 1ost: 

弾丸 は 貫通 する か 埋没 する 。 し か し 、 も し 弾丸 が 忍耐 強く 前 進 す れ ば 、 失 われ な い 。 
it is hke the wave which returns incessantly and wears away Iron in the 
end!. 

行動 に よっ て 実現 され て いく 人 の 意思 は 絶え 間 無 く 打 ち 寄 せ て 鉄 を すり 減ら す 波 に 
似 て いる 。 

Man can De modified Dy habit, 

人 は 習慣 に よっ て 自分 を 変え られ る 。 人 は 習慣 に よっ て 人 間 性 を 変え られ る 。 
which Decomes, accordimg to the proverD, his second nature. 

古代 の 哲学 者 の 言葉 に よれ ば 「 習 慣 は 第 二 の 天性 な り 。」。 

By means Of Dersevering and graduated athletics, the powers and 
activity of the Dody can be deVveloped to an astonishing extent. 

忍耐 強い 段階 的 な 串 進 的 な 動き に よっ て 、 体 の 力 と 動き は 父 異 的 な 段階 に まで 発 
達 させ られ る 。 

It is the same wrth the powers Of the soul. 

忍耐 強い 段階 的 な 累進 的 な 動き に よっ て 、 魂 の 力 は 稀 異 的 な 段階 に まで 発達 させ 
られ る 。 

Would you relgn oOVer YOUrSelVes and others? 

あな た は 自身 と 他 の も の を 統治 し た いか ? 

Learn how to wll. 

自身 と 他 の も の を 統治 し た い の で あれ ば 、 ど の よう に 意思 する べき か 学ん で 、 意 思 を 
鍛錬 し な さい 。 

How can one learn to wll? 

どの よう に すれ ば 意思 を 鍛錬 で きる の か ? 

際 1S the 0 arCaum Of NUMAUOM 

和 it was to make it 5 人 RSOGO IS the ancient 
depositaries of priestly art surrounded the approaches of the sanctuary 
wrth so many terrors and iusions. 

祭司 の わざ の 古代 の 受託 者 達 が 聖 3 怖 と 幻想 で 囲ん だ (の 
は 意思 を 鍛錬 する た めで ある と いう ) 意 味 を 理解 さ 

They did not believe in a wl untl it had 耳 Ra its DrooOfS, and they 
Were right. 


古代 の 祭司 が (行動 に よっ て ) 意 思 が 証明 され る まで 意思 を 信じ な か っ た の は 正 し 
か っ た 。 古 代 の 祭司 が (行動 に よっ て ) 意 思 が 証明 され る まで 人 を 信じ な か っ た の は 
正しかっ た 。 

Power 1S justified Dy Victories. 

勝利 に よっ て 力 は 証明 され る 。 

Indolence and forgetfulmess are ememmies Of wl, 

行動 し な い 怠 情 と 忘却 が 意思 の 敵 で ある 。 

and for this reason 

上 記 の 理由 か ら 、 

all relhigions have multplied their oDservances 

全て の 宗教 は 儀式 を 多面 的 に し た 。 

andmade their worship rmmute and difficult. 

全て の 宗教 は 儀式 を 厳密 に 理解 し 難く し た 。 

The more we restrain ourselves for an idea, the greater is the strength 
We acduire within the scope of that idea. 

考え て いけ ば いく ほど 、 概 念 の 領域 で 、 よ り 大 き な 力 を 体得 で きる 。 

Are not mothers more partial to the children who have caused them 
most sufferimg and cost them most anxieties? 

母 は 、 母 を 最も 受難 させ た 心配 させ た 子 を 、 受 難 さ せれ ば させ た ほど 心配 させ れ ば 
させ た ほど 、 よ り 特 別に 愛す る ! 

So does the power of religions reside exclusively in the inflexible wll of 
those who practse them. 

宗教 の 力 は 実践 の 不屈 の 意思 に 存在 する 。 

So long as there is one faithful person to DelieVe in the holy sacrifice of 
the Mass, there will De a priest to celebrate it for him: 

ミサ で イエ ス の 神 の 犠牲 を 信じ る 信心 深い 人 が 1 人 で も 存在 する 限り 、 ミ サ で イエ 
ス の 神 の 犠牲 を 信じ る 信心 深い 人 の た め に ミサ を 行う 祭司 は 存在 する 。 

and so long as there is a Driest who daily recites his Drevary, there w レ 
De a pope In the world. 

聖 務 日 課 、「 教 会 の 祈り 」 の 祈り を 日 々 唱え る 祭司 が 存在 する 限り 、 世 界 に 法王 は 存 
在 する 。 

Observances, apDDarently most insignificant and most foreign in 
themselVves to the proposed end, lead, notwithstandnng, to that end Dy 
education and exercise of wil. 

一 見 、 最 も 無 意 味 に 無 目的 に 見 える 儀式 が 、 意 思 の 鍛錬 に 役立つ 。( 儀 式 は 意思 の 
外 錬 に 役立つ 。) 

If a peasant rose uD every Imorrung at tWo or three oclock, and went 
daily a long distance from home to gather a sprig of the same herb 
before the rising of the sun, he would De able to perform a great 
numDer of prodigies Dy merely carrying this herD upon his Derson, 

も し 、 学 の 無い 人 で も 、 毎 朝 、 午 前 2 時 か 3 時 に 起き て 家 か ら 遠 く 離れ た 場所 に 行き 
太陽 が 昇る 前 に 同じ 薬草 の 小枝 を 集め れ ば 、 薬 草 を 持っ て 行く だ け で 多く の 奇 跡 を 
起こ す 事 が で きる で あろ う 。 


for 

な ぜ な ら 、 

it would De the sign of his wl 

儀式 的 に 集め た 薬草 は 、 意 思 の 象徴 に 成る 。 

and would Decome by his will itself all that he reguired it to Decome in 
the interest of his desires. 

儀式 的 に 集め た 薬草 は 、 意 思 に よっ て 、 願 い の た め に 必要 と する 全て の 物 に 成る 。 
In order to do a thing we must Delieve in the possibihty of our doing 
行動 する に は 、 行 動 の 実現 性 を 信じ る 必要 が 有る 。 

and this faith must forthwnith be translated into aCts. 

直ちに 、 人 は 行動 の 実現 性 を 信じ る と 行動 に うつ す で あ ろう 。 

When a child says: "1 cannot" his mother answers: "TTY." 

子 が 「 自 分 に は 不可 能 で ある 。」 と 話す と 、 母 は 「 行 動 し て みな さい 。」 と 答え て 話す 。 
Faith does not eVen tTy: 

信じ る に は 行動 する まで も な い 。 

it Deginms with the certitude of completmg, 

成 就 の 確信 か ら 信じ る 事 は 始ま る 。 

andit proceeds calmly, as if ommipotence were at its disposal and 
eternity Defore it. 

全能 で ある か の 様 に 静か に 永遠 に 信じ 続け る 。 

What seek you, therefore, from the science of the magi? 

あな た は マギ の 知 に よっ て 何 を 求め る の か ? あ な た は 魔術 に よっ て 何 を 求め る の 
か ? 

Dare to formulate your desire, 

願い を 大 胆 に 言葉 や 行動 で 表し な さい 。 

then set to work at once, and do not cease actimg after the same manmner 
and for the same endi 

直ちに 、 同 じ 目 的 で 同じ 手順 で 行動 し 続け な さい 。 同 じ 目 的 で 同じ 儀式 で 行動 し 続 
け な さ い 。 

what you wl shall come to DasS, 

上 記 に よっ て 、 あ な た の 願い は 実現 する で あろ う 。 あ な た の 意思 は 実現 する で あろ う 。 
and for you and Dy you it has indeed already Degun. 

あな た に よっ て 、 す で に 行動 は 始ま っ て いる 。 あ な た は 、 す で に 行動 し て いる 。 
Sixtus V. sald, while watching his flocks: "1 desire to De Dope.“ 

シク スト ッ ゥ ス 5 世 は 豚 の 群れ を 世話 し な が ら 「 法 王 に 成り た い 。」 と 口 に し て いた 。 
You are a Deggar and you desire to make gold: 

あな た は 貧し い 人 で ある か ? あ な た は 人 金 を 創造 し た いか ? 

set to Work and neVer leave off. 

行動 し 続け な さい 。 

I promise yoOu, 1n the name of science, all the treasures of Flamel and 
Raymond LulIYy. 

知 の 御名 に よっ て エリ ファ ス レヴ ィ は ニコ ラ フラ メル と ライ ムン ドゥ ス ルル ス の 全て 
の 宝 を あな た に 約束 する 。 


"Whatis the first thimg to do?" 

行動 で 最 重 要 な 事 は 何 か ?」。 

Believe in Your DOWer then act. 

自分 の 力 を 確信 し て 行動 し な さい 。 

"But how act?" 

「 ど の よう に 行動 すれ ば 良い の か ?」。 

Rise daily at the same hour and that earIy: 

日 々 、 朝 早く 同じ 時 刻 に 起き な さい 。 

bathe at a sprimg Defore dayDreak, and in all seasons: 

季節 を 通じ て 夜明け 前 に 泉 で 洗浄 し な さい 。 

never Wear dhrty clothes, 

汚れ た 衣 を まとう な か れ 。 

rather wash them yourself needful: 

必要 が 有 れ ば 、 進 ん で 、 自 分 で 汚れ た 衣 を 洗浄 し な さい 。 

aCCuStorm YOurself to voluntary Drivations, that you may De Detter aDle 
to bear those which come without seeking: 

望ま ず と も 来る 物事 に 、 よ り 良く 耐え られ る 様 に 、 自 ら 進ん で 貧し さ に 慣れ な さい 。 
then silence eVery desire which is foreign to the fulfilment of the great 
WOrKk. 

大 いな る 聞 め の 成就 と は 無関係 な 全て の 望み を 沈 庄 さ せな さい 。 大 作業 の 成就 と 
は 無関係 な 全て の 望み を 沈 庄 さ せな さい 。 

"What! By Dathimg daily in a sprmg, I shall make gold?" 

「 何 ! 日 々 、 泉 で 洗浄 する 事 に よっ て 金 を 創造 で きる の か ?」。 

You wl work in order to make it. 

金 を 創造 する た め に 意思 し て 行動 し な さい 。 

"It is a mockery!" 

「 日 々 、 泉 で 洗浄 する 事 に よっ て 金 を 創造 で きる な ん て 嘘 で 無駄 だ !」。 

NO, 

いい え 。 

1t is an arcanum. 

日 々 、 泉 で 洗浄 する 事 に よっ て 金 を 創造 で きる の は 秘密 (の 法 ) で ある 。 

"How can I make use of an arcanumm which 1 fail to understand?" 

「 ど うし て 理解 で き な い 秘 密 ( の 法 ) を 応用 で きる で あろ うか ?」。 

Believe and act: 

信じ て 行動 し な さい 。 

you wl understand later 

後に 、 理 解す る で あろ う 。 

One day a person said to me: 

下記 の 様 に 、 あ る 日 ある 人 が エリ ファ ス レヴ ィ に 話し た 。 

1 


1 would that I could De a fervent CathoHic, 
私 は 熱心 な カト リッ ク 教 徒 に 成り た い 。 私 は カト リッ ク を 信じ た い 。 私 は 神 を 信じ た い 。 


Dut 

し か し 、 

1 am a Voltairean. 

私 は ヴォ ル テ ー ル の 様 な 不信 心 者 で す 。 

What would Inot give to have faith! 

私 は 信心 を 持て な い ! 私 は 信じ る 事 が で き な い ! 私 は 神 を 信じ る 事 が で き な い 。 
」 

I replied: 

下記 の 様 に 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ は 答え て 話し た 。 


Say 1 would 'no longer: 

『 成 り た い 。』、『 信 じたい 。』 と 話さ ず に 、 

say 1 w, 

『 成 る 。』、『 信 じ る 。』 と 話し な さい 。 

and 1 Dromlse YOu that you wl DelieVe. 

『 神 を 信じ る 。』 と 話し て いれ ば 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ は 、 あ な た が 神 を 信じ る 様 に 成る 事 

を 約束 する 。 

You tell me you are a Voltaiream, 

あな た は ヴォ ル テ ー ル の 様 な 不信 心 者 で ある と エリ ファ ス レヴ ィ に 話し た 。 

and of all the various presentations of faith that of the jesuuts 1s most 

reDugnant to you, Dut at the same tme seems the most Dowerful amd 

desiraDle. 

イエ ズ ス 会 の 信じ 方 が 、 ヴ ォ ル テー ル の 様 な 不信 心 者 で ある 、 あ な た に は 、 最 も 似 合 

わな い が 、 最 も 効力 が 有り 望ま し い 様 に 思わ れる 。 

Perform the exercises of St Tgnatius again and again, without allowimg 

yOurself to De discouragedl 

イグ ナチ オ デ ロ ヨ ラ の 霊 操 を た め ら わな いで 、 く り 返 し 実践 し な さい 。 

and you will attaim the faith of a ]esuit. 

イグ ナチ オ テ デ ロ ヨ ラ の 霊 操 を 実践 すれ ば 、 あ な た は イエ ズ ス 会 員 の 様 な 信心 を 獲 
得 で きる で あろ う 。 

result is imfalliDle, 

行動 が も た ら す 結果 は 誤り が 無い 。 行 動 が も た ら す 結果 は 不可 良 で ある 。 行 動 が も 

た ら す 結果 は 絶対 で ある 。 行動 が も た ら す 結果 は 絶大 で ある 。 

and should you then have the simplicity to ascriDe it to a miracle, you 

dece1lve yourself now in thinking that you are a Voltairean. 

仮に あな た に 行動 が も た ら す 結果 を 奇跡 と 思う 純 心 が ボ 有 れ ば 、 あ な た が 自分 は 

ヴォ ル テ ー ル の 様 な 不信 心 者 で ある と 考え て いる の は 誤解 で し ょ う 。 


」 
An idle man wl never Decome a magiclan. 
行動 し な い 怠 情 な 人 は 魔術 師 に 成 れ な い 。 


Magic 1s an exercise Of all hours and all moments. 

魔術 は 全て の 機会 に お ける 鍛錬 で ある 。 

The operator of great works must De aDsolute master of himset 

大 いな る 聞 め の 実行 者 は 自身 の 絶対 の 主 で ある 必要 が 有る 。 大 作業 の 実行 者 は 
自身 の 絶対 の 主 で ある 必要 が 有る 。 

he must know how to conduer the allurements of pleasure, apDpetlte, 
and sleeD: 

魔術 師 は 肉欲 、 食 欲 、 眠 気 の 誘惑 の 抑え 方 を 知る 必要 が 有る 。( 魔 術 師 は 物欲 、 性 
欲 、 食 欲 、 睡 眠 欲 の 和らげ 方 を 知る 必要 が 有る 。) 

he must De insens1Dle to success 

魔術 師 は 成功 に 冷淡 で ある 必要 が 有る 。 

and to indigmity. 

魔術 師 は 作 辱 に 冷淡 で ある 必要 が 有る 。 

His life must De that of a wil directed Dy one thought, 

魔術 師 の 一 生 は 唯一 の 思考 に 導 か れ た 一 心 に よる 一 生 で ある 必要 が 有る 。 

and serVed Dy entre nature, which he wl have made suDject to mnd 
In his Own OrganS, 

魔術 師 の 一 生 は 、 感 覚 器官 に お いて 、 全 て の 自然 、 全 て の 天性 を 精神 に 従わ せ た 唯 
ー の 意思 に よる 一 生 で ある 必要 が 有る 。 

and by sympathy in all the umiversal forces which are their 


COrYeSDOndentSs. 
魔術 師 の 一 生 は 、 普 遍 の 全て の 力 を 一 致 さ せる 思い や り に よる 唯一 の 意思 に よる 
ーー 生 で ある 必要 が 有る 。 


All faculties and all senses should share in the work: 

魔術 師 は 全能 力 、 全 感覚 を も っ て 大 いな る 務め に 取り 組む べき で ある 。 魔 術 師 は 全 
能力 、 全 感覚 を も っ て 大 作業 に 取り 組む べき で ある 。 

nothing in the priest of Hermes has the right to remain idle: 

魔術 師 、 ヘ ル メ ス の 祭司 は 行動 する 権利 が 有る 。 魔 術 師 、 ヘ ル メ ス の 祭司 は 行動 す 
る 必要 が 有る 。 

intelligence must De formulated Dy signs 

魔術 師 は 象徴 に よっ て 知 を 明らか に する 必要 が 有る 。 魔 術 師 は 象徴 に よっ て 知 を 要 
約 す る 必要 が 有る 。 

and summed Dy characters or Dantacles: 

魔術 師 は 絵 、 文 字 、Dantacle に よっ て 知 を 要約 する 必要 が 有る 。 

wll must De deterrmmed Dy words, 

魔術 師 は 言葉 に よっ て 意思 を 確定 する 必要 が 有る 。 

and must fulfil words Dy deeds: 

魔術 師 は 行動 に よっ て 言葉 を 実現 する 必要 が 有る 。( 魔 術 師 は 行動 に よっ て 意思 を 
実現 する 必要 が 有る 。) 

the magical idea must De rendered into light for the eyes, 
魔術 師 は 魔術 の 考え を 目 に と っ て の 光 に する 必要 が 有る 。 

harmony for the ears, 

魔術 師 は 魔術 の 考え を 耳 に と っ て の 和音 に する 必要 が 有る 。 


perfumes for the sense of smmell, 

魔術 師 は 魔術 の 考え を 鼻 に と っ て の 香 に する 必要 が 有る 。 

SaVOurs for the Dalate, 

魔術 師 は 魔術 の 考え を 舌 に と っ て の 美味 に する 必要 が 有る 。 

oODjects for the touch: 

魔術 師 は 魔術 の 考え を 触れ られ る 物 に する 必要 が 有る 。 

the operator in a word, must realise in his whole jife what he wishes to 
realise in the world without him: 

一 言 で 要約 する と 、 魔 術 師 、 行 動 す る 者 は 、 一 生 に よっ て 、 自 分 の 外 の 世界 に 実現 し 
た いも の を 実現 する 必要 が 有る 。 

he must Decome a magnet to attract the desired thing: 

魔術 師 は 願う も の を 引き 寄せ る 磁石 に 成る 必要 が 有る 。 

and when he shall De sufficiently magnetic, he must De convimced that 
the thimg will come ofitself, and without thmking of it. 

魔術 師 が 自分 を 十分 に 磁化 し た 時 は 願わ ず と も 事物 の 方 か ら 自 ら 来 る 事 を 信じ る 
必要 が 有る 。 

It is important for the magus to De acduainted with the secrets of 
SC1eT1CG, 

魔術 師 は 知 の 秘密 を 知る 事 が 重要 で ある 。 

but he may know them Dy intuitionm, 

実に 、 魔 術 師 は 直感 に よっ て 知 の 秘密 を 知る 。( 魔 術 師 は 霊感 に よっ て 知 の 秘密 を 
知る 。) 

and without formal learnimg. 

大 衆 が 科学 を 勉強 する 様 に 、 魔 術 師 は 知 の 秘密 を 知る わけ で は な い 。 魔 術 師 は 知 
の 秘密 を 学ぶ 時 は 、 な り ふ りか まわ な い 。 

Solhtaries, 1Ving in the habitual contemplation of nature, freduertly 
divine her harmonies, 

自然 を 常に 観 て いる 隠者 は 自然 の 調和 を 見 抜く 。 自 然 に つい て 常に 考え て いる 隠 
者 は 自然 の 調和 を 見 抜く 。 

and are more instructed in their simple good sense thanl doctors, 
学者 より 多く の も の を 、 単 純 な 良識 に よっ て 、 隠 者 は 自然 の 調和 に 教わる 。 

whose natural discernment is falsified by the sophistries of the schools. 
学者 は 党派 的 な 似非 理屈 に よっ て 自身 の 自然 な 洞察 力 を ね じ 曲 げ て いる 。 

True practical maglcians are almost invariaDly found in the country, 
本 物 の 実践 的 な 魔術 師 は 、 い な か に 存在 する 事 が 多い 。 本 物 の 実践 的 な 魔術 師 は 
都会 に 存在 し な い 事 が 多い 。 

and are frequently umimstructed Dersons 

本 物 の 実践 的 な 魔術 師 は 無 学 な 者 が 多い 。 

and snmple shepherds. 

本 物 の 実践 的 な 魔術 師 は 単純 な 羊 飼い で ある 事 が 多い 。 

Furthermore, 

さら に 、 


certain Dhysical orgarmsations are Detter adapted than others for the 
revelations of the occult worldi 

他 の 者 より 、 隠 れ た 世界 の 啓示 を 感じ 易い 体 の 器官 を 持つ 者 が 存在 する 。 

there are sensitive and sympathetc natures, with whom intuiton in the 
astral light is, so to speaKk, inDorn: 

先天 的 に 星 の 光 を 感じ 易い 者 が 存在 する 。 

certain afflictions and certain Complaints can modify the nerVous 
SySterm, 

心身 の 苦難 や 病気 が 神経 系 を 変え る 場合 が 存在 する 。 

amd independently ofthe concurrence of the wl, may convert it into a 
divinatory aDDparatus ofless or more Derfection: 

意思 の 同意 無し に 、 多 少 、 心 身 の 苦 難 や 病気 が 神経 を 予言 の 道具 に 変え る 場合 が 
存在 する 。 

Dut 

し か し 、 

these phenomena are exceptonal, 

病気 な ど に よる 神経 の 変化 で 予言 な ど が で きる 様 に 成る 場合 は 稀 で ある 。 

and generally maglcal Dower should, and can, De acduired Dy 
Derseverance and laDour 

普通 、 忍 耐 と 苦労 に よっ て 魔術 の 力 を 獲得 する べき で ある 。 普通 、 忍 耐 と 苦労 に よっ 
て 魔術 の 力 を 獲得 で きる 。 

There are also some suDstances which produce ecstasy, and disDose 
towards the magnetc sleeD: 

忘 我 状態 を も た らし て 磁気 の 催眠 状態 に 成り 易く する 物質 が 存在 する 。 

there are some which place at the service of imagimation all the most 
Iively and high1y coloured reflections of the elementary light 
想像 力 の 助け に 成っ て 、 四 大 元素 の 光 の 映像 を より 鮮やか に 高度 に する 物質 が 存 
在 する 。 

Dut 

し か し 、 

the use of such suDstances iS dangerOUuS, 

忘 我 状態 を も た ら す 物質 や 想像 を 強め る 物質 の 使用 は 危険 で ある 。 

for 

な ぜ な ら 、 

they commonly occasion stupefaction and intoxication. 

忘 我 状態 を も た ら す 物質 や 想像 を 強め る 物質 は 義 町 を も た らし 易い 。 

They are used, notwithstandimg, Dut in carefully calculated quanttes, 
and under wholly exceptional circumstanCces. 

特別 な 事情 が 有る 場合 に の み 、 用 心して 計算 され た 分 量 で 、 忘 我 状 態 を も た ら す 物 
質 や 想像 を 強め る 物質 を 使用 する べき で ある 。 

He who decides to devote himself seriously to magical works, after 
fortifying his mind against all danger of hallucimation and fright, must 
purify himself without and withm for forty days. 


真剣 に 魔術 の 作業 に 取り 組む 決意 を し た 人 は 、 幻 覚 と 恐怖 に よる 全て の 危険 に 対 
し て 心 を 強め た 後に 、40 日 間 、 自 身 の 内 面 と 外面 を 洗浄 する 必要 が 有る 。 

The nurmDer forty 1S sacredl 

数 40 は 神聖 で ある 。 

and its Very figure is magical. 

40 と いう 数 字 の 形 は 魔術 的 で ある 。 

In AraDbic numerals it consists of the circle, 

アラ ビア 数 字 の ゼロ は 円 で ある 。 

which is the type of the infimite, 

円 は 無限 に よる 形 で ある 。 

and ofthe 4, which sums the triad Dy unity. 

(アラ ビア 数 字 で は 数 40 は 4 と ゼロ で ある 。) 数 4 は 統一 性 に よっ て 3 つ 1 組 を 要約 
する 。 

In Roman numerals, arranged after the following manner it reDresents 
the sign of the fundamental doctrine of Hermes, and the character of 
the Seal of Solomon:- 

下記 の 様 に 、 ロ ー マ 数 字 の 数 40、X X X X は 、「 上 の も の は 下 の も の か ら 類 推 可能 
で ある 。 下 の も の は 上 の も の か ら 推 可能 で ある 。」 と いう ヘル メス の 基本 の 考え の 
象徴 (で ある 三角 形 と 逆 三 角形 を 組み 合わ せ た 凌 形 ) と ソロ モン の 封印 の 六 蘭 星 を 
表す 。 


The purificaton of the magus consists in aDstimence fromm coarse 
enjoyments, in a temperate and Vegetable diet, in refraimimg from 
intoxicatimg drink, and in regulatmg the hours of sleeD. 

(物欲 、 性 欲 と いっ た ) 肉 欲 の 節制 、 野 菜 中心 の 食欲 の 節制 、 酒 の 節制 、( 適 度 な ) 規 
則 正 し い 睡 眠 に よっ て 、 魔 術 師 は 自身 を 洗浄 する 。 

This preparation has Deen indicated and represented in all forms of 
WoOrship Dy a period of penitence and trials preceding the symDolical 
feasts of ]ife-renewal. 

ざん げ の 過程 、 命 の 復活 の 象徴 的 な 祭り の 前 の 試練 と いっ た 儀式 の 形 で 、 物 欲 、 性 
欲 、 食 欲 、 腫 眠 欲 の 節制 、 酒 の 節制 と いっ た 用 意 は 表れ る 。 

As already sa1d!, 


上 記 で 話し た 様 に 、 

the most scrupulous external cleanliness must De oDservedi: 

無 上 に 用 心して 、 外 面 を 洗浄 する 必要 が 有る 。 

the poorest Derson can find spring water 

貧し い 人 で も 泉 の 水 を 見 つけ る 事 が で きる 。 

All clothes, furniture, and vessels made use of must also De carefully 
washed, whether Dy ourselves or others. 

自身 また は 他 者 に よっ て 、 用 いた 衣 、 品 、 器 を 用 心して 洗浄 する 必要 が 有る 。 

All dirt is evidence of negligenCe, 

全て の 汚れ は 行動 し な い 怠 必 の 証 で ある 。 

andnegHhgence 1s deadly in mag1c. 

行動 し な い 怠 必 は 魔術 で は 死に 至る 。 

The atmosphere must De purified at rising and retirimg with a perfume 
Composed of the juice of laurels, salt, camphor white resin, and sulphur 
reDpeatimg at the same time the four sacred names, while turming 
SuCCeSS1Vely towards the four cardinal poimts. 

月 桂樹 の 精髄 、 塩 、 カ ン フ ル 、 白 い 樹 脂 、 硫 黄 の 香 で 大 気 を 洗浄 する 必要 が 有る 。 四 
方 を 向き テト ラ グラ マト ン を 唱え て 大 気 を 洗浄 する 必要 が 有る 。( 高 等 魔術 の 祭儀 
14 章 「 テ トラ グラ マト ン は 、 魔 術 の 無 上 の 言葉 で あり 、『 で ある 様 に 』 を 意味 する 。」。 
ny、YHWH、 ヤ ハウ ェ は 4 文字 で ある の で ギリ シャ 語 で 4 文字 を 意味 する テト ラ グ 
ラマ トン と 呼ば れ て いる 。) 

We must diVulge to no one the works that we accompHsh, 

(大 いな る 務め 、 大 作業 と いっ た ) 魔 術 的 な 作業 に つい て 大 衆 に 口外 する な か れ 。( 大 
いな る 務め 、 大 作業 と いっ た ) 魔 術 的 な 作業 に つい て 沈黙 する 必要 が 有る 。 

for 

な ぜ な ら 、 

as already said in the Doctrine, 

「 高 等 魔術 の 教理 」 で 話し た 様 に 、 

mystery 1S the exact and essential condition of all the operations of 
SClenCe. 

沈 甘 は 知 の 全て の 作業 に 必要 で ある 。 神 秘 は 知 の 全て の 作業 に 必要 で ある 。 

The induisitiVe must De misled by the pretence of other occupations and 
other researches, such as chemical experiments for industrial DuTDOS6eS, 
hygienic Drescriptions, the investigation of some natural secrets, and so 
00 

魔術 師 は 、 工 業 の た め の 化学 の 実験 の ふり 、 衛 生 の た め に 医者 か ら の 指示 に 従う 
ぶり 、 自 然 の 秘密 の 研究 の ふり 、 な どの 様 に 、 魔 術 以外 の 作業 の ふり 、 魔 術 以外 の 
研究 の ふり を し て 、 魔 術 の 作業 、 魔 術 の 研究 へ の 、 大 衆 の 論 素 を ご ま か す 必要 が 有 
る 。 

but the forbidden name ofmagic must neVer De pronounced. 
魔術 師 は 魔術 と いう 禁断 の 名 前 を 口 に し な い 様 に する 必要 が 有る 。 

The magus must be isolated at the beginmimg and difficult to approach, 
so that he may concentrate his power and select his Doints of contact, 


初め は 、 魔 術 師 は 、 力 を 集中 で きる 様 に 、 因 縁 を 選べ る 様 に 、 孤 立 し 、 近 づき 難く する 
必要 が 有る 。 

Dut 

が じ 、 

Im DroDortion as he is austere amd imaccessiDle at first, 

初め は 、 魔 術 師 が 茂 し く 近 づき 難く か っ た の に 比例 し て 、 

so wl he De popular and sought after when he shall have magnetised 
his chaim and chosen his place in a current of ideas and of light. 

負 を 條 化 し た 時 は 、 概 念 の 流れ の 中 で 自分 の 場所 を 選ん だ 時 は 、 光 の 流れ の 中 で 
自分 の 場所 を 選ん だ 時 は 、 魔 術 師 は 人 々 を 引き 寄せ る 。 

Alaborious and poor existence 1S so faVourable to practical initiation 
that the greatest masters haVe Dreferred it, eVen when the wealth of the 
world was at ther disposal. 

苦し い 貧 し い 生 活 は 、 秘 伝 伝授 の 実践 に 好都合 な の で 、 無 上 の 達 道 者 達 は 、 俗 世 
の 富 が 思い 通り に で きる 時 で すら 、 苦 し い 貧 し い 生 活 を 選ん だ 。 

Then it is that Satan, that is, the spirit of igmoranCe, 

サタ ン は 無知 の 悪人 の 霊 で ある 。 

who scornS, SUSDeCts, and detests sclenCce 

サタ ン 、 悪 人 の 霊 は 知 を 笑い も の に し 、 疑 い 、 嫌 う 。 

Decause at heart 

な ぜ な ら 、 実 は 、 

he fears it, 

サタ ン 、 悪 人 の 霊 は 知 を 恐れ て いる 。 

comes to tempt the future master of the world Dy sayimg to him: 
下記 の 様 に 話し て 、 サ タン 、 悪 人 の 霊 は 未来 の 地 の 王 者 を 誘惑 し に 来る 。 

"Tf thou art the Son of God, command these stones to Decome Dread." 
「 も し 、 あ な た が 神 の 子 で あれ ば 、 パ ン に 成る 様 に 石 に 命令 し な さい 。」。 

Then it is that mercenary men seek to humiliate the primce of 
knowledge Dy perplexing, depreclatimg, Or sordhidly exploitimg his 
laDour: 

金銭 目当て の 報い 目当て の 大 衆 が 、 知 の 王者 を 困惑 させ て 、 知 の 王者 を 見 下 し て 、 
知 の 王者 の 苦労 を 汚 ら わし く 搾 取 し て 、 知 の 王者 を 辱め よう と 試み る 。 

the slice of bread that he deigns to need is Droken into ten fragments, so 
that he may ten tmes stretch forth his hand. 

魔術 師 が ひと か けら の パン を 必要 と し て いた ら 、 大 衆 は 、 魔 術 師 に 10 回 手 を 伸ばさ 
せる た め に 、 ひ と か けら の パン を 10 か けら に 砕く 。 

But 

し か し 、 

the magus does not even smule at the aDsurdity, and calmly Dursues his 
WOrKk. 

魔術 師 は 大 衆 の 愚行 を 括 い も の に し な いで 静か に 自分 の 務め を 続行 する 。 

SO far as may De Doss1Dle, 

可能 な 限り 、 


We must aVoid the sight of hideous oDjects and umncomely Dersons, 
魔術 師 は 憎む べき 事物 と 醒 い 人 々 を 見 る 事 を 避け る 必要 が 有る 。 

must dechme eatmg with those whom we do not esteem 

魔術 師 は 胃 散 で き な い 人 々 と の 食事 を 断る 必要 が 有る 。 

and must ]iVe in the most umiform 

魔術 師 は 無 上 に 不変 に 生き る 必要 が 有る 。 

and studied manner 

魔術 師 は 無 上 に 思慮 し て 生き る 必要 が 有る 。 

We must hold ourselves in the highest respect, 

魔術 師 は 自分 を 無 上 に 尊重 する 必要 が 有る 。 

and must consider that we are dethroned soverelgns who consent to 
existemCe In Order to reCOmdUer OUT CTOWTS. 

魔術 師 は 再び 王冠 を 手 に 入れ る た め に 存在 する 事 を 自ら に 許し て いる 王座 か ら 降 
ろ さ れ た 王者 で ある と 考え る 必要 が 有る 。 

We must De mild and considerate to all, 

魔術 師 は 全て の 人 を 思い や る 必要 が 有る 。 

Dut 

じ か し 、 

In soclal relations must neVver Derrmlt ourselVes to De aDsorDedl 

魔術 師 は 社会 的 な 関係 に 夢中 に 成る な か れ 。 

and must withdraw from circles in which We cannot acqguire some 
IntiatiVe. 

魔術 師 は 先導 で き な い 人 の 輪 か ら 身 を 引く 必要 が 有る 。 

Finally 

最後 に 、 

we may and should fulfil the duties and practise the rites of the cultus to 
which we Delong. 

魔術 師 は 務め を 果たし 所 属し て いる 宗教 の 儀式 を 実践 する べき で ある 。 

NOWY, 

CS GS 

of all forms of worship the most magical is that which most realises the 
miraculOUS, 

全て の 神 の 教え の うち 無 上 の 魔術 的 な 神 の 教え と は 無 上 に 奇跡 を 実現 する 神 の 教 
え で ある 。 魔術 的 な 神 の 教え と は 奇跡 を 実現 する 神 の 教え で ある 。 

which Dases the most inconce1vaDle mysteries uponr the highest reasonSs, 
無 上 の 魔術 的 な 神 の 教え と は 無 上 の 論理 を 無 上 の 不思議 な 神秘 の 基礎 と する 神 
の 教え で ある 。 魔 術 的 な 神 の 教え と は 論理 を 不思議 な 神秘 の 基礎 と する 神 の 教え 
で ある 。 

which has lights egu1valent to its shadoWs, 

魔術 的 な 神 の 教え と は 影 に つり 合う 光 が 有 る 神 の 教え で ある 。 

which popularises mracles, 

魔術 的 な 神 の 教え と は 奇跡 を 広め る 神 の 教え で ある 。 

andincarnates God in all mankind Dy faith. 


魔術 的 な 神 の 教え と は 、 信 じ さ せる 事 に よっ て 、 神 を 全て の 人 の 中 に 具体 化す る 神 
の 教え で ある 。 

This religion has existed always in the world, 

世界 に は 常に 、 魔 術 的 な 神 の 教え が 存在 し て きた 。 

and under many names has Deen ever the one and rulimg religion. 
世界 に は 常に 、 多 数 の 名 前 の 下 で 、 唯 一 の 支配 的 な 神 の 教え が 存在 し て きた 。 世 界 
に は 常に 、 多 数 の 名 前 の 下 で 、 魔 術 的 な 神 の 教え が 存在 し て きた 。 

It has now among the nations of the earth three apparently hostle 
forTms, 

唯一 の 神 の 教え は 、 地 上 の 国々 で 、3 つの 対立 する 様 に 見 える 形 で 存在 する 。 
which are, however destmed to umute Defore 1ong for the constitution of 
One uversal Church. 

し か し 、 遠 か ら ず 、3 つの 対立 する 様 に 見 える 神 の 教え は 、 唯 一 普遍 の 教会 と し て 、 
協力 する 運命 で ある 。 

Irefer to the Greek orthodoxy, Roman Catholicism, and a final 
transfiguration of the religion of Buddha. 

3 つの 対立 する 様 に 見 える が 唯一 の 神 の 教え と は 、 ギ リ シ ャ 正 教 、 ロ ー マ の カト リッ ク 、 
仏教 (の 極致 ) で ある 。 

We have now made It plaim, as We DelieVe, that our maglc 1S ODDposed to 
the goettc and necromantic kimds: 

神 の 聖 報 の 魔術 は 悪人 の 霊 の 魔術 や 死ん で いる 人 の 霊 の 魔術 に 反対 する と 信じ て 
いる 。 神 の 聖 圭 の 魔術 は 悪人 の 霊 の 魔術 や 死ん で いる 人 の 霊 の 魔術 に 反対 する と 
明らか に し た 。 

1t is at once an aDsolute science and rehglon, 

魔術 は 絶対 の 知 で あり 神 の 教え で ある 。 魔 術 は 絶対 の 学問 で あり 神 の 教え で ある 。 
魔術 は 絶対 の 自然 科学 で あり 神 の 教え で ある 。 

which should not indeed destroy and aDsorD all opinions and all forms 
Of Worshi, 

魔術 は 神 の 教え の 全て の 形 を 破壊 し な いで あろ う 。 

but should regenerate and direct them by reconstitutimg the circle of 
1nitiates, 

実に 、 魔 術 は 秘伝 伝授 者 の 輪 を 再び 形成 し て 神 の 教え の 全て の 形 を 復活 させ 導く 
で あろ う 。 

and thus providing the Dhmd masses with wise and clear-seeimg leaders. 
秘伝 伝授 者 の 輪 を 再び 形成 し て 、 神 の 教え の 全て の 形 を 復活 させ て 導い て 、 魔 術 は 
賢者 の 予見 者 の 指導 者 を 盲目 の 大 衆 に も た ら す 。 

We are jiving at a Deriod when nothing remains to destroy and 
everything to remake. 

人 は 破壊 する べき も の が 無い 時 代 に 生き て いる 。 人 は 全て の も の を 建て 直す べき 時 
代 に 生き て いる 。 

"Remake what? The past?" 

「 建 て 直す ? 何 を 建て 直す の か ? 過 去 を 建て 直す の か ?」。 

No one can remake the Dast. 


過去 を 建て 直す 事 は で き な い 。 

"What, then, shall we reconstruct? Temples and thrones?" 

「 何 を 建て 直す の か ? 神 殿 と 王座 を 建て 直す の か ?」。 

To what DurDOSe, since the former ones have Deen cast dOWn? 
何 の た め に 神殿 と 王座 を 建て 直す の か ? 古 い 神 殿 と 王座 は 倒さ れ た の に ? 
"You might as well say: my house has collapsed from age, of what use 1S 
lt to Duild another?" 

「 あ な た は 『 家 が 古く 成っ て 壊れ た 。 別 の 家 を 建て て 何 の 役に立つ の か ?』 と 話し て 
いる の と 同じ で ある 。」。 

But 

し か し 、 

wll the house that you contemplate erectmg De hke that which has 
fallen? 

あな た が 建て 直 そ うと 考え て いる 新しい 家 は 倒れ た 古い 家 と 同じ で あろ うか ? 
NO, 

いい え 。 

for 

な ぜ な ら 、 

the one was old andthe other wil De new. 

古い 家 は 古かっ た が 、 新 し い 家 は 新しい で あろ う 。 

"Notwrthstandimg, it wl De always a house.“ 

「 し か し 、 家 で ある 事 に 変わ り は 無い 。」。 

What more can YOU WSsh? 

あな た は 何 を 更に 望む の か ? 


CHAPTER II 
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MAGICAL EOUILIBRIUM 

魔術 的 な つり 合い 

EOUILIBRIUM is the conseduence Of tWo forces. 

つり 合い は 2 つの 力 の 結果 で ある 。 

Tf two forces are aDsolutely and inVvariaDly equal, the eguihDprium wl 
be immohbility, and therefore the negation of Hfe. 

も し 2 つの 力 が 絶対 に 不変 に 牛 抗 する な ら ば 、 つ り 合 い に は 動き が 無く て 生 が 無く 
成る 。 

Movement is the result of an alternate DreponderanCe. 

動き は 2 つの 力 の 交互 の 優位 性 の 結果 で ある 。 

The impulsion giVen to one of the sides of a Dalance necessar1ly 
determines the motion of the other 

つり 合い の 一 方 を 動か す と 必然 的 に 他方 の 動き を 決定 する 事 に 成る 。 

Thus contraries act on one another throughout all nature, Dy 
COrresDOondence and analogical conmecton. 

調和 、 対 応 、 類 推 可能 な つなが り に よっ て 、 自 然 の 至る 所 で 、 正 反対 の 2 つの 力 は 
交互 に 動く 。 

All jife is composed of an aspiraton and a resDirator: 

全て の 生 は 呼吸 で ある 。 全 て の 生 は 引き 寄せ と 放射 で ある 。 

creation is the assumption of a shadow to serVe as a Dound to light, 
創造 で は 、 光 の 境界 線 と 成る た め に 、 影 が 優位 に 成る 時 が 有る 。 

of a Void to serVe as SDace for the plenitude, 

創造 で は 、 満 ちあ ふれ る も の の 余地 と 成る た め に 、 無 が 優位 に 成る 時 が 有る 。 

of a pass1ve fructified primciple to sustain amd realise the power of the 
active gemeratmg DTInCiple. 

創造 で は 、 自 発 的 な 創造 する 原理 の 力 を 支え て 実現 する た め に 、 受 容 す る 実 を 結ば 
させ る 原理 が 優位 に 成る 時 が 有る 。 

All nature 1S Disexual, 

自然 の 全て に 男性 性 と 女性 性 が 存在 する 。 

and the movement which produces the appearances of death and Hfe is 
a contimual generation. 

生 と 死 の 見 か け を も た ら す 動き は 創造 、 形 成 の 連続 で ある 。 

God loVes the void which he made in order to ill it 

神 は 満た す た め に 創造 し た 無 を 愛す る 。 

science loVes the ignorance which it enlhghtens: 

知 は 無 学 な 者 を 愛し て 教え る 。 

strength loVes the weakness which it SUDDortS: 

強い も の は 弱い も の を 愛し て 助け る 。 

good loves the apparent evll which glorifies it: 

立 は 偽 悪 を 愛す る 。 偽 悪 は 善 の 栄光 を た た える 。 


day 1s desirous of night, and Dursues it umnceasingly round the World: 
昼 は 夜 を 愛し て 世界 を 回 り 絶え 間 無 く 追う 。 

loVe is at once a thirst and a plemitude which must diffuse itself. 

愛 は 潟 さき で あり 満ち あふ れる も の で ある 。 

He wh0 giVes reCe1VveS, 

与え る 者 は 受容 する 。 

and he Wh0 rece1Ves g1VeS: 

受容 する 者 は 与え る 。 

moVvement is a contimual interchange. 

動き は 交換 の 連続 で ある 。 

To know the law of this change, to De acquainted with the alternative or 
Simultaneous DroDortion Of these forces, 1s to Dossess the first principles 
of the great magical arcanum, which constitutes true human dhVinity. 
交換 の 法 を 知る 事 、2 つの 力 の 二 者 択 一 を 知る 事 、2 つの 力 の つり 合い を 知る 事 は 、 
本 物 の 人 の 神 性 を も た ら す 、 大 いな る 魔術 の 秘密 の 無 上 の 原理 を 所 有する 事 で あ 
る 。 

Scientifically, we can appreclate the Various marifestations of the 
umlversal movement through electric or magnetc Dhenomena. 

自然 科学 的 に 、 人 は 普遍 の 動き の 様々 な 表れ を 電気 や 磁気 の 現象 で 理解 する 。 
Electrical apparatuses aDove all materially and Dositively reveal the 
affimities and antipathies of certain suDstanCes. 

特に 物質 的 に 実際 的 に 電子 機器 は 物質 の 親和 と 反発 を 明らか に する 。 

The marriage of copper with zinc, the action of all metals in the 
galvaruc Dile, are DerDpetual and unrnistakaDle revelations. 

銅 と 亜鉛 の 結合 、 電 池 で の 全て の 金属 の 運動 は 永遠 の 間違え よう の 無い 啓示 で あ 
る 。 

Let physicists seek and fimd out 

自然 科学 者 に 探求 させ て 発見 させ よう 。 

ever will the kaDDbalists explain the discoveries of science! 

カバ リス ト は 自然 科学 の 発見 を 常に 説明 する で あろ う ! 

The human Dody is suDject, 1ikKe the earth, to a dual lawi: it attracts and it 
raOhates: 

地球 の 様 に 、 人 の 体 は 、 引 き 寄 せる 力 と 放射 する 力 と いう 二 重 の 法 に 従っ て いる 。 

1t is magnetised Dy an androgyne magnetsm, 

男性 性 と 女性 性 の 磁力 が 人 の 体 を 磁化 し て いる 。 

andreacts on the two powers of the soul, the intellectual and the 
sensltiVe, InVersely, Dut in Droportior to the alternating DreponderanCces 
of the two sexes In their physical organ1sm. 

体 の 男性 性 と 女性 性 の 交互 の 優位 性 と つり 合う 形 で 、 人 の 体 は 知性 と 感受 性 と い 
う 魂 の 2 つの 力 に 作用 する 。 体 の 男性 性 と 女性 性 の 交互 の 優位 性 と つり 合う 形 で 、 
知性 と 感受 性 と いう 魂 の 2 つの 力 は 人 の 体 に 作用 する 。 

The art of the magnetiser consists wholly in the kmowledge and use of 
this law. 


磁気 の 催眠 術 師 の わざ は 2 つの 力 の 交換 の 法 の 知 と 応用 で ある 。 

To polarise the action and impart to the agent a Disexual and alternated 
force is the method stll unknown and sought Vainmly for directimg the 
phenomena of magnetism at W1, 

行動 を 両極 性 に 分 ける 方 法 、 男 性 性 と 女性 性 を 代行 者 に 与え る 方 法 、2 つの 力 を 交 
換 する 方 法 は 、 知 られ て いな く て 、 思 い 通 り に 磁気 の 催眠 状態 を 導く た め に 、 あ て も 
無く 探求 され て いる 。 

Dut tact most exDerienced and great Drecis1on In the interior 
movemerts are redured to prevent the confusion of the signs of 
magnetic aspiration with those of respiration: 

実に 、 精 神 的 な 動き で の 、 熟 達 な 正確 な 、 か け ひ き に は 、 磁 気 の 吸 気 の 徴 を 磁気 の 
呼気 の 徴 と 混同 し な い 必 要 が 有る 。 

we must also De perfectly acqduanted with occult anatomy and the 
SDeclal temperamert of the persons on whom We are ODeratimg. 

催眠 術 師 は 隠さ れ た 人 体 の 解析 学 と 被 催眠 者 の 特性 を 完全 に 知る 必要 が 有る 。 
Bad faith and Dad wil in suDjects constitute the gravest hindrance to 
the direction of magnetism. 

被 催 眠 者 の 不正 直さ と 悪意 は 磁気 の 催眠 の 誘導 の 重大 な 障害 と 成る 。 

Women above all who are essentally and invariaD1y actresses, 

女性 は 本 質 的 に 常に 女優 で ある 。( 満 ちあ ふれ る 存在 性 の 女神 は 、 内 面 的 に 完全 で 
あり 充実 し て いる の で 、 余剰 で 余力 で 、 外 面 を 充実 させ る 。 女 性 性 は 客観 的 で ある 。) 
who take pleasure in Impressing others 

女性 は 他 者 に 好 印 象 を 与え る 事 を 好む 。 

so that they may Impress themselves, and are themselves the first to De 
decelved 

女性 は 思い 込む 。 

when playing their neurotic melodramas are the true Dlack magic of 
magnetism. 

女性 が 神経 質 な メロ ドラ マ を 演じ る と 、 磁 気 の 催 眠 術 は 本 物 の 黒 魔 術 と 成る 。 

SO is it for ever imDpossible that magnetisers who are umimitiated in the 
SuDreme SeCretSs, and unassisted Dy the lights of the KabDbalah, should 
goverr this refractory and fugitive elemenrt. 

無 上 の 秘密 の 秘伝 伝授 の 無い カバ ラ の 光 の 助け の 無い 磁気 の 催眠 術 師 に は 、 制 
御 し 難い 気まぐれ な 女性 を 制御 する 事 は 永遠 に 不可 能 で ある 。 

To De master of Woman, We must distract and deceive her skilfully Dy 
allowimg her to suDpose that it is she who is decelvimg US. 
女性 を 制御 する に は 、 男 性 は 、 女 性 に 女性 の 方 が 男性 を だ まし て いる と 思わ せ て 、 
女性 を 油断 させ 、 だ ます 必要 が 有る 。 

This adVvice, which we offer chiefly to magnetising physicians, mght 
also fimd its place and applcation in comjugal Do]ity. 

上 記 の 助言 は 、 主 に 磁気 の 催眠 術 に よる 医者 へ の 助言 で ある 。 上 記 の 助言 は 、 結 婚 
を 統治 する 上 で 見 つか る で あろ う 。 上 記 の 助言 は 、 結 婚 を 統治 する 上 で 応用 され て 
いる の が 見 つか る で あろ う 。 


Man can produce two Dreathings at his pleasure, One warm and the 
Other cold: 

人 は 思い 通り に 熱い 息 と 冷た い 息 と いう 2 つの 息 を 創造 で きる 。 

he can also Droject elther the active or Dass1ve light at wL: 

人 は 思い 通り に 自発 的 な 光 か 受容 する 光 を 放射 で きる 。 

but he must acduire the consciousness of this power Dy habituallY 
dwelling thereon. 

実に 、 人 は 力 に つい て 習慣 的 に 考え る 事 に よっ て 力 の 自覚 を 獲得 する 必要 が 有る 。 
The same manual gesture may alternately aspire and resDpire what We 
are aCcustomed to call the fluid, 

人 は 手 の 動 き で 、 魔 術 師 が 流体 と 呼ん で いる も の を 交互 に 引き 寄せ た り 放 射 で きる 。 
and the magnetiser wl himself De warned of the result of his intention 
by an alternatiVe sensation of warrmth and cold in the hand, or in Doth 
hands when Doth are Demg usedl 

磁気 の 催眠 術 師 は 、 手 が 交互 に 暖か く 成 っ た り 冷 た く 成る 感覚 に よっ て 、 意 図 し た 
結果 が 得 ら れ た 事 を 知る で あろ う 。 催 眠 術 師 が 両手 を 使っ て いる 時 は 、 磁 気 の 催眠 
術 師 は 、 両 手 が 同時 に 交互 に 暖か く 成 っ た り 冷た く 成る 感覚 に よっ て 、 意 図 し た 結 
果 が 得 ら れ た 事 を 知る で あろ う 。 

which sensatton the suDject should experience at the same tme, 

被 催眠 者 は 交互 に 暖か く 成 っ た り 冷 た く 成 る 感覚 を 経験 する で あろ う 。 

Dut 

が aya 

In a contrary sense, that is, with a wholIy opposed altermnatVe. 

催眠 術 師 が 暖か く 感じ る 時 は 、 正 反対 に 、 被 催眠 者 は 冷た く 感じ る 。 催 眠 術 師 が 冷 
た く 感 じ る 時 は 、 正 反対 に 、 被 催眠 者 は 暖か く 感じ る 。 

The pentagram, Or sign of the microcosmos, reDresents, among other 
magical mysteries, the douDle sympathy of the human extremities with 
each other and with the circulaton of the astral light in the human 
body 

魔術 の 神秘 の うち 、 小 宇宙 の 象徴 で ある 、 五 世 星 は 、 人 の 体 の 、 星 の 光 の 、 相 互 の 、 
循環 の 、 頭 、 両 手 、 両 足 と いっ た 末端 の 二 重 の 共鳴 を 表す 。 

Thus, when a man is represented in the star of the pentagram, as may 
be seen in the "Occult Philosophy" of Agrippa, it should De oDserved that 
the head corresponds in masculine sympathy wrth the right foot and in 
femmine sympathy with the left foot 

コル ネリ ウス アグ リッ パ の 「 隠 秘 折 学 」 で は 、 人 は 五 世 星 で 表 さ れ 、 頭 は 右足 と 男性 
性 の 共鳴 で 対応 し 、 頭 は 左足 と 女性 性 の 共鳴 で 対応 し て いる 。 

that the right hand corresponds in the same way with the left hand and 
left foot, 

同様 に 、 右 手 は 左手 、 左 足 と 対応 し て いる 。 

and reciprocally of the other hand. 

左手 は 右手 、 右 足 と 対応 し て いる 。 


This must De Dorne in mind when making magnetic Dasses, 1f We seek to 

goVerr the whole organism and Dind all memDers Dy their proper 

chains of amalogy and natural sympathy. 

類推 可能 性 の 鎖 と 自然 の 共鳴 に よっ て 、 も し 催眠 術 師 が 人 の 体 の 全部 を 統治 し 縛 

り た い の で あれ ば 、 手 の 動き で 磁気 の 催眠 術 を か ける 時 に 、 人 の 体 が 五 臣 星 の 形 に 

共鳴 し て いる 事 を 心 に 留め て お く 必 要 が 有る 。 

The same kmowledge is necessary for the use of the pentagram in the 

COrJjuration of spirits, amd in the eVvocation of errant spirits in the astral 

light, Vulgarly called necromancy 

大 衆 が 降 圭 術 と 呼ん で いる 儀式 で 、 星 の 光 の 中 を さま よう 霊 を 呼び 出す 儀式 で 、( 神 
の 聖 圭 と いっ た ) 寺 を 呼び 出す 儀式 で 、 五 蘭 星 を 応用 する た め に 、 五 蘭 星 に つい て 

の 知 が 必要 で ある 。 

as we shall explain in the fifth chapter of this Ritual. 

本 書 「 高 等 魔術 の 祭儀 」 の 5 章 で 説明 する つも り で ある 。 

But 

し か し 、 

1t is well to oDserve here that every actlon Dromotes a react1ol 

全て の 作用 は 反作用 を 引き 起こ す 事 に 注意 する べき で ある 。 全 て の 作用 は 反作用 を 

強め る 事 に 注意 する べき で ある 。 

and thatin magnetisinmg others, or influencing them magically, We 

estaDlish Detween them and ourselVves a current of contrary Dut 

nal0g0US Influence 

他 者 に 磯 気 の 催眠 術 を か ける と 、 催 眠 術 師 は 、 正 反対 の 同じ 大 き さ の 、 被 催眠 者 か 

ら 催 眼 術 師 へ の 感 E の 流れ を 確立 する 事 に 注意 する べき で ある 。 他 者 に 魔術 的 な 

感化 を 与え る と 、 魔 術 師 は 、 正 反対 の 同じ 大 き さ の 、 他 者 か ら 魔術 師 へ の 感化 の 流 

れ を 確立 する 事 に 注意 する べき で ある 。 

which may suDject us to them instead of suDjectmg therm to US, 

反作用 で 、 被 催眠 者 を 催眠 術 師 に 従わ せる 代わ り に 、 催 眠 術 師 が 被 催 眠 者 に 従っ 

て し まう 場合 が 存在 する 。 

as happens freduently enough in those operations which haVe the 

sympathy of love for their oDject. 

愛情 に よる 共感 の た め の 催眠 術 で 起こ る 様 に 。 

Hence 

上 記 の 理由 か ら 、 

it is highly essential to be on our defence while we are attackimg, so as 

not to aspire on the left while we respire on the right. 

一 方 で 吐き 出し て 他方 で 吸い 込ま な い 様 に 、 攻 め て いる 時 に 守る 事 が 無 上 に 必要 

で ある 。 

The magical androgyne depicted in the frontispiece of the Ritual has 

SOLVE inscriDed upon the right and COGULA on the left arm, 

「 高 等 魔術 の 祭儀 」 の 最初 の 絵 、 タ ロッ ト の 15 ペー ジ 目 に は 、 右 腕 に 溶解 、 左 腕 に 

凝固 と 記さ れ て いる 、 魔 術 的 な 両性 具有 者 が 描か れ て いる 。 


which corresponds to the symbolical figure of the architects of the 
Second temple, who Dore their sword in one hand and ther trowel in 
the other 

タロ ッ ト の 15 ペー ジ 目 の 絵 は 、 一 方 の 手 に 剣 を 、 他 方 の 手 に 、 こ て を 持っ て いる 第 2 
神殿 の 建築 家 の 象 徴 的 な 姿 と 対応 し て いる 。 

While Duildinmg they had also to defend their work and disperse their 
enermles: 

第 2 神殿 の 建築 家 は 建て て いる 時 に 作業 を 守っ て 敵 を 追い 払う 必要 が 有 っ た 。 
nature herself does jkewise, destroyimg and regeneratimg at the same 
tme. 

同様 に 、 自 然 は 破壊 する と 同時 に 再生 させ る 。 

Now, accordimng to the allegory of Duchentau's Magical Calendar 
Duchentau の 魔術 の カレ ンダ ー の 例え 話 に よれ ば 、 

man, that is to say, the initiate, is the ape of nature, 

人 は 自然 の 模 信者 で ある 。 秘 伝 伝授 者 は 自然 の 模 信 者 で ある 。( 魔 術 師 は 自然 の 
模 條 者 で ある 。) 

who confines him Dy a chaim, 

自然 は 人 を 鎖 に よっ て 制限 する 。 

Dut 

し か し 、 

makes him act unceasingly 

絶え 間 無 く 、 自 然 は 人 を 動か す 。 

imitatng the proceedings and works of his divine mistress and 
ImperishaDle model. 

人 は 、 神 の 様 な 女性 の 人 の 主 で ある 、 不 死 の 典型 で ある 、 自 然 の 運行 を 模 條 する 。 
The alternate use of contrary forces, warmth after cold, mildness after 
seVer1ty, loVe after anger 人 &C., 1S the secret of Derpetual motion and the 
permanence Of DOWer: 

冷や し た 後に 暖め る 、 冷 た くし た 後に 優し くす る 、 激 し くし た 後に 緩和 する 、 茂 し くし た 
後に 甘やかす 、 怒 っ た 後に 優し くす る 、 な ど 、 正 反対 の 2 つの 力 の 交互 の 応用 は 、 永 
久 機関 の 秘訣 、 力 の 永遠 性 で ある 。 

coduettes feel this instmctively 

上 記 を 、 男 た らし な 女性 達 は 直感 的 に 感じ 取っ て いる 。 

and hence they make their admirers pass from hope to fear from joy to 
despondency. 

男 た らし な 女性 達 は 求愛 者 を 希望 か ら 不安 へ 、 楽 観 か ら 悲 観 へ 変え る 。 

To Operate always on the same slde and in the same manner is to 
Overweight one plate of the Dalance, and the complete destruction of 
edullhibrium is the speedy result. 

常に 一 方 に だ け 同 じ や り 方 で 作用 する 事 は 、 天 笑 の 一 方 の 皿 に 負担 を か け 過 ぎる 
事 に 成り 、 つ り 合 い の 完 全 な 破壊 に すぐ に 成る 。 

Contimual caressimgs Deget satlety, dhsgust, and antpathy 

よそ よそ し く 親 切な だ け で は 飽き られ 呆れ られ 反感 を 覚え られ る 。 


]uSt as constant coldness and severity In the long run alienate and 
discourage affection. 

冷た く 茂 し い だ け で は 思い や り を 遠ざけ て し まう 。 

An umvarying and ardent fire in alchemy calcmes the first matter and 
not seldom explodes the hermettc Vesse: 

錬金術 で は 、 変 化 の 無い 燃え る 火 は 、 第 一 賢 料 を 焼い て 灰 に し 、 ヘ ル メ ス の 錬金術 
の 容器 を 破 像 させ る 。 

the heat of ime and mineral manure must De suDstituted at regular 
interVvals for the heat of flame. 

錬金術 で は 、 一 定 の 間隔 で 、 炎 の 熱 の 代わ り に 、 石 灰 の 熱 と 鉱石 の 有 取 や し が 必要 で 
ある 。 錬 金 術 で は 、 変 化 が 必要 で ある 。 

And so also in mag1C: 

魔術 で は 、 変 化 、 正 反対 の 2 つの 力 の 交代 が 必要 で ある 。 

the works of wrath or severity must De tempered Dy those of 
beneficence and love, 

思い や り の 作業 に よっ て 色 り の 作業 や 厳し い 作 業 を 和らげ る 必要 が 有る 。 
andifthe wil of the operator De always at the same tension and 
directed along the same Hine, great wearimess wll ensue, together with a 
SDecles of moral irmpotence. 

も し 意思 を 変化 無し に 同じ 方 向 に ば か り 緊 張 さ せる と 、 大 いな る 疲れ 、 倫 理 道徳 的 
な 哲学 的 な 無気力 が も た ら さ れる 。 

ThUS, 

上 記 の 理由 か ら 、 

the magus should not HVe altogether in his laDoratory, among his 
athanor elixirs, amd Dantacles. 

魔術 師 は 変化 無し に 錬 金 炉 、 エ リク サー、pantacle に 囲ま れ て 研究 室 に 閉じ こも る 
な か れ 。 

However deVvouring De the glance ofthat Circe who is called occult 
power We must know how to confront her on occasion with the sword 
of UIysses, and how to withdraw our Hps for a tme from the chalice 
which she offers us. 

隠れ た 力 と いう 女神 キル ケ が 魔術 師 を 見 つめ て も 、 時 に は 、 魔 術 師 は 、 オ デュ ッ セ ウ 
ス の 剣 で 隠れ た 力 と いう 女神 キル ケ に 対抗 する 方 法 を 知る 必要 が 有る し 、 隠 れ た カカ 
と いう 女神 キル ケ が も た ら す 杯 か ら 唇 を 引き 離す 方 法 を 知る 必要 が 有る 。 
Amagical Operation should always De followed Dy a rest of equal length 
and a distraction analogous Dut contrary In its oODject. 

魔術 の 作業 に 取り 組ん だ 後 は 、 魔 術 の 作業 に 取り 組ん だ の と 同じ 分 だ け 、 休 上 息 を と 
り 、 魔 術 と は 正反対 の 気晴らし を する べき で ある 。 

To strive contimually agannst nature In order to her rule amd condUeSt 1S 
to risk reason and Hfe. 

自然 を 制御 し た り 圧 倒す る た め に 自然 と 戦い 続け る 事 は 理性 と 命 を 危う くさ せる 事 
で ある 。 

Paracelsus dared to dO Ss0, 


パラ ケル スス は 、 あ えて 、 自 然 を 制御 し た り 圧 倒す る た め に 自然 と 戦い 続け 理性 と 
命 を 危う くさ せ た 。 

Dut 

じ が し 、 

everl in the warfare itself 

自然 と の 戦い の 中 で すら 、 

he employed eguihibrated forces 

パラ ケル スス は 2 つの 力 を つり 合わ せ て 応用 し た 。 

and opposed the intoxication of wine to that of intelhgence. 

パラ ケル スス は ワイ ン の 本 町 を 知 の 本 町 に 対抗 させ た 。 

S0 

その た め 、 

was Paracelsus a man ofinspiration and miracles: 

パラ ケル スス は 霊感 と 奇跡 の 人 で あっ た 。 

yet 

し か し 、 

his life was exhausted Dy this deVourimg actVity, 

パラ ケル スス は 激しい 活動 に よっ て 命 を 使い 果たし た 。 

Or rather 

と 言う より は むし ろ 、 

Its Vestment Was raDp1dUY rent amnd Worn out: 

パラ ケル スス は 肉体 と いう 外 衣 を 早まっ て 引き 克 き 脱い で し まっ た 。 

Dut 

じ が 必 

men jike Paracelsus can use and aDuse fearlessly: 

パラ ケル スス の 様 な 人 々 は 恐れ な いで 肉体 と いう 外 衣 を 応用 し 酷使 で きた 。 
they well know that they can no more die than grow old here Delow. 
パラ ケル スス の 様 な 人 々 は 、 下 の も の で ある 、 こ の 世界 の 古い も の で ある 、 成 長 す る 、 
肉体 と いう 外 衣 より 、 人 の 心 が 死 な な い 事 を 良く 知っ て いた 。 

Nothing induces us towards joy so effectually as sorroWi: 

悲し みほ ど 喜 び へ 有効 に 導く も の は 存在 し な い 。 

nothing is nearer to sorrow than joy. 

喜び より 悲し み に 近い も の は 無い 。 

Hence 

上 記 の 理由 か ら 、 

the uminstructed operator 1s astounded Dy attaiming the Very ODDosite of 
his Droposedl resultS, 

学 の 無い 大 衆 は 目論ん だ 結果 と 正反対 の 結果 に 到達 し て 息 く 。 

Decause 

な ぜ な ら 、 

he does not kmow how to cross or alternate his actor: 

学 の 無い 大 衆 は 、 行 動 で 、 正 反対 の も の を 組み 合わ せ て 変化 を つけ た り 、2 つの 
を 交代 させ る 方 法 を 知ら な い 。 


he seeks to Dewritch his enemy, and himself Decomes iand miseraDle: 
学 の 無い 大 衆 は 敵 を 呪 お うと 試み て 、 自 分 が 病気 に 成り 不幸 に 成る 。 

he desires to make himself loved, and he consumes himself for Women 
who deride him: 

学 の 無い 大 衆 は 自分 を 愛さ せよ うと 望ん で 、 学 の 無い 大 衆 を 括 い も の に する 女性 の 
た め に 自分 を 使い 果たす 。 

he endeavours to make gold, and he exhausts all his resources: 

学 の 無い 大 衆 は 金 を 創造 し よう と 試み て 、 自 分 の 金銭 、 力 、 時 間 、 若 さ を 使い 果たす 。 
his torture is that of Tantalus eternally: 

学 の 無い 大 来 の 苦し み は 、 タ ンタ ロス の 永遠 の 苦し み で ある 。 

eVer does the water flow Dack when he stoops dowr to drink. 

タン タロ ス が 水 を 飲も うと 身 を か が め る と 、 水 は 後退 し て し まう 。 

The ancients in their symDols and magical operations multiplied the 
sigTs Of the duad, so that its law of eduihDrium might De rememDbered. 
つり 合い の 法 を 思い 出さ せる た め に 、 象 徴 と 魔術 の 作業 で 、 古 代 人 は 2 つ 1 組 の 象 
徴 を 増やし た 。 

In their evocations they inVvariaDly constructed two altars, 

降 霊 術 で 常に 、 魔 術 師 は 2 つの 祭壇 を 建て た 。 

and irmmolated two victms, one white and one black: 
悪人 の 霊 の 魔術 師 は 白い 、 い け に えと 黒い 、 い け に え を ささ げた 。 

the operator whether male or female, 

魔術 師 は 、 男 性 で も 女性 で も 良い 。 

holding a sword in one hand and awand in the other 

魔術 師 は 一 方 の 手 に 剣 を 、 他 方 の 手 に 杖 を 持つ 必要 が 有る 。 

had one foot shod and the other Dared. 

魔術 師 は 一 方 の 足 に 鞭 を は き 、 他 方 の 足 は 裸足 で ある 必要 が 有る 。 

At the same tme, either one or three persons Were redulredl for maglcal 
WOrKS, 

魔術 の 作業 は 1 人 か 3 人 で 行う 必要 が 有る 。 

Decause 

な ぜ な ら 、 

the duad would De irmmoDihty or death in the absence of the 
edullhbratmg motor: 

2 つ 1 組 は 動き の 無 さ 、 死 、 つ り 合 わせ た 力 の 欠如 に 成る 。 

and when a man and a woman Darticipated in the ceremony, the 
Operator was either a virgin, a hermaphrodute, or a child. 

魔術 の 儀式 に 参加 する 者 は 、 処 女 か 両性 具有 者 か 幼子 の 様 な 者 で ある 必要 が 有る 。 
1 shall be asked whether the eccentricity of these rites is arDitrary, 

大 衆 は 魔術 の 儀式 の 奇行 は 気まぐれ で は な いか 、 た ず ね る で あろ う 。 

and whether its one end is the exercise of the wl by the mere 
multiplication of difficulties in magical WorK? 

大 衆 は 、 魔 術 の 儀式 は 、 多 面 性 と 理解 し 難 さ に よっ て 、 意 思 を 鍛錬 する 事 だ けが 目 
的 で は な いか 、 た ず ね る で あろ う 。 


1 answer that 

下記 の 様 に 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ は 答え て 話す 。 

im magic there is nothmg arDitrary, 

魔術 で は 、 気 まで れ な も の は 無い 。 

Decause 

な ぜ な ら 、 

everything is ruled and predetermined Dy the one and universal dogma 
of Hermes, that of analogy in the three worlds. 

「 上 の も の は 下 の も の か ら 類 推 可能 で ある 。 下 の も の は 上 の も の か ら 類 推 可能 で あ 
る 。」 と いう ヘル メス の 普遍 唯一 の 考え と 、3 つの 世界 の 類推 可能 性 が 、 全 て の も の 
を 支配 し 決定 し て いる 。( 自 然 科学 、 哲 学 、 神 の 教え 。 自 由 意思 と いっ た 神 だ け の 領 
域 、 概 念 の 領域 、 形 の 領域 。 神 だ け の 楽園 、 霊 の 冥界 、 こ の 世界 。) 

Each sign corresponds to an idea, and to the special form of an idea: 
象徴 は 概念 に 対応 し て いる 。 形 は 概念 に 対応 し て いる 。 

each act expresses a VOlition corresDonding to a thought, amd 
formulates the analogies of that thought and that will. 

思考 に 対応 し て いる 、 意 思 を 表す 行動 は 、 思 いと 考え の 類推 可能 性 を 明確 に 話す 。 
The rites are, therefore, Drearranged Dy the science itself. 

知 が 儀式 を 決め て いる 。 知 が 行動 を 決め て いる 。 

The uminstructed person who is not acduainted with the three powers 1S 
Subject to their mysterious fascination: 

数 3 の 力 を 知ら な い 学 の 無い 大 衆 は 神秘 の 引き 寄せ る 力 に 従っ て し まう 。 

the sage understands those powers, and makes them the instrument of 
his will, 

賢者 は 数 3 の 力 を 理解 し て 意思 の 道具 と し て 応用 する 。 

but when they are accomplished with exactitude and faith, they are 
neVer ineffectual. 

魔術 師 が 厳し さと 信心 を 持っ て 達成 し た 時 は 、 魔 術 師 に は 力 が 有る 。 

All magical instruments must be dupHcated: 

魔術 の 道具 は 全て 2 つ 1 組 で ある 必要 が 有る 。 

there must De two swords, two wands, tWO CUDS, twO chafimg-dishes, 
two partacles, and two 1amDs: 

2 個 の ラン プ 、2 本 の 杖 、2 個 の 杯 、2 本 の 剣 、2 つの pantacle、2 個 の 、 小 さ な 炉 の 
上 に 載せ た 小さ な 器 。 

two Vestments must De worm, one oVer the other and they must De of 
conttrary Colours, a rule stll followed Dy Catholc priests: 

カト リッ ク の 祭司 の 様 に 、 正 反対 の 色 の 2 着 の 法衣 を 重ね 着 す る 必要 が 有る 。 

and either no metal, or two at the least, must De Worn. 

金属 は 、 身 に つけ な いか 、 少 な く と も 2 つ 身 に つけ る 必要 が 有る 。 

The crowns of laurel, rue, mugwOrt, Or VerVva1nl mmust, in HKe manner De 
douDle: 

2 つの 月 桂樹 、 ヘ ン ル ー ダ 、 マ グ ワ ー ト の 王冠 か 、2 つの バー ベイ ン の 王冠 が 必要 で 
ある 。 


One Of them is used in eVocations, while the other is Durnt, the crackhmg 
which it makes and the curls of the smoke which it produces Deing 
oDserved like an auguryi 
2 つの 王冠 の うち 、 一 方 の 王冠 は 降 霊 術 で 用 い 、 他 方 の 王冠 は 燃やし て 燃え る 音 と 
煙 の 渦 を 占う 様 に 観察 する 。 
Nor is the oDservance val 
王冠 の 燃え る 音 と 煙 の 渦 の 観察 は 無益 で は な い 。 王 冠 の 燃え る 音 と 煙 の 渦 の 観察 
は 意味 が 有る 。 
for 
な ぜ な ら 、 
in the magical work all the instruments of art are magnetised Dy the 
ODeratOr: 
魔術 的 な 作業 で 用 いた 全て の 道具 は 魔術 師 に よっ て 磁化 され て いる 。 
the ar is charged with his perfumes, 
魔術 師 の 香 に よっ て 大 気 は 変化 する 。 
the fire which he has consecrated is suDject to his wl, 
魔術 師 が 神聖 化し た 火 は 魔術 師 の 意思 に 従う 。 
the forces of nature seem to hear and answer him: 
自然 の 力 が 魔術 師 に 耳 を 傾け 答え る 様 に 思わ れる 。 
he reads in all forms the modiHications and complements of his thought. 
魔術 師 は 調節 され た 修飾 され た 補完 され た 魔術 師 の 思考 を 全て の 形 の 中 に 読み 
取る 。 
He perceives the water agltated, and, as it were, DubDbling of itself, 
魔術 師 は 揺れ る 自ら 活気 づく 水 を 理解 する 。 
the fire blazing up or extimguishinmg suddenly 
火 は 燃え 上 が る か 突然 、 消 える 。 
the leaves of the garlands rusthmg, 
王冠 の 葉 は 播 れ て 鳴る 。 花 冠 の 葉 は 揺れ て 鳴る 。 
the magical rod moving spontaneously 
魔術 の 杖 は 自発 的 に 動く 。 
and strange, Unknown Voces Dassing through the ar 
不思議 な 未知 の 声 が 大 気 を 通過 する 。 
It was in such evocations that julian Deheld the beloved phantoms of his 
dethroned gods, and was appalled at their decrepitude and pallor 
上 記 の 様 な 降 霊 術 で 、 ユ リア ヌス 帝 は 死人 の 様 に 青白 い 老人 の 姿 の ギリ シャ の 神々 
の 幻 を 見 た 。 
1 am aware that Christianity has for ever suDDpressed CereTmonial rmag1C, 
エリ ファ ス レヴ ィ は キリ スト 教 が 永遠 に 魔術 の 儀式 を 禁止 し て いる 事 を 知っ て いる 。 
and that it seVerely Droscr1Des the evocatons 
エリ ファ ス レヴ ィ は キリ スト 教 が 降 霊 術 を 厳し く 禁 止 し て いる 事 を 知っ て いる 。 
and sacrifices of the old world. 
エリ ファ ス レヴ ィ は キリ スト 教 が 旧 時 代 的 な 、 い け に え を 厳し く 禁 止 し て いる 事 を 知っ 
て いる 。 


It is not, therefore, Our intention to giVe a neW ground for their 
exlstence Dy revealing the antidue mysteries after the ]apse of so many 
Centtur1eS. 

エリ ファ ス レヴ ィ は 、 魔 術 の 儀式 が 存在 する た め の 新 し い 根 拠 を 与え る 意図 で 、 六 
多 の 世紀 の 後に 、 古 代 の 神秘 を 明か し て いる わけ で は な い 。 

Evenr im this Very order of phenomena, Our exDeriences have Deen 
Scholarly researches and nothmg more. 

学問 的 な 研究 に 過ぎ な い 。 

We have confirmed facts that we might apDpreclate CaUSeS, 

原因 を 認識 で きる 様 に 事実 を 確認 し た に 過ぎ な い 。 

and it has never Deen Our pretensior to restore rites which are for ever 
destroyed. 

エリ ファ ス レヴ ィ に は 永遠 に 破壊 され た 儀式 を 復活 させ る 意図 は 無い 。 

The orthodoxy of Israel, that religion which is so rational, so dhvine, amd 
SO 則 known, condemns, no less than Christianity, the mysteries of 
cerermorual mag1C. 

The orthodoxy of Israel は 論理 的 な 神聖 な 良く 知ら れ て いな い 宗 教 で ある 。 キ リ 
スト 教 よ り も The orthodoxy of Israel は 魔術 の 儀式 に よる 神秘 を 禁止 し て いる 。 
Fromm the standpoint of the triDe of Levi, the exercise of transcendent 
magilc must De considered as an usurpation Of the priesthoodi 

レビ 族 の 立場 か ら は 超越 的 な 魔術 の 発揮 は 祭司 の 権利 侵害 と みな され る で あろ う 。 
and the same reason has caused the proscription of operative mmagic Dy 
eVery Official Cultus. 

祭司 の 権利 侵害 と いう 理由 か ら 、 全 て の 公 の 宗教 は 魔術 の 儀式 を 禁止 し て いる 。 
To demonstrate the natural foundation of the marVellous, and to 
produce it at wl, is to anmihilate for the vVulgar mimd that conclusive 
evldence from miracles 

奇跡 の 自然 な 根拠 を 説明 する 事 、 思 い 通 り に 奇跡 を 起こ す 事 は 、 大 衆 に と っ て は 奇 
跡 へ の 確信 を 消す 事 に 成る 。 

which is claimed Dy each religion as its exclusive DrODerty and its fimal 
argurment. 

宗教 は 奇跡 を 宗教 だ け の 所 有 物 で ある と 主張 する 。 公 の 宗教 は 奇跡 を 宗教 の 究極 
の 根拠 で ある と 主張 する 。( 本 物 の 愛 は 奇跡 で ある と 言え る 。 本 物 の 思い や り は 奇跡 
で ある と 言え る 。 神 の 教え の 究極 の 基礎 は 思い や り で ある 。) 

Respect for estaDlished relig1ons, 

公 の 宗教 に は 敬意 を ! 

Dut 

し か し 、 

rOOm also for sclemcel! 

学問 に も 余地 を ! 

We have passed, thank God, the days ofinduisitions and Dyres: 

宗教 裁判 と 火 刑 の 時 代 は 過ぎ 去っ た 。 


unhappy men of learminmg are no 1onger murdered on the faith of a few 
distraught fanatcs or hysterical girls. 

狂信 者 や ヒス テリ ー な 女性 が 、 学 の 有る 不運 な 人 々 を 殺す 事 は 最早 無い 。 

For the rest let it De clearlIy understood that our undertakimg 1S 
concerned with studies of the curious, and not with an impossiDle 
Dropaganda. 

エリ ファ ス レヴ ィ の 試み は 魔術 と いう 不思議 な 学問 に 関係 し て いる 事 を 明確 に 理解 
し て 欲し い 。 エ リフ ァ ス レヴ ィ の 試み は 不可 能 な 宣伝 と は 無 関 作 で ある 事 を 明確 に 
理解 し て 欲し い 。 

Those who may Dlame us for daring to term ourselves magiciant have 
nothing to fear from the example, it Deing wholly improbable that they 
wll eVer Decome SorcererSs. 

魔術 師 と いう 名 前 を 大 胆 に 名 乗っ て いる と いう 理由 で 神 の 聖霊 の 魔術 師 を 非難 す 
る 人 々 は 恐れ る 必要 は 無い 。 神 の 聖霊 の 魔術 師 が 悪人 の 霊 の 魔術 師 に 成る 事 は 完 
全 に 不可 能 で ある 。 


CHAPTER III 
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THE TRIANGLE OF PANTACLES 

万 能 章 の 三角 形 

THE AbDbot Trithemius, who in maglc was the master of Cornelius 
Agr1DDa, 

トリ テ ミ ウ ス 修 道 院長 は コル ネリ ウス アグ リッ パ の 魔術 の 祖師 で ある 。 

explains, in his "Steganography" the secret of conjurations and 
eVocations after a Very natural and philosophical manner though 
poOssibly, for that very reason, too simply and too eas1ly. 

「 ス テ ガ ノ グラ フィ ア 」 で 自然 な 哲学 的 な 方 法 で 簡潔 に トリ テ ミ ウ ス は 降 霊 術 の 秘密 
を 説明 し て いる 。 

He tells us that 

下記 の 様 に 、 ト リ テ ミ ウス は 降 霊 術 の 秘密 を 教え て いる 。 

to evoke a spirit is to emter into the dominant thought of that spirit, 

霊 を 呼び 出す 事 は 、 呼 び 出す 霊 の 支配 的 な 思考 の 中 に 入る 事 で ある 。 

andif We ralse OurselVes morally higher along the same Ine, We shall 
draw the spirlt away Wnth us, and it wl certaimly serVe US. 

も し 魔術 師 が 霊 と 同じ 方 向 の 中 で 倫理 道徳 的 に 霊 より 自分 を 高め れ ば 、 魔 術 師 は 
自分 より 下 の 霊 を 引き 連れ て 行く で あろ うし 、 魔 術 師 より 下 の 霊 は 魔術 師 に 仕え る 
で あろ う 。 

To corjure 1S tO ODDose the resistance of a current and a chain to an 
1solated SDir1t- 

霊 を 呼び 出す 事 は 、 孤 立 し た 霊 に 正反対 の 流れ 、 正 反対 の 鎖 で 対抗 する 事 で ある 。 
Cum jurare( = with, swear), 

孤 立 し た 霊 に 正反対 の 流れ 、 正 反対 の 鎖 で 対抗 する 事 は 、( 正 し い 者 と ) 共 に ( 神 に ) 
区 う 事 で ある 。 

to swear together that is, to make a commmon act of faith. 

(正しい 者 と ) 共 に ( 神 に ) 区 う 事 は 、 信 仰 に より (正しい 者 と ) 共 に 行動 する 事 で ある 。 
The greater the strength and enthusiasrm of this faith, the more 
efficacious is the comjuration. 

信仰 の 強 さ と 熱意 が 、 大 きけ れ ば 大 きい ほど 、 よ り 、 降 圭 術 に 有効 で ある 。 

This is why 

上 記 の 理由 か ら 、 

new-Dorn Christianity silenced the oracles: 

新た に 生ま れ た キリ スト 教 は 神託 を 沈 甘 させ た 。 

1t OrIY Dossessed inspiraton, 

キリ スト 教 だ けが 霊感 を 所 有 し た 。 

it only force. 

キリ スト 教 だ けが 力 を 所 有 し た 。 

Later OT, 

後に 、 


when St Peter greW 0ld!, 

使徒 ペトロ の 法 の 子孫 で ある 法王 の 権力 が 衰え た 時 に 、 

that is, when the world believed that it had a legal case against the 
Papacy, 

俗 世 の 大 衆 が 法王 の 権力 に 反対 する 法律 上 の 事件 が 有 っ た と 信じ た 時 に 、 

the spirit of Drophecy came to replace the oracles: 

予言 の 霊 が 神託 を 復活 させ た 。 

Savonarola, Toachim of Mores, john Hus, and so many others, by turns 
influenced the minds ofmen, and interpreted, Dy 1amentations and 
menaces, the secret anxieties and rebellions of all hearts. 

サ ヴ ォ ナ ロー ラ 、joachim of Mores、 ヤ ン フス な ど が 、 次 々 に 現れ て 、 人 々 の 精神 に 
感化 を 与え て 、 悲 嘆 と 脅し に よっ て 、 全 て の 人 々 の 心 の 秘密 の 願望 と 反感 を 明らか 
に し た 。 

We may act Individually when evoking a spirit, 

震 を 呼び 出す 時 は 、 人 は 個人 的 に 呼び 出せ る 。 

Dut 

し か し 、 

to corjure We must speak in the name of a circle or an assoclation: 
魔術 で 霊 を 追い 払う に は 、 人 は 輪 や 結社 の 名 前 を 口 に する 必要 が 有る 。 

this is the sigmificance of the hieroglyphical circle traced round the 
magus WHO 1s OpDeratimg, 

上 記 が 、 魔 術 師 が 、 象 徴 的 な 輪 を 描い て 、 輪 の 中 に 入っ て 儀式 を 行っ て いる 意味 で 
ある 。 

and out of which he must not pass urless he wishes at the same 
moment to De stripped of all his power 

も し 魔術 師 が 全て の 力 を 霊 に 奪わ れ た く な けれ ば 、 輪 の 外 に 出る な か れ 。 

Let us graDple at this point wrth the vital and pahmary duestom, 

上 記 の 点 か ら 、 命 の 問題 、 シ ュ ロ の 葉 を 受け る に 値する 問題 に 取り 組 も う 。 
whether the real evocation and real corjuration Of spirits are things 
DOSS1Dle, 

降 圭 術 は 可能 で ある か ? 

and whether such Dossibility can De scientifically demonstrated. 

降 霊 術 の 可能 性 を 学問 的 に 証明 で きる か ? 

To the first part of the question it may De replied out of hand that 
everything which is not an evident irmposs1Dihty can and must De 
admitted as DroVisionallY DossiDle. 

降 圭 術 は 可能 で ある か ? に つい て は 、 不 可能 で ある 証拠 が 無い 全て の 物事 は 、 暫 定 
的 に 、 可 能 で ある と 、 認 め ら れる し 認め る 必要 が 有る 。 

As to the second part, We affirm that in virtue of the great magical 
dogma ofthe hierarchy and of umiversal analogy the kabDbahistic 
POSs1Dihty of real evocations can De demonstratedi 


降 霊 術 の 可能 性 を 学問 的 に 証明 で きる か ? に つい て は 、 位 階 の 大 いな る 魔術 の 考 
え の 力 で 、 普 遍 の 類推 可能 性 の 大 いな る 魔術 の 考え の 力 で 、 降 霊 術 の カバ ラ 的 な 
可能 性 は 証明 で きる 。 

concerning the phenomenal reality conseduent uDon maglcal 
Operations accOomplished with sincerity, this is a matter of exDerlenCe: 
誠実 に 行わ れ た 魔術 の 儀式 が 結果 と し て も た ら す 自然 の 感知 で きる 事実 に つい て 
は 、 経 験 の 問題 で ある 。 

as already descr1Ded, 

「 高 等 魔術 の 祭儀 」 の 1 章 で 話し た 様 に 、 

we have estaDlished it in Our 0WT DerSOTS, 

エリ ファ ス レヴ ィ は 自分 で 行動 し て 魔術 の 儀式 の 結果 が 事実 で ある と 確証 し た 。 
and by means of this Ritual we shall place our readers In a Dosition to 
TremeW and confirm OUr eXDerleTCeS. 

本 書 に よっ て 、 読 者 が エリ ファ ス レヴ ィ の 経験 を くり 返し て 確認 で きる 様 に する つも り 
で ある 。 

Nothmgin nature Derishes: 

自然 に は 死ぬ も の は 無い 。 自 然 の も の は 全て 死な な い 。 

whatsoever has 1iVed goes on HVing always under neW forms: 

生き て いた 全て の も の は 新しい 形 の 下 で 常に 生き 続け る 。 


し か し 、 

古い 形 で すら 破壊 され な い 。 

な ぜ な ら 、 

形 は 記憶 に 残っ て いる 。 

老人 が 幼子 だ っ た 時 の 姿 を 想像 の 中 で 未だ に 見 れる で は な いか ? 
大 衆 が 記憶 か ら 消 し た と 信じ て いる 形 は 実は 破壊 され て いな い 。 
な ぜ な ら 、 

忘れ た 形 を 思い 出す 時 が 有る 。 

が も 、 

どの よう な 手段 で 人 は 過去 の 形 を 見 て いる の か ? 

「 高 等 魔術 の 教理 」 で 、 す で に エリ ファ ス レヴ ィ が 話し た 様 に 、 
形 は 星 の 光 の 中 に 存在 する 。 


星 の 光 は 形 を 神経 系 経由 で 脳 に 伝え る 。 


は 拓 失 可 9 で ある 。 形 か ら 対応 する 概 人 は 類推 還 


マギ が 呼ん で いる 様 に 、 形 は 自然 の 文字 で ある 。 形 は 対応 する 概念 の 表れ で ある 。 
概念 は 形 を 自発 的 に 呼び 出し 実現 し 具体 化す る 。 

Schroepffer は ライ プ ツ ィ ヒ の 有名 な 啓蒙 家 で ある 。 

Schroepffer は 全 ド イツ を 降 霊 術 で 起 れ させ た 。 

名 声 が 支え られ な い 重 荷 に 成る ほど Schroepffer は 魔術 を 試し 過ぎ た 。 
Schroepffer は 幻覚 の 無数 の 流れ に 身 を まかせ た 。 

霊 の 冥界 の 映像 は Schroepffer に 、 こ の 世界 を 嫌悪 させ た 。 

Schroepffer は 自殺 し た 。 

Schroepffer の 話 は 魔術 の 儀式 に 魂 を 奪わ れ て いる 者 た ち へ の 警告 で ある 。 

禄 を 受け な いで 自然 を 冒 済 で き な い 。 自 然 を 冒 流 する と 罰 を 受け る 。 


知ら な い 測 り 知 れ な い 力 を 危険 無し に 弄ぶ 事 は で き な い 。 知 ら な い 測 り 知れ な い 力 
を 弄ぶ 事 は 危険 で ある 。 


上 記 の 理由 か ら 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ は ( 神 、 霊 、 奇 跡 な ど を ) 信 じ る た め に 見 た いと いう 
大 衆 の むなしい 好奇 心 を 拒絶 する 。 


下記 の 様 に 、 懐 医 主 義 か ら エ リフ ァ ス レヴ ィ を 脅し た 有名 な 英国 人 に 答え て 話し た 
様 に 、( 神 、 霊 、 奇 跡 な か ど を ) 信 じ る た め に 見 た いと いう 大 衆 に 答え て 話す 。 


「 


( 神 、 霊 、 奇 跡 な ど を ) 信 じ な い の は 、 あ な た の 権利 で す 。 信 じ な い の は 、 あ な た の 自 
由 で す 。 


エリ ファ ス レヴ ィ は 、 あ な た の 不信 心 や 不信 に よっ て 、 大 胆 さや 確信 を 失わ な い 。 


下記 の 様 に 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ は 、 良 心 的 に 大 胆 に 全て の 魔術 の 儀式 を 果たし た が 、 
結果 が 得 ら れ な か っ た と 話す 人 に 、 答 えて 話す 。 


エリ ファ ス レヴ ィ は 、 魔 術 の 儀式 を 実践 し た が 、 結 果 が 得 ら れ な か っ た 人 に 、 魔 術 の 
儀式 の 実践 を や め る べき で ある と すす め る 。 


な ぜ な ら 、 多 分 、 


自然 が 人 に よっ て は 魔術 の 儀式 の 実践 を や め る 様 に 警告 し て いる 。 自然 は 人 に よっ 
て は 変則 的 な 作用 の た め に 力 を 貸し た く な い 。 


し か し 、 

も し 好奇 心 を 止め られ な い の で あれ ば 、 再 び 魔 術 の 儀式 を 実 貴 す る し か な い 。 
3 つ 1 組 は 魔術 の 考え の 基礎 で ある 。 

降 霊 術 で は 3 つ 1 組 を 必ず 守る 必要 が 有る 。 

な ぜ な ら 、 

3 は 実現 と 結果 の 象徴 的 な 数 で ある 。 


願い の 実現 の た め に 3 組 の 7 つ 1 組 で ある 数 21 の へ ブラ イ 文 字 め 、 シ ュ ィ イン を カバ 
ラ の 万 能 章 に 描く 場合 が 有る 。 


ルイ クロ ー ド ド サン マル タン は シュ ィ ン を 溢 り に 口 に し て は いけ な い テ トラ グラ マト 
ン で ある 神 の 名 前 ヤ ハ ウェ 、 イ ョ ッ ド ヘー ヴァ ウ ヘー の 中 央 に 挿入 する と 救い 主 イ エ 
ス の へ ブラ イ 語 の 名 前 ヨシ ュ ア 、 イ ョ ッ ド ヘー シュ ィ ン ヴァ ウ ヘー を 形成 する 事 に 気 
つづ いた 。 


上 記 を 、 夜 の 集会 で 中 世 の 秘 伝 伝授 者 は 2 本 の 角 の 間 に 燃 える 、 た いま つ を 持つ 
象徴 的 な ヤギ の 姿 で 表し た 。 


高等 魔術 の 祭儀 の 15 章 で 奇形 の 象徴 的 な ヤギ の 象徴 的 な 姿 と 不思議 な 儀式 に 
つい て 述べ る つも り で ある 。 奇 形 の 象徴 的 な ヤギ は 呪い の 運命 に ある が 光 の 象徴 が 
身 代 り に より 救う 自然 を 表す 。 


上 記 の 象徴 か ら 達 道 者 達 が 得 た 精神 的 な 倫理 道徳 的 な 結論 を グノー シス 主義 者 
の 会 食 ア ガ ペ ー と ギリ シャ 教徒 の プリ アポ ス 祭 は 十分 に 明らか に し た 。 


上 記 を 、 現 在 は 作り 話 と 誤解 され て いる 迫害 され た サバ ト の 儀式 や 黒 魔術 の 儀式 と 
共に 説明 する つも り で ある 。 


降 霊 術 で は 普通 、 円 の 中 に 三角 形 を 描く 。 

降 霊 術 の 円 の 中 の 三角 形 の 向き は 注意 が 必要 で ある 。 

も し ( 神 の 聖霊 と いっ た ) 霊 が 天 か ら 降 臨 す る と 思わ れる 場合 は 、 魔 術 師 は 円 の 中 の 
正三 角形 の 頂点 に 立ち 、( 香 な どの ) 煙 で 清め た 祭壇 を 円 の 中 の 正三 角形 の 底辺 に 
置く 。 

が し 、 

も し (悪人 の 回 と いっ た ) 霊 が 地獄 か ら は い 上 が っ て 来る と 思わ れる 場合 は 、 魔 術 師 
は 円 の 中 の 三角 形 の 底辺 に 立ち 、( 香 な どの ) 煙 で 清め た 祭壇 を 円 の 中 の 三角 形 の 

頂点 に 置く 。 

さら に 、 

降 霊 術 で は 魔術 師 は 六 世 星 を ひたい と 胸 に 身 に つけ 六 芋 星 を 右手 の 中 に 描く 必要 
が 有る 。 六 世 星 は 三角 形 と 逆 三 角形 を 重ね た 神 の 象徴 で ある 。 魔 術 で は 六 世 星 は 
ソロ モン の 万 能 章 、 ソ ロモ ン の 封印 と し て 知ら れ て いる 。 

円 の 中 の 三角 形 や 六 攻 星 と は 別に 、 


「 高 等 魔術 の 教理 」 で 示し た 、 ヘ へ ブラ イ 人 の カバ リス ト か ら の 神 の 名 前 の 不思議 な 
組み 合わ せ を 降 霊 術 で 古代 人 は 応用 し た 。 


異教 徒 の 神 知 学者 の 魔術 の 三角 形 は 有名 な アブ ラ カ ダ ブラ の 三角 形 で あっ た 。 
異教 徒 の 神 知 学者 は 不思議 な 力 が アブ ラ カ ダ ブラ の 三角 形 に 有る と 考え た 。 


下記 が アブ ラ カ ダ ブラ の 三角 形 で ある 。 


アブ ラ カ ダ ブラ の 三角 形 の 文字 の 組み 合わ せ は 五 症 星 の 鍵 で ある 。 


アブ ラ カ ダ ブラ 、ABRACADABRA で は A が 5 回 くり 返さ れ て いる 。 ア ブラ カ ダ ブ ラ 、 
ABRACADABRA に は 5 つの A が 有る 。 


アブ ラ カ ダ ブラ の 三角 形 で は A が 30 回 くり 返さ れ て いる 。 ア ブラ カ ダ ブ ラ の 三角 形 
に は 30 個 の A が 有る 。 


下記 の 2 つの 絵 を 、5 つの A と ロー マ 数 字 の 30、X X V V は も た ら す 。 


A は 、 最 初 の 無 上 の 原理 の 単 一 性 、 知 性 が 有る 代行 者 、 自 発 的 な 代行 者 を 表す 。 
A と B の 結合 は 、 単 一 と 2 つ 1 組 の 結合 、 単 一 が 2 つ 1 組 を 豊か に する 事 を 表す 。 
R は 、3 つ 1 組 、2 つの 原理 の 結合 が も た ら す 放射 を 文字 の 形 で 表す 。 


ABRACADABRA の 文字 数 は 11 で ある 。 数 11 は 秘伝 伝授 の 単 一 性 の 数 1 と ビタ 
ゴラス の 10 つ 1 組 の 数 10 の 組み 合わ せ で ある 。 


アブ ラ カ ダ ブラ の 三角 形 の 文字 数 は 66 で ある 。 


66 を 2 つの 6 と みな し て 足す と カバ ラ 的 な 数 12 を 形成 する 。 数 12 は 4 組 の 3 つ 1 
組 で ある 。 数 12 は 3 つ 1 組 の 正方 形 で ある 。 数 12 は 神秘 の 円 積 問題 で ある 。 


つい で に 言う と 、 


ヨハ ネ の 庄 示 録 は キリ スト 教 の カバ ラ の 鍵 で ある 。( 文 字数 が 66 で ある アブ ラ カ ダ 
ブラ の 三角 形 の 様 に 、) ヨ ハネ の 黙示 録 13 章 18 節 で 使徒 ヨハ ネ は 「 獣 の 数 666」 
を 作っ た 。 ヨ ハネ の 黙示 録 13 章 18 節 の 「 獣 の 数 666」 は 偶像 崇拝 の 数 で ある 。 ヨ 
ハネ の 問 示 録 13 章 18 節 の 「 獣 の 数 666」 は 盲 信 の 数 で ある 。 

by adding a 6 to the double senary of ABRACADABRA, which giVves 18 
kabDbalistcallY 

6 を アブ ラ カ ダ ブラ の 三角 形 の 文字 数 の 66 と いう 2 つの 6 に 足す と 、18 が カバ ラ 
的 に も た ら さ れる 。 

the numDer attriDuted in the Tarot to the hieroglyphic sign of night and 
Of the profane- 

18 と いう 数 は タロ ッ ト で は 夜 と 大 衆 の 象徴 で ある 。 

the moonr, together with the towers, dog, Wolf, amd craD- 

月 、2 つの 塔 、 犬 、 オ オカ ミ 、 ザ リガ ニ 。 

a mysterlous amd oODscure nurmDer 

18 は 神秘 と 不明 の 数 で ある 。 

the kabDbalistic key of which is 9, the numDer of imitiation. 

18 の カバ ラ の 鍵 は 秘伝 伝授 の 数 9 で ある 。 

On this subject the sacred kabDalist says expressly: "He that hath 
understanding (that is, the key of kabbalistic numDers), let hm count 
the numDer of the Deast, for it is the numDer of a mar, and the numDer 
of him is 666.“ 

上 記 に つい て 、 ヨ ハネ の 黙示 録 13 章 18 節 で 、 神 の カバ リス ト 使 徒 ヨ ハネ は 特別 に 
(カバ ラ の 数 の 鍵 に つい て の )「 理 解 力 が 有る 人 は 獣 の 数 を 数 えな さい 。 な ぜ な ら 、 獣 
の 数 は 人 の 数 で ある 。 獣 の 数 は 666 で ある 。」 と 話し て いる 。 

It is, in fact, the decade of Pythagoras multplied Dy itself amnd added to 
the sum of the triangular Pantacle of AbracadaDra: 

ピタ ゴラス の 10 つ 1 組 に 掛け て アブ ラ カ ダ ブラ の 三角 形 の pantacle の 文字 数 を 
足し た も の で ある 。 

it is thus the sum of all magic of the ancient world!, 

古代 の 世界 の 全て の 魔術 の 要約 で ある 。 

the entire programme of human genius which the divime genius of the 
Gospel sought to aDsorD or transplant. 

福音 書 の 神 の 精神 で ある 使徒 ヨハ ネ が 包含 また は 移植 し よう と 試み た 人 の 精神 の 
要約 で ある 。 


These hieroglyphical combinattons of letters and numDers belong to the 
practical Dart of the kabbalah, which, from this point of View, is divided 
Into Gematriah and Temurah. 
文字 と 数 の 象徴 的 な 組み 合わ せ は 、 カ バラ の 実践 で あり 、 ゲ マト リア と テム ラー に 分 
か れ て いる 。 
Such calculations, which now seem to us arDitrary Or deVvoid of interest, 
ゲ マ ト リア と テム ラー は 独断 や 意味 の 欠如 の 様 に 見 える 。 
then belonged to the philosophical symDbolhsm of the East, 
ゲ マ ト リア と テム ラー は 東 の 哲学 的 な 象徴 体系 で ある 。 
and were of the highest importance in the teachimg of holy things 
ゲ マ ト リア と テム ラー は 神 の も の を 教え る の に 無 上 に 重要 で あっ た 。 
emanatimg from the occult scienCes. 
隠さ れ た 学問 が ゲ マ ト リア と テム ラー を も た らし た 。 隠 され た 知 が ゲ マ ト リア と テム 
ラー を も た らし た 。 
The aDsolute kabbahistc alphabet, which connected primntive 1deas 
wrth allegories, allegories with letters, and letters wrth numDbers, Was 
then called the keys of Solomon. 
基本 の 概念 と 例え 話 を 結び つけ る 、 例 え 話 と 文字 を 結び つけ る 、 文 字 と 数 を 結び つ 
ける 、 絶 対 の カバ ラ の アル ファ ベッ ト で ある へ ヘブライ 文字 が ソロ モン の 鍵 タ ロッ ト で あ 
る 。 
We have already stated that these Keys, DreserVved to Our Own day, Dut 
who]lY misconstruedl are nothing else than the game of Tarot, 

エリ ファ ス レヴ ィ が 話し て きた 、 現 代 ま で 保存 され て いた が 、 完 全 に 誤解 され て いる 、 
ソロ モン の 鍵 は 、 遊 び 道 具 の タロ ッ ト で ある 。 
the antidue allegories of which were remarked amd appreciated tor the 
first time in the modern world by the learned archaeologist, Court de 
GeDelin. 
学 の 有る 考古 学者 クー ル ド ジェ ブラ ン は 18 世紀 に タロ ッ ト の 古代 の 例え 話 に 気 づ 
し だ 。 
The double triangle of Solomon is explained Dy St john in a remarkaDle 
manner. He says, "There are three which giVe testimony in heaVven- the 
Father the Wordl and the Holy Spirit: and there are three which giVe 
testmony on earth- the spirit, the water and the Dlood." 
ヨハ ネ の 第 1 の 手紙 5 章 7 節 か ら 8 節 で 使徒 ヨハ ネ は 「 天 で 証 を も た ら す も の が 3 
つ 存 在 する 。 父 で ある 神 、 神 の 言葉 イエ ス 、 神 の 聖 報 。 地 で 証 を も た ら す も の が 3 つ 
存在 する 。 霊 、 水 、 血 。」 と 話し て ソロ モン の 二 重 の 三角 形 で ある 六 世 星 を 説明 し て い 
る 。 
Thus, St johmn agrees with the masters of Hermetic philosophy, 
ヨハ ネ の 第 1 の 手紙 5 章 7 節 か ら 8 節 で 、 使 徒 ヨ ハネ は 、 ヘ ル メ ス の 錬金術 の 達 道 
者 、 錬 金 術 師 と 一 致し て いる 。 
who attribute to their sulphur the name of ether to their mercury that 
of philosophical water and to their salt the quahification of the dragor's 
blood or menstruum of the earth: 


錬金術 師 は 、 エ ー テ ル と 呼ん で いる も の を 硫黄 と 、 錬 金 術 師 の 水 を 水銀 と 、 竜 の 血 
の 力 ま た は 地 の 月 経 血 の 溶液 を 塩 と 呼ん で いる 。 

blood or salt corresponds Dy oppositon wrth the Father 

ヨハ ネ の 第 1 の 手紙 5 章 7 節 か ら 8 節 の 、 父 で ある 神 と 血 は 対応 し て いる 。 父 で あ 
る 神 と 錬金術 の 塩 は 対応 し て いる 。 

aZOt1c or mercurial water with the Word or LogosS, 

ヨハ ネ の 第 1 の 手紙 5 章 7 節 か ら 8 節 の 、 神 の 言葉 イエ ス 、 神 の ロゴ ス で ある イエ 
ス と Azoth の 水 は 対 応 し て いる 。 神 の 言葉 イエ ス と 錬金術 の 水銀 は 対応 し て いる 。 
and the ether with the HoIy Spirit. 

(ヨハ ネ の 第 1 の 手紙 5 章 7 節 か ら 8 節 の 、 神 の 聖 寺 と 寺 は 対応 し て いる 。) 神 の 聖 
霊 と 錬金術 の エー テル と 呼ば れ て いる も の は 対応 し て いる 。 

But 

し か し 、 

the things of transcendent symbolism can orly De rightly understood Dy 
the true children of science. 

本 物 の 知 の 子孫 だ けが 正しく 超越 的 な 象徴 体 率 の も の を 理解 で きる 。 

The threefold repetition of names with varied intonations was uruted to 
triamgular comDinations in maglcal cerermorues. 

魔術 の 儀式 で 声 の 抑揚 を 変え て 3 重 に くり 返し て 唱え られ た 神 の 名 前 な ど は 三角 
形 に 組み 合わ せ て 統一 で きる 。 

The magic rod was freduently surmounted with a small magnetised 
forKk, 

小さ な 磁化 し た 三叉 を 魔術 の 杖 の 上 に の せる 場合 が 有 っ た 。 

which Paracelsus replaced Dy the trident represented Delow. 

下記 の 三叉 槍 に パラ ケル スス は 三叉 を の せ た 魔 術 の 杖 を 変え た 。 


This trident is a pantacle exDpressing the synthesis of the triad in the 
monadl 

上 記 の 三叉 槍 は 単 一 性 に よる 3 つ 1 組 の 総合 を 説明 する pantacle で ある 。 

thus completmg the sacred tetrad. 

上 記 の 三叉 槍 は 神 の 4 つ 1 組 を 補完 する 。 

He ascriDed to this figure all the virtues which kabDalistic HeDreWs 
attriDute to the name of jehovah, 

上 記 の 三叉 槍 の 形 で パラ ケル スス は カバ リス ト の へ ブラ イ 人 が ヤ ハ ウェ と いう 名 前 
に 有る と 考え て いる 全て の 力 を 描い た 。 


and the thaumaturgic Dropertes of the AbracadaDra used by the 
hierophants of Alexandria. 

上 記 の 三叉 槍 の 形 で パラ ケル スス は アレ クサ ンド リア 学派 の 秘 儀 祭司 が 応用 し た 
アブ ラ カ ダ ブラ の 奇跡 の 性 質 を 描い た 。 

Let us here recognse that it 1S a Darltacle, 

上 記 の 三叉 槍 は pantacle で ある と 認め よう 。 

and conseqduertly a concrete and an aDsolute sign of an entire doctrine 
which has Deen that of an immense magnetic circle, not only for ancient 
philosophers, Dut also for adepts of the middle ages. 

上 記 の 三叉 槍 は 、 結 果 と し て 、 古 代 の 哲学 者 達 と 中 世 の 達 道 者 達 の 無数 の 磁気 の 
輸 の 考え 全体 を 要約 し た 、 現 実 の 絶対 の 象徴 で ある と 認め よう 。 

The restoration in our 0wrm day Of its original Value Dy the 
Comprehenslon of its mysteries, might not that also restore all its 
miraculous Virtue amd all its Dower against human dhseases? 

古代 の 神秘 の 理解 に よる 、 古 代 の 本 来 の 意味 の 現代 で の 復活 は 、 人 の 病 に 対す る 、 
全て の 古代 の 奇跡 の 力 、 全 て の 古代 の 力 の 復活 で は な いか ? は い ! 

The old sorceresses, when they spent the night at the meetmg-place of 
three cross-roads, yelled three times in honour of the triple Hecate. 
古代 の 魔女 は 夜 の 三叉 路 の 集会 で 3 回 叫ん で 三重 の へ カテ ー に 敬礼 し た 。 

All these figures, all these dispositions of numDers and of characters, 
are, as We have already said, so many Instruments for the education of 
the will, by fiximg and determiming its haDits. 

形 、 数 、 文 字 は 、 意 思 の 習慣 を 固定 し 決定 する 事 に よっ て 、 意 思 の 鍛錬 に 役立つ 。 
They serve, furthermore, to Corjoin all the powers of the human soul in 
action, and to increase the creatVe force of the imagimator 

さら に 、 形 、 数 、 文 字 は 、 行 動 で 人 の 魂 の 全て の 力 を 結合 する の に 役立つ 。 形 、 数 、 文 
字 は 、 想 像 力 の 創造 する 力 を 強め る の に 役立つ 。 

it is the gymnastics of thought in traimimg for realisation: 

形 、 数 、 文 字 は 、 実 現 の た め の 鍛 錬 に お ける 考え る 体操 と 成る 。 

so the effect of these practices is infallible, ike nature, when they are 
fulfilled with abDsolute comfidence and indomitaDle perseverantCe. 

絶対 の 確信 と 不屈 の 忍耐 で 果たさ れ た 行動 の 結果 は 誤り が 無く 自然 の 様 に 絶対 
で ある 。 絶 対 の 確信 と 不屈 の 忍 耐 で 果たさ れ た 行動 の 結果 は 不可 診 で ある 。 

The Grand Master tells us that faith could transplant trees into the sea 
and remove mountains. 

マタ イ に よる 福音 21 章 21 節 で 大 いな る 主 イ エス は 「 確 信 が 有 れ ば 、 山 を 動か せ 
る 。」 と 教え て 話し て いる 。 マ タイ に よる 福音 21 章 21 節 で の 様 に 確信 が 有 れ ば 木 を 
海 に 移植 で きる 。 

EVen a suDerstitious and insensate Dractice 1S efficaciOus 

迷信 に よる 無知 な 行動 で すら 効力 が 有る 。 

Decause 

な ぜ な ら 、 

it is a realisation of the wll. 


行動 は 意思 を 実現 する 。 

Hence 

上 記 の 理由 か ら 、 

a DrTayer 1S more DOwerful if we go to church to say 1t than when it is 
Sa1d at home, 

家 で 祈る より 教会 へ 行っ て 祈っ た 方 が 祈り の 力 は 強い 。 

and it will work miracles if we fare to a famous sanctuary for the 
DUTDOS6e, 

も し 奇跡 を 起こ す た め 有名 な 聖 所 に 行け ば 、 奇 跡 を 起こ せる で あろ う 。 

In other words, 

言い 換え る と 、 

to one which is strongly magnetised by the enormous numDber of its 
frequenters, traversing two or three hundred leagues with Dare feet, 
and askmg ahms Dy the way. 

も し 200 リー グ か 300 リー グ の 距離 を 裸足 で ら 食 (こつ じき ) し て 来 た 多 数 の 巡礼 者 
が 強力 に 磁 化し た 聖 所 に 行け ば 、 奇 跡 を 起こ せる で あろ う 。 

Men laugh at the simple woman who demies herself a Dennyworth of 
mlk in the mormnng that she may carry a Denny taper to Durn on the 
magic triangle in a chape 

大 衆 は 、 朝 、1 ペニー の 価値 の 分 の 牛乳 を 飲ま な いで 我慢 し て 、1 ペニー の 価値 の 
分 の ロウ ソ ク を 教会 に 持っ て 行っ て 魔術 の 三角 形 の 上 で 燃やす 、 純 粋 な 女性 を 笑い 
も の に する 。 

Dut 

し か し 、 

they who laugh are ignorant, 

笑い も の に する 大 衆 は 無知 で ある 。 

and the simple woman does not pay too dearly for what she thus 
purchases of resignation amd of courage. 

純粋 な 女性 が 、 あ きら め た も の 、 大 胆 さ を 得る た め に 払っ た 犠牲 は 、 過 大 で は な い 。 
Great rmmds with great pride Dass Dy, shrugging ther shoulders: 

思い 上 が っ た 大 衆 は 肩 を すく め て 通り 過ぎ る 。 

they rise uD agalnst supersttion with a din which shakes the world: 
大 衆 は 世界 的 な 騒動 で 迷信 に 立ち 向かう 。 

and what happens? 

何 が 起き る か ? 

The towers of the great minds topple over 

大 衆 の 塔 は 倒れ る 。 

and their ruinms revert to the proViders and Durchasers Of Denny taDers, 
大 衆 の 塔 の 残骸 は 純粋 な 女性 の 物 に 成る 。 

who are content to hear it everywhere proclamed that their reign is for 
ever ended, DroVided that they rule alWays. 

純粋 な 女性 は 大 衆 の 支配 が 永遠 に 終わ っ た と いう 宣言 を 至る 所 で 聞く 。 


The great relig1ons have neVer had more than one serious riVal, and this 
Tr1Val 1s mag1C. 

大 いな る 宗教 の 好敵手 は 魔術 で あっ た 。 

Magic produced the occult assoclations 

魔術 は 秘密 結社 を も た らし た 。 

which Drought about the revolution termed the Renaissance: 

秘密 結社 は ルネ サン ス と 呼ば れる 革命 を も た らし た 。 

Dut 

し か し 、 

it has Deen the doomm of the human mimnd Dlinded Dy insensate Dass1OnS, 
to realise hterally the allegorical history of the Hebrew Hercules: 

ルネ サン ス 、 無 分 別 な 肉欲 で 盲目 に 成っ た 人 の 精神 は 、 ヘ ブライ 人 の ヘラ クレ ス で 
ある サム ソン の 象徴 的 な 実話 を 実現 する 。 

by oOVerthrowing the pillars of the temple, it has itself Deen Duried 
under the ruins. 

ルネ サン ス は 神殿 の 2 つの 柱 を 倒し て 神殿 の 残骸 に 砕 か れ 埋没 し 忘れ られ 隠さ れ 
7 だ 。 

The masoruc assoclations Of the present time are no less ignorant of the 
high meanmg of their symbols than are the rabDbins of the Sepher 
Jetzirah and the Zohar 

現代 の メー ソン の 秘密 結社 は 自分 た ちの 象徴 の 天 の 高 等 な 意味 を 知ら な い 。 ユ ダ 
ヤ 教 の ラビ は 「 形 成 の 書 」 と 「 光 輝 の 書 」 の 天 の 高 等 な 意味 を 知ら な い 。 

upor the ascending scale of the three degrees, 

現代 の メー ソン の 秘密 結社 と ユダ ヤ 教 の ラビ は 、 向 上 する 3 つの 段階 を 知ら な い 。 
(幼子 の 様 な 者 、 大 人 の 様 な 者 、 長 老 の 様 な 者 。) 

wrth the transVerse progression from right to left and from left to right 
ofthe kabDalistic septenary. 

現代 の メー ソン の 秘密 結社 と ユダ ヤ 教 の ラビ は 、 カ バラ の 7 つ 1 組 の 、 右 か ら 左 へ 、 
左 か ら 右 へ の 、 進 歩 を 知ら な い 。 

The compass of the G..A.. amd the square of Solomon have Decome the 
gTOSS and material leVel of unintelhgent jacoDimism realised Dy a steel 
triangle: 

G.…A.… の コン パス と the square of Solomon は 、 鉄 の 三角 形 が 実現 し た 無知 な 
ジャ コバ ン 主 義 に より 、 粗 悪 に 物質 的 に 成っ た 。 

this obtains Doth for heaven and earth. 

G.…A.. の コン パス と the square of Solomon は 天 と 地 に 蓄え られ て いる 。 

The imitated divulgers to whom the illuminated Cazotte predicted a 
Vlolent death have, in our own days, exceeded the sin of Adam: 

光 に 照ら され た カ ゾ ッ ト が 激しい 死 を 予言 し た 秘伝 伝授 の 口外 者 た ち は 現 在 ア ダム 
の 罪 を 超え る 罪 を 犯し た 。 

having rashly gathered the fruits of the tree of knowledge, which they 
did not kmow how to use for their nourishment, they have cast it to the 
beasts and reptiles of the earth. 


口外 者 た ち は 、 自 分 の 糧 と し て 応用 する 方 法 を 知ら な いで 善悪 の 知 の 木 の 果 実 を 
集め 、 地 上 の 動物 (的 な 人 間 ) た ちと 過 虫 類 (の 様 に 冷血 な 人 間 ) た ち に 投げ 捨て た 。 
S0 

その た め 、 

was the reign of superstition inaugurated!, 

迷信 が (大 衆 の 心 を ) 支 配 し た 。 

andit must Ders1st untl the period when true religion shall De agann 
constituted on the eternal foundations of the hierarchy 

本 物 の 神 の 教え が 位 随 制 の 永遠 の 基礎 の 上 に 再び 建て 直さ れる 時 まで 、 迷 信 は 生 
さ 残 る で あろ う 。 

Of three degreeSs, 

位階 制 は 3 つの 段階 に よる 物 で ある 。( 幼 子 の 様 な 者 、 大 人 の 様 な 者 、 長 老 の 様 な 
者 。) 

and of the triple power which the hierarchy exercises Dlindly or 
providentially in the three Worlds. 

知ら な いで 、 ま た は 、 神 意 に よっ て 、3 つの 世界 で 位階 制 は 三重 の 力 を 発揮 する 。( 自 
然 科 学 、 哲 学 、 神 の 教え 。 自 由 意 思 と いっ た 神 だ け の 領域 、 概 念 の 領域 、 形 の 領域 。 
神 だ け の 楽園 、 寺 の 冥界 この 世界 。) 


CHAPTER 1IV 
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THE CONTURATION OF THE FOUR 

四 大 元素 の 霊 の 呼び 出し 

THE four elementary forms roughly separate and distimguish the 
createdl SDirits 

概略 する と 、 創 造 さ れ た 霊 は 四 大 元素 の 形 に 分 けら れる 。 

which the umiversal moVvemenrnt disengages from the central fire. 

普遍 の 運動 が 創造 され た 霊 (、 四 大 元素 の 霊 ) を 中 心 の 火 か ら 分 離す る 。 

The spirit eVerywhere tols 

回 は 全て の 場所 で 労苦 し て いる 。 

and fructifies matter Dy Hfe: 

霊 は 命 で 物質 に 実 を 結ば させ る 。 

all matter is amnmatedi: 

霊 は 命 を 全て の 物質 に 吹き 込む 。 

thought and soul are everywhere. 

概念 と 霊 は 全て の 場所 に 存在 する 。 

By possessing OurselVes of the thought which produces diVerse forms, 
we Decomme the master of forms, and make themm serVve OUT DUYDOS6eS. 
様々 な 形 を も た ら す 概念 を 手 に 入れ る 事 に よっ て 、 人 は 形 の 主 と 成 り 、 形 を 仕え させ 
られ る 。 

The astral jight is saturated wrth such soUls, 

星 の 光 に は 四 大 元素 の 霊 が 満ち て いる 。 

which it disengages in the umceasing generation of Deings. 

存在 の 絶え 間 無 い 創 造 に お いて 星 の 光 は 四 大 元素 の 霊 を (中 心 の 火 か ら ) 分 離す る 。 
神 の 絶え 間 無 い 創 造 に お いて 普遍 の 代行 者 は 四 大 元素 の 霊 を 中 心 の 火 か ら 分 離 
する 。 

These souls haVe imperfect wlls, 

四 大 元素 の 吉 の 意思 は 不 完全 で ある 。 

which can De governed and employed Dy more powerful wils: 

より 力 が 強い 意思 は 四 大 元素 の 霊 の 不 完全 な 意思 を 支配 で き 応用 で きる 。 

then great imvisiDle chains form, and may occasion or deterrmime great 
elementary commotions. 

大 いな る 目 に 見 えな い 針 は 大 いな る 四 大 元素 の 霊 の 動揺 を 形成 する 。 目 に 見 えな 
い 鎖 は 四 大 元素 の 霊 の 動揺 の 原因 と 成る 。 目 に 見 えな い 鎖 は 四 大 元素 の 吉 の 動 
揺 を 決定 する 。 

The phenomena established by the criminal trials of magic, and uite 
recently Dy M. Eudes de Mirville, haVe no other cause. 

19 世紀 に M. Eudes de Mirville が 本 で 書い た 、 魔 術 を 試す 罪 を 犯す 事 に よる 現 
象 の 原因 は 、 目 に 見 えな い 鎖 に よる 四 大 元素 の 霊 の 動揺 で ある 。 

Elementary spirits are hke children: 

四 大 元素 の 霊 は 幼子 の 様 な 者 で ある 。 


they chiefly torment those who trouble aDout them, 

四 大 元素 の 霊 は 、 四 大 元素 の 霊 を 困ら せる 者 を 困ら せる 。 

unless, indeed!, 

た だ し 、 実 は 、 

they are controlled Dy high reason and great sever1tV. 

天 の 高 等 な 論理 と 大 いな る 厳し さ に よっ て 、 四 大 元素 の 霊 を 制御 で きる 。 
We designate these spirits under the name of occult elements, 
魔術 師 は さま よう 霊 を 隠さ れ た 四 大 元素 の 霊 と 呼ん で いる 。 

andit is these who freduently occas1on our Dizarre or disturDing 
dreams, 

四 大 元素 の 霊 が 奇形 な 混乱 し た 夢 を も た ら す 。 

who produce the movements ofthe divimimg rod 

四 大 元素 の 霊 が 占い の 杖 を 動か す 。 

and rappings Upon Walls or furruture, 

四 大 元素 の 霊 が 壁 や 家具 を た た いて 鳴ら す 。 

Dut 

し か し 、 

they can marufest no thought other than our 0WTL 

四 大 元素 の 霊 は 他人 の 思考 を 表す だ け で ある 。 

and when We are not thinking, they speak to us writh all the incoherence 
of dreamms. 

人 が 思考 を や め る と 、 四 大 元素 の 霊 は 支 離 減 像 な 夢 で 人 に 話し か ける 。 
They reproduce good and evil indifferentlV 

四 大 元素 の 霊 は 善 と 悪 を 区 別 無く 再生 する 。 

for 

な ぜ な ら 、 

they are without free Wi, 

四 大 元素 の 霊 は 自 由 意思 が 無い 。 

and are hence irresDonsiDle: 

四 大 元素 の 霊 は 無責任 で ある 。 

they exhibit themselves to ecstatcs and sommnambulists under 
incomplete 寺 fugitive forms. 

四 大 元素 の 霊 は 忘 我 状態 の 者 や 催眠 状態 の 者 の 前 に 不 完全 な 気まぐれ な 形 で 表 
れる 。 

This explains the mightmares of St Anthony, 

「 聖 アン トニ ウス の 誘 惑 」 の 夢魔 は 四 大 元素 の 霊 で ある 。 

and most proDably the visions of SwedenDorg. 

多分 、 ス ヴェ ー デ ン ボ ル グ が 見 た 映像 の 大 部 分 は 四 大 元素 の 霊 で ある 。 
SuCch creatures are nelther damned nor guilty 

四 大 元素 の 霊 は 地獄 の 悪人 の 霊 で は な い 。 四 大 元素 の 圭 は 有罪 で は な い 。 
they are curlous amd innocenrt. 

四 大 元素 の 霊 は 好奇 心 が 強 い 。 四 大 元素 の 吉 は 無邪気 で ある 。 

We may use Or aDuse them jike arimals or children. 


魔術 師 は 動物 や 幼子 の 様 な 者 と し て 四 大 元素 の 霊 を 応用 する 。 悪 人 の 霊 の 魔術 師 
は 動物 や 幼子 の 様 な 者 と し て 四 大 元素 の 霊 を 藩 用 する 。 

Therefore the magus who makes use of them assumes a terriDle 
reSDOnsiDihty, 

四 大 元素 の 霊 を 応用 する 魔術 師 は 堆 ろ し い 責 任 を 負う 事 に 成る 。 

for 

な ぜ な ら 、 

he must expiate all the evll which he causes themm to accomplish, 

魔術 師 は 四 大 元素 の 霊 の 悪用 に よる 全て の 悪行 を つぐ な う 必 要 が 有る 。 

and the intensity of his punishment wl De in proportion to the extent 
of the power which he may have exercised Dy their mediation. 

四 大 元素 の 霊 を 悪用 し た 魔術 師 へ の 罰 の 激 し さ は 、 四 大 元素 の 霊 を 応用 し て 発揮 
し た 、 力 の 大 き さ に 比例 する 。 

To goVerT elementary SD1T1tS, 

四 大 元素 の 霊 を 制御 する に は 、 

and thus Decome the kimg of the occult elements, 

人 は 隠さ れ た 四 大 元素 の 王者 に 成る 必要 が 有る 。 人 は 地 水 火 風 の 王者 に 成る 必要 
が 有る 。 

we must first have undergone the four ordeals of ancient initiations: 

人 は 古代 の 入門 の 四 大 元素 の 試練 に 耐え る 必要 が 有る 。 

and seeng that these initiations exist no 1onger 

四 大 元素 の 試練 に よる 入門 は 姿 を 隠し た 。 

We must have suDstttuted amalogous eXDerleTCeS, 

人 は 古代 の 入門 の 四 大 元素 の 試練 に 似 た 試練 に 耐え る 必要 が 有る 。 

SuCch as exDOsimg OurselVes Doldly in a fire, 

例え ば 、 人 は 火 を 大 胆 に くぐり 抜け る 必要 が 有る 。 人 は 火 の 試 練 に 耐え る 必要 が 有 
る 。 

CrOSsing an aDyss Dy means of the trunk of a tree or a plank, 

例え ば 、 人 は 深淵 の 上 に 掛け た 木 の 幹 や 板 を 渡る 必要 が 有る 。 人 は 土 の 試練 に 耐 
える 必要 が 有る 。 

Scaling a Derpendicular mountain during a storm, 

例え ば 、 人 は 嵐 の 中 、 け わし い 山 を よじ 登る 必要 が 有る 。 人 は 風 の 試練 に 耐え る 必 
要 が 有る 。 

Swlrmrmmnng through a dangerous whirlpool or cataract. 

例え ば 、 人 は 危険 な 渦巻 き 、 滝 、 急 流 を 泳ぎ 抜け る 必要 が 有る 。 人 は 水 の 試練 に 耐 
える 必要 が 有る 。 

Aman who is trmid in the water wl never reign oOVer the undines: 

水 を 臣 れ る 人 は ウン ディ ー ネ を 支配 で き な い 。 

one who is afraid of fire wl never commmand salamanders: 

火 を 恐れ る 人 は サラ マン ダー を 支配 で き な い 。 火 を 恐れ る 人 は サラ マン ダー に 命令 
で き な い 。 

so long as we are haDle to giddiness we must leave the sylphs in peace, 


軽 注 な 人 は シル フ を 支配 で き な い 。 人 は 軽薄 で ある 限り シル フ を そっ と し て お く 必 要 
が 有る 。 

and forDbear from irritatimg the gmomes: 

いら だ っ て いる 人 は ノー ム を 支配 で き な い 。 ノ ー ム を 支配 する に は 、 い ら だ ち を 我慢 す 
る 必要 が 有る 。 

for 

な ぜ な ら 、 

imferior sDirits will omly obDey a power which has overcome them in 
ther own element. 

下 の 霊 は 得意 分 野 で 圧倒 し て くる 力 に だ け 従 う 。 四 大 元素 の 霊 は 得意 分 野 で 圧倒 
し て くる 力 に だ け 従 う 。 

When this incontestable faculty has Deen acquired Dy exercise and 
daring, the word of our will must De imposed on the elements Dy special 
consecrations of air fire, water and earth. 

四 大 元素 で 霊 を 圧倒 する 力 を 鍛錬 に よっ て 大 胆 さ に よっ て 獲得 し た 時 、 地 水 火 風 の 
四 大 元素 を 神聖 化す る 事 に よっ て 、 四 大 元素 の 王者 は 四 大 元素 の 王者 の 意思 の 言 
葉 を 四 大 元素 に 強制 する 。 

This is the indispensable prelimmmary of all mag1cal ODeratlOnSs. 

外 錬 に よる 大 胆 さ に よる 四 大 元素 で 霊 を 圧倒 する 力 の 獲得 と 四 大 元素 の 神聖 化 は 
全て の 魔術 の 作業 で 絶対 に 必要 な 用 意 で ある 。 

The ar is exerclsed Dy Dreathing towards the four cardimal Doimts, 
Say1ng:- 

風 の 元素 、 風 の 要素 を 動か す に は 四方 へ 息 を 吹き 込ん で 、 下 記 の 様 に 話す 。 


「 シ ルフ を 呼び 出す 祈り 」。 


The Spirit of God moVed upon the waters, 

神 の 霊 が 水 の 上 を 動い て いた 。( 創 世 記 1 章 2 節 「 神 の 霊 が 水 の 面 の 上 を 動い て い 
意 l 

and breathed into the face of man the breath of life. 

神 の 霊 は 命 の 息 を 人 の 顔 に 吹き 込ん だ 。( 創 世 記 2 章 7 節 「 主 で ある 神 は 命 の 息 を 
人 の 鼻 に 吹き 込ん だ 。」。) 

Be Michael, my leader and SabtaDiel, my servant, in and Dy the light. 

光 の 中 で 光 に よっ て ミカ エル が 私 の 導き 手 で ある 様 に 。 光 の 中 で 光 に よっ て 
Sabtabiel が 私 に 仕え る 者 で ある 様 に 。( ミ カエ ル は 「 誰 が 神 の 様 に 成 れ よ うか ? い 
いえ !」 を 意味 する 。 エ ル は 神 を 意味 する 。) 

May my Dreath Decome a Word!, 

息 が 言葉 と 成る 様 に 。 息 が 言葉 で ある 様 に 。 

andIwrillrule the Spirits Of this creature of aT: 

私 は 風 の 被 造物 の 霊 を 統治 する 。 


1 will curD the steeds of the sun Dy the will of my heart, and Dy the 
thought of my mnd, and by the apple of the right eye. 

私 は 、 胸 の 意思 に よっ て 、 精 神 の 思考 に よっ て 、 右 目 の 善悪 の 知 の 木 の 果実 に よっ 
て 、 太 陽 の 馬 を 制御 する 。 

Therefore I do exorcise thee, creature Of air, Dy Pentagrammatoru and in 
the name Tetragrammaton, wherein are firm will and true faith. 

私 は 、 ペ ンタ グラ マト ン で 、 テ トラ グラ マト ン の 名 前 で 、 風 の 被 造物 、 シ ルフ を 固い 意 
思 と 本 物 の 信心 に 魔術 で 呼び 出す 。( 高 等 魔術 の 祭儀 14 章 「 テ トラ グラ マト ン は 、 
魔術 の 無 上 の 言葉 で あり 、『 で ある 様 に 』 を 意味 する 。」。n ロ ny、YHWH、 ヤ ハウ ェ は 4 
文字 で ある の で ギリ シャ 語 で 4 文字 を 意味 する テト ラ グラ マト ン と 呼ば れ て いる 。 ペ 
ンタ グラ マト ン は イエ ス の へ ブラ イ 語 の 名 前 ny、 ヨ シュ ア で ある 。n ロ 1 の 上?、 ヨ シュ ア 
は 5 文字 で ある の で ギリ シャ 語 で 5 文字 を 意味 する ペン タ グラ マト ン と 呼ば れ て い 
る 。) 

Amen. Sela: Fiat. So De it. 

で ある 様 に 。 セ ラ 。 で ある 様 に 。 で ある 様 に 。(amen は へ ブラ イ 語 で 「 で ある 様 に 。」 な 
ど を 意味 する 。fiat は ラテ ン 語 で 「 で あれ 。」、「 で ある 様 に 。」 を 意味 する 。) 


The prayer of the sylphs mustnext De recited, after tracing their sign in 
the ar with the quill of an eagle. 

シル フ の 象徴 で る る ワシ を 空中 に ワシ の 羽 ペ ン で 描い た 後に 、「 シ ルフ (を 圧倒 する 
た め の 神 の 風 の 要 素 ) へ の 祈り 」 を 唱え る 必要 が 有る 。 


Prayer Of the Sylphs. 


「 シ ルフ (を 圧倒 する た め の 神 の 風 の 要 素 ) へ の 祈り 」。 


Spirit of Light, Spirit of Wisdom, whose breath gives and takes away the 
formm of all thimgs: 

光 の 霊 の 息 、 知 の 霊 の 息 は 、 全 て の も の の 形 を 与え 奪う 。 光 と 知 の 、 神 の 聖霊 の 息 
は 、 全 て の も の の 形 を 与え 奪う 。 

Thou Defore whorm the Hfe of every Deing is a shadow which transforms 
and a Vapour Which Dasses aWay: 

神 の 前 で は 、 全 て の も の の 命 は 、 変 化す る 影 、 消 え 去 る 蒸気 で ある 。 

Thou who ascendest upon the clouds and dost HIy upon the wings of the 
WIndi: 

神 は 雲の上 に 昇り 風 の 細 で 飛ぶ 。 

Thou who Dreathest out and the Hmitless immensities are DeODledi: 

神 が 息 を 吹き 込む と 、 神 は 無限 の 無数 の も の を も た ら す 。 

Thou who breathest in and all which came forth from Thee umto Thee 
returneth: 

神 が 息 を 吸い 込む と 、 神 か ら 来 た 全て の も の は 神 へ 行く 。 神 が 人 息 を 吸う と 、 神 か ら 出 
た 全て の も の は 神 へ 戻る 。 


endless moVvement in the eternal staDihty, 

永遠 の 安定 の 中 の 永遠 の 運動 。 

be Thou Dlessed for ever! 

神 が 永 遠 に 敬礼 され る 様 に ! 

We praise Thee 

人 は 神 を 敬礼 する 。 

and we Dless Thee in the fleeting empire of created light, of shadows, 
reflections, and imageS, 

創造 され た 光 、 影 、 反 映 、 映 像 と いう 一 時 的 な 王国 で 、 人 は 神 を 敬礼 する 。 
and we asDpire without ceasmg towards Thine immutaDple and 
ImperishaDle splendour 

人 は 神 の 不変 の 不死 の 輝き を 絶え 間 無 く 求め る 。 

May the ray of Thine intelhgence and the warrmth of Thy 1oVe descend 
On US: 

神 の 知 の 光線 、 神 の 愛 の 熱 、 神 の 思い や り の 熱 が 人 の 上 に 降り 注ぐ 様 に 。 
then what is Volatle shall De fixed! 

揮発 し 易い も の が 固定 され る 様 に 。 

the shadow shall Decome Dody 

影 が 体 に 成る 様 に 。 

the spirit of the air shall rece1ve a soull 

風 の 霊 が 魂 を 受容 する 様 に 。 風 の 、 神 の 聖霊 が 魂 を 受容 する 様 に 。 

and the dream be a thought. 

夢 が 思考 に 成る 様 に 。 

We shall De swept away no more Defore the tempest, 

人 が 嵐 に 圧倒 され な い 様 に 。 

but shall Dridle the winged steeds of the morming, 

人 が 夜明け の 有 翼 の 馬 を 制御 する 様 に 。 

and guide the course of the eveming winds, 

人 が 表 の 細 の 道 を 導く 様 に 。 

that we may flee into Thy presence. 

人 が 神 の 前 に 逃げ られ る 様 に 。 

0 Spirit of Spirits, 

お お っ 。 霊 の 中 の 霊 。 神 。 

eternal Soul of Souls, 

魂 の 中 の 魂 。 永 遠 の 魂 。 神 。 

imperishable Breath of Life, 

命 の 不死 の 候 。 

CreatiVve Sigh, 

創造 的 な 吐 候 。 

0 Mouth which dost Dreathe forth and withdraw the jfe of all Deimgs in 
the ebD and flow of Thme eternal speech, 

お お っ 。 神 の 、 永 遠 の 言葉 の 満ち 引き で 、 全 て の も の の 命 を 吹き 込み 引き 寄せ る 口 ! 
which is the divime ocean of movement 


神 の 言葉 は 、 運 動 の 、 神 の 海 で ある ! 
and of truth! 

神 の 言葉 は 、 真 理 の 、 神 の 海 で ある ! 
Amen. 

で ある 様 に 。 


Water is exorcisedl Dy irmposition of hands, Dreathing, and speech: 

手 を 置い て 祈り 、 皿 を 吹き 込み 、 言 葉 を 話す 事 に よっ て 、 水 を 清め られ る 。 
consecrated salt, and a Ittle of the ash which remains in the pan of 
inmcense, are also mmgled wrth it. 

清め た 塩 と 香 の 天 各 の 皿 に 残っ た 少し の 灰 を 清め た 水 に 混ぜ る 。 

The aspergillus is formed of twigs of VerVain, Deriwinkle, sage, mnt, 
ash, and Dasil, tied Dy a thread taken from a virginm's distaff, and 
provided with a handle of hazelwood from a tree which has not yet 
fruited: the characters of the seven spirits must De graver thereon with 
the magic Dodkin. 

バー ベイ ン 、periwinkle、 セ ー ジ 、 ミ ント 、 ト ネリ コ 、 バ ジル の 枝 を 、 実 を 結ん だ 事 が 
未だ 無い hazelwood の 木 の 枝 に 、 処 女 の 糸 巻き 棒 か ら 取 っ た 糸 で 縛っ て 、 
aspergillus を 形成 する 。7 つの 霊 の 絵 を aspergillus に 魔術 の 短剣 で 刻む 。 
The salt and ash must De separately consecrated, say1ng:- 
下記 の 様 に 祈っ て 、 塩 を 清め る 必要 が 有る 。 下 記 の 様 に 祈っ て 、 灰 を 清め る 必要 が 
有る 。 


Over the Salt. 


「 塩 を 清め る 祈り 」。 


May wisdom aDide in this salt, 

知 が 塩 に 宿る 様 に 。 

andmay it DreserVe our munds and Dodies from all corruption, Dy 
Hochmael, and in the virtue of Ruach-Hochmaell 

Hochmael に よっ て 、Hochmael の 精神 の 力 で 、 全 て の 腐敗 か ら 塩 が 人 の 精神 と 
体 を 守る 様 に !(TT、ruach、 ル アク 、 ル アハ は へ ブラ イ 語 で 風 、 息 、 霊 を 意味 する 。T 
を ケト また は へ ト と 読む 。) 

May the phantoms of Hyle depart herefrom 

質 料 の 霊 が 追い 払わ れる 様 に 。 物 質 的 な 霊 が 追い 払わ れる 様 に ! 

that it may Decome a heaverly salt, 

天 の 塩 に 成る 様 に ! 

salt ofthe earth 

地 の 塩 に 成る 様 に !( マ タイ に よる 福音 5 章 13 節 I! あ な た た ち 人 は 地 の 塩 で あ 

る 。」。) 

and earth of salt 


塩 の 地 に 成る 様 に ! 

that it may feed the threshing 0X, 

塩 が 、 も み 殻 を 外す 脱穀 する 牛 の 糧 と 成る 様 に ! 

and strengthen our hope with the horns of the f1yimg Dulll 
塩 が 空 を 飛ぶ 牛 の 角 で 人 の 希望 を 強め る 様 に ! 

Amen. 

で ある 様 に 。 


Over the Ash. 


「 灰 を 清め る 祈り 」。 


May this ash return unto the fount of ]iving waters, 

灰 が 生き て いる 水 の 泉 に 戻る 様 に 。 

may 1t Decome a fertile earth, 

灰 が 豊か な 土 と 成る 様 に 。 

and may it bring forth the tree of Hfe, 

灰 が 命 の 木 を も た ら す 様 に 。 

by the Three Names, which are Netsah, Hod, and jesod, 

勝利 、 永 遠 、 基 礎 の 3 つの 名 前 に よっ て 。 

im the begimmmg and im the endl 

最初 で 最後 に お いて 。 

by Alpha and Omega, which are in the spirit of AZOTHI! 

Azoth の 精神 の 中 の アル ファ と オメ ガ に よっ て 。(Azoth、AZOT、 ア ゾ ッ ト は へ ブラ イ 
文字 の 最初 の 文字 N、 ア レフ また は ラテ ン 文 字 の 最初 の 文字 A また は ギリ シャ 文字 
の 最初 の 文字 A、 ア ルフ ァ と ラテ ン 文 字 の 最後 の 文字 Z と ギリ シャ 文字 の 最後 の 文 
字 @②、 オ メガ と へ ブラ イ 文 字 の 最後 の 文字 n、 タ ウ で ある 。Azoth、AZOT、 ア ゾ ッ ト は 
最初 か ら 最後 まで の 普遍 と 最初 で 最後 の 唯一 を 意味 する 。 普 遍 で 唯一 な も の は 絶 
対 な も の で ある 。AzZoth、AZOT、 ア ゾ ッ ト は 絶対 を 意味 する 。) 

Amen. 

で ある 様 に 。 


Minglhng the Water Salt and Ash. 
「 清 め た 水 、 清 め た 塩 、 清 め た 灰 を 混ぜ る 時 の 祈り 」。 


In the salt of eternal wisdom, in the water of regeneration, and in the 
ash whence the new earth springeth, De all thmgs accomplished Dy 
Eloim, Gabriel, Raphael, and Uriel, through the ages and aeons! 
永遠 の 知 の 塩 に お いて 、 復 活 の 水 に お いて 、 新 し い 土 に 成る 灰 に お いて 、 時 と アイ 
オー ン を 通じ て 、 エ ロ ヒ ム 、 ガ ブリ エル 、 ラ ファ エル 、 ウ リエ ル が 全て の も の を 成就 する 
様 に 。( 高 等 魔術 の 教理 3 章 グ ノー シス 主義 者 は 世界 、 天 を アイ オー ン と 呼ん で いる 。 
エロ ヒム は へ ブラ イ 語 で 神 を 意味 する 複数 形 で ある 。 ガ ブリ エル は へ ブラ イ 語 で 「( 知 


力 と いっ た ) 神 の 力 」、「 神 の 人 」 を 意味 する 。 ラ ファ エル は へ ブラ イ 語 で 「 神 の いや し 」 
を 意味 する 。 ウ リエ ル は へ ブラ イ 語 で 「 神 の 光 」 を 意味 する 。 エ ル は 神 を 意味 する 。) 
Amen. 

で ある 様 に 。 


Exorclsmm of the Water 


「 水 を 清め る 祈り 」。 


Let there De a firmament in the midst of the waters, and let it divide the 
waters from the waters: 

創世 記 1 章 6 節 「 水 の 間 に 天 が 存在 する 様 に 。 天 が 水 を (上 の 水 と 下 の 水 に ) 分 ける 
様 に 。」。(「The Occult Genesis Chapter 1」「 隠 され た 創世 記 1 章 」「 天 の 理想 と 
地 の 現 実 の 間 に 通行 で き な い 限 界 が 存在 する 様 に 。」、「 人 は 、 も の を 上 の も の と 下 
の も の に 分 けた 。」、「 人 は 想像 の 限界 を 天 と 呼ん だ 。」。) 

the thimgs which are aDove are hkKe unto thimgs which are Delow, and 
thmgs below are HIke unto thmgs aboVe, for the performance of the 
wonders of one thmg. The sun is its father the moon its mother the 
wind hath carried it in the belly thereof: 

エメ ラル ド 板 「 上 の も の は 下 の も の か ら 類 推 可能 で ある 。 下 の も の は 上 の も の か ら 
類推 可能 で ある 。 な ぜ な ら 唯 一 の も の の 不思議 の 実現 だ か ら で あ る 。 太 陽 は 父 で あ 
る 。 月 は 母 で ある 。 風 は 腹 に 抱く 。」。 

it ascendeth from earth to heaVer and again it descendeth from heaven 
to earth. 

エメ ラル ド 板 「 薄 いも の は 、 地 か ら 天 へ 昇り 、 天 か ら 地 へ 降り る 。」。 

1 exorcise thee, creature of water 

私 は 、 あ な た 、 水 の 被 造物 を 魔術 で 呼び 出す 。 

that thou mayest Decome umto men a mirror of the Iiving God in His 
WOrks, a fount of life, and ablution of sins. 

水 が 、 人 に と っ て 、 神 の 作品 の 中 に お ける 生き て いる 神 の 鏡 、 命 の 泉 、 罪 の 洗浄 に 成 
る 様 に 。 


Prayer of the Undines. 


「 ウ ン デ ィ ー ネ (を 圧倒 する た め の 神 の 水 の 要素 ) へ の 祈り 」。 


Dread King of the Sea, 

海 の 胃 散 する べき 王 。 神 。 

who hast the Keys of the flood-gates of heaven, 

神 は 天 の 水 門 の 鍵 を 持っ て いる 。 

and dost confine the waters of the under-world in the caverns of earth: 
神 は 地下 世界 の 水 を 地 の 空 油 に と ど め て いる 。 

King of the deluge and the floods of the sprimgtme: 


(ノア の 洪水 と いっ た ) 原 初 の 洪水 の 王 。 神 。 

Thou who dost unseal the sources of rivers and fountains: 

神 は 川 と 泉 の 源泉 の 封印 を 解く 。 

Thou who dost ordain moisture, which is Hike the blood of earth, to 
become the sap of plants: 

神 は 、 地 の 血 の 様 な 、 湿 気 、 蒸 気 を 木 の 樹 液 に 成ら せる 。 

Thee we adore and Thee We inVoke! 

人 は 神 を 散 礼 する ! 人 は 神 を 呼び 求め る ! 人 は 神 に 祈る ! 

SDeak unto us, Thime inconstant and unstaDle creatures, in the great 
tumults of the sea, 

神 が 人 に 、 神 の 変化 し 易い 被 造物 に つい て 、 海 の 大 いな る 動揺 で 、 話 す 様 に 。 
and 

そう すれ ば 、 

we shall tremDble Defore Thee: 

人 は 神 の 前 で 揺るが され る で あろ う 。 

Speak unto us also in the murmur of limpid waters, 

神 が 人 に 、 透 明 な 水 の さ さや き で 、 話 す 様 に 。 

and we shall yearn for Thy 1ove! 

人 は 神 の 思い や り を 慕う で あろ う 。 

0 Immensity into which flow all the riVers of life, to De contimually 
reDorn in Thee! 

お お っ 。 神 の 中 で 絶え 間 無 く 復 活 さ せる た め に 命 の 全て の 川 を 満ち あふ れ さ せる 無 
限 ! 

0 ocean of infimite perfections! 

お お っ 。 無 限 の 完成 の 海 ! 

Height which reflects Thee in the depth, 

深み の 中 で 神 を 映す 高み ! 

depth which exhales Thee to the height, 

高み へ 神 を 放射 する 深み ! 

lead us unto true jife by intelhgence and 1oVe! 

知 と 愛 、 思 いや り に よっ て 本 物 の 命 へ 人 を 導い て くだ さい ! 

Lead us to irmmortality Dy sacrifice, 

身代わり に よっ て 不死 へ 人 を 導い て くだ さい ! 

that we may De found worthy one day to offer Thee water Dlood, and 
tears, for the remission of sins! 

いつ か 人 は 罪 を 許し て も ら う た め に 水 、 血 、 涙 を 神 に ささ げ る で あろ う 。 
Amen. 

で ある 様 に 。 


Fire 1S eXOrclsed Dy the sprinkhimg of salt, incense, white resim, camphor 
and sulphur Dy thrice pronouncing the three names of the geni of fire: 


塩 、 香 、 白 い 樹脂 、 カ ン フ ル 、 硫 黄 を まき 散り ば め 、 ミ カエ ル 、 サ マエ ル 、 ア ナ エ ル と い 
う 火 の 霊 の 3 つの 名 前 を 3 回 唱え 、「 サ ラマ ンダ ー( を 圧倒 する た め の 神 の 火 の 要 
素 ) へ の 祈り 」 を 唱え る 事 に よっ て 、 火 を 清め られ る 。 

MICHAFL, king of the sun and the lightming: 

ミカ エル 。 太 陽 と 雷 の 王 。 

SAMAEL, king of Volcanmoes: 

サマ エル 。 火 山 の 王 。( サ マエ ル は へ ブラ イ 語 で 神 の 毒 を 意味 する 。 高 等 魔術 の 祭儀 
序文 「 ヘ ブライ 人 は 、 失 敗 を 永遠 に 破壊 する 無 上 の 景 散 す る べき 力 を 、 神 の 毒 を 意 
味 す る サマ エル と 呼ん だ 。」。) 

and ANAEL, primce of the astral light 

アナ エル 。 星 の 光 の 王 。(Anael、Aniel、Hanael、Haniel、 ア ナ エ ル 、 ア ニ エ ル 、 ハ ナ 
エル 、 ハ ニ エ ル は へ ヘブライ 語 で 神 の 喜び 、 神 の 恵み 、 神 の 優美 を 意味 する 。) 

andL fimally, Dy recitmg the 

下記 は 「 サ ラマ ンダ ー( を 圧倒 する た め の 神 の 火 の 要 素 ) へ の 祈り 」 で ある 。 


Prayer of the Salamanders. 


「 サ ラマ ンダ ー( を 圧倒 する た め の 神 の 火 の 要素 ) へ の 祈り 」。 


Immortall 

神 は 不死 で ある 。 

eternalL 

神 は 永遠 で ある 。 

ineffaDle, 

神 は 言い 表せ な い 。 

and uncreated Father of all thimgs, 

神 は 創造 され た の で は な い 父 で ある 。 神 は 全て の も の の 父 で ある 。 
who art Dorne uponr the ever-rolhng chariot of worlds which revolve 
unceas1ngly: 

神 は 絶え 間 無 く 回転 す る 複数 の 世界 の 永遠 に 回 転 す る 戦車 に 乗っ て いる 。 
Lord of the ethereal immensities, 

神 は 天 の 複 数 の 無限 の 主 で ある 。 

where the throne of Thy power is exalted!, 

神 の 力 の 王座 は 向上 する 。 

from which height 

神 の 力 の 王座 の 高み か ら 、 

Thy terriDle eyes discern all things, 

神 の 明 散 する べき 目 は 全て の も の を 見 分 ける 。 

and Thy holy and Deautiful ears unto all things hearken, 
神 の 神聖 な 美しい 耳 は 全て の も の を 聴く 。 

hear Thou Thy children, 

神 は 神 の 子 達 の 声 を 聴く 。 

whom Thou didst 1oVe Defore the ages Degar: 


神 は 神 の 子 達 を この 世 が 始ま る 前 か ら 愛 し て いた 。 

for 

な ぜ な ら 、 

Thy golden, Thy grand, Thine eternal majesty shines aDoVve the world 
and the heaven of stars! 

神 の 金 の 大 いな る 永遠 の 王権 は 地 と 星々 の 天 の 上 に 輝い て いる ! 

Thou art exalted over them, glttering fire! 

神 で ある 太陽 は 星々 の 上 に 高め られ て いる ! 神 で ある 太陽 は 輝く 火 で ある ! 
There dost thou shime, 

神 は 輝い て いる ! 

there dost Thou commune with Thyself by Thme own splendour 

神 の 輝き に よっ て 神 は 自身 と 話し 合う 

andinexhaustDble streams of light pour from Thine essence for the 
nourishment of Thine infirite spirit, 

神 か ら の 尽き る 事 の 無い 光 の 流れ は 無限 の 神 の 聖 圭 の 糧 と し て 神髄 を 流出 する ! 
which itself doth nourish all thimgs, 

神 の 光 の 流れ は 全て の も の に 糧 を 与え る ! 

and forms that inexhaustiDle treasure of suDstance ever ready for 
generation, 

神 の 光 の 流れ は 創造 の た め に 常に 用 意 さ れ て いる も の に よる 尽き る 事 の 無い 宝 を 
形成 する ! 

which adapts it and appropriates the forms Thou hast impressed on it 
from the Deginming! 

神 の 光 の 流れ は 、 最 初 か ら 神 が 印 象 を 与え て いる 形 に 応用 され る ! 

From this spirit the three most holy kings who surround Thy throne 
火 の 神 の 聖霊 か ら の 土 水 風 の 3 つの 無 上 の 神 の 王 が 神 の 王座 を 囲ん で いる ! 
and constttute Thy court, 

火 の 神 の 聖霊 か ら の 土 水 風 の 3 つの 無 上 の 神 の 王 が 神 の 王宮 を 構成 し て いる ! 
deriVe also their orig1ml 

土 水 風 の 3 つの 無 上 の 神 の 王 は 火 の 神 の 聖霊 を 源 と する ! 

universal Father! 

普遍 の 父 ! 神 ! 

sole and only Father of Dlessed mortals and immortals! 

神 の 様 な 人 達 と 神々 の 唯一 の 父 !( 普 遍 ) 神 ! 男 性 神 ! 

In particular Thou hast created Dowers which are marvellous1y 1ike 
unto Thime eternal thought and Thine adorable essence: 

神 は 、 神 の 永遠 の 思考 の 様 な 、 神 の 敬礼 する べき 神髄 の 様 な 、 特 別 な 不思議 な 力 
を 創造 し た 。 

Thou hast established them higher than the angels, who proclaim Thy 
wll to the worldi 

神 は 、 神 の 意思 を 世界 に 表す 神 の 聖霊 達 より 高み に 火 の 神 の 聖霊 達 を 確立 し た 。 
fimally, Thou hast created us third in rank withm our elementary 
emmDlre. 


最後 に 、 四 大 元素 の 王国 の 中 で 、 神 は 人 を 第 3 の 段階 に 創造 し た 。( 火 、 土 水 風 、 
人 。) 

There our unceas1ng eXerC1Sse 1S tO Dralse Thee and adore Thy good 
Dleasure: 

人 は 絶え 間 無 く 神 を た た え 神 の 善 の 喜び を 敬礼 する 。 

there We Durn contmually in our aspiration to Dossess Thee. 

人 は 神 の 力 を 所 有 し た いと 希望 する 。 

6) 

お お っ ! 

Father!: 

父 ! 神 ! 

Mother most tender of all mothers! admmirable archetype of matermity 
and of Dure loVve! 

母 !( 教 会 ) 無 上 に 思い や り 深 い 、 全 て の 母 の 中 の 母 ! 母 性 と 純粋 な 愛 の 見 事 な 原 
型 ! 母 性 と 純粋 な 思い や り の 見 事 な 原 型 ! 

son, flower of sons! 

神 の 子 ! イ エス ! 神 の 子 達 の 精髄 ! 神 の 子 達 の 手 本 ! 

form of all forms, soul, spirit, harmony, and numDer of all thimgs! 
全て の 形 の 中 の 形 ! 魂 ! 神 の 聖霊 ! 調 和 ! 全 て の も の の 数 ! 

Amen. 

で ある 様 に 。 


The earth is exorcised Dy aspersion of water Dy Dreathing, and by fire, 
with the perfumes proper for each day, and the 

水 を まき 注ぎ 、 息 を 吹き 込み 、 日 に 対応 し た 香 を 火 で 燃やし 、 下 記 の 「 ノ ー ム (を 圧倒 
する た め の 神 の 土 の 要 素 ) へ の 祈り 」 を 唱え る 事 に よっ て 、 土 を 清め られ る 。 


Prayer of the Gnomes. 


「 ノ ー ム (を 圧倒 する た め の 神 の 土 の 要 素 ) へ の 祈り 」。 

King inVisiDle, 

目 に 見 えな い 王 。 神 。 

who, takimg the earth as a support, didst furrow the abysses to fl them 
with Thine ommipotence: 

神 は 、 土 を 支え と し て 、 神 の 全能 性 で 深淵 を 満た す た め に 、 深 淵 を 耕す 。 

Thou whose name doth shake the Vaults of the world!, 

神 の 名 前 は 世界 の 地下 の 天 を 震え させ る 。 

Thou who causest the seven metals to flow through the Veins of the 
TOCK, 

神 は 鉱脈 を 湧き 出さ せる た め に 7 つの 人 金属 を も た ら す 。 

monarch of the seVer Hights, 


神 は 7 色 の 光 の 王 で ある 。 

rewarder of the subterraneanr toilers, 

神 は 報い を 地下 の 隠れ た 労苦 する 人 々 に 与え る 者 で ある 。 

lead us unto the desirable air and to the realm of splendour 
神 は 人 を 好ま し い 大 気 、 輝 き の 領 域 に 導く 。 

We watch and we Work unremittimgly, 

人 は 絶え 間 無 く 見 て 行動 する ! 

We seek and We hoDe, 

人 は 探求 し 希望 する ! 

by the twelve stones of the Holy City 

ヨハ ネ の 回 示 録 21 章 19 節 か ら 20 節 の 神 の 都市 、 天 の 新しい エル サレ ム の 12 の 
基礎 の 宝石 に よっ て ! 

by the hidden talismans, 

隠さ れ た タリ スマ ン に よっ て ! 

by the pole ofloadstone which passes through the centre of the worldl! 
世界 の 中 心 を 貫く 磁石 の 両極 に よっ て ! 

SaVlOour, SaVv1OUr, SaV10UT 

救い 主 イ エス ! 救 い 主 イ エス ! 救 い 主 イ エス ! 

have pity on those who suffer 

救い 主 イ エス は 苦し ん で いる 人 々 に 同情 する ! 

exDand Our hearts, 

救い 主 イ エス は 人 の 心 を 広げ る ! 

detach and eleVvate Our mminds, 

救い 主 イ エス は 人 の 心 を 肉欲 か ら 切 り 離 し 向上 させ る ! 

erlarge Our entire Deimg! 

救い 主 イ エス は 人 の 存在 全体 を 広げ る ! 

staDihty amd motion! 

安定 と 運動 ! 

day clothed wrth night! 

夜 を まとう 昼 ! 

0 darkness Veiled Dy light! 

お お っ ! 光 が ヴェ ー ル で 覆う 闇 ! 

master who never keepest Dack the wages of Thy 1aDourers! 
主 イ エス は 報い を 主 イ エス の 労苦 する 者 達 に 与え る ! 

slVer Whiteness! 

銀 の 白 さ ! 銀 の 青 さ ! 

golden splendour! 

金 の 輝き ! 

crOowr Of living and melodious diamonds! 

生き て いる 美しい 音 の ダイ アモ ンド の 王冠 ! 

Thou who wearest the heaven on Thy fimger 1ike a sapphire rimg, 
神 は サフ ァ イ ア の 指輪 の 様 に 天 を 指 に 身 に つけ て いる ! 


Thou who concealest under the earth, in the stone kimgdom, the 
marvellous seed of stars, HVe, re1gT, 

神 は 星々 の 不思議 な 種 、 命 、 統 治 を 土 の 下 、 石 の 王国 に 隠す ! 

be the eternal dispenser of the wealth 

神 は 富 を 永遠 に も た ら す 者 で ある 。 

whereof Thou hast made us the warders! 

神 は 人 を 富 の 番 人 に する ! 

Amen. 

で ある 様 に 。 


It must De borne in mind that the special kingdom of the gmomes is at 
the north, that of the salamanders at the south, that of the sylphs at the 
east, and that of the undines at the West. 

ノー ム の 王国 は 北 、 サ ラマ ンダ ー の 王国 は 南 、 シ ルフ の 王国 は 東 、 ウ ン デ ィ ー ネ の 王 
国 は 西 で ある 事 を 心 に 留め て お く 必 要 が 有る 。 

These Deings influence the four temperaments of mam, 

四 大 元素 の 報 は 人 の 四 気 質 に 作用 する 。 

that is to say the gnomes affect the melancholy 

ノー ム は 黒 胆汁 質 、 憂 鬱 錦 に 作用 する 。 

salamanders the sangunne, 

サラ マン ダー は 多 血 質 に 作用 する 。 

undines the phlegmattc, 

ウン ディ ー ネ は 粘液 質 に 作用 する 。 

and sylphs the Dilhious. 

シル フ は ( 黄 ) 胆 汁 質 に 作用 する 。 

Ther signs are- the hieroglyphs of the bull for the gnomes, who are 
commanded with the swordi: 

ノー ム の 象徴 は 牛 で ある 。 魔 術 師 は 剣 で ノー ム に 命令 で きる 。 

those of the lion for the salamanders, who are commanded with the 
bifurcated rod or the magic trident: 

サラ マン ダー の 象徴 は ライ オン で ある 。 魔 術 師 は 二 叉 の 杖 か 魔術 の 三叉 槍 で サラ マ 
ンダ ー に 命令 で きる 。 

those ofthe eagle for the sylphs, who are commanded by the holy 
Dantacles: 

シル フ の 象徴 は ワシ で ある 。 魔 術 師 は 神 の pamtacle で シル フ に 命令 で きる 。 
fimally, those of the water-carrier for the undines, who are commanded 
by the cup of jipations. 

ウン ディ ー ネ の 象徴 は 水瓶 の 人 で ある 。 魔 術 師 は 神 に ささ げた 酒 の 杯 で ウン ディ ー 
ネ に 命令 で きる 。 

Their respectVe soVerelgns are GoD for the gnomes, 

ノー ム の 王 は Gob で ある 。 

Djin for the salamanders, 


サラ マン ダー の 王 は ジン で ある 。 

Paralda for the sylphs, 

シル フ の 王 は Paralda で ある 。 

and Nicksa for the umdines. 

ウン ディ ー ネ の 王 は Nicksa で ある 。 

When an elementary spirit torments, or at least, Vexes, the inhaDitants 
Of this world, it must De conjured by air water fire, and earth, Dy 
breathimg, sprinkhng, Durmmng of perfumes, and by tracimg on the earth 
the star of Solomon and the sacred Dentagramm. 

四 大 元素 の 霊 が この 世界 の 住人 を 苦し ませ た り 悩 ませ る 時 は 、 地 水 火 風 に よっ て 、 
息 を 吹き 込み 水 を まき 香 を 燃やし ソロ モン の 六 医 星 や 神 の 五 世 星 を 土 の 上 に 描く 事 
に よっ て 、 四 大 元素 の 霊 を 魔術 で 追い 払う 必要 が 有る 。 

These figures must De Derfectly correct, and drawn either with the 
charcoal of consecrated fire, or with a reed diDped in Var1OUS CO1OUrS, 
mrxed wrth powdered loadstone. 

粉 に し た 磁石 を 混ぜ た 、 清 め た 火 で 焼い た 木炭 か 多様 な 色 に 染め た 華 ( ア シ ) で 、 五 
記 星 と 六 蘭 星 を 完全 に 正確 に 土 の 上 に 描く 必要 が 有る 。 

Then, holdimg the pantacle of Solomon in one hand and taking up 
SuCCeSS1Vely the sword, rod, and cup, the conjuration of the four should 
be recited with a 1oud Voice, after the followimg manner:- 

五 詞 星 を 描き 、 一 方 の 手 に ソロ モン の pantacle で ある 六 臣 星 を 持ち 、 他 方 の 手 で 
剣 を か か げ 杖 を か か げ 杯 を か か げ 、 下 記 の 祈り を 大 き な 声 で 唱え て 四 大 元素 の 霊 
を 魔術 で 追い 払う 。 


「 四 大 元素 の 霊 を 追い 払う た め の 神 へ の 祈り 」。 


Caput mortuum( = head, dead. っ Worthless remains.), the Lord 
command thee Dy the hvimg and Votive serpert! 

区 い を 果たす た め に ささ げ ら れ た 願い を か けた 生き て いる 蛇 に よっ て 、 主 で ある 神 は 
残 津 に 命令 する !( 民 数 記 21 草 8 節 か ら 9 節 『 モ ー セ は 火 の 蛇 を さ お に 吊る し 

だ 。」。)〕 

CheruD, the Lord command thee Dy Adamm jotchavahl! 

アダ ム ヤ ハ ウェ 、 ア ダム イ ョ ッ ド エヴァ に よっ て 、 主 で ある 神 は 智 天 使 ケ ル ブ に 命令 
する ! 

Wandering Eagle, the Lord command thee by the wimgs of the Bulll 
(スフィンクス で ある 有 糞 の ) 牛 の 細 に よっ て 、 主 で ある 神 は 、 さ ま よ う ワ シ に 命令 する ! 
SerDert, the Lord Tetragrarmmaton cormmmand thee Dy the angel and the 
lion! 

天使 と ライ オン に よっ て 、 主 で ある 神 の テト ラ グラ マト ン は 蛇 に 命令 する ! 

Michael, Gabriel, Raphael, and Anael! 

ミカ エル 、 ガ ブリ エル 、 ラ ファ エル 、 ア ナ エ ル ! 


Flow, MOISTURE, by the spirit of ELOIM. 

神 の 霊 に よっ て 、 湿 気 、 蒸 気 が 流 れる 様 に 。( 創 世 記 1 章 2 節 「 神 の 霊 が 水 の 面 の 上 
を 動い て いた 。」。) 

EARTH, De established Dy ADAM TOTCHAVAH. 

アダ ム ヤ ハ ウェ 、 ア ダム イ ョ ヨッ ド エヴァ に よっ て 、 地 が 落ち 着く 様 に 。 

Spread, FIRMAMENT, Dy IJAHUVEHU ZEBAOTH. 

軍団 で ある ヤ ハ ウェ に よっ て 、 天 が 広がる 様 に 。(Zebaoth、Sabaoth は へ ブラ イ 語 で 
軍団 を 意味 する 。) 

Fulfil, TUDGMENT, by fire in the virtue of MICHAET. 

ミカ エル の 力 の 火 に よっ て 、 審 判 が 果たさ れる 様 に 。 

Angel of the blind eyes, oODey, or Dass away with this holy water! 

神 の 水 に よっ て 、 盲 目 の 天 使 が 従う か 通り 過ぎ る 様 に ! 

Work, wimged Dull, or reVert to the earth, urless thou wrt that 1 should 
pierce thee wrth this sword! 

剣 に よっ て 貫 か れる 事 を 望ま な い の で あれ ば 、 有 有 細 の 牛 が 行動 する か 地 に 戻る 様 
に ! 

Chained eagle, oDey my sigm, or fy Defore this Dreathing! 

象徴 に よっ て 、 鎖 に つなが れ た ワシ が 従う か 、 息 に よっ て 、 鎖 に つなが れ た ワシ が 飛 
ぶ 様 に ! 

Writhmg serpent, crawl at my feet, or De tortured Dy the sacred fire, 
and giVe way Defore the perfumes that I Durn in it! 

神 の 火 に よっ て 、 も だ える 蛇 が 足元 を は うか 苦し む 様 に ! 燃 や す 香 に よっ て 、 も だ える 
蛇 が 道 を 譲る 様 に ! 

Water return to water fire Durn, air circulate, earth revert to earth, Dy 
Virtue Of the pentagram, which is the morning star and Dy the name of 
the Tetragramu which is written in the centre of the cross of light! 

夜明け の 星 で ある 五 詞 星 の 力 に よっ て 、 光 の 十字 の 中 心 に 記さ れ て いる テト ラ グラ 
マト ン の 名 前 に よっ て 、 水 が 水 に 戻る 様 に 。 火 が 燃え る 様 に 。 風 が 循環 する 様 に 。 土 
が 土 に 戻る 様 に 。 

Amen. 

で ある 様 に 。 


The sign of the cross adopted Dy Christians does not belong to them 
eXxClusS1Vely. 

キリ スト 教 が 取り 入れ た 、 十 字 は キリ スト 教 だ け の 物 で は な い 。 

It is also kabDalistC, 

十字 は カバ ラ の 物 で も ある 。 

and represents the OpDpositions and tetradic eqguihbrium of the 
elements. 

十字 は 四 大 元素 の 対立 を 表す 。 十 字 は 四 大 元素 の 4 つ 1 組 の つり 合い を 表す 。 
We see Dy the occult Versicle ofthe Lord's Prayer which we have cited 
in our Doctrine, that it Was origimally made after two manners, or at 


least that it was characterised by two entirely different formulae, one 
reserVved for priests and initiates, the other imparted to neophytes and 
the profane. 

「 高 等 魔術 の 教理 」 で 話し た 、 マ タイ に よる 福音 6 章 13 節 の 「 主 の 祈り 」 の 「 王 国 、 
力 、 栄 光 は 永遠 に あな た 、 神 の も の で ある 。 で ある 様 に 。」 と いう 隠さ れ た 詩 は 、 祭 司 
と 秘伝 伝授 者 の 唱え 方 と 、 初 学者 と 大 衆 の 唱え 方 が 有 っ た 。 

For examDle, 

例え ば 、 

the initiate said, raisimg his hand to his forehead, "For thine," then 
added "1s," amd contmuing as he Drought down his hand to his Dreast, 
"the kimgdom," then to the left shoulder "the justtce," afterwards to the 
right shoulder "and the mercy" then clasping his hands, he added, "1m 
the generatimg ageSs." 

秘伝 伝授 者 は 、 ひ た い に 片 手 を か か げ 「 あ な た 、 神 の も の で ある 。」 と 話し 、 片 手 を 胸 
に 降ろ し 「 王 国 は 。」 と 話し 、 片 手 を 左肩 に 持っ て 行き 「 正 義 は 。」 と 話し 、 片 手 を 右 肩 
に 持っ て 行き 「 思 いや り は 。」 と 話し 、 両 手 を 握り し め 「 来 る 時 代 に 。 永 遠 に 。」 と 話し 
た 。 

TiDi sunt Malchut et Geburah et Chesed per aeonas( = TO-Vou, De 
kimgdom and seVerity and mercy through etermity.)- 

あな た 、 神 に 、 永 遠 を 通じ て 、 王 国 、 厳 し さ 、 思 いや り が 存在 する 様 に 。 

a sign Ofthe cross which is aDsolutely and magmificently kabDalistC, 
十字 と いう 象徴 は 完全 に 大 い に カ バラ 的 で ある 。 

which the profanations of Gnosticism have completely lost to the 
official amd rmihtant Church. 

グノー シス 主義 の 大 衆 化 、 俗 化 は 、 公 の 好戦 的 な 教会 に 、 十 字 の 手振り で 唱え る マ 
タイ に よる 福音 6 章 13 節 の 「 主 の 祈り 」 の 「 王 国 、 力 、 栄 光 は 永遠 に あな た 、 神 の も 
の で ある 。 で ある 様 に 。」 を 和 失わ せ た 。 

This sign, made after this manner should precede and termimate the 
corjuration of the four 

四 大 元素 の 圭 を 呼び 出す 前 と 後に 、 マ タイ に よる 福音 6 草 13 節 の 「 主 の 祈り 」 の 

「 王 国 、 力 、 栄 光 は 永遠 に あな た 、 神 の も の で ある 。 で ある 様 に 。」 を 十字 の 手振り で 
唱え る 。 

To oOVercome and suDjugate the elementary sDirits, We mmust neVer yield 
to ther characteristic defeCctSs. 

四 大 元素 の 霊 を 圧倒 し 従え る に は 、 四 大 元素 の 霊 の 特徴 的 な 短所 に 屈し な い 必要 
が 有る 。 

ThUS, 

上 記 の 理由 か ら 、 

a shallow and capricious rmmd wl never rule the sylphs: 

浅はか な 気まぐれ な 人 は シル フ を 支配 で き な い 。 

an irresolute, cold, and fickle nature will never master the undines: 
優柔 不断 な 冷酷 な 飽き 易い 気 の 多 い 定 ま ら な い 人 は ウン ディ ー ネ を 支配 で き な い 。 
passion irritates the salamanders, 


感情 的 な 人 は サラ マン ダー を 支配 で き な い 。 

and avaricious greed makes its slaVes the sport of the gnomes. 
貸 欲 な 人 は ノー ム を 支配 で き な い 。 

But 

そう で は な く 、 

we must De prompt and actve, ke the sylphs: 

シル フ の 様 に 、 人 は 機敏 で 自発 的 で ある 必要 が 有る 。 

pliant and attentive to images, hkKe the undinmes: 

ウン ディ ー ネ の 様 に 、 人 は 柔軟 で 印象 に 注意 深い 必要 が 有る 。 

energetic and strong, Iike the salamanders: 

サラ マン ダー の 様 に 、 人 は 一 生 懸 命 で 強気 で ある 必要 が 有る 。 

]aborious and patient hke the gnomes: 

ノー ム の 様 に 、 人 は 勤勉 で 忍耐 強い 必要 が 有る 。 

In a WOrOL 

要約 する と 、 

We must oVercomme them in their strength without ever Deimg 0Vercome 
by their weakmesses. 

人 は 四 大 元素 の 霊 の 短所 に 圧倒 され ず に 四 大 元素 の 霊 の 長所 を 圧倒 する 必要 が 
有る 。 

Once We are well estaDlished in this disposition, 

上 記 の 、 性 質 を 自身 に 良く 確立 すれ ば 、 

the whole world will De at the service of the wise operator 

世界 の 全て は 賢者 に 仕え る 。 

He wll pass through the storm 

賢者 は 嵐 の 中 を 通り 過ぎ る 。 

and the rain wl not moisten his head: 

雨 は 賢者 の 頭 を 濡 ら さ な い 。 

the wind wl not move even a fold of his garments: 

風 は 賢者 の 衣 の ひだ 1 つ す ら 動 か さ な い 。 

he wl go through fire and not De Durnedi 

賢者 は 燃やさ れず に 火 の 中 を 通り 過ぎ る 。 

he wl walk upon the water 

賢者 は 水 の 上 を 歩け る 。 

and wil Dehold diamonds within the crust of the earth. 

賢者 は 地殻 の 中 の ダイ アモ ンド が 見 える 。 

These promises may aDDear hyperDoHc, Dut only to Vulgar 
undlerstandimg, 

上 記 は 、 大 衆 に は 誇張 に 聞こ える か も し れ な い 。 

for ifthe sage do not materially and actually perform these things, he 
accomplishes others which are much greater and more adrmiraDle. 
上 記 を 、 皿 者 は 、 物 質 的 に 現実 的 に 行わ な く て も 、 よ り 大 いな る 見 事 な 事 を 精神 的 
に 行う 。 

At the same tme, 


同時 に 、 

lt is indubitable that we may direct the elements Dy our wll up to a 
certain Dont, amd can really change or hinder their effects. 

人 は 、 意 思 に よっ て 、 四 大 元素 の 霊 を 導き 、 四 大 元素 の 霊 の 作用 を 変え 、 四 大 元素 
の 霊 の 作用 を 妨げ られ る 事 は 、 疑 う 余 地 が 無い 。 

For examDle, 

例え ば 、 

iit De established that persons in an ecstatic state 1ose their weight for 
the tme Deimg, why should it De impossiDle to walK upon the water? 

も し 忘 我 状 態 の 人 が 一 時 的 に 重み を 無く す 事 が 確証 され れ ば 、 水 の 上 を 歩く 事 は 
不可 能 な 事 で あろ うか ? い いえ ! 

The conVulsionaries of Saint Medard felt neither fire nor steel, 

サン メダ ー ル の けい れん 者 は 火 も 鋼 も 感じ な か っ た 。 

and Degged for the most violent Dlows and incrediDle tortures as a 
relief. 

サン メダ ー ル の けい れん 者 は 激しい 打撃 と 信じ られ な い 拉 問 を 救い と し て 求め た 。 
The extraordimary clumDings and miraculous eduilhbrium of some 
sommnamDbulists are a revelation of these concealed forces of nature. 
驚 くべ き 上 昇 や 催眠 状態 の 人 の 奇跡 の つり 合い は 自然 の 隠さ れ た 力 の 啓示 で ある 。 
But 

じ が し 。 

We HVe in a century when no one has the courage to confess the 
wonders he has witnessed! 

19 世紀 以降 の 人 々 は 自分 が 見 た 不思議 を 大 胆 に 話せ な い 時 代 に 生き て いる 。 
and did any one say: "1 have myself Deheld or performed the thimgs 
which 1 am descriDing," he would De amswered: "You are amusing 
yourself at our eXDense, Or Otherwise, YOU are 1." 

誰か が 「 私 は 、 言 葉 で 表せ な いも の を 、 自 分 で 、 見 た り 行 いま し た 。」 と 話し て も 「 あ な 
た は 私 た ち を だ まし て 楽し ん し で いる か 、 そ う で な けれ ば 、 あ な た は 悪人 で ある 。」 と い 
う 答 え を 受け 取る で あろ う 。 

It is far Detter to De silent and to act. 

話す より 沈黙 し 行動 する 方 が 人 遥か に 良い 。 

The metals which correspond to the four elementary forms are gold and 
silVer for the air mercury for water iron amd copper for fire, lead for 
earth. 

金属 と 四 大 元素 は 対応 し て いる 。 金 と 銀 は 風 に 対応 し て いる 。 水 銀 は 水 に 対応 し て 
いる 。 鉄 と 銅 は 火 に 対応 し て いる 。 鉛 は 土 に 対応 し て いる 。 

Talismans are Composed from these, relative to the forces which they 
slgmify and to the effects which it is designed to oDtain from them. 

四 大 元素 の 霊 か ら 獲 得 し た い 結 果 に 対応 する 、 四 大 元素 の 霊 が 表す 力 に 対応 する 、 
金属 で タリ スマ ン を 作る 。 


Divination by the four elementary forms, resDectVely Kkmown as aer0- 
mancy hydro-mancy, DyTO-manCcy, and ge0o-mancy, 1S Derformed after 
Var10US mamners, 

土 占い 、 水 占い 、 火 占い 、 空 気 占い と いう 四 大 元素 の 形 で 、 占 い は 多様 な 方 法 で 行 
われ て いる 。 

which all depend on the wl and the translucid, or imagination, of the 
ODerator, 

占い の 全て は 占い 師 の 意思 と 透明 な も の で ある 想像 力 に 左右 され る 。 

In fact, 

事実 、 

the four elements are only instruments which assist second sight. 

四 大 元素 は 予見 を 助け る 手段 に 過ぎ な い 。 

NOWY, 

SG 

secondl sight is the faculty of seeing in the astral light, 

予見 は 星 の 光 の 中 の も の を 見 る 力 で ある 。 

andit is natural as the first or sensiDle and ordimary sight, 

普通 の 光 を 肉眼 で 見 る 様 に 、 予 見 は 自然 な も の で ある 。 

but it can Only operate Dy the abDstraction of the senses. 

感覚 の 除去 に よっ て 予見 で きる 。 

SomnamDulists amnd ecstatcs enjoy Second sight naturallY, 

催眠 状態 の 者 や 忘 我 状態 の 者 は 予見 を 自然 に 楽し む 。 

Dut this sight is more lucid when the aDstraction is more commplete. 
感覚 の 除去 が より 完全 で ある 時 、 予 見 は より 明らか に 成る 。 

ADstractlon 1s Droduced Dy astral intoxication, 

星 の 光 に よる 本 町 は 感覚 の 除去 を も た ら す 。 

that is, Dy an excess Of light 

星 の 光 に よる 本 町 は 星 の 光 の 超過 で ある 。 

which completely saturates, and hence stupefies, the nervous system. 
星 の 光 に よる 本 町 、 星 の 光 の 超過 は 神経 系 を 完全 に 飽和 させ て 麻痺 させ る 。 
Sangulme termpDeramments are dnsposed to aero-mancy 

多 血 質 の 人 は 空気 占い に 向い て いる 。 

the bilious to Dyro-mancy 

( 黄 ) 胆 汁 貸 の 人 は 火 占 い に 向 いて いる 。 

the phlegmatic to hydro-mancy 

粘液 質 の 人 は 水 占 い に 向 いて いる 。 

and the melancholic to geo-mancy 

黒 胆汁 質 、 憂 鬱 質 の 人 は 土 占い に 向い て いる 。 

AEro-mancy 1S confirmed Dy oneiro-mancy or divimaton by dreams: 
夢 占 い に よ っ て 空気 占い を 補え る 。 

Dyro-mancy 1S SuDDplemented Dy magnettsm: 

磁気 の 催眠 に よっ て 火 占 い を 補え る 。 

hydro-mancy Dy crystallo-mancyi: 


水晶 占い に よっ て 水 占 い を 補え る 。 

and geo-Tmancy Dy carto-rmancyi 

カー ド 占 い に よ っ て 土 占 い を 補え る 。 

These are transpositions and completement of methods. 

夢 占 い に よ っ て 空気 占い を 置き 換え られ る 。 磁 気 の 催眠 に よっ て 火 占 い を 置き 換え 
られ る 。 水 卓上 占い に よっ て 水 占 い を 置き 換え られ る 。 カ ー ド 占い に よっ て 土 占 い を 置 
き 換え られ る 。 夢 占い に よっ て 空気 占い を 補え る 。 磁 気 の 催眠 に よっ て 火 占 い を 補え 
る 。 水 晶 占 い に よ っ て 水 占 い を 補え る 。 カ ー ド 占い に よっ て 土 占 い を 補え る 。 

But 

し か し 、 

divination, howeVer ODeratedl 1S damgeTOUS, 

占い は 危険 で ある 。 

Or to say the least, useless, 

占い は 役に立た な い 事 が 多い 。 

for 

な ぜ な ら 、 

1t disheartenms wll, 

占い は 意思 を 和 失わ せる 。 占 い は 自由 意思 を 失わ せる 。 

aS a COTSedUeTC6, 

結果 と し て 、 

1mpedes hDerty, 

占い は 自由 を 妨げ る 。 占 い は 自由 意思 を 妨げ る 。 

and tires the nerVvous system. 

占い は 神経 糸 を 疲れ させ る 。 


CHAPTER V 


5) 


THE BLAZING PENTAGRAM 

燃え る 五 世 星 

WE proceed to the explanation and consecration of the sacred and 
myster1ous Dentagrarm. 

神 の 神秘 の 五 世 星 を 説明 し 清め る 。 

At this Dont, 

CC 

let the ignorant and superstittous Close the booki: 

無知 な 者 と 迷信 深い 者 は 本 書 を 閉じ な さい 。 

they wl either see nothimg Dut darKkness, or they wl De scandalhised. 
無知 な 者 と 迷信 深い 者 は 聞 だ け を 見 る か 、 あ さき れる で あろ う 。 

The pentagram, which, in gnostic schools, is called the Dlazimg star 
グノー シス 学派 は 五 世 星 を 燃え る 星 と 呼ん だ 。 

is the sigm of intellectual ommmipotence and autocracy. 

五 詞 星 は 知 の 全能 性 と 知 の 独裁 の 象徴 で ある 。 

It is the star of the magi: 

五 詞 星 は マタ イ に よる 福音 2 章 で 3 人 の マギ を 導い た イエ ス の 星 で ある 。 

it is the sign ofthe Word 

五 詞 星 は 神 の 言葉 イエ ス の 象徴 で ある 。( コ リン ト 人 へ の 第 1 の 手紙 1 章 24 節 「 キ 
リス ト は 神 の 力 で あり 神 の 知 で ある 。」。) 

made flesh: 

マタ イ に よる 福音 2 章 で 神 の 言葉 イエ ス は 肉体 を 創造 し た 。 

andL according to the direction of its Doints, this aDsolute magical 
SymDbol represents order Or Confuslor, 

五 世 星 は 絶対 な 魔術 の 象徴 で ある 。 五 世 星 は 秩序 を 表す 。 逆 五 世 星 は 混乱 を 表す 。 
the divine ]amD of Ormuz( = Ahura Mazda) and St johm, or the accursed 
goat of Mendes. 

五 詞 星 は アフ ラ マズ ダー と 使徒 ヨハ ネ の 神 の 子羊 を 表す 。 逆 五 下 星 は メン デス の 
呪 わ れ た ヤギ を 表す 。 

It is imitiation or profanator 

五 世 星 は 秘伝 伝授 を 表す 。 逆 五 証 星 は 大 衆 化 を 表す 。 

it is Lucifer or Vesper the star of the morming or the eVeming. 

五 詞 星 は ル シ フ ェ ル を 表す 。 五 世 星 は 金星 を 表す 。 五 蘭 星 は 明け の 明星 を 表す 。 逆 
五 記 星 は 表 の 明星 を 表す 。( ル シフ ェ ル は ラテ ン 語 で 光 を も た ら す も の を 意味 する 。) 
It is Mary or Lihth, 

五 世 星 は 聖母 マリ ア を 表す 。 逆 五 詞 星 は リリ ス を 表す 。 

VIctory Or death, 

五 世 星 は 勝利 を 表す 。 逆 五 詞 星 は 死 を 表す 。 

day Or night. 

五 世 星 は 昼 を 表す 。 逆 五 世 星 は 夜 を 表す 。 


The pentagram with two points in the ascendant represents Satan as the 
goat of the SaDDath: 

逆 五 詞 星 は サバ ト の ヤギ と し て の サタ ン を 表す 。( へ ブラ イ 語 で サタ ン は 敵 を 意味 す 
る 。 悪 は 免疫 の た め の 仮 想 敵 で ある 。 趣 魔 は 存在 し な い 。 悪 人 の 霊 は 存在 する 。) 
when one port is in the ascendant, it is the sign of the Saviour 

五 世 星 は 救い 主 イ エス を 表す 。 

The pentagram is the figure of the human Dody having the four imDs, 
and a simgle point representimg the head. 

五 世 星 は 人 の 体 の 形 で ある 。 

A human figure, head downwards, naturally represents a demor: 

転倒 し た 人 の 姿 は 悪人 の 霊 を 表す 。( 悪 魔 は 存在 し な い 。 悪 人 の 霊 は 存在 する 。) 
that is, intellectual suDVersion, disorder or madneSS. 

転倒 し た 人 の 姿 は 知 の 転倒 、 混 乱 、 狂 気 を 表す 。 

NOWY, 

RENIGN 

magic De a reality, if occult science De really the true law of the three 
worlds, this aDsolute sign, this sign ancient as history, and more anclent, 
should and does actually exercise an incalculaDle influence upon sDirits 
set free fromm their material enVelope. 

も し 魔術 が 真実 で あれ ば 、 も し 隠さ れ た 知 が 3 つの 世界 の 本 物 の 法 で あれ ば 、 絶 対 
な 象徴 で ある 、 歴 史 の 様 に 古い 象徴 で ある 、 歴 史 よ り 古 い 象徴 で ある 、 五 世 星 は 、 肉 
体 と いう 物質 的 な 外皮 か ら 自 由 な 霊 に 、 計 り 知 れ な い 作 用 を 実際 に 発揮 する 。( 自 
然 科学 、 哲 学 、 神 の 教え 。 自 由 意思 と いっ た 神 だ け の 領域 、 概 念 の 領域 、 形 の 領域 。 
神 だ け の 楽園 、 霊 の 冥界 、 こ の 世界 。) 

The sign of the pentagram is called also the sign of the microcosm, 

五 蘭 星 は 小宇宙 の 象徴 と 呼ば れ て いる 。( 人 は 小宇宙 で ある 。) 

andit represertts what the KabDbalists of the Dook of Zohar term the 
Im1crODTOSODUS. 

五 蘭 星 は 「 光 輝 の 書 」 で カバ リス ト が ミク ロ プロ ソ プ ス 、 小 さ な 顔 と 呼ん で いる も の 
を 表す 。( ミ クロ プロ ソ プ ス 、 小 さ な 顔 、 神 の 人 と し て の 上 顔 、 神 の 人 性 。) 

The complete comprehension of the pentagramm is the key of the two 
worlds. It is the aDsolute philosophy and natural scienCe. 

五 詞 星 の 完 全 な 理解 は 絶対 の 哲学 と 自然 科学 と いう 2 つの 世界 の 鍵 で ある 。( 自 
然 科 学 、 哲 学 、 神 の 教え 。 自 由 意 思 と いっ た 神 だ け の 領域 、 概 念 の 領域 、 形 の 領域 。 
神 だ け の 楽園 、 霊 の 冥界 、 こ の 世界 。) 

The sign of the pentagram should De composed of the seVen metals, 
五 記 星 を 金 、 銀 、 鉄 、 銅 、 水 銀 、 鉛 と いっ た 7 つの 金属 で 作る べき で ある 。 

Or at least 

も し く は 、 少 な く と も 、 

traced in Dure gold upon white marDle. 

五 詞 星 を 白い 大 理 石 の 上 に 純金 で 描く べき で ある 。 

It may also De drawn wrth Verrmlhion upon an unDlemished 1amDskin- 
the symDol ofintegrity and light. 


五 詞 星 を 汚れ の 無い 子羊 の 羊皮紙 に 硫化 水銀 ヴァ ー ミ リオ ン で 描い て 良い 。 汚 れ 
の 無い 子羊 は 健全 と 光 の 象徴 で ある 。 

The marble should De virgin, that is, should never have Deen used for 
another DUTDOSe: 

白い 大 理 石 は 処女 の 様 に 他 の も の の た め に 使用 され て いな い べ き で ある 。 

the lamDskin should De prepared under the auspices of the sun. 

汚れ の 無い 子羊 の 羊皮紙 を 太陽 の 仲介 の 下 で 用 意 す る べき で ある 。 

The lamb must have Deen slain at Paschal tme, with a new kmife, and 
the skin must De salted with salt consecrated Dy magical operatlons. 

過 越 祭 か 復活 祭 の 時 に 新しい ナイ フ で 子羊 を (食べ る た め に 苦し まな い 様 に ) 殺 す 
必要 が 有る 。「 子 羊 の 皮 を 清め た 塩 で 腐敗 か ら 防ぐ 必要 が 有る 。」。( 高 等 魔術 の 教 
理 序文 「 塩 は 知 の 象徴 で ある 。」。) 

The omission of even one of these difficult and apparently arDitrary 
cerermorues makes void the entire sucCess Of the great WoOrKs of science. 
上 記 の 一 見 、 独 断 に 見 える 難し い 儀 式 の 1 つ で も 手 を 抜く と 知 の 大 作業 の 全て が 
無効 に 成る 。 

The pentagram 1s consecrated with the four elements: 

五 世 星 を 四 大 元素 で 清め る 必要 が 有る 。 

the magical figure is Dreathed on fiVe tmes: 

5 回 、 五 症 星 に 息 を 吹き 込む 。 

1t is SDrinkled with consecrated water: 

五 詞 星 に 清め た 水 を か ける 。 

it is dried Dy the smoke of fiVe perfumes, namely incense, myrrh, aloeSs, 
Sulphur and camphor to which a Httle white resin and amDergris may 
De added. 

五 詞 星 を 乳 香 、 没 薬 、 沈 香 、 硫 黄 、 カ ン フ ル と いっ た 5 つの 香 で 乾かす 。 少 量 の 白い 
樹脂 と 龍 江 理 を 加え て も 良い 。 五 世 星 を 乳 香 、 没 楽 、 沈 香 、 硫 黄 、 カ ン フ ル 、 白 い 樹 
脂 、 龍 江 否 と いっ た 7 つの 香 で 乾かす 。 

The fiVe Dreathings are accompanled by the utterance of the names 
attriDuted to the fiVe geni, who are Gahbriel, Raphael, Anael, Samael, 
and Oriphiel: 

5 回 、 五 症 星 に 息 を 吹き 込む 時 に 、 ガ ブリ エル 、 ラ ファ エル 、 ア ナ エ ル 、 サ マエ ル 、 オ リ 
フィ エル と いう 5 つの 霊 の 名 前 、5 人 の 神 の 聖霊 の 名 前 を 唱え る 。( ガ ブリ エル は へ 
ブラ イ 語 で 「( 知 力 と いっ た ) 神 の 力 」、「 神 の 人 」 を 意味 する 。 ラ ファ エル は へ ヘブライ 語 
で 「 神 の いや し 」 を 意味 する 。Anael、Aniel、Hanael、Haniel、 ア ナ エ ル 、 ア ニ エ ル 、 
ハナ エル 、 ハ ニ エ ル は へ ブラ イ 語 で 神 の 喜び 、 神 の 恵み 、 神 の 優美 を 意味 する 。 サ マ 
エル は へ ブラ イ 語 で 神 の 毒 を 意味 する 。 高 等 魔術 の 祭儀 序文 「 ヘ ブライ 人 は 、 失 敗 
を 永遠 に 破壊 する 無 上 の 明 散 する べき 力 を 、 神 の 毒 を 意味 する サマ エル と 呼ん だ 。」。 
エル は 神 を 意味 する 。) 

afterwards 

ガブ リエ ル 、 ラ ファ エル 、 ア ナ エ ル 、 サ マエ ル 、 オ リフ ィ エ ル の 名 前 を 唱え な が ら 5 回 、 
五 世 星 に 息 を 吹き 込ん だ 後に 、 


the pentacle is placed success1vely at the north, south, east, west and 
centre of the astronomical crOSS, DrOnouncing at the same tme, One 
after another the letters of the sacred tetragraml 

テト ラ グラ マト ン を 唱え な が ら 五 世 星 を 北 、 南 、 東 、 西 、 中 心 に 置く 。 テ トラ グラ マト ン 
を 唱え な が ら 五 葉 星 を 天文 学 的 な 十字 の 形 に 置く 。( 高 等 魔術 の 祭儀 14 章 「 テ トラ 
グラ マト ン は 、 魔 術 の 無 上 の 言葉 で あり 、『 で ある 様 に 』 を 意味 する 。」。 
niny、YHWH、 ヤ ハウ ェ は 4 文字 で ある の で ギリ シャ 語 で 4 文字 を 意味 する テト ラ グ 
ラマ トン と 呼ば れ て いる 。) 

and then, 

ガブ リエ ル 、 ラ ファ エル 、 ア ナ エ ル 、 サ マエ ル 、 オ リフ ィ エ ル の 名 前 を 唱え な が ら 5 回 、 
五 世 星 に 息 を 吹き 込み 、 テ トラ グラ マト ン を 唱え な が ら 五 導 星 を 北 、 南 、 東 、 西 、 中 心 
に 置い た 後に 、 

in an undertone, the Dlessed names of Aleph and the mysterious Thau, 
unuted in the Kabbalistic name of AZOTH. 

小声 で Azoth を 唱え る 。Azoth は アレ フ と 神秘 の タウ を 結合 し た カバ ラ 的 な 神聖 な 
名 前 で ある 。(Azoth、 ア ゾ ッ ト は へ ブラ イ 文 字 の 最初 の 文字 N、 ア レフ また は ラテ ン 
文字 の 最初 の 文字 A また は ギリ シャ 文字 の 最初 の 文字 A、 ア ルフ ァ と ラテ ン 文 字 の 
最後 の 文字 Z と ギリ シャ 文字 の 最後 の 文字 〇 、、 オ メガ と へ ブラ イ 文 字 の 最後 の 文 
字 、 タ ウ で ある 。Azoth、AZOT、 ア ゾ ッ ト は 最初 か ら 最後 まで の 普遍 と 最初 で 最後 
の 唯一 を 意味 する 。 普 遍 で 唯一 な も の は 絶対 な も の で ある 。Azoth、AZOT、 ア ゾ ッ ト 
は 絶対 を 意味 する 。) 

The pentagrarm should De placed upon the altar of perfumes, 

五 詞 星 を 香 で 清め た 祭壇 の 上 に 置く べき で ある 。 

and under the tripod of evocations. 

降 圭 術 の 時 に 、 五 世 星 を 三脚 台 の 下 に 置く べき で ある 。 

The operator should also wear the sign as well as that of the 
macrOocOsm, which is composed of tWo crossed and suDerDosed 
triangles. 

降 霊 術 の 時 に 、 魔 術 師 は 五 蘭 星 と 六 攻 星 を 身 に つけ る べき で ある 。 六 攻 星 は 大 宇 
宙 の 象徴 で ある 。 六 世 星 は 正三 角形 と 逆 三 角形 を 重ね た も の で ある 。 

When a spirit of light is evoked, the head of the star- that 1S, One of its 
ponts- should De directed towards the tripod of eVocations, and the two 
inferior poimts towards the altar of perfumes. 

( 神 の 聖霊 と いっ た ) 光 の 霊 を 呼び 出す 時 は 、 五 臣 星 の 頭 を 降 霊 術 の 三脚 台 に 向け 、 
五 世 星 の 両足 を 香 で 清め た 祭壇 に 向け る 。 

In the case of a spirit of darkness, the ODDOsite Course 1S DUTSUed!, 
(悪人 の 霊 と いっ た ) 闇 の 霊 を 呼び 出す 時 は 、 五 世 星 の 頭 を 香 で 清め た 祭壇 に 向け 、 
五 世 星 の 両足 を 降 霊 術 の 三脚 台 に 向け る 。 

Dut 

cy ん 

then the operator must De careful to set the end ofthe rod or the point 
ofthe sword upon the head of the pentagram. 

降 霊 術 の 時 に 、 魔 術 師 は 用 心して 杖 の 先端 か 剣先 を 五 世 星 の 頭 に 置く 必要 が 有る 。 


We have already sald that 
すでに 話し た 様 に 、 
S1gnS | the 9CHVe 9 還 Me VerD of wll. 
NOW, the MO of wl | De given In its completeness, so that it may 
be transformed into actior: 

意思 が 行動 に 移さ れる ほど の 意思 の 完成 が 意思 の 言葉 を も た ら す 必要 が 有る 。 
and a simgle negligence, reDresentimg ar idle speech or a douDt falsifies 
and paralyses the whole operaton, turmimg DacK upon the operator al 
the forces thus expended in Vaim. 
1 つ で も 手抜き が 有る と 、 無 益 な 言葉 か 不信 を 表す 事 に 成り 、 作 業 の 全て を 裏切り 
麻痺 させ 、 ハバ 無駄 に し た 全て の カカ が 作業 者 に 逆流 に で で る 。 
We must, therefore, aDsolutely aDstain from magical ceremomies Or 
ScruDulously and exactly fulfil them all. 
人 は 、 魔 術 の 儀式 を 完全 に や め る か 、 用 心 深く 厳密 に 魔術 の 儀式 の 全て を 果たす 
必要 が 有る 。 
The pentagram, engraved in luminous 1ines upon glass Dy the electrical 
machime, also exercises a great influence uponr spirits, and terrifies 
phantoms. 
電子 機器 に よっ て ガラ ス の 中 の 光線 で 描か れ た 五 蘭 星 は 大 いな る 作用 を 霊 に 発揮 
し 悪人 の 霊 を 恐れ させ る 。 
The old magicians traced the sign of the pentagram upon ther door- 
steps, to Drevert ev1l spirits from entering and good spirits from 
departimg. 
古代 の 魔術 師 達 は 、 悪 人 の 霊 を 家 の 中 に 入ら せな いた め に 、 善 良 な 霊 が 家 か ら 離 
れ な い 様 に 、 五 世 星 を 入口 の 踏み 石 の 上 に 描い た 。 
This constraint followed from the direction of the points of the star 
下記 の 様 に 、 五 証 星 の 向き で 、 悪 人 の 霊 を 家 の 中 に 入ら せな い 様 に 、 善 良 な 霊 が 家 
か ら 離 れ な い 様 に 、 制 限 し た 。 
Two poimts on the outer side drove away the evll: 
五 詞 星 の 両足 を 家 の 外 側 に 向け て 描い て 、 悪 人 の 霊 を 追い 払っ た 。 
twWo Doints on the inner side imprisoned therm: 
五 世 星 の 両足 を 家 の 内 側 に 向け て 描い て 、 悪 人 の 霊 を 閉じ 込め 圧倒 し た 。 
One orly on the inner side held good spir1ts caDt1Ve. 
五 詞 星 の 両足 を 家 の 外 側 に 向け て 描い て 、 五 世 星 の 頭 を 家 の 内 側 に 向け て 描い て 、 
立 良 な 霊 が 家 か ら 離れ な い 様 に し た 。 
All these magical theories, Dased upon the one dogma of Hermes and on 
the analogical deductions of science, have Deen invariaDly corfirmed Dy 
the visions of ecstatics and Dy the convulsions of cataleptics sayimg that 
they are Dossessedl with sDir1ts. 
霊 に 浅 信 され て いる と 話し て いる 、 忘 我 状 態 の 者 の 幻視 と 強硬 症 カ タレ プシ ー の け 
いれ ん は 、 ヘ ル メ ス の 唯一 の 考え を 基礎 と する 、 知 の 類推 を 基礎 と する 、 上 記 の 全て 
の 魔術 の 理論 を 不変 に 確証 し た 。 


The G which Freemasons place in the middle of the Dlazing star 
slgrifies GNOSIS and GENERATION, the two sacred words of the ancient 
KabDalah. 

フリ ー メ ー ソ ン が 燃え る 星 、 五 蘭 星 の 中 央 に 置い た 文字 では Gnosis と 
Generation、 グ ノー シス と 創造 、 認 知 と 創造 と いう 古代 の カバ ラ の 2 つの 神聖 な 言 
葉 を 表す 。 

It sigmifies also GRAND ARCHITECT, 

フリ ー メ ー ソ ン が 五 芋 星 の 中 央 に 置い た 文字 G は Grandl architect、( 神 殿 の ) 大 い 
な る 建築 家 を 表す 。 

for 

な ぜ な ら 、 

the pentagram on eVery Side reDresents an A. 

五 詞 星 は 5 つの A の 組み 合わ せ で ある 。 

By placimg it in such a way that two of its points are in the ascendant 
and one is Delow, we may see the horns, ears and Deard of the 
hierarchic goat of Mendes, when it Decomes the sign of infernal 
eVOCat1OT1S. 

逆 五 詞 星 は 、 人 に は 位階 の メン デス の ヤギ の 2 本 の 角 、 両 耳 、 ひ げに 見 え 、 地 獄 の 
悪人 の 霊 の 降 霊 術 の 象徴 と 成る 。 

The allegorical star of the magi is no other than the mysterious 
pentagram: 

マタ イ に よる 福音 2 章 の 象徴 的 な 実話 で 3 人 の マギ を 導い た イエ ス の 星 は 神秘 の 
五 詞 星 で ある 。 

and those three kings, 

マタ イ に よる 福音 2 章 の 3 人 の マギ は 3 人 の 王者 で ある 。 

SOns Of Zoroaster 

マタ イ に よる 福音 2 章 の 3 人 の マギ は ゾロ アス ター の 魔術 の 子孫 で ある 。 
conducted Dy the Dlazing star to the cradle of the microcosrmic Godl 
マタ イ に よる 福音 2 章 で 燃え る 星 、 五 世 星 が 3 人 の マギ を 人 に 成っ た 神 イ エス 、 小 
宇宙 の 神 イ エス の ゆり か ご に 導い た 。 

are enough in themselves to demonstrate the whollY kabDalistic and 
truly magical Deginmmgs of Christian doctrine. 

マタ イ に よる 福音 2 章 で 3 人 の マギ が イエ ス キリ スト を 敬礼 し た 事 は 、 完 全 な カバ 
ラ 的 な 、 本 物 の 魔術 の 、 キ リス ト 教 の 考え の 始ま り を 十分 に 証明 する 。 

One ofthese kings is white, another Dlack, and the third Drown. 

3 人 の マギ は 白人 、 黒 人 、 褐 色 人 種 で ある 。(3 人 の マギ は 人 の 代表 で ある 。) 

The white kimg offers gold, symbol of light and life: 

3 人 の マギ の うち 白人 の マキ ギ 、 白 人 の 王者 は 金 を イエ ス に ささ げ る 。 金 は 光 と 命 の 象 
微 で ある 。 

the black king presents myrrh, image of death and of darkKness: 

3 人 の マギ の うち 黒人 の マギ 、 黒 人 の 王者 は 没 薬 を イキ エス に ささ げ る 。 没 薬 は 死 と 間 
の 象徴 で ある 。 


the brown kimng sacrifices incense, emDlem of the concihatimg doctrime 
of the tWo Drinciples. 

3 人 の マギ の うち 褐色 人 種 の マギ 、 褐 色 人 種 の 王者 は 乳 香 を イエ ス に ささ げ る 。 乳 
香 は 2 つの 原理 を 仲介 する 考え の 象徴 で ある 。 

Then they return into their own 1and Dy another road, to show that a 
neW Cultus 1S only a newW Dath, conductmg man to the one rehigiom, 

マタ イ に よる 福音 2 章 12 節 で 、 新 し い 神 の 教え キリ スト 教 は 人 を 唯一 の 神 の 教え に 
導く 新しい 経路 で ある 事 を 表す た め に 、3 人 の マギ は 新しい 道 に よっ て 自身 の 王国 
に 戻る 。 

that of the sacred triad and the radiant pentagrarm, 

マタ イ に よる 福音 2 章 の 、3 人 の マギ と イエ ス の 星 は 、 神 の 3 つ 1 組 と 光 を 放つ 五 
星 で ある 。 

the sole eternal Catholicism. 

マタ イ に よる 福音 2 章 の イエ ス の 星 は 唯一 の 永遠 の 普遍 の 考え で ある 。 マ タイ に よ 

る 福音 2 章 の イエ ス の 星 は 唯一 の 永遠 の 普遍 の 神 の 教え で ある 。 マ タイ に よる 福音 
2 草 の イ エス の 星 は 唯一 の 永遠 の カト リッ ク で ある 。 

St ]ohn, in the Apocalypse, Deholds this same star fall from heaven to 
earth. It is then called aDsynth or wormwood, and all the waters of the 
sea Decomme Ditter- striking image of the materialisation of dogma, 
which produces fanaticism and the acridities of controVersy. 
ヨハ ネ の 黙示 録 8 章 10 節 で 使徒 ヨハ ネ は 天 か ら 地 に 時 ち た 星 を 見 た 。 ヨ ハネ の 黙 
示 録 8 章 10 節 の 地 に 堕ち た 星 は 五 世 星 で ある 。 ヨハ ネ の 球 示 録 8 章 11 節 で 地 に 
堕ち た 星 は 苦 ヨ モ ギ と 呼ば れ た 。 ヨ ハネ の 黙示 録 8 章 11 節 で 海 の 水 ( の 3 分 の 1) 
の 全て が 苦く 成っ た 。 ヨ ハネ の 庄 示 録 8 章 10 節 か ら 11 節 は 神 の 教え の 考え の 物 
質 化 の 印象 的 な 映像 で ある 。 神 の 教え の 考え の 物質 化 は 狂信 と 論争 の 苦 さ を も た 
ら す 。 

Then unto Christiaruty itself may De applied those words of Isaiah: 
"How hast thou fallen from heaven, Dright star which wast so splendid 
Im thy prime!" 

イザ ヤ 書 14 章 12 節 の 「 な ぜ 、 あ な た は 天 か ら 基 ち た の か ?! 明 け の 明星 よ ?!」 と い 
う 言葉 を キリ スト 教 に 応用 で きる か も し れ な い 。 

But 

し か し 、 

the pentagram, Drofaned Dy men, Durns ever unclouded in the right 
hand of the Word of Truth, 

大 衆 化 さ れ た 五 世 性 は 、 真 理 で ある 神 の 言葉 イエ ス の 右手 で 常に 曇ら な いで 燃え 

て いる 。( ヨ ハネ に よる 福音 14 章 6 節 「 私 イエ ス は 真理 で ある 。」。 ヨ ハネ の 束 示 録 1 
章 「 人 の 子 イ エス は 右手 に 7 つの 星 を 持っ て いた 。7 つの 星 は 7 つの 教会 の 天使 で 
ある 。」。 ヨ ハネ の 黙示 録 2 章 28 節 『「 イ エス は 明け の 明星 を 勝利 し た 人 に 与え 

る 。」。) 

and the inspired Voce Drommses to hm that oVercometh the possession 
of the morring star- solemmm restitution held out to the star of Lucifer 


ヨハ ネ の 回 示 録 2 章 28 節 で 、 霊 感 を 受け た 声 が 明け の 明星 の 所 有 を 勝利 し た 人 
に 約束 する 。 ヨ ハネ の 環 示 録 2 章 28 節 で 、 霊 感 を 受け た 声 が ル シ フ ェ ル の 星 の 神 
聖 な 復活 を 約束 する 。( ヨ ハネ の 就 示 録 2 章 28 節 『 イ エス は 明け の 明星 を 勝利 し た 
人 に 与え る 。」。) 

As will De seen, 

理解 し た 様 に 、 

all mysteries of magic, all symbols of the gnosis, all figures of occultism, 
all kabDalistic keys of prophecy, are surmmed up in the sign of the 
pentagrarm, 

五 記 星 は 魔術 の 全て の 神秘 、 グ ノー シス の 全て の 象徴 、 隠 され た 学問 の 全て の 象 
徴 、 預 言 書 の 全て の カバ ラ の 鍵 を 要約 する 。 

which Paracelsus proclaims to De the greatest and most potent of al 
S1gTS. 

パラ ケル スス は 五 世 星 が 全て の 象徴 の 中 の 無 上 の 大 いな る 象徴 、 全 て の 象徴 の 中 
の 無 上 の 力 が 有る 象徴 で ある と 話し て いる 。 

Is there any cause now for astorushment at the conViction of the magus 
as to the real influence exercised by this sign over the spirits of al 
hierarchles? 

五 詞 星 が 全て の 位階 の 霊 に 実際 に 作用 を 発揮 する 事 に つい て 魔術 師 の 確信 を 揺 
る が す 理 由 が 有る で あろ うか ? い いえ ! 

Those who defy the sign ofthe cross tremDle before the star of the 
Tm1cTOCcOSIm. 

小宇宙 の 星 で ある 五 世 星 は 十字 を 依 る 大 衆 を 居 え 上 が ら せ る 。 

On the contrary 

反対 に 、 

when he is consclous of faihmg will, the magus turns his eyes towards 
this symDol, takes it in his right hand, and feels armed with intellectual 
OmrnpotemCe, 

魔術 師 が 意思 の 衰え に 気づい た 時 は 、 魔 術 師 は 五 蘭 星 を 見 て 右手 に 取り 、 知 の 全 
能 性 で 武装 し た 様 に 感じ る 。 

provided that he is truly a kimg, worthy to De conducted Dy the star to 
the cradle of divine realisation: 

魔術 師 が 本 物 の 王者 で あれ ば 、 五 蘭 星 は 神 の 実現 の ゆり か ご 、 イ エス の ゆり か ご に 
魔術 師 を 導く 。 

provided that he kmows, dares, wils, and keeps silent: 

魔術 師 が 知り 、 大 胆 に 行い 、 思 い 、 沈 昧 を 守る の で あれ ば 、 五 蘭 星 は イエ ス の ゆり か 
ご に 魔術 師 を 導く 。 魔 術 師 が 知り 、 大 胆 に 行い 、 希 望 し 、 沈 黙 を 守る の で あれ ば 、 五 
症 星 は イエ ス の ゆり か ご に 魔術 師 を 導く 。 

provided that he is familhar with the usages of the pantacle, the cup, the 
wand, and the sword: 

魔術 師 が 杖 、 杯 、 剣 、Dpantacle を 応用 する 方 法 を 知っ て いる の で あれ ば 、 五 蘭 星 は 
イエ ス の ゆり か ご に 魔術 師 を 導く 。 


provided, finally, that the intrepid gaze of his soul corresponds to those 
two eyes which the ascending point of our pentagram eVer Dreserlts 
ODen. 

魔術 師 の 魂 の 大 胆 な 視線 が 五 立 星 の 昇 っ て いる 頂点 が 常に 開い て いる 両目 に 対 
応 し て いる の で あれ ば 、 五 世 星 は イエ ス の ゆり か ご に 魔術 師 を 導く 。 


CHAPTER VI. 


6 


THE MEDIUM AND MEDIATOR. 

仲介 する も の 。 

Two things, as we have already said, are necessary for the acquisition of 
magical Dower- the emancipation of the will from all servitude, and ts 
instruction in the art of domimation. 

すでに 話し た 様 に 、 全 て の 奴隷 状態 か ら 意思 を 自由 に する 事 と 、 統 治 の わざ に よる 
意思 の 教育 と いう 、2 つの も の が 、 魔 術 の 力 を 獲得 する に は 必要 で ある 。( 肉 欲 の 奴 
隷 か ら 意思 を 自由 に する 事 と 、 知 に よる 意思 の 鍛錬 と いう 、2 つの も の が 、 魔 術 の 力 
を 獲得 する に は 必要 で ある 。) 

The soVereign wl is represented in our symDols Dy the woman who 
crushes the serpent's head!, 

創世 記 3 章 15 節 の 蛇 の 頭 を 圧倒 する 女性 は 、 王 者 の 意思 の 象徴 で ある 。( 高 等 魔 
術 の 教理 2 章 「 創 世 記 3 章 15 節 の 蛇 の 頭 を 圧倒 する 運命 の 女性 は 、 常 に 盲目 的 
な 力 の 流れ を 克服 する 知 の 例え で ある 。」。) 

and Dy the radiant angel who restrains and constrains the dragon wrth 
lance and heel. 

ヨハ ネ の 回 示 録 20 章 1 節 か ら 3 節 の 竜 を 槍 と 、 か か と で 抑え る 、 光 を 放つ 天使 は 、 
王者 の 意思 の 象徴 で ある 。 

In this place let us affirm without eVasions that the great magical aget- 
蛇 、 童 は 大 いな る 魔術 の 代行 者 の 象徴 で ある 。( 蛇 、 竜 は 星 の 光 の 象徴 で ある 。) 
the dual current of light, 

蛇 、 竜 は 光 の 二 重 の 流れ の 象徴 で ある 。 

the Hving and astral fire ofthe earth- 

蛇 、 竜 は 地 の 生 き て いる 星 の 火 の 象徴 で ある 。 

was represented by the serpent with the head of an ox, goat, or dog, in 
anclent theogones. 

古代 の 神 統 系 譜 学 で は 、 星 の 光 を 牛 、 ヤ ギ 、 犬 の 頭 を 持っ た 蛇 で 表し た 。 

It is the douDle serpent of the caduceUus, 

星 の 光 は ケー リュ ケイ オン の 二 重 の 蛇 で ある 。 

the old serpent of Genesis, Dut it is also the Drazen serDent of MOses, 
星 の 光 は 、 創 世 記 の 古い 蛇 で ある が 、 民 数 記 21 章 8 節 か ら 9 節 の さ お に 吊る され 
た 火 の 蛇 で も ある 。 

twsted round the tau, that is, the generatmg Hmgam. 

創世 記 の 古い 蛇 と 、 民 数 記 21 章 8 節 か ら 9 節 の さ お に 吊る され た 火 の 蛇 は 、 創 造 
する 男性 器 で ある 、 タ ウ に か ら み つい て いる 。 

It is, further the goat of the Sabbath 

星 の 光 は サバ ト の ヤギ で ある 。 

and the Baphomet of the Templars: 

星 の 光 は 神殿 騎士 団 の バフ ォ メ ッ ト で ある 。 

it is the HYyle of the Gnostics: 


星 の 光 は グノー シス 主義 者 の 質 料 で ある 。 

it is the double tail of the serpent 

星 の 光 は 2 つの 尾 の 蛇 で ある 。 

which forms the legs of the solar cock of Abraxas. 

星 の 光 は 太陽 の 凌 で ある アブ ラク サス の 両脚 で ある 2 つの 尾 の 蛇 で ある 。 

In fine, it is the devil of M. Eudes de Mirville, 

星 の 光 は M. Eudes de Mirville が 悪魔 と 呼ん で いる も の で ある 。( 悪 魔 は 存在 し 
な い 。 悪 人 の 霊 は 存在 する 。) 

and is really the blimd force 

星 の 光 は 盲目 的 な 力 で ある 。 

which souls must ovVercome if they would De free fromm the chains of 
earth: 

も し 魂 が 地 の 鎖 か ら 自 由 に 成り た い の で あれ ば 、 魂 は 星 の 光 を 圧倒 する 必要 が 有 
る 。 

for 

な ぜ な ら 、 

unless their will can detach them from this fatal attractior, they wil De 
absorDbed in the current Dy the force which produced them, and w ル 
returr to the central and eternal fire. 

魂 、 霊 は 星 の 光 の 死に 至る 引き 寄せ る 力 か ら 離 れ ら れ な い の で あれ ば 、 星 の 光 の 力 
が も た ら す 流れ に 霊 を 同化 する 事 に よっ て 、 霊 は 中 心 の 火 、 永 遠 の 火 に 戻る 事 に 成 
る 。 

The whole magical work consists, therefore, in our hDeration from the 
folds of the ancient serpent, then in settimg a foot upor its head, and 
leadimg It where We will. 

魔術 の 作業 と は 、 星 の 光 で ある 古い 蛇 の 巻 きつ きか ら 自 由 に 成っ て 、 足 を 古い 蛇 の 
頭 に 置き 、 魔 術 師 が 望む 所 に 古い 蛇 を 導く 事 で ある 。 

"1 will giVe thee all the kingdoms of the earth, 下 thou wilt fall down and 
adore me," saidl this serpent in the evangelhcal mythos. 

マタ イ に よる 福音 4 章 9 節 で 古い 蛇 は 「 も し 、 あ な た が 私 に 、 ひ れ 伏 し て 神 と し て 者 
礼 す る の で あれ ば 、 私 は 地 の 全 て の 王国 を あな た に 与え よう 。」 と 話し た 。 

The initiate should make amswer: 

下記 の 様 に 、 秘 伝 伝授 者 は 答え て 話す べき で ある 。 


1 wil not fall dowr, 

私 は 古い 蛇 に 、 ひ れ 伏 さ な い 。 

and thou shalt crouch at my feet: 
古い 蛇 が 私 の 足元 に 、 ひ れ 伏 すべ き で ある 。 
nothing shalt thou give me, 

古い 蛇 が 私 に 与え られ る 物 は 何 も 無い 。 
Dut 1 will make use of thee, 

私 は 古い 蛇 を 応用 する 。 


and wl take what I reduire, 

私 は 古い 蛇 を 私 が 望む 所 に 連れ て 行く 。 

for I am thy lord and master 

私 は 古い 蛇 の 主 で ある 。 

」 

a reDly which, in a Veiled manner 1s contained in that of the Saviour 

上 記 の 答え は 、 ヴ ェ ー ル に 隠さ れ た 形 で 、 マ タイ に よる 福音 4 章 10 節 の 「 こ こ か ら 立 
ち 去 れ 、 サ タン 。『 あ な た は 、 あ な た の 神 で ある 主 を 神 と し て 交 礼 する べき で ある 。 あ 
な た は 神 で ある 主 に だ け 仕 える べき で ある 。』 と 聖書 に 記さ れ て いる 。」 と いう 救い 主 
イエ ス の 答え に 含ま れ て いる 。( へ ブラ イ 語 で サタ ン は 敵 を 意味 する 。 悪 は 免疫 の た 
め の 仮 想 敵 で ある 。 悪 魔 は 存在 し な い 。 悪 人 の 霊 は 存在 する 。) 

We have already sald that the devil is not a Derson. 

すでに 話し た 様 に 、 悪 魔 は 人 格 で は な い 。( 悪 魔 は 存在 し な い 。) 

It is a msdirected force, as ts name Indicates. 

誤っ た 力 を 悪魔 と 呼ん で いる 。 誤 っ た 星 の 光 を 悪魔 と 呼ん で いる 。( 悪 魔 は 存在 し な 
い 。) 

An odic or magnetic Current, formed Dy a chain of perverse wills, 
constitutes this evll spirit, 

マル コ に よる 福音 5 章 8 節 の 「 汚 れ た 霊 」 は 邪悪 な 意思 の 鎖 が 形成 し た オド の 流れ 、 
磯 気 の 流 れ で ある 。 

which the Gospel calls legion, 

マル コ に よる 福音 5 章 9 節 で 「 汚 れ た 霊 」 は 「 レ ギ オ ン 、 軍 団 」 と 名 乗っ て いる 。 

and this it is which precipitated the swne into the sea- 

マル コ に よる 福音 5 章 13 節 で 「 汚 れ た 霊 は 豚 の 群れ を 湖 の 中 に 投げ 落と し た 。」。 
another allegory of the attraction exercised on Deings of imferior 
instmcts Dy the blhmd forces that can De put in operation Dy error and 
evll will. 

マル コ に よる 福音 5 章 画 13 節 の 「: 人 し た 。」 
例え 話 は 、 誤 っ た 意思 、 邪 悪 な 意思 が 盲目 的 な 力 に 作用 で きる と いう 例え 話 で あり 、 
盲目 的 な 力 が 本 能 が 劣っ た 存在 (、 悪人 ) を | き 寄 せる と いう 例え 話 で ある 。 

This symDol may De compared with that of the comrades of U1ysses 
transformed into swine Dy the sorceress CirCe. 

マル コ に よる 福音 5 章 13 人 節 の 「 豚 の 群れ 」 と いう 例え と 、 女 神 キ ルケ が オデ ュ ッ セ ウ 
ス の 戦友 を 「 豚 の 群れ 」 に 変え た と いう 例え は 同じ で ある 。 

Remark what was done Dy UIysses to preserve himself and deliver his 
aSSOClateSs: 

オデ ュ ッ セ ウ ス が 女神 キル ケ か ら 自 分 を 守る た め に 戦友 を 救う た め に 誘惑 の 杯 を し 
り ぞ け 女 神 キル ケ に 剣 で 命令 し た 事 に 注目 し な さい 。 

he refused the cup of the enchantress, and commanded her with the 
SWOTd. 

オデ ュ ッ セ ウ ス は 誘惑 の 杯 を し り ぞ け 女 神 キ ルケ に 剣 で 命令 し た 。 

Circe 1S natUuTe, 


女神 キル ケ は 自然 の 象徴 で ある 。 

wrth all her delights and allurements- 

女神 キル ケ は 自然 の 全て の 快楽 と 誘惑 の 象徴 で ある 。 

to em]oy her We must oOVercome her 

自然 を 楽し ひ た め に は 人 は 自然 を 圧倒 する 必要 が 有る 。 

Such is the significance of the Homeric faDle, 

上 記 が ホメ ロス の 例え 話 の 意味 で ある 。 

for the poems of Homer the true sacred Dooks of ancient Hellas, contaim 
all the mysteries of high oriental initiation. 

古代 ギリ シャ の 本 物 の 神 の 書 で ある 、 ホ メロ ス の 詩 は 、 天 の 高等 な オリ エン ト の 秘伝 
伝授 の 全て の 神秘 を 含ん で いる 。 

The natural mediumm is, therefore, the serpent, 

自然 の 仲介 する も の は 蛇 で ある 。 

eVer aCt1Ve 

自然 の 仲介 する も の 、 蛇 は 常に 行動 的 で ある 。 

and eVer seducing, Of idle wills, 

自然 の 仲介 する も の 、 蛇 は 行動 し な い 怠 尾 な 意思 を 常に 誘惑 する 。 

which we must contmually withstand Dy their suDjugatlon. 

人 は 自然 の 仲介 する も の 、 蛇 を 絶え 間 無 く 和 ら げ る 事 に よっ て 、 蛇 に 抵抗 する 必要 
が 有る 。 

Amorous, gluttonousS, Dass1onate, or idle mag1cians are 1TmDoSs1Dle 
monstrositieS. 

好色 な 、 貧 欲 な 、 短 気 な 、 行 動 し な い 人 怠 必 な 魔術 師 は 有り 得 な い 。 

The magus thinks and wils: 

魔術 師 は 考え 思う 。 

he loves nothimg with desire: 

魔術 師 は 肉欲 で 愛さ な い 。 

he rejects nothing In rage. 

魔術 師 は 短気 に 断る 事 が 無い 。 

The word passion sigmufies a DaSS1Ve state, 

肉欲 の 奴隷 、 短 気 を 意味 する passion と いう 言葉 は 「 無 抵抗 な 」 を 意味 する 
passive な 状態 を 意味 する 。 

and the magus 1s inVariaD1y act1Ve, 

魔術 師 は 常に 自発 的 で ある 。 

ImVar1aDly Victor1OUS. 

魔術 師 は 常に 勝利 者 で ある 。 

The attaimment of this reahsation is the crucial difficulty of the 
transcemndent sclenCes: 

上 記 の 実現 の 到達 は 超越 的 な 知 の 重要 な 困難 な 事 で ある 。 

SO 

それ で 、 

when the magus accomplshes his own creationu the great work 1s 
fulfilled, at least as concerms cause and instrument. 


魔術 師 が 自身 の 創造 を 完成 し た 時 は 、 少 な く と も 原因 と 手段 に つい て は 、「 大 いな る 
務め 」 を 満た す 事 に 成る 。 

The great agert or natural mediator of human omrupotence canmot De 
OVeTComme Or directed save Dy an extra-natural mediator which is an 
emanclpated will. 

自由 に 成っ た 意思 と いう 超自然 的 な 仲介 する も の だ けが 、 人 の 全能 の 「 大 いな る 代 
行者 」、 自 然 を 仲介 する も の を 圧倒 し 、 傾 ける 事 が 可能 で ある 。 

Archimedes postulated a fulcrum outside the world in order to raise the 
World. 

アル キメ デス は 世界 を 持ち 上 げ る た め に 支点 を 世界 の 外 に 求め た 。 

The fulcrumm of the magus is the intellectual cuDic stone, the 
philosophical stone of AZOTH- 

魔術 師 の 支点 は 知 の 立方 体 の 石 、Azoth の 賢者 の 石 で ある 。 

that is, the doctrime of aDsolute reason and umiversal harmonies Dy the 
Sympathy of contraries. 

魔術 師 の 支点 、 知 の 立方 体 の 石 、Azoth の 賢者 の 石 は 、 正 反対 の も の の 共鳴 に よ 
る 、 絶 対 の 論理 と 普遍 の 調和 の 考え で ある 。 

One of our most fertile Writers, 

M. Eugene Sue は 想像 力 に 富ん だ 作者 で ある 。 

and one ofthose who are the least fixed in their ideas, 

M. Eugene Sue は 世論 を 少な く と も 固定 し た 者 で ある 。 

M. Eugene Sue, has founded a Vast romance-eD1ic UDon ar individuality 
whom he strives to render odious, who Decomes interestimg aganst the 
will of the novelist, 

M. Eugene Sue の 大 ロマ ン 小 説 は 、M. Eugene Sue は 憎む べき 者 に し よう と 試み 
る が 、M. Eugene Sue の 意 に 反し て 興味 深く 成る 、 個 性 的 な 登場 人 物 Rodin を 基 
に し て いる 。 

so abundantly does he gift him with patience, audac1ty, intelhgence, and 
gerus. We are in the presence of a kimd of Sixtus V.- 

M. Eugeme Sue の ロマ ン 小 説 の 個性 的 な 登場 人 物 Rodin は 、 法 王 シ クス トゥ ス 5 
世 の 様 に 、 忍 耐 強く 、 大 胆 で 、 知 的 で 、 天 才 で ある 。( 法 王 シ クス トゥ ス 5 世 は 忍耐 強く 、 
大 胆 で 、 知 的 で 、 天 才 で ある 。) 

DOOE 

法王 シク スト ゥ ス 5 世 は 貧し か っ た 。 

temDperate, 

法王 シク スト ッ ゥ ス 5 世 は 節制 し た 。 

DaSS1Orless, 

法王 シク スト ゥ ス 5 世 は 肉欲 に 動か され ず 冷 静 で あっ た 。 

holding the entire world entangled in the web of his skilful 
ComDinations. 

法王 シク スト ゥ ス 5 世 は 熟練 の 組み 合わ せ の 網 の 目 に か ら め て 全 世 界 を 掌握 し た 。 
This man excites at will the passions of his enemies, destroys them Dy 
means of one another 


M. Eugene Sue の 小説 の 登場 人 物 Rodin は 、 思 い 通 り に 敵 ど も の 肉欲 を 刺激 し 
て 、 敵 ども を 同士 討ち させ る 。 

imVariaDly reaches the point he has kept in View, and this without no1se, 
wrthout ostentation, and without imposture. 

M. Eugene Sue の 小説 の 登場 人 物 Rodin は 、 密 か に 、 飾 ら ず に 、 ご ま か さ ず に 、 常 
に 見 つめ て いる 一 点 に 常に 到達 する 。 

His oDject is to free the world of a society which the author of the book 
believes to De dangerous and maligmant, 

M. Eugene Sue の 小説 の 登場 人 物 Rodin の 目的 は 、M. Eugene Sue が 危険 で 
あり 邪悪 で ある と 信じ て いる 結社 か ら 世 界 を 救う 事 で ある 。 

and to attaim it no cost 1S too great: 

M. Eugene Sue は 、M. Eugene Sue が 危険 で あり 邪悪 で ある と 信じ て いる 結社 か 
ら 世 界 を 救う た め に は 、 ど ん な 犠牲 も 高く は な いと 信じ て いる 。 

he is i 1odged, 

M. Eugene Sue の 小説 の 登場 人 物 Rodin は 粗悪 な 家 に 住む 。 

1 clothed!, 

M. Eugene Sue の 小説 の 登場 人 物 Rodin は 粗悪 な 衣 を 着る 。 

nourished ke the refuse of humanity, 

M. Eugene Sue の 小説 の 登場 人 物 Rodin は 人 の 残し た 、 ご み の 様 な 物 を 食べ る 。 
but ever fixed upon his worKk. 

M. Eugene Sue の 小説 の 登場 人 物 Rodin は 常に 自身 の 務め に 取り 組む 。 
Consistently with his intention, the author depicts him as wretched!, 
filthy, hideous, repulsive to the touch, and horriDle to the sight. 

一 貫 し て 、M. Eugene Sue は 、 小 説 の 登場 人 物 Rodin を みす ぼら し い 、 不 快 な 、 憎 
むべ き 、 接 触 を 拒み た い 、 見 る の も 嫌 な 者 と し て 描い て いる 。 

But suDDOs1ng 

し か し 、 仮 に 、 

this Very exterior is a means Of disguising the enterprise, andl so of more 
surely attairumg it, 1s it not Droof DositiVe of suDlme courage? 

みす ば ぼら し い 、 不 快 な 、 憎 むべ き 、 接 触 を 拒み た い 、 見 る の も 嫌 な 外見 は 、 目 的 の た 
め の 偽装 の 手段 で あれ ば 、 よ り 確 実に 目的 に 到達 する た め の 手 段 で あれ ば 、 崇 高 
な 勇気 の 明確 な 証 で ある ! 

When Rodin Decomes Dope, do you thnk that he wl sull De 則 clothed 
and dirty? 

M. Eugene Sue の 小説 の 登場 人 物 Rodin は 法王 に 成っ た な ら ば 粗悪 な 衣 を 着 た 
り 嫌 な 外見 を 装っ た り し な い ! 

Hence M. Eugene Sue has missed his point: 

M. Eugene Sue は 誤っ た 。 

his oDject was to deride superstitiont amd fanaticism, 

M. Eugene Sue の 目的 は 迷信 と 狂信 を 笑い も の に する 事 で あっ た 。 

Dut 

し か し 、 


what he attacks is intelligence, strength, gemius, the most slgnal human 
V1TtU6eS. 
誤っ て 、M. Eugene Sue は 知 、 力 、 天 才 、 無 上 の 人 の 美徳 を 攻撃 し た 。 


Were there many Rodins among the ]esuuts, were there one evel, ! 
would not giVe much for the success of the opposite party, In spte of the 
brilliant and maladroit special pleadings of its ilustrious adVocates. 


中 略 


To will well to will 1ong, to wl always, Dut never to lust after anythimg, 
肉欲 か ら は 何 も の に も 欲望 せ すず に 、 良 く 意思 する 事 、 長 く 意 思 す る 事 、 常 に 意思 する 
事 。 

such is the secret of DOoWer 

肉欲 か ら は 何 も の に も 欲望 せ ず に 、 良く 意 記 思 す る 事 、 長く 意 忌 和 思 す る 事 、 Tr 常に 意 記 思 す る 
事 は 力 の 秘訣 で ある 。 

and this is the magical arcanum 

肉欲 か ら は 何 も の に も 欲望 せ ず に 、 良 く 意 思 する 事 、 長 く 意 思 す る 事 、 常 に 意思 する 
事 は 魔術 の 秘密 で ある 。 

which Tasso Drings forward in the persons of the two kmights who come 
to deliVer Rimaldo and to destroy the enchantments of Armida. 

「 エ ル サ レ ム 解 放 」 で タッ ソ は 、 魔 女 ア ルミ ー ダ の 誘惑 を 打ち 砕い て リナ ルド を 救う 2 
人 の 騎士 で 、 魔 術 の 秘密 を 表し た 。 

They withstand eqdually the most charrmmimg nymphs and the most 
terriDle wild Deasts. 

魔術 の 秘密 で ある 2 人 の 騎士 は 、 無 上 に 魅力 的 な 女神 ニン フ に も 、 無 上 の 明 敬 する 
べき 獣 に も 、 同 じ 様 に 、 抵 抗 する 。 

They remain without desires and without fear and hence they attann 
ther end. 

魔術 の 秘密 で ある 2 人 の 騎士 は 、 肉 欲 の 欲望 の 無い まま 、 志 怖 の 無い まま 、 目 的 に 
到達 する 。 

Does it follow from this that a true magician inspires more fear than 
loVe? 

本 物 の 魔術 師 は 、 好 まし い 感 情 よ り も 景 敬 の 念 、 敬 速 する 気持 ち を 起こ させ る ! 

1 do not deny 1t, 

本 物 の 魔術 師 が 敬遠 する 気持 ち を 起こ させ る 事 を 否定 し な い 。 

and while abDundantly recogrisimng how sweet are the allurements of 
jife, 


一 方 、 人 生 の 誘惑 が 甘美 で ある 事 を 認め る 。 

while doing full justice to the gracious gen1us of AnacreOo, 

アナ クレ オン が 天才 で ある 事 を 公正 に 評価 する 。 

and to allthe youthful efflorescence ofthe poetry of love, 

愛 の 詩 の 全て の 若い 盛り を 公正 に 評価 する 。 

1 seriously inVite the estimaDle Votaries of pleasure to regard the 
transcendental sclences merely as a matter of curios1ty, 

エリ ファ ス レヴ ィ は 肉欲 の 快楽 の 心酔 者 に 超越 的 な 知 は 好奇 心 に だ け 留 め る 様 に 
真剣 に すす め る 。 

and neVver to aDDroach the magical tripodi 

エリ ファ ス レヴ ィ は 肉欲 の 快楽 の 心酔 者 に 魔術 の 三脚 に 近づか な い 様 に 真剣 に す 
すめ る 。 

the great Works of science are deadly for pleasure. 

知 の 大 いな る 務め は 死 を 肉欲 の 快楽 に も た ら す 。 

The man who has escaped from the chain ofinstmcts wil first of all 
realise his ommipotence Dy the suDmissiveness of arurmals. 
先天 的 な も の で ある 肉欲 の 鎖 か ら 解 脱し た 人 は 、 最 初 に 、 獣 が 従う と いう 形 で 、 自 身 
の 全能 を 実現 する で あろ う 。 

The history of Damielin the lions' den is no faDle, 

ダニ エル 書 6 章 の ライ オン の 穴 に 入れ られ た が 無事 で あっ た 預言 者 ダニ エル の 伝 
説 は 作り 話 で は な い 。 

and more than once, during the persecutions of imfant Christianity this 
phenomenor recurred in the presence of the whole Roman DeoDle. 
初期 の キリ スト 教 の 迫害 の 時 に 、 獣 が キリ スト 教徒 に 従う 現象 が 全 ロ ー マ 市 民 の 前 
で 1 度 だ け で は な く 、 く り 返さ れ た 。 

Aman seldom has anything to fear from an annmal of which he is not 
afraid. 

世 れ て いな い 動 物 を 恐ろし く 感 じ る 時 が 稀 に 有る 。 

The bullets of jules Gerard, the Hon-killer are magical and intelhgent. 
ライ オン し の Jules Gerard の 銃弾 は 魔術 的 で あり 知 的 で ある 。 

Once only did he run a real danger: 

Jules Gerard は 1 度 だ け 危 険 を お か し た 事 が 有 っ た 。 

he allowed a tmd compariorn to accompany hm, 

Jules Gerard は 肛 病 者 の 同行 を 許し た 。 

and 1ookimg upon this imprudent person as 1ost Deforehand, he also 
was afraid, not for himself but for his comrade. 

無 思慮 な 同行 者 の 命 が 失 われ そう に 成る の を 見 て 、]ules Gerard は 自身 の た め に 
で は な く 同 行者 の た め に 恐怖 を 覚え た 。 

Many persons wl say that it is difficult and even impossiDle to attann 
SuCh resolution, 

多数 の 人 々 は 「 肉 欲 か ら 解脱 する 決意 に 到達 する 事 、 ラ イオ ン を 滋 れ な い 決 意 に 到 
達する 事 は 、 困 難 で あり 、 不 可能 で すら 有る 。」 と 言う で あろ う 。 

that strength in vohtion and energy in character are natural gifts. 


多数 の 人 々 は 「 意 思 の 力 、 性 格 的 な 力 は 、 先 天 的 な 才能 で ある 。」 と 言う で あろ う 。 
1 do not dhspute 1t, 

否定 は し な い 。 

Dut 

し か し 、 

1 would poimt out also that haDit can reform nature: 

習慣 に よっ て 天性 を 変え られ る 。「 習慣 は 第 二 の 天 性 な り 。」。 

Volition can De perfected Dy education, 

教育 に よっ て 意思 を 完成 する 事 が 可能 で ある 。 

andL as 1 haVe Defore said!, 

前 に 話し た 様 に 、 

all magical, jike all relig1ous, ceremonral has no other end Dut thus to 
test, exerclse, and habituate the wil Dy perseverance and Dy force. 
全て の 宗教 の 儀式 の 目的 の 様 に 、 全 て の 魔術 の 儀式 の 目的 は 、 忍 耐 に よっ て 、 力 に 
よっ て 、 意 思 を 試す 事 、 意 思 を 鍛え る 事 、 意 思 を 慣らす 事 で ある 。 

The more difficult and 1aDorious the exercises, the greater their effect, 
実行 が 困難 で あれ ば ある ほど 、 効 果 は 大 きい 。 


as We have nowW adVanced far enough to see. 


中 略 


Ifit have Deen hitherto Impossible to direct the phenomena of 
magnetism, 1t 1S Decause an intiated and truly emancipated operator 
has not yet apDpeared. 

も し 磁気 の 催眠 術 の 現象 を 導く 事 が 未だ 不可 能 で あれ ば 、 秘 伝 伝授 者 で ある 肉欲 
か ら 本 当 に 自由 に 成っ た 催眠 術 師 が 未だ 現れ て いな いか ら で あ る 。 

Who can Doast that he is such? 

誰が 肉欲 か ら 本 当 に 自由 に 成っ た と 誇る 事 が 可能 で あろ うか ? い いえ ! 

HaVe We not ever new selt-conduests to make? 

人 は 常に 自身 を 克服 する べき で は な いか ? は い ! 

At the same tme, 

同時 に 、 

it is certain that nature will oDey the sign and the word of one who feels 
himself strong enough to De convinced of it. 

自分 を 自身 に 強く 十分 に 確信 させ た 人 の 身 ぶ り と 言葉 に 自然 が 自ら 従う の は 確か 
で ある 。 


1 say the nature will obey: I do not say that she will Dely herself or 
disturb the order of her Dossibilhites. 

「 自 然 が 自ら 従う 。」 と 話し た が 、「 自 然 が 自ら 自身 を 偽る 。」 と は 話し て いな いし 、「 自 
然 が 自ら 自然 の 可能 性 の 秩序 を 乱す 。」 と は 話し て いな い 。 
The heahing of nervous diseases Dy word, Dreath, or contact: 
言葉 に よっ て 、 息 に よっ て 、 触 れる 事 に よっ て 、 神 経 の 病 を 治せ る 。 

TeSurrectO 1n Certa1nt CaSeS: 

ある 場合 に は 、 復 活 さ せら れる 。 

resistance of evil wills sufficient to disarm and confound murderers: 
邪悪 な 意思 に 抵抗 し て 、 人 殺し か ら 武 器 を 取り 上 げ 、 人 殺し を 打ち 負かす 事 が で き 
る 。 

eVer the faculty of making one's self invisible Dy trouDlimg the sight of 
those whomm it is important to elude: 

逃れ る 必要 が 有る 人 々 の 視覚 を 乱す 事 に よっ て 自身 を 見 えな く で きる 。 

all this is a natural effect of projectmg or withdrawimng the astral light. 
上 記 は 、 全 て 星 の 光 の 放射 や 引き 寄せ に よる 自然 な 結果 で ある 。 
Thus was Valentius dazzled and terror-struck on entering the temple of 
CesaTeda, 
Valentius が Cesarea の 神殿 に 入っ た 時 に 感じ た 、 め まい と 恐怖 の 原因 は 星 の 光 
で ある 。 

eve as Heliodorus of old, oVercome Dy a sudden madness in the temple 
Of Terusalemm, 
Heliodorus が エル サレ ム の 神殿 で 突然 の 狂気 に 圧倒 され た 原因 は 星 の 光 で ある 。 
believed himself scourged and trampled Dy angels. 
Heliodorus は 天使 達 、 神 の 聖霊 達 が Heliodorus を むち で 打ち 、 踏 み に じ っ た と 
信夫 玩 。 
Thus also the Admiral de Coligmy imposed resDect on his assasS1nS, 

音 殺 者 ども が Adrniral de Coligny に 敬意 を 覚え た 原因 は 星 の 光 で ある 。 

and could only De despatched Dy a madman who fell upon him with 
avertedl head. 
顔 を そむけ た 狂人 だ けが Admiral de Coligny を 殺す 事 が で きた 。 
What rendered ]oan of Arc invariaDly victorious was the fascination of 
her faith and the miracle of her audacity: 

ジャ ン ヌ ダル ク の 信心 に よる 魅力 と ジャ ン ヌ ダル ク の 大 胆 さ に よる 奇跡 が ジャ ン ヌ 
ダル ク を 常に 勝利 させ た 。 

she paralysed the arms of those who would have assailed her 

ジャ ン ヌ ダル ク は 敵 の 腕 を し びれ させ た 。 

and the English may haVe very well Deen simcere im regarding her as a 
wrtch or a SOTCeTeSS. 

イギリス 人 は ジャ ン ヌ ダル ク が 魔女 で ある と 真面目 に 考え た 。 
As a fact, 

事実 、 

She Was a SOrCereSS UTCOnSC10USIY, 


ジャ ン ヌ ダル ク は 知ら な いで 奇跡 を 起こ し た 聖女 で あっ た 。 

herself Delieving that she acted supernaturallY, 

ジャ ン ヌ ダル ク 自 身 は 自分 は 超自然 的 に 行動 し て いる と 信じ て いた 。 

while 

し か し 、 

she was really dnsposinmg of an occult force which is universal and 
InmVariaDly goVerned Dy the same lawWs. 

実際 は 、 ジ ャ ン ヌ ダル ク は 自然 の 法 が 普遍 に 常に 統治 する 隠さ れ た 力 を 応用 し て い 
こ 。 

The magus-magnetiser should have command of the natural medium, 
魔術 師 、 催 眠 術 師 は 自然 の 仲介 する も の で ある 星 の 光 を 統治 する べき で ある 。 
andL conseduently 

結果 と し て 、 

Of the astral Dody 

魔術 帥 、 催 眠 術 師 は 星 の 体 を 統治 する べき で ある 。 

by which our soul commumnncates WIth our organSs. 

星 の 体 に よっ て 、 人 の 魂 は 自身 の 肉体 の 器官 と 交信 する 。 

He can say to the material Dody "Sleep!" and to the sidereal Dody 
"Dreamn!" 

魔術 師 は 、 肉 体 に 「 眠 りな さい !」 と 話し 、 星 の 体 に 「 夢 を 見 な さい !」 と 話せ る 。 
Thereupor, the aspect of visiDle thmgs changes, as in haschish-VisionSs. 
魔術 師 が 、 肉 体 に 「 眠 りな さい !」 と 話し 、 星 の 体 に 「 夢 を 見 な さい !」 と 話す と 、 麻薬 
使用 時 の 映像 の 様 に 、 目 に 見 える も の の 外見 が 変わ る 。 

Cagliostro is said to have Dossessed this Dower 

カリ オス トロ は 幻視 の 力 を 持っ て いる と 話し て いた 。 

and he increased its action Dy means of fumigations and Derfumes: 

カリ オス トロ は 、 煙 や 香 に よっ て 、 幻 視 の 作用 を 強め た 。 

Dut 

し か し 、 

true magnetic aDilhty should transcend these auxiliaries, 

本 物 の 條 気 の 催 眠 術 の 力 は 煙 や 香 と いっ た 助け を 超越 する べき で ある 。 

all more or less imimncal to reason 

多かれ 少な か れ 、 煙 や 香 と いっ た 全て の 助け は 、 理 性 に 有害 で ある 。 

and destructive of health. 

多かれ 少な か れ 、 煙 や 香 と いっ た 全て の 助け は 、 健 康 に 有害 で ある 。 

M. Ragor, in his learned work on Occult Masonry, gives the recipe for a 
series Of medicaments suitaDle for the exaltation of somnamDbulism. 
学 の 有る 作品 「 メ イソ ン の オカ ルト 」 で ラゴン は 催眠 術 を 強め る の に 適し た 一 連 の 薬 
の 処方 せん を 記し て いる 。 

It is Dy no means a kmowledge to De desplsed!, 

催眠 術 を 強め る 楽 の 知 を 軽視 する べき で は な い 。 

Dut 

し か し 、 


Drudlent magists shouldl avoid its DractCe. 

思慮 の 有る 魔術 師 は 催眠 術 を 強め る 薬 の 実践 を 避け る べき で ある 。 

The astral light is projected Dy glance, Dy volce, and Dy the thumD and 
palm of the hand. 

人 は 星 の 光 を 視線 、 声 、 親 指 、 手 の ひら に よっ て 放射 する 。 

Music is a Dotent auxiliary of the Voice, 

歌 と いっ た 音楽 に は 声 を 助け る 力 が 有る 。 

and hence comes the word enchantment. 

魔術 、 誘 惑 、 魔 術 に か か っ た 状態 、 誘 惑 に か か っ た 状態 、 忘 我 状態 を 意味 する 
enchantment の 語源 は 歌う で ある 。 

No muslcal instrument has more enchantmenrnt than the human Vo1ce, 
人 の 声 は 無 上 の 魔術 と 誘惑 の enchantment の 音楽 的 な 手段 で ある 。 

but the far away notes of a vioHm or harmonica may augment its DOWer 
遠く か ら 聞 こえ る ヴァ イオ リン や ハー モニ カ の 音 は 声 の 力 を 強め る 。 

The suDject whomm it 1S Droposed to 0OVercome 1S In this way DreDarei: 
圧倒 し た い 被 催眠 者 に 音楽 を 聞か せ て 催眠 術 の 用 意 を する 。 

then, when he is half-deadened andl 

被 催 眠 者 が 半ば 無 感覚 に 成っ た 時 に 、 

as 1t Were, enVeloped Dy the charm, 

言わ ば 、 催 眠 術 の 魔術 と 誘惑 が 被 催眠 者 を 包ん だ 時 に 、 

the hands should De extended towards hm, 

催眠 術 師 は 被 催 眠 者 に 向け て 手 を 伸ばす べき で ある 。 

he should De commanded to sleep or to see, 

催眠 術 師 は 被 催眠 者 に 「( 肉 体 よ 、) 眠 りな さい 。」、「( 星 の 体 よ 、 夢 を ) 見 な さい 。」 と 
命令 する べき で ある 。 

and 

する と 、 

he wl obey despite himself. 

自身 と は 無関係 に 、 被 催眠 者 は 催眠 術 師 に 従う 。 

Should he resist, 

仮に 被 催眠 者 が 催眠 術 師 に 抵抗 する な ら ば 、 

a fixed glance must De directed towards him, 

催眠 術 師 は 被 催眠 者 を じっと 見 つめ る 必要 が 有る 。 

one thumb must De placed Detween his eyes and the other on his Dreast, 
touching him lightly with a single and swift contact 

催眠 術 師 は 、 一 方 の 親指 を 被 催眠 者 の 両目 の 間 に 置 き 、 他 方 の 親指 を 被 催眠 者 の 
胸 の 上 に 置き 、 軽 く < 速く 触れ る 必要 が 有る 。 

the breath must be slowly drawn in and agan Dreathed gently and 
warmly forth, 

催眠 術 師 は 息 を 、 ゆ っ くり 吸い 込み 、 優 し く 暖 か く 吹 き 込む 必要 が 有る 。 
repeatimg in a 1oW Voce, "Sleep!" or "See!" 

催眠 術 師 は 低い 声 で 「( 肉 体 よ 、) 眠 りな さい !」、「( 星 の 体 よ 、 夢 を ) 見 な さい !」 と 、 く り 
返す 必要 が 有る 。 


CHAPTER VII. 


THE SEPTENARY OF TALISMANS. 
タリ スマ ン の 7 つ 1 組 。 
CEREMONIES, Vestments, Derfumes, characters and figures, Deng, as 
we haVe stated, necessary to enlist the imagination in the education of 
the wl 
すでに 話し た 様 に 、 儀 式 、 衣 、 香 、 文 字 、 図 形 は 想像 力 で 意思 を 教育 する た め に 必要 
で ある 。 
the success of magical works depends upon the faithful obDservation of 
all the rites, 
魔術 の 作業 の 成功 は 全て の 儀式 の 信心 深い 結果 に 左右 され る 。 
which are in no sense fantastic or arDitrary, 
全て の 本 物 の 魔術 の 儀式 に は 根拠 が 有る 。 全 て の 本 物 の 魔術 の 儀式 は 気まぐれ で 
は な い 。 
having Deen transmitted to us Dy antidu1ty, 
全て の 本 物 の 魔術 の 儀式 は 古代 か ら 伝え られ た 物 で ある 。 
and permanently suDsistimg by the essential laws of analogical 
realisation and of the correspondence which inevitaDly connects ideas 
and forms. 
全て の 本 物 の 魔術 の 儀式 は 、 類 推 可能 性 の 実現 の 基本 の 法 に よっ て 、 概 念 と 形 の 
必然 の 対応 の 基本 の 法 に よっ て 、 永 遠 に 存在 する 。 
Having sDent many years 1n Consultimg and comparing all the most 
authentic grumores and magical rituals, 
エリ ファ ス レヴ ィ は 、 全 て の 無 上 の 信頼 する べき 魔術 書 と 魔術 の 儀式 の 、 調 査 と 比 
較 に 多年 を 費やし た 。 
we have succeeded, not without 1abour in reconstitutimg the ceremonal 
Of universal and primeVval mag1C. 

苦労 し て 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ は 普遍 の 古代 の 原初 の 魔術 の 儀式 の 復元 に 成功 し た 。 
The only serious Dooks which we have seen upor this suDject are In 
manuscr1pt, written in ConVentional characters which we have 
deciphered Dy the help of the polygraphy of Trithemius. 
魔術 の 儀式 に つい て の 真剣 な 本 は 、 数 が 限ら れ て お り 、 手 書き で 、 ト リ テ ミ ウス の 「 ポ 
リグ ラフ ィ ア 」 の 助け で 解読 し た 暗号 で 書か れ て いる 。 
The importance of others consists who]ly in the hieroglyphs and 
SymDbols which adorn them, 
トリ テ ミ ウ ス の 「 ポ リグ ラフ ィ ア 」 で 解読 で きる 暗号 で 書か れ て いる 本 以外 の 本 は 全 
体 が 象徴 で 書か れ て いる 。 
the truth of the images Deing disguised under the superstitious fictions 
ofa mystlfyinmg text. 
トリ テ ミ ウ ス の 「 ポ リグ ラフ ィ ア 」 で 解読 で きる 暗号 で 書か れ て いる 本 以外 の 本 は 象 
徴 の 真理 を 謎 の 言葉 に よる 迷信 的 な 虚構 で 偽装 し て いる 。 


Such, for example, is the "Enchiridion" of Pope Leo III., which has never 
been Drinted wrth its true figures, 

例え ば 、 法 王 レオ 3 世 の 「Enchiridion」 は 正しい 図形 で 印刷 され た 事 が 無い 。 
and we have reconstructed it for our own use after an anclent 
manuscr1pt. 

エリ ファ ス レヴ ィ は 法王 レオ 3 世 の 「Enchiridion」 を 古代 の 手書き の 本 を 元 に 復 
元 し た 。 

The rituals known under the name of the "Clavicles of Solomon" are 
Very numeTOoUus. 

「 ソ ロモ ン の 小 鍵 」 と いう 名 前 で 知ら れ て いる 魔術 書 は 多数 存在 する 。 

Many have Deen printed, while others remaim in manuscr1DtS, 
transcr1Ded with great care. 

「 ソ ロモ ン の 小 鍵 」 は 多数 が 印刷 され た が 、 残 り は 細心 の 注意 で 書き 写 さ れ て いる 
手書き で ある 。 

An exceedimgly fime and elegantly written example is DreserVved in the 
Imperial LiDrary: 

良い 上 質 な 「 ソ ロモ ン の 小 鍵 」 が 帝国 図書 館 に 保存 され て いる 。 

1t is enriched with pantacles and characters 

帝国 図書 館 の 「 ソ ロモ ン の 小 鍵 」 に は 多数 の pantacle と 絵 が 描か れ て いる 。 
most of which have Deen reproduced in the maglcal calendars of Tych0- 
Brahe and Duchentau. 

帝国 図書 館 の 「 ソ ロモ ン の 小 鍵 」 の pantacle と 絵 の 多数 は ティ コ ブラ ー エ の 魔術 
の カレ ンダ ー、Duchentau の 魔術 の カレ ンダ ー の pantacle と 絵 を 盗用 し た 物 で あ 
る 。 

Lastly, there are printed clavicles amd grimoires which are catch-Denny 
mystifications and impostures Of dishonest publishers. 

最後 に 、 金 銭 目当て の まがい 物 で あり 詐欺 出版 者 が 詐称 し た 物 で ある 偽物 の 「 ソ ロ 
モン の 小 鍵 」 と 偽物 の 魔術 書 が 存在 する 。 

The book so notorious and decried formerly under the name of "Little 
AlDert" belongs mainly to the latter category: 

悪名 高い 18 世紀 の 「Little Albert」 は 大 部 分 が 金銭 目当て の まがい 物 で ある 。 
some talismaruc figures, and some calculations Dorrowed from 
Paracelsus, are 1tS OnIy ser1OUS DaTtSs. 

パラ ケル スス の タリ スマ ン の 絵 と 計算 を 盗用 し た 「Tittle Albert」 の 一 部 の タリ スマ 
ン の 絵 と 計算 だ けが 、 ま が い 物 で は な い 。 

In any matter of realisation and ritual Paracelsus 1s an imposing 
magical authority. 

実現 と 儀式 に つい て は 、 パ ラケル スス が 魔術 の 大 いな る 権威 で ある 。 

No one has accomplished works greater than his, 

パラ ケル スス より 大 いな る 作業 を 成就 し た 者 は いな い 。 

and for that Very reason 

上 記 の 理由 か ら 、 

he conceals the Virtue of ceremorues 


パラ ケル スス は 儀式 の 力 を 隠し た 。 

and merely teaches in his occult philosophy the existence of the 
magnetic agent of the ommnipotence of wi 

隠さ れ た 哲学 で パラ ケル スス は 意思 の 全能 の 磁気 の 代行 者 の 存在 だ け を 教え た 。 
he also sums the whole science of characters twWo signs, the 
macrOCOSTruc and microcosmlc stars. 

パラ ケル スス は 図形 の 全て の 知 を 大 宇宙 の 星 で ある 六 世 星 と 小宇宙 の 星 で ある 五 
記 星 と いう 2 つの 図形 に 要約 し た 。 

It was sufficient for the adeDtS, 

上 記 で 、 達 道 者 に は 十分 で ある 。 

andit was Important not to initiate the Vulgar 

大 衆 に 秘伝 伝授 し な い 事 が 重要 で ある 。 

Paracelsus, therefore, did not teach the ritual, Dut he practised, 

上 記 の 理由 か ら 、 パ ラケル スス は 儀式 を 教え な いで 実践 だ けし た 。 

and his practice Was a SedUenCe Of miracles. 

パラ ケル スス の 実践 は 奇跡 の 連続 で あっ た 。 

We have spoken of the magical importance of the triadl and tetrad. 
すでに 話し た 様 に 、3 つ 1 組 と 4 つ 1 組 は 魔術 的 に 重要 で ある 。 

Their combination consttutes the great reig1ous and KaDDalistic 
numDber which represents the universal synthesis 

3 つ 1 組 と 4 つ 1 組 の 組み 合わ せ は 普遍 の 総合 を 表す 大 いな る 宗教 的 な カバ ラ 的 
な 数 で ある 。 

and comprises the sacred septenary, 

3 つ 1 組 と 4 つ 1 組 の 組み 合わ せ は 神 の 7 つ 1 組 と 成る 。 

In the Delief of the ancients, the world is goVerned Dy seVen secondary 
CaUSGS- 

古代 人 は 7 つの 二 次 的 な 原因 が 世界 を 統治 し て いる と 信じ て いた 。( 第 一 原因 は 神 
で ある 。) 

Secundaei, as Trithemius calls them- 

トリ テ ミ ウ ス は 7 つの 二 次 的 な 原因 を secundaei と 呼ん だ 。 

which are the umiversal forces designated Dy Moses under the plural 
name 0f Eloim, gods. 

7 つの 二 次 的 な 原因 は 7 つの 普遍 の 力 で ある 。 モ ー セ は 7 つの 二 次 的 な 原因 、7 つ 
の 力 を 神 の 複数 形 、 エ ロ ヒ ム 、 神 々 と 呼ん だ 。 

These forces, amalogous and contrary to one another 

7 つの 力 は 相互 に 類推 可能 で ある 。7 つの 力 は 相互 に 対立 し て いる 。 

Droduce eduilibrium by their contrasts, 

7 つの 力 は 対立 に よっ て 、 つ り 合 い を も た ら す 。 

and rule the motion of the spheres. 

7 つの 力 は 7 惑星 の 動き を 統治 する 。 

The Hebrews termed them the seven great archangels, g1ving them the 
names of Michael, GaDriel, Raphael, Anael, Samael, Zadkiel, and 
Oriphiel. 


へ ブラ イ 人 は 7 つの 力 を ミカ エル 、 ガ ブリ エル 、 ラ ファ エル 、 ア ナ エ ル 、 サ マエ ル 、 ザ ド 
キ エ ル 、 オ リフ ィ エ ル と いう 7 つの 大 いな る 大 天使 の 名 前 で 呼ん だ 。 
The Christian Gnostics named the four 1ast Uriel, Barachiel, Sealtiel, and 
Jehudiel. 
グノー シス 主義 者 は 7 つの 力 を ミカ エル 、 ガ ブリ エル 、 ラ ファ エル 、 ウ リエ ル 、 バ ラキ 
エル 、 セ アル ティ エル 、 イ エフ ディ エル と 呼ん だ 。 
Other nations attriDuted to these spirits the government of the seven 
chief planets, and gaVe them the names of their chief diVinmities. 
他 の 国々 は 7 惑星 の 統治 を 7 つの 霊 に 委ね て 7 つの 主 な 神々 や 天使 の 名 前 で 呼 
ん で いる 。 
All believed in their relatVe influence: 
全て の 人 々 は 7 惑星 の 感化 力 を 信じ て いる 。 
astronomy divided the antiqdue heaven Detween them, 
古代 の 天文 学 は 7 惑星 で 天 を 分 けた 。 
and allotted the seven days of the Week to ther success1ive goVernmment. 
古代 の 天文 学 は 7 つの 曜日 を 7 惑星 に 統治 させ た 。 
Such is the reason of the Various ceremorues Of the maglcal week and 
the septenary Cultus of the planets. 
上 記 が 魔術 の 1 週間 の 様々 な 儀式 と 7 惑星 の 7 つ 1 組 の 儀式 の 理由 で ある 。 
We have already oDserved that here 
すでに 話し た 様 に 、 
the planets are signs and nothing else: 

7 惑星 は 象徴 で ある 。 
they have the influence which umiversal faith attriDutes 
7 惑星 は 普遍 の 信心 に よる 感化 力 を 持っ て いる 。 
Decause 
な ぜ な ら 、 
they are more truly the stars of the human mind than the orDs of 
heaven. 

7 惑星 は 天体 と 言う より 人 の 精神 の 星 で ある 。 
The sun, which antidue magic always regarded as fixed, 
古代 の 魔術 は 常に 太陽 を 固定 され て いる も の と 考え た 。 
could only De a planet for the Vulgar: 
大 衆 に と っ て の み 太 陽 は 惑星 で あっ た 。 
hence 
上 記 の 理由 か ら 、 
it represents the day of repose in the weeKk, 
太陽 は 安息 日 を 表す 。 
which we term Sunday( つ dimanche in French) without kmnowing WhYV 
理由 は 知ら な い が 、 フ ラン ス 語 で は 日 曜 を 「dimanche」 と 言う 。 
the day ofthe sun among the ancients. 
古代 人 に は 安息 日 は 太陽 の 日 で ある 。 


The seven magical planets corresDond to the seven colours of the prism 
and the seven notes of the muslcal OctaVe: 

魔術 的 な 7 惑星 は プリ ズム の 七色 と 七 音 音階 に 対応 し て いる 。 

they represert also the seVen VirtueSs, 

古代 人 は 7 つの 徳 を 7 惑星 で 表 し た 。( 信 仰 の 太陽 、 思 慮 の 水星 、 愛 の 金星 、 希 望 
の 月 、 勇 気 の 火星 、 正 義 の 木星 、 節 制 の 土星 。) 

andL Dy opposition, the seven Vices Of Christian ethics. 

古代 人 は 7 つの 徳 に 対立 する キリ スト 教 の 倫理 道徳 の 七 つ の 大 罪 、 七 つの 死に 至 
る 大 罪 を 7 惑星 で 表し た 。( 令 慢 の 太陽 、 怠 情 の 水星 、 色 欲 の 金星 、 條 欲 の 月 、 慎 怒 
の 火星 、 如 の 木星 、 暴 食 の 土星 。) 

The seven sacraments correspDond equally to this great un1versal 
septenary. 

大 いな る 普遍 の 7 つ 1 組 で ある 7 惑星 は カト リッ ク の 七 つ の 秘 跡 に 対応 し て いる 。 
( 七 つ の 秘 跡 は 洗礼 、 神 の 聖霊 を 授かる 堅 信 、 パ ン を イエ ス の 肉 と 思っ て 頂く 聖体 、 
ゆる し 、 病 者 へ の 塗 油 、 祭 司 に する 叙 階 、 結 婚 で ある 。 太 陽 の 祭司 に する 叙 階 、 水 星 
の 神 の 聖霊 を 授かる 堅 信 、 金 星 の 結婚 、 月 の 洗礼 、 火 星 の ゆ る し 、 木 星 の パ ン を イエ 
ス の 肉 と 思っ て 頂く 聖体 、 土 星 の 病 者 へ の 塗 油 。) 

Baptism, which consecrates the element of water corresDponds to the 
mooT: 

月 に 対応 する 、 水 の 元素 を 清め る 、 洗 礼 。 

asCcetic DenanCe is under the ausDices of Samael, the angel of Mars: 
火星 の 天使 で ある サマ エル の 助け の 下 で の 、 禁 欲 や 苦行 に よる 、 ゆ る し 。 
Confirmation, which imparts the spirit of understanding and 
commurucates to the true Deliever the gift of tongues, is under the 
auSD1Cces of Raphael, the angel of Mercuryi: 

水星 の 天使 で ある ラフ ァ エ ル の 助け の 下 で の 、 本 物 の 信者 が 異 言 を 授かる 、 理 解 の 
神 の 聖霊 を 授かる 堅 信 。 

the Eucharist suDstitutes the sacramental realsation of God made man 
for the empire of jupiter: 

木星 の 統治 の 代わ り に 、 人 に 成っ た 神 イ エス の 実現 の 秘跡 を 応用 する 、 パ ン を イエ 
ス の 肉 と 思っ て 頂く 聖 体 。 

marriage 1S COnsecrated Dy the angel Anael, the purifyimg genius of 
VenuUs: 

金星 の 清め る 神 の 聖 圭 で ある 天使 アナ エル が 清め る 、 結 婚 。 

extreme unction is the safeguard of the sick about to fall under the 
Scythe of Saturn, 

土星 の 鎌 の 下 に 倒れ よう と し て いる 病 者 を 守る 、 病 者 へ の 塗 油 。 

and orders, consecratimg the priesthood of light, is marked, more 
esDeclally Dy the characters of the sum. 

太陽 の 特徴 が より 特別 に 表す 、 光 の 祭司 を 清め る 、 祭 司 に する 叙 階 。 

Almost all these analogies were oODserved Dy the learned Dupuis, 

博識 な デュ ピュ イ は 上 記 の 類推 の ほとん ど 全 て に 気づい た 。 


who thence concluded that all religions were false, imstead of 
recogmising the sanctity and perpetuity of a simgle dogma, eVer 
reDrOduced in the umnversal symDolism of successiVe religious forms. 
そこ か ら 、 デ ュ ピ ュ イ は 、 一 連 の 宗教 の 形 の 普遍 の 象徴 が 常に も た ら す 唯一 の 考え 
の 神聖 さと 永遠 性 を 認め る 代わ り に 、 全 て の 宗教 は 虚偽 で ある と 結論 し た 。 
He failed to understand the permanent revelation transmitted to 
human gerius Dy the harmonies of nature, 

デュ ピュ イ は 自然 の 調和 が 人 の 天才 に 伝え る 永遠 の 啓示 を 理解 で き な か っ た 。 
and Deheld only a catalogue of errors in that chain ofingemious images 
and eternal truths. 

デュ ピュ イ は 巧妙 な 映像 と 永遠 の 真理 の 鎖 を 誤り の 一 覧 表 と し か 見 な か っ た 。 
Magical works are also seVen In numDer: 

魔術 の 作業 は 7 で ある 。 

1, works of light and riches, under the ausDices of the su 

1、 太 陽 の 助け の 下 で の 、 光 と 富 の 作業 。 

2, WOrks of divination and mystery, under the inVocation of the moon: 
2、 月 へ の 祈り の 下 で の 、 占 いと 神秘 の 作業 。 

3, WOrKks of ski, science, amd eloduence, under the protection of 
Mercury: 

3、 水 星 の 守 り の 下 で の 、 技 、 知 、 雄 弁 の 作業 。 

4, works of wrath and chastisement, consecrated to Mars: 

4、 火 星 に ささ げ ら れ た 、 怒 り と 懲らしめ の 作業 、 色 り と 罰 の 作業 。 

5, WOrKs of loVe, favoured Dy Venus: 

5、 金 星 が 助け る 、 愛 の 作業 。 

6, works of ambiton and intrigue, under the auspices of jupiter: 

6、 木 星 の 助 け の 下 で の 、 熱 望 と 術 策 の 作業 。 

7, WOrks of malediction and death, under the patronage of Saturn. 
7、 土 星 の 助 け の 下 で の 、 呪 いと 死 の 作業 。 

In theological symDoHsm, 

神学 の 象徴 で は 、 

the sun represents the word of truth: 

太陽 は 真理 の 言葉 を 表す 。 

the moon, religion itself: 

月 は 宗教 で ある 。 

Mercury, the interpretation and science of mysteries: 

水星 は 神秘 の 解釈 と 知 で ある 。 

Mars, just1Ce: 

火星 は 正義 で ある 。 

Venus, mercy and loVe: 

金星 は 思い や り と 愛 で あ る 。 

Jupiter the risen and glorious SaV1OUT: 

木星 は 復活 し た 昇天 し た 栄光 の 救い 主 イ エス で ある 。 

Saturn, God the Father or the jehovah of Moses. 


土星 は 父 で ある 神 、 モ ー セ の ヤ ハ ウェ で ある 。 

In the human body 

人 の 体 で は 、 

the sun is amalogous to the heart, 

太陽 は 心臓 に 対応 し て いる 。 

the moor to the Drair, 

月 は 脳 と 対応 し て いる 。 

Jupiter to the right handl 

木星 は 右手 と 対応 し て いる 。 

Saturr to the left, 

土星 は 左手 と 対応 し て いる 。 

Mars to the left foot, 

火星 は 左足 と 対応 し て いる 。 

Venus to the right, 

金星 は 右足 と 対応 し て いる 。 

Mercury to the generative Organs, 

水星 は 生殖 器官 に 対応 し て いる 。 水 星 は 性 器 に 対応 し て いる 。 
whence 

上 記 の 理由 か ら 、 

an androgyne figure is sometmmes attriDuted to this planet. 
時 々 、 水 星 を 両性 具有 者 の 姿 で 表す 。 

In the human face, 

人 の 顔 で は 、 

the sun goVverns the forehead!, 

太陽 は 額 を 統治 する 。 

Jupiter the right 

木星 は 右目 を 統治 する 。 

and Saturn the left eye: 

土星 は 左目 を 統治 する 。 

the moor rules Detweer Doth at the root of the nose, 
月 は 両方 の 鼻 根 を 統治 する 。 

the two phlanges(? っ alae) of which are governed Dy Mars and Venus: 
火星 と 金星 は 2 つの 鼻 押 、 小 上 鼻 を 統治 する 。 

finally, the influence of Mercury 1s exerclsed on mouth and chin. 
水星 は 口 と あご を 統治 し て いる 。 

Among the ancients these notions constituted the occult science of 
physiognomy 

上 記 の 考え が 、 古 代 人 の 人 相 学 の 隠さ れ た 知 で ある 。 
afterwards 

後に 、 

imperfectly recovered Dy Lavater 

Lavater は 不 完全 で は ある が 人 相 学 を 復活 させ た 。 


The magus who intends undertaking the works of light must operate on 
a Sunday 

日 曜 に 、 光 の 作業 に 取り 組 も うと 思う 魔術 師 は 光 の 作業 を 行う 必要 が 有る 。 
from midmight to eight in the morning, or from three in the afternoon to 
ten in the evemng. 
日 曜 の 真夜 中 の 午前 0 時 か ら 朝 の 午前 8 時 まで の 間 に 、 ま た は 、 日 曜 の 午後 3 時 
か ら 肖 の 午後 10 時 まで の 間 に 、 光 の 作業 に 取り 組 も うと 思う 魔術 師 は 光 の 作業 を 
行う 必要 が 有る 。 
He should wear a DurDle Vestment, 
日 曜 の 法衣 の 色 は 紫 で ある べき で ある 。 
wrth tara and Dracelets of gold. 
日 曜 は 金 の 法王 の 三重 冠 と 金 の 腕輪 を 身 に つけ る べき で ある 。 
The altar of perfumes and the tripod of sacred fire must De encircled Dy 
wreaths of laurel, heliotrope, amd surflowers: 
日 曜 の 祭壇 と 三脚 で ある 香 の 祭 壇 と 神 の 火 の 三 脚 は 月 桂樹 、 ヘ リオ トロ ー プ 、 ひ ま 
わり の 花輪 で 囲む 必要 が 有る 。( 月 桂樹 は ギリ シャ の 光 の 神 ア ポロ ン の 樹 で ある 。 へ 
リオ トロ ー プ は ギリ シャ 語 で 「 太 陽 に 向かう 」 を 意味 する 。) 
the perfumes are cimnamor strong incense, saffron, and red sanda: 
日 曜 の 理 は シナ モン 、 強 い 乳 香 、 サ フラ ン 、 ロ ー ズ ウッ ド で ある 。 
the ring must De of gold, with a chrysohith( = chrysolite) or ruby: 
日 曜 の 指輪 は chrysolite の 金 の 指輪 か ルビ ー の 金 の 指輪 で ある 必要 が 有る 。 
(chrysolith、chrysolite は ギリ シャ 語 で 金 の 石 を 意味 する 。) 
the carpet must De of lion skinms, 
日 曜 の 敷物 は ライ オン の 皮 で ある 必要 が 有る 。 
the fans of sparrow-hawk feathers. 
日 曜 の 扇 (お う ぎ ) は ハイ タカ の 羽 で ある 必要 が 有る 。( ハ イタ カ の 語源 は 疾 き 應 で あ 
る 。) 
On Monday the roDe is white, 
月 曜 の 法衣 の 色 は 白 で ある 。 
embroidered wrth silVer 
月 曜 の 白 の 法衣 に は 銀 を 織り 込む 。 
and having a triple collar of pearls, crystals, and selenite: 
月 曜 の 白 の 法衣 の 首飾り は 真珠 、 水 晶 、 セ レナ イト の 3 つ 1 組 の 首飾り で ある 。( セ 
レナ イト の 語源 は ギリ シャ 語 で 月 を 意味 する セレ ネ で ある 。) 
the tara mmust be covered wrth yellow silk, 
月 曜 の 法王 の 三重 冠 は 黄色 の 絹 で 覆う 必要 が 有る 。 
emDblazoned with silver characters forming the Hebrew monogram of 
Gabriel, as giVen in the "Occult Philosophy" of Agrippa: 
月 曜 の 法王 の 三重 冠 に は コル ネリ ウス アグ リッ パ の 「 隠 秘 哲 学 」 に 記さ れ て いる へ 
ブラ イ 文 字 の 組み 合わ せ 文 字 に よる ガブ リエ ル と いう 名 前 を 銀 で 描く 。 
the perfumes are white sandal, camphor amDer aloes, and DulVerised 
seed Of cucurmDer: 
月 曜 の 香 は 白 、 カ ン フ ル 、 龍 香 、 沈 香 、 キ ュ ウ リ の 種 の 粉 で ある 。 


the wreaths are mugwort, moonwort, and Yellow ranumculuses. 

月 曜 の 花冠 は マグ ワー ト 、 ル ナリ ア 、 黄 色 の ラナ ン キ ュ ラ ス の 花冠 で ある 。( ル ナリ ア 
の 語源 は ラテ ン 語 で 月 を 意味 する ルナ で ある 。) 

Tapestries, garmerts, and oDjects of a Dlack colour must De avoidedi 
月 曜 は 黒い 布 、 黒 い 衣 、 黒 い 物 を 避け る 必要 が 有る 。 

and no metal except s1lVer should De worn on the Derson. 

月 曜 は 銀 以 外 の 金属 を 身 に つけ る べき で は な い 。 

On Tuesday, a day for the operations of VengeantCe, 

火曜 は 報復 の 作業 の た め の 日 で ある 。 

the colour of the Vestment should De that of flame, rust, or Dlood!, 
火曜 の 法衣 の 色 は 赤 で ある べき で ある 。 赤 は 火 、 金 属 の さび 、 血 の 色 で ある 。 
wrth Delt and Dracelets of steel. 

火曜 の 帯 と 腕輪 は 鉄 の 帯 と 鉄 の 腕輪 で ある 。 

The tiara must De Dound with goldi: 

火曜 の 法王 の 三重 冠 は 金 で 縛る 必要 が 有る 。 

the rod must not De usedl 

火曜 は 杖 を 用 いる な か れ 。 

Dut only the magical dagger and swordi: 

火曜 は ( 杖 の 代わ り に ) 魔 術 の 短剣 と 魔術 の 剣 を 用 いる 必要 が 有る 。 

the wreaths must De of aDsynth and rue, 

火曜 の 花冠 は 苦 ヨモギ と ヘン ルー ダ の 花冠 で ある 必要 が 有る 。 

the ring of steel, with an amethyst for preclous stone. 

火曜 の 指輪 は 紫水 唱 の 鉄 の 指輪 で ある 。 

On Wednesday, a day favouraDle for transcendent science, 

水曜 は 超越 的 な 知 に 都合 の 良い 日 で ある 。 

the Vestment should De greer, or shot wlth Var1ouS COl1OUTS, 

水曜 の 法衣 の 色 は 緑色 か 色々 な 色 で ある べき で ある 。 

the necklace of pearls in hollow glass beads contaimimg mercury, 
水曜 の 首飾り は 水銀 が 入っ て いる 中 空 の ガラ ス の ビー ズ と 上 真珠 の 首飾り で ある 。 
the perfumes Denzoin, mace, amnd storaX, 

水曜 の 香 は 安息 香 、 メ ー ス 、 蘇 合理 で ある 。 

the flowers, narcissus, Hly, herD mercury, fumtory, and marjolane: 
水曜 の 花 は 水仙 、 百 合 、 山 藍 ( ヤ マ ア イ )、 カ ラク サケ マン 、 マ ジョ ラム で ある 。 
the jewel should De the agate. 

水曜 の 宝石 は メノウ で ある べき で ある 。 

On Thursday, a day of great religious and Dolitical ODerattOnS, 
木曜 は 大 いな る 宗教 的 な 作業 と 大 いな る 政治 的 な 作業 の 日 で ある 。 

the Vestment should De scarlet, 

木曜 の 法衣 の 色 は 黄色 い 赤 で ある スカ ー レ ッ ト で ある べき で ある 。 

and on the forehead should De worn a Drass taDlet with the character of 
the spirit of Tupiter and the three words: GIARAR, BETHOR, 
SAMGABIEL: 


木曜 は 、 木 星 の 神 の 聖霊 の 絵 と GIARAR、 ベ トー ル 、SAMGABIEL と いう 3 つの 言 
葉 が 記さ れ て いる 真 欠 ( し ん ちゅ う ) の 板 を ひたい に 身 に つけ る べき で ある 。( 真 鈴 、 黄 
銅 は 金 の 代わ り で ある 。 ベ トー ル は 、 い くつ か の 魔術 書 で 木星 を 統治 する 霊 の 名 前 
で ある 。) 

the perfumes are incense, amDergris, Dalm, grain of Daradise, maC1S, 
and saffron: 

木曜 の 香 は 乳 香 、 龍 江 理 、 バ ル サ ム 、 ギ ニア ショ ウ ガ 、macis、 サ フラ ン で ある 。 

the ringmust De enriched with an emerald or sapphire: 
木曜 の 指輪 は エメ ラル ド か サフ ァ イ ア の 指輪 で ある 。 

the wreaths and crowns should De oak, Doplar fig and Domegranate 
leaVeS. 

木曜 の 花冠 、 王 冠 は オー ク 、 ポ プラ 、 無 花 果 ( イ チ ジ ク )、 ザ クロ の 、 花 冠 、 王 冠 で ある 
べき で ある 。 

On Friday, the day for amorous oODerations, 

金曜 は 恋愛 の 作業 の 日 で ある 。 

the Vestment should De of sky Dlue, 

金曜 の 法衣 の 色 は 空色 で ある べき で ある 。 

the hangings of green and rose, 

金曜 の 布 の 色 は 緑色 と バラ 色 で ある 。 

the ornaments of polished coDDer 

金曜 に 身 に つけ る 飾り は 磨い た 銅 の 飾り で ある 。 

the croWns 0f Violets, 

金曜 の 王冠 の 色 は 紫 で ある 。 

the wreaths of roses, myrtle, and oliVe: 

金曜 の 花冠 は バラ 、 銀 梅花 、 オ リー ブ の 花冠 で ある 。( 銀 梅花 は 古代 ギリ シャ で は 愛 
の 女神 アフ ロディ ー テ の 花 、 古 代 ロ ー マ で は 愛 の 女神 ウェ ヌス の 花 で あっ た の で 、 愛 、 
不死 、 純 潔 の 象徴 に 成っ た 。) 

the ring should De enriched wrth a turduo1se: 

金曜 の 指輪 は ター コイ ズ の 指輪 で ある べき で ある 。 

lapls-lazuli and Deryl will answer for tiara and clasDs: 

金曜 の 法王 の 三重 冠 と 留め 金 は 瑠璃 (る 6 り ) と 緑 柱 石 の 法王 の 三重 冠 と 留め 金 が 
望ま し い 。 

the fans must De of swan's feathers, 

金曜 の 扇 ( お う ぎ ) は 白鳥 の 羽 で ある 必要 が 有る 。 

and the operator must wear uDon his Dreast a CoODper talhisman wrth the 
character of Anael and the words: AVEEVA VADELILITH. 

金曜 に 魔術 師 は アナ エル の 絵 と 「 幸 せ で あれ エヴァ ! 去 れ リ リス !」 を 意味 する AVE 
EVA VADE LILITH と いう 言葉 が 記さ れ て いる 銅 の タリ スマ ン を 胸 に 身 に つけ る 必 
要 が 有る 。(Anael、Aniel、Hanael、Haniel、 ア ナ エ ル 、 ア ニ エ ル 、 ハ ナ エ ル 、 ハ ニ エ 
ル は へ ブラ イ 語 で 神 の 喜び 、 神 の 恵み 、 神 の 優美 を 意味 する 。) 

On Saturday, a day of fumeral operations, 

土曜 は 死 の 作業 の 日 で ある 。 

the Vestment must De Dlack or Drown, 


土曜 の 法衣 の 色 は 黒 か 茶色 で ある 必要 が 有る 。 

wrth characters emDroidered in Dlack or orange coloured silkK: 

土曜 の 黒 か 茶色 の 法衣 に は 黒 か オレ ンジ 色 の 絹 で 絵 を 刺繍 (し し ゅ う ) す る 。 

on the neckmust De worn a leaden medal with the character of Saturn 
and the words: ALMALEC, APHIEL, ZARAHIEL: 

土曜 は 、 土 星 の 象徴 の 絵 と ALMALEC、APHIEL、ZARAHIEL, と いう 言葉 が 記さ 
れ て いる 鉛 の メダ ル を 首 に 身 に つけ る 必要 が 有る 。 

the perfumes should De diagridriurm, scarmmony alum, sulphur and 
assafoetidaz: 

土曜 の 香 は diagridrium、 ス カモ ニア 、 ミ ョ ウ バ ン 、 硫 黄 、 ア サフ ェ テ ィ ダ で ある べき 
で ある 。 

the rimg should be adorned with an onyX, 

土曜 の 指輪 は オニ キス の 指輪 で ある べき で ある 。 

the garlands should De of ash, cypress, and hellebore: 

土曜 の 花冠 は トネリコ 、 終 杉 、 ヘ レボ ルス の 花冠 で ある べき で ある 。( 系 杉 は 腐敗 し 難 
い の で 槽 な ど に 用 いら れ た の で 死 の 象徴 に 成っ た 。 糸 杉 は 一 度 切 っ た ら 二 度 と 生え 
な い の で 死 の 象徴 に 成っ た 。 イ エス の 十字 架 は 糸 杉 の 十字 架 で ある と いう 伝説 が 
有る 。 古 代 エ ジ プ ト や 古代 ロー マ で 終 杉 は 神木 で あっ た 。) 

onthe onyx ofthe rimng, during the hours of Saturn, the douDle head of 
]anus should De engraved wrth the consecrated awl. 

土曜 の 指輪 の オニ キス に 、 土 星 の サ トゥ ル ヌ ス の 時 に 、 ヤ ヌス の 2 つ 1 組 の 頭 の 絵 
を 清め た 雛 (さり ) で 刻む べき で ある 。 

Such are the antigue magnuficences of the secret cultus of the mmagi. 

上 記 が 、 魔 術 師 の 秘密 の 儀式 の 古代 の 遠 大 さ で ある 。 

With similar appoimtments the great magicians of the Middle Ages 
proceeded to the daily consecraton of talismans corresDonding to the 
SeVeTt geT11. 

上 記 と 同様 の 品々 を 用 いて 、 中 世 の 大 いな る 魔術 師 達 は 日 々 7 つの 霊 の 7 つの タ 
リス マン の うち 曜日 に 対応 する タリ スマ ン を 清め た 。 

We have already sald that 

すでに 話し た 様 に 、 

a Dantacle is a synthetic character resumng the entire maglcal doctrine 
in one Of its SDecial conceptions. 

1 つの pantacle は 魔術 の 考え の うち の 1 つの 魔術 の 考え 全体 を 要約 する 総合 的 
な 象徴 で ある 。 

It is, therefore, the full expression of a RT thought and will: 

1 つの pantacle は 1 つの 完全 な 考え と 意思 が 充満 し て いる 表れ で ある 。 

it is the signature Of a sDirt. 

1 つの pantacle は 1 つの 精神 の 表れ で ある 。 

The ceremonial consecration of this sign attaches to it stll more 
strongly the intention of the Operatop 

pantacle を 儀式 で 清め る と 、 よ り 強 く 、 意 思 を pantacle に 結び つけ られ る 。 


and establishes a VeritaDle magnetic chain Detween himself and the 
pantacle. 

pantacle を 儀式 で 清め る と 、 清 め た 者 と pantacle の 間 に 磁 気 の 鎖 を 確立 で きる 。 
Pantacles may De indifferently traced upon Virgin Darchmert, DaDer Or 
metalS. 

pantacle を 新品 の 羊皮紙 、 新 品 の 紙 、 新 品 の 金属 に 記し て も 良い 。 

What is termed a talisman is a sheet of metal, Dearing either Dantacles 
Or characters, and having receiVed a sDeclal consecration for a defimed 
Intention. 

タリ スマ ン と 呼ば れる 物 は 、 特 定 の 意図 の た め に 特別 に 清め られ た 、pantacle か 象 
徴 が 記さ れ て いる 金属 の 板 で ある 。 

In alearned work on magical antiquites, Gaffarel has scientifically 
demonstrated the real Dower of talismans, 

古代 の 魔術 に つい て の 学 の 有る 作品 で 、 ガ ファ レル は タリ スマ ン の 現実 的 な 力 を 学 
術 的 に 実証 し た 。 

andthe confidence in their virtue is otherwrse so strong In nature 

人 は 、 タ リス マン と いっ た 、 お 守り の 力 を 強く 確信 し て いる 。 

that we gladly Dear aDout us some memorial of those We 1ove, 

人 は 喜ん で 愛す る も の の 形見 を 映 の まわ り に 持つ 。 

persuaded that such keepsakes wl preserVe us from danger 

人 は 愛す る も の の 形見 が 危険 か ら 守 っ て くれ る と 確信 し て いる 。 

and increase Our haDD1neSS. 

人 は 愛す る も の の 形見 が 幸せ に し て くれ る と 確信 し て いる 。 

Talismans are made of the seven KabDalistic metals, 

7 惑星 の タリ スマ ン は 金 、 銀 、 鉄 、 銅 、 水 銀 、 鉛 と いっ た 7 つの カバ ラ 的 な 金属 で 作る 。 
and, when the days and hours are favourable, the required and 
determined signs are engraVed Upon them. 

7 惑星 の タリ スマ ン は 、 そ れ ぞ れ 、 対 応 す る 曜日 や 時 に 、 対 応 する 象徴 を 記し て 作る 。 
The figures of the seven planets, with their magical squares, following 
Paracelsus, are found in the "Little AlDert." 

「Little Albert」 に 、7 惑星 の 象徴 が パラ ケル スス の 7 惑星 の 魔 方 陣 と 共に 記さ れ 
て いる 。 

It should De oDserved that Paracelsus replaces the figure of upiter Dy 
that of a priest, a suDstttution not wanting in a well-defimed mysterious 
Intention. 

神秘 的 な 意図 で パラ ケル スス が 木星 の 象徴 と し て 祭司 の 絵 を 描い て いる 事 に 注目 
する べき で ある 。 

But the allegorical and mythological figures of the seven sDirits haVe 
noW Decomme too classical and too vulgar to De any 1onger successfully 
engraved on talismans: 

現在 で は 最早 、7 つの 霊 の 7 惑星 の 象徴 的 な 神話 的 な 図形 で ある 、7 惑星 の 惑星 
記号 は タリ スマ ン へ 記す に は 古典 的 に 大 衆 的 に 成り 過ぎ て 力 が 無い 。 

We mmust recur to more learned and eXDreSS1Ve S1gTtS. 


7 惑星 の 惑星 記号 より 学 の 有る 意味 深 な 7 惑星 の 象徴 を 復元 する 必要 が 有る 。 
The pentagrarm should De invariaDly engraved upon one side of the 
talhisman, 

タリ スマ ン の 一 方 の 面 に は 常に 五 証 星 を 記す べき で ある 。 

wrth a circle for the sun, 

太陽 の タリ スマ ン の 一 方 の 面 に は 、 五 世 星 と 共に 、 円 を 記す べき で ある 。 

a crescert for the moor, 

月 の タリ スマ ン の 一 方 の 面 に は 、 五 世 星 と 共に 、 三 日 月 を 記す べき で ある 。 

for Mars a sword!, 

火星 の タリ スマ ン の 一 方 の 面 に は 、 五 蘭 星 と 共に 、 剣 を 記す べき で ある 。 

a G for VenUus, 

金星 の タリ スマ ン の 一 方 の 面 に は 、 五 攻 星 と 共に 、G と いう 文字 を 記す べき で ある 。 
for jupiter a CrOWTL, 

木星 の タリ スマ ン の 一 方 の 面 に は 、 五 世 星 と 共に 、 王 冠 を 記す べき で ある 。 

and a scythe for Saturn. 

土星 の タリ スマ ン の 一 方 の 面 に は 、 五 世 星 と 共に 、 鎌 (か ま ) を 記す べき で ある 。 

The other side must Dear the sign of Solomor that is, the six-pointed 
star Composed of tWo superposed triangles: 

タリ スマ ン の 他方 の 面 に は ソロ モン の 封印 、 六 世 星 、 正 三角 形 と 逆 三角 形 の 組み 合 
わせ を 記す 必要 が 有る 。 

in the centre there is placed a human figure for the tahismans of the 
SU 

太陽 の タリ スマ ン の 他方 の 面 に は 、 六 世 星 と 共に 、 六 世 星 の 中 央 に 、 人 の 絵 を 記す 。 
a chalice for those of the moon, 

月 の タリ スマ ン の 他方 の 面 に は 、 六 芋 星 と 共に 、 六 蘭 星 の 中 央 に 、 杯 の 絵 を 記す 。 
adog's head for those of Mercury, 

水星 の タリ スマ ン の 他方 の 面 に は 、 六 世 星 と 共に 、 六 世 星 の 中 央 に 、 犬 の 頭 の 絵 を 
記す 。 

an eagle's for those of Tupiter 

木星 の タリ スマ ン の 他方 の 面 に は 、 六 世 星 と 共に 、 六 攻 星 の 中 央 に 、 ワ シ の 絵 を 記 
す 。 

alion's head for those of Mars, 

火星 の タリ スマ ン の 他方 の 面 に は 、 六 世 星 と 共に 、 六 攻 星 の 中 央 に 、 ラ イオ ン の 頭 の 
絵 を 記す 。 

a doVe's for those of Venus, 

金星 の タリ スマ ン の 他方 の 面 に は 、 六 世 星 と 共に 、 六 世 星 の 中 央 に 、 ハ ト の 頭 の 絵 
を 記す 。 

and a Dull's or goat's for those of Saturn. 

土星 の タリ スマ ン の 他方 の 面 に は 、 六 共 星 と 共に 、 六 蘭 星 の 中 央 に 、 牛 か ヤギ の 頭 
の 絵 を 記す 。 

The names of the seven angels are added either in HeDrew, in AraDic, or 
im magical characters 1ike those of the alphabet of Trithemius, 


7 つの 霊 の 7 惑星 の タリ スマ ン の 両面 に 、 対 応 する 七 大 天使 の 名 前 を 、 ヘ ブラ イ 文 
字 、 ま た は 、 ア ラビ ア 文 字 、 ま た は 、 ト リ テ ミ ウス の 文字 の 様 な 魔術 的 な 象形 文字 で 
記す 。 

The two triangles of Solomon may De replaced Dy the double cross of 
the wheels of Ezekiel, 

ソロ モン の 封印 、 正 三角 形 と 逆 三角 形 、 六 蘭 星 の 代わ り に 、 エ ゼ キ エル の 車輪 と い 
う 、 十 字 と X 字形 の 十字 の 組み 合わ せ を 用 いて も 良い 。 

which is found on a great numDer of ancient Dartacles, 

多数 の 古代 の pantacle で は 、 六 蘭 星 の 代わ り に 、 エ ゼ キ エル の 車輪 と いう 、 十 字 と 
X 字形 の 十字 の 組み 合わ せ を 用 いて いる 。 

and is, as we haVe oDserved in our Doctrine, the key to the trigrarmmes 
of Fohi. 

「 高 等 魔術 の 教理 」 で すでに 話し た 様 に 、 六 世 星 は 伏 義 の 3 つ 1 組 の 八 填 の 鍵 で 
ある 。 

Preclous stones may also De employed for amulets and talismmans: 
金属 の 代わ り に 、 ア ミュ レッ ト や タリ スマ ン に 宝石 を 用 いて も 良い 。 

but all oDjects of this nature, whether metals or gems, must De carefully 
kept in silken Dags of a colour analogous to that of the spirit of the 
planet, 

金属 の タリ スマ ン で も 宝石 の タカ リス マン で も 、7 惑星 の タリ スマ ン は 対応 する 惑星 

神 の 聖霊 の 色 の 絹 の 袋 の 中 に 用 心 深く 保持 する 必要 が 有る 。7 下 量 の タリ スマ ン は 
対応 する 惑星 の 精神 の 色 の 絹 の 袋 の 中 に 用 心 深く 保持 する 必要 が 有る 。 
5 wrth the perfumes of the corresponding day 

7 惑星 の タリ スマ ン は 日 々 、 曜 日 に 対応 する 香 で 清め る 必要 が 有る 。 
and preserVved from all impure glances andl ContactSs. 

7 惑星 の タリ スマ ン は 全て の 汚れ た 視線 と 全て の 汚れ た 接触 か ら 守 る 必要 が 有る 。 
Thus, pantacles and tahismans of the sun mustnot De seen or touched 
by deformed or misshapen Dersons, Or Dy Irmmoral women: 
太陽 の タリ スマ ン や pantacle は 奇形 の 人 、 不 具 の 人 、 不 道徳 な 女性 に 見 られ た り 
触れ られ て は いけ な い 。 
those of the moon are profaned by the 1ooks and hands of debauched 
men and menstruating females: 

月 の タリ スマ ン は 放 江 者 、 月 経 中 の 女性 の 視線 や 接触 に よっ て 汚さ れる 。 

those of Mercury 1ose their virtue if seen or touched Dy Da1d Driests: 
有給 の 聖職 者 に 見 られ た り 触 れ ら れる と 水星 の タリ スマ ン は 力 を 失う 。( 祭 司 は 金銭 
を 稼ぐ た め の 職 業 で は な い 。) 

those of Mars must De concealed from cowards: 

火星 の タリ スマ ン は 勝 病 者 か ら 隠 す 必 要 が 有る 。 

those of Venus from depraved men and men under a Vow of cehbacyi: 
金星 の タリ スマ ン は 不道徳 な 人 、 独 身 の 痺 い を 立て て いる 人 か ら 隠 す 必要 が 有る 。 
those of jupiter fromm the impious: 

木星 の タリ スマ ン は 不信 心 な 人 か ら 隠 す 必要 が 有る 。 

those of Saturn from virgins and children, 


土星 の タリ スマ ン は 処女 と 幼子 か ら 隠 す 必 要 が 有る 。 

not that their looks or touches can eVer De immDuTe, 

た だ し 、 奇 形 の 人 、 不 具 の 人 、 月 経 中 の 女性 、 処 女 、 幼 子 の 視線 や 接触 が 汚れ て い 
る わけ で は な い 。 

but Decause the talisman would Dring them misfortune 

タリ スマ ン が 視線 や 接触 に よっ て 奇形 の 人 、 不 具 の 人 、 月 経 中 の 女性 、 処 女 、 幼 子 な 
ど に 不運 を も た ら す か ら で あ る 。 

and thus 1ose all its virtue. 

タリ スマ ン が 奇形 の 人 、 不 具 の 人 、 月 経 中 の 女性 、 処 女 、 幼 子 な どの 視線 や 接触 に 
よっ て 力 を 全て 失う か ら で あ る 。 

Crosses of honour and other kindred decorations are VeritaDle 
talhisman5, 

まぎれ も な く 、 名 誉 十字 勲章 と いっ た 勲章 は タリ スマ ン 、 お 守り に 成る 。 

which increase personal value and mert: 

吾 草 は 個人 の 評価 や 美 点 を 高め る 。 

they are consecrated Dy solemm inVestiture, 

勲章 は 真剣 な 授与 式 に よっ て 清め られ る 。 

and pubDlic opimion canl nmpart to them a Drodig1ous DOWer 

世論 は 不思議 な 力 を 勲章 に 与え る 事 が で きる 。 

Sufficient attention has not Deen paid to the reciprocal imfluence of 
slgns On 1deas amd of ideas On s1gTs: 

形 か ら 概念 へ の 感化 力 と 、 概 念 か ら 形 へ の 感化 力 と いう 、 相 互 の 感化 力 は 十分 に 
注目 され て いな い 。 

it is not less true that the revolutionary Work ofmodern tmes, for 
exaTmple, has Deen symDohcally resumed in its entirety Dy the 
Napoleonic suDstitution of the Star of Honour for the Cross of St LOU1S. 
ナポレオン の 五 世 星 の レ ジオ ンド ヌー ル 勲 章 が 、 十 字 の 聖 ル イ 勲章 、 全 体 を 象徴 的 
に 要約 し て いる 事 は 、 現 代 の 革命 的 な 業績 で ある 。 

It is the pentagrarm in place of the 1aDarum, 

五 詞 星 が 十字 を 要約 し て いる 事 は 、 ラ バル ム の 代わ り に 成っ て いる 五 症 星 で ある 。 
it is the reconstitution of the symDol of light, 

五 詞 星 が 十字 を 要約 し て いる 事 は 、 光 の 象徴 の 建て 直し で ある 。 

it is the Masonic resurrection of Adonhiram. 

五 詞 星 が 十字 を 要約 し て いる 事 は 、 ア ドニ ラム の メー ソン の 復活 で ある 。 

They say that Napoleon Delieved in his star 

ナポレオン は 「 自 分 の 星 」 を 信じ て いた と 言わ れ て いる 。 

and could he have Deen persuaded to explan what he meant Dy this 
star 1t would haVe Droved to De hs gen1us: 

仮に 、「 自 分 の 星 」 が 何 を 意味 する の か ナポレオン に 説明 させ る 事 が で きた ら 、「 自 
分 の 星 」 と は 「 自 分 の 能力 」、「 自 分 の 精神 」 で ある と 分 か る で あろ う 。 

he would therefore have adopted the pentagram for his sigm, 

ナポレオン は 自分 の 象徴 と し て 五 世 星 を 選ん だ 。 

that symbol of human sovereignty Dy intelligent inittatiVe. 


五 世 星 は 知 の 先導 に よる 人 の 超越 性 の 象徴 で ある 。 
The mighty soldier of the Revolution knew Hittle, Dut he divined almost 
eVerything: 
革命 の 強い 戦士 で ある ナポレオン は 少し し か 知ら な か っ た が 、 ほ ぼ 全 て の も の を 推 
測 し た 。 
so was he the greatest instimctve and practical magician of modern 
tmes: 
ナポレオン は 現代 の 最大 の 直感 と 実践 の 魔術 師 で あっ た 。 
the world is stll full of his mmiracles, 
世間 は ナポレオン の 奇跡 で 未だ に 満ち て いる 。 
and the country Deople wl never believe that he is dead. 
いな か の 大 衆 は ナポレオン の 死 を 信じ な い 。 
Blessedl and indulgenced oDjects, touched Dy holy images or veneraDle 
DersOnS: 
神聖 な 象徴 と 触れ て いた り 明 散 する べき 人 が 触れ て 、 祝 福 さ れ た 物 や 許さ れ た 物 
は 、 全 て 本 物 の タリ スマ ン で ある 。 
chaplets from Palestime: 
パレ スチ ナ 由 来 の 小 ロ ザ リ オ は 、 全 て 本 物 の タリ スマ ン で ある 。 
the Agnus Dei( = LamD of God), composed of the wax of the Paschal 
candle, and the anmual remmnants of holy chrismm: 
復活 祭 の ロウ ソ ク の ロウ と 毎年 残っ た 聖 油 で 作っ た 「 神 の 子羊 」 の 像 は 、 全 て 本 物 
の タリ スマ ン で ある 。( 神 の 子羊 は イエ ス の 象徴 で ある 。) 
Scapulas and medals, are all true tahismans. 
scapulas と メダ ル は 、 全 て 本 物 の タリ スマ ン で ある 。 
One such medal has Decome popular in our Own day 
現代 で は 、 お 守り の メダ ル は 人 気 が 有 る 。 
and even those who are devoid of religion suspend it fromm the necks of 
ther children. 
不信 心 な 人 で さえ 、 お 守り の メダ ル を 幼子 の 首 に か け て いる 。 
IMoreoVver 
さら に 、 
its figures are SO Derfectly KaDDalistic 

奇 蹴 の メダ ル 」、「 不 思 議 の メダ イ 」 の 絵 は 完 全 に カバ ラ 的 で ある 。 
that it is truely a marvellous douDle pantacle. 

奇跡 の メダ ル 」、「 不 思 議 の メダ イ 」 の 一 方 の 面 の 絵 と 他方 の 面 の 絵 は 本 当 に 不 思 
議 な 2 つ 1 組 の pantacle で ある 。 
On the one side is the great initiatrix, the heavenly mother of the Zohar 
the Isis of Egypt, the Venus-Uraria of the Platonists, the Mary of 
Christiamity, 

奇跡 の メダ ル 」、「 不 思 議 の メダ イ 」 の 一 方 の 面 に は 、 大 いな る 女性 の 祖 、「 光 輝 の 
書 」 の 天 の 母 、 エ ジ プ ト の イシ ス 、 ロ ー マ の 愛 の 女神 ウェ ヌス と ギリ シャ の 天 の 女 神 ウ 
ラニ ア と いう より は プラ トン 主義 者 の 「 天 の 愛 ( ウ ツウ ェ ヌス ウラ ニア )」、 キ リス ト 教 の 聖 
母 マ リア が 描か れ て いる 。( プ ラ ト ン の 「 響 宴 」 に 、「 天 の 愛 」 を 意味 する 「 ウ ェ ヌ ス ウラ 


ニア 」、「 ア フロ ディ ー テ ウラ ニア 」 と 、 肉 欲 で ある 「 大 衆 の 愛 」 を 意味 する 「 ウ ェ ヌ ス 
パン デモ ス 」、「 ア フロ ディ ー テ パン デモ ス 」 と いう 区 別 が 記さ れ て いる 。) 
throned upon the world, 
女性 の 祖 、 天 の 母 、 イ シス 、「 天 の 愛 」 は 、 世 界 と いう 王座 に 座っ て いる 。 
and settimg one foot upon the head of the magical serDpent. 
女性 の 祖 、 天 の 母 、 イ シス 、「 天 の 愛 」 は 、 一 方 の 足 を 魔術 の 蛇 の 頭 の 上 に 置い て い 
る 。 
She extends her two hands in such a manner as to form a triangle, of 
which her head is the apeX: 
女性 の 祖 、 天 の 母 、 イ シス 、「 天 の 愛 」 の 頭 と 伸ばし て いる 両手 は 、 頭 が 頂点 で ある 、 
正三 角形 を 形成 し て いる 。 
her hands are Open and radnant, thus making a double triangle, with all 
the Deams directed towards the earth, evidently representmg the 
emancipation of intelhgence Dy laDour 
女性 の 祖 、 天 の 母 、 イ シス 、「 天 の 愛 」 は 、 両 手 を 開き 光 を 放ち 、2 つ 1 組 の 正三 角形 
を 作る 様 に 、 光 は 全て 地 に 向かい 、 労 苦 に よる 知 の 解放 を 明らか に 表し て いる 。 
On the other side is the double Tau of the hierophants, the Lingam with 
the double Cteis, or the triple Phallus, supported, wrth interlacement 
and repeated insertion, Dy the kabbalistic amd masonic M, representimg 
the sguare Detween the two plllars JAKIN and BOHAS: 

奇跡 の メダ ル 」、「 不 思 議 の メダ イ 」 の 他方 の 面 に は 、M と 絡 ( か ら ) み 合っ て いる 秘 
儀 祭 司 の 2 つ 1 組 の タウ 、 ま た は 、M と 絡 ( か ら ) み 合っ て いる 2 つ 1 組 の 女性 器 と 
単 一 の 男性 器 、 ま た は 、M と 絡 ( か ら ) み 合っ て いる 3 つ 1 組 の 男性 器 が 描か れ て い 
る 。M は カバ ラ と メー ソン の M で ある 。M は 2 つの 柱 ボ アズ と ヤキ ン の 間 の 直角 定 
規 を 表し て いる 。 
Delow are placed, upon the samme plane, two loving and sufferimg hearts, 
M と 2 つ 1 組 の タウ 、M と 2 つ 1 組 の 女性 器 と 単 一 の 男性 器 、M と 3 つ 1 組 の 男 
性 器 の 下 に は 、 愛 し て いる 苦し ん で いる 2 つの 心臓 が 描か れ て いる 。 
wrth twelve pentagrams around them. 
M と 2 つ 1 組 の タウ と 2 つの 心臓 4M と 2 つ 1 組 の 女性 器 と 単 一 の 男性 器 と 2 つ 
の 心臓 AM と 3 つ 1 組 の 男性 器 と 2 つの 心臓 の 周り に は 、12 個 の 五 蘭 星 が 描か れ 
て いる 。 
EVery one wl tell you that the wearers of this medal do not attach such 
slgmificance to 1t, 

奇跡 の メダ ル 」、「 不 思 議 の メダ イ 」 を 身 に つけ て いる 人 は 「 奇 跡 の メダ ル 」、「 不 思 
議 の メダ イ 」 に 上 記 の 意味 が 有る と は 考え て いな いと 、 全 て の 人 が 口 を そろ えて 言う 
で あろ う 。 
Dut 
し か し 、 
1t is om]y on that account more aDsolutely magica: 
人 が 知ら な いで 身 に 帯び て いる た め に 、 よ り 魔 術 的 で ある 。( 人 は 知ら な いで 労苦 に 
よる 知 の 解放 と いう 務め を 身 に 帯び て いる 。) 
having a douDle sense, 


奇跡 の メダ ル 」、「 不 思 議 の メダ イ 」 は 二 重 の 意味 を 持っ て いる 。 
an conseduently 
結果 と し て 、 
a douDle Virtue. 

奇跡 の メダ ル 」、「 不 思 議 の メダ イ 」 は 二 重 の 力 を 持っ て いる 。 
The ecstatic on the authority of whose revelations this talisman Was 
en8TaVedl 

奇跡 の メダ ル 」、「 不 思 議 の メダ イ 」 と いう タリ スマ ン の 絵 は 、 忘 我 状態 の カト リー ヌ 
ラブ レ の 啓示 に よる 物 で ある 。 
had already Deheld it existimg perfectly in the astral light, 

奇跡 の メダ ル 」、「 不 思 議 の メダ イ 」 の 絵 を 、 忘 我 状態 の カト リー ヌ ラブ レ は 星 の 光 
に 完全 な 形 で 存在 し て いる の を 見 た 。 
which once more demonstrates the intimate connection of ideas and 
S1gT1S, 

上 記 は 、 概 念 と 形 の 密 な つなが り を 実証 する 。 

and giVes a neW sanction to the symDolism of umiversal mag1C. 
上 記 は 、 普 遍 の 魔術 の 象徴 性 を 支持 する 。 
The greater the importance and solemmity Drought to Dear on the 
corfection and consecration of talismans and Dentacles, the more Virtue 
they acduure, 
大 事 に 作る ほど 大 事 に 清め る ほど 、 タ リス マン と pantacle の 力 は 大 きく な る 。 
as wl De understood upon the evidence of the principles which we 
have estaDlished. 
上 記 の 原理 に よっ て 、 大 事 に 作る ほど 大 事 に 清め る ほど 、 タ リス マン と pantacle の 
力 は 大 きく な る 事 を 理解 する で あろ う 。 
This consecration should take place on the days we have indicated, with 
the appointments which we haVe given in detal. 
上 記 の 、 意 図 に 対応 する 曜日 に 、 曜 日 に 対応 する 品々 で 、 タ リス マン を 清め る べき で 
ある 。 
Talismans are consecrated Dy the four exorcised elements, after 
conjurng the spirits of darkness by the Conjuration of the Four 
神 の 四 大 要素 、 神 の 四 大 元素 の 呼び 出し に よっ て 闇 の 霊 、 悪 人 の 幸 を 追い 払っ た 
後に 、 清 め た 四 大 元素 、 清 め た 四 大 要素 に よっ て タリ スマ ン を 清め る 。 


Then, takimg up the pantacle, and sprinklmg it with some drops of 
maglcal water say: 
pantacle、 タ リス マン を 手 に 取り 、 魔 術 の 水 を 数 滴 か け て 、 下 記 を 唱え る 。 


「 タ リス マン を 清め る 祈り 」。 


In the name of Elohim and by the spirit of the Iiving waters, De thou 
unto me a sign Of light and a sacrament of wi 

エロ ヒム の 名 前 に お いて 、 生 き て いる 水 の 、 神 の 聖霊 に よっ て 、 光 の 象徴 、 意 思 の 象 
徴 と 成 れ ! 


Presentimg it to the smoke of the perfumes: 
タリ スマ ン を 香 の 煙 に ささ げ て 、 下記 を 唱え る 。 


By the Drazen serpert which destroyed the serpents of fire, De thou, 人 &C. 
( 民 数 記 21 章 の 、 星 の 光 で ある ) 火 の 蛇 を 圧倒 し た 、 さ お に 吊る され た 火 の 蛇 (イエ 
ス ) に よっ て 、 光 の 象徴 、 意 思 の 象徴 と 成 れ ! 


Breathing seVen tmes upor the pantacle or talisman: 
pantacle、 タ リス マン に 7 回 、 息 を 吹き 込ん で 、 下 記 を 唱え る 。 


By the firmament and spirit of the Voice, De thouu 父 C. 
天 と 、 声 の 、 神 の 聖霊 に よっ て 、 光 の 象徴 、 意 思 の 象徴 と 成 れ ! 


LastIy, placimg somme Darttcles of purified earth or salt triadwise upon it: 
タリ スマ ン に 、 清 め た 土 の 塵 の 3 つ 1 組 か 、 塩 の 3 つ 1 組 を 置い て 、 下 記 を 唱え る 。 


In the salt of earth, and Dy the virtue of eternal hfe, De thouu 父 C. 
地 の 塩 に お いて 、 永 遠 の 命 の 力 に よっ て 、 光 の 象徴 、 意 思 の 象徴 と 成 れ 1( マ タイ に よ 
る 福音 5 章 13 節 『 あ な た た ち 人 は 地 の 塩 で ある 。」。) 


Then recite the Conjuration Of the Seven as follows, alternately castmg a 
pastlle of the seVven perfumes into the sacred fire: 

7 つの 香 の う ち 霊 に 対応 する 香 を 清め た 火 に 投げ 入れ な が ら 、7 つの 霊 を 呼び 出す 、 
下記 を 唱え る 。 


「7 つ の 霊 を 呼び 出す 祈り 」。 


In the name of Michael, may Jehovah command thee, and drive thee 
hence, Chavajoth! 

ミカ エル の 名 前 に お いて 、 ヤ ハウ ェ が Chavajoth に 命令 する 様 に ! ヤ ハウ ェ が 
Chavajoth を 追い 払う 様 に ! 

In the name of GaDriel, may Adonai command thee, and drive thee 
hence, Belial! 

ガブ リエ ル の 名 前 に お いて 、 ア ドナ イ が ベリ アル に 命令 する 様 に ! ア ドナ イ が ベリ アル 
を 追い 払う 様 に !( ア ドナ イ は 主 を 意味 する 。 ア ドナ イ は 主 で ある 神 を 意味 する 。 ベ リア 
ル は へ ブラ イ 語 で 無 価値 を 意味 する 。 ベ リア ル は 無 価値 で ある 悪人 、 無 価値 で ある 
悪人 の 霊 を 意味 する 。 ) 

In the name of Raphael, Degone Defore Elchim, Sachabiel! 

ラフ ァ エ ル の 名 前 に お いて 、EIlchim の 前 か ら 去 れ Sachabiell 

By Samael ZeDbaoth, and in the name of Eloim GiDor get thee hence, 
AdrameleckI! 

軍団 で ある サマ エル に よっ て 、Eloim Gipor の 名 前 に お いて 、 去 れ ア ドラ メレ ク ! 
(Zebaoth、Sabaoth は へ ブラ イ 語 で 軍団 を 意味 する 。Zebaoth、Sabaoth は 軍団 
で ある 神 を 意味 する 。 神 は 軍団 に 分 身 で きる 。Eloim、 エ ロ ヒ ム は へ ブラ イ 語 で 神 を 
意味 する 。 ア ドラ メレ ク の メレ ク は へ ブラ イ 語 で 王 を 意味 する 。) 

By Zachariel and Sachiel-Meleck, De obedient unto ElIvah, SamgaDiel! 
ザラ キ エ ル と サキ エル メレ ク に よっ て 、Elvah に 従え Samgabiel!( ザ ラキ エル 、 サ リ 
エル は 神 の 命令 を 意味 する 。 サ キ エ ル は 神 を 義 う 者 を 意味 する 。 メ レク 、 モ ロク は へ 
ブラ イ 語 で 王 を 意味 する 。 王 で ある 神 。) 

By the divine and human name of Schaddai, and Dy the sign of the 
pentagram which I hold in my right handl, in the name of the angel 
Anael, Dy the power of Adam and of Heva, who are ]otchavah, Degone, 
Lilith! Let us rest in peace, Nahemahl 

シャ ダイ の 神 と 人 の 名 前 に よっ て 、 右 手 に 持つ 五 蘭 星 の 象 微 に よっ て 、 天 使 ア ナ エ ル 
の 名 前 に お いて 、 イ ョ ッ ド エヴァ の アダ ム の 力 と エヴァ の 力 に よっ て 、 去 れ リ リス ! 安 ら 
か に 眠ら せよ ナ ヘ マー!(Anael、Aniel、Hanael、Haniel、 ア ナ エ ル 、 ア ニ エ ル 、 ハ ナ 
エル 、 ハ ニ エ ル は へ ブラ イ 語 で 神 の 喜び 、 神 の 恵み 、 神 の 優美 を 意味 する 。) 

By the holy Eloim and by the names of the geni Cashiel, Sehaltiel, 
Aphiel, and Zarahiel, at the command of Orifiel, depart from Us, 
Moloch! We deny thee our children to devour 

神々 し い エ ロ ヒ ム に よっ て 、Cashiel、Sehaltiel、Aphiel、Zarahiel と いう 霊 達 の 名 
前 に よっ て 、 オ リフ ィ エ ル の 命令 で 、 去 れ モ ロク ! 我 々 は 我々 の 幼子 を 生 雷 と し て モロ 
ク に 捧げ る 事 を 拒絶 する 。( メ レク 、 モ ロク は へ ブラ イ 語 で 王 を 意味 する 。) 
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The most important magical instruments are the rodL the sword, the 
1]amp, the chalice, the altar and the tripod. 

重要 な 魔術 の 道具 は 杖 、 剣 、 ラ ンプ 、 杯 、 祭 壇 、 三 脚 で ある 。 

In the operations of tramscendent and divimne magic, the 1amp, rod, and 
chalice are used: 

超越 的 な 神 の 魔術 の 儀式 で は ラン プ 、 杖 、 杯 を 用 いる 。 

in the works of Dlack mag1c, 

黒 魔術 、 悪 人 の 霊 の 魔術 の 儀式 で は 、 

the rod is replaced Dy the sword 


杖 の 代わ り に 剣 を 用 いる 。 

and the ]amp by the candle of Cardan. 

ラン プ の 代わ り に カル ダー ノ の ロウ ソ ク を 用 いる 。 

We shall explain this difference in the chapter devoted to Dlack magic. 
上 記 の 違い を 、 黒 魔術 、 悪 人 の 霊 の 魔術 に つい て の 15 章 で 説明 する つも り で ある 。 
Let us Come now to the description and consecration of the instruments. 
魔術 の 道具 の 説明 と 清め 方 に 至る 。 

The magical rod, which must not De confounded wrth the simple 
diviring rod, with the fork of necromancers, or the trident of 
ParacelsusS, 

魔術 の 杖 を 、 単 な る 占い の 杖 、 降 霊 術 師 の 杖 、 パ ラケル スス の 三叉 槍 と 混同 し て は 
いけ な い 。 

the true andl aDsolute magical rod, must De one perfectly straight Deam 
of almond or hazel, cut at a single Dlow with the magical Drumimg-kmife 
Or golden sickle, Defore the rising of the sun, at that moment when the 
tree 1S ready to Dlossom. 

本 物 の 完全 な 魔術 の 杖 は 、 ア ー モ ンド か 西洋 棒 ( セ イ ヨ ウ ハシ バ ミ ) の 完全 に 真っ 直 
ぐ な 単 一 の 枝 を 、 太 陽 が 昇る 前 に 、 木 の 花 が 咲く 用 意 を し て いる 瞬間 に 、 魔 術 の ナイ 
フ か 金 の 鎌 で 一 撃 で 切っ て 、 作 る 必要 が 有る 。 

It must De pierced through its whole length without splttimg or 
breaking it, and alongneedle ofmagnetized iron must fil its entire 
exteTt: 

魔術 の 杖 は 、 ア ー モ ンド か 西洋 棟 ( セ イ ヨ ウ ハシ バ ミ ) の 枝 の 芯 に 、 像 け な い 様 に 割れ 
な い 様 に 貫通 する 様 に 穴 を 空け 、 枝 と 同じ 長 さ の 磁化 され た 鉄 の 針 を 通す 必要 が 
有る 。 

to one Of its extremities must De fitted a Dolyhedral prism cut in a 
triangular shape, 

魔術 の 杖 の 一 方 の 端 に は 三角 形 の プリ ズム を 付け る 必要 が 有る 。 

and to the other a similar figure of Dlack resin. 

魔術 の 杖 の 他方 の 端 に は 三角 形 の 黒い 樹脂 を 付け る 必要 が 有る 。 

Two rimgs, one Of coDDer and one of Zimc, must De placed at the centre 
ofthe rodi 

銅 の 輪 と 亜鉛 の 輸 を 魔術 の 杖 の 中 央 に 通す 必要 が 有る 。 

suDseduertly, the rod must De gilt at the resin end, and silVered at the 
prism end as far as the rimged centre: 

魔術 の 杖 の 黒い 樹脂 を 付け た 側 の 半分 を 金 め っ きす る 必要 が 有る 。 魔 術 の 杖 の プ 
リズ ム を 付け た 側 の 半分 を 銀 め っ きす る 必要 が 有る 。 

1t must then De covered wrth silk, the extremmittes not included. 

魔術 の 杖 の 両端 以外 の 部 分 を 絹 で 義 う 必 要 が 有る 。 

On the copper rimg these characters must De engraved: n の Tpnp?W1T 

n の Tnn? の と 魔術 の 杖 の 銅 の 輪 に 記す 必要 が 有る 。 

and on the zincring: T2nn ロロ 7W. 

T2pn ロ a2 の と 魔術 の 杖 の 亜鉛 の 輪 に 記す 必要 が 有る 。(Q2W は ソロ モン で ある 。) 


The consecration of the rod must 1ast seVen days, Degimmnng at the new 
moor, and should De made Dy an initate possessing the great arcana, 
and having himself a consecrated rod. 

清め た 魔術 の 杖 と 大 いな る 秘密 を 保持 し て いる 秘伝 伝授 者 が 、 新 月 の 日 か ら 7 日 
間 、 魔 術 の 杖 を 清め る 必要 が 有る 。 

This is the transrmission of the magical secret, which has never ceased 
since the shrouded origin of the transcendent sclenCce. 

清め た 魔術 の 杖 を 保持 し て いる 秘伝 伝授 者 が 他 者 の 魔術 の 杖 を 清め る 事 は 、 超 越 
的 な 知 の 隠さ れ た 源泉 か ら 絶え る 事 無く 続い て いる 、 魔 術 の 秘密 の 伝授 で ある 。 
The rod and the other instruments, but the rod aboVe all, must De 
Concealed wrth care, 

魔術 の 道具 は 用 心して 隠す 必要 が 有る 。 特 に 、 魔 術 の 杖 は 用 心して 隠す 必要 が 有 
る 。 

and under no pretext should the magus Dermt them to De seen or 
touched by the profane: 

魔術 師 は 魔術 の 道具 を 大 衆 に 見 せる な か れ 。 魔 術 師 は 魔術 の 道具 を 大 衆 に 触れ さ 
せる な か れ 。 

otherwrse they will 1ose all ther Virtue. 

魔術 の 道具 を 大 軍 に 見 せ た り 触れ させ る と 、 魔 術 の 道具 は 全て の 力 を 失う 。 

The mode of transmitting the rod is one of the arcana of scienCe, 

魔術 の 杖 の 伝授 の 方 法 は 知 の 秘密 の 1 つ で ある 。 魔 術 の 杖 の 伝授 の 方 法 は 秘密 
で ある 。 

the revelation of which is never Dermmtted. 

魔術 の 杖 の 伝授 の 方 法 を 明か す な か れ 。 

The length ofthe magical rod must not exceed that of the operator's 
aTTm: 

魔術 の 杖 の 長 さ は 魔術 師 の 腕 の 長 さ 以下 で ある 必要 が 有る 。 

the magiclan must never use It unless he is alone, 

独り の 時 以外 は 、 魔 術 師 は 魔術 の 杖 を 用 いる な か れ 。 他 人 が いる 時 は 、 魔 術 師 は 魔 
術 の 杖 を 用 いる な か れ 。 

and should not even then touch it without necess1ty. 

魔術 師 は (必然 的 ) 理 由 も 無く 魔術 の 杖 に 触れ る 事 す ら す る べき で は な い 。 

Many ancient magi made it only the length of the forearm 

多数 の 古代 の 魔術 師 は 魔術 の 杖 の 長 さ を 肘 か ら 手首 まで の 長 さ に し た 。 

and concealed it Deneath their 1ong mantles, 

多数 の 古代 の 魔術 師 は 魔術 の 杖 を マン ト の 下 に 隠し た 。 

shewing only the simple divimimg rod in Dublic, or some allegorical 
SceDtre made of iVory or eDony, according to the nature of the WorkKSs. 
作業 の 性 質 に よっ て 、 公 に は 、 単 な る 占い の 杖 、 ま た は 、 象 牙 か 黒 椅 の 象徴 的 な 王 
効 だ け を 見 せ た 。 

Cardinal Richelieu, always athirst for Dower 

リシュリュー 枢 機 錯 は 常に 力 を 湯 望 し て いた 。 

sought through his whole life the transmission of the rod!, 


リシュリュー 枢機卿 は 生涯 、 魔 術 の 杖 の 伝授 を 探求 し た 。 

without beimg able to fimd it. 

し か し 、 リ シュ リュ ー 枢 機 錯 は 魔術 の 杖 の 伝授 方 法 を 見 つけ られ な か っ た 。 

His KabDalist Gaffarel could furnish him with sword and talismans 
alone: 

リシュリュー 枢 機 氏 の カバ リス ト の ガ フ ァ レ ル は リシュリュー 枢 機 外 に 魔術 の 剣 と タリ 
スマ ン し か 与え る 事 が で き な か っ た 。 

this Was DossiD1y the secret motive for the cardinal's hatred of Urbann 
Grandier 

多分 、 リ シュ リュ ー 枢 機 外 は 魔術 の 杖 の 伝授 方 法 を 見 つけ られ な か っ た 事 が 、 リ シュ 
リュ ー 枢 機 卿 が ユル バン グラ ン デ ィ エ を 憎ん だ 秘密 の 動機 で ある 。 

who knew something of his weaknesses. 

ユル バン グラ ン デ ィ エ は リシュリュー 枢 機 錯 の 弱み 、 欠 点 に つい て 何 か 知っ て いた 。 
The secret and prolonged conversations of LauDardement with the 
unhappy Driest some hours Defore his final torture, amd those words of 
a friend and confidant of the latter as he went forth to death- "You are a 
clever man, monsieur do not destroy yourself"- afford consideraDle 
food for thought. 

火 刑 に よる 死刑 の 数 時 間 前 の 、Laubardement と 不運 な 聖職 者 ユル バン グラ ン 
ディ エ の 秘密 の 長 時 間 の 会 話 と 、 ユ ル バ ン グラ ン デ ィ エ が 死に 赴く < 時 の 、 ユ ル バ ン 
グラ ン デ ィ エ の 、 秘 密 を 打ち 明け られ る 友 の 言 葉 『「 あ な た ユル バン グラ ン デ ィ エ は 利 
な 人 で す 。 あ な た ユル バン グラ ン デ ィ エ よ 、 自 分 の 身 を 破 減 さ せな いで くだ さい 。」 
は 注目 する べき 思考 の 糧 と 成る 。 

The magical rod is the Verendum( = awesome) of the magus: 
魔術 の 杖 と は 魔術 師 が 「 胃 散 する も の 」 で ある 。 

1t must not eVen De mentioned in any clear and precise manmner: 
魔術 の 杖 に つい て 明確 に 話し て は いけ な い 。 

no one should Doast of its possess1on, 

魔術 の 杖 を 保持 し て いる 事 を 自慢 し て は いけ な い 。 

nor should its consecration eVer De transrmitted except under the 
conditions of aDsolute discretion and confidence. 

絶対 秘密 の 条件 の 下 、 以 外 で は 、 魔 術 の 杖 を 清め る 儀式 を 伝授 する な か れ 。 

The sword is less Occult, 

魔術 の 剣 は 魔術 の 杖 よ り 隠 さ な く て 良い 。 

andismadeinthe followimg manner:- 

下記 は 、 魔 術 の 剣 の 作り 方 で ある 。 

It must De of pure steell 

魔術 の 剣 は 純粋 な 鋼 で 作る 必要 が 有る 。 

wrth a cruciform copper handle having three pommels, as represented 
in the enchiridion of Leo III, or with the guard of a douDle crescent, as 
Im Our 0WnT figure. 


法王 レオ 3 世 の 「Enchiridion」 に 記さ れ て いる 様 に 3 つの 柄 頭 (つか が し ら ) を 持 
つ 十 字形 の 銅 の 柄 ( つ か ) の 魔術 の 剣 、 ま た は 、 下 記 の 様 に 2 つ 1 組 の 三日月 の 鎧 
(つば ) の 魔術 の 剣 を 作る 必要 が 有る 。 

On the middle knot of the guard, which should De covered with a golden 
Dlate, 

魔術 の 剣 の 鎧 (つば ) の 中 央 の 結合 部 分 を 金 の 板 で 覆う べき で ある 。 

the sign of the macrocosrm must De chased on one side, 

魔術 の 剣 の 鎧 (つば ) の 金 の 板 の 一 方 の 面 に は 、 大 宇宙 の 象徴 で ある 、 六 世 星 を 記 
すべ き で ある 。 

and that of the microcosm on the other 

魔術 の 剣 の 鎧 (つば ) の 金 の 板 の 他方 の 面 に は 、 小 宇宙 の 象徴 で ある 、 五 世 星 を 記 
すべ き で ある 。 

The Hebrew monograrm of Michael, as found in Agrippa, must De 
engraved on the pommel: 

魔術 の 剣 の 柄 頭 ( つ か が し ら ) に は 、 コ ルネ リウ ス アグ リッ パ の 書物 に 記さ れ て いる 
へ ブラ イ 文 字 の 組み 合わ せ 文 字 に よる ミカ エル と いう 名 前 を 記す 。 

on the one side of the blade must De these characters: 1n? ?n ロ 5n5 

ロ ?27N コ , 

魔術 の 剣 の 刀身 の 一 方 の 面 に は 、n?>N コ nn ya ロ 5n5 と 記す 必要 が 有る 。(nny は 
ヤ ハ ウェ で ある 。) 

and on the other the monogram of the LaDarum of Constantm0, 

魔術 の 剣 の 刀身 の 他方 の 面 に は 、 コ ンス タン ティ ヌス 1 世 の ラ バル ム の ギリ シャ 語 
の キリ スト の 最初 の 2 文字 XP の 組み 合わ せ 文 字 を 記す 必要 が 有る 。 

followed by the words: Vince in hoc, Deo duce, commute ferro.( = Conduer 
In this, God lead thou, comparuon SsWOrd.) 

魔術 の 剣 の 刀身 の 他方 の 面 に は 、 ラ テン 語 で 「 神 の 導き と 、 友 で ある 剣 で 、 圧 倒し な 
さい 。」、「 神 の 導き と 、 友 で ある 剣 で 、 勝 利 し な さい 。」 を 意味 する Vince in hoc, 
Deo duce, comite ferro. と いう 言葉 を 記す 必要 が 有る 。 

For the authenticity and exacttude of these figures, see the Dest ancient 
editions of the "Enchiridion." 

上 記 の 、 確 実 な 正確 な 形 は 、 法 王 レ オ 3 世 の 「Enchiridion」 の 最良 の 古代 の 版 を 
参照 し て くだ さい 。 

The consecration of the sword must take place on a Sunday durimg the 
hours of the sur, 

日 曜 に 、 太 陽 の 時 間 の 間 に 、 魔 術 の 剣 を 清め る 必要 が 有る 。 

under the invocation of Michael. 

ミカ エル へ の 祈り の 下 に 、 魔 術 の 剣 を 清め る 必要 が 有る 。 

The blade ofthe sword must De placed in a fire of laurel amd CyDreSS: 
魔術 の 剣 を 清め る に は 、 月 桂樹 と 糸 杉 の 火 の 中 に 魔術 の 剣 の 刀身 を 入れ る 必要 が 
有る 。 

it must then De dried and polished with ashes of the sacred fire, 
魔術 の 剣 を 清め る に は 、 清 め た 火 の 灰 で 魔術 の 剣 を 乾かし 磨く 必要 が 有る 。 
moistened with the blood of a mole or serpent, 


魔術 の 剣 を 清め る に は 、「 土 竜 か 蛇 の 血 」 で 潤 ( う る お ) い を 与え る 必要 が 有る 。(「 土 
竜 か 蛇 の 血 」 は 例え で ある 。 神 の 聖霊 の 魔術 で 、 血 を 用 いて は いけ な い 。) 

the followmg words Deng sa1d:- 

魔術 の 剣 を 清め る に は 、 下 記 の 祈り を 唱え る 。 


「 魔 術 の 剣 を 清め る 祈り 」。 


Be thou umto me as the sword of Michael, Dy virtue of Eloim SaDaoth, 
軍団 で ある エロ ヒム の 力 に よっ て 、 ミ カエ ル の 剣 と 成 れ !( エ ロ ヒ ム は 神 を 意味 する 。 
エロ ヒム は 神 の 複数 形 で ある 。Sabaoth は へ ブラ イ 語 で 軍団 を 意味 する 。) 

may spirits of darkness and reptiles of earth flee away from thee!- 
去れ 闇 の 霊 ! 去 れ 地 を は う 虫 類 !( 聞 の 圭 は 悪人 の 霊 の 例え で ある 。 地 を は う 乳 忠 
類 は 汚れ た 星 の 光 の 例え で ある 。) 


It is then fumigated with the perfumes of the sun, and wrapped upD In 
silK, together with Dranches of VerVaim, 

上 記 の 祈り の 後に 、 魔 術 の 剣 を 、 太 陽 の 香 で 清め て か ら 、 バ ー ベ イン の 核 々 と 共に 、 
絹 で 包む お 。 

which should De Durned on the seventh day. 

魔術 の 剣 と 共に 絹 で 包ん だ バー ベイ ン の 枝 々 を 第 7 日 目 に 燃やす べき で ある 。 

The magical 1amp must De composed of the four metals- gold, silVer 
Drass and iron: 

金 、 銀 、 真 鍛 、 鉄 と いう 4 つの 金属 で 、 魔 術 の ラン プ を 作る 必要 が 有る 。( 真 鈴 、 黄 銅 
は 金 の 代わ り で ある 。) 

the pedestal should De of iron, 

魔術 の ラン プ の 土台 は 鉄 で 作る べき で ある 。 

the mirror of DraSss, 

魔術 の ラン プ の 鏡 は 真 欠 で 作る べき で ある 。 

the reserVvoir of silVer 

魔術 の ラン プ の 油 喜 (あぶ ら つ ぼ ) は 銀 で 作る べき で ある 。 

the triangle at the apex of gold. 

魔術 の ラン プ の 頂き の 三角 形 は 金 で 作る べき で ある 。 

It should De provided with two arms 

魔術 の ラン プ に は 2 つの 腕 を 付け る べき で ある 。 

Composed of a triple Dipe of three intertwisted metals, in such a manner 
that each arm has a triple condunt for the o 赴 

魔術 の ラン プ の 腕 は 、3 つの 、 別 々 の 金属 の 、 油 を 通す 管 を か ら め 合わ せ た 物 で ある 。 
there must De nme wcks in all, three at the top and three in each arm. 
魔術 の ラン プ に は 9 つの 灯 心 が 有る 。 魔 術 の ラン プ に は 、 頂 き の 三 角形 に 3 つの 灯 
心 、 一 方 の 腕 に 3 つの 灯 心 、 他 方 の 腕 に 3 つの 灯 心 が 有る 。 


The seal of Hermes must De engraved on the pedestal, 

魔術 の ラン プ の 土台 に は ヘル メス の 封印 、 ヘ ル メ ス の 象徴 を 記す 。 

oOVer which must De the two-headed androgyne of Khunrath. 
魔術 の ラン プ に は 、 土 台 を う 様 に 、 ハ イン リッ ヒ クン ラー ト の 2 つの 頭 を 持っ た 両 
性 具有 者 の 像 が 有る 。 

A serpent devouring its own tail must encircle the 1ower Dart. 

魔術 の ラン プ の (土台 の ) 下 部 を 、 自 身 の 尾 を 飲み 込む 蛇 ウ ロボ ロス の 像 で 囲む 必 
要 が 有る 。 

The sign of Solomon must De chased on the reserVvoir 

魔術 の ラン プ の 油 喜 (あぶ ら つ ぼ ) に ソロ モン の 象徴 で ある 六 葵 星 を 記す 必要 が 有 
る 。 
Two globes must De fitted to this 1amD, 

魔術 の ラン プ に 2 つの 球形 の か さ を 付け る 必要 が 有る 。 

one adorned wrth transparent Dictures, reDresentimg the seven gen1, 

一 方 の 球形 の 魔術 の ラン プ の か さ に は 、7 つの 霊 の 透明 な 絵 を 記す 。 

while the other of larger size amd duplicated, 

他方 の 球形 の 魔術 の ラン プ の か さ に は 、 一 方 の 球形 の 魔術 の ラン プ の か さ の 絵 を 
大 きく し た 物 を 記す 。 

should contain Variously tmted waters 

2 つの 球形 の 魔術 の ラン プ の か さ の 中 に は 、 色 々 な 色 の 水 が 入っ て いる 。 

in four compartrments. 

球形 の 魔術 の ラン プ の か さ の 中 の 、 色 々 な 色 の 水 は 、4 つの 仕切 り で 仕切 られ て い 
る 。 

The whole instrument should De placed in a wooden pilar 
魔術 の ラン プ は 木 の 柱 の 中 に 置く べき で ある 。 

reVOlVImg OT 1tS 0OWT aX1S, 

魔術 の ラン プ を 置く 木 の 柱 は 回 転 で きる 。 

and permittimg a ray of Hight to escape, as redu1red! 

魔術 の ラン プ を 置く 木 の 柱 は 、 必 要 に 応じ て 、 魔 術 の ラン プ か ら の 一 筋 の 光線 を 漏 
ら す 事 が で きる 。 

and fall on the altar smoke at the moment for the inVvocations. 
祈り の 時 に 、 魔 術 の ラン プ か ら の 一 筋 の 光線 を 祭壇 の 煙 に 当て る 。 

This lamp is a great aid to the intuitiVe operations of slow imaginations, 
魔術 の ラン プ は 、 時 間 が か か る 想像 力 が 、 直 感 す る 作用 を 大 い に 助け る 。 

and for the immediate creation in the presence of magnetised DersOns 
of forms alarming in ther actuality, 

魔術 の ラン プ は 、 催 眠 状 態 の 人 の 前 に 、 現 実に 、 驚 くべ き 形 を 即座 に 創造 する 、 助 け 
と 成る 。 

which, Deimg multplied Dy the mirrors, 

魔術 の 小 部 屋 の 四方 の 鏡 に よっ て 、 魔 術 の ラン プ の 光 と 祭壇 の 煙 に よる 、 形 は 増殖 
する 。 

will magnify suddenly, 

突然 、 魔 術 の ラン プ の 光 と 祭壇 の 煙 に よる 、 形 に よる 刺激 は 激しく 成る で あろ う 。 


and transform the operator's caDinet into a Vast hall filled with Visible 
SOUIS: 

魔術 の 小 部 屋 は 、 目 に 見 える 霊 に 満ち た 巨大 な 集会 場 に 変わ る で あろ う 。 

the intoxicaton of the perfumes and the exaltation of the invocations 
will speedily change this fantasia into a real drearm: 

香 が も た ら す 陶酔 と 折り が も た ら す 高揚 は 、 速 や か に 、 魔 術 の ラン プ の 光 と 祭壇 の 
煙 に よる 形 に よる 幻想 を 本 物 の 現実 の 夢 に 変え る で あろ う 。 

persons formmerly known wl be recogrsed, 

旧知 の 知人 た ち が 認 め ら れる で あろ う 。 

phantoms wl speak, 

霊 達 が 話す で あろ う 。 

and something extraordinary and unexpected wl follow the closimg of 
the Hght within the pillar and the increase of the fumigations. 

魔術 の ラン プ の 光 を 木 の 柱 の 中 に 閉ざし 、 煙 を 増やす と 、 思 いも し な い 和 区 く べき 何 か 
が 起こ る で あろ う 。 
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A WARNING TO THE IMPRUDENT 

無 思 鹿 な 者 へ の 警告 

THE operations Of science are not devoid of danger as We have stated 
SeVeral tiTmeS. 

すでに 何 度 か 話し た 様 に 、 知 の 作業 に は 危険 が 有る 。 

They may end in madness for those who are not established firmly on 
the Dasis of supreme, aDsolute, and infalhDle reason. 

無 上 の 絶対 の 誤り が 無い 論理 と いう 基礎 の 土台 の 上 に 自身 を 堅固 に 確立 し な い 者 
は 狂気 に 至る か も し れ な い 。( 人 は 絶対 の 論理 と いう 基礎 の 土台 の 上 に 自身 を 建て 
る 必要 が 有る 。) 

TerriDle and incuraDle diseases can De Occas10oned DV eXCesS1Ve meTVOUS 
excltement. 

過度 の 神経 の 興奮 は 芝 る べき 不治の病 を も た ら す 。 

SWwoons and death itself, as a conseqduence of cereDral congestion, may 
result from imagination when it is unduly impressed and terrified. 
想像 へ の 過度 の 感動 や 恐怖 は 、 脳 の 充血 に よっ て 、 失 神 や 死 を も た ら す 。 

We cannot sufficiently dissuade nerVous DersOns, and those who are 
naturally disposed to exaltation, women, yoOung DeOople, and all who are 
not haDituated in Derfect self-control and the command of their fear 
神経 質 な 人 々 や 異常 に 興奮 し 易い 人 々 、 女 性 、 未 熟 な 人 々 、 自 制す る 習慣 や 状 怖 心 
を 抑え る 習慣 が 完全 に は 無い 全て の 人 々 に 上 忠 告 し て 思い と ど ま ら せる 事 は 十分 に は 
不可 能 で ある 。 

In the same Way 

同様 に 、 

there can De nothimg more dangerous than to make magic a Dastime, Or 
as SOme do, a Dart of an eVerumg's entertaimment. 

ぶ ふざけ て 魔術 を する 事 や 、 何 人 か が 行っ て いる 様 に 、 夜 会 の 悪ふざけ の 一 環 と し て 
魔術 を する 事 は 、 最 も 危険 で ある 。 

EVen magnetic exDeriments, Derformed under such conditions, can OnIy 
exhaust the suDjects, mislead opimions, and defeat scienCce. 

ぶ ふざけ て 催眠 状態 に する と 、 被 催眠 者 の 神経 を 消耗 させ 、 自 説 を 誤り に 導き 、 知 性 
を 駄目 に する だ け で ある 。 

The mysteries of Hfe and death cannot De made sport of with impumity, 
生 と 死 の 神秘 を 弄 ( も て あ そ ) ん で 憲 を 受け な い 事 は 不可 能 で ある 。 生 と 死 の 神秘 を 
弄 ( も て あ そ ) ぶ と 罰 を 受け る 。 

and thmgs which are to De taken seriously must De treated not onIy 
Ser1OuSIy Dut also with the greatest reserVe. 

真剣 に 取り 扱う べき で ある も の は 、 真 剣 に 取り 扱う だ け で は な く 、 大 い に 遠 慮 する 必 
要 が 有る 。 

Never yield to the desire of convincing others Dy phenomena. 


公 異 的 な 現象 に よっ て 他人 を 説得 し よう と いう 欲望 に 身 を 任せ る な か れ 。 

The most astounding phenomena would not De proofs for those who are 
not already convimced. 

第 異 的 な 現象 は 、 確 信 が 無い 人 人 々 に と っ て は 、 証 拠 に 成ら な い 。 

They can always De attriDuted to ordinmary artfices 

公 異 的 な 現象 は 、 常 に 、 和 驚異 的 で は な い 詐 欺 の せい に され る 。 

and the magus included among the more or less skilful followers of 
RoDert Houdin or Hammilton. 

魔術 師 は 、 多 か れ 少 な か れ 、 手 品 師 ロベール ウー ダン や ハミ ルト ン の 上 手 な 模 信 
者 の 一 人 に 数 えら れ て し まう 。 魔 術 師 は 手品 師 と みな され て し まう 。 

To reduire Drodigies as a warrart for Delievimg in science is to shew 
one's self unworthy or incapaDle of science. 

魔術 や 神学 と いっ た 知 を 信じ る 根拠 と し て 奇跡 や 驚異 を 必要 と する 事 は 、 魔 術 や 神 
学 と いっ た 知 を 伝授 され る 資格 が 無い 和信 で ある の を 明らか に する 事 で ある 。 
SANCTA SANCTIS.( = holy thimgs for holy people.) 

「 神 の 物 は 、 神 の 様 な 人 に 」。( マ タイ に よる 福音 22 章 21 節 「 カ エサ ル の 物 は カエ サ 
ル に 、 神 の 物 は 神 に 。」。) 

Contemplate the twelfth figure of the Tarot-Keys, 

鍵 タ ロッ ト の 12 番目 の 絵 に つい て 深く 考え な さい 。 

rememDer the grand symDol of Prometheus, 

天 の 火 を 盗ん で 人 に 与え て 罰 を 受け た プロ メ テ ウ ス と いう 大 いな る 象徴 を 思い 出し 
な さい 。 

and De silent. 

沈黙 を 守り な さい 。 

All those magl who divulged their Works died violently 
作品 や 行い を 大 衆 に 明か し た 魔術 師 は 皆 、 激 し い 死 に 方 を し た 。 

and many were dr1Ver to sulclde, 

多数 の 魔術 師 が 自殺 に 追い 込ま れ た 。 

Iike Cardan, 

カル ダー ノ の 様 に 。 

Schroppfer 

Schroppfer の 様 に 。 

Cagliostr0, 

カリ オス トロ の 様 に 。 

and others. 

その 他 の 魔術 師 の 様 に 。 

The magus should HIVe in retirement, 

魔術 師 は 大 衆 か ら 隠れ て 生き る べき で ある 。 

and be approached with difficulty. 

魔術 師 は 近寄り 難い べき で ある 。 

This is the sigruficance of the ninth key of the Tarot, 

「 魔 術 師 は 大 衆 か ら 隠 れ て 生き る べき で ある 。」、「 魔 術 師 は 近寄り 難い べき で あ 
る 。」 が タロ ッ ト の 9 番目 の 鍵 の 意味 の 1 つ で ある 。 


where the initate appears as a hermut completely shrouded in his cloak. 
タロ ッ ト の 9 ペー ジ 目 に は マン ト で 完全 に 緒 われ た 隠者 と し て 秘伝 伝授 者 が 描か れ 
て いる 。 

Such retirement must not, howeVer De one of isolation: 

し か し 、 鬼 立 す る な か れ 。 上 記 の 隠居 が 孤立 に 成っ て は いけ な い 。 

attachments and friendships are necessary, 

思い や り と 交流 が 必要 で ある 。 

Dut 

し か し 、 

he must choose them wrth care 

魔術 師 は 用 心して 友 を 選ぶ 必要 が 有る 。 

and preserve themm at all Drice. 

魔術 師 は 友 を 気づか う 必要 が 有る 。 

He must also have another profession than that of magician: 

魔術 師 は 、 魔 術 師 と し て の 務め で は な い 、 金銭 を 稼ぐ た め の 職 業 を 持つ 必要 が 有る 。 
maglc 1S not a trade. 

魔術 は 金銭 を 稼ぐ た め の 職 業 で は な い 。 

In order to deVote ourselves to ceremomnial magic, we must De free from 
aTLX10US DTeOCCUDatOnS: 

魔術 の 儀式 に 専念 する た め に 、 魔 術 師 は 心配 事 か ら 自 由 で ある 必要 が 有る 。 

we must De in a Dosition to Drocure all the instruments of the science, 
魔術 師 は 魔術 と いう 知 の 全て の 道具 を 手 に 入れ られ る 立場 に いる 必要 が 有る 。 
and be able to make them when neededi: 

魔術 師 は 魔術 と いう 知 の 全て の 道具 を 必要 と 成っ た 時 に 作れ る 必要 が 有る 。 

We must also posseSss an imaccess1Dle laDoratory in which there will De 
no danger of ever Deing surDrised or disturDed. 

魔術 師 は 、 不 意 打ち や 妨害 の 危険 が 全く 無い 、 侵 害さ れ な い 作 業 場所 を 保有 する 
必要 が 有る 。 

Then, and this is an indispensaDle condition, 

絶対 に 必要 な 2 つの 条件 と し て 、 

We must kmow how to eguihbrate forces 

魔術 師 は 2 つの 力 の つり 合わ せ 方 を 知っ て いる 必要 が 有る 。 

and restram the zeal of our initiatiVe. 

魔術 師 は 自発 的 な 欲望 の 抑え 方 を 知っ て いる 必要 が 有る 。 

This is the meaning of the eghth key of Hermes, 

「2 つの 力 を つり 合わ せる 。」 事 と 「 自 発 的 な 欲望 を 抑え る 。」 事 が 、 ヘ ル メ ス の 8 番 
目 の 鍵 、 タ ロッ ト の 8 ペー ジ 目 の 絵 の 意味 で ある 。 

wherein a woman is seated Detween two pillars, with an upright sword 
in one hand and a Dalance in the other 

タロ ッ ト の 8 ペー ジ 目 に は 、 一 方 の 手 に 真っ 直ぐ な 剣 を 持ち 、 他 方 の 手 に 天 各 を 持 
つ 、2 つの 柱 の 間 に 座 っ て いる 女性 が 描か れ て いる 。 

To edulibrate forces they must De sirmultaneousIy maintained and 
made to act alternately: 


2 つの 力 を つり 合わ せる に は 、2 つの 力 を 同時 に 保有 し て 、2 つの 力 を 交互 に 作用 さ 
せる 必要 が 有る 。 
the use of the Dalance represents this douDle action. 
天 各 は 「2 つの 力 を 同時 に 保有 し て 、2 つの 力 を 交互 に 作用 させ る 。」 と いう 2 つ 1 
組 の 動き を 表す 。 
The same arcanurm iS typified Dy the dual cross in the pantacles of 
Pythagoras and Ezekiel 
ピタ ゴラス の 車輪 と エ ゼ キ エ ル の 車輪 と いう 、 十 字 と X 字形 の 十字 と いう 、 二 重 の 
十字 は 、 天 衝 が 象徴 で ある 「2 つの 力 を 同時 に 保有 し て 、2 つの 力 を 交互 に 作用 さ 
せる 。」 と いう 秘密 を 象徴 する 。 
(see the plate which appears on p. 166 in the "Doctrme"), 
ピタ ゴラス の 車輪 と エ ゼ キ エ ル の 車輪 は 「 高 等 魔術 の 教理 」 を 参照 し て くだ さい 
where the crosses equlhbrate each other 
ビ ピタ ゴラス の 車輪 と エ ゼ キ エ ル の 車輪 の 、 十 字 と X 字形 の 十字 は 、 相 互 に 、 つ り 
合っ て いる 。 
and the planetary signs are always in ODDoOsltion. 
ピタ ゴラス の 車輪 と エ ゼ キ エ ル の 車輪 の 、 惑 星 の 象 徴 は 、 常 に 、 対 立 し て いる 。 
Thus, Venus is the equilibrium of the works of Mars: 
金星 は 火星 の 作用 と つり 合っ て いる 。 
Mercury moderates and fulfils the operations of the Sunl amd Moon: 
水星 は 太陽 と 月 の 作用 を 和らげ 実現 する 。 
Saturn Dalances jupiter 
土星 は 木星 と つり 合っ て いる 。 
It was Dy means of this antagonism Detween the ancient gods that 
Prometheus, that is to say the genius of science, Contrived to enter 
Olympus and carry off fire from heaven. 

7 惑星 の 象徴 で ある 古代 ギリ シャ の 神々 の 間 の 対立 に よっ て 、 知 の 精神 の 象徴 で あ 
る 、 知 の 霊 で ある 、 プ ロメ テウ ス は 、 オ リュ ン ポ ス 山 に 侵入 し て 天 の 火 を 奪え た 。 
Is it necessary to spDeak more clearIV? 
より 明らか に 話す 必要 が 有る か ? よ り 明 ら か に 話す 必要 が 有る ! 
The milder and calmer you are, the more effectiVe wll De your anger: 
あな た が 、 思 いや り 深 い ほ ど 、 冷 静 で ある ほど 、 あ な た の 怒り に は 力 が 有る 。 
the more energetic you are, the more Dreclous wl De your forDearance: 
あな た が 、 力 強い ほど 、 あ な た の 忍耐 に は 価値 が 有る 。 
the more skilful you are, the Detter wil you profit Dy your intelhgence 
and eVen Dy your ViTtues: 
あな た が 、 熟 練 す る ほど に 、 知 に よっ て 、 徳 に よっ て 、 あ な た は 得 を する 。 
the more indifferent you are, the more eas1ly wlll you make yourself 
loved. 
あな た が 、 冷 た い ほ ど 、 あ な た は 愛さ れ 易 く 成 る 。 
This is a matter of experience in the moral order 
上 記 は 、 精 神 の 領域 で の 経験 で ある 。 
and is jiterally realhised in the sphere of action. 


上 記 は 、 行 動 の 領域 で 実現 する 。 

Human Dassions Droduce DlimdIy the opposites of their unbridled 
desire, when they act without directon. 

人 が 抑え な いで 発揮 し た 肉欲 は 、 盲 目的 に 、 目 的 と は 正反対 の 結果 を も た ら す 。 
ExceSS1Ve love Droduces anttpathy: 

過度 の 愛 は 反感 を も た ら す 。 

bhmd hate counteracts amd scourges itself: 

盲目 的 な 憎悪 は 反作用 と 成り 自身 を 苦し め る 結果 に 成る 。 

Vanity leads to aDasement and the most cruel humihations. 

虚栄 心 は 屈辱 、 恥 に 至る 。 

Thus, the Great Master revealed a mystery of DositiVe magical sclenCe 
when He said, "Forg1Vve your enermles, do good to those that hate you, so 
shall ye heap coals of fire upon their heads." 

感 言 25 草 21 節 か ら 22 節 で 、 大 いな る 王者 ソロ モン は 「( 英 を 許し な さい 。 あ な た を 
憎む 人 に 慈善 行為 を し な さい 。 そ うす れ ば 、) あ な た は 火 の ま き を 敵 の 頭 の 上 に 積め 
る 。」 と 話し て 、 上 記 の 様 な 現実 的 な 魔術 的 な 知 の 神秘 を 明か し た 。 

Perhaps this kind of pardon seems hypocrisy 

多分 、 上 記 の ゆる し は 見 せ か け の ゆる し に 思わ れる で あろ う 。 上 記 の 慈善 行為 は 偽 
半 行 為 に 思わ れる で あろ う 。 

and Dears a strong HKeness to refimed VemgeantCe. 

上 記 の ゆる し は 、 う わ べ だ け で 、 改 良さ れ た 報復 で る る と 思わ れる で あろ う 。 

But 

し か し 、 

We must rememDer that the magus 1S SOVere1gTl, 

魔術 師 は 王者 で ある 事 を 思い 出す 必要 が 有る 。 

and a sovereign never avenges Decause he has the right to Dumish: 
王者 は 報復 で は な く 裁く 。 

in the exercise of this right he performs his duty, 

裁き で 、 王 者 は 義務 を 果たす だ け で ある 。 

and is mplacaDle as justice. 

裁き さ で 、 王 者 は 、 正 義 の 様 に 、 和 解 の 余地 が 無い 。 

Letit De obDservedl for the rest, so that no one may misinterpret my 
meanimg, 

誤解 し な い 様 に 言う と 、 

that it is a duestion of chastising evil Dy good 

立 で 悪 に 報復 する 事 が 大 事 で ある 。 

and ODDosing mmldness to Volence. 

思い や り を 和 怒り に 対立 させ る 事 が 大 事 で ある 。 

Ifthe exercise of Virtue De a flagellation for vice, no one has the right to 
demand thatit should De sparedl 

徳 が 悪徳 を むち 打つ も の と し て 発揮 され る と 、 罰 し な い 様 に 要求 で きる 権利 は 誰 に 
も 無い 。 善 が 悪 を 罰する 時 、 罰 し な い 様 に 言う 権利 は 悪人 に は 無い 。 

OY 


また は 、 

that we should take Dity on its shame and its sufferings. 

徳 が 悪徳 を むち 打つ も の と し て 発揮 され る と 、 罰 を 受け る 恥ず か し さと 罰 の 苦し み に 
同情 する 様 に 要求 で きる 権利 は 誰 に も 無い 。 善 が 悪 を 罰する 時 、 罰 を 受け る 恥ず か 
し さと 憲 の 苦し み に 同 情 する 様 に 言う 権利 は 悪人 に は 無い 。 

The man who dedicates himself to the works of science must take 
moderate dailV exerC1se, 

知 の 作業 に 専念 する 人 は 日 々 の 鍛錬 を 和らげ る 必要 が 有る 。 

aDstain from prolonged Vigils, 

長 時 間 の 徹夜 を 控え る 必要 が 有る 。 

and follow a wholesome and regular rule of life. 

健全 で 規則 正しい 生活 習慣 に 従う 必要 が 有る 。 

He must avoid the effluVia of putrefactior 

腐敗 臭 を 避け る 必要 が 有る 。 

the neighDourhood of stagnant water 

よど ん で 腐っ て いる 水 に 近づく 事 を 避け る 必要 が 有る 。 

andindigestble or Impure food. 

消化 し 難い 食べ 物 を 避け る 必要 が 有る 。 汚 ( よ ご ) れ た 食べ 物 を 避け る 必要 が 有る 。 
ADoOVe al 

特に 、 

he must daily seek relaxation from maglcal DreOCcuDations armongst 
material cares, Or in laDour whether artistCc, industrial, Or Commercial. 
魔術 に 夢中 に 成り 過ぎ な い 様 に 、 俗 世間 へ の 用 心 の た め に 、 芸 や 生産 や 金儲け と 
いっ た 仕事 で 、 神 経 を 凶 緩 で きる 人 息抜き で きる 気晴らし を 日 々 探す 必要 が 有る 。 
The way to see well is not to De always 1ookimg: 

良く 見 る 方 法 は 常に 見 て いる 事 で は な い 。 

and he who spends his whole Hfe upon one oDject will end without 
attanming 1t. 

ー 生 の 全て を 唯一 の 目的 に 費やす 人 は 目的 に 到達 し な いで 終わ る 。 

Another precautlon must De eqgually oDserved, and that is 

同様 に 、 そ の 他 に 注意 する 必要 が 有る 事 は 、 下 記 で ある 。 

never to exDerimernt when 則 . 

病 ん で いる 時 は 、 魔 術 の 儀式 を 試み に 行う な か れ 。 

The ceremonies Deing, as We have said, artficial methods for creatmg a 
haDit of wl 

すでに 話し た 様 に 、 儀 式 は 意思 の 習慣 を 創造 する た め の 人 人為 的 な 手段 で ある 。 
Decome unmnecessary when the habit is confirmed. 

意思 の 習慣 を 確立 し た 時 に 、 儀 式 は 不要 に 成る 。 

It is im this sense, and addressing himself solely to perfect adepts, that 
Paracelsus Droscr1Des ther use in his Occult Philosophy. 
意思 の 習慣 を 確立 し た 時 に 、 儀 式 は 不要 に 成る の で 、 隠 され た 哲学 で 、 パ ラケル ス 
ス は 、 儀 式 の 利用 を 禁止 する 様 に 、 完 全 な 達 道 者 に だ け 話 し て いる 。 


They must De progress1ively simplified Defore they are dispensed with 
altogether and in Droportlon to the experience we oDtan in acdunred 
Dowers, and established habit in the exercise of extra-natural wll. 

儀式 が 完全 に 不要 に 成る まで は 、 超 自然 的 な 意思 へ の 鍛錬 に よっ て 確立 し た 意思 
の 習慣 に 比例 し て 、 獲 得 し た 力 に 比例 し て 、 段 階 的 に 儀式 を 簡略 化す る 必要 が 有る 。 
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THE CEREMONIAL OF INITIATES 

秘伝 伝授 者 の 儀式 

THE sclence is Dreserved Dy sllence and perpetuated Dy initlation. 

知 は 、 沈 庄 に よっ て 守ら れ 、 秘 伝 伝授 に よっ て 伝え られ る 。 

The 1aw of silence is not, therefore, aDsolute and inVviolable, except 
relatively to the unitiated multitude. 

秘伝 伝授 者 で は な い 大 衆 に は 、 沈 庄 を 守る 事 は 、 絶 対 に 破っ て は な ら な い 法 で ある 。 
た だ し 、 例 外 と し て 、 秘 伝 を 伝授 され る に ふさ わし い 人 に は 、 沈 黙 を 破る 場合 が 有る 。 
The science can orly De transmitted Dy speech. 

知 は 話す 事 に よっ て の み 伝 えら れる 。 知 は 言葉 に よっ て の み 伝 えら れる 。 

The sages must therefore speak occasionally. 

時 に は 賢者 は 話す 必要 が 有る 。 

YeS, 

イエ ス 。 

they must speak, not to disclose, Dut to lead others to discover, 
徐 い を 取り 除く た めで は な く 、 他 人 を 発見 に 導く た め に 、 賢 者 は 話す 必要 が 有る 。 
Noli ire, fac Venre,( = Dont go, make come.) 

「 行 く な か れ 。 来 させ な さい 。」 

was the deVice of RaDela1s, 

「 行 く な か れ 。 来 させ な さい 。」 は ラブ レー の 言葉 で ある 。 

who, being master of all the sciences of his tmme, 

ラブ レー は 当時 の 全て の 学問 に 通じ て いた 。 

could not De unacquainted wrth magic. 

ラブ レー が 魔術 に 通じ て いな か っ た は ず が 無い 。 ラ ブレ ー は 魔術 に 通じ て いた 。 
We have, conseduently, to reVeal here the mysteries of imitiation. 

し た が っ て 、 こ こ で 、 秘 伝 伝授 の 神秘 を 明か す 必 要 が 有る 。 

The destimy of man, as We have saidL is to make or create himself: 
すでに 話し た 様 に 、 人 の 運命 は 自身 の 創造 で ある 。 

he is, and he wrll De, the son of his WorKs, 

人 は 自身 の 行為 の 子 と 成る 。 人 は 自身 の 行為 の 結果 で ある 。 

both for tme and etermty. 

時 間 と 永遠 に 対し て 、 人 は 自身 の 行為 の 子 と 成る 。 時 間 と 永遠 に 対し て 、 人 は 自身 
の 行為 の 結果 で ある 。 

All men are called on to compete, 

全て の 人 が 競う 様 に 要求 され て いる 。 神 は 全て の 人 に 競う 様 に 要求 し て いる 。 
Dut 

が 

the numDer of the elect- that is, of those who succeed- is invariaD1y 
Small. 

神 に 選ば れる 人 の 数 は 常に 少数 で ある 。 成 功 す る 人 の 数 は 常に 少数 で ある 。 


In other words, 

言い 換え る と 、 

the men who are desirous to attain are numDered Dy multtudes, 
到達 し た い 人 は 多数 で ある 。 

Dut 

し か し 、 

the chosen are feW. 

神 に 選ば れる 人 は 少数 で ある 。 到 達する 人 は 少数 で ある 。 

Now, the government of the world Delongs Dy right to the flower of 
mankind, 

世界 の 統治 は 、 当 然 の 権利 と し て 、 神 に 選ば れ た 人 の 物 で ある 。 神 に 選ば れ た 人 が 
世界 を 統治 する べき で ある 。 

and when any comDination or usurDatlon Drevents their Dossess1ng 1t, a 
political or soclal cataclysm ensueS. 

結託 や 算 奪 (さん だ つ ) が 、 神 に 選ば れ た 人 に よる 世界 の 統治 を 妨害 する と 、 政 治 的 
な 大 洪水 か 社会 的 な 大 洪水 が 起こ る 。 

Men who are masters of themselves Decome easily masters of others: 

自身 の 主 で ある 人 は 、 楽 に 、 他 者 の 主 に 成 れ る 。 

Dut 

だ > 

it is DossiDle for them to hinder one another they disregard the 1aws 
of disclplme and of the umiversal hierarchy. 

秩序 の 法 、 普 遍 の 位階 の 法 を 無視 する と 、 相 互 の 足 の 引っ 張り 合い が 起こ り 得 る 。 
To De suDject to a dhsciplime in common, there must De a commuruty of 
1deas and desires, 

共同 で 秩序 に 従う に は 、 概 念 と 望み の 共有 が 必要 で ある 。 

and such a commumnion cannot De attained except Dy a commonr religion 
established on the Very foundatons of intellhigence and reason. 

知 と 論理 と いう 基礎 の 土台 の 上 に 建て られ た 宗教 の 共有 だ けが 、 共 同 で 秩序 に 従 
う 、 概 念 と 望み の 共有 に 到達 で きる 。 

This rehgion has always existed in the world!, 

知 と 論理 と いう 基礎 の 土台 の 上 に 建て られ た 宗教 は 、 世 界 に 常に 存在 し て いる 。 
andis that only which can De called one, infallible, indefectble, and 
VeritaDly cathoHic- that is, un1versal. 

知 と 論理 と いう 基礎 の 土台 の 上 に 建て られ た 宗教 だ けが 、 単 一 の 宗教 、 誤 り が 無い 
宗教 、 朽 ちな い 欠 点 が 無い 宗教 、 真 実 の 普遍 の 宗教 で ある 。 カ トリ ッ ク は 「 普 遍 の 」 
を 意味 する 。 

This religion, of which all others haVe Deen successively the veils and 
the shadoWs, 

他 の 宗教 は ヴェ ー ル や 影 で あり 続け て いる 。 知 と 論理 と いう 基礎 の 土台 の 上 に 建て 
られ た 宗教 だ けが 、 ヴ ェ ー ル や 影 で は な い 。 

1s that which demonstrates Denmg Dy Deing, 

知 と 論理 と いう 基礎 の 土台 の 上 に 建て られ た 宗教 は 、 存 在 に よっ て 存在 を 実証 する 。 


truth Dy reason, 

知 と 論理 と いう 基礎 の 土台 の 上 に 建て られ た 宗教 は 、 論 理 に よっ て 真理 を 実証 する 。 
reaSson Dy evidence and common sense. 

知 と 論理 と いう 基礎 の 土台 の 上 に 建て られ た 宗教 は 、 証 拠 に よっ て 常識 に よっ て 論 
理 を 実証 する 。 

It is that which proVes Dy realties the reasonaDle Dasis of hypotheses, 
知 と 論理 と いう 基礎 の 土台 の 上 に 建て られ た 宗教 は 、 実 在 に よっ て 、 仮 説 の 論理 的 
な 基礎 を 証明 する 。 

and forDids reasoming upon hypotheses independently of realities. 

知 と 論理 と いう 基礎 の 土台 の 上 に 建て られ た 宗教 は 、 実 在 と は 無関係 に 仮説 を 論 
じ る 事 を 禁じ る 。 

It is that which is grounded on the doctrime of umiversal amalog1es, 

知 と 論理 と いう 基礎 の 土台 の 上 に 建て られ た 宗教 は 、 普 遍 の 類推 可能 性 の 考え を 
基礎 と し て いる 。 

but never confounds the things of science with those of faith. 

知 と 論理 と いう 基礎 の 土台 の 上 に 建て られ た 宗教 は 、「 知 る べき も の 」 と 「 信 じ る ベ 
きも の 」 を 混同 し な い 。 

It can never De of faith that two and one make more or less than three: 
2+1 志 3 で ある と いう 事 を 信じ る の は 無理 で ある 。 

that in physics the contaimed can exceed the containmer: 

物理 的 に 、 含 まれ て いる 物 が 含ん で いる 物 よ り 大 きい 可能 性 が 有る と いう 事 を 信じ 
る の は 無理 で ある 。 

that a sold Dody, as such, can act ike a flunidic or gaseous Dody: 

固体 が 流体 や 気体 の 様 に 動く 可能 性 が 有る と いう 事 を 信じ る の は 無理 で ある 。 
that, for example, a human Dody can Dass through a closed door 
wrthout dissolution or ODem1ng. 

例え ば 、 人 の 肉体 が 、 分 解 し な いで 、 開 け な い で 、 閉 ざさ れ て いる 門 を 通過 で きる と 
いう 事 を 信じ る の は 無理 で ある 。 

To say that one Delieves such a thing is to talk hkKe a child or a fool: 
無理 な も の を 信じ る 人 は 無知 な 幼子 か 愚者 で ある と 言え る 。 無 理 な も の を 信じ る 人 
は 愚者 で ある 。 

yet it is no less insensate to defime the unkmowm, 

未知 の も の を 知っ て いる か の 様 に 定義 する の は 無理 で ある 。 

and to argue from hypothesis to hypothesis, tll we come to deny 
evidence a Drior1 for the affirmation of precipitate SUDDOS1t1OnS. 

先 験 的 に 、 早 まっ た 仮説 を 育 定 する まで 、 事 実 を 否定 で きる 様 に 成る まで 、 仮 説 か ら 
仮説 へ 論じ て いく の は 、 愚 か で ある 。 

The wise man affirms what he kmoWs, 

賢者 は 知っ て いる も の を 至 定 する 。 

and Delieves in what he does not know only In proportlon to the 
reasOonable and kmown necessities of hypothesis. 

賢者 は 、 知 ら な いも の の うち 、 仮 説 の 既知 の 必然 性 と 合理 性 に つり 合っ て いる も の 
だ け を 信じ る 。 


But this reasonaDle religion is unadapted for the multitude, 

論理 的 な 宗教 は 大 衆 に は 合わ な い 。 

for which faDles, mysteries, defimite hopes, and terrors havimg a 
physical Dasis, are needful. 

大 衆 に は 、 例 え 話 、 神 秘 、 明 確 な 希望 、 自 然 科 学 的 な 基礎 を 持っ て いる 帝 怖 が 必 要 
で ある 。 

It is for this reason that 

上 記 の 理由 か ら 、 

the priesthood has been estabhshed in the world. 

世界 に 祭司 の 集団 が 確立 され て いる 。 

Now the priesthood is recruited Dy initiation. 

祭司 の 集団 は 秘伝 伝授 に よっ て 補充 され る 。 

Religious formms Derish when initiation ceases in the sanctuary, whether 
by the Detrayal of the mysteries, or Dy their neglect amd oDliVion. 

神秘 の ヴェ ー ル を 取ら れる 事 に よっ て 、 ま た は 、 神 秘 を 軽視 する 事 や 神秘 を 忘却 する 
事 に よっ て 、 祭 司 だ け の 聖 所 で 、 秘 伝 伝授 が 途絶 える と 、 宗 教 の 形 は 消え る 。 

The Gnostic disclosures, for exarmple, alienated the Christian Church 
from the high truths of the KabDbalah, 

例え ば 、 グ ノー シス 主義 の 発覚 が 、 キ リス ト 教 会 を 、 カ バラ の 天 の 高 等 な 真理 か ら 遠 
ざけ て し まっ た 。 

which contains all the secrets of transcendental theology. 

カバ ラ は 超越 的 な 神学 の 全て の 秘密 を 含ん で いる 。 

HenCce, 

記 村 よ の で 

the blmd, having Decome leaders of the Dlind, 

盲人 が 盲人 を 導く 事 に 成っ て し まっ た 。( マ タイ に よる 福音 15 章 14 節 「 も し 盲人 が 
盲人 を 導 け ば 、 盲 人 は 諸 共 に 穴 に 堕ち る で あろ う 。」。) 

great oODscurities, great lapses, and deplorable scandals haVe followed. 
大 いな る 暗闇 、 大 いな る 堕落 、 悲 し むべ き 醐 行 が 起こ っ て し まっ た 。 
Subseduently, the sacred Dooks, of which the keys are all kabDalistic, 
from Genesis to the Apocalypse, have Decome so Hittle intelligible to 
Christians, 

キリ スト 教徒 の 大 衆 は 創世 記 か ら ヨ ハネ の 球 示 録 ま で の 聖書 を 非常 に 少し し か 理 
解 で き な く 成っ て し まっ た 。 創 世 記 か ら ヨ ハネ の 庄 示 録 ま で の 聖書 の 鍵 は 全て カバ 
ラ で ある 。 

that pastors haVe reasonaDly judged it necessary to forDid their beimg 
read Dy the unstructed among believers. 

羊 飼 いで ある 祭司 は 信者 の うち 無 学 な 人 が 聖書 を 読む 事 を 禁止 する 必要 が 有る と 
合理 的 に 判断 する 事 に 成っ て し まっ た 。 

Taken hterally, and understood materially, these Dooks would De ormly 
an inconceivable tssue of aDsurdities amd scandals, as the school of 
Voltaire has too well demonstrated. 


ヴォ ル テ ー ル 派 が 十分 過ぎ る くら い 指摘 し た 様 に 、 文 字 通り に 取る と 、 物 質 的 に 理 
解す る と 、 聖 書 は 信じ られ な い 非 論理 的 な 話 と 本 行 の 塊 ( か た まり ) に 過ぎ な いで あ 
ろう 。 
It is the same with all the ancient dogmas, therr briliiant theogomes and 
Doetic legendS. 
聖書 と 同様 に 、 文 字 通り に 取る と 、 物 質 的 に 理解 する と 、 全 て の 古代 の 考え 、 古 代 人 
の 神 統 系 譜 学 、 古 代 人 の 詩 の 伝説 は 非 論理 的 な 話 と 酸 行 の 塊 に 過ぎ な いで あろ う 。 
To say that the ancients of Greece Delieved in the 1oVe-adventures of 
Jupiter or those of Egypt in the cynocephalus and sparrow-hawKk, Ss to 
exhiDit as much ignorance and Dad faith as would De shown Dy 
maintainmg that Christians adore a triple God, composed of an old man, 
an executed crirmimal, and a Digeon. 
古代 ギリ シャ 人 が ゼウス の 不倫 を 信じ て いた と 主張 する 事 は 、 古 代 エ ジ プ ト 人 が 頭 
が 犬 で ある 人 や 神 の 存在 を 信じ て いた と 主張 する 事 は 、 古 代 エ ジ プ ト 人 が ハイ タカ 
を 神 と し て 信じ て いた と 主張 する 事 は 、 キ リス ト 教 徒 が 老人 と 十字 架 で 処刑 され た 
罪人 と ハト と いう 三重 の 神 を 信じ て いる と 主張 する 事 は 、 無 知 、 無 学 で ある し 悪意 が 
有る 。 
The ignorance of symbols is invariaDly calurmnious. 
象徴 へ の 無知 は 常に 中 傷 に 成る 。 
For this reason 
上 記 の 理由 か ら 、 
we should always guard against the derision of that which we donot 
km0oW, 
自分 が 知ら な いも の を 笑い も の に し な い 様 に 常に 用 心 す る べき で ある 。 
when its enunclation seeTns tO inVolve some aDsurdhty Or eVen 
NBUGM 

聖書 の 話 、 神 話 、 伝 説 と いっ た 話 が 何ら か の 非 論理 的 な 話 か 奇異 な 話 を 含ん で い 
る 時 に 、 自 分 が 知ら な いも の を 笑い も の に し な い 様 に 常に 用 心 す る べき で ある 。 
aS a COUYSe n0 less wantimg in good sense than to admt the same 
without discussion and exarmmation. 
検討 無し で 非 論理 的 な 話 を 受け 入れ る 事 が 良識 に 欠け た 行為 で ある 様 に (、 自 分 に 
は 理解 不能 な 非 論理 的 な 話 を 笑い も の に する 事 は 良識 に 欠け た 行為 で ある )。 
Prior to anythmg which may please or displease ourselves, there is a 
truth- 
自分 が 気に入る より 前 に 、 自 分 が 気に入ら な いよ り 前 に 、 真 理 が 存在 する 。 
that is to say, a reasO- 
自分 が 気に入る より 前 に 、 自 分 が 気に入ら な いよ り 前 に 、 論 理 が 存在 する 。 
and Dy this reason_ must our actons De regulated rather than Dy our 
desires, 1f we would create that intelhgence within us which is the 
ralson detre of irmmortality, and that justice which is the law thereof. 
も し 不 減 の 存在 理由 で ある 知 を 自分 の 心 の 中 に 創造 し た い の で あれ ば 、 も し 不 減 
の 法 で ある 正義 を 自分 の 心 の 中 に 創造 し た い の で あれ ば 、 自 分 の 欲望 に よっ て より 、 
論理 、 真 理 に よっ て 、 行 動 す る 必要 が 有る 。 


Aman who is truly man can only wl that which he should reasonaDIy 

and justly do: 

本 物 の 人 は 合理 的 に 正当 に 行動 する べき 物 だ け を 望む 。 

so does he silence lusts and fears that he may hearken solely to reason. 

本 物 の 人 は 論理 、 真 理 に し か 耳 を 傾け な い の で 肉欲 と 恐怖 を 静め る 。 

NowW such a man Ss a natural kimg and a spontaneous Driest 

本 物 の 人 は 自然 の 王者 、 自 然 の 祭司 で ある 。 

for the wandering multitudes. 

本 物 の 人 は 、 さ ま よ っ て いる 大 衆 に と っ て 、 自 然 の 王者 、 自 然 の 祭司 で ある 。 

Hence it was that 

上 記 の 理由 か ら 、 

the end of the old initiations was indifferently termed the sacerdotal art 

and the royal art. 

古代 の 秘伝 伝授 の 極致 は 、 王 者 の わざ 、 祭 司 の わざ 、 と 呼ば れ た 。 

The antidue magical associations Were sermimaries for Driests and kings, 

古代 の 魔術 の 結社 は 王者 と 祭司 の た め の 学 校 で あっ た 。 

and admnssion could only De obtaimed Dy truly sacerdotal and royal 

WOTKS: 

本 物 の 王者 の わざ 、 祭 司 の わざ に よっ て の み 古 代 の 魔術 の 結社 へ 入会 で きた 。 

that is, Dy placimg one's self abDoVe all the weaknesses of nature. 

自分 の 全て の 自然 な 弱 さ を 乗り 越え る 事 に よっ て の み 古 代 の 魔術 の 結社 へ 入会 で 

さ た 。 

We wilnot repeat here what is found everywhere concerring the 

Egyptian imitatons, Derpetuated, Dut with diminished power in the 

secret socletes Of the Middle Ages. 

中 世 の 秘 密 結社 で 、 力 を 弱め た が 絶え な か っ た 、 全 て の 場所 で 見 つか る 、 古 代 エ ジ 

プ ト の 秘伝 伝授 に つい て 、 こ こ で は 、 く り 返 さ な い 。 

Christian radicalism, founded upon a false understanding of the words: 

"Ye have one father one master and ye are all Drethren," dealt a terriDle 

blow at the sacred hierarchy. 

「 あ な た た ち は 唯一 の 父 で ある 神 を 持つ 。 あ な た た ち は 唯 一 の 主 イ エス を 持つ 。 あ な 

た た ち は 皆 、 神 の 子 、 神 の 子 イ エス の 兄 第 で ある 。」 と いう 言葉 へ の 誤解 を 基礎 と す 
る 、 急 進 派 の 偽 の キリ スト 教徒 が 神 の 位階 制 に 恐る べき 打撃 を 与え て し まっ た 。 

Sntce that time, 

上 記 の 時 か ら 、 

sacerdotal dignities have become a matter of intrigue or of chance: 

祭司 の 位階 は 術 策 と 運 の 問題 に 成っ て し まっ た 。 大衆 が 術 策 と 運 で 高い 位階 の 祭 

司 に 成る 様 に 成っ て じ ま っ た 。 

energetic mediocrity has managed to suDpplant modest superior1ty, 

misunderstood Decause of its modesty: 

遠慮 し な い 大 衆 が 、 遠 慮 する 神 に 選ば れ た 者 か ら 、 高 い 位階 を 患 か に も 奪っ て し 

まっ た 。 神 に 選ば れ た 者 は 遠慮 する た め に 大 衆 か ら 正 し く 本 当 の 価値 を 理解 され な 

い 。 


yet, and notwithstandimg, 

た で も 。 

initiaton Deing an essential law of religious ]ife, 

秘伝 伝授 は 宗教 の 命 の 絶対 に 必要 な 法 で ある 。 

a soOclety which is instimctVely magical formed at the declime of the 
pontifical power and speedily concentrated in itself alone the entre 
strength of Christianmity, 

法王 の 力 が 地 に 堕ち た 時 に 直感 的 に 魔術 的 に 形成 され た 団体 イエ ズ ス 会 は 、 キ リ 
スト 教 の 全て の 力 を イエ ズ ス 会 に 速やか に 集中 させ る 事 が で きた 。 

Decause, though it only umderstood Vaguely, it exerclsed DositiVely the 
hierarchic Dower 

な ぜ な ら 、 イ エズ ス 会 は 、 位 隊 制 の 力 を 、 暖 昧 に し か 理解 し な か っ た が 、 決 定 的 に 利 
用 し た か ら で あ る 。 

resident in the ordeals ofinitation, 

位階 制 の 力 は 、 秘 伝 伝授 の た め の 試 練 に 内 在 し て いる 。 

and the ommipotence of faith in pass1ve oODedience. 

位階 制 の 力 は 、 従 順 な 服従 に お ける 信心 の 全能 性 に 内 在 し て いる 。 

What in fact did the candidate in the old initiations? 

事実 、 古 代 の 秘伝 伝授 で 、 修 行者 は 何 を し た か ? 

He entirely abandoned his Hfe and hberty to the masters of the temples 
of Thebes or Memphis: 

修行 者 は 、 テ ー ベ や メン フィ ス の 神殿 の 師 に 、 命 と 自由 を 全て 委ね た 。 

he advanced resolutely through unnumDered terrors, which might have 
led him to imagine that there Was a premeditated outrage intended 
aga1nst him 

修行 者 は 、 自 分 に 対す る 計画 的 な 虐待 を 想像 させ て し まう 無数 の 恐怖 の 中 を 決 然 
と し て 前 進 し た 。 

he ascended funeral DyTeS, 

修行 者 は 、 火 葬 用 の まき の 山 を 昇っ た 。 

swam torrents of Dlack and ragimg Water 

修行 者 は 、 黒 い 激しい 水 の 流 れ の 中 を 泳い だ 。 

hung by unknown counterpoises oOVer unfathomed Drec1DiceS.… 
修行 者 は 、 未 知 の つり 合い に よっ て 、 底 無し の 崖 に 身 を 乗り 出し た 。 

Was not all this a Djind obedience in the full force of the term? 

全て 、 上 記 こ そ 、 文字通り 全力 な 、 盲 目的 な 服従 で は な いか ? 上 記 は 、 全 て 、 文 字 通 
り 全力 な 、 盲 目的 な 服従 で ある ! 

Is it not the most absolute exercise of 1iDerty to aDjure HiDerty for a Hme 
so that we may attann emanclpaton? 

自由 へ 到達 する た め に 一 時 的 に 自由 を 放棄 する 事 は 自由 で ある と いう 権利 の 最も 
完全 な 行使 で は な いか ? 自 由 へ 到達 する た め に 一 時 的 に 自由 を 放棄 する 事 は 自由 
で ある と いう 権利 の 最も 完全 な 行使 で ある ! 


Nowi this is preclsely what must De done, and what has Deen done 
inVarlaDly, Dy those who aspire to the sanctum regnum( = the holy 
kingdom) of magical ommipotence. 

上 記 は 、 魔 術 の 全能 性 と いう 「 神 の 王国 」 を 望む 修行 者 が 行う 必要 が 有る 物 で ある 。 
上 記 は 、 魔 術 の 全能 性 と いう 「 神 の 王国 」 を 望む 修行 者 が 常に 行っ て きた 物 で ある 。 
The disciples of Pythagoras condemned themselves to inexoraDle 
sllence for many years: 

ピタ ゴラス の 弟子 は 多年 の 完全 に 沈黙 を 守る 苦行 を 自身 に 課 し た 。 

ever the sectaries of EDicurus Orly comprehended the sovereignty of 
pleasure Dy the acqguisition of soDriety and calculated temperanCe. 

エピ クロ ス 派 の 人 で すら 、 心 の 平静 と 計画 的 な 節制 の 獲得 に よっ て の み 、 快 楽 が 最 
高 で ある 事 を 理解 し た 。 

Life is a warfare 

命 は 、 戦 いで ある 。 

im which we must g1ve Droofs if we would adVance: 

命 は 、 も し 前 進 し た い の で あれ ば 、 実 証する 必要 が 有る 、 戦 いで ある 。 

power does not surrender of itself: 

力 は 自然 と 映 を 任せ た り は し な い 。 力 は 男性 に 自然 に は 身 を 任せ な い 。 

1t must De selzed. 

力 を つか み 取 る 必要 が 有る 。 力 を 奪い 取る 必要 が 有る 。 

Initiation by contest and ordeal is therefore indispensaDle for the 
attaimment of the practical science Of magiC. 

戦い と 試練 に よる 、 秘 伝 伝授 は 、 魔 術 の 実践 的 な 知 へ の 到達 に 、 絶 対 に 必要 で ある 。 
We have already indicated after 

下記 に つい て は 、 す で に 話し た 。 

what manner the four elementary forrmns may De OVercOorme, 

どの よう な 手段 で 四 大 元素 の 形 を 圧倒 で きる か ? 

and wl not repeat it here: 

上 記 を ここ で は 、 く り 返 さ な い 。 

we refer those of our readers who would induire into the ceremonies of 
ancient iritiations to the works of Baron Tschoudy, author of the 
"Blazing Star" "Adonhiramite Masonry" and some other most Valuable 
masonc treatiSeS. 

読者 の うち 、 古 代 の 秘伝 伝授 の 儀式 を 調査 し た い 者 は 、「 燃 える 星 」 の 著者 ツ ォ ー 
ディ 男 の 著書 か 、「 ア ドニ ラム の メー ソン 」 か 、 い くつ か の 他 の 非常 に 価値 の 有る 
メー ソン の 文書 を 参照 し て くだ さい 。 

Here 

ここ で 、 

we would insist upon a reflection, 

深く 考え て 欲し い 。 

namely 

は っ きり 言う と 、 


that the intellectual and soclal chaos in the midst of which we are 
perishing, has Deen caused Dy the neglect of initiation, with its ordeals 
and its mVster1eS. 

19 世紀 の 大 衆 が 堕落 し て いる 最 中 で ある 、 知 的 な 社会 的 な 無秩序 の 原因 は 、 秘 伝 
伝授 の 軽視 、 秘 伝 伝授 の 試練 の 軽視 、 秘 伝 伝授 の 神秘 の 軽視 で ある 。 

Men, whose zeal was greater than their sclenCe, 

人 は 知 よ り 熱 意 が 大 きい 。 

carriedl away Dy the popular maxims of the Gospel, 

大 衆 は 福音 書 の 言葉 を 誤解 し て 流さ れ た 。 

came to Delieve in the prirmitive and aDsolute eduality of men. 

大 衆 は 、 人 と 人 が 最初 か ら 全 く 平 等 で ある と 信じ て し まっ た 。( 人 と 神 は 平等 で は な く 、 
人 か ら 神 へ の 間 に 無 限 の 段階 が 存在 する の で 、 人 と 人 の 間 に は 無限 の 段階 が 存在 
する 。) 

A famous hallucine, the eloguent and unfortunate RousseaUu, 
propagated this paradox with all the magic of his style- that society 
alone depraves men- 

「 社 会 だ けが 人 を 堕落 させ る 。」 は 、 ル ソー の 有名 な 幻覚 を 起こ させ る 言葉 で ある 。 
雄弁 で 不適 切な ルソー は ルソー の 表現 方 法 の 魔力 的 な 魅力 の 全て を 用 いて 「 社 会 
だ けが 人 を 堕 落 さ せる 。」 と いう 奇 説 を 普及 させ た 。 

much as if he had said that competition and emulation in 1aDour 
renders workmen idle. 

まる で ルソー は 「 労 働 に お ける 競争 や 対抗 心 が 労 働 者 を 怠 情 に する 。」 と 言っ て いる 
か の 様 で ある 。 

The essential law of nature, that of initiation Dy works and of Volumtary 
and toilsome progress, has Deen fatally misconstruedi: 

大 衆 は 、 自 然 の 精髄 の 法 、 労 苦 に よる 秘伝 伝授 の 法 、 自 発 的 行為 の 法 、 労 苦 に よる 
進歩 を 致命 的 に 誤解 し た 。 

masonry has had its deserters, 

メー ソン か ら 務 め を 放棄 する 者 が あら われ た 。 

as Catholicism its apostateS. 

カト リッ ク か ら 痛 教 者 が あら われ た 様 に 。 

What has Deen the conseduence? 

どん な 結果 に 成っ て し まっ た か ? 

The substitution of the steel plane for the intellectual and symDolical 
plane. 

知 の 段階 象徴 の 段階 の 代わ り に 、 鉄 の 段階 に 成っ て し まっ た 。 知 の 段階 か ら 象 徴 
の 段階 を 経て 鉄 の 段階 まで 退化 し た 。 即 物 的 な 段階 まで 退化 し た 。 

To preach eduahty to what is beneath, without instructmg it how to rise 
upDwardl 1s not this Dimding us to descend Ourselves? 

上 へ 昇る 方 法 を 教え な いで 、 下 の 者 に 平等 を 話す 事 は 、 全 て の 者 を 身 を 落と す 様 に 
拘束 する 事 で は な いか ? 上 へ 昇る 方 法 を 教え な いで 、 下 の 者 に 平等 を 話す 事 は 、 全 
て の 者 を 身 を 落と す 様 に 拘束 する 事 で ある ! 

And hence 


上 記 の 理由 か ら 、 
we have descended to the reign of the carmagnola(? っ La 
Carmagnole?), the sanscullotes, and Marat. 
大 衆 は 、 フ ラン ス 革 命 の 革命 歌 カ レ マ ニ ョ ー ル 、 フ ラン ス 革 命 に お ける 貧困 層 サ ン 
キュ ロッ ト 、 マ ラー の 支配 に 身 を 落と し た 。 
To restore totterimg and distracted soclety, the hierarchy and initiatton 
must De agaln estaDlished. 
揺らぐ 乱れ た 社会 を 元 に 戻す に は 、 位 階 制 と 秘伝 伝授 を 再び 確立 する 必要 が 有る 。 
The task is difficult, Dut the whole intelligent world feels that it is 
necessary to undertake 1t. 
位階 制 と 秘伝 伝授 を 復活 させ る 務め は 難し い が 、 知 の 世界 の 人 々 は 皆 、 位 階 制 と 秘 
伝 伝授 の 復活 に 取り 組む 必要 性 を 感じ て いる 。 
Must we Dass through another deluge Defore succeedinmg? 
位 了 制 と 秘伝 伝授 の 復活 の 前 に 、 別 の 大 洪水 を 経る 必要 が 有る か ? 
We earnestly trust not, 

エリ ファ ス レヴ ィ は 、 位 陸 制 と 秘伝 伝授 の 復活 の 前 に 、 別 の 大 洪水 を 経る 必要 が 無 
い ど 、 心から 信 じ る 。 
and this Dook, perhaps the greatest Dut not the last of our audacites, 
本 書 は 、 秘 伝 伝授 者 の 大 胆 な 物 の うち 、 多 分 、 最 大 の 物 で ある が 、 最 後 の 物 で は な 
い 。 
1s an aDDpeal unto all that is yet alive for the reconstitution of life in the 
Very middle of decomposition and death. 
本 書 は 、 腐 敗 と 死 の 真っ た だ 中 で 、 命 の 建て 直し の た め に 、 未 だ に 生き て いる 全て の 
者 へ の 呼び か け で ある 。 
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THE KEY OF OCCULTISM 

隠さ れ た 学問 の 鍵 

LET us now examime the question of pantacles, 

pantacle に つい て 考え よう 。 

for 

な ぜ な ら 、 

all magical virtue is there, 

pantacle に は 全て の 魔術 の 力 が 有る 。 

SITCe 

な ぜ な ら 、 

the secret of force is in the intelligence which directs. 

pantacle を 導く 知 に は 力 の 秘密 が 存在 する 。 

We have already giVen the symDbol and interpretation of the pantacles 
of Pythagoras and Ezekiel, 

ピタ ゴラス の 車輪 、 エ ゼ キ エル の 車輪 と いう pantacle の 絵 と 意味 を すでに 記し た 。 
so that We have no need to recur to these: 

ピタ ゴラス の 車輪 、 エ ゼ キ エル の 車輪 と いう pantacle に つい て は 、 く り 返 す 必 要 が 
無い 。 

we shall prove in a later chapter that all the instruments of Hebrew 
WOorshiD Were Dantacles, 

22 章 で 、 ヘ へ ブラ イ 人 の 神 へ の 敬礼 の た め の 全 て の 道具 は pantacle で あっ た 事 を 
説明 する つも り で ある 。 へ ブラ イ 人 の 神 へ の 敬礼 の た め の 全 て の 道具 は pantacle 
で あっ た 。 

andthat the first and fimal word of the BiDle was written in gold and in 
brass Dy Moses, in the taDernacle and on all its accessorieS. 

後 の 章 で 、 モ ー セ が 聖書 の 最初 で あり 最後 で ある 言葉 、 唯 一 普遍 の 言葉 、 絶 対 の 言 
葉 を 聖 所 と 聖 所 の 全て の 品々 に 金 と 真 魚 で 記し た 事 に つい て 説明 する つも り で ある 。 
モー セ は 了 っ 書 の 最初 で あり 最後 で ある 言葉 、 唯 一 普遍 の 言葉 、 絶 対 の 言葉 を 聖 所 
と 聖 所 の 全て の 品々 に 金 と 真 鍛 で 記し た 。 

But each magus can and should have his individual Dantacle, 

魔術 師 は 自分 個人 の pantacle を 持つ 事 が で きる し 持つ べき で ある 。 

for 

な ぜ な ら 、 

understood accurately, a pantacle is the Derfect summary of a mind!. 
正しく 理解 され た 、pantacle は 1 つの 精神 の 完全 な 要約 で ある 。 

Hence 

上 記 の 理由 か ら 、 

we find in the magical calendars of Tycho Brahe and Duchentau, the 
pantacles of Adam, ]ob, jeremuah, Isaiah, and of all the other great 
Drophets 


ティ コ ブラ ー エ の 魔術 の カレ ンダ ー、Duchentau の 魔術 の カレ ンダ ー で 、 ア ダム の 
pantacle、 ヨ ブ の pantacle、 エ レミ ヤ の pantacle、 イ ザヤ の pantacle、 そ の 他 の 全 
て の 大 いな る 聞 言 者 の pantacle が 見 つか る 。 

who haVe Deen, each in his turn, the kimgs of the Kabbalah and the 
grand raDDins of science. 

アダ ム 、 ヨ ブ 、 エ レミ ヤ 、 イ ザヤ と いっ た 預言 者 は カバ ラ の 王者 で あり 知 の 大 いな る ラ 
ビ で ある 。( ラ ビ は へ ブラ イ 語 で 師 を 意味 する 。) 

The pantacle, Deing a complete and perfect synthesis, exDressed Dy a 
slmgle slgT!, 

pantacle は 1 つの 象徴 に よっ て 表 さ れ た 完全 な 総合 で ある 。 

serVes to focus all intellectual strength into a glance, a recollection, a 
touch. 

pantacle は 全て の 知 の 力 を 視線 、 想 像 、 接 触 に 集中 する 助け に 成る 。 

It is, so to speak, a startimg-point for the efficient projectlon of the wll. 
pantacle は 意思 を 効率 良く 放射 する た め の 起 点 と 言え る 。 

Nigromancers and goetic magicians traced their infernal pantacles on 
the skin of the victms they immolated. 

黒 魔術 師 と ゴ エ テ ィ ア の 悪人 の 霊 の 魔術 師 は 地獄 の 悪 の pantacle を 自分 が 殺し 
た 生 費 の 皮 に 記し た 。 

The sacrificial ceremorues, the manner of skinming the kid, then of 
saltimg, dryimg, and whitening the skin, are g1Ven in a numDer of 
clavicles and grimorreSs. 

「 ソ ロモ ン の 小 鍵 」 と いっ た 多数 の 魔術 書 に は 、 生 雷 に よる 悪人 の 霊 の 魔術 の 儀式 、 
子 ヤ ギ の 皮 を は が す 方 法 、 子 ヤギ の 皮 を 塩 で 乾かし 白く する 方 法 が 記さ れ て いる 。 
Some HeDrew kabDbahsts fell into sirmlar folhes, forgettimg the 
anathemas pronounced in the BiDple against those who sacrifice on high 
places or in the caverns of the earth. 

何人 か の へ ブラ イ 人 の カバ リス ト は 、「 高 き 所 」 や 地下 の 洞穴 で 生 暮 を ささ げ る 者 に 
対す る 聖書 に 記さ れ て いる 呪い を 忘れ 、 生 乾 に よる 悪人 の 霊 の 魔術 の 儀式 と 類似 し 
た 、( 魔 術 に 血 を 用 いる ) 愚 行 に 陥っ て し まっ た 。 

All spilling of Dlood operated ceremorually is aDormimable and impious, 
儀式 で 血 を 流す 行為 は 全て 憎む べき 行為 で あり 神 に 対し て 無礼 な 行為 で ある 。 
and simce the death of Adonhiram the Society of true Adepts has a 
horror of Dlood- 

アド ニラ ム の 死後 、 本 物 の 達 道 者 の 団体 は 血 を 憎む 。 

Ecclesia abDhorret( = aDhor) a sanguine. 

教会 は 血 を 憎む 。 

The imitiatory symbolism of pantacles adopted throughout the east 
pantacle に よる 入門 の 象徴 主義 は 、 東 の 全て で 取り 入れ られ た 。 

is the key of all ancient and modern mythologies. 

pantacle に よる 入門 の 象徴 主義 は 、 全 て の 古今 の 神話 の 鍵 で ある 。 

Apart fromm the kmowledge of the hieroglyphic alphabet,。 one would De 
lost among the oDscurities of the Vedas, the Zend-AVesta, and the BiDle. 


象徴 的 な アル ファ ベッ ト で ある 、 タ ロッ ト の 知 が 無い と 、 ヴ ェ ー ダ 、 ゼ ンド アヴェ スタ ー、 
聖書 の 暗 導 の 中 で 迷っ て し まう で あろ う 。 

The tree which brings forth good and evil, the source of the four riVers, 
創世 記 で 、 善 悪 の 知 の 木 は 4 つの 川 の 源泉 で ある 。 

one of which waters the 1and of gold, 

善悪 の 知 の 木 を 源泉 と する 4 つの 川 の うち ピション は 人 金 の 王国 を 水 で 潤す 。 

that 1S, of light, 

金 の 王国 は 光 の 王国 で ある 。 

and another flows through Ethiopia, 

善悪 の 知 の 木 を 源泉 と する 4 つの 川 の うち ギ ホ ン は 古代 エチ オ ピ ア を 流れ る 。 

or the kingdom of darkness: 

古代 エチ オ ピ ア は 闇 の 王国 の 象徴 で ある 。( 古 代 エ チオ ピア は 未知 の 領域 の 象徴 で 
ある 。) 

the magnetic serpent 

創世 記 の 蛇 は 磁 気 の 蛇 で ある 。 創 世 記 の 蛇 は 星 の 光 で ある 。 

who seduces the woman, 

創世 記 の 磁気 の 蛇 は 女性 エヴァ を 誘惑 し た 。( 動 物 は 女性 を 母 と し て 娘 と し て 誘惑 
する 。) 

and the woman who seduces the man, 

女性 エヴァ は 男性 アダ ム を 誘惑 し た 。 女 性 は 男性 を 誘惑 する 。 

thus making known the law of attracton: 

上 記 は 、 引 き 寄せ の 法 を 知ら せ て いる 。 

subseduently the Cherub or Sphinx placed at the gate of the Edenic 
sanctuary, with the fiery sword 

神 は エデン の 祭司 だ け の 聖 所 へ の 道 に 火 の 剣 と 久 天 使 ケ ルビ ム を 置い た 。 胃 天 使 
ケル ビ ム は 聖書 の スフィンクス で ある 。 

ofthe guardnans of the symDbol: 

火 の 剣 と 智 天使 ケル ビ ム は 象徴 を 守護 する も の で ある 。 

then regeneration Dy 1aDour amd propagaton Dy sorTOW, 

アダ ム の 労苦 に よる 改心 と エヴァ の 涙 の 苦し み に よ る 増殖 。 

which is the law of initiations and ordeals: 

アダ ム の 労苦 に よる 改心 と エヴァ の 涙 の 苦し み に よ る 増殖 は 、 入 門 と 試練 の 法 の 象 
微 で ある 。 

the division of Can and Abel, 

カイ ン と アベ ル の 対立 。 

which is the same symDol as the strife of Anteros and Eros: 

カイ ン と アベ ル の 対立 は 、 エ ロス と アン テロ ス の 対立 と 同じ で ある 。 カ イン と アベ ル の 
対立 は 2 つ 1 組 の 象徴 で ある 。 

the ark Dorne upon the waters of the deluge 

大 洪水 で 水 の 上 を 運ば れる ノア の 方 舟 。 

Iike the coffer of Osiris: 

ノア の 方 青 は 、 オ シリ ス の 相 と 同様 で ある 。 

the black raven who does not return and the white dove who does, 


オリ ー ブ の 葉 を ノア の 方 入 に も た ら さ な い 黒 い カ ラス と 、 オ リー ブ の 葉 を ノア の 方 舟 
に も た らし た 白い ハト 。 

a new settmg forth of the dogma of antagonism and Dalance- 

ノア の 方 舟 の 黒い カラ ス と 白い ハト は 、 対 立 と つり 合い の 考え を 新た に 説明 し て いる 。 
all these magmificent kabDalistic allegories of Genesis, which, taken 
Iiterally, and accepted as actual histories, mer1t even more derision and 
contempt than Voltaire heaped uporn them, 

創世 記 の 大 いな る カバ ラ の 例え 話 を 、 文 字 通り 受け 取る と 、 史 実 と し て 受け 取る と 、 
ヴォ ル テ ー ル が 山 ほ ど 与 えた より も 、 笑 いも の に する に 値する し 、 軽 蔵 に 値する 。 
Decome lurmminous for the initiate, 

創世 記 の 例え 話 は 、 秘 伝 伝授 者 に は 、 光 に 成る 。 

who still hails with enthusiasm and love the perpetuity of the true 
doctrime and the umiversality of imitiation identical in all sanctuaries of 
the world. 

秘伝 伝授 者 は 、 熱 意 と 思い や り に よっ て 、 世 界 の 全て の 聖 所 で 同じ で ある 、 本 物 の 
考え の 永遠 性 と 、 入 門 の 普遍 性 を 認め る 。 

The fiVe Dooks of Moses, the prophecy of Ezekiel, and the Apocalypse of 
St ]ohn are the three kabDbalistic keys of the whole BiDlical edifice. 

モー セ 五 書 、 エ ゼ キ エル 書 、 ヨ ハネ の 回 示 録 は 、 聖 書 と いう 建物 全体 の 、3 つの カバ 
ラ 的 な 鍵 で ある 。 

The sphinxes of Ezekiel are identical with those of the sanctuary 

エ ゼ キ エ ル の スフィンクス で ある 、 智 天使 ケル ビ ム は 、 古 代 エ ジ プ ト 、 古 代 ペ ル シ ャ 、 
古代 ギリ シャ と いっ た 加 所 の スフィンクス と 同じ で ある 。 

and the arK, 

エ ゼ キ エ ル の 智 天使 ケル ビ ム は 、 モ ー セ の 契約 の 箱 の 智 天使 ケルビム と 同じ で ある 。 
and are a quadruple reproducton of the Egyptian tetradi: 

智 天使 ケル ビ ム は 、 古 代 エ ジ プ ト の 4 つ 1 組 、 四 大 元素 の 4 つ 1 組 の 建て 直し で あ 
る 。 

the wheels revolving in one another are the harmonious spheres of 
Pythagoras: 

相互 に 回 転 する 、 エ ゼ キ エル 書 1 章 の 毎 天使 ケル ビ ム の 車輪 は 、 ピ タゴ ラス の 調和 
し て いる 複数 の 天球 、 ご タゴ ラス の 調和 し て いる 宇宙 コス モス で ある 。 

the new temple, the plan of which is giVven according to wholIy 
kabDalistic measures, 1s the type of the ]aDours of primtive masonry. 
完全 に カバ ラ 的 な も の さ し で 計画 され た 、 新 し い 神 殿 は 、 最 初 の メー ソン の 務め の 
象徴 で ある 。 

St ]ohT, in his Apocalypse, reDroduces the same Images and the same 
numDers, and reconstructs the Edenic world ideally in the New 
Jerusalem: 

ヨハ ネ の 就 示 録 21 章 で 、 使 徒 ヨ ハネ は 、 新 し い 神 殿 と 同じ 映像 と 数 を 受け 継ぎ 、 新 
し い エ ル サ レ ム と いう エデン の 楽園 世界 を 概念 的 に 建て 直し た 。 

Dut 

oy 


at the source of the four riVers the solar ]amD replaces the mysterious 
tree. 

ヨハ ネ の 回 示 録 22 章 で 、4 つの 川 の 源泉 で 、( 十 字 の 中 央 で 、) 太 陽 で ある 子羊 が 、 
音 悪 の 知 の 木 と いう 神秘 の 木 を 受け 継い で いる 。 

Imitation Dy to1l and Dlood has been accomplished!, 

労苦 と 血 に よる 入門 は 終わ っ た 。 

and there is no more temple 

ヨハ ネ の 黙 示 録 21 章 22 節 に 記さ れ て いる 様 に 、 新 し い エ ル サ レ ム に は 、 神 殿 が 不 
要 で ある 。( ヨ ハネ の 黙 示 録 21 章 22 節 「 新 し い エ ル サ レ ム に は 神殿 が 無かっ た 。 な 
ぜ な ら 、 全 能 で ある 主 で ある 神 と 子羊 イエ ス が 新しい エル サレ ム の 神殿 で ある か ら 
で ある 。」 。) 

Decause 

な ぜ な ら 、 

the light of truth js umiversally diffused, and the world has Decome the 
temple ofjustice. 

真理 の 光 は 普遍 に 普及 し 、 世 界 は 正義 の 神殿 に 成る か ら で あ る 。 

This splendid final Vision of the Holy Scriptures, 

上 記 は 、 聖 書 の 光輝 く 最 終 的 な 理想 像 で ある 。 

this divime Utopia which the Church has referred with good reason for 
its realisation to a Detter Iife, 

上 記 は 、 教 会 が 正当 な 理由 で 実現 を より 良い 「 あ の 世 」 に 委ね た 神 の 理想 卿 で ある 。 
has Deen the pitfall of all ancient arch-heretics and of many modern 
1dealistS. 

上 記 は 、 全 て の 古代 の 大 異端 者 と 多数 の 現代 の 夢想 家 の 落 と し 穴 に 成っ て し まっ 
た だ 。 

The simultaneous emancipation and aDsolute equality of all men 
inVolve the arrest of progress and Conseduently of Hfe: 

全て の 人 の 同時 の 解放 と 完全 な 平等 は 、 進 歩 の 抑制 を も た らし て 、 合 の 抑制 を も た 
ら す 。 

im a World where all are equal there could no 1onger De infants or the 


ageO: 

全て の 人 が 平等 に 成っ て し まっ た 世界 に は 、 幼 子 と 長老 は 存在 で き な い 。 

birth and death could not therefore De admitted. 

全て の 人 が 平等 に 成っ て し まっ た 世界 に は 、 誕 生 と 死 は 認め られ な い 。 

This is sufficient to demonstrate that the New erusalerm is no more of 
this world than the primeval Daradise, 

上 記 は 、 新 し い エ ル サ レ ム が 「 こ の 世 」 の 物 で は な い 事 と 、 新 し い エ ル サ レ ム が 原始 
的 な 楽園 エデン の 物 で は な い 事 を 、 十 分 に 証明 し て いる 。 

wherein there was no knowledge of good or evil, of Derty, of 
generation, Or of death: 

原始 的 な 楽園 エデン に は 、 善 悪 の 知 、 自 由 の 知 、 生 死 の 知 は 無かっ た 。 

the cycle of our religious symDolism Deginms and ends therefore in 
etern1ty. 


宗教 の 象徴 主義 の 輪 は 永遠 の 中 で 始ま り 終わ る 。 

Dupuis and Volmey 1avished their great eruditon to discover this 
relative identtty of all symDbol5, 

デュ ピュ イ と ヴォ ルネ イ は 大 いな る 博識 を 全て の 象徴 の 類似 の 発見 に 費やし た 。 
and arriVved at the negation of eVery relig1on. 

そし て 、 デ ュ ピ ュ イ と ヴォ ルネ イ は 全て の 宗教 の 否定 に 至っ て し まっ た 。 

We attan by the same path to a diametricallYy opposed affirmation, 
正反対 に 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ は 、 全 て の 象徴 の 類似 の 発見 と いう 経路 に よっ て 、 カ ト 
リッ ク 以 前 の 全て の 宗教 の 育 定 に 到達 し た 。 

and we recogruse with adrmiration that there have never Deen any false 
religions in the civilised world: 

そし て 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ は カト リッ ク 以 前 の 文明 的 な 世界 に 偽 の 宗教 が 存在 し な 
か っ た 事 を 感嘆 し て 認め る 。 

that the divine hght. the splendour of the supreme reason of the LOg0s, 
ofthat word which enlightens every man cormng into the world, has 
been no more wanting to the children of Zoroaster than to the faithful 
sheep of St Peter: 

神 の 光 、 ロ ゴス の 無 上 の 論理 の 輝き 、 ヨ ハネ に よる 福音 1 章 9 館 の 「 こ の 世に 生ま 
れ て 来る 全て の 人 を 照ら す 神 の 言葉 イエ ス 」 の 輝き は 、 ゾ ロア スタ ー の 魔術 の 子孫 
と 使徒 ペトロ の 信心 深い 羊 で ある 本 物 の カト リッ ク 教 徒 に 欠け て いな か っ た 。 

that the permanent, the one, the um1versal revelation, 1S written in 
Vis1Dle nature, 

永遠 、 唯 一 、 普 遍 の 啓示 が 目 に 見 える 自然 に は 記さ れ て いる 。 

exDplaimed in reason, 

目 に 見 える 自然 に 記さ れ て いる 永遠 、 唯 一 、 普 遍 の 啓示 は 、 論 理 で 明示 され て いる 。 
and completed by the wise analogies of faith: 

目 に 見 える 自然 に 記さ れ て いる 永遠 、 唯 一 、 普 通 の 啓示 は 、 信 心 を 持っ た 知 の 類推 
に よっ て 、 完 全 な 物 に 成る 。 

that there iS, fimally, Dut one true relig1on, One doctrime, amd one 
legitimate Delief, 

最終 的 に 、 実 に 、 唯 一 の 本 物 の 宗教 、 唯 一 の 考え 、 唯 一 の 論理 的 な 本 物 の 信心 が 
存在 する 。 

even as there is Dut one God, One reason, and One um1Vverse: 

正 に 、 実 に 、 唯 一 の 神 、 唯 一 の 論理 、 唯 一 の 宇宙 が 存在 する 様 に 。 

that revelation is oDscure for no on6, 

啓示 は 全て の 人 に と っ て 不明 な 物 で は な い 。 

SITCe 

な ぜ な ら 、 

the whole world understands more or less Doth truth and justce, 
世界 の 全て の 人 が 真理 と 正義 を 、 多 か れ 少 な か れ 、 理 解 し て いる か ら で あ る 。 

and simce 

な ぜ な ら 、 

all that is Dossible can only exist analogically to what 1S. 


全て の も の は 、 存 在 す る も の と 類推 的 に し か 存在 で き な い か ら で あ る 。 

BEING is BEING, 

「 存 在 は 存在 で ある 。」。「 存 在 は 存在 する 。」。! 存 在 性 は 存在 性 で ある 。」。「 あ る 存 
在 は 別 の 存在 と 存在 性 が 同じ で ある 。」。「 あ る 存在 と 別 の 存在 は 存在 する と いう 意 
味 で 同じ で ある 。」。「 神 は 存在 する 。」。 

TK ]WNKN TK. 

出 エ ジ プ ト 記 3 章 14 節 で nynN JWN nnTN、AHIH AShR AHIH、 エ ヘイ エ アシ ェ ル 
エ ヘ イ エ と 神 は モー セ に へ プライ 語 で 名 乗っ た 。 へ ブラ イ 語 で nnN、AHIH、 エ ヘイ 
エ は 「 存 在 す る 」 と いう 意味 の 1 人 称 の 動詞 で ある 。 出 エジプト 記 3 章 14 節 で 神 は 
「 私 は 存在 する 。 だ か ら 、 何 も の か で ある 、 私 、 神 が 存在 する 。」、「 私 は 存在 し た い 様 
に 存在 する 者 で ある 。」、「 私 は 存在 の 中 の 存在 で ある 。」、「 私 は 本 物 の 存在 で あ 

る 。」、「 私 は 幻 で は な い 存 在 で ある 。」 と モー セ に 名 乗っ た 。 

The apparently Dizarre figures Dresented Dy the Apocalypse of St john 
are hieroglyDhics, 

ヨハ ネ の 庄 示 録 に 記さ れ て いる 一 見 、 奇 妙 な 形 は 、 象 徴 で ある 。 

Iike those of all oriental mythologies, 

全て の オリ エン ト の 神話 の 象徴 の 様 に 。 

and can De comprised in a series Of Dantacles. 

ヨハ ネ の 枝 示 録 に 記さ れ て いる 一 見 、 奇 妙 な 形 は 、 一 連 の pantacle で ある 。 

The imitiator clothed in white, standing Detween seVen golden 
candlesticks and holdimg seVenr stars In his hand, represents the umdue 
doctrime of Hermes and the universal analogies of the light. 

ヨハ ネ の 庄 示 録 1 章 の 、 白 衣 を 着 て いる 、7 つの 金 の 粒 台 の 間 に 立 っ て いる 、 右 手 
に 7 つの 星 を 持っ て いる 、 祖 イエ ス は 、「 上 の も の は 下 の も の か ら 類 推 可能 で ある 。 
下 の も の は 上 の も の か ら 類 推 可能 で ある 。」 と いう ヘル メス の 唯一 の 考え と 、 光 の 普 
遍 の 類推 可能 性 を 表し て いる 。 

The woman clothed wrth the sun and crowned with twelve stars is the 
Celestial Isis, Or the gmOSs1S: 

ヨハ ネ の 束 示 録 12 章 の 、 太 陽 を まとっ て いる 、12 の 星 の 王 冠 を か ぶっ て いる 、 女 性 
は 、 天 の イシ ス 、 グ ノー シス で ある 。 

the serpent of material life seeks to devour her child, 

ヨハ ネ の 回 示 録 12 章 の 、 女 性 の 御子 を 飲み 込 も うと する 蛇 は 、 物 質 的 な 命 で ある 。 
but she takes unto herself the wimgs of the eagle and fhes away into the 
desert a Drotestation of the prophetic spirit against the materialisrm of 
official religion. 

ヨハ ネ の 上 庄 示 録 12 章 で 、 女 性 が 2 つの ワシ の を 得 て 荒 れ 野 へ 飛び 去る の は 、 公 
の 宗教 の 物質 主義 に 対す る 、 預 言 の 吉 の 抗議 で ある 。 

The mighty angel with the face of a sun, a rannbow for nimDus, and a 
cloud for vestment, having pillars of fire for his legs, and settimg one 
foot upor the earth and another on the sea, is truly a kabDalistic 
Panthea. 


ヨハ ネ の 球 示 録 10 章 の 、 顔 が 太陽 で ある 、 頭 の 周り の 光 が 虹 で ある 、 雲 を 衣 と し て 
まとっ て いる 、 両 脚 が 2 つの 火 の 柱 で ある 、 左 足 を 地 の 上 に 置い て いる 、 右 足 を 海 の 
上 に 置い て いる 、 力 強い 天使 は 、 本 物 の カバ ラ の 汎 神 で ある 。 

His feet represent the eduilibrium of BRIAH, or the world of forms: 
ヨハ ネ の 黙示 録 10 章 の 力強い 天使 の 、 地 の 上 に 置い て いる 左足 と 海 の 上 に 置い 
て いる 右足 は 、 ベ リア ー の 段階 の つり 合い 、 形 の 領域 の つり 合い を 表し て いる 。 

his legs are the two pillars of the Masonic temple, JAKIN and BOHAS: 
ヨハ ネ の 束 示 録 10 章 の 力強い 天使 の 、2 つの 火 の 柱 で ある 両脚 は 、 メ ー ソ ン の 神 
殿 の 2 つの 柱 ボ アズ と ヤキ ン で ある 。 

his Dody, Velled by clouds, from which issues a hand holding a DooKk, is 
the sphere of ]ETZIRAHI, or initiatory ordeals: 

ヨハ ネ の 回 示 録 10 章 の 力強い 天使 の 、 雲 の ヴェ ー ル で 導 わ れ て いる 、 巻 物 を 持っ 
て いる 手 を も た らし て いる 、 胴 体 は 、 イ ェ ツ ィ ラ ー の 天 、 入 門 の 試練 で ある 。 

his solar head, crowned wrth the radiant septenary, 1s the world of 
ATZILUTHI, or perfect reVelation: 

ヨハ ネ の 回 示 録 10 章 の 力強い 天使 の 、 頭 の 周り の 虹 は 、 光 を 放つ 7 つ 1 組 で ある 。 
ヨハ ネ の 回 示 録 10 章 の 力強い 天使 の 、 太 陽 で ある 頭 は 、 無 上 の 世界 アテ ィ ル ト 、 完 
全 な 啓示 で ある 。 

and we can only De excess1vely astonlshed that HeDrew kaDbDalists haVe 
not recogmlsed and made kmown this symDoHism, 

エリ ファ ス レヴ ィ は 、 へ ブラ イ 人 の カバ リス ト が ヨハ ネ の 黙示 録 の 象徴 を 理解 し な 
か っ た 事 を 、 和 驚く し か で き な い 。 

which so closely and inseparaDly connects the highest mysteries of 
Christianity with the secret Dut invariaDle doctrimne of all the masters in 
Israel. 

ヨハ ネ の 庄 示 録 の 象徴 は 、 密 に 、 不 可 分 に 、 キ リス ト 教 の 無 上 の 神秘 を 、 イ スラ エル 
の 全て の 達 道 者 の 秘密 で ある が 不変 の 考え に 結び つけ る 。 

The beast with seVen heads, in the symDolism of St ]ohm, is the material 
and antagonistc negation of the 1uminous septenaryi: 

ヨハ ネ の 問 示 録 13 草 の 7 つの 頭 を 持っ た 獣 は 、 光 の 7 つ 1 組 に 対立 する 、 物 質 的 
な 否定 で ある 。 

the Babylomian harlot corresponds after the same manner to the 
woman clothed wrth the sun: 

ヨハ ネ の 回 示 録 17 章 の バビ ロン の 淫ら な 女性 は 、 ヨ ハネ の 回 示 録 12 章 の 太陽 を 
まとっ て いる 女性 に 、 対 立 し て いる 。 

the four horsemen are analogous to the four allegorical amimals: 
ヨハ ネ の 黙示 録 6 章 の 4 つの 馬 に 乗っ て いる 者 は 、 牛 、 人 、 ラ イオ ン 、 ワ シ と いう 4 つ 
の 象徴 的 な 獣 に 対応 し て いる 。 

the seven angels wth their seven trumDpets, Seven CUDS, ad seVven 
SWOrds characterise the aDsolute ofthe struggle of good against el Dy 
SDeech, Dy religious assoclation, and Dy force. 


ヨハ ネ の 回 示 録 8 章 の 7 つの ラッ パ を 持っ た 7 つの 天使 、 ヨ ハネ の 就 示 録 15 章 の 
7 つの 杯 、7 つの 剣 は 、 言 葉 に よる 、 宗 教 的 な つなが り に よる 、 力 に よる 、 悪 に 対す る 、 
の 戦い の 絶対 性 を 表し て いる 。 

Thus are 

上 記 の 様 に 、 

the sevenr seals of the occult DookK success1Vvely OpDened, and umlVversal 
initiation 1S acCcOompHhshed. 

ヨハ ネ の 黙示 録 5 章 の 隠さ れ た 巻物 の 7 つの 封印 は 開か れ て 、 普 遍 の 入門 が 終わ 
る 。 

The commentators who haVe sought anything else in this book of the 
transcendent KabDbalah have lost their tme and their trouDle only to 
make themselves ridiculous. 

上 記 以 外 の 物 を 、 超 越 的 な カバ ラ の 書 で ある ヨハ ネ の 鷲 示 録 の 中 に 探す 注釈 者 は 、 
時 間 を 浪費 する し 、 自 身 が 笑い も の に され る だ け で ある 。 

To discover Napoleon in the angel ApollIYon, Luther in the star which 
falls from heaven, Voltaire or Rousseau in the grasshoDppers armed Iike 
warTiors, 1S merely high fantasy. 

ヨハ ネ の 回 示 録 9 章 の 御 使 い ア ポリ オン を ナポレオン と 誤解 する 事 は 、 ヨ ハネ の 黙 
示 録 9 章 の 天 か ら 堕 ち た 星 「 苦 ヨモギ 」 を ルター と 誤解 する 事 は 、 ヨ ハネ の 黙示 録 9 
章 の 戦士 の 様 に 武装 し た イナ ゴ を ヴォ ル テ ー ル や ルソー と 誤解 する 事 は 、 激 し い 夢 
想 に 過ぎ な い 。 

It is the same wrth all the Violence done to the names of celeDrated 
personts sO as to make them numerically edulvalent to the fatal numDber 
666, 

ヨハ ネ の 束 示 録 13 章 の 獣 の 数 字 666 に 、 有 名 人 の 名 前 を 、 数 的 に 、 こ じ つ け る 事 
は 、 激 し い 夢 起 に 過ぎ な い 。 

which we have already sufficiently explainedi: 

ヨハ ネ の 黙示 録 13 章 の 獣 の 数 字 666 に つい て は 、 す で に 十分 に 説明 し た 。 

and when We thimk that men HKke Bossuet and Newrton amused 
themselVves wrth such chimeras, We can understand that humamty 1S 
not so malicious in its nature as might De supposed from the 
COImplexion Of its ViCeS. 

ボ シ ュ エ と ニュ ー ト ン と いっ た 人 物 が 有名 人 の 名 前 を ヨハ ネ の 就 示 録 13 章 の 獣 の 
数 字 666 に 数 的 に に じ つ け て 遊ん だ 事 を 考え る と 、 有 名 人 の 名 前 を ヨハ ネ の 句 示 録 
13 章 の 獣 の 数 字 666 に 数 的 に こじつけ て 遊ぶ と いっ た 愚行 、 悪 徳 か ら 仮定 され る 
様 に 、 人 性 に は 、 そ れ ほ ど 悪 意 が 無い の で は 、 と 信じ られ る 。 
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THE TRIPLE CHAIN 

三重 の 鎖 

THE great work in practical magic, after the education of the wil and 
the personal creation of the magus, is the formation of the magnetic 
chain, 

意思 の 鍛錬 と 魔術 師 の 自身 の 創造 の 後 の 、 実 践 的 な 魔術 に お ける 、 大 いな る 務め 
は 、 磁 気 の 鎖 の 形成 で ある 。 大 いな る 務め は 、 意 思 の 鍛錬 、 自 身 の 創造 、 磁 気 の 鎖 
の 形成 で ある 。 

and this secret is truly that of priesthood and ofroyalty. 

磁 気 の 鎖 の 形成 の 秘密 は 王者 の 物 で あり 祭司 の 物 で ある 。 

To form the magnetic chaim is to originate a Current of ideas 

磯 気 の 鎖 の 形成 は 、 概 念 的 な 流れ を 形成 する 。 

which produces faith 

概念 的 な 流れ は 、 信 心 を も た ら す 。 

and draws alarge numDer of wills in a giVen circle of actiVe 
manifestation. 

概念 的 な 流れ は 、 自 発 的 に 表し て 定め た 輪 に 、 多 数 の 意思 を 引き 寄せ る 。 

A well-formed chain is hke a Whirlpool which sucks down and aDsorDs 
all. 

十分 に 形成 され た 磁気 の 鎖 は 、 渦 の 様 に 、 全 て の も の を 巻き 込み 同化 する 。 

The chain may De established in three ways- Dy signs, Dy speech, amd Dy 
COntact. 

雄 気 の 鎖 を 形成 する 方 法 は 、 身 振り 手振り 、 言 葉 、 接 触 と いう 3 つの 方 法 で ある 。 
The first is Dy inducing opinon to adopt some sign as the 
reDreserltation of a fOrce. 

身振り 手振り に よる 磁気 の 鎖 の 形成 と は 、 世 論 を 誘発 し て 、 あ る 身振り 手振り を 力 
の 表れ と する 事 で ある 。 

Thus, all Christians commumicate by the sign of the croSS, 

全て の キリ スト 教徒 は 、 十 字 を 切る 手振り に よっ て 、 交 流す る 。 

masons Dy that of the square Deneath the suml, 

メー ソン は 、 太 陽 の 下 の 直 角 定規 を 表す 手振り に よっ て 、 交 流す る 。 

the magi by that of the microcosm, made Dy extending the fiVe fimgers, 
魔術 師 は 、 小 宇宙 の 象徴 で ある 五 世 星 を 表す 、 五 指 を 伸ばし た 手振り に よっ て 、 交 
流す る 。 

etC. 

な ど 。 

Once accepted and propagated, signs acduire force of themselves. 

一 度 で も 受け 入れ られ た 広まっ た 身振り 手振り は 力 を 持つ 様 に 成る 。 

In the earIy centuries of our era, the sight and imitation ofthe sign of 
the cross was enough to make proselytes to Christiamty 


最初 の 数 世紀 に お ける 、 十 字 を 切る 手振り を 見 せる 事 や 、 十 字 を 切る 手振り を まね 

し て も ら う 事 だ け で 、 十 分 に 、 人 々 を キリ スト 教 に 改 示 で きた 。 

What is called the miraculous medal contimues in our 0wn days to effect 

a great numDer of conVersions Dy the same magnetic 1aw. 

十字 を 急 る 手振り と 同 じ 、 磁 気 の 法 に よっ て 、19 世紀 で は 、「 奇 跡 の メダ ル 」、「 不 思 
議 の メダ イ 」 と 呼ば れ て いる 物 が 、 多 数 の 人 々 を キリ スト 教 に 改宗 させ て いる 。 

The Vislon and iumimation of the youmg ISraelite, Alphonse de 

Ratisbonne, is the most remarkable fact of this kind. 

若い へ ブラ イ 人 アル フォ ンス ラテ ィ ス ボン ヌ の 「 奇 跡 の メダ ル 」、「 不 思 議 の メダ イ 」 

の 聖母 マリ ア の 幻視 と 啓示 は 注目 する べき 事実 で ある 。 

Imagination 1s creative not orly within us but without us by means of 

Our fluidic DrojecttOnS, 

想像 力 は 、 自 分 の 中 だ け で は な く 自 分 の 外 で も 、 流 体 の 放射 に よっ て 、 創 造 力 が 有 

る 。 

and undouDtedly the phenomena of the abarurm of Constantime and the 

CrOSS of Migne should De attriDuted to no other cause. 

疑い 無く 、 コ ンス タン ティ ヌス 1 世 の ラ バル ム の 啓示 の 原因 と 、Migne の 十字 の 現 

象 の 原因 は 、 流 体 の 放射 に よる 、 想 像 力 の 創造 力 で ある 。 

The magic chain of speech was typified among the ancients Dy chains of 

gold, which issued from the mouth of Hermes. 

言葉 に よる 魔術 の 雄 気 の 鎖 の 形成 を 、 古 代 人 は 、 ヘ ル メ ス の 口 ( く ち ) か ら 放 出さ れ 

て いる 金 の 鎖 で 表し た 。 

Nothing equals the electricity of eloduence. 

雄弁 の 電流 は 最強 で ある 。 雄 弁 の 電撃 は 最強 で ある 。 

SDeech creates the highest intelhgence in the most grossIy constituted 

ImaSSeS. 

粗雑 な 大 衆 の 中 で も 、 言 葉 は 最高 の 理解 を 生む 。 

Even those who are too remote for actual hearimg understand Dy 

excitemment, 

実際 に 聞く に は 遠 過 ぎる 、 大 軍 で すら 感動 に よっ て 言葉 を 理解 する 。 

and are carrled away with the crowd. 

周り の 大 衆 と 共に 、 言 葉 に よっ て 大 衆 は 心 を 奪わ れる 。 

Peter the Hermit convulsed Europe Dy his cry of "God wills it!" 

隠者 ピエ ー ル は 、「 神 が 、 そ れ を 望ん で いる !」 と 叫ん で 、 ヨ ー ロ ッ パ を 揺るが し た 。 

A simgle word of the Emperor electrified his army, and made France 

InVlncible. 

皇帝 の 一 言 が 軍団 を 感動 させ て フラ ンス を 無敵 に し た 。 

Proudhon destroyed sociahsm Dy his celeDrated Daradox: "PrODerty 1S 

rODDery." 

プル ー ド ン は 、「 所 有 と は 盗み で ある 。」 と いう 有名 な 奇 説 で 、 社 会 主義 を 破壊 し た 。 

A current sayimg 1s freduently sufficient to oVerturn a reign1ng DOWer 

言葉 が 流通 する だ け で 権力 を 転 緒 させ る に は 十分 で ある 。 

Voltaire knew this wel- 


ヴォ ル テ ー ル は 言葉 が 流通 する だ け で 権力 を 転覆 で きる 事 を 良く 知っ て いた 。 
who shook the World Dy sarcasms. 
ヴォ ル テ ー ル は 風刺 に よっ て 俗 世 を 揺るが し た 。 
SO, alS0, 
その た め 、 
he who feared neither pope nor king, 
ヴォ ル テ ー ル は 法王 と 権力 者 を 恐れ な か っ た 。 
nelther Darhament nor Bastlle, 
ヴォ ル テ ー ル は 議会 と バス ティ ー コ 監獄 を 恐れ な か っ た 。 
was afraid of a Dun. 
し か し 、 ヴ ォ ル テー ル は 言葉 遊び を 恐れ た 。 
We are on the Verge of accomplishing the intentions of that man whose 
Say1TgS We reDeat. 
大 衆 が 言葉 を 伝え 合え ば 、 言 葉 を 話し た 人 の 意思 の 達成 は 目前 で ある 。 
The third method of establishimg the magic chaim is Dy contact. 
接触 に よる 魔術 の 磁気 の 鎖 の 形成 が 、 磁 気 の 鎖 の 形成 の 第 3 の 方 法 で ある 。 
Between Dersons who meet freduently, the head of the current soon 
manuifests, 
頻繁 に 会 う 人 々 の 間 に は 、 す ぐに 、 流 れ の 先頭 が あら われ る 。 
and the strongest wl is not slow to aDsorD the others. 
すぐ に 、 最も 強い 意 避 思 は 他 の 意 忌 和 思 を 同化 する 。 
The direct and DositiVe grasD of hand Dy hand completes the harmony 
Of disDositionS, 
直接 の 固い 、 握 手 は 和気あいあい と させ る 。 
andit is for this reason a mark of sympathy and intmacy. 
上 記 の 理由 か ら 、 握 手 は 共感 と 親 し さ の 象徴 で ある 。 
Children, who are guided instimctively Dy nature, 
幼子 は 直感 的 に 自然 に 導 か れる 。 
formm the magic chain Dy playimg at Dars or rounds: 
一 列 に 成っ た り 輪 に 成っ て 遊ぶ 事 に よっ て 、 幼 子 達 は 、 魔 術 の 磁気 の 鎖 を 形成 する 。 
then gaiety spreads, then laughter rimgs. 
一 列 に 成っ た り 輪 に 成っ て 遊ぶ 事 に よっ て 、 陽 気 と 括 い が 広がる 。 
Circular taDles are more favourable to conVvivial feasts than those of any 
other shape. 
円 卓 が 宴会 に 最適 で ある 。 
The great circular dance of the SabDbath, which concluded the 
mysterious assemDbles of adepts in the middle ages, was a magic chanm, 
中 世 の 達 道 者 の 神秘 の 集まり を 締め くく る 、 達 道 者 の サバ ト の 大 輪舞 は 、 魔 術 の 磁 
気 の 鎖 で あっ た 。 
which jomed allin 時 same Intentions and the same acts. 
磁気 の 鎖 は 1 つの 意 品 思 、 1 つの 行動 に 全て の も の を 合 ロ 流さ せる 。 
It was formed Dy standing back to Dack and hnking hands, the face 
outside the circle, 


達 道 者 の サバ ト の 輪舞 は 、 背 中 合わ せ に 立っ て 、 手 と 手 を つなぎ 、 顔 を 輪 の 外 に 向 
だ 。 

in imitation of those antidue sacred danCes, 

達 道 者 の サバ ト の 輪 狂 は 、 古 代 の 神 の 舞 を 模 信 し て いる 。 

represerttations of which are stlll found on the sculptures of old 
temmples. 

古代 の 神 の 舞 が 、 古 代 の 神殿 に 彫 ら れ て いる の が 見 つか る 。 

The electric furs of the 1ynx, panther and eVen domestic cat, Were 
stitched to their garments, in imitation of the ancient Dacchanalia: 
達 道 者 の サバ ト で は 、 古 代 の 酒 神 バ ッ カ ス の 酒 神祭 を 模 伏し て 、 静 電気 を 帯電 させ 
た 、 大 山猫 リン クス や 者 (ヒョウ ) パ ン サ ー や 家 猫 の 毛皮 を 縫っ て 衣服 を 作っ た 。 
hence comes the tradition that the SabDath miscreants each wore a cat 
hung from the girdle, and that they danced in this guise. 

上 記 が 、 悪 人 の 霊 の 魔術 師 の サバ ト で は 、 悪 人 の 霊 の 魔術 師 は 、 帯 に 鑑 を 吊る し て 
身 に つけ て 踊っ た 、 と いう 口伝 の 由来 で ある 。 

The phenomena of tltng and talking tables has Deen a fortuitous 
manifestation of fluidic commurication Dy means of the circular chain. 
降 霊 術 で テー ブル に 起き る 現象 は 、 輪 の 磁気 の 鎖 に よる 、 流 体 の 交流 が 運 良 く 表れ 
た 物 で ある 。 降 圭 術 で テー ブル に 起き る 現象 は 、 磁 気 の 鎖 に よる 物 で ある 。 
Mystfication comDined wrth it afterwards, 

後に 、 詐 欺 が 降 圭 術 に 混ざっ た 。 

and eVen educated and intelligent persons were so Infatuated writh the 
noVvelty that they hoaxed themselves, and Decame the dupes of their 
Own aDsurdity. 

学識 の 有る 知能 が 高い 大 衆 で すら 、 詐 欺 が 混ざっ た 降 霊 術 の 目新し さ に 夢中 に 
成っ て 、 自 分 で 自分 を だ まし 、 自 分 の 愚行 の 盲 従者 に 成っ た 。 

The oracles of the taDles were answers more Or less Volumtar1ly 
Suggested Or extracted Dy chance: 

降 圭 術 の テー ブル の 解答 は 、 多 か れ 少 な か れ 、 自 分 の 願望 か 推測 か 雑念 に よる 物 
で ある 。 

they resemDled the conversatlons which we hold or hear in dreamms. 
降 霊 術 の 解答 は 、 夢 の 中 で 考え た り 聞い た 問答 に 似 て いる 。 

Other and stranger phenomena may haVe Deen the external 
marifestations of imaginations Operatmg in common. 

降 土 術 の 他 の 不思議 な 現象 は 想像 力 が 外 へ 表れ た 物 か も し れ な い 。 

We, however Dy no means deny the possible intervention of elementary 
SDlrits in these OccurrenCes, 

四 大 元素 の 霊 が 降 霊 術 の 現象 を 仲介 し た 可能 性 を 否定 し な い 。 四 大 元素 の 霊 が 
降 霊 術 を 仲介 する 可能 性 が 有る 。 

as in those of divination Dy cards or Dy drearms: 

四 大 元素 の 報 が タロ ッ ト 占 いと いっ た カー ド 占 い 、 夢 占い を 仲介 する 様 に 。 四 大 元素 
の 霊 は タロ ッ ト 占 いと いっ た カー ド 占 い 、 夢 占い を 仲介 する 。 

Dut we do not Deleve that it has Deen in any sense DrOVeLl, 


た だ し 、 四 大 元素 の 霊 が 降 霊 術 を 仲介 する 事 が 証明 され た と は 信じ な い 。 四 大 元素 
霊 が 降 圭 術 を 仲介 + す る 事 は 証明 され て いな い 。 
and we are therefore in no way obliged to admit it. 
その た め 、 四 大 元素 の 霊 が 降 圭 術 を 仲介 する 事 を 認め る 様 に 強制 で き な い 。 
One ofthe most extraordimary DOWers of human imagination is the 
上 of the desires of the wil, 
の 想像 力 の 驚く べき 力 の 1 つ は 、 意 思 の 実現 、 願 望 の 実現 で ある 。 
even Ofits apprehenslons and fears. 
の 想像 力 の 驚く べき 力 の 1 つ は 、 心 配 や 越 怖 すら 実現 する 事 で ある 。 
belieVe easily anythimg that we fear or desire, 
人 は 直 れ て いる 事 や 望ん で いる 事 を 信じ 易い 。 
SaVS a DrOVerDb: 
こと わざ に 有る 様 に 。 
and it iS trUe, 
人 が 恐れ て いる 事 や 望ん で いる 事 を 信じ 易い の は 真実 で ある 。 
Decause 
な ぜ な ら 、 
desire and fear impart to imagination a realising Dower the effects of 
which are imcalculaDle. 
願望 や 恐怖 は 、 計 り 知 れ な い 力 の 、 実 現す る 力 を 想像 力 に 与え る 。 
How is one attacked, for example, Dy a disease aDout which one feels 
TeTVOUS? 
例え ば 、 ど うし て 人 は 心配 し て いる 病気 に か か る の か ? 
We have already cited the opinions of Paracelsus on this point, and 
have established in our doctrimal part the occult laws confirmed Dy 
eXDeTleTCe: 
人 が 恐れ て いる 病気 に か か る 事 に つい て の パラ ケル スス の 考え 、 経 験 に よっ て 確認 
され た 隠さ れ た 法 を 、「 高 等 魔術 の 教理 」 で 、 す で に 話し た 。 
Dut 
し が し 、 
in magnettc currents, and Dy mediaton of the chain, the realisations are 
all the more strange Decause almost imvariaD1y unexDpected, at least 
when the cha has not Deen formed Dy an intelhgent, sympathetic, and 
powerful leader 
電 知 が 無く て 、 ま た は 、 共 感 が 無く て 、 ま た は 、 力 が 有る 指導 者 が いな く て 、 
気 の 鎖 の 形成 が 不 十分 な 時 は 、 磁 気 の 流 れ に よる 、 磁 気 の 鎖 の 仲介 に よる 、 実 現 
は 期待 外れ で ある 場 合 が ほとん ど で あ る 。 
In fact, they are the result of purely Dlmd and fortuitous comDbinations. 
知 が 無く て 、 ま た は 、 共 感 が 無く て 、 ま た は 、 力 が 有る 指導 者 が いな く て 、 磁 気 の 鎖 の 
形成 が 不 十 分 な 時 は 、 実 現 は 盲目 的 な 雑念 の 結果 で ある 。 
The vVulgar fear of supersttious feasters, when they fimd themselves 
thirteen at table, and their conviction that some misfortune threatens 


the youngest and weakest among them, 1S, hke most superstitions, a 
remnarlt of magical science. 

迷信 の 多く は 魔術 の 知 の 名 残 で ある 様 に 、13 人 の 時 に 、 何 ら か の 不運 が 13 人 の う 
ち 最も 若い 人 か 最も 弱い 人 に 起こ り そ う だ 、 と いう 、 迷 信 深 い 大 衆 の 思い 込み 、 大 衆 
に 広まっ て いる 状 怖 は 、 魔 術 の 知 の 名 残 で ある 。 迷 信 の 多く は 魔術 の 知 の 名 残 で あ 
る 。 
The duodenary Deing a cormplete 

12 は 完成 の 数 で ある 。 

and cyclc numDer in the umiversal analogies of nature, 

12 は 周期 の 数 で ある 。 自然 の 普遍 の 類推 か ら 分 か る 様 に 。 

IinVarlaDly attracts and aDsorDs the thirteenth, 

12 は 常に 13 を 引き 寄せ 同化 する 。 

which is regarded as a simister and superfluous numDer 

大 衆 は 13 が 不運 の 数 、 余 計 な 数 で ある と 誤解 し て いる 。 

If the grindstone ofa mill De represented by the numDber twelve, then 
thirteen is that of the grain which is to De ground. 

も し 12 が 石 う す を 表す 数 で あれ ば 、13 は 石 う す に つぶ され る 物 を 表す 数 で ある 。 
On kindred considerations, 

上 記 に 類似 し た 考え に よっ て 、 

the ancients estaDblished the distimctions Detween lucky and umlucky 
nurmDers, 

古代 人 の 大 衆 は 幸運 の 数 と 不運 の 数 を 作っ た 。 

whence came the oDserVvance of days of good or evil augUuTyr 

上 記 か ら 、 古 代 人 の 大 衆 は 幸運 の 日 と 不運 の 日 の 占い の 習慣 を 作っ た 。 

It is in such concerns, abDoVe all, that imagination 1S creat1Ve, 

上 記 の 様 な 、 人 を 不安 に させ る 物 に 対し て 、 特 に 、 想 像 力 は 創造 力 を 発揮 する 。 

so that 

その た め 、 

both days and numDers seldom fail to De propitious or Otherwrise to 
those who Delieve in their influence. 

幸運 の 数 と 不運 の 数 と いっ た 誤っ た 知識 と 、 幸 運 の 日 と 不運 の 日 と いっ た 誤っ た 占 
い は 、 占 い の 感化 力 を 信じ る 大 衆 に 合っ て いる 。 

Conseduently, Christian1ty was right in DroscriDing the divimatory 
SC1enCeS, 

キリ スト 教 が 占い を 禁止 し た の は 正しかっ た 。 

for 

な ぜ な ら 、 

in thus dimimishing the numDer of blimd chances, it gaVe further scoDe 
and empire to 1HDerty. 

キリ スト 教 は 占い を 禁止 し て 、 占 い へ の 盲 従 に よる 、 自 由 に 思考 し た り 行 動 す る 機会 
の 損失 を 減ら し 、 自 由 に 余地 と 力 を 与え た 。 

Printmg is an admmiraDle instrument for the formaton of the magic 
chain Dy the extenslon of speech. 


印刷 は 、 言 葉 を 広め る 事 に よっ て 魔術 の 磁気 の 鎖 を 形成 する た め の 見 事 な 手段 で 
ある 。 

No Dook is 1ost: 

失わ れる 書物 は 存在 し な い 。 書 物 は 失わ れ な い 。 

as a faCt, 

事実 、 

writimgs g0 InVarlaD1y Dreclsely where they should go, 

常に 、 正 し く 、 書 物 は 、 お も むく べき 所 に お も むく 。 

and the aspirations of thought attract speech. 

思考 と いう 呼吸 は 言葉 を 引き 寄せ る 。 

We have proved this a hundred tmes in the course of our magical 
1mitiation: 

上 記 を 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ は 魔術 へ 入門 中 に 何 度 も 経験 し た 。 

the rarest Dooks have offered themselves without seekimg as soon as 
they Decame indispensaDle. 

橋 病 本 が 必要 に 成る と 、 す ぐに 、 探 さ な く て も 、 稀 協 本 は あら われ た 。 

Thus have We recoVered intact that um1versal science 

上 記 の お か げ で 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ は 損失 の 無い 普遍 の 知 を 復活 で きた 。 

which so many learned Dersons have regarded as engulfed by a numDber 
Of suCCesSiVe Cataclysms: 

多数 の 、 学 の 有る 者 達 は 普遍 の 知 が 多数 の 一 連 の 大 洪水 に 沈ん だ と 考え て いた 。 
thus have we entered the great magical chain which began with 
Hermes or Enoch, and wl only end with the world. 

上 記 の お か げ で 、 魔 術 師 達 は 、 ヘ ル メ ス ま た は エノク か ら 始 まり 、 世 界 の 終わ り と 共 
に し か 終わ ら な い 、 大 いな る 魔術 の 條 気 の 鎖 に 入門 し て きた 。 

Thus have We Deen aDle to eVoke, and come face to face with, the spirits 
of Apollonius, Plotimus, Synesius, Paracelsus, Cardanus, AgriDDa, and 
Others less or more knowm, Dut too relig1ous1y celeDrated to make it 
possible for them to De named Hghtly. 

上 記 の お か げ で 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ は 、 テ ィ ア ナ の アポ ロニ ウス 、 プ ロティ ノ ス 、 シ ュ ネ シ 
オス 、 パ ラケル スス 、 カ ル ダ ー ノ 、 コ ルネ リウ ス アグ リッ パ 、 そ の 他 、 多 か れ 少 な か れ 
知ら れ て いる が 軽々 し く 名 前 を 口 に する に は 宗教 的 に 有名 過ぎ る 人 達 の 霊 を 呼び 
出し て 顔 と 顔 を 合わ せ て 会 えた 。 

We contmue ther great WOrK, 

エリ ファ ス レヴ ィ と 現在 の 魔術 師 達 は 過去 の 魔術 師 達 の 大 いな る 務め を 受け 継い 
7 だ 。 

which others will take up after US. 

未来 の 魔術 師 達 が 過去 と 現在 の 魔術 師 達 の 大 いな る 務め を 受け 継い で くれ る で あ 
の 5。 

But 

し が 

unto whom wl it De giVen to complete 1t? 


過去 、 現 在 、 未 来 の 魔術 師 達 の 大 いな る 務め を 受け 継ぎ 完了 させ る も の は 何 も の で 
あろ うか ? 


CHAPTER XII 


12 


THE GREAT WORK 

大 いな る 務め 

To De eVer rich, to De always young, and to die never: such, fromm all 
tme, has Deen the dream of the alchermists. 

常に 富 が 有る 事 、 常 に 若い 事 、 肉 体 が 死な な い 事 は 、 常 に 、 錬 金 術 師 へ の 大 衆 の 夢 
想 で あっ た 。 常 に 豊か で ある 事 、 常 に 若い 事 、 心 が 死な な い 事 は 、 常 に 、 錬 金 術 師 の 
夢 で あっ た 。 

To change lead, mercury, and all other metals into gold, to possess the 
universal medicime and the elxir of life- such is the problem which 
must De solVed to accomplish this desire and to realise this dream. 

鉛 、 水 銀 と いっ た 卑 金属 を 金 に 変え る 事 、 万 能 薬 と 命 の 若返り 楽 エ リク サー を 所 有 
する 事 は 、 錬 金 術 師 の 願望 を 成就 する た め に 、 島 金 術 師 の 夢 を 実現 する た め に 、 解 
決する 必要 が 有る 問題 で ある 。 

Like all magical mysteries, the secrets of the great work haVe a triple 
meannng: they are relig1ous, Dhilosophical, and natural. 

全て の 魔術 の 神秘 の 様 に 、「 大 いな る 務め 」 の 秘密 は 、 款 教 的 な 意味 、 哲 学 的 な 意 
味 、 自 然 科 学 的 な 意味 と いう 三重 の 意味 を 持っ て いる 。 全 て の 魔術 の 神秘 は 宗教 
的 な 意味 、 哲 学 的 な 意味 、 自 然 科 学 的 な 意味 と いう 三重 の 意味 を 持っ て いる 。「 大 
いな る 務 め 」 は 宗教 的 な 意味 、 哲 学 的 な 意味 、 自 然 科 学 的 な 意味 と いう 三重 の 意 
味 を 持っ て いる 。( 自 然 科 学 、 哲 学 、 神 の 教え 。 自 由 意思 と いっ た 神 だ け の 領域 、 概 念 
の 領域 、 形 の 領域 。 神 だ け の 楽園 、 霊 の 冥界 、 こ の 世界 。) 

The philosophical gold in rehgion is the aDsolute and supreme reasor: 
哲学 に 通じ る 、 宗 教 に お ける 金 は 絶対 の 無 上 の 論理 で ある 。 

im philosophy 1t 1s truth: 

哲学 に お ける 金 は 真理 で ある 。 

1n Vis1Dle nature, it is the sun: 

目 に 見 える 自然 に お ける 金 は 太陽 で ある 。 

in the suDbterranean and mineral world, it is the purest and most Derfect 
g0ld. 

地下 の 鉱物 の 世界 に お ける 金 は 完全 な 純金 で ある 。 

Hence 

上 記 か ら 、 

the search after the great work is called the search for the aDsolute, 

「 大 いな る 務め 」 の 探求 は 「 絶 対 の 探求 」 と 呼ば れ て いる 。 

and this work itself is termed the operation of the sum. 

「 大 作業 」 は 「 太 陽 の 作業 」 と 呼ば れ て いる 。 

All masters of science recogmlse that it is impossible to achieve material 
results untl we have foumnd all the analogies of the umiversal medicinme 
and the philosophical stone in the two superlor degreeS. 


全て の 知 の 師 達 は 、 款 教 的 な 段階 と 哲学 の 段階 で 万 能 薬 と 賢者 の 石 に 対応 し て い 
る も の を 全て 発見 する まで 、 物 質 的 な 結果 に 到達 する の は 不可 能 で ある 、 と 認め て 
いる 。 全 て の 知 の 師 達 は 、 物 質 的 な 結果 に 到達 する に は 、 宗 教 的 な 段階 と 哲学 の 段 
階 に お ける 万 能 薬 と 賢者 の 石 を 発見 する 必要 が 有る 、 と 認め て いる 。 

Thenr it is affirmed, is the laDour simple, light, and inexDpens1Ve: 

全て の 知 の 師 達 は 、 款 教 的 な 段階 と 哲学 の 段階 に お ける 万 能 薬 と 賢者 の 石 を 発見 
すれ ば 、 作 業 は 簡単 、 軽 快 、 安 価 で ある 、 と 断言 し て いる 。 

Otherwrise, it consumes to n0 DurDOse the life and fortune of the 
bellows-Dlower 

宗教 的 な 段階 と 哲学 の 段階 に お ける 万 能 薬 と 賢者 の 石 を 発見 し な いと 、 黄 (ふい ご ) 
を 吹く 者 、 作 業者 は 、 命 と 運 を 無駄 に 消耗 する 。 

The umiversal medicine is, for the soul, supreme reasont and aDsolute 
]UStCe: 

魂 に と っ て の 、 万 能 薬 と は 無 上 の 論理 と 絶対 正義 で ある 。 

for the mmdl it is mathematical amnd practical truth: 

知 に と っ て の 、 万 能 薬 と は 数 学 的 な 実践 的 な 真理 で ある 。 

for the body it is the quintessenCce, 

体 に と っ て の 、 万 能 薬 と は 第 5 元素 エー テル で ある 。 

which is a comDination of gold and Hight. 

第 5 元素 エー テル と は 光 と 金 の 結合 で ある 。 

In the superior world, the first matter of the great Work is enthusiasm 
amd actV1tV: 

無 上 の 、 自 由 意 思 と いっ た 神 だ け の 領域 で の 、「 大 いな る 務め 」 の 「 第 一 質 料 」 と は 
熱意 と 自発 性 で ある 。 

In the intermediate world it is intelligence and industryi 

仲介 する 、 概 念 の 領域 で の 、「 大 いな る 務め 」 の 「 第 一 質 料 」 と は 知 と 勤 筋 で ある 。 
in the inferior world!, it is labDour: 

形 の 領域 で の 、「 大 いな る 務め 」 の 「 第 一 質 料 」 と は 労苦 で ある 。 

In sclence 1t 1S Sulphur mercury, and salt, 

自然 科学 で の 、 わ ざ に お ける 、「 大 いな る 聞 め 」 の 「 第 一 賢 料 」 と は 硫黄 、 水 銀 、 塩 で 
ある 。 

which, Volatilised and fixed alternately, compose the Azoth of the sages. 
硫黄 、 水 銀 、 塩 を (三重 に ) 交 互 に 揮発 と 固定 し て 賢者 の Azoth に 組み 合わ せる (と 、 
賢者 の 石 に 成る )。 

Sulphur corresponds to the elementary form of fire, 

四 大 元素 で 、 硫 黄 に 対応 する も の は 火 で ある 。 

mercury to ar and water 

四 大 元素 で 、 水 銀 に 対応 する も の は 水 と 風 で ある 。 

salt to earth. 

四 大 元素 で 、 塩 に 対応 する も の は 土 で ある 。 

All the masters in alchemy who have written concerning the great WOrkK 
have employed symDbolical and figurative exDreSS1OT1S, 

全て の 錬金術 師 は 大 作業 に つい て 例え 話 で 書い て きた 。 


and have rightIy done so, 

全て の 錬金術 師 が 大 作業 に つい て 例え 話 で 書い て きた の は 正しかっ た 。 

as much to deter the profane from a work which would, for them, De 
danmgeT0OUS, 

大 衆 に は 危険 で ある 大 作業 を 大 衆 が 思い と ど ま る 様 に 、 全 て の 錬金術 師 は 大 作業 
に つい て 例え 話 で 書い て きた 。 

as to make themselves intelhgiDle to adepts, Dy revealhmg the entire 
world of analogies which is ruled by the one and sovereign dogma Of 
HerrTmeS. 

「 上 の も の は 下 の も の か ら 類 推 可能 で ある 。 下 の も の は 上 の も の か ら 類 推 可能 で あ 
る 。」 と いう ヘル メス の 唯一 の 考え が 統治 する 類推 可能 な 3 つの 世界 全て を 啓示 し 
て 、 達 道 者 が 全て の 錬金術 師 の 精髄 を 理解 で きる 様 に 、 全 て の 錬金術 師 は 大 作業 
に つい て 例え 話 で 書い て きた 。 

For such, gold and silver are the sun and moon, or the king and queen: 
金 と 銀 は 、 太 陽 と 月 、 王 と 女王 で ある 。 

Sulphur is the fIyimg eagle: 

銃 黄 は 飛ん で いる ワシ で ある 。 

mercury 1S the winged and Dearded hermaphrodite, throned upon a 
cuDe and crowned wrth flames: 

水銀 は 、 立 方 体 の 上 に 座っ て いる 、 火 の 王冠 を か ぶっ て いる 、 あ ご ひげ が 有る 妥 
の 両性 具有 者 で ある 。 

matter or salt is the wmged dragor: 

物質 、 塩 は 有 田 の 竜 で ある 。 

metals in the mmolten state are lions of VariOuS COlOUTs: 

溶解 し て いる 複数 の 金属 は 色々 な 色 の 複数 の ライ オン で ある 。 

fimally, the whole work is symbolhsed Dy the pelican and phoenix. 

大 作業 全体 は ペリ カン と フェ ニッ クス で ある 。 

Hermetic art is, therefore, at one and the same Hme, a religiom, a 
philosophy, and a natural sclence. 

ヘル メス の わざ は 、1 つ で 同時 に 、 宗 教 、 哲 学 、 自 然 科 学 で ある 。 

Considered as relig1ort it is that of the ancient magi and the initiates of 
all the ages: 

宗教 と し て は 、 ヘ ル メ ス の わざ は 、 古 代 ペ ル シ ャ の 祭司 マギ の わざ 、 全 て の 時 代 の 秘 
伝 伝授 者 の わざ で ある 。 

as a Dhilosophy its Drimciples may De found in the school of Alexandria 
and in the theories of Pythagoras: 

哲学 と し て は 、 ヘ ル メ ス の わざ の 複数 の 原理 は 、 ア レク サン ドリ ア 学 派 と ビタ ゴラス 
の 理論 に 見 つか る 。 

aS SClentce, 1ts Drinciples must De sought from Paracelsus, Nicholas 
Flamel, and Raymund LulIYy 

自然 科学 と し て は 、 ヘ ル メ ス の わざ の 複数 の 原理 を 、 パ ラケル スス 、 ニ コラ フラ メル 、 
ライ ムン ドゥ ス ルル ス か ら 探 求 す る 必要 が 有る 。 


The science is true Only for those who accept and understand the 
philosophy and relig1ol, 

錬金術 の 自然 科学 は 、 錬 金 術 の 宗教 と 哲学 を 受け 入れ 理解 し た 者 の た め だ け の 、 
真実 で ある 。 

and its Drocesses are SUCCessful only for the adept who has attamed 
SOVerelgn Volitio, 

大 作業 は 、 王 者 の 意思 に 到達 し た 達 道 者 の た め だ け に 、 成 功 す る 。 

and has thus Decome the monarch of the elementary world, 
王者 の 意思 に 到達 し て 、 達 道 者 は 四 大 元素 の 王者 、 地 の 王者 に 成る 。 

for 

な ぜ な ら 、 

the great agent of the solar work is that force descriDed in the Hermetic 
symDol of the Emerald TaDle: 

「 太 陽 の 作業 」、「 大 作業 」 の 大 いな る 代行 者 は 、 ヘ ル メ ス の 象徴 作品 「 エ メラ ルド 
板 」 に 記さ れ て いる 「 最 強 の 力 」 で ある か ら で あ る 。 

1t 1S um1Versal magical DOWer: 

代行 者 は 普遍 の 魔術 の 力 で ある 。 

lt is the igneous SDiritual motori: 

代行 者 は 火 の 様 な 霊 の 力 で ある 。 

it is the 0d ofthe HeDreWs, 

代行 者 は へ ブラ イ 人 の オド で ある 。 

and the astral light, 

代行 者 は 星 の 光 で ある 。 

aCCordimg to the expresslon we have adopted in this worKk. 
著書 で エリ ファ ス レヴ ィ は 星 の 光 と いう 表現 を 選ん だ 。 

There is the secret, ving, and philosophical fire, of which all Hermetic 
philosophers speak only with the most mysterious reserVatOns: 

全て の ヘル メス の 錬金術 師 が 神秘 的 に 隠し て 話し て いる 、 秘 密 の 生き て いる 錬金術 
師 の 火 が 存在 する 。 秘 密 の 生き て いる 錬金術 師 の 火 は 星 の 光 で ある 。 

there is the universal SDerm, 

普遍 の 精液 が 存在 する 。 星 の 光 は 普遍 の 精液 で ある 。 

the secret of which they guardedl 

ヘル メス 、 エ ノ ク の 魔術 の 子 擦 、 魔 術 師 は 星 の 光 の 秘密 を 守っ た 。 

reDpresentimg it omly under the emblem of the caduceus of Hermes. 

ヘル メス 、 エ ノ ク の 魔術 の 子孫 、 魔 術 師 は 、 ヘ ル メ ス の ケー リュ ケイ オン と いう 象徴 で 
の み 、 星 の 光 を 表現 し た 。 

Here then is the great Hermetic arcanum, 

星 の 光 の 秘密 は 大 いな る ヘル メス の 秘密 で ある 。 

and we reveal it for the first thme clearly and devoid of mystical figures: 
エリ ファ ス レヴ ィ が 、 初 め て 分 か り 易く 、 神 秘 的 な 象徴 で 隠さ な いで 、 星 の 光 の 秘密 
を 明か し た 。 

what the adepts term dead suDstances are Dodies as found in nature: 
達 道 者 が 「 死 ん で いる 物質 」 と 呼ん で いる 物 は 、 自 然 に 見 つか る 、 物 体 で ある 。 


living suDstances are those which have Deen assimilated and 
magnetised Dy the science and will of the operator 

「 生 き て いる 物質 」 と 呼ば れる 物 は 、 達 道 者 の 知 と 意思 に よっ て 同化 され た 磁化 され 
た 物体 で ある 。 

Therefore the great work is somethmg more than a chemical operation: 
「 大 作業 」 は 化学 的 な 作業 を 超越 し た 何 物 か で ある 。「 大 作業 」 は 化学 的 な 作業 と 
魔術 の 結合 で ある 。 

it is an actual creation of the human Word initated into the power of 
the Word of God himself. 

「 大 作業 」 は 、 神 の 言葉 イエ ス の 力 を 秘伝 伝授 され た 、 人 に 成っ た 神 の 言葉 イエ ス を 
実際 に 創造 する 事 で ある 。 
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This Heprew text which we transcriDe in proof of the authenticity and 
reality of Our discoVery, 

上 記 の へ ブ プライ 語 の 文 は 、 上 記 の 「 大 作業 」 に つい て 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ の 発見 の 元 
と 成っ た 書物 が 確か に 実在 し て いる 証明 と し て 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ が 書き 写し た 物 で 
ある 。 

1s derived from the rabDbimical jew Abraham, 

上 記 の へ ブラ イ 語 の 文 は 、 ヘ へ ブラ イ 人 の ラビ の アブ ラ ハ ム の 書物 か ら の 引用 で ある 。 
(ラビ は へ ブラ イィ イ 語 で 師 を 意味 する 。) 

the master of Nicholas Elamel, 

ラビ の アブ ラ ハ ム は ニコ ラ フラ メル の 祖師 で ある 。 

and is found in his occult commentary on the Sepher jetzirah, 

上 記 の へ ブラ イ 語 の 文 は 、「 形 成 の 書 」 に つい て の ラビ の アブ ラ ハ ム の 隠さ れ た 注 
釈 書 に 記さ れ て いる 。 

the sacred Dook of the KaDbbalah. 


「 形 成 の 書 」 は カバ ラ の 神 の 書 で ある 。 

This commentary 1S extrermely rare, 

ラビ の アブ ラ ハ ム の 注釈 書 は 稀 協 本 で ある 。 

but the sympathetic potencies Of our chain led us to the discovery ofa 
CODY 

魔術 師 の 磁気 の 鎖 の 共鳴 の 力 の 導き で 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ は ラビ の アブ ラ ハ ム の 注 
釈 書 の 写本 を 発見 で きた 。 

which has Deen preserved since the year 1643 in the Protestant church 
at ROuen. 

ラビ の アブ ラ ハ ム の 注釈 書 の 写本 は ルー アン の プロ テス タン ト の 教会 に 1643 年 か 
ら 保存 され て いる 。 

On its first page there is written: 

下記 が 、 ラ ビ の アブ ラ ハ ム の 注釈 書 の 写本 の 、 最 初 の ペー ジ に は 記さ れ て いる 。 

Ex dono,( = Out of, gift) then an illegibDle name: Dei magmi.( = Godl 
gTeat.) 

「 大 いな る 神 と 、」、 読 み 取 れ な い 名 前 、「 か ら の 贈り 物 。」。 

The creation of gold in the great work takes place Dy transmutation and 
multphcation. 

「 大 いな る 務め 」 に お ける 、 金 の 創造 は 、 変 化 、 増 殖 に よる 物 で ある 。 

Raymund Lully states that in order to make gold we must have gold and 
ImercuTy, 

ライ ムン ドゥ ス ルル ス は 「 金 を 創造 する に は 、 金 と 水銀 を 所 有 し て いる 必要 が 有る 。」 
と 話し て いる 。 

while in order to make silver we must have silver amnd mercuryr 

ライ ムン ドゥ ス ルル ス は 「 銀 を 創造 する に は 、 銀 と 水銀 を 所 有 し て いる 必要 が 有る 。」 
と 話し て いる 。 

Then he adds: "By mercury, 1 understand that mmeral spirit which is so 
refimed and purified that it gilds the seed of gold, and silVers the seed of 
S1lVer." 

ライ ムン ドゥ ス ルル ス は 「 水 銀 に よっ て 、 私 ライ ムン ドゥ ス ルル ス は 知っ て いる 。 水 銀 
に よっ て 、 純 化 さ れ た 浄化 され た 鉱物 の 精髄 は 、 金 の 種 を 金 で 、 銀 の 種 を 銀 で 導 

う 。」 と 話し て いる 。 

DouDtless, he is here speaking of 0d, or astral light. 

疑い 無く 、「 水 銀 に よっ て 、 私 ライ ムン ドゥ ス ルル ス は 知っ て いる 。 水 銀 に よっ て 、 純 化 
され た 浄化 され た 欠 物 の 精髄 は 、 金 の 種 を 金 で 、 銀 の 種 を 銀 で 覆う 。」 と いう 話 で 、 
ライ ムン ドゥ ス ルル ス は オド 、 星 の 光 に つい て 話し て いる 。 

Salt and sulphur are serviceaDle in the Work only for the preparation of 
ImercUTy: 

「 大 作業 」 で 、 塩 と 硫黄 は 、 水 銀 の 調整 に の み 役 立つ 。 

1t is wth mercury aDove all that the magnetic agent must De assimilated 
and incorporated. 


特に 、 水 銀 と 、 磁 気 の 代行 者 を 同化 、 一 体 化す る 必要 が 有る 。「 大 作業 」 で は 星 の 光 
を 特に 水銀 と 一 体 化 さ せる 必要 が 有る 。「 大 作業 」 で は 星 の 光 を 塩 、 水 銀 、 硫 黄 と 一 
体 化 さ せる 必要 が 有る 。 

Paracelsus, Raymund Lully, and Nicholas Flamel seem alone to have 
perfectly understood this mysteryi 

パラ ケル スス 、 ラ イム ンド ゥ ス ルル ス 、 ニ コラ フラ メル だ けが 、「 大 作業 」 で は 星 の 光 
を 塩 、 水 銀 、 硫 黄 と 一 体 化 さ せる 必要 が 有る 、 と いう 神秘 を 完全 に 理解 し て いた 様 で 
ある 。 

Basil Valentime and Trevisan indicate it after an incomplete manner 
which might De capable of another interpretation. 

バシ レウス ヴァ レン ティ ヌス と ベル ナー ル トレ ヴィ サン は 、 別 の 解釈 が 可能 で ある 様 
に 不 完全 な 形 で 、「 大 作業 」 で は 星 の 光 を 塩 、 水 銀 、 硫 黄 と 一 体 化 さ せる 必要 が 有る 、 
と いう 神秘 を 示し た 。 

But quite the most curious things which we haVve foumd on this suDject 
are indicated Dy the mystical figures and magical legends in a Dook of 
Henry Khunrath, entitled Amphitheatrum Sapientiae AEternae( = 
Amphitheater science eternal). 

ハイ ン リ ッ ヒ クン ラー ト の 著書 「 永 遠 の 知 の 円 形 競技 場 」 2 
徴 の 魔術 的 な テー マ は 、 大 作業 に つい て エリ ファ ス レヴ ィ が 見 つけ た 最も 不思議 
物 で ある 。 

Khunrath represents amd resumes the most learned Gnostic schoo]5, 
ハイ ン リ ッ ヒ クン ラー ト は グノー シス 学派 の 最も 学 の 有る 代表 で ある 。 

and connects in symDology wth the mystic1sm of Synesius. 

ハイ ン リ ッ ヒ クン ラー ト の 象徴 学 は 、 シ ュ ネ シオ ス の 神秘 主義 に つなが っ て いる 。 
He affects Christiamity In exDpress1ons and im s1gns, 

表現 的 に 、 象 徴 的 に 、 ハ イン リッ ヒ クン ラー ト は キリ スト 教徒 の ふり を し て いる 。 

Dut it is easy to see that 

し か し 、 下 記 で ある 事 が 簡単 に わか る 。 

his Christ is the ADraxas, 

ハイ ン リ ッ ヒ クン ラー ト の キリ スト は アブ ラク サス で ある 。 

the luminous pentagram radiatimg on the astronomical crOSS, 

アブ ラク サス は 、 天 文学 的 な 十字 の 上 で 、 光 を 放っ て いる 五 芋 星 で ある 。 

the incarnation in humanity of the sovereigr sun celeDbrated Dy the 
Emperor ]ulian: 

アブ ラク サス は 、「 王 な る 太陽 へ の 区 歌 」 で ユリ アヌ ス 帝 が た た えた 、 人 に 成っ た 王 
で ある 太陽 で ある 。 

it is the luminous and 1iving manifestation of that Ruach-Elohim 

アブ ラク サス は 、 神 の 霊 の 、 光 を 放っ て いる 生き て いる 表れ で ある 。(T1]、ruach、 ル 
アク 、 ル アハ は へ ブラ イ 語 で 風 、 息 、 霊 を 意味 する 。1 を ケト また は へ ト と 読む 。 エ ロ ヒ 
ム は 神 を 意味 する 。ruach elohim、 ル アク エロ ヒム は 神 の 霊 を 意味 する 。) 
which, according to Moses, Drooded and worked upon the Dosom of the 
waters at the Dirth of the world: 

創世 記 1 章 2 節 で モー セ は 「 神 の 霊 が 水 の 面 を 覆っ て いた 。」 と 話し て いる 。 


1t is the man-Su, 

アブ ラク サス は 、 人 に 成っ た 太陽 で ある 。 

the monarch of light, 

アブ ラク サス は 、 光 の 王者 で ある 。 

the supreme magUus, 

アブ ラク サス は 、 無 上 の 魔術 師 で ある 。 

the master and conqueror of the serpent, 

アブ ラク サス は 、 蛇 の 主 で ある 。 ア ブラ クサ ス は 蛇 を 圧倒 し て いる 人 で ある 。 

and in the four-fold legend of the evangelists, Khunrath fimds the 
allegorical key ofthe great Work. 

ハイ ン リ ッ ヒ クン ラー ト は 、4 重 の 口伝 で ある 、4 つの 福音 書 で 、「 大 いな る 聞 め 」 の 
象徴 的 な 鍵 を 発見 し た 。 

One of the pantacles of his magical Dook represents the philosophical 
stone erected in the middle of a fortress surrounded Dy a wall 

ハイ ン リ ッ ヒ クン ラー ト の 魔術 書 「 永 遠 の 知 の 円 形 競技 場 」 の pantacle の 1 つ は 、 
壁 に 囲ま れ た 比 ( と り で ) の 中 央 に 建っ て いる 賢者 の 石 で ある 。 

im which there are twenty impracttcaDle gates. 

北 の 壁 に は 20 の 通れ な い 門 が 存在 する 。 

One alone conducts to the sanctuary of the great Work. 

20 の 門 の うち 1 つの 門 だ けが 「 大 いな る 務め 」 の 祭司 だ け の 聖 所 に 通じ て いる 。 
ADoVve the stone there is a triangle placed upon a wmged drago1l 
賢者 の 石 の 上 空 に は 、 有 田 の 竜 の 上 に 置か れ た 三角 形 が 存在 する 。( 有 細 の 竜 は 
物質 、 塩 で ある 。) 

and on the stone is graVen namme Of Christ 

「 キ リス ト 」 と いう 名 前 が 賢者 の 石 の 上 に 記さ れ て いる 。 

qualified as the symDolical image of all nature. 

ハイ ン リ ッ ヒ クン ラー ト は 「 キ リス ト は 全 自 然 の 象徴 的 な 映像 で ある 。」 と 話し て いる 。 
"It is by hm alone," he adds, "that thou canst oDtain the umiversal 
medicime for men, anumals, Vegetables, amd mimerals.“ 

ハイ ン リ ッ ヒ クン ラー ト は 「 キ リス ト に よっ て の み 、 あ な た は 人 、 動 物 、 植 物 、 鉱 物 の た 
め の 万 能 薬 を 獲得 で きる 。」 と 話し て いる 。( ハ イン リッ ヒ クン ラー ト の キリ スト は アブ 
ラク サス で ある 。 ア ブラ クサ ス は 、 無 上 の 魔術 師 で ある 。) 

The winged dragon, ruled Dy the triangle, represents, therefore, the 
Christ of Khunrath: 

三角 形 に 統治 され た 有 有 細 の 竜 は 、 ハ イン リッ ヒ クン ラー ト の キリ スト で ある 。( 妥 の 
竜 は 物質 、 塩 で ある 。 ハ イン リッ ヒ クン ラー ト の キリ スト は アブ ラク サス で ある 。 ア ブラ 
クサ ス は 、 無 上 の 魔術 師 で ある 。) 

that is, the soVvereign intelligence of hght and Hfe: 

一 三角 形 に 統治 さ ご れ た 有 糞 の 竜 は 、 光 と 命 を 統治 する 知 で ある 。 

it is the secret of the pentagramm: 

三角 形 に 統治 され た 有 有 細 の 竜 は 、 五 臣 星 の 秘密 で ある 。 

it is the highest dogmatic and practcal mystery of traditional magic. 


三角 形 に 統治 され た 有 翼 の 竜 は 、 口 伝 の 魔術 の 、 無 上 の 、 考 え の 、 実 践 的 な 、 神 秘 
で ある 。 

Thence unto the grand and ever incommunncaDple maxim there 1s onIy 
One steD. 

上 記 で 、 大 いな る 、 大 衆 に は 話す 事 が で き な い 言葉 まで 後 一 歩 で ある 。 

The kabDbalistic figures of Abraham the jew, which imparted to F]amel 
the first desire for kmowledge, 

ラビ の アブ ラ ハ ム の カバ ラ の 象徴 は 、 知 を 求め る 最初 の 欲求 を ニコ ラ フラ メル に 与 
沈 78。 

are n0 other than the twenty-two keys of the Tarot, 

ラビ の アブ プラハ ム の カバ ラ の 象徴 は 、 タ ロッ ト の 22 の 鍵 で ある 。 

elsewhere imitiated and resumed in the twelve keys of Basil Valentime. 
バシ レウス ヴァ レン ティ ヌス の 12 の 鍵 は 、 タ ロッ ト の 22 の 鍵 を 要約 し た 物 で ある 。 
There the sun and moon reappear under the figures of emperor and 
emDYeSS: 

太陽 と 月 は 、 皇 帝 と 女 天 で ある 。 

Mercury 1s the juggler: 

水星 は 、 魔 術 師 で ある 。 

the Great Hierophart is the adept or aDstractor of the quintessence: 
大 いな る 秘 儀 祭司 は 、 達 道 者 、 第 5 元素 エー テル の 抽出 者 で ある 。 

death, judgment, loVe, the dragon or devll, the hermut or ]ame elder 
anQL fimally, all the remairing symbols are there found with their chief 
attriDutes, and ahmost in the same order 

死 の 女性 、 審 判 、 恋 人 、 竜 また は 悪魔 、 隠 者 また は 足 の 不 自由 な 長老 と いっ た タロ ッ 
ト の 絵 の 主 な 特徴 が タカ ロット と ほぼ 同じ 順序 で 見 つか る 。( 悪 魔 は 存在 し な い 。 悪 人 
の 霊 は 存在 する 。) 

It could have scarcely Deen otherwise, 

タロ ッ ト と は 異な る 形 に 成り 難い 。 

S1mCe 

な ぜ な ら 、 

the Tarot is the prumeval Dook 

タロ ッ ト は 最初 の 書物 で ある 。 

and the keystone of the occult sciences: 

タロ ッ ト は 隠さ れ た 知 の 要 石 で ある 。 

1t must De Hermetic, 

必ず 、 タ ロッ ト は ヘル メス の 錬金術 的 な 物 に 成る 。 

Decause 

な ぜ な ら 、 

1t is kaDbDalistic, magical, amnd theosophical. 

タロ ッ ト は カバ ラ 的 な 物 、 魔 術 的 な 物 、 神 知 学 的 な 物 で ある 。 

SO, alS0, 

その た め 、 


we find in the combination of its twelfth and twenty-second Keys, 
SuDerDOsed One uDon the other the hieroglyphic revelation of the 
solution of the grand work and its mysterieS. 

タロ ッ ト の 12 番目 の 鍵 と 22 番目 の 鍵 を 重ね 合わ せ た 結 合 に 、「 大 いな る 聞 め 」 と タ 
ロッ ト の 神秘 の 解答 の 象徴 的 な 啓示 が 見 つか る 。 

The twelfth key represents a man hangimng Dy one foot 

タロ ッ ト の 12 ペー ジ 目 に は 片 脚 で 吊る され た 男 が 描か れ て いる 。 

fromm a giDDet composed of three trees or DOsts, forrmmg the Hebrew 
letter Ti: 

絞 首 台 は 3 つの 木 また は 3 本 の 柱 か ら 成 り 、 ヘ へ ブライ 文字 タウ (n) の 形 を し て いる 。 
the man's arms constitute a triangle wrth his headl, 

吊る され た 男 の 頭 と 腕 は 三角 形 の 形 を し て いる 。 

and his entire hieroglyphical shape is that of a reversed triangle 
Surmounted Dy a crOSS, 

吊る され た 男 の 体 は 十字 を の せ た 逆 三角 形 の 形 を し て いる 。 

an alchemical symDol kmown to all adepts, 

全て の 達 道 者 は 十字 を の せ た 三 角形 と いう 錬金術 の 象徴 を 知っ て いる 。 

and representimg the accomplishment of the great WorK. 
十字 を の せ た 三 角形 は 「 大 いな る 務め 」 の 達成 を 意味 する 。 

The twenty-second key which Dears the numDer twenty-one, Decause 
the fool which precedes it carries no numeral, reDresents a youthful 
female divimity 

前 の ペー ジ の 愚者 が 数 字 を 持た な い の で 、21 の 数 を 持つ 場合 が 有る 、 タ ロッ ト の 
22 ペー ジ 目 に は 若 々 し い 女 神 が 描か れ て いる 。 

shghtly veled 

女神 は 薄い ヴェ ー ル で 覆い 隠さ れ て いる 。 

and runming in a flowering circle, 

女神 は 花 飾 り の 円 冠 の 中 で 走っ て いる 。 

suDDorted at four corners by the four Deasts of the Kabbalah. 

和牛 、 人 、 ワ シ 、 ラ イオ ン と いう カバ ラ の 4 つの 獣 が 4 つの 角 で 花 飾り の 円 冠 を 支え て 
いる 。 

In the Italian Tarot this diVimity has a rod in either handi 

イタ リア の タロ ッ ト の 22 ペー ジ 目 に は 各々 の 手 に 1 つの 杖 を 持っ た 女神 が 描か れ て 
いる 。 

im the Besanson Tarot, the two wands are in one hand while the other is 
placed upon her thigh, 

Besanson タロ ッ ト の 22 ペー ジ 目 に は 2 つの 杖 を 一 方 の 手 に 持ち 他方 の 手 を も も 
の 上 に 置い て いる 女神 が 描か れ て いる 。 

both equally remarkaDle symDbols of magnetic action, 

上 記 の 2 つの タロ ッ ト の 22 ペー ジ 目 の 絵 は 磁気 の 作用 の 注目 すべ き 象 徴 で ある 。 
elther alternate in its polarisator, or simultameous Dy OpDposition and 
transmiss1on. 


上 記 の 2 つの タロ ッ ト の 22 ペー ジ 目 の 絵 は 磁 気 の 作 用 の 両極 性 に お ける 交互 性 
また は 対立 と 伝達 に よる 同時 性 を 表す 。 

The great Work of Hermmes Ss, therefore, an essentially magical 
ODeration, 

基本 的 に 、 ヘ ル メ ス の 「 大 作業 」 は 魔術 的 な 作業 で ある 。 

andthe highest of all 

「 大 作業 」 は 無 上 の 魔術 の 作業 で ある 。 

for 

な ぜ な ら 、 

1t SUDDOSes the aDsolute in science and Volition. 

「 大 作業 」 は 知 の 絶対 、 意 思 の 絶対 を 前 提 と する 。 

There 1s light in gold, 

金 に 光 が 存 在 す る 。 

gold in light, 

光 に 金 が 存在 する 。 

and Hght in all thimgs. 

全て の も の に 光 が 存 在 する 。 

The intelhgent wll, which assimilates the hght, 

知 を 持っ た 意思 は 、 光 を 同化 する 。 

directs in this manner the operations of suDstantial form, 
知 を 持っ た 意思 は 、 光 に よっ て 、 物 質 的 な 形 の 作業 を 導く 。 

and uses chemstry solely as a secondary instrument. 

知 を 持っ た 意思 は 、 化 学 を 補助 的 な 手段 と し て 利用 する に 過ぎ な い 。 

The influence of human will and intelligence upon the operations of 
nature, 

人 の 意思 と 知 は 、 自 然 科学 の 作業 に 影響 を 与え る 。 

dependent in Dart on its laDour 

人 の 意思 と 知 の 感化 力 は 、 自 然 科学 の 作業 に 部 分 的 に 依存 する 。 

is Otherwrise a fact so real that all serious alchemists have succeeded im 
proportion to their knowledge and their faith, 

全て の 真剣 な 錬金術 師 が 知 と 信心 に 比例 し て 成功 し て きた の は 事実 で ある 。 
and have reproduced their thought in the phenomena of the fusion, 
salification, amd recomDposition of metals. 

錬金術 師 は 、 金 属 の 溶解 、 塩 と の 化合 、 再 構成 と いっ た 現象 の 中 で 、 思 考 を 実現 し 
て きた 。 

Agrippa, who was a man ofimmense erudition and fime gerus, 
コル ネリ ウス アグ リッ パ は 、 計 り 知 れ な い 学 の 有る 鍛錬 され た 天才 で あっ た 。 
Dut pure Dhilosopher and sceDtC, 

コル ネリ ウス アグ リッ パ は 、 純 粋 な 哲学 者 で 疑い 深かっ た 。 

Could not transcend the Himits of metallic amnalysis and synthes1s. 
コル ネリ ウス アグ リッ パ は 、 金 属 の 分 析 と 統合 と いう 限界 を 超越 で き な か っ た 。 
Etteilla, a confused, oODscure, fantastic, Dut Derseverimg KaDDalist, 
エッ ティ ラ は 、 混 乱 し た 、 暖 昧 な 、 夢 見 が ちな 、 忍 耐 強い カバ リス ト で あっ た 。 


reDrodluced in alchemy the eccentricities of his misconstrued and 
mutilated Tarot 
エッ ティ ラ は タロ ッ ト を 誤解 し て 改悪 し た 異常 性 を 錬金術 で 再現 し た 。 
metals in his cruciDles assumed extraordimary forTms, 
エッ ティ ラ の る つぼ ば で 金属 は 驚く べき 形 に 成っ た 。 
which excited the curiosity of all Paris, 
パリ の 好奇 心 の 強い 大 軍 は エッ ティ ラ の 人 金属 の 奇形 に 興奮 し た 。 
wrth no greater protit to the operator than the fees which were paid Dy 
his VisltOrS. 
エッ ティ ラ は 訪問 者 が くれ た チッ プ し か 利益 を 得 ら れ な か っ た 。 
An oDscure Dellows-Dlower of our own tme, who died mad poor Louis 
Cambriel 
19 世紀 の 無名 の 貧し い 輔 (ふい ご ) を 吹く 者 Louis CamDriel は 、 和 狂っ て 死ん だ 。 
really cured his neighDours, 
Louis Cambriel は 、 隣 人 を 本 当 に 治し た 。 
andL Dy the evidence of all his parish, Drought Dack to life a smith who 
was his friend!. 
Louis Cambriel の 教区 の 人 々 の 証言 に よる と 、Louis CamDbriel は 、 友 人 の 鍛冶 
師 の 命 を 復活 させ た 。 
For him the metallhc work took the most inconcelvaDle and apparently 
lllogical forms. 
Louis Cambriel の 金属 の 作品 は 和 く べき 形 、 一 見 、 非 論理 的 な 形 に 成っ た 。 
One day he Deheld the figure of God himself in his cruciDle, 
ある 日 る つぼ で 、Louis Cambriel は 金属 が 神 の 形 に 成る の を 見 た 。 
Imcandescent hkKe the sum, 
神 の 形 の 金属 は 、 太 陽 の 様 に 光輝 いた 。 
transDarerlt as Crystal, 
神 の 形 の 金属 は 、 水 晶 の 様 に 和輝 明 で あっ た 。 
his body composed of triangular conglomerations, 
神 の 形 の 金属 は 、 体 が 三角 形 の 塊 (か た まり ) で あっ た 。 
which CamDriel naiVely compared to quanutities Of timy DearS. 
Louis Cambriel は 、 神 の 形 の 金属 を 、 無 邪気 に 、 多 数 の 小さ な 梨 ( な し ) に 例え た 。 
One of our friends, who is a learned kabbalist, Dut belongs to an 
imitiation which we regard as erTOme0US, 
エリ ファ ス レヴ ィ の 友人 の 1 人 は 、 誤 っ た 秘伝 を 伝授 され た 、 学 識 の 有る カバ リス ト 
で ある 。 
performed recently the chemmical operations of the great Work, 
上 記 の 、 学 識 の 有る カバ リス ト は 、19 世紀 に 、「 大 作業 」、 化 学 的 な 作業 を 行っ た 。 
and succeeded in weakeming his eyes through the excessiVve Drilliance of 
the Athanor 

上 記 の 、 学 識 の 有る カバ リス ト は 、 輝 か せ 過 ぎ た 錬 金 炉 を 見 過ぎ て 、 視 力 が 弱く な っ 
て し まっ た 。 


He created a new metal which resemDles gold, Dut is not gold, and 
hence has no Value. 

上 記 の 、 学 識 の 有る カバ リス ト は 、 金 に 似 て いる が 金 で は な い の で 無 価値 な 新しい 
金属 を 作っ た 。 

Raymund Lully, Nicholas Flamel, and most proDaDly Henry Khunrath, 
made true gold!, 

ライ ムン ドゥ ス ルル ス 、 ニ コラ フラ メル は 本 物 の 金 を 創造 し た 。 多 分 、 ハ イン リッ ヒ ク 
ン ラ ー ト は 本 物 の 金 を 創造 し た 。 

nor did they take away ther secret with them, 

ライ ムン ドゥ ス ルル ス 、 ニ コラ フラ メル 、 ハ イン リッ ヒ クン ラー ト は 、 秘 密 を 墓 ま で 持っ 
て 行か な か っ た 。 

for it is enclosed in their symDols, 

ライ ムン ドゥ ス ルル ス 、 ニ コラ フラ メル 、 ハ イン リッ ヒ クン ラー ト の 秘密 は 、 象 徴 に 封 
じ 込 め ら れ て いる 。 

and they have further indicated the sources from which they drew for 
its discoVery and for the realisation of its effects. 

ライ ムン ドゥ ス ルル ス 、 ニ コラ フラ メル 、 ハ イン リッ ヒ クン ラー ト は 、 秘 密 を 発見 する に 
あたっ て 、 秘 密 の 力 を 実現 する に あたっ て 、 水 を くみ 取っ た 泉 を 暗示 し た 。 

It is this same secret which we now ourselves make puDlic. 

エリ ファ ス レヴ ィ は 、 ラ イム ンド ゥ ス ルル ス 、 ニ コラ フラ メル 、 ハ イン リッ ヒ クン ラー ト 
の 秘密 を 公 に し た 。 


CHAPTFER XIII 
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NECROMANCY 

降 寺 術 

WE have Doldly declared our opimlon, or rather our conVlction, as to the 
DOssibility of resurrection In certa1n CaseS: 

すでに 、 大 胆 に 、 い くつ か の 場合 に お いて 復活 は 可能 で ある と いう 考え 、 と いう より は 、 
いく つか の 場合 に お いて 復活 は 可能 で ある と いう 確信 を 話し た 。 

it remaims for us now 

後 は 、 こ こ で は 、 

to complete the revelation of this arcanum 

いく つか の 場合 に お いて 復活 は 可能 で ある と いう 秘密 の 啓示 を 完成 させ る 。 

and to eXDOSe 1tS DractCe. 

いく つか の 場合 に お いて 復活 は 可能 で ある と いう 秘密 の 実践 方 法 を あら わす 。 
Death is a phantom of ignorance: 

死 は 無知 に よる 幻 で ある 。 

1t dOes nOt eXiSt: 

( 魂 的 に 、) 死 は 存在 し な い 。 

everything In nature 1S IiVimg, 

自然 の 全て の も の は 生き て いる 。 

and it is Decause it 1S aliVe that everything is in motion 

全て の も の は 動か され て いる の で 、 全 て の も の は 生き て いる 。 

and undergoes incessart change of form. 

全て の も の は 形 の 絶え 間 無 い 変化 を 受け て いる の で 、 全 て の も の は 生き て いる 。 
Old age is the Deginning of regeneratiorl, 

肉体 の 老い は 、( 魂 の ) 再 生 の 始ま り で ある 。 

it is the laDour of renewing 1ife, 

肉体 の 老い は 、( 魂 の ) 命 を 復活 させ る た め の 労 苦 で ある 。 

and the ancients represented the mystery we term death by the 
Fountaim of Youth, 

古代 人 は 、 大 衆 が 死 と 呼ん で いる 神秘 を 、「 若 返り の 泉 」 と いう 話 で 表し て いる 。 
which was entered in decrepitude and left in new childhood. 

「 若 返り の 泉 」 に 、 肉 体 の 老い た 人 が 入る と 、( 魂 が ) 幼 子 に 成っ て 出 て これ る 。 

The body is a garment of the soul. 

肉体 は 魂 の 衣 で ある 。 

When this garmenrnt 1S completely worn out or seriously and irreDaraDly 
reTt, 

肉体 と いう 衣 を 完全 に 脱い だ 時 に 、 ま た は 、 肉 体 と いう 衣 が 回 復 不 可能 な まで に 深 
く 裂 か れ た 時 に 、 

1t is abDandoned 

肉体 と いう 衣 を 捨て 去る 事 に 成る 。 


and neVver reassurmned. 


肉体 と いう 衣 を 再び 身 に つけ る 事 は で き な く 成る 。 

But 

し か し 、 

when this garment 1s remoVed Dy some accldent without Denmg worn 
Out or destroyedL 

何ら か の 不運 で 、 肉 体 と いう 衣 が 、 壊 され な いで 、 不 完全 に 脱が され た 時 に 、 

1t Cal 1m Certaim CaseS, De Dut On agalm, 

いく つか の 場合 で は 、 肉 体 と いう 衣 を 再び 身 に つけ る 事 が で きる 。 

elther Dy our own efforts 

自身 の 努力 で 、 肉 体 と いう 衣 を 再び 身 に つけ る 事 が で きる 場合 が 有る 。 

OY 

また は 、 

by the assistance of a stronger and more actiVe wl than ours. 

自分 より 強い 、 他 者 の 強い 自発 的 な 意思 の 助け で 、 肉 体 と いう 衣 を 再び 身 に つけ る 
事 が で きる 場合 が 有る 。 

Death is neither the end of life nor the beginnmmg of immortality: 

死 は 命 の 終わ り で は な い 。 死 は 永遠 の 命 の 始ま り で は な い 。 

it is the contimuation and transformation of life. 

死 は 命 の 継続 と 変形 で ある 。 

Nowy a transformation Deimg alWays a DTOgTGeSS, 

変形 は 常に 進歩 で ある 。 

few of those who are apparently dead wl consent to returr to life, 
一 見 、 死 ん だ 様 に 見 える 人 の うち 、 命 へ の 復活 に 同意 する 人 は 少数 で あろ う 。 
that is, to reassurme the Vestment which they have left Dehind. 

肉体 と いう 衣 を 再び 身 に つけ る 人 は 少数 で あろ う 。 

It is this which makes resurrection one of the hardest works of the 
highest initiatiom, 

復活 は 、 無 上 の 秘伝 伝授 の 、 難 し い 作 業 の 1 つ で ある 。 

and hence its Success 1S never infalliDle, Dut must De regarded almost 
invVariaDly as accidental and unexpected. 

復活 は 絶対 に 成功 する と いう 物 で は な い 。 ほ と ん ど 常 に 、 復 活 は 思い が けず 成功 す 
る 物 で ある と 考え る 必要 が 有る 。 

To ralse uD a dead Derson We must suddenly and energetically reDbind 
the most powerful chains of attraction which connect it with the body 
thatit has just quitted. 

死人 を 復活 させ る に は 、 魂 と 死ん だ 直後 の 肉体 を つなぐ 引き 寄せ る 力 が 有る 鎖 で 、 
魂 と 肉体 を 力強く 突然 つなぐ 必要 が 有る 。 

It is, therefore, necessary to De Dreviously acguainted with this chain, 
魂 と 死ん だ 直後 の 肉体 を つなぐ で 力 が 有る 鎖 を 事前 に 知っ て いる 必要 が 有る 。 
then to seize thereon, 

魂 と 死ん だ 直後 の 肉体 を つなぐ で 力 が 有る 鎖 を つか み 取 る 必要 が 有る 。 

fimally to produce an effort of wl sufficiently powerful to 
instantaneousIy amd irreslstD1y rehmk it. 


瞬間 的 に 抵抗 で き な い 様 に 再び 鎖 を つなぐ た め に 、 意 思 の 力 を 強く 発揮 する 必要 
が 有る 。 

All this, as We say 1S extremely difficult, Dut is in no sense aDsolutely 
1mDpoSSs1Dle. 

上 記 は 、 全 て 難し い が 、 絶 対 に 不可 能 で は な い 。 

The prejudices of materialistic science exclude resurrection at Dresent 
fromm the natural order 

現在 は 、 大 衆 は 、 物 質 主 義 の 自然 科学 の 先入観 で 、 自 然 の 秩序 か ら 復 活 を 除外 し 
で し まっ で いる 。 

and hence 

その た め 、 

there is a dhsposition to explain all phenomena of this class Dy 
lethargies more or less complcated with signs of death, and more or 
less 1ong in duration. 

大 衆 に は 、 多 か れ 少 な か れ 、 死 の 兆候 が 混じっ た 長 時 間 の 皆 睡 状態 に よっ て 、 復 活 
と いっ た 種類 の 全て の 現象 を 説明 する 傾向 が 有る 。 

If Lazarus rose again Defore our doctors, they would simply record in 
their memorials to recogmlsed academies a strange Case Of lethargy 
aCCOmDaried Dy an apparent Degimrung of putrefaction and a strong 
COYDSe-hKe odour: 

ヨハ ネ に よる 福音 11 章 の ラ ザ ロ が 、 も し 現代 の 医者 の 前 で 復活 し て も 、 現 代 の 医者 
は 公認 の 学会 に 腐敗 が 始ま り 死 体 の 様 な 匂い の 強い 奇妙 な 皆 睡 状態 の 記録 と し 
て 報告 する だ け で あろ う 。 

the exceptional occurrence would be laDelled with a becoming name, 
and the matter would De at an end. 

特別 な 事 が 起き て も 名 前 を 付け て レッ テル を 貼っ て 、 問 題 は 終わ り で ある 。 

We have no wish to frighten anyone, 

大 衆 の 誰か を 岩 え 上 が ら せ る つも り は 無い 。 

and if, out of respect for the men wrth diplomas who represent sclenCe 
officially, it is reduisite to termm our theories concerming resurrection the 
art of curing exceptional and aggraVvated trances, nothing, I hope, w ケ 
hinder us from makimg such a concess1on. 

も し 、 公 の 科学 を 代表 する 学者 と 学位 に 敬意 を 表す る た め に 、 復 活 に つい て の 論理 
を 、 例 外 的 な 重い 皆 睡 状態 を 治す わざ 、 と 名 づけ る 様 に 要求 され れ ば 、 譲 歩 し て も 
良い し 、 譲 歩 を 妨げ る 物 は 無い で あろ う 。 

But 

し か し 、 

下 ever a resurrectionl has taken place in the worldl it is incontestaDle 
that resurrectOn 1S DOSS1Dle. 

も し 、 か つて 、 世 界 で 復活 が 起き た な ら ば 、 復 活 は 可能 で ある と いう 事 は 議論 の 余地 
が 無い 。 

Now, constituted Dodies protect religiom, 

法 に よっ て 建て られ た 団体 は 法 で 宗教 を 擁護 し て いる 。 


and religion DOsitiVely asserts the fact of resurrections: 

宗教 は 復活 が 事実 で ある と 断言 する 。 

therefore resurrections are DOSSiDle. 

法 的 に 、 復 活 は 可能 で ある 。 

From this escape 1S Ohfficult. 

法 か ら の 現実 逃避 は 難し い 。 

To say that they are Dossible outside the aws of nature, and Dy an 
influence contrary to universal harmony, is to affirm that the spirit of 
disorder darkness, and death, can De the sovereign arDiter of life. 

自然 の 法 の 外 で 普遍 の 調和 に 相反 する 感化 力 に よっ て 復活 が 可能 で ある と 話す 事 
は 、 無 秩序 の 聞 の 死 の 霊 は 命 の 権力 者 に 成 れ る と 話す 事 で ある 。 

Let us not dispute with the worshippers of the devil, Dut Dass on. 

上 悪 魔 宗 拝 者 と は 論争 する の で は な く 、 吉 魔 崇拝 者 を 追い 越 そう 。( 悪 魔 は 存在 し な い 。 
悪人 の 霊 は 存在 する 。) 

It is not religion alone which attests the facts of resurrection: 

復活 が 事実 で ある と 証言 する 物 は 宗教 だ け で は な い 。 

we have collected a numDer of cases. 

人 は 多数 の 復活 の 事例 を 集め られ る 。 

An occurremce which impressed the imagination of Greuze, the Danter 
ある 復活 の 事実 が 画家 の グル ー ズ の 想像 力 を 刺激 し た 。 

has Deen reproduced Dy him in one of his most remarkaDle Dictures. 
画家 の グル ー ズ は 、 注 目 す る べき 絵画 で 、 あ る 復活 の 事実 を 再現 し た 。 

An umworthy son, Dresent at his father's deathDed, se1zes and destroys a 
wll unfavourable to himself 

ある 不肖 の 息子 が 、 父 の 死 の 床 の 前 で 、 自 分 に 不都合 な 父 の 遺言 書 を 没収 し 破っ 
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the father rallies, 1eaps upD, Curses his son, and then drops Dack dead a 
Secondl tme. 

父 は 復活 し 、 立 ち 上 が り 、 人 息子 を 呪い 、2 度目 の 死に 戻っ た 。 

An analogous and more recent fact has Deen certfied to ourselves Dy 
Ocular witmesses: 

何人 か の 目撃 者 が 、 上 記 に 似 た 、19 世紀 の 復活 の 事実 を 証言 し て いる 。 

a friend, Detraying the confidence of one who had just dned, tore up a 
trust-deed he had signedl 

友人 が 、 死 ん だ 直後 の 人 の 信頼 を 裏切っ て 、 自 分 が 署名 し た 遺産 の 証書 を 破っ た 。 
whereupor the dead Derson rose Up, and HVed to defend the rights of 
his chosen hers, which his false friend sought to set as1de: 

上 記 の 、 死 人 は 復活 し 、 死 人 が 選ん で いた 遺産 相続 人 の 権利 を 守る た め に 生き 続 
は だ 。 

the guulty person went madl 

上 記 の 、 罪 を 犯し た 友人 は 狂っ た 。 

and the risen man compassionately allowed him a Dension. 

上 記 の 、 復 活 し た 死人 は 思い や り 深 か っ た の で 友人 に 年 金 を 与え た 。 


When the Saviour ralsed up the daughter of ]airus, He was alone with 
three faithful and favoured disciples: 

ルカ に よる 福音 8 章 51 節 で 、 救 い 主 イエ ス が ヤ イ ロ の 娘 を 復活 させ た 時 、 救 い 主 イ 
エス は ペトロ 、 ヤ コブ 、 使 徒 ヨ ハネ と いう 3 人 の 信心 深い 愛 弟子 だ け と 共に いた 。 
He dismissed the noisy and the 1oud mourners, 

マル コ に よる 福音 5 章 40 館 で 、 イ エス は 、 う る さく 大 き な 声 で 泣い て いる 、 大 衆 を 外 
に 出し た 。 

saylng, "The girl is not dead Dut sleeping.“ 

ルカ に よる 福音 8 章 52 節 で 、 イ エス は 、「 少女 ヤ イ ロ の 娘 は 死ん だ の で は な く 眠 っ て 
いる だ け で ある 。」 と 話し た 。 

Then, in the presence only of the father the mother and the three 
disc1Dles, 

ルカ に よる 福音 8 章 51 節 の ヤ イ ロ の 娘 の 父 、 母 、 ペ トロ 、 ヤ コブ 、 使 徒 ヨ ハネ と いう 
3 人 の 弟子 達 だ ば け の 前 で 、 イ エス は 死者 を 復活 させ る 奇跡 を 起こ し た 。 

that is to say In a Derfect circle of confidence and desire, 

ルカ に よる 福音 8 章 51 節 の ヤ イ ロ の 娘 の 父 、 母 、 ペ トロ 、 ヤ コブ 、 使 徒 ヨ ハネ は 、 確 
信 と 願望 の 完全 な 魔術 の 輪 で ある 。 

He took the child's hand, drew her aDruptly up, and cried to her "Young 
girl, 1 say to thee, arise!" 

ルカ に よる 福音 8 章 54 節 で 、 イ エス は 、 幼 子 ヤ イロ の 娘 の 手 を 取り 、 突 然 、 ヤ イロ の 
娘 を 引き 上 げ て 、 ヤ イロ の 娘 に 「 少 女 よ 。 私 は あな た に 言う 。 起 き な さ い !( 復 活 し な さ 
いり !)」 と 叫ん だ 。 

The undecided soul, doubtless in the immediate vicinity of the body 
疑い 無く 、 天 国 へ 向かう 決心 が つか な い 、 ヤ イロ の 娘 の 魂 は 、 肉 体 の すぐ 近く に いた 。 
and DossiDIy regrettmg its extreme youth and Deauty 

多分 、 ヤ イロ の 娘 の 魂 は 、 肉 体 の 若 さ と 美 し さ を 惜しん で いた 。 

Was surDr1sed Dy the accents of that Voice, 

ルカ に よる 福音 8 章 54 節 で イエ ス が 叫ん だ 声 の 強い 調子 に 、 ヤ イロ の 娘 の 魂 は 季 
いた 。 

which was heard Dy her father and mother tremDblimg with hope, and on 
their kmees: 

ルカ に よる 福音 8 章 54 節 の イエ ス の 叫び を 、 ひ ざま ずい て 希望 に 揺れ 動い て いた 
父 と 母 は 聞い て いた 。 

It returned into the Dodyi: 

ルカ に よる 福音 8 章 55 節 で 、 ヤ イロ の 娘 の 魂 は 、 肉 体 に 戻っ た 。 

the maiden opened her eyes, rOse UP, 

ルカ に よる 福音 8 章 55 節 で 、 少 女 ヤ イロ の 娘 は 目 を 開け 復活 し 立ち 上 が っ た 。 
and the Master commanded immediately that food should De giVen her 
so that the functions of jife might Degin a neW cycle of aDsorption and 
regeneration. 

ルカ に よる 福音 8 章 55 節 で 、 命 の 機能 が 吸収 と 再生 の 新しい 循環 を 始め られ る 様 
に 、 す ぐに 、 主 イエ ス は 食べ 物 を 少女 に 与え る 様 に 命令 し た 。 

The history of Eliseus, ralsimg uD the daughter of the Shunamite, 


列 王 記 下 4 章 34 人 節 か ら 35 節 で 、 預 言 者 エリ シャ は 、 シ ュ ネ ム 、 シ ュ ナ ミ の 娘 を 復活 
させ た 。 
and St Paul raising Eutychus, are facts of the same order: 
使徒 行 伝 20 章 で 、 使 徒 パ ウロ は ユ テ コ を 復活 させ た 。 
the resurrectionl of Dorcas Dy St Peter narrated so simply in the Acts of 
the Apostles, 
使徒 行 伝 9 章 で 、 ペ トロ は ドル カス 、 タ ビタ を 復活 させ た 。 
is also a history the truth of which can scarcely De reasonaD1y 
quest1oned. 

上 記 の 様 に 、 合 理 的 に 、 使 徒 行 伝 9 章 の ペトロ が ドル カス 、 タ ビタ を 復活 させ た 実話 
が 真実 で ある 事 は 疑 え な い 。 
Apollonus of Tyana seems also to haVve accormplished sirmilar rmiracles, 
ティ アナ の アポ ロニ ウス も 復活 の 奇跡 を 起こ し た 様 で ある 。 
and we ourselves have Deen the witness of facts which are not wantimg 
In analogy wrth these, 
上 記 に 似 た 、 復 活 の 事実 を エリ ファ ス レヴ ィ は 目撃 し た 。 
Dut 
し か し 、 
the spirit of the century In which We 1iVe imposes in this resDect the 
most careful reserVe UDOT US, 
19 世紀 以降 の 大 衆 の 気質 が 、 復 活 の 事実 に つい て 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ を 用 心 深く 沈 
甘 さ せる 。 
the thaumaturge Deing liaDle to a Very indifferent reception at the 
hands of a discermimg DuDlic al- 
奇跡 を 起こ し た 者 は 、 学 識 の 有る 大 衆 の 手 に よっ て 、 冷 た い 対 応 を され る 。 
which does not himder the earth from revolving, 
し か し 、 大 衆 は 「 地 球 は 回 っ て いる 」 事 を 妨害 で き な い 。( 大 衆 は 復活 が 事実 で ある 
事 を 妨害 で き な い 。) 
or GaHleo from having Deen a great man. 
大 衆 は ガリ レオ が 偉人 で ある 事 を 妨害 で き な い 。( 大 衆 は 復活 が 事実 で ある 事 を 妨 
害 で き な い 。) 
The resurrection of a dead person is the masterpiece of magnetism, 
死人 を 復活 させ る 事 は 、 磁 気 の 催眠 術 の 究極 の わざ で ある 。 
Decause 
な ぜ な ら 、 
it needs for its accomplshment the exercise of a kind of sympathetic 
OImmnpotenCe. 
死人 を 復活 させ る に は 、 全 能 に 近い 共感 の 力 を 発揮 する 必要 が 有る 。 
It is possiDle in the case of death Dy congestion, Dy suffocation, Dy 
RGMSMOM Or Dy hysteria. 
充血 、 窒 息 、 パ ニッ ク 、 発 作 に よる 死 の 場合 は 、 死 人 の 復活 が 可能 で ある 。 
Eutychus, who was resuscltated Dy St Paul, 
使徒 行 伝 20 章 で 、 使 徒 パ ウロ は ユ テ コ を 復活 させ た 。 


after falhmg from a third storey, 

使徒 行 伝 20 章 9 節 で 、 ユ テコ は 3 階 か ら 落ち た 。 

was doubtless not seriously ImJured internally, Dut had succumDbed to 
asSDhyx1a, OCCas1oned Dy the rush of air during his fall, or alternatively 
to the violent shock and to terror 

疑い 無く 、 ユ テコ は 体 の 内 部 が 重傷 で は な か っ た 。 ユ テコ は 窒息 か 衝撃 か 恐怖 で 死 
ん だ 。 

In a parallel case, 

上 記 の 場合 は 、 

he who feels conscious of the power and faith necessary for such an 
aCCOomplishment, must, hke the apostle, practtse insufflation, mouth to 
mouth, combined with contact of the extremities for the restoration of 
warmth. 

使徒 の 様 に 、 復 活 の 奇跡 を 起こ す の に 必要 で ある 、 力 と 確信 を 自覚 し た 人 は 、 口 と 
品 を 合わ せ て 人 息 を 吹き 込み 、 手 と 手 を 合わ せ て 足 と 足 を 合わ せ て 温め る 必要 が 有る 。 
Were it simply a matter of what the ignorant call miracle, Elias and St 
Paul, who made use of the same procedure, WOuld simply have spoken 
in the name of jehovah or of Christ. 

無知 な 大 衆 が 奇跡 と 呼ん で いる 復活 と いう 物 は 、 エ リヤ と 使徒 パウ ロ が 、 口 と 口 を 
合わ せ て 候 を 吹き 込み 、 手 と 手 を 合わ せ て 足 と 足 を 合わ せ て 温め 、 ヤ ハウ ェ か キリ ス 
ト の 名 前 を 唱え る 事 で ある 。 

It is occas1onally enough to take the person Dy the handl and raise them 
dU1ckly, callimg them in a loud Voice. 

復活 に は 、 死 人 の 手 を 取り 、 急 に 死人 の 体 を 起こ し て 、 大 き な 声 で 名 前 を 呼ぶ だ け 
で 、 時 に は 十分 で ある 。 

This procedure, which commonly succeeds in SWoons, 

手 を 取り 急 に 起こ し て 大 き な 声 で 名 前 を 呼ぶ 方 法 は 和 失神 を 治せ る 。 

may even haVe effect upon the dead, when the magnetizer who 
exerCiSses 1t is endowed with speech powerfully sympathetic and 
DOssesses what may De called eloduence Of tone. 

言葉 に 力 が 有る 共感 を 与え られ て いる 時 に は 、 雄 弁 と 呼ば れ て いる 物 を 所 有 し て い 
る 時 に は 、 手 を 取り 急 に 起こ し て 大 き な 声 で 名 前 を 呼ぶ 方 法 で 、 磁 気 の 催眠 術 師 は 
死人 を 復活 させ られ る 場合 が 有る 。 

He must also De tenderIy 1oved or greatly respected Dy the person on 
whom he would operate, 

死人 を 復活 ささ た い 人 は 、 死 人 に 愛さ れ て いる か 、 死 人 に 敬 わ れ て いる 必要 が 有る 。 
and he must perform the work with a great Durst of faith and wl 

死人 を 復活 させ た い 人 は 、 意 思 と 確信 を 急激 に 発し て 、 復 活 の 作業 を 行う 必要 が 有 
る 。 

which we do not always find ourselves to Dossess in the first shock of a 
great soOrrOW. 

死 と いう 大 いな る 悲し み を 最初 に 知っ た 衝撃 で 、 死 人 を 復活 させ られ る だ け の 意思 
と 確信 を 所 有する の は 、 難 し い 。 


What is vulgarly called necromancy has nothmmg in common wrth 
reSuTTecton, 

大 衆 が 降 霊 術 と 呼ん で いる 物 は 、 復 活 と 、 共 通 点 が 無い 。 

andit is atleast highly doubtful that in operations connected with this 
apDlication ofmagical Dower we really come into correspondence with 
the souls of the dead whom We evoke. 

少な く と も 、 降 霊 術 が 、 復 活 の 奇跡 を 起こ す 魔術 の 力 の 応用 に よる 、 完 全 に 死ん だ 
者 の 魂 と の 現実 で の 交流 で ある 、 と は 疑わ し い 。 

There are two kinds of necromancy that of light and that of darkness, 
光 の 降 寺 術 と 、 闇 の 降 寺 術 が 存在 する 。 

the eVvocation Dy prayer Dantacle, and perfumes, and the eVocation Dy 
blood, imprecations, amd sacrileges. 

神 へ の 祈り と pantacle と 香 に よる 降 霊 術 と 、 呪 いと 神 へ の 冒 流 と 血 に よる 降 霊 術 
が 存在 する 。 

We have orly practsed the first, 

エリ ファ ス レヴ ィ は 光 の 降 圭 術 、 神 へ の 祈り に よる 降 霊 術 だ け を 行っ た 。 

and advise no one to deVote themselves to the second!. 

韻 の 降 霊 術 、 呪 いと 神 へ の 冒 流 と 血 に よる 降 霊 術 に 身 を 委ね な い 様 に 忠告 する 。 
It is certaim that the images of the dead do appear to the magnetized 
Dersons who eVoke themm: 

死者 の 想像 が 、 死 者 を 呼び 出し た 磁化 され た 人 に あら われ る の は 確か で ある 。 

it is certaim also that they never reveal any mysteries of the hfe Deyond. 
死者 が 、 あ の 世 の 神 秘 を 啓示 し な い の は 確か で ある 。 

They are Deheld as they stll exist in the memories of those who kmew 
them, 

死者 は 、 死 者 を 知っ て いた 生 者 の 記憶 に 存在 する 形 で あら われ る 。 

and, douDtless, 

疑い 無く 、 

as their reflections have left them impressed on the astral light. 
死者 は 、 死 者 が 星 の 光 に 残し た 反映 に よっ て 、 あ ら わ れる 。 死 者 は 、 星 の 光 に 残留 し 
て いる 反映 に よっ て 、 あ ら わ れる 。 

When evoked spectres reply to questions addressed therm, it 1S always 
by signs or Dy interior amd imagimary 1mDreSS10m, 

死人 の 霊 は 質問 に 答え る 時 に 、 常 に 、 象 徴 か 心象 や 印象 に よっ て 答え る 。 

never with a voice which really striKes the ears, 

死人 の 霊 は 、 空 気 の 振動 で ある 声 に よっ て 話さ な い 。 

and this is comprehensible enough, 

上 記 は 、 十 分 に 理解 で きる 。 

for 

な ぜ な ら 、 

how should a shadow speak? 

どう し て 霊 が 話せ る で あろ うか ? 霊 は 空気 の 振動 で ある 声 に よっ て 話せ な い ! 


With what instrument could it cause the air to vbrate Dy Impressing it 
In such a manner as to make distmct soumds? 
どの よう な 手段 で 、 霊 は 、 明 ら か な 音 を 作れ る ほど 、 空 気 を 打っ て 震わせ られ る で あ 
ろう か ? 霊 に は 、 明 ら か な 音 を 作れ る ほど 、 空 気 を 打っ て 賑わせ られ る 手段 が 無い ! 
At the same tme, electrical 人 are eXDerlenced from apDDaritiOnS, 
霊 の あら われ で 、 電 気 的 な 接触 を 経験 する 。 
and sometimes appear to De Droduced Dy the hand of the phantom, 
霊 の 手 が 、 電 気 的 な 接触 を も た ら す 時 が 有る 。 
Dut 
し か し 、 
the phenomenon is wholIY suDjectve, 
霊 に よる 電気 的 な 接触 は 、 完 全 に 主観 的 な 想像 上 の 物 で ある 。 
and is occasioned solely by the power of imagination and the 1ocal 
wealth ofthe occult force 

気 的 な 接触 は 、 想 像 の 力 や 隠さ れ た 力 の 局所 的 な 充満 に よっ て の み 起 きる 。 電気 
的 な 接触 は 、 想像 の 力 や 星 の 光 の 局所 的 な 充満 に よっ て の み 起 きる 。 
which we term the astral jight. 
魔術 師 は 隠さ れ た 力 を 星 の 光 と 呼ん で いる 。 
The proof of this is that spirits, or at least the spectres pretended to De 
such, may indeed occasionally touch us, Dut we cannot touch them 
上 記 の 証拠 に 、 霊 や 、 霊 の ふり を し た も の が 生 者 に 触れ た 時 に 、 霊 や 、 霊 の ふり を し 
た も の に 生 者 は 触れ な い 。 
and this is one of the most affrighting characteristics Of these 
aDDaT1t1OTS, 
上 記 は 、 霊 の あら われ の 状 怖 の 特徴 の 0 1 つ で ある 。 
which are at tmes so real in appearance that We camnot unmoved feel 
the hand pass through that which seems a Dody without touching or 
meetmg anything. 
霊 が 実物 に 見 える 時 に 、 生 者 の 手 に 触感 を 感じ させ な いで 、 生 者 の 手 に 何 物 も 感じ 
させ な いで 、 霊 の 体 に 見 える 物 は 生 者 の 手 を 通過 する 。 
We read in ecclesiastical historians that Spiridnon, BishoD of 
Tremithonte, afterwards Invoked as a saint, called up the spirit of his 
daughter Irene, to ascertan fromm her the whereaDouts Of some 
concealed money which she had taken in charge for a traveller 
教会 に は 、 後 に 聖人 と 呼ば れ た 、Tremithonte の 司教 Spiridion が 、 あ る 旅人 
の た め に 、 娘 の Irene が 預かり 隠し た 金 の 場所 を 娘 の Irene か ら 聞 く た め に 、 娘 の 
Irene の 吉 を 呼び 出し た 、 と 記さ れ て いる 。 
SwedenDorg commuruicated haDitually with the so-called dead, whose 
forms appeared to him in the astral light. 
ス ヴ ェ ー デ ン ボ ル グ は 、 死 ん だ 人 の 霊 と 呼ば れ て いる も の と 、 習 慣 的 に 、 星 の 光 の 中 
で 交流 し た 。 
SeVeral crediDle persons of our acqduaintance haVe assuredl us that they 
have Deen revisited for years Dy the dead who were dear to them. 


エリ ファ ス レヴ ィ の 知人 の 信頼 で きる 何人 か が 、 親 し か っ た 死ん だ 人 が 長年 、 会 い に 
来 て くれ て いた 、 と 話し て いた 。 

The celebrated atheist SyIVanus Marechal manifested to his widow and 
one of her friends, to acdualnt her concerming a sum of 1500 francs 
which he had concealed in a secret drawer 

著名 な 無神論 者 Sylvanus Marechal の 霊 が 、 未 亡 人 と 未亡人 の 友人 の 1 人 に あ 
ら わ れ て 、 生 前 に 隠し 引き 出し に 隠し た 総額 1500 フラ ン に つい て 未亡人 に 教え た 。 
This anecdote was related to us Dy an old friend of the family. 

上 記 の 話 を 、 家 族 の 古い 友人 が エリ ファ ス レヴ ィ た ち に 話し て くれ た 。 

Evocations should have always a motive and a Decormmnng en 

降 霊 術 に は 、 常 に 、 適 切な 動機 や 目的 が 有る べき で ある 。 

otherwise, they are works of darkness and folly, most dangerous for 
health and reason. 

適切 な 動機 や 目的 が 無い 降 霊 術 は 、 闇 の 降 圭 術 で ある 。 適 切な 動機 や 目的 が 無い 
降 圭 術 は 、 知 が 無い 降 霊 術 で ある 。 適 切な 動機 や 目的 が 無い 降 霊 術 は 、 健 康 と 理 
性 に と っ て 危険 で ある 。 

To eVoke out Of Dure curiosity, and to find out whether we shall see 
anythmg, 1s to De Dredisposed to fruutless fatigue. 

何 か 見 れ な いか と いう 好奇 心 だ け か ら の 降 霊 術 は 、 無 駄 な 苦労 に 成り 易い 。 

The transcendental sciences adnmit ofneither douDt nor Duerility, 

超越 的 な 魔術 は 疑い と 幼子 の 様 な 無知 を 許さ な い 。 魔 術 は 疑い と 無知 を 許さ な い 。 
The perrmissible motive of an evocation may De either loVe or 
Intelligence. 

降 霊 術 の 許さ れる 動機 や 目的 は 、 愛 や 知 で ある 。 降 霊 術 の 許さ れる 動機 や 目的 は 、 
愛 や 知 の 探求 で ある 。 

Evocations Of loVe redulre less aDDaratus 

知 に よる 降 圭 術 より 、 愛 に よる 降 霊 術 に 必要 な 道具 は 少な い 。 

and are in eVery resDeCct easier 

全て の 点 で 、 知 に よる 降 霊 術 よ り 、 愛 に よる 降 霊 術 は 簡単 で ある 。 

The procedure is as follOWs: 

下記 は 、 愛 に よる 降 霊 術 の 方 法 で ある 。 


We must, in the first place, carefully collect the memorials of him(or 
her) whom We desire to Dehold, the articles he used, and on which his 
1mDreSS1ot rermalns: 

第 一 に 、 形 見 、 死 者 の 影響 が 残留 し て いそ うな 死者 の 使用 品 を 用 心して 集め る 必要 
が 有る 。 

we must also prepare an apartment in which the person IiVedl or 
otherwrse one of simmilar kind, 

死者 が 住ん で いた 部 屋 と いっ た 死者 に ゆか り の 部 屋 を 用 意 す る 必要 が 有る 。 

and place his portrait Veiled in white theren, 

死者 の 肖像 画 か 写真 を 、 白 い ヴ ェ ー ル で 導 い 、 死 者 に ゆか り の 部 屋 に 置く 。 


SurTounded with his faVourte flowers, 

死者 が 好む 様 な 花 で 死者 の 写真 を 囲む 。 

which must De renewed daily. 

花 は 日 々 新しい 物 に 変え る 必要 が 有る 。 

A fixed date must then be oDserved, either the Dirthday of the persorl 
or that day which was most fortunate for his and our own affection, one 
of which we may Delieve that his soul, however Dlessed elsewhere, 
canmnot lose the rememDbrance: 

死者 の 誕生 日 か 、 死 者 が 「 こ の 世 」 以 外 の 世界 で 神 に 祝福 され て いて 幸せ に さ 

いて も 思い 出 を 失う は ず が 無い と 降 寺 術 師 が 信じ られ る 、 光 者 と 痢 寺 衛 師 が 斑 
だ っ た 日 と いっ た 、 死 者 の 記念 日 を 祝う 必要 が 有る 。 

this must De the day for the evocation, 

死者 の 記念 日 に 降 霊 術 を 行う 必要 が 有る 。 

and we must provide for it during the space of fourteen days. 
死者 の 記念 日 の 降 霊 術 の た め に 、14 日 間 の 用 意 が 必要 で ある 。 

Throughout this Deriod we must refrain from extendimg to any one the 
same Droofs of affection which we have the right to expect from the 
dead: 

14 日 間 、 降 霊 術 師 が 死者 に 要求 する 権利 が 有る 愛 の 証 を 、 降 霊 術 師 は 他 者 に 与え 
る の を 節制 する 必要 が 有る 。 

we must oDserVe str1ct chast1ty, 

14 日 間 、 厳 し く 性 的 禁欲 を 守る 必要 が 有る 。 

Iive im retreat, 

14 日 間 、 引 きこ も る 必要 が 有る 。 

and take only one modest and hght collaton daily. 

14 日 間 、1 日 に 1 回 の 軽食 だ け を 食べ る 必要 が 有る 。 

EVery eVerung at the same hour We must shut ourselves in the chamDer 
consecratedl to the memory of the lamented persoru Using Ory one 
small light, such as that of a funeral 1amp or taper 

14 日 間 、 夜 々 、 同 じ 時 刻 に 、 葬 式 用 の ラン プ か 葬式 用 の ロウ ソ ク と いっ た 小さ な 明か 
り を 1 つ だ け 用 いて 、 引 きこ も る 必要 が 有る 。 

This ]ight should De placed behind us, the portrait should De uncoveredl 
and we should remain Defore it for an hour in silence: 

14 日 間 、 夜 々 、 同 じ 時 刻 か ら 1 時 間 、 明 か り を 背後 に 置い て 、 死者 の 写真 を 前 に 置 
いて 、 死 者 の 写真 の 白い ヴェ ー ル を 取っ て 、 沈 黙 を 守っ て 、 死 者 の 写真 の 前 に 居 続 
ける べき で ある 。 

fimally, we should fumigate the apartment with a Httle good incense, 
and go Out Dackwards. 

14 日 間 、 夜 々 、 同 じ 時 刻 の 1 時 間 後 、 少 量 の 良い 香り の 香 を 部 屋 に た き し め て か ら 、 
後 ず さ っ て 部 屋 の 外 に 出る べき で ある 。 

On the mornmg of the day fixed for the evocation, we should adorn 
OurselVes as if for a festiVal 


降 圭 術 を 行う 、 死 者 の 記念 日 の 朝 、 祭 日 で ある か の 様 に 、 降 霊 術 師 は 身 を 飾る べき 
で ある 。 

not salute any one first, 

死者 の 記念 日 の 朝 、 最 初 の 挨拶 を 他 者 に し な い 。 死 者 の 記念 日 の 朝 、 最 初 の 挨拶 
は 死者 に する 。 

make Dut a simgle repast of Dread, wine, and rootS, or fruits: 

死者 の 記念 日 の 朝 、 パ ン 、 赤 ワイ ン 、 根 菜 か 果物 と いう 食事 を 1 回 だ け 食 べ る 。 

the cloth should De white, 

死者 の 記念 日 の 朝食 で は 、 テ ー ブ ル クロ ス の 色 は 白 で ある べき で ある 。 

tWO CoVers should De 1aid, 

死者 の 記念 日 の 朝食 で は 、 降 霊 術 師 と 死者 の 、2 人 分 の 食器 を 並べ る べき で ある 。 
and one Dorton of the Dread Droken should De set aside: 

死者 の 記念 日 の 朝食 で は 、1 人 分 の パン を 肌 い て 、 死 者 の た め に 、 と っ て お くべ き で 
ある 。 

a Ittle wine should also De placed in the glass of the person We design to 
1nVOKe. 

死者 の 記念 日 の 朝食 で は 、 少 量 の ワイ ン を 死者 の た め の 杯 に 入れ る べき で ある 。 
The mealmust be eaten alone in the chamDer of evocatons, and in 
presentce Of the veiled Dortrait: 

死者 の 記念 日 の 朝 、 降 霊 術 を 行う 死者 に ゆか り の 部 屋 で 、 独 り で 、 白 い ヴ ェ ー ル で 
覆っ た 死者 の 写真 の 前 で 、 食 事 を 食べ る 必要 が 有る 。 

1t must De all cleared away at the end, except the glass belonging to the 
dead Dersor, and his portion of Dread, which must be placed Defore the 
DOrtrat. 

死者 の 記念 日 の 朝食 後 、 死 者 の パン と 死者 の 赤ワイン の 杯 以外 の 全て の 物 を 片 づ 
ける べき で ある 。 死 者 の パン と 死者 の 赤ワイン の 杯 を 、 死 者 の 写真 の 前 に 置く べき で 
ある 。 

In the eveming, at the hour for the regular Visit, We must repar In 
silence to the chamDber 

死者 の 記念 日 の 夜 、14 日 間 の 夜々 部 屋 に こも っ て いた 時 刻 と 同じ 時 刻 に 、 沈 黙 を 
守っ て 部 屋 に 行く 必要 が 有る 。 

jight a clear fire of cypress-WOo0d!, 

糸 杉 の 木 に 点火 する 。 

and cast incense seVen tmes thereo, Dronoumcing the name of the 
person whom we desire to Dehold. 

死者 の 名 前 を 呼び な が ら 、7 回 、 香 を 終 杉 の 木 の 火 の 上 に 投げ 入れ る 。 

The lamp must then De extimguishedl 

ラン プ を 消す 。 

and the fire permitted to die out. 

糸 杉 の 木 の 火 が 消え る まで 放っ て お く 。 

On this day the portrait must not De unvelled. 

死者 の 記念 日 に 、 写 真 の 白い ヴェ ー ル を 取る な か れ 。 

When the flame is extimct, put more incense on the ashes, 


糸 杉 の 木 の 火 が 消え た 時 に 、 熱 いう ち に 、 香 を 終 杉 の 木 の 灰 の 上 に 置く 。 
andinVoke God according to the forms of the relhigion to which the dead 
person Delonged, and according to the ideas which he himself possessed 
Of God. 

死者 が 神 に 抱い て いた と 思わ れる 概念 を 思っ て 、 死 者 が 敬礼 し て いた 宗教 の 形式 
で 、 神 に 祈る 。 

While making this prayer We must identfy ourselves with the evoked 


DersOTL 
神 に 祈っ て いる 間 、 降 霊 術 師 は 死者 に 成り きる 必要 が 有る 。 
SDeak as he sDOke, 


死者 が 話し て いた 様 に 、 降 霊 術 師 は 話す 必要 が 有る 。 

Delieve in a sense as he Delievedi: 

ある 意味 、 死 者 が 信じ て いた 様 に 、 降 霊 術 師 は 信じ る 必要 が 有る 。 
then, after a silence of fifteen minutes, 

神 に 祈っ た 後 、15 分 間 、 沈 黙 を 守る 。 

We must spDeak to him as せ he were present, 

死者 が 存在 し て いる か の 様 に 、 降 霊 術 師 は 死者 に 話す 必要 が 有る 。 
wrth affection and with faith, prayinmg him to marufest to US. 
愛 を 籠 ( こ ) め て 、 確 信 を 持っ て 、 死 者 が あら われ る 様 に 、 死 者 に 祈る 。 
ReneW this prayer mentally, coverimg the face with both hands: 
上 記 の 、 死 者 へ の 祈り を 、 両 手 で 顔 を 覆っ て 、 精 神 的 に 、 く り 返 す 。 
then call him thrice wrth a 1oud Voice: 

3 回 、 大 き な 声 で 死者 の 名 前 を 呼ぶ 。 

tarTy On Our knees, 

ひざ まず く 。 

the eyes closed or Covered, for some mimutes: 

何 分 間 か 、 両 目 を 閉じ る か 手 で 衝 う 。 

then again call thrice upon him in a sweet and affectionate tone, 
3 回 、 甘 く 優 し い 声 で 死者 の 名 前 を 呼ぶ 。 

and slowIy open the eyes. 

ゆっ くり 両目 を 開け る 。 


Should nothing result, the same experument must De renewed in the 
followmg year 

仮に 、 霊 が あら われ な か っ た ら 、 来 年 以降 、 降 霊 術 の 儀式 を くり 返す 必要 が 有る 。 
and ifnecessary a third time, 

も し 必要 で あれ ば 、3 年 後 まで 年 々 降 霊 術 の 儀式 を くり 返す 必要 が 有る 。 

when it is certain that the desired appariton wl De oDtaimed, 

3 年 後 まで 年 々 降 霊 術 の 儀式 を くり 返し た 時 、 霊 が あら われ る で あろ う 事 は 確か で 
ある 。 

and the longer it has Deen delayed the more realisttc amd striknmg it wl 
De. 


年 々 くり 返す ほど 、 よ り 実 物 の 様 に は っ きり と 霊 は あら われ る で あろ う 。 
Evocations Of kmowledge and intelligence are made with more solemn 
CeremOnleS. 

愛 に よる 降 霊 術 より 、 知 と 理解 に よる 降 霊 術 は 儀式 が 多い 。 


Tf concerned with a celeDbrated Dersonage, We must meditate for twenty- 
one days upon his life amd writings, 

有名 な 死人 に つい て の 、 知 に よる 降 霊 術 の 場合 は 、21 日 間 、 死 人 の 人 生 と 著作 に 
つい て 深く 考え る 必要 が 有る 。 

formm an idea of his appearanCe, 

死人 の 霊 が あら われ る 時 の 姿 に つい て 考え を まとめ る 。 

converse wth hm mentally 

死人 の 精神 と 精神 的 に 知 的 に 交流 する 。 

and imagine his ansWers: 

死人 の 答え を 想像 する 。 

CarTy hls Dortra1t, or at least his name, aDout Us: 

死人 の 肖像 画 か 写真 を 携帯 する 。 ま た は 、 少 な く と も 、 死 人 の 名 前 を 身 に つけ る 。 
follow a vegetable diet for twenty-one days, and a severe fast during the 
]ast seVen. 

14 日 間 、 菜 食 を 続け る 。14 日 後 か ら 7 日 間 、 断 食す る 。 

We must next construct the magical oratory, 

魔術 の 小 部 屋 を 建て る 必要 が 有る 。 

descriDed in the thirteenth chapter of our Doctrine. 

魔術 の 小 部 屋 に つい て は 、「 高 等 魔術 の 教理 」 の 13 章 で 話し た 。 

This oratory must De inVariaD1y darKkenedi 

魔術 の 小 部 屋 を 常に 暗く し て お く 必 要 が 有る 。 

Dut 

し か し 、 

we operate in the daytime, We may leaVe a narroWw apDerture on the 
side where the sun will shime at the hour of evocation, 

日 中 、 降 霊 術 を 行う 場合 は 、 降 霊 術 を 行う 時 に 太陽 が 輝く 方 向 の 壁 に 、 小 さ な 開 閉 
で きる 穴 を 開け て も 良い 。 

and place a triangular Drisrn before this Opening, 

壁 の 穴 の 手前 に 、 三 角形 の プリ ズム を 置く 。 

andl a crystal globe, filled with water Defore the prism. 

三角 形 の プリ ズム の 手前 に 、 水 で 満た し た 、 中 空 の 水晶 球 を 置く 。 

If the operation De arranged for night, the magic 1amp must De so 
placed that its single ray shall fall upon the altar smoke. 

夜間 、 降 霊 術 を 行う 場合 は 、 ひ と すじ の 光線 だ けが 出 て 祭壇 の 香 の 煙 に あたる 様 に 、 
魔術 の ラン プ を 置く 。 

The purpose Of these preparations is to furmish the magic agent with 
elements of corDporeal aDDearanCe, 


魔術 の ラン プ を 用 意 する 目的 は 、 実 体 的 な 外見 の 要素 を 魔術 の 代行 者 に 与え る 事 
で ある 。 

and to ease as much as DoOSsible the tension of imaginmationl, 
魔術 の ラン プ の 目的 は 、 可 能 な 限り 、 想 像 力 の 緊張 を 和らげ る 事 で ある 。 

which could not De exalted without danger into the abDsolute illusion of 
dream. 

想像 力 の 緊張 が 、 夢 、 完 全 な 幻 に まで 高まる と 、 危 険 で ある 。 

For the rest, it wl De easily understood that 

上 記 か ら 、 下 記 は 、 理 解 し 易い で あろ う 。 

a Deamm of sunlhight, or the ray of a 1amp, coloured Variously, and fallimg 
upDon curhmg and irregular smoke, can in no Way create a Derfect image. 
プリ ズム で 分 散 し た 太陽 光線 や 、 魔 術 の ラン プ の 光線 は 、 渦 巻く 変則 的 な 煙 に あ 
た っ て 色々 な 色 で 彩り 、 完 全 な 映像 で は な く 、 不 完全 な 映像 を 創造 する 。 

The chafing-dish containmg the sacred fire should De in the centre of 
the oratory, 

小さ な 炉 の 上 に 載せ た 小さ な 器 を 、 清 め た 火 を つけ て 、 魔 術 の 小 部 屋 の 中 央 に 置く 
べき で ある 。 

and the altar of perfumes hard Dy. 

小さ な 炉 の 上 に 載せ た 小さ な 器 の すぐ 近く に 、 香 の 祭壇 を 置く べき で ある 。 

The operator must turn towards the east to Dray, 

降 霊 術 師 は 、 東 を 向い て 、 神 に 祈る 必要 が 有る 。 

and the west to inVoke: 

西 を 向い て 、 人 の 霊 を 呼び 出す 必要 が 有る 。 

he must De either alone or assisted Dy two Dersons DreserVlng the 
strictest silence: 

降 霊 術 師 は 、1 人 か 3 人 で ある 必要 が 有る 。 降 霊 術 師 は 厳し く 沈黙 を 守る 必要 が 有 
る 。 

he must wear the maglcal Vestments, 

降 霊 術 師 は 、 曜 日 に 対応 し た 衣 を まとう 必要 が 有る 。 

which we have descriDed in the seventh chapter 

7 章 で 、 曜 日 に 対応 し た 衣 に つい て 話し た 。 

and must De crowned with verVvaim and gold. 

降 霊 術 師 は 、 バ ー ベ イン と 金 の 王冠 を か ぶる 必要 が 有る 。 

He should Dathe Defore the operation, 

降 霊 術 師 は 、 降 霊 術 の 前 に 、 身 を 清め る べき で ある 。 

and all his under garmernts must De of the most intact amd scruDulous 
cleanHhmess. 

降 霊 術 師 の 下着 は 、 損 失 が 無い 傷 が 無い 新品 の 清潔 な 下着 で ある 必要 が 有る 。 


The ceremony should Degin with a prayer suited to the genius of the 
SDirlt aDout to De invoked, and one which would De approved Dy 
himself if he stlll 1iVed. 


知 に よる 降 霊 術 の 儀式 を 、 呼 び 出 し た い 霊 の 精神 に 合っ た 、 も し 霊 が 生き て いた ら 
霊 が 好み 正しい と 認め る 、 神 へ の 祈り で 、 始 め る べき で ある 。 

For examDle, 

例え ば 、 

1t would De irmpossiDle to evoke Voltare Dy recitimg Drayers In the style 
Of St Bridget. 

ブリ ジッ ド が 好む 様 な 神 へ の 祈り を 唱え て 、 ヴ ォ ル テー ル の 霊 を 呼び 出す の は 不可 
能 で ある 。 

For the great men of antiduty, we may use the hymns of Cleanthes or 
Orpheus, with the adjuration terrmmating the Golden Verses of 
Pythagoras. 

古代 の 大 いな る 人 に は 、 哲 学者 クレ アン テス か オル フェ ウス の 神 を た た える 詩 を 、 ピ 
タゴ ラス の 「 黄 金 詩 騙 」 と 共に 、 神 へ の 祈り に 用 いる と 良い か も し れ な い 。 

In our 0WT evocation of Apollonius, We used the magical philosophy of 
Patricius for the ritual, 

エリ ファ ス レヴ ィ が ティ アナ の アポ ロニ ウス の 霊 を 呼び 出し た 時 は 、Patricius の 魔 
術 の 哲学 を 儀式 に 用 いた 。 

contaimimg the doctrimes of Zoroaster and the writings of Hermes 
TTisImeg1StUuS. 

Patricius の 魔術 の 哲学 に は 、 ゾ ロア スタ ー の 考え が 入っ て いる 。Patricius の 魔術 
の 哲学 に は 、 ヘ ル メ ス トリ ス メ ギ スト ス の 文書 が 含ま れ て いる 。 

We recited the Nuctemeron of Apollomus in Greek with a 1oud Voice, 
エリ ファ ス レヴ ィ が ティ アナ の アポ ロニ ウス の 霊 を 呼び 出し た 時 は 、 ギ リ シ ャ 語 で 、 大 
き な 声 で 、 テ ィ ア ナ の アポ ロニ ウス の 「 ヌ ク テ メ ロン 」 を 唱え た 。 

and added the follownng cormjuraton:- 

下記 の 祈り を 、「 ヌ ク テ メ ロン 」 の 後に 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ が ティ アナ の アポ ロニ ウス の 
報 を 呼び 出し た 時 は 、 唱 えた 。 


Vouchsafe to De present, Father of All, and thou Thrice Mighty Hermes, 
Conductor of the Dead. 

全て の も の の 父 で ある 神 と 、 死 者 の 導き 手 で ある 、 三 重 に 大 いな る 者 で ある ヘル メス 
よ 、 共 に いて くだ さい 。 

Asclepius, son of Hephaistus, Patron of the Heahmg Art: and thou Osiris, 
Lord of strength and vigour do thou thyself De present to0. 

Hephaistus の 息子 、 医 学 の 守護 神 、 ア スク レビ オス と 、 力 の 主 で ある 、 オ シリ ス よ 、 
共に いて くだ さい 。 

ArneDascenis, Patron of Philosophy, and yet again AscleDius, son of 
Imuthe, who presldest OoVer DoetTYy.… 

哲学 の 守護 神 、ArneDascenis と 、 再 び 、 詩 を 続 治す る 、Imuthe の 息子 、 ア スク レビ 
オス よ (、 共 に いて くだ さい 。).…。 


Apollonnus, Apollomnus, Apollomius! 

アポ ロニ ウス ! ア ポロ ニウス ! ア ポロ ニウス ! 

Thou teachest the Magic of Zoroaster son Of Oromasdes: 

あな た アポ ロニ ウス は 、Oromasdes の 息子 、 ゾ ロア スタ ー の 魔術 を 教え る 。 


and this is the worship of the Gods. 

上 記 は 、 神 へ の 祈り で ある 。 

For the evocation of spirits Delonging to religions issued from juda1sm, 
the followmng kabDalistic invocation of Solomonr should De used, elther 
in HeDrew, or in any other tongue with which the spirit in question is 
kmown to haVe Deen familiar:- 

下記 の 、 カ バラ 的 な ソロ モン の 祈り を 、 へ ブラ イ 語 か 、 霊 が 知っ て いる 言語 で 、 ユ ダ ヤ 
教 、 キ リス ト 教 を 敬礼 し て いた 霊 を 呼び 出す 降 霊 術 に 、 用 いる べき で ある 。 


「 ソ ロモ ン の 祈り 」。 


Powers of the Kingdom, De ye under my left foot and in my right hand! 
王国 の 力 よ 、 私 の 左足 の 下 と 右手 の 中 に 存在 する 様 に ! 

Glory and Eternity, take me by the two shoulders, and direct me in the 
paths of victory! 

栄光 と 永遠 性 よ 、 私 を 両 肩 で 連れ て 、 私 を 勝利 の 経路 に 導い て くだ さい ! 

Mercy and justice, De ye the eguihbrium and splendour of my Hife! 
思い や り と 正義 よ 、 私 の 命 の 、 つ り 合い と 輝き で ある 様 に ! 

Intelhgence and Wisdom, crown me!l 

(自発 的 な ) 知 力 と 知 慮 よ 、 王 冠 を 私 に 与え て くだ さい ! 

Spirits of MALCHUTHL, lead me Detwixt the two pillars upon which rests 
the whole edifice of the temple! 

王国 の 霊 達 よ 、 私 を 神殿 の 建物 全体 を 支え て いる 2 つの 柱 の 間 に 導 いて くだ さい ! 
Angels of NETSAH and HOD, strengthen me uponr the cuDic stone of 
JESOD! 

勝利 と 永遠 性 の 天使 達 よ 、 私 を 基礎 の 立方 体 の 石 の 上 で 強め て くだ さい ! 

0 GEDULAET! 

お お っ 、GEDULAEL ! 

0 GEBURAEL! 

お お っ 、GEBURAEL ! 

0 TIPHERETHI! 

お お っ 、 美 ! 

BINAEL, De thou my loVe! 

BINAEL よ 、 私 の 愛 で あ る 様 に ! 

RUACH HOCHMAET, De thou my Hightl! 


HOCHMAEL, の 霊 よ 、 私 の 光 で ある 様 に !(T1T、ruach、 ル アク 、 ル アハ は へ ブラ イ 語 
で 風 、 息 、 霊 を 意味 する 。h を ケト また は へ ト と 読む 。) 

Be that which thou art and thou shalt De, 0 KETHERIEL! 

存在 し た い 様 に 存在 する 様 に 、 お お っ 、KETHERIEL, よ ! 

Ischim, assist me in the name of SADDAI! 

Ischim よ 、 シ ャ ダイ の 名 前 に お いて 私 を 助け て くだ さい ! 

CheruDbimu De my strength in the name of ADONAII! 

智 天使 ケル ビ ム よ 、 主 の 名 前 に お いて 私 の 力 で ある 様 に ! 

Bemi-Elohim, De my Drethren in the name of the Son, and Dy the powers 
of ZEBAOTHI! 

Beni-Elohim よ 、 息 子 で ある イエ ス の 名 前 に お いて 、 軍 団 で ある 神 の 力 に よっ て 、 私 
の 兄弟 で ある 様 に !(Zebaoth、Sabaoth は へ ブラ イ 語 で 軍団 を 意味 する 。 
Zebaoth、Sabaoth は 軍団 で ある 神 を 意味 する 。 神 は 軍団 に 分 身 で きる 。) 

Eloim, do Dattle for me in the name of TETRAGRAMMATON! 

神 よ 、 テ トラ グラ マト ン で ある ヤ ハ ウェ の 名 前 に お いて 私 の た め に 戦っ て くだ さい ! 
Malachim, protect me in the name of TOD HE VAU HE! 

天使 よ 、 イ ョ ッ ド ヘー ヴァ ウ ヘー で ある ヤ ハ ウェ の 名 前 に お いて 私 を 守っ て くだ さい ! 
(Malachirm は へ ブラ イ 語 で 天使 を 意味 する 。) 

SeraDhim, cleanse Imy 1oVe in the name of ELVOHI! 

類 天 使 セ ラフ ィ ム よ 、ELVOH の 名 前 に お いて 私 の 愛 を 清め て くだ さい ! 
Hasmahim, enlighten me wrth the splendours of ELOI and Shechinah! 
Hasmalim よ 、 神 と Shechinah の 輝き で 私 を 照ら し て くだ さい !(ELOT、 エ リ は 神 を 
意味 する 。) 

Aralim, aCt! 

Aralim よ 、 動 いて くだ さい ! 

Ophanim, reVolve and shime! 

座 天 使 オ ファ ニム よ 、 回 転 し 輝い て くだ さい !( オ ファ ニム は へ ブラ イ 語 で 車輪 を 意味 
する 。) 

Hajoth a Kadosh, cry, Speak, roar Dellowl 

Hajoth a Kadosh よ 、 叫 び 、 話 し 、 叫 び 、 叫 ん で くだ さい !(Kadosh は へ ブラ イ 語 で 
Holy を 意味 する 。) 

Kadosh, Kadosh, Kadosh, SADDAI, ADONAI, TOTCHAVAH, EIEAZEREIE! 
聖なる か な 、 聖 な る か な 、 聖 な る か な 、 シ ャ ダイ 、 主 、 イ ョ ッ ド エヴァ 、EIEAZEREIE! 
(ヨハ ネ の 黙示 録 4 章 8 節 「 聖 な る か な 、 聖 な る か な 、 聖なる か な 、」。) 
Hallelu-jah, Hallelu-jah, Hallelu-jah. 

ヤ ハ ウェ を た た えよ 、 ヤ ハウ ェ を た た えよ 、 ヤ ハウ ェ を た た えよ 。( ハ レル ヤ は 「 ヤ ハウ ェ 


を た た えよ 」 を 意味 する 。) 

Amen. 

で ある 様 に 。(amen は へ ブラ イ 語 で 「 で ある 様 に 。」 な ど を 意味 する 。) 
1oN. 


で ある 様 に 。(nN、amen は へ ブラ イ 語 で 「 で ある 様 に 。」 な ど を 意味 する 。 
12N、amen、 ア ー メ ン の ] は )、 ヌ ン の 語末 形 。) 


It should De remembDbered aDoVe all, in comjuratons, that 

下記 は 、 特 に 、 降 霊 術 で 、 覚 えて お くべ き で ある 。 

the names of Satan, Beelzebub, Adramelek, and others do not designate 
SDiritual umities, Dut legions of imDpure SD1T1tS. 

サタ ン 、 ベ ル ゼ ブ ブ 、 ア ドラ メレ ク と いっ た 名 前 は 、 霊 の 個体 で は な く 、 汚 れ た 霊 の 軍 
団 を 指す 。 サ タン と いう 名 前 は 汚れ た 霊 の 軍団 を 指す 。 ベ ル ゼ ブ ブ と いう 名 前 は 汚 
れ た 霊 の 軍団 を 指す 。 

"Our name is legion, for We are many" says the spirit of darkness in the 


GoSDel. 
マル コ に よる 福音 5 章 で 、 闇 の 霊 、 汚 れ た 霊 は 「 我 々 の 名 前 は 軍団 で ある 。 な ぜ な ら 、 
多数 で ある 。」 と 話し て いる 。 


NumDer constitutes the 1aWi, 

多数 は 法 を 構成 する 。 複 数 は 法 を 構成 する 。 

and progress takes place InVversely in hell- 

地獄 の 進歩 は 、 本 物 の 進歩 と は 反対 方 向 に 行わ れる 。 地 獄 の 進歩 は 、 退 化 で ある 。 
that is to say the most advanced in Sataric development, amd 
Conseduently the most degraded, 

剖 寺 の 進歩 で 最も 進ん だ 人 は 、 最 も 退化 し た 人 で ある 。 

are the least intelligent 

書 霊 の 進歩 で 最も 進ん だ 人 は 、 知 性 が 最低 の 人 で ある 。 

and feeDlest. 

如 霊 の 進歩 で 最も 進ん だ 人 は 、 最 も 弱い 人 で ある 。 

Thus, a fatal law driVes the demons downward when they wish and 
Delieve themselVes to De ascendhng. 

悪人 の 霊 は 向上 を 希望 し 向上 し て いる と 信じ て いる が 、 悪 に 致命 的 な 法 は 、 悪 人 の 
霊 を 下 に 追い 払う 。 

SO also those who term themselves chiefs are the most impotent 

嘘 で 、 自 分 を 軍団 長 と 呼ん で いる 悪人 の 霊 は 、 最 も 無力 で ある 。 

and despised of all. 

嘘 で 、 自 分 を 軍団 長 と 呼ん で いる 悪人 の 霊 は 、 最 も 軽 蔵 され る 人 で ある 。 

As to the horde of DerVerse SD1T1tS, 

悪霊 の 軍団 に つい て 言う と 、 

they tremDle Defore an unkmowr, inVisiDle, incomprehensible, 
CapDric1OuS, 1rmplacaDle chiet, who never explains his 1aws, whose arTm 1s 
eVer stretched out to strike those who fail to understand him. 
書 霊 の 軍団 は 、 未 知 の 、 目 に 見 えな い 、 理 解 不可 能 な 、 気 まぐ れ な 、 思 いや り が 無い 、 
法 を 説明 し な い 、 理 解 に 失敗 し た 悪霊 を 打つ た め に 常に 腕 を 伸ばし て いる 軍団 長 の 
前 で 居 え 上 が っ て いる 。 

They give this phantom the names of Baal, upiter and eve others 
more VeneraDle, 

如 霊 の 軍団 は 、 軍 団長 と いう より は 幻影 に に 、 バ アル 、 ユ ピ テ ル と いっ た 明 散 する べき 
神 の 名 前 を 与え て いる 。 


which cannot, without profanation, De pronounced in hell. 

バア ル 、 ユ ピ テ ル と いっ た 明 散 する べき 神 の 名 前 を 、 地 獄 で 口 (くち ) に する と 、 神 へ の 
置 済 に 成る 。 

But 

し か し 、 

this phantom is only the shadow and remnant of God, dnsfigured Dy 
their wilful Derversity, 

剖 喜 の 軍団 長 は 、 悪 圭 が 頑固 な 邪悪 さ で 形 を 月 し た 、 神 の 影 、 神 の 残骸 に 過ぎ な い 。 
書 霊 の 軍団 長 は 、 悪 霊 が 抱い て いる 、 神 の 影 、 神 の 残骸 に 過ぎ な い 。 悪 霊 の 軍団 長 
は 存在 し な い 。 

and persistmg In their imagimation 

悪 吉 の 軍団 長 は 、 悪 霊 の 想像 に 残っ て いる 、 神 の 影 、 神 の 残骸 に 過ぎ な い 。 

Iike a vengeantce Of justice and a remorse of truth. 

如 喜 の 軍団 長 は 、 正 義 の 報復 、 真 実に よる 良心 の 町 責 の 様 な も の で ある 。 

When the evoked spirit of hght mamifests with dejected or irritated 
courtenance, We must offer him a moral sacrifice, we must offer him a 
moral sacrifice, 

悲し そう な 表情 か 、 い ら だ っ て いる 問 っ て いる 表情 で 、 呼 び 出 され た 光 の 霊 が あら わ 
れ た 時 は 、 降 霊 術 師 は 光 の 霊 に 精神 的 に 、 つ ぐ な う 必 要 が 有る 。 

that is, De inwardly disposed to renounce whateVver offends him: 

光 の 霊 の 気分 を 害し て いる 物 を 捨て る 様 に 心がけ る 必要 が 有る 。 

and Defore leaving the oratory, we must dismiss him, 

降 圭 術 を 行っ た 魔術 の 小 部 屋 を 出る 前 に 、 霊 に 去っ て も ら う 必要 が 有る 。 

Say1ng: 

下記 を 、 霊 に 去っ て も ら う 時 に 唱え る 。 


1 
May Deace De wrth thee! 

平和 が 、 あ な た と 共に ある 様 に ! 

1 have not wlshed to trouDle thee: 

私 は 、 あ な た を 苦し め る つも り は 無い 。 

do thou torment me not. 

あな た も 私 を 苦し め る な か れ 。 

1 shall abour to improVe myself as to anything that Vexes thee. 

私 は 自身 の 、 あ な た を 苦し め る 様 な 物 を 改善 する た め に 努力 する つも り で ある 。 
1 pray, and wll stll pray, with thee and for thee. 

私 は 、 あ な た と 共に 、 あ な た の た め に 、 祈 る し 、 こ れ か ら も 祈る つも り で ある 。 
Pray thou also both with and for me, 

あな た も 、 私 と 共に 、 私 の た め に 、 祈 っ て くだ さい 

and return to thy great slumDer expectmg that day when we shall 
awake together 


私 と あな た が 共に 起き る 復活 する 日 を 期待 し な が ら 、 あ な た の 大 いな る 眠り に 戻っ 
で くだ さい 。 

Silence and adieul 

安らか に ! さ よう な ら ! 


」 


We must not close this chapter wrthout glving some details on Dlack 
magic for the Denefit of the curious. 

本 章 の 終わ り で 、 好 奇 心 の 強い 人 の た め に 、 黒 魔術 の 降 霊 術 の 詳細 を いく つか 記 
す 必 要 が 有る 。 

The practces of Thessalian sorcerers and Roman Canidias are descr1Ded 
Dy several ancient authors. 

いく つか の 古書 で 、 テ ッ サ リア の 魔女 と ロー マ の 魔女 カニ ディ ア の 降 霊 術 の 実践 方 
法 が 記さ れ て いる 。 

In the first place, a Dit was dug, 

穴 を 掘る 。 

at the mouth of which they cut the throat of a black sheep: 

穴 の 口 の 近く で 、 黒 い 羊 の 喉 ( の ど ) を 切る 。 

the psyllse and 1arvae presumed to De present, and swarrmmg roumd to 
drink the Dlood, were driven off with the magic swordi 

血 を 飲む た め に 存在 し て いる 充満 し て いる と 思わ れる psyllse と ラル ヴァ を 魔術 の 
剣 で 追い 払う 。 

the triple Hecate and the infernal gods Were eVokedl 

三重 の へ カテ ー と 冥界 の 神々 を 呼び 出す た め に 祈る 。 

and the phantom whose apparition was desired was called upon three 
tmes. 

3 回 、 呼 び 出 し た い 地 獄 を さま よっ て いる と 思わ れる 霊 の 名 前 を 呼ぶ 。 

In the middle ages, necromancers Vilolated tomDs, 

中 世 の 黒 魔術 の 降 圭 術 師 は 墓 を 暴 い た 。 


composed philtres and unguents with the fat and Dlood of corDses 
ComDined with acomite, Delladonna, and Doisonous fungi: 

中 略 

they Doiled and skimmed these frightful compounds oVer fires 
nourished with human bones and crucifixes stolen from churches: 


they added dust of dried toads and ash of consecrated hOsts: 


they anonted their temples, hands, and breasts with the infernal 
unguent, 


traced the diabolical Dantacles, 
evoked the dead Deneath giDDets or in deserted graveyardS. 
Their howHhmgs were heard from afar 


and belated traVellers Imagined that legions of phantoms rose out of the 
earth: 


the Very trees, in their eyes, assumed appalling shapes: 
fiery orDs gleamed in the thickets: 


frogs in the marshes seemed to echo mysterious words ofthe SabDbath 
wrth croakimg Vo1CeS. 


It was the magnetism of hallucinatiom, 

the contagion of madmesS. 

The end of procedure in Dlack magic was to dnsturD reason 

and produce the feverish excitement which emDoldens to great crimes. 
The grimoires, forrmerly se1zed and Durnt Dy authority everywhere, 
are Certairly not harmless DookSs. 


Sacrilege, murder theft, are indicated or hinted as means to realisation 
in almost all these WorkSs. 


Thus, in the Great Grimoire, amd its modern Version, the Red Dragon, 
there is a recipe entitled "Cormposition of Death, or Philosophical Stone," 


a Droth of aqua fortis, CODDer arsen1c, amd Verd1gTiS. 
There are also necromanttc DTOCeSSeS, 


Comprising the tearing uD of earth from graves wrth the nails, 


dragg1mg Out Dones, 

placimg them crosswise on the breast 

then assistimg at midmnght mass on Christmas eVe, 

and fIyimg out of the church at the moment of consecration, 
CTy1mg: 

"Let the dead rise from their tomDs!"- 

then returring to the graVeyardL 

taking a handful of earth nearest to the coffin, 

rurrung Dack to the door of the church, 


which has Deen alarmed Dy the clamour depositmg the two Dones 
CTOSSW1Se。, 


agaln shoutimg: 

"Let the dead rise from their tomDs," 

and then, if we escape Deing se1zed and shut up in a mad-house, 
retiring at a slOW DaCe, 

and countimg four thousand fiVe hundred steps in a stralght 1ime, 
which means followimg a Droad road or scaling WallS. 

Having traversed this sDace, 

you must lie down upon the earth, 

place yourself as せ in a coffim, 

and repeat In luguDrious tones: 


"Let the dead rise from their tomDbs!" 


Finally call thrice on the Derson whose appar1tion yoOu des1re. 

No douDt any one who is mad enough and wicked enough to aDandon 
himself to such operations 1S Dredisposed to all chimeras and al 
phantoms. 


Hence the recipe of the Grand Grimoire 1s most efficacious, 


Dut we adVise none of our readers to haVve recOurse to 1t. 
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TRANSMUTATTONS 
変形 


ST AUGUSTINE speculates, as we have said, whether Apuleius could 
have Deen changed into an ass and then haVe resumed his human 
ShaDe. 

すでに 話し た 様 に 、 ア ウ グ ス ティ ヌス は アプ レイ ウス が ロバ に 変身 し て か ら 人 の 姿 に 
戻っ た か 推測 し た 。 

The same doctor might have eqdually concerned himself with the 
adVenture Of the comrades of UIysses, transformed into swine Dy Circe. 
アウ グ ス テ ィ ヌ ス は 女神 キル ケ が オデ ュ ッ セ ウ ス の 戦友 を 「 豚 の 群れ 」 に 変え た と い 
う 話 に 関心 が 有 っ た 。 

In Vulgar opimort transmutations and metamorphoses have always 
been the Very essence Of mag1C. 

大 衆 の 考え で は 、 変 形 は 魔術 の 精髄 で ある 。 

Now, the crowd, Deing the echo of opimion, which is queen of the world!, 
1s neVer Derfectly right nor entirely wrong. 

上 記 に つい て 、 俗 世 の 女 王 で ある 世論 の 追従 者 で ある 、 大 衆 は 、 完 全 に 正しい わけ 
で は な いし 、 完 全 に 誤っ て いる わけ で も な い 。 

Magic really changes the nature of things, 

魔術 は 実際 に 物 の 性 質 を 変え る 。 

or rather 

と いう より は 、 

modifies their appearanCces at pleasure, aCCOrdnng to the strength of the 
operator's will and the fascimation of amDitious adeDtS. 

変形 を 望む 達 道 者 の 意思 力 と 魅力 で 、 魔 術 は 思い 通り に 物 の 外見 を 変え られ る 。 
SDeech creates its forrm, 


言葉 は 物 の 形 を 創造 する 。 

and when a Derson, held infallible, confers a name upon a giVen thing, 
he really transforms that thing into the suDbstance signified Dy the name. 
誤り が 無い 絶対 的 な 人 は 、 新 し い 名 前 を 既知 の 物 に 与え る 事 で 、 既 知 の 物 を 名 前 
が 表す 物 に 本 当 に 変え られ る 。 

The masterpiece of speech and of faith, in this order is the real 
transmutation of a suDstance without change in its aDDearanCeS. 
言葉 と 確信 の 究極 の わざ は 、 物 の 外見 は 変え な いで 、 物 を 本 当 に 変え る 事 で ある 。 
Had Apollonius offered a cup of wine to his disciples, and said to themm: 
"This is my Dlood, of which ye shall drink hence- forth to perpetuate my 
life within you:" 

仮に に ティ アナ の アポ ロニ ウス が 、 一 杯 の 赤ワイン を 弟子 達 に 与え て 、「 こ れ (、 一 杯 の 
赤ワイン ) は 私 の 血 で ある 。 赤 ワイ ン が 私 の 血 で ある 様 に 、 あ な た 達 は 、 こ の 杯 か ら 飲 
む 様 に 。 私 の 命 を あな た 達 の 心 の 中 に 永遠 に 存在 させ る た め に 。」 と 話せ ば 、( マ タイ 
に よる 福音 26 章 27 節 か ら 28 節 「 イ エス は 一 杯 の 赤ワイン を 第 子 達 に 与え て 『 皆 、 
一 杯 の 赤ワイン か ら 飲 みな さい 。 な ぜ な ら 、 赤 ワイ ン は 私 イエ ス の 血 で ある 。』 と 話し 
だ 。ls) 

and had his disciples through centuries Delieved that they contimued the 
transformation Dy repeatimg the same Words: 

仮に 、 彼 の 知 の 子孫 が 、 何 世紀 も 通じ て 、 彼 の 言葉 を くり 返す 事 に よっ て 、 赤 ワイ ン を 
彼 の 血 に 変え られ る と 、 信 じ れ ば 、 

had they taken the wmne, despite its odour and taste, for the real, 
human, and iving blood of Apollon1us, 

仮に 、 彼 の 知 の 子孫 が 、 赤 ワイ ン を 、 赤 ワイ ン の 香り と 味 が する に も か か わら ず 、 彼 の 
本 物 の 、 人 と し て の 、 生 き て いる 血 と し て 、 飲 め ば 、 

we should have to ackmowledge this master in theurgy as the mmost 
accomplished of enchanters and most potent of all the magi. 

人 は 、 祖 師 を 、 奇 跡 に よっ て 、 誘 惑 者 の うち 最も 成就 し た 者 と し て 、 魔 術 師 の うち 最も 
力 が 有る 者 と し て 、 認 め る 必要 が 有る で あろ う 。 

It would remain for us then to adore him. 

人 は 、 祖 師 を 敬礼 する で あろ う 。 

Nowy It is well known that mesmerists impart for their somnamDulists 
any taste that they choose to plain water 

催眠 術 師 が 、 被 催眠 者 に と っ て の 、 水 の 味 を 変え られ る 事 は 良く 知ら れ て いる 。 
andifwe assume a magus having sufficient command oVer the astral 
fluid to magnetize at the same moment a whole assemDly of DeYS0n 

も し 、 あ る 魔術 師 が 、 同 時 に 瞬時 に 、 大 衆 全 体 を 磁化 で きる ほど 星 の 流 体 に 命令 で 
きる と 仮定 すれ ば 、 

Otherwise DreDared for Dy adeqduate 0OVer-exciterment, 
さも な けれ ば 、 極 度 の 興奮 に よっ て 、 磁 気 の 催眠 術 の 用 意 が で き て いる と 仮定 すれ 
ば 、 

we shall De in a Dosition to explain readily, not indeed the Gospel 
miracle of Cana, Dut works of the same class. 


ヨハ ネ に よる 福音 2 章 の カナ で イエ ス が 水 を 赤ワイン に 変え た 奇跡 で は な い が 、 似 
た 奇跡 を 説明 で きる で あろ う 。 

Are not the fascimations of loVe, which result fromm the umiversal magic 
of nature, tTUIV DrOdhg1OUS, 

自然 の 普遍 の 魔術 が も た ら す 、 愛 の 魅力 は 、 驚 くべ き 物 で は な いか ? 自 然 の 普遍 の 
魔術 が も た ら す 、 愛 の 魅力 は 、 訪 く べき 物 で ある ! 

and do they not actually transform persons and things? 

愛 の 魅力 は 人 と 物 を 実際 に 変え る の で は な いか ? 愛 の 魅力 は 人 と 物 を 実際 に 変え 
る ! 

LoVe is a dreamm of enchantments that transfigures the World: 

愛 は 、 世 界 を 変え る 誘惑 の 愛 で あ る 。 愛 は 、 世 界 を 変え る 誘惑 の 理想 で ある 。 

all Decomes music and fragranCe, 

愛 は 、 全 て の も の を 音楽 と 香 に 変え る 。 

all intoxication and felicity. 

愛 は 、 全 て の も の を 陶酔 と 幸せ に 変え る 。 

The beloved being is Deautiful, is good, is sublime, is infallible, is 
radhiant, Deams with health and happinesSs. 

最愛 の 存在 は 、 美 し く 、 良 く 、 高 尚 に 、 誤 り が 無い 様 に 、 光 を 放つ 様 に 、 健 康 と 幸せ を 
放つ 様 に 、 愛 し て いる 人 に は 見 える 。 

When the dream ends We seem to have fallen from the clouds: 

愛着 の 夢 が 終わ っ た 時 に 、 人 は 雲 か ら 堕 ち た 様 に 思う 。 

We are inspired with disgust for the Drazen sorceress who took the 
place of the lovely Melusime, 

愛らしい メリ ュ ジ ー ヌ に 取っ て 代わ っ た 、 恥 知ら ず な 魔女 に 愛想 が 尽き る 。 

for the Thersites whom we deemed was Achilles or Nereus. 

アキ レス や ネー レウス で ある と 誤解 させ た テル シテ ス に 愛想 が 尽き る 。 

What is there we canmot cause the Derson who loves us to Delleve? 
愛さ れ て いる 者 は 、 愛 し て くれ て いる 人 に 、 何 で も 信じ させ る 事 が で き な い か ? 愛 さ 
れ て いる 者 は 、 愛 し て くれ て いる 人 に 、 何 で も 信じ させ る 事 が で きる ! 

But also what reason or justice can We instll into those who no 1onger 
1OVe US? 

愛さ れ て いな い 者 は 、 愛 し て くれ な い 人 に 、 ど ん な 論理 や 正義 を 浸透 させ る 事 が で き 
る で あろ うか ? 愛 され て いな い 者 は 、 愛 し て くれ な い 人 に 、 ど ん な 論理 や 正義 も 浸透 
させ る 事 が で き な い ! 

Love Degins maglclan amd ends sorcerer. 

愛 は 神 の 聖霊 の 魔術 師 で ある 。 愛 着 の 終わ り は 悪人 の 霊 の 魔術 師 で ある 。 

After creatimg the iusions of heaven on earth, it realises those of he 
愛 は 地上 に 天国 の 幻 を 創造 する 。 愛 着 の 終わ り は 地獄 の 幻 を 実現 する 。 

its hatred is aDsurd Iike its ardour 

愛着 の 終わ り の 憎悪 は 、 愛 の 熱狂 の 様 に 、 非 論理 的 で ある 。 

Decause 

な ぜ な ら 、 

1t 1S Dass1onal, 


愛着 の 終わ り の 憎悪 は 、 熱 狂 的 で ある 。 

that 1S, suDject to imfluences which are fatal for it. 

愛着 の 終わ り の 憎悪 は 、 自 身 に 致命 的 な 影響 下 に 有る 事 で ある 。 

For this cause 

上 記 か ら 、 

1t has Deen Droscr1Ded Dy sages, 

賢者 は 愛着 、 肉 欲 を 禁止 し て いる 。 

who declare it to De the enemy of reason. 

賢者 は 、 愛 着 、 肉 欲 が 理性 の 敵 で ある と 、 宣 言 する 。 

Are they to De envied or Commmserated for thus condemrung, douDtless 
without understanding, the most alluring of 辿 -doers? 

いけ な い 行 為 を する 人 の うち 、 最 も 魅惑 的 な 人 で ある 、 愛 着 す る 人 を 、 賢 者 の うち 疑 
い 無 く 理 解 し な いで 非難 する 賢者 を うら や むべ き で あろ うか 、 あ われ むべ き で あろ う 
か ? 

All that can De sald is that when they spoke thus, they either had not yet 
loved or they 1oved no onger 

愛着 が 理性 の 敵 で ある と 話す 賢者 は 、 人 を 愛し た 事 が 無い か 、 人 を 愛す る 事 を 最早 
や め た 人 で ある 、 と 言え る 。 

Thimgs that are external are for us what our word internal makes them. 
人 は 、 外 に 見 える 物 を 、 自 分 の 心 の 中 に 、 自 分 の 言葉 で 創造 する 。 

To Delieve that We are happy 1s to De hapDy: 

自分 が 幸せ で ある と 信じ る と 、 幸 せ で ある と 感じ る 。 

what we esteem Decomes Drec1ous In Droportion to the estmmation itself: 
自分 が 尊重 し て いる 物 は 、 尊 重 の 大 き さ に 比例 し て 、 貴 重 で ある と 感じ る 。 

this is the sense in which we can say that magic changes the nature of 
thimgs. 

上 記 の 意味 で 、 魔 術 は 物 の 性 質 を 変え る 、 と 言え る 。 

The "Metamorphoses" of Ovid are true, Dut they are allegorical, hkKe the 
"Golden Ass" of rare ADule1usS. 

オウ ィ デ ィ ウ ス の 「 変 身 物語 」 は 、 ア プレ イ ウ ス の 「 黄 金 の ロバ 」 の 様 に 、 真 理 の 例え 
話 で ある 。 

The jife of Deimgs is a progressive transformation, 

生物 の 命 は 、 進 歩 的 な 変形 で ある 。 

and its forms canl De determimed, renewed, Drolonged further or 
destroyed sooner 

生物 の 形 を 、 決 め た り 、 復 活 さ せ た り 、 長 く 保 持 し た り 、 す ぐに 破壊 で きる 。 

If the doctrime of metempsychosis were true, rmight one not say that the 
deDauch represented Dy Circe really amd materially changes men into 
SW1ne: 

も し 、 輪 廻 転生 の 考え が 正しい の で あれ ば 、 キ ルケ が 象徴 で ある 、 放 薄 は 、 実 際 に 物 
質 的 に 、 人 を 豚 の 群れ に 変え る 、 と 言え る か も し れ な い 。 

for 

な ぜ な ら 、 


On this hypothes1s, 

輪廻 転生 と いう 仮説 に よれ ば 、 

the retriDution of Vices would De a relapse into aniumal forms that 
COrYeSDOnd to them? 

剖 徳 へ の 報い は 、 悪 徳 に 対応 する 動物 の 形 に 再び 堕落 する 事 で は な いか ? 

Now, metempsychosis, which has freduently Deen misinterpreted!, 
輸 廻 転生 は 、 誤 解 さ れ て いる 。 

has a Derfectly true side: 

輪廻 転生 は 、 一 理 あ る 。 

an1mal forms communicate their sympathetic irmpressions to the astral 
body of ma 

動物 の 形 は 、 共 鳴 的 な 印象 を 、 人 の 、 星 の 体 に 伝え る 。 

which speedily reacts on his apttudes accordimg to the force of his 
haDits. 

習慣 の 力 に よっ て 、 星 の 体 と 気質 は 作用 し 合う 。 

Aman ofintelligent and Dassive mildness assumes the inert 
physiognomy and Ways of a sheeD, 

理解 力 の 有る 受容 的 な 温和 な 人 は 、 羊 の 自発 的 で は な い 人 相 や 振る 舞い を 身 に つ 
ける 。 

Dut in somnambulism it is a sheep that is seer, and not a man with a 
sheepish countenance, as the ecstatic and learned SwedenDorg 
exDerlenced a thousand tmes. 

忘 我 状 態 の 学 の 有る ス ヴ ェ ー デ ン ボ ル グ が 何 度 も 経験 し た 様 に 、 催 眠 状態 の 人 は 、 
羊 の 人 相 の 人 で は な く 、 羊 に な っ た 人 を 見 る 場合 が 有る 。 

In the kabDbalistic Dook of Damiel the seer this mystery 1Ss represented Dy 
the legend of Nabuchodonsor changed into a Deast, 

上 記 の 神秘 を 表し て いる の は 、 預 言 者 ダニ エル の カバ ラ の 書 、 ダ ニ エ ル 書 4 章 33 
節 で 、 ネ ブ カ ド ネ ザ ル 2 世 が 獣 に 変身 し た 例え 話 で ある 。 

which, after the common fate of magical allegories, has Deen mistaken 
for an actual history. 

魔術 の 例え 話 に 共通 の 運命 の 様 に に ダニエル 書 4 章 33 節 の ネ ブ カ ド ネ ザル 2 世 
が 獣 に 変身 し た 例え 話 は 、 史 実 で ある と 誤解 され た 。 

In this way 

上 記 の 様 に 、 

we can really transform men into anirmals 

実際 に 、 人 を 動物 に 変え る 事 が で きる 。 

and annmals into men: 

動物 を 人 に 変え る 事 が で きる 。 

we can metamorphose plants 

植物 を 変え る 事 が で きる 。 

and alter ther Virtue: 

植物 の 力 を 変え る 事 が で きる 。 植 物 の 薬効 を 変え る 事 が で きる 。 

we can endow mimerals wrth ideal Droperties: 


概念 的 な 性 質 を 鉱物 に 与え る 事 が で きる 。 

it is all a duestion of willimg. 

上 記 の 、 全 て は 意思 の 問題 で ある 。 

We can equally render ourselves VisiDle or inVvisiDle at w 和 し, 

人 は 思い 通り に 自身 を 目 に 見 えな い 様 に する 事 が で きる 。 

and this helps us to explain the mysteries of the rimg of Gyges. 

上 記 は 、 ギ ュ ゲ ス の 指輪 の 神秘 を 明らか に する 助け に 成る 。 

In the first place, 

第 一 に 、 

let us remove from the mimnd of our readers all supposition of the 
aDsurdi that is, of an effect devoid of cause or contradictmg 1ts CauSe. 
非 論理 的 で ある 、 原 因 の 無い 結果 が 有る 、 ま た は 、 原 因 と 相反 する 結果 が 有る と い 
う 仮説 を 全て 自身 の 精神 か ら 取 り 除 こう 。 

To Decome inVisible one of three things is necessary- 

下記 が 、 目 に 見 えな く 成 る の に 必要 な 3 つの 方 法 で ある 。 

the interposition of some OpDadue medium Detween the light and our 
body 

光 と 自分 の 肉体 の 間 に 何 ら か の 不透明 な 障害 物 が 存在 する か 、 

Or between Our Dody and the eyes of the spectators, 

自分 の 肉体 と 他人 の 肉眼 の 間 に 何 ら か の 不透明 な 障害 物 が 存在 する か 、 

or the fascination of the eyes of the spectators in such a manner that 
they cannot make use of their sight. 

他人 が 視覚 を 利用 で き な い 様 に 、 他 人 の 肉眼 を 柳 町 させ る 。 

Of these methods, the third only is magical. 

他人 が 視覚 を 利用 で き な い 様 に 、 他 人 の 肉眼 を 楓 町 させ る 方 法 だ けが 、 魔 術 的 で 
ある 。 

HavVe We not all of us oDserVved that under the government of a strong 
DreoccuDpation We look without seenmg and hurt ourselves agalnst 
oODjects in front of us? 

夢中 で 良く 見 な いで 、 ば ぼんやり と 見 て いて 、 目 の 前 の 物 に ぶつ か る 、 と いう 事 が 無い 
か ? 夢 中 で 良く 見 な いで 、 ば ぼんやり と 見 て いて 、 目 の 前 の 物 に ぶつ か る 、 と いう 事 が 
有る ! 

"So do, that seeing they may not see," said the great Inittator 
マタ イ に よる 福音 13 章 13 節 で 大 いな る 祖 イ エス は 「( 私 イエ ス が 例え 話 で 話す の 
は 、) 彼 ら ( 大 衆 ) が 、 見 て も 、 見 えな い 様 に する た めで ある 。( 見 聞き し て も 、 大 衆 は 理 
解 し な い 。)」 と 話し て いる 。 

and the history of this grand master tells us that one day fimding 
himself on the point of Deing stoned in the temple, he made himself 
ImVisiDle and went out. 

ヨハ ネ に よる 福音 8 章 59 節 の 実話 で 、 神 殿 で 石 を 投げ られ 様 と し た 時 に 、 大 いな る 
主 イ エス は 自分 を 見 えな くし て 、 神 殿 の 外 に 出 た 。 

There is noneed to repeat here the mystifications of Dopular grimoires 
about the rimg of inVisibility. 


目 に 見 えな く 成 る 指輪 に つい て の 大 衆 の 魔術 書 の 詐欺 に つい て 、 こ こ で は 、 く り 返 す 
必要 が 無い 。 


Some ordain that it shall De composed of fixed mercury, enriched Dy a 
small stone which it is indispensaDle to fimd in a pewit's nest, amd Kept 
in a Dox Of the same metal. 


The author of the "Little AlDert" ordains that this ring should De 
COomposed of hairs torn from the head of a ragimg hyena, 


which recalls the history of the bell of Rodilard. 


The only writers who have discoursed seriously of the rimg of Gyges are 
JamDplichus, Porphyry, and Peter of Apon0. 

ギュ ゲス の 指輪 に つい て 真剣 に 記し て いる 書物 の 著者 は 、 イ アン プリ コス 、 ポ ル ピ ュ 
リオ ス 、 ア バ ノ の ピエ トロ だ け で ある 。 

What they say 1s evldently allegorical, 

イア ン ブ リ コス 、 ポ ル ピ ュ リオ ス 、 ア バ ノ の ピエ トロ の 、 ギ ュ ゲ ス の 指輪 に つい て の 話 は 
明らか に 例え 話 で ある 。 

and the representatlon which they give, or that which can De made 
from their description, proVes that they are really speaking ofnothimg 
Dut the great maglcal arcanurm. 

イア ン ブ リ コス 、 ポ ル ピ ュ リオ ス 、 ア バ ノ の ピエ トロ の 、 ギ ュ ゲ ス の 指輪 に つい て の 象 
徴 や 、 ギ ュ ゲ ス の 指輪 に つい て の 記述 か ら 作 られ る 物 は 、 イ アン プリ コス 、 ポ ル ピ ュ リ 
オス 、 ア バ ノ の ピエ トロ が 、 本 当 は 、 大 いな る 魔術 の 秘密 に つい て 話し て いる 事 を 証 
明 し て いる 。 

One of the figures depicts the urnversal movement, harmonic and 
edulhbrated in imperishable Deimg: 

イア ン ブ リ コス 、 ポ ルビ ピュ リオ ス 、 ア バ ノ の ピエ トロ の 、 ギ ュ ゲ ス の 指輪 の 、 あ る 象徴 は 、 
不滅 の 存在 に お ける 、 調 和 の 普遍 の 動き 、 つ り 合 わ さ れ た 普遍 の 動き を 描い て いる 。 
another which should De formed fromm an amalgam of the seVen metals, 
イア ン ブ リ コス 、 ポ ル ピ ュ リオ ス 、 ア バ ノ の ピエ トロ の 、 ギ ュ ゲ ス の 指輪 の 、 別 の 象徴 は 、 
7 つの 金属 の 混合 物 で 形成 する べき で ある 。 

calls for a description in detail. 

下記 で 、 イ アン ブリ コス 、 ポ ル ピ ュ リオ ス 、 ア バ ノ の ピエ トロ の 、 ギ ュ ゲ ス の 指輪 の 、7 つ 
の 金属 の 混合 物 で 形成 する べき で ある 、 別 の 象徴 を 詳細 に 記す 必要 が 有る 。 


It has a douDle collet and two preclous stones- 

ギュ ゲス の 指輪 に は 、 二 重 の 宝石 の 受け 座 と 、 ト パー ズ と エメ ラル ド と いう 2 種類 の 
宝石 群 が 有 る 。 

a tODaZ, Constellated with the sign of the sum, 

太陽 の 象徴 と 共に 、 ト パー ズ を 星座 の 星 の 様 に ちり ば め る 。 

and an emerald with the sign of the moon: 

月 の 象徴 と 共に 、 エ メラ ルド を 星座 の 星 の 様 に ちり ば め る 。 

it should bear on the inner side the occult characters of the planets, and 
on the outer ther known signs, twice repeated and in kaDDbalistic 
OpDDosition to each other: that is, fiVe on the right and fiVe on the left: 
太陽 と 月 以外 の 5 つの 惑星 の 、 隠 され た 文字 を 指輪 の 内 側 に 記す 。 太 陽 と 月 以外 
の 5 つの 惑星 の 、 知 られ て いる 、 惑 星 記号 を 指輪 の 外側 に 記す 。 太 陽 と 月 以外 の 5 
つの 惑星 の 、 隠 され た 文字 と 惑星 記号 を 、2 回 くり 返し て 、 相 互 に カバ ラ 的 に 対 に 成 
る 様 に 、 右 に 5 つ 左 に 5 つ 記す 。 

the signs of the sun and moon resurming the four several intelligences of 
the seVen planets. 

太陽 の 象徴 と 月 の 象徴 は 、7 惑星 の 4 つの 知 を 要約 し て いる 。 

Now, this configuratior is no other than that of a pantacle signifying all 
the mysteries of maglcal doctrinme, 

上 記 の 、 イア ンプ リコ ス 、 ポル ピュ リオ ス 、 ア バ ノ の ピエ トロ の 、 ギ ュ ゲ ス の 指輪 の 、7 
つの 金属 の 混合 物 で 形成 する べき で ある 、 象 徴 の 形 は 、 魔 術 の 考え の 全て の 神秘 を 
表す pantacle で ある 。 

and here is the occult significance of the rmng: 

下記 は 、 イ アン ブリ コス 、 ポ ルビ ピュ リオ ス 、 ア バ ノ の ピエ トロ の 、 ギ ュ ゲ ス の 指輪 の 隠さ 
れ た 意味 で ある 。 

to exercise the ommnipotence, of which ocular fascimation is one Of the 
most difficult demonstrations to giVe, We must DOSSess all science and 
Know how to make use Of it. 

全能 の うち 、 目 を 魅了 する 事 は 、 実 証 を 与え る の が 難し い 物 の 1 つ で ある 。 目 を 魅了 
する と いっ た 、 全 能 を 発揮 する に は 、 全 て の 知 を 所 有する 必要 が 有る し 、 全 て の 知 の 
利用 方 法 を 知る 必要 が 有る 。 

Fascimation is fulfilled Dy magnetism. 

交 了 と は 、 磯 気 に よ っ て 満た す 事 で ある 。 魅 了 と は 、 星 の 光 に よっ て 満た す 事 で ある 。 
The magus inwardly forDids a whole assemDly to see hm, and it does 
not see him. 

魔術 師 が 、 自 分 を 見 る 事 を 大 衆 の 全て に 心 の 中 で 禁止 する と 、 魔 術 師 は 自分 を 見 え 
な くさ せる 。 

In this manner 

上 記 の 様 に し て 、 

he passes through guarded gates, and departs from prison in the face of 
his petrified gaolers. 

魔術 師 は 、 守 られ て いる 門 を 通り 、 魔 術 で 呆然 と させ た 看守 の 前 で 、 征 獄 を 去る 。 
At such tmmes 


上 記 の 時 に 、 

a strange numDbneSss 1s eXDerienced! 

看守 は 奇妙 な 呆然 自 失 を 経験 する 。 

and they recall havimg seen the magus as ifin a dream, Dut neVer tl 
after he has gone. 

看守 は 、 夢 の 中 で 魔術 師 を 見 た か の 様 に 思い 出す が 、 魔 術 師 が 去っ た 後に 成る ま 
で 思い 出せ な い 。 

The secret of inVisibihty, therefore, wholly consists in a power which is 
capable of defimntion- 

下記 の 、 力 に 、 自 分 を 見 えな くす る 秘密 は 有る 。 

that of distractimg or paralysing attention, so that the light reaches the 
Vlsual organ without Impressing the eye of the soul. 

光 が 肉 眼 に 到達 し て も 魂 の 目 で ある 想像 力 を 刺激 し な い 様 に する 、 注 意 を そら す 力 、 
また は 、 注 意 を 麻痺 させ る 力 に 、 自 分 を 見 えな くす る 秘密 は 有る 。 

To exercise this Dower We must DOSSeSS a wl accustomed to sudden 
and energetic actions, great Dresentce Of mmdl, and skill no less greatin 
CauS1ng QiVersions among the crowd. 

自分 を 見 えな くす る 力 を 発揮 する に は 、 突 然 の 力強い 行動 に 慣れ た 意思 、 精 神 の 大 
いな る 落ち 着き 、 大 軍 の 中 で 大 いな る 陽動 を 起こ すわ ざ 、 を 保有 する 必要 が 有る 。 
Let a man, for example, who is Deimg Dursued by his intending 
murderers, dart into a side street, returr irmmediately, amd adVvance 
with perfect caImness towards his pursuers, Or let him mix with them 
and seem to be engaged in the chase, and he wil certainly make himself 
InVlsiDle. 

例え ば 、 綱 そう と する 人 々 に 追わ れ て いる 人 は 、 突 然 、 脇 道 に 入り (、 服 装 な ど を 変え 
て )、 す ぐに 道 を 戻り 、 完 全 に 落ち 着い て 、 追 っ て いる 人 々 に 向かっ て 前 進 す れ ば 、 ま 
た は 、 追 っ て いる 人 々 に 混 ざ れ ば 、 自 分 を 見 えな く で きる で あろ う 。 

Apriest who was Deimg hunted in 93, with the intention of hangimg him 
fromm a 1amp-post, fled down a side street, assumed a stooping gait, amd 
leaned against a corner with an intensely DreoccuDplied exDress1on: the 
crOWd of his enermies swept Dast: not one saw him, or rather 1t never 
struck anyone to recogruse hm: it was so unhkely to De he! 

1793 年 に 、 街 灯 の 柱 に 吊る そう と する 大 衆 に 追わ れ た 、 あ る 祭司 は 、 脇 道 に 逃げ (、 
服装 な ど を 変え て )、 か が ん で 歩き 、 道 の 隅 ( す み ) に 寄り か か っ て 、 呆 然 と し て いる ふ 
り を し た 。 大 衆 は 祭司 の 横 を 通り 過ぎ た 。 大 衆 は 祭司 を 見 な か っ た 、 と いう より は 、 大 
衆 は 祭司 だ と 気づか な か っ た 。 大 衆 は 目 に 入っ た 人 が 祭司 だ と は 思い も し な か っ 
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The person who desires to De seen always makes himself oDserved!, 

見 られ た い 人 は 必ず 注目 され る 。 

and he who would remain unnoticed effaces himself and disappearSs. 
注目 され た く な い 人 は 自身 を 見 えな くす る 。 

The true ring of Gyges is the wil: 

本 物 の ギュ ゲス の 指輪 は 、 意 思 で ある 。 


it is also the rod of transformations, 

意思 は 、 変 身 さ せる 魔術 の 杖 で ある 。 

and by its precise and strong formulation it creates the mmagical word. 
意思 を 正確 な 強い 明確 な 言葉 に する と 、 意 思 は 魔術 的 な 言葉 を 創造 する 。 

The ommnpotent terms of enchantments are those which express this 
creatiVe DOWer 0f fOrTms. 

魔術 の 全能 の 言葉 は 、 形 を 創造 する 力 を 表す 言葉 で ある 。 

The tetragram, which is the supreme Word ofmagic, sigmifies: "It is that 
which it shall De," 

テト ラ グラ マト ン 、 ヤ ハウ ェ は 、 魔 術 の 無 上 の 言葉 で あり 、「 で ある 様 に 」 を 意味 する 。 
andifwe apply it to any transformation whatsoever writh full 
intelhgence, it wl renew and modify all things, even in the teeth of 
evldence and commonr senSse. 

も し ヤ ハ ウェ と いう 言葉 を 変身 、 変 形 の 魔術 に 完全 な 知 に よっ て 応用 すれ ば 、 事 実 と 
常識 に か か わら ず 、 ヤ ハウ ェ と いう 言葉 は 全て の も の を 変え られ る 。 

The hoc est( = this is) of the Christian sacrifice is a translation and 
apDlication of the tetragramm: 

キリ スト 教徒 の ミサ の 「 こ れ は 、ー で ある 」 を 意味 する 「hoc est 一 」 と いう 言葉 は テト 
ラ グラ マト ン 、 ヤ ハウ ェ と いう 言葉 の 言い 換え 、 応 用 で ある 。 

hence this snmple utterance Operates the most complete, most inVlsiDle, 
most incredible, and most clearly affirmed of all transformations. 

ヤ ハ ウェ や 「hoc est 一 」 と いう 簡潔 な 言葉 は 、 全 て の 変身 、 変 形 の 魔術 に 対す る 、 完 
全 な 、 目 に 見 えな い 、 驚 くべ き 、 明 確 な 断言 で ある 。 

A stll stronger word than that of transformation has Deen judged 
necessary Dy Councils to express the marvel, that of tramsubstantiation. 
公会 議 は 、 和 驚異 を 表現 する た め に 、「 変 容 」 と いう 言葉 より 強い 言葉 、 化 体 説 の 「 化 
体 ( か た い )」 と いう 言葉 が 必要 で ある と 判断 し た 。 

The Hebrew terms 1nN nn ,N2JK , ロ mm have Deen considered by all 
kabDbalists as the keys of magical transformation. 

全て の カバ リス ト は 、 へ ブラ イ 語 の 言葉 の つ ヤ ハウ ェ 、AGLA、 エ ヘイ エ 、 ア ー メ ン が 変 
身 、 変 形 の 魔術 の 鍵 で ある と 考え た 。( へ ブラ イ 語 で nnN、AHIH、 エ ヘイ エ は 「 存 在 
する 」 と いう 意味 の 1 人 称 の 動詞 で ある 。1QNK、amen、 ア ー メ ン は へ ブラ イ 語 で 「 で あ 
る 様 に 。」 な ど を 意味 する 。1QK、amen、 ア ー メ ン の 1 は j、 ヌ ン の 語末 形 。) 

The Latin words, est, sit, esto, fiat, haVe the same force when 
pronounced with full understandinmg. 

完全 に 理解 し て 話し た 場合 は 、 ラ テン 語 の 言葉 の 「 存 在 する 」 を 意味 する 「est」、「 で 
ある 様 に 」 を 意味 する 「sit」、「 で あれ 」 を 意味 する 「esto」、「 成 れ 」 や 「 存 在 する 様 に 
成 れ 」 を 意味 する 「fiat」 は 、 へ プラ イ 語 の 言葉 の ヤ ハ ウェ 、AGLA、 エ ヘイ エ 、 ア ー メ 
ン と 同じ 力 が 有る 。 

M. de MontalemDert seriously relates, in his legend of St ElizaDeth of 
Hungary, 

下記 の 話 を 、 ハ ン ガ リー 王女 エル ジェ ー ベ ト の 伝説 で 、M. de MontalemDert は 真 
剣 に 記し て いる 。 


how one day this sainmtly 1ady surprised Dy her noble husbandL from 
whom she sought to conceal her good works, in the act of carrying 
bread to the poor in her apror, told him that she Was carry1mg rOSeS, 
and it Droved on inVestigation that she had spoken truly: the 1oaves had 
Deen changed into roseS. 

ある 日 、 ハ ン ガ リー 王女 エル ジェ ー ベ ト は 、( 聖 書 で イエ ス は 善行 を 隠す 様 に 話し て い 
る の で 、) 善 行 を 夫 の テューリンゲン 方 伯 ル ー ト ヴィ ヒ 4 世に 隠 そ うと し て 、 貧 し い 人 
に あげ よう と 運ん で いた パン を エプロ ン で 隠し て 、 夫 に バラ を 運ん で いる と 話し た 。 夫 
が エプロ ン を 取っ て みる と 、 ハ ン ガ リー 王女 エル ジェ ー ベ ト の 話し た 事 は 真実 で ある 
と わか っ た 。 パ ン は バラ に 変わ っ て いた 。 

This story 1S a moSst graclOus Imag1cal aDOl0gue, 

上 記 の 、 ハ ン ガ リー 王女 エル ジェ ー ベ ト が パン を バラ に 変え た 話 は 、 優 美 な 魔術 の 
象徴 的 な 話 で ある 。 

and signifies that the truly wise man cannot lie, 

上 記 の 、 ハ ン ガ リー 王女 エル ジェ ー ベ ト が パン を バラ に 変え た 話 は 、 本 物 の 賢者 は 
嘘 を つけ な い 事 を 意味 する 。 

that the word of wisdom determines the form of things, 

上 記 の 、 ハ ン ガ リー 王女 エル ジェ ー ベ ト が パン を バラ に 変え た 話 は 、 知 の 言葉 が 物 
の 形 を 変え る 事 を 意味 する 。 

Or even their substance independently of their forms. 

上 記 の 、 ハ ン ガ リー 王女 エル ジェ ー ベ ト が パン を バラ に 変え た 話 は 、 形 と は 無関係 
に 、 知 の 言葉 が 物 を 変え る 事 を 意味 する 。 

Why, for example, should not the noDle spouse of St ElizaDeth, a good 
and firm Christian 1ike herself, and Delieving impHcitly in the real 
presence Of the SaViour im true human Dody upon an altar where he 
Deheld only a wheaten host, why should he not Delieve in the real 
presence Of roses in his wite's apron under the appearances of Dread? 
例え ば 、 ハ ン ガ リー 王女 エル ジェ ー ベ ト の 様 に 善良 で 堅固 な キリ スト 教徒 で あり 、 聖 
響 の パン を 見 た 時 に 祭壇 の 上 に 本 当 の 人 体 で 救い 主 イ エス が 実際 に 存在 する と 信 
じ て い た 、 夫 テューリンゲン 方 伯 ル ー ト ヴィ ヒ 4 世 が 、 な ぜ 、 パ ン が あら われ た 時 に エ 
プロ ン の 中 に バラ が 実際 に 存在 する と 信じ な か っ た わけ が ある で あろ うか ? 夫 
テューリンゲン 方 伯 ル ー ト ヴィ ヒ 4 世 は エプロ ン の 中 に バラ が 実際 に 存在 する と 信 
じ た ! 

She exhiDited him 1oaves undouDtedly 

疑い 無く 、 ハ ン ガ リー 王女 エル ジェ ー ベ ト は 夫 に パン を 見 せ た 。 

Dut 

し か し 、 

as she had said that they were roses, and as he Delieved her incapaDle 
of the smallest falsehood, he saw and wished to see roses Only. 

ハン ガリ ー 王 女 エ ル ジ ェ ー ベ ト が エプロ ン に 隠さ れ た 物 は バラ で ある と 話し た た め 、 
夫 は ハン ガリ ー 王 女 エ ル ジ ェ ー ベ ト が 小さ な 嘘 も つく 事 が で き な い と 信じ て いた の 
で 、 夫 は バラ を 見 た と 思い 込ん だ 。 夫 は パン を バラ で ある と 錯覚 し た 。 

This is the secret of the miracle. 


夫 が パン を バラ で ある と 錯覚 し た 事 が 、 ハ ン ガ リー 王女 エル ジェ ー ベ ト が パン を バラ 
に 変え た 奇跡 の 真相 で ある 。 

Another legend narrates how a saint, whose name has escaped mme, 
fimding nothing to eat on a Lenten day or a Friday, cormmanded the fowl 
to Decome a fish, and it Decame a fish. 

ある 伝説 に よれ ば 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ が 名 前 を 忘れ て し まっ た 、 あ る 「 神 の 様 な 者 」 は 、 
四 旬 節 の 日 か 金曜 に 食べ 物 が 見 つか ら ず 、 鶏 に 魚 に 成る 様 に 命令 する と 、 鶏 は 魚 に 
成っ た 。 

The parable needs no interpretation, and it recalls a Deautiful story of St 
SDiridion of Trermithonte, the same who evoked the soul of his daughter 
Irene. 

上 記 の 例え 話 は 説明 が 不要 で ある 。 上 記 の 例え 話 は 下記 の Tremithonte の 司教 
Spiridion の 美談 を 思い 出さ せる 。Tremithonte の 司教 Spiridion は 、13 章 で 話 
し た 、 娘 Irene の 魂 を 呼び 出し た 人 で ある 。 

One Good Friday a traveller reached the abode of the holy Dishop, 

ある 「 聖 金曜 日 」 に 、 旅 人 が 後に 聖人 と 呼ば れ た 司教 Spiridion の 家 に 来 た 。 

and as Dishops in those days took Christianity in earnest, and were 
conseduently poor Spiridnon, who fasted religiously, had in his house 
Only some salted Dacon, which had Deen made ready for Easter 

その 頃 、 司 教 Spiridion は 真剣 に キリ スト 教 を 実践 し て いた た め 貧 し か っ た 。 キ リス 
ト 教徒 と し て 断食 し て いた 、 司 教 Spiridion は 、「 復 活 祭 」 の た め に 、 い くつ か の 塩 漬 
け の ベー コン が 家 に 有る だ け だ っ た 。 

The stranger Was oOVercome with fatigue and famished with hunger: 
旅人 は 、 疲 れ に 圧倒 され 、 空 腹 で 飼え て いた 。 

Spiridion offered him the meat, and himself shared the meal of charity 
Spiridion は 旅人 に 肉 で ある ベー コン を 与え た 。( 旅 人 が 気兼ね し な い 様 に ) 思 いや 
り で Spiridion は 旅人 と 共に 肉 で ある ベー コン を 食べ た 。 

thus transforrmimg the Very flesh which the jews regard as of all most 
Iimpure into a feast of Derutence, 

(旅人 が 気兼ね し な い 様 に ) 思 いや り で 旅人 と 共に 肉 で ある ベー コン を 食べ た 事 に 
よっ て 、 ユ ダ ヤ 教 徒 が 汚れ て いる と 誤解 し て いる 肉 を 、 悔 い 改 め の ご ち そ うに 変え た 。 
transcendimng the material aw Dy the spirit of the law itselt, 
(旅人 が 気兼ね し な い 様 に ) 思 いや り で 旅人 と 共に 肉 で ある ベー コン を 食べ た 事 に 
よっ て 、 法 の 精神 に よっ て 、 物 質 的 な 法 を 超越 し た 。 

and proving himself a true and intelligent disciple of the man-God, 
(旅人 が 気兼ね し な い 様 に ) 思 いや り で 旅人 と 共に 肉 で ある ベー コン を 食べ た 事 に 
よっ て 、Spiridion は 人 に 成っ た 神 イ エス の 本 物 の 弟子 、 学 の 有る 弟子 で ある 事 を 
証明 し た 。 

who hath established his elect as the monarchs of nature in the three 
Worlds. 

人 に 成っ た 神 イ エス は 、 神 に 選ば れ た 者 を 、3 つの 世界 の 自然 の 王者 に する 。( 自 然 
科学 、 哲 学 、 神 の 教え 。 自 由 意 思 と いっ た 神 だ け の 領域 、 概 念 の 領域 、 形 の 領域 。 神 
だ け の 楽園 、 霊 の 冥界 、 こ の 世界 。) 


CHAPTER XV 


15 


THE SABBATH OF THE SORCERERS 

悪人 の 霊 の 魔術 師 の サバ ト 

WE return once more to that terrible numDber fifteen, symDbolised in the 
Tarot by a monster throned upon an altar 

再び 恐ろし い 数 15 に 戻っ た 。 タ ロッ ト の 15 ペー ジ 目 に は 祭壇 の 上 に 王座 と し て 座 
る 奇形 の も の が 描か れ て いる 。 

mitred and hornedl 

タロ ッ ト の 15 ペー ジ 目 の 奇形 の も の は 司教 守 を か ぶっ て いる 。 タ ロッ ト の 15 ペー ジ 
目 の 奇 形 の も の に は 角 が 有る 。 

having a woman's Dreasts and the generative organs of a man- 

タロ ッ ト の 15 ペー ジ 目 の 奇形 の も の に は 女性 の 胸 と 男性 の 生殖 器 官 が 有る 。 

a Chimera, 

タロ ッ ト の 15 ペー ジ 目 の 奇形 の も の は キマ イラ で ある 。 

a malformed sphinX, 

タロ ッ ト の 15 ペー ジ 目 の 奇形 の も の は 奇形 の スフィンクス で ある 。 

a synthesis of monstrosities: 

タロ ッ ト の 15 ペー ジ 目 の 奇形 の も の は 奇形 の も の の 総合 で ある 。 

below this figure we read a frank and simple inscription- THE DEVIT. 
タロ ッ ト の 15 ペー ジ 目 の 絵 の 下 に は 悪魔 と いう 率直 な 簡潔 な 名 前 が 読み 取れ る 。 
YeS, 

Eo 

we confront here the phantomm of all terrors, 

15 草 で は 、 全 て の 門 怖 の 幻影 に 立ち 向かう 。 

the dragon of all theogomies, 

全て の 神 統 系 譜 学 に お ける 竜 に 立ち 向かう 。 

the Ariman of the Persians, 

古代 ペル シャ 人 の アー リマ ン に 立ち 向かう 。 

the Typhon of the Egyptians, 

古代 エジプト 人 の ティ フォ ン に 立ち 向かう 。 

the Python ofthe Greeks, 

古代 ギリ シャ 人 の ピュ トン に 立ち 向かう 。 

the old serpent of the HeDrews, 

古代 ヘブライ 人 の 創世 記 の 古い 蛇 に 立ち 向かう 。 

the fantastic monster 

想像 上 の 奇形 の も の に 立ち 向かう 。 

the nightmare, 

剖 夢 に 立ち 向かう 。 夢 魔 に 立ち 向かう 。 

the Croquermtainme, 

クロ ッ ク ミ テー ヌ に 立ち 向かう 。 

the gargoyle, 


ガー ゴイ ル に 立ち 向かう 。 

the great Deast of the middle ages, 

中 世 の 大 いな る 獣 に 立ち 向かう 。 

and, worse than all this, 

上 記 の も の より 悪 で ある 下記 の も の に 立ち 向かう 。 

the Baphomet of the Templars, 

神殿 有 騎士 団 の バフ ォ メ ッ ト に 立ち 向かう 。 

the bearded idol of the alchermists, 

錬金術 師 の あご ひげ が 有る 偶像 に 立ち 向かう 。 

the oDscene deity of Mendes, 

メン デス の 淫ら な 神格 で ある メン デス の ヤギ に 立ち 向かう 。( ヤ ギ は メン デス で 神 の 
生殖 力 の 象徴 で あっ た 。) 

the goat of the SabDath. 

サバ ト の ヤギ に 立ち 向かう 。 

The frontispiece to this Ritual reproduces the exact figure of the terrible 
emperor of night, with all his attriDutes and all his characters. 

本 書 「 高 等 魔術 の 祭儀 」 の 最初 の 絵 、 タ ロッ ト の 15 ペー ジ 目 の 絵 に は 、 恐 ろ し い 夜 
の 皇帝 が 、 全 て の 特徴 と 共に 正確 に 描か れ て いる 。 

Let us state now for the edification of the Vulgar 

15 草 で は 、 大 衆 を 教え る た め に 話す 。 

for the satisfaction of M. le Comte de Mirville, 

M. le Comte de Mirville を 満足 させ る た め に 話す 。 

for the justification of the demonologist Bodim, 

如 魔 研究 家 の ボ ダン を 弁明 する た め に 話す 。( 悪 魔 は 存在 し な い 。 悪 人 の 霊 は 存在 
する 。) 

for the greater glory ofthe Church, which persecuted Templars, Durnt 
maglclans, excOoTmmuricated FreermasOnS, 人 &C.- 

神殿 騎士 団 を 迫害 し た 、 悪 人 の 霊 の 魔術 師 を 火 で 殺し た 、 偽 の メー ソン を 破門 し た 、 
教会 の 大 いな る 栄光 の た め に 話す 。 

let us state Doldly and precisely that all the inferior initates of the 
OcCult sciences and profaners of the great arcamu, 

15 章 で は 、 隠 され た 知 の 劣悪 な 秘伝 伝授 者 で ある 悪人 の 霊 の 魔術 師 、 大 いな る 秘 
密 の 冒 法 者 で ある 悪人 の 霊 の 魔術 師 、 に つい て 大 胆 に 正確 に 話す 。 

not only did in the past。 Dut do now, and wl eVer adore what 1s 
sigmified Dy this alarmng symDol. 

悪人 の 霊 の 魔術 師 は 、 大 衆 を 不安 に させ る 象徴 が 表す も の 、 タ ロッ ト の 15 ペー ジ 目 
に 描か れ て いる も の を 、 過 去 だ け で は な く 、 現 在 、 そ し て 未来 も 、 神 と し て 交 礼 し て い 
る 。 

YeS, 

イエ スズ: 

in Our Drofoumd conviction, the Grand Masters of the Order of the 
Templars worshipped the Baphomet, amd caused it to De worshipped Dy 
ther adepts: 


エリ ファ ス レヴ ィ の 深い 確信 で は 、 神 殿 騎 士 団 の 総長 は バフ ォ メ ッ ト を 敬礼 し て いた 。 

神殿 騎士 団員 は バフ ォ メ ッ ト を 敬礼 し て いた 。 
VeS, 
イエ ズ 。 
there existed in the past, and there may De stlll in the present, 
asseTmDlies which are presided oVer Dy this figure, seated on a throne 
and having a flarmmg torch Detween the horns: 
2 本 の 角 の 間 で 燃え て いる た いま つ を 持っ た 、 王 座 に 座る 、 タ ロッ ト の 15 ペー ジ 目 
に 描か れ て いる も の 、 バ フォ メッ ト を 敬礼 する 、 集 会 サバ ト が 、 過 去 、 存 在 し た し 、 現 在 
も 存在 する か も し れ な い 。 
but the adorers of this sign do not consider as do we, that it is the 
reDresentation of the dev 
の バフ ォ メ ッ ト を 敬礼 し て いた 人 達 は 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ の 様 に 、 タ ロッ ト の 15 

ー ジ 目 に 描か れ て いる も の は 悪魔 で は な い 、 バ フォ メッ ト は 悪魔 で は な い 、 と 考え 

2 の (悪魔 は 存在 し な い 。) 

on the contrary, 
正反対 に 、 
for them it is that of the god Pa 
バフ ォ メ ッ ト は 、 神 パー ン で ある 。 タ ロッ ト の 15 ペー ジ 目 に 描か れ て いる も の は 、 神 
パー ン で ある 。 
the god of our modern schools of philosophy, 
バフ ォ メ ッ ト は 、 哲 学 の 現代 の 学派 の 神 で ある 。 
the god of the Alexandrian theurglc school, and of our own mystical 
Neo-platou1stS, 
バフ ォ メ ッ ト は 、 思 いや り 深 い 神 の 助け に よる 魔術 を 行っ た アレ クサ ンド リア 学派 と 、 
神秘 の 新 ブ プラ トン 主義 者 の 、 神 で ある 。 タ ロッ ト の 15 ペー ジ 目 に 描か れ て いる も の 
は 、 思 いや り 深 い 神 の 助け に よる 魔術 を 行っ た アレ クサ ンド リア 学派 と 、 神 秘 の 新 プ 
ラ ト ン 主義 者 の 、 神 で ある 。 
the god of Lamartime and Victor Cous1m, 
バフ ォ メ ッ ト は 、 ラ マル ティ ー ヌ と ビク ター カズ ン の 神 で ある 。 
the god of Spinoza and Plato, 
バフ ォ メ ッ ト は 、 ス ピノ ザ と プラ トン の 神 で ある 。 タ ロッ ト の 15 ペー ジ 目 に 描か れ て い 
る も の は 、 ス ピノ ザ と プラ トン の 神 で ある 。 
the god of the primmitiVe Gnostic schools: 
バフ ォ メ ッ ト は 、 最 初 の グノー シス 学派 の 神 で ある 。 タ ロッ ト の 15 ペー ジ 目 に 描か れ 
て いる も の は 、 最 初 の グノー シス 学派 の 神 で ある 。 
the Christ also of the dissident priesthoodi: 
バフ ォ メ ッ ト は 、 キ リス ト へ の 反対 者 の 宗教 の 聖職 者 ども の キリ スト で ある 。 
this ast qualification, ascriDed to the goat of Dlack magic, will not 
astorish students of religious antigulties who are acquainted with the 
phases of symDolsm and doctrime in their Various transformmations, 
whether in India, Egypt or judea. 


上 記 の 、 大 衆 が キリ スト を バフ ォ メ ッ ト と 誤っ て 決め つけ る 事 に 、 大 衆 が キリ スト を 黒 
魔術 の ヤギ と 誤っ て こじ つけ る 事 に 、 古 代 イ ンド や 古代 エジプト や 古代 イス ラ エ ル で 
様々 に 変形 され た 象徴 と 考え を 知っ て いる 、 古 代 の 宗教 の 学徒 は 驚か な い 。 

The bull, the dog, and the goat are the three symDolical animals of 
Hermetic mag1C, 

牛 、 大 、 ヤ ギ は ヘル メス の 魔術 、 錬 金 術 の 3 つの 象徴 的 な 動物 で ある 。 

resurming all the traditions of Egypt and India. 

ヘル メス の 魔 術 、 錬 金 術 は 古代 エジプト と 古代 イン ド の 全て の 口伝 を 要約 し て いる 。 
The bull represents the earth or salt of the philosophers: 

和牛 は 、 土 、 ま た は 、 錬 金 術 師 の 塩 を 表す 。 

the dog is Hermanubis, the Mercury of the sages, fluid, air and water: 
犬 は 、 ヘ ル マ ニ ビス 、 賢 者 の 水銀 、 流 体 、 風 、 水 を 表す 。 

the goat represents fire, and is at the same tme the symDbol of 
generation. 

ヤギ は 、 火 を 表す 、 と 同時 に 、 生 殖 の 象徴 で ある 。 

Two goats, One Dure and one impure, were Consecrated in Tudea: 
古代 イス ラ エ ル で は 、 清 い ヤ ギ と 汚れ た ヤギ と いう 2 頭 の ヤギ を 清め た 。 

the first was sacrificed in expiation for sins: 

古代 イス ラ エ ル で は 、 清 い ヤ ギ を 罪 の つぐ な いと し て 神 に ささ げた 。 

the other 1oaded wrth those sns Dy imprecaton, was set at HDerty in 
the desert- 

古代 イス ラ エ ル で は 、 つ ぐ な われ た 罪 を 呪い に よっ て 負っ た 、 汚 れ た ヤギ を 、 荒 れ 野 
で 自由 に し た 。 

a strange Ordinance, Dut one of deep symDolism, reconcihation Dy 
Sacrifice and exDpiation Dy hDerty! 

上 記 は 、 不 思 議 な 習慣 だ が 、 深 い 象 徴 主義 の 1 つ で ある 、 犠 牲 に よる 和解 と 、 自 由 
に よる 罪 の つ で な いで ある ! 

Now, all the fathers of the Church, who havVe concerned themselves with 
Jewrish symDolism, 

教会 の 全て の 教父 は 、 ヘ へ ブライ 人 の 象徴 主義 と つなが り が 有 っ た 。 

have recogmised in the immolated goat the figure of him who assumed!, 
as they say, the Very form of sin. 

教会 の 全て の 教父 は 、 犠 牲 に 成っ た ヤギ に 、 他 人 の 罪 の 形 を 肩代わり し た キリ スト 
の (十字 架 上 の ) 姿 を 認め た 。 

Hence 

上 記 の 様 に 、 

the Gmostics were not outside symDolcal traditons when they gave 
Christ the LiDerator this same mystcal figure. 

グノー シス 主義 者 は 、 象 徴 の 口伝 を 受け 継い で いて 、 自 由 へ の 解放 者 キリ スト に 、 ヤ 
ギ と いう 神秘 的 な 姿 を 与え た 。 

All the Kabbalah and all magic, as a fact, are divided Detween the cultus 
Of the immolated and that of the emissary goat. 


事実 、 全 て の カバ ラ と 全て の 魔術 を 、 犠 牲 に 成っ た ヤギ の 神 の 教え と 、 使 者 の ヤギ の 
神 の 教え に 、 分 ける 事 が で きる 。 

There is, therefore, the magic of the sanctuary and that of the 
wlderneSss, 

祭司 だ け の 聖 所 の 魔術 と 、 荒 れ 野 の 魔術 が 存在 する 。 

the white and the black Church, 

白 の 教会 と 、 黒 の 教会 が 存在 する 。 

the priesthood of public assemblies and the sanhedrim of the SabDbath. 
公 の 集会 を 持つ 祭司 の 集団 と 、 サ バト と いう 集会 を 持つ 祭司 の 集団 が 存在 する 。 
The goat which is represented in our frontispiece Dears uDon his 
forehead the sign of the pentagram with one point in the ascendant, 
which is sufficient to distimguish him as a symDbol of the Hight 

本 書 「 高 等 魔術 の 祭儀 」 の 最初 の 絵 、 タ ロッ ト の 15 ペー ジ 目 の 絵 で 表 さ れ た ヤギ は 
ひたい の 上 に 五葉 星 を 持っ て いる 。 五 世 星 は ヤギ が 光 の 象徴 で ある 事 を 見 分 ける の 
に 十分 で ある 。 

he makes the sign of occultism with Doth hands, 

ヤギ は 両方 の 手 で 親指 、 人 差し 指 、 中 指 を 伸ばし て 薬指 と 小指 を 折り 曲げ て いる 隠 
され た 学問 の 手振り を し て いる 。 

pointimg upward to the white moon of Chesed, and downward to the 
black moon of Geburah. 

ヤギ は 右手 で 上 と 思い や り の 白い 月 を 指し 左手 で 下 と 厳し さ の 黒い 月 を 指し て いる 。 
This sign expresses the Derfect harmony of mercy with justice. 

上 記 の 象徴 は 思い や り と 正義 の 完全 な 一 致 を 表す 。 

One of the arms is feminine and the other masculine, as in the 
androgyne of Khunrath, 

クン ラー ト の 両性 具有 者 の 様 に に 、 ヤ ギ の 一 方 の 腕 は 女性 らし く 他 方 の 腕 は 男性 らし 
い 。 

whose attriDutes we have comDined with those of our goat, 

クン ラー ト の 両性 具有 者 の 特徴 を ヤギ の 特徴 に 組み 合わ せ た 。 

since they are one and the same symDol. 

な ぜ な ら ク ン ラ ー ト の 両性 具有 者 と ヤギ は 同じ 象徴 だ か ら で あ る 。 

The torch ofintelhgence Durnimg Detween the horns is the magical hight 
of un1Vversal edullibrium: 

2 本 の 角 の 間 で 燃え て いる 知 の た いま つ は 普遍 の つり 合い の 魔術 の 光 で ある 。 

it is also the type of the soul exalted aDoVe matter 

2 本 の 角 の 間 で 燃え て いる 知 の た いま つ は 、 こ の 世界 の も の の 上 に 高め られ た 魂 の 
象徴 で ある 。 

even while connectmg with matter as the flame connects with the 
torch. 

火 が た いま つ に 結び つい て いる 様 に 、 魂 は 、 こ の 世界 の も の に 結び つい て いる 。 

The hideous head of the ammal expresses horror 0f sim, for which the 
material agent, alone resDonsible, must alone and for ever Dear the 
Denalty, 


動物 の 花 ろ し い 頭 は 、 こ の 世界 の も の の 代行 者 だ けが 永遠 に 六 を 負う べき で ある 、 
罪 の 恐ろし さ を 表す 。 

because the soul is irmpassiDle in its nature, and can suffer only Dy 
materialising. 

な ぜ な ら 魂 は 本 質 で は 無 感覚 で あり 、 魂 は 、 こ の 世界 の も の に 成る 事 に よっ て の み 
苦し む 事 が 可能 で ある 。 

The caduceus, which replaces the generatve orgaTu reDresents eternal 
jife: 

生殖 器 互 の 代わ り で ある 、 ケ ー リ ュ ケ イオ ン は 永遠 の 命 を 表す 。 

the scale-covered Delly typifies water: 

鱗 に 覆 わ れ た 腹 は 水 を 象徴 する 。 

the crcle aboVe it is the atmosphere: 

鱗 に 覆 わ れ た 腹 の 上 の 円 は 大 気 で ある 。 

the feathers stll higher up sigmfy the Volatle: 

鱗 に 響 われ た 腹 の 上 の 円 より 更に 高み に 有る 羽 は 揮発 し 易い も の を 表す 。 

lastly, humanity 1s deplcted Dy the two Dreasts and the androgyne arrms 
Of this sphinx of the occult sciences. 

隠さ れ た 知 の 上 記 の スフィンクス の 2 つの 胸 と 両性 具有 者 の 腕 は 人 性 を 表す 。 
Behold the shadows of the infernal sanctuary dissipatedl! 
地獄 の 聖 所 の 幻影 が 雲 散 唆 消 し た の を 見 よ ! 

Behold the sphinx of mediaeval terrors divined and cast from his 
throne! 

中 世 の 恐 怖 の スフィンクス が 見 抜か れ て 王座 か ら 投 げ 落 と され た の を 見 よ ! 
Quomodo cecidisti( = How you haVe fallen,) Lucifer! 

イザ ヤ 書 14 章 12 節 『 ど うし て ( 天 か ら ) 堕 ち て し まっ た の か !( 明 け の 明星 ) ル シフ ェ 
ル !」。 

The dread Baphomet henceforth, Iike all monstrous idols, enigmas of 
antidue sclenCce and its dreamms, 1S Only an innocent and even D1OUS 
hieroglyph. 

全て の 古代 の 知 の 奇形 の 偶像 、 古 代 の 知 の 謎 、 古 代 の 知 の 夢 の 様 に 、 花 ろ し い バ 
フォ メッ ト は 無害 な 宗教 的 な 象徴 に 過ぎ な い 。 

How should man adore the Deast, simce he exercises a SOVerelgm DOWer 
OVer 1t? 

どう し て 、 獣 を 統治 する 力 を 発揮 する 様 に 成っ た 人 が 獣 を 主として 区 礼 する で あろ う 
か ? 獣 を 統治 する 力 を 発揮 する 様 に 成っ た 人 は 獣 を 主として 敬礼 し な い ! 

Let us affirm, for the honour of humaruty, that it has never adored dogs 
and goats any more than ]amDs and DigeonSs. 

人 の 名 誉 の た め に 、 人 が 大 、 ヤ ギ 、 子 羊 、 ハ ト を 主として 敬礼 し た 事 は 無い と 断言 す 
る 。 

In the hieroglyphic order why not a goat as much as a 1amD? 
象徴 の 秩 育 に お いて 、 ど うし て 、 ヤ ギ は 子羊 と 同じ で は な い 事 が あろ うか ? 象 徴 の 秩 
序 に お いて 、 ヤ ギ と 子羊 は 同じ で ある 。 


On the sacred stones of Gnostic Christians of the Basilidean sect, are 
reDresentations of Christ under the diverse figures of kaDbDalistic 
arumals- sometmes a Dirdl, at others a hon, and, agaim, a Hion or Dull- 
headed serpent: 

神聖 な 石 の 上 に 、 バ シレ イデ ー ス 派 の グノー シス 主義 者 の キリ スト 教徒 は 、 キ リス ト 
の 象徴 と し て 、 鳥 、 ラ イオ ン 、 牛 の 頭 を 持っ た 蛇 と いっ た 、 様 々 な カバ ラ 的 な 動物 に よ 
る 象徴 を 記し た 。 

Dut in all cases 

た だ し 、 上 記 の 全て の 場合 に お いて 、 

He Dears invariaDly the same attributes of light, 

キリ スト の 象徴 は 、 常 に 同じ 、 光 の 属性 を 帯び る 。 

eve as OUr g0at, who canmot De confounded with faDulous images Of 
Sataru Ownmg to his sign of the pentagram. 

ヤギ の 特徴 を 持つ バフ ォ メ ッ ト で すら 、 サ タン の 架空 の 典型 と 混同 で き な い 様 に 、 五 
記 星 と いう キリ スト の 象徴 、 光 の 象徴 を 持っ て いる 。 

Let us assert most strongly, to comDat the remnants of Manichaeanism 
which are daily appearing among Christians, that as a suDer1or 
personality and Dower Satan does not exist. 

偽 の キリ スト 教徒 の 間 に 日 々 あら われ る ( 愉 の ) マ ニ 教 の (善悪 二元論 の ) 残 骸 と 戦う 
た め に 、 上 位 存在 と し て の 、 力 と し て の 、 サ タン は 存在 し な い 、 と 力説 する 。 

He is the personufication of all errors, 

サタ ン は 全て の 誤り を 擬人 化し た も の で ある 。 

DerVeTs1t1eS, 

サタ ン は 全て の 悪 を 擬人 化し た も の で ある 。 

an0dL conseduently 

結果 と し て 、 

WeakneSsSeS. 

サタ ン は 弱 さ を 擬人 化し た も の で ある 。 

If God may De defimed as He who necessarily exists, may we not defime 
Hns antagonust amnd enemy as he who necessar1ly does not exist? 

も し 人 が 神 は 存在 する 必要 が 有る 者 と し て 定め られ る の で あれ ば 、 人 は 神 の 敵 は 存 
在 し な い 必 要 が 有る 者 と し て 定め られ る の で は な いか ? も し 人 が 神 は 存在 する 必要 
が 有る 者 と し て 定め られ る の で あれ ば 、 人 は 神 の 敵 は 存在 し な い 必 要 が 有る 者 と し 
て 定め られ る !( へ ブラ イ 語 で サタ ン は 敵 を 意味 する 。) 

The absolute affirmation of good implies the aDsolute negation of evl: 
善 の 完全 育 定 は 、 悪 の 完全 否定 を 意味 する 。 

SO also in the light shadow itself is luminous. 

光 の 中 で は 、 影 は 目 に 見 える 物 で ある 。 

ThUS, 

上 記 の 様 に 、 

erring SDirits are good to the extent of their participation in Deimg and 
In truth. 

誤っ て いる 霊 は 、 神 が 存在 性 と 真理 性 の 分 け 前 を 与え て いる 、 と いう 点 で は 正しい 。 


There are no shadows without reflections, 

反映 で は な い 影 は 存在 し な い 。 影 は 反映 で ある 。 

no nights without moor, phosphorescence, and stars. 

月 、 焼 光 、 星 々 の 無い 夜 は 存在 し な い 。 

If hell De just it is good. 

も し 地獄 が 公正 、 適 切 、 正 当 で あれ ば 、 地 獄 は 正しい 。 も し 悪人 の 霊 が 地獄 の 状態 
に 有る 事 が 公正 、 適 切 、 正 当 で あれ ば 、 悪 人 の 霊 が 地獄 の 状態 に 有る 事 は 正しい 。 
No one has eVer Dlasphemed God. 

神 を 実際 に 冒 流 で きた 人 は 存在 し な い 。 

The insults and mockeries addressed to His disfigured images attain 
Hm not. 

神 へ の 醍 い 勝手 な 想像 に 対し て 作 辱 し た り 笑 いも の に し て も 、 神 に は 届か な い 。 
We have named Manichaeamism, and 1t 1s Dy this monstrous heresy that 
we shall explain the aDerrations of Dlack magic. 

( 偽 の ) マ ニ 教 (の 善悪 二元論 ) と 呼ん で いる 物 に 対し て 、 巨 大 な 反論 に よっ て 、 黒 魔 
術 的 な 逸 有 時 で ある と いう 事 を 説明 する つも り で ある 。 

The misconstrued doctrine of Zoroaster 

( 偽 の ) マ ニ 教 (の 善悪 二元論 ) は 、 ゾ ロア スタ ー の (2 つ 1 組 の ) 考 え へ の 誤解 で ある 。 
and the magical law of two forces constitutimg universal edulhbrium, 
( 偽 の ) マ ニ 教 (の 善悪 二元論 ) は 、 普 遍 の つり 合い の 2 つの 力 の 魔術 の 法 へ の 誤解 
で ある 。 

have caused some illogical rmimds to imagine a negatVe d1vimity, 
suDbordinate Dut hostile to the active diVimity. 

ゾロ アス ター の 2 つ 1 組 の 考え へ の 誤解 に よっ て 、2 つの 力 へ の 誤解 に よっ て 、 非 論 
理 的 な 愚 か な 大 衆 は 、 二 次 的 で ある が 一 次 的 で ある 神 に 敵対 する 、 反 対 の 神 、 神 の 
反対 を 妄想 し た 。 

ThUS, 

上 記 の 様 に 、 

the impure duad comes into Deing. 

大 衆 は 不純 な 2 つ 1 組 を 生ん だ 。 

Men were mad enough to halve Godi 

大 衆 は 狂っ て 神 を 分 像 させ た 。 

the star of Solomon was separated into two triangles, 

大 衆 は ソロ モン の 六 蘭 星 を 三角 形 と 逆 三 角形 に 分 像 させ た 。 

andthe Mamichaeans Imagined a trimity of night. 

マニ 教 の 偽 の 信者 は 夜 の 三位一体 を 妄想 し た 。 

This evil God, product of sectarian fancies, 

党派 心 の 強い 大 衆 が 悪 の 神 を 妄想 で ね つ 造 し た 。 

Inspired all manmias and all crimes. 

党派 心 の 強い 大 衆 が 妄想 で ね つ 造 し た 悪 の 神 は 大 衆 に 全て の 狂気 と 罪 を 妄想 さ 
7 だ 

Sangulnary Sacrifices Were offered him: 


大 衆 は 、 血 まみ れ の 生 費 を 、 党 派 心 の 強い 大 衆 が 妄想 で ね つ 造 し た 悪 の 神 に ささ 
げた 。 

monstrous idolatry replaced the true religior: 

奇形 の 偶像 崇拝 が 、 本 物 の 神 の 教え に 、 取 っ て 代わ っ た 。 

black magic traduced the transcendent and luminous magic Of true 
adeDtS, 

黒 魔術 は 、 本 物 の 達 道 者 の 超越 的 な 光 の 魔術 を 、 人 歪め て 大 衆 に 伝え た 。 

and horriDle conventicles of sorcerers, ghouls, and stryges tookplace in 
CaVernts and desert Dlaces, 

悪人 の 霊 の 魔術 師 、 グ ー ル 、 ス トリ ゲス の 、 恐 怖 の 秘密 の 集会 が 、 洞 穴 や 砂漠 で 行 
お れ た 。 

for dementia soon changes into frenzy 

すぐ に 、 狂 気 は 狂乱 に 変わ る 。 

and from human sacrifices to canmiDalism there is Only one steD. 

人 の 生 牙 か ら 人 肉 の 共食い まで 後 一 歩 で ある 。 


The mysteries of the SabDath have Deen variously descriDed!, 
but they figure always in grimoires and in magical trials: 


the reVvelations made on the subject may De classified under three 
headSs- 


1.those referring to a fantastc and imaginary SaDbDath: 


2.those which Detray the secrets of the occult assemDblies of VeritaDle 
adeDtS: 


3.revelations of foolish and crimmmal gatherimgs, having for their oDject 
the operations of Dlack magic. 


For a large numDer of unmhappy men and Womert, 
giVent ovVer to these mad and aDominable practtces, 
the SabDath was Dut a Drolonged nightmare, 


where dreams apDeared reahties, 


and were Induced Dy means of potions, furmigations, and narcotc 
frictions. 


Baptista Porta, whom we haVe already signalised as a mystifier giVes in 
his "Natural Magic," 


a Dretended recipe for the sorcerer's umguert, 

by means of which they were transported to the SabDbath. 
It is a cormposition of child's fat, 

of acorute Doiled with poplar leaVes, 

and some other dTugs, 

the whole mmixed wrth soot, 


which could not contriDute to the Deauty of the naked sorceresses Who 
repaired to the scene anomted wrth this pomade. 


There 1s another and more ser1OuS rec1De g1Ven Dy Baptsta Porta, 
which we transcriDe in Latim to preserVe its grimolre character 


Rec1pe: Sulm, acCOrumm vVulgare, Dentaphyllon, Verspertllionis sangunmem 
solanum somniferum et oleum, 


the whole boiled and incorporated to the consistence of an unmguent. 
We infer that compositions contaiminmg 0D1ates, 

the pith of green hermp, 

datura-stramonnum Or laurel-almond, 

Would enter quute as sUCcessfully into such Dreparations. 

The fat or Dlood ofnight-Dirds added to these narcotics, 

wrth Dlack maglcal cerermores, 


would impress Imagination and determimne the direction of dreamms. 


To SabDaths dreamed in this manner We must refer the accounts of a 
goat issuing from Ditchers and goimg Dack into them after the ceremonyi: 


imfernal powders obtained from the ordure of this goat 
who is called Master Leonardi: 


Danduets where aDortions are eaten wrthout salt and Doiled with 
SerDents and toads: 


danCeS, 


Im which monstrous ammals or men and women with impossiDle 
ShaDpeS, 


take Dart: 

unbridled debauches where incubi Droject cold spDerm. 

Nightmare alone could Droduce Or exDplaim such scenes. 

The unfortunate cure, 

GaufridY, 

and his aDandoned penutent, 

Madelime de ]a Palud!, 

went mad through kmdred delusions, 

and were Durned for Dersistng in affirming them. 

We must read the depositions of these diseased Deimgs during their trial 


to understand the extent of the aDerration DossiDble to an afflicted 
1magimation. 


But 


し か し 、 

the SabDath was not always a drearn: 

サバ ト は 常に 夢 で あっ た 、 と いう わけ で は な い 。 

1t did exist im reality: 

実際 に も 、 サ バト は 存在 し た 。 

evenl now there are secret nocturnal assemDlies for the practice of the 
rites of the old world, 

秘密 の 夜 の 集会 サバ ト は 、 古 代 の 世界 の 儀式 を 行う た め に 、 現 在 も 存在 する 。 
some Of which assemblies have a religious and soc1al oODject, 

ある サバ ト は 、 宗 教 的 な 目的 や 社会 的 な 目的 を 持っ て いる 。 

while that of others is concerned with orgies amd CorjuratiOns. 
別 の サバ ト は 、 酒 神祭 や 降 圭 術 と つなが り が 有る 。 

From this two-fold point of VieW We DrODOSse to consider and condemn 
the true SabDath, 

上 記 の 、2 つの 観点 か ら 、 実 際 の サバ ト を 考え て 非難 し よう と 思う 。 

ofthe magic of light in one case 

光 の 魔術 の サバ ト が 存在 する 。 

and the magic of darkness in the other 

間 の 魔術 の サバ ト が 存在 する 。 

When Christianity Droscr1Ded the puDlic exercise ofthe anclent 
WOrShiDs, 

キリ スト 教 が 古代 の 儀式 の 公 で の 実践 を 禁止 し た 時 に 、 

the partisans of the latter were compelled to meet in secret for the 
celebration of their mysteries. 

古代 の 宗教 の 熱心 な 信者 は 、 古 代 の 宗教 の 神秘 の 儀式 の た め に 、 ひ そ か に 会 う 様 
に 追い 込ま れ た 。 

Initates Dresided over these assemDlies, 

秘伝 伝授 者 が 、 古 代 の 宗教 の 集会 サバ ト の 、 長 を 務め た 。 

and soon estaDlished among the varietes of the worships a kimd of 
orthodoxy 

秘伝 伝授 者 は 、 す ぐに 、 多 様 な 宗教 の 中 で 、 正 統 派 的 習慣 を 確立 し た 。 

more easily facilitated Dy the aid of magical truth, 

サバ ト の 正統 派 的 習慣 は 、 魔 術 の 真理 の 助け に よっ て 、 容 易 に 促進 され た 。 
Decause 

な ぜ な ら 、 

DrOScr1pton umites wlls 

禁止 は 複数 の 意思 を 統一 する 。 

and gathers up the Donds of brotherhood Detween men. 

禁止 は 人 々 の 間 の 兄弟 愛 の きず な を まとめ る 。 

Thus, 

上 記 の 様 に し て 、 

the mysteries of Isis, of Ceres Eleusinia, of Bacchus, comDined with 
those ofthe good goddess and prirmeval Druidism. 


古代 エジプト の 女神 イシ ス の 神秘 、 ロ ー マ の 女神 ケレ ス の 神秘 、 エ レ ウ シ ス の 祭 、 酒 
神 バ ッ カ ス の 神秘 は 、 善 恨 な 女神 の 神秘 、 最 初 の ドル イド 教 と 組み 合わ され た 。 
The meetings took place usually Detween the days of Mercury and 
Jupiter or between those of Venus and Saturm: 

通常 、 集 会 サバ ト は 、 水 星 と 木星 の 日 の 間 か 、 金 星 と 土星 の 日 の 間 に 、 行 われ た 。 
the proceedings included the rites of initiation, 

サバ ト で 、 入 門 の 儀式 を 行っ た 。 

exchange Of myster1iOUS S1gTS, 

サバ ト で 、 神 秘 の 象徴 を 交換 し た 。 

singing 0f symDbolical hymns, 

サバ ト で 、 神 を た た える 象徴 的 な 歌 を 歌っ た 。 

the cementing of umion at the Danguetimg Doard, 

サバ ト の 懇 の 円 晶 で 、 結 束 を 固め た 。 

the success1Vve formation of the magical chain at table and in the dance: 
サバ ト の 宴 の 円 卓 と 円 舞 で 、 連 続 的 に 、 魔 術 の 鎖 を 形成 し た 。 

anQL fimally, the meetimg broke up after renewing Dledges in the 
presentce Of the chiefs and recelving instructions from them. 

長 で ある 秘伝 伝授 者 達 の 前 で 新た に 約束 し て 、 長 で ある 秘伝 伝授 者 達 か ら 教 え を 
受け た 後に 、 集 会 サバ ト を 解散 し た 。 

The candidate for the SapbDath was led, or rather carried, to the 
assemDbly, wth his eyes covered Dy the magical mantle in which he was 
Completely envelopedl 

サバ ト へ の 入門 を 希望 する 修行 者 は 、 両 目 を 魔術 の マン ト で 覆 わ れ て 、 魔 術 の マン 
ト で 完全 に 包ま れ て 、 サ バト に 、 導 か れる 、 と いう より は 、 運 ば れ て くる 。 

he was led Detween irmmense fires, while alarming noises Were made 
aDout hum. 

修行 者 は 、 無 数 の 火 の 中 、 不 安 に させ る 音 が 立て られ て いる 中 、 導 か れる 、 と いう よ 
り は 、 運 ば れ て くる 。 

When his face was Dared!, 

修行 者 が 顔 か ら 魔術 の マン ト を 外さ れる と 、 

he found himself surrounded Dy infernal monsters, 

修行 者 は 、 地 獄 の 奇形 の も の に 包囲 され て いる 事 に 気づく 。 

andin the presence of a colossal amd hideous goat 

修行 者 は 、 巨 大 な 恐ろし い ヤ ギ の 前 に いる 事 に 気づく 。 

which he was commanded to adore. 

修行 者 は 、 巨 大 な 恐ろし い ヤ ギ を 敬礼 する 様 に 命令 され る 。 

All these ceremorues were tests of his force of character and confidence 
In his initiators. 

上 記 の 、 サ バト の 、 修 行者 へ の 全て の 儀式 は 、 修 行者 の 性 格 の 強 さと 、 修 行者 の 祖 
師 へ の 信頼 を 試す 試練 で ある 。 

The final ordeal was most decis1ve of al 

特に 、 ヤ ギ を 敬礼 する 、 最 後 の 試練 は 、 決 定 的 で ある 。 

Decause 


な ぜ な ら 、 

it was at first sight hurmliatmg and ridiculous to the mind ofthe 
Candidate: 

ヤギ へ の 敬礼 は 、 一 見 、 修 行者 の 精神 に と っ て 、 屈 辱 的 で 滑稽 (こっ けい ) で ある 。 
he was commanded without circurmspection to kiss respectfully the 
posterior of the goat: 

修行 者 は 、 不 用 心 に 、 ヤ ギ の 尻 に 敬意 を 込め て 口づけ する 様 に 命令 され る 。 

下 he refused, his head was again coVered, and he was transported to a 
distance from the assemDly with such extraordinary rapidity that he 
believed himself whirled through the ar: 

も し 修行 者 が ヤギ の 尻 へ の 口づけ を 拒否 すれ ば 、 修 行者 は 、 魔 術 の マン ト で 頭 を 包 
まれ て 、 サ バト か ら 離 れ た 所 へ 、 修 行者 が めまい を 感じ た と 信じ る 様 な 驚く べき 速 さ 
で 、 運 ば れる 。 

The assemted!, 

も し 修行 者 が ヤギ の 尻 へ の 口づけ を 承認 すれ ば 、 

he was taken roumd the symDolhical idol, 

修行 者 は 、 象 徴 的 な 偶像 で ある ヤギ を 一 周 さ せら れる 。 

and there foumd, not a repulsiVe and OoDscene obDject, Dut the youmg and 
graCclOuS Countenantce Of a Driestess of ISis or Maia, 

修行 者 は 、 い や らし い 物 で は な く 、 女 神 イ シス か 女神 マイ ア の 若い 優美 な 女 祭司 の 
顔 を 見 る 事 に 成る 。 

who gaVe him a maternal salute, 

女 祭司 は 母 の 様 に 修行 者 を 歓迎 する 。 

and he was then adrmitted to the Danduet. 

修行 者 は サバ ト の 亡 に 受け 入れ られ る 。 

As to the orgies which in many such assemDlies followed the Danguet, 
we must Deware of Delieving that they were generally Dermutted at 
these secret agaDpae: 

上 記 の 様 な 、 秘 密 の 愛 響 (あい さん ) で ある 集会 サバ ト の 、 多 数 で 、 食 後に 乱 交 が 
有 っ た と 信じ る の は 用 心 する 必要 が 有る 。 

at the same tme 

同時 に 、 

it is kmown that a numDer of gnostic sects Dractised them in their 
ConVventicles during the early centuries of Christiamity, 

キリ スト 教 の 最初 の 数 世紀 の 間 、 多 数 の グノー シス 主義 者 が 秘密 集会 サバ ト を 実 
践 し た 事 が 知ら れ て いる 。 

That the flesh had its protestants in those ages of asceticism and 
COImpression Of the senses Was inevitaDle, amd Cam OCCas1On n0 SUTDT1S6, 
感性 の 圧迫 と 禁欲 の 時 代 で あっ た キリ スト 教 の 最初 の 数 世紀 に 、 肉 欲 が 禁欲 に 抗 
議 し た 事 は 、 当 然 で あり 、 和 驚か な い 。 

Dut 

し か し 、 


we must not accuse transcendent magic of the irregularities it has neVer 
authorised. 

大 衆 は 、 超 越 的 な 魔術 が 許し た 事 が 無い 不 品行 に よっ て 、 超 越 的 な 魔術 を 非難 す 
る な か れ 。 

Isis is chaste in her widowhoodi: 

イシ ス は 未亡人 に 成っ て も 貞 汰 で ある 。 

Diana Panthea is a virg1n: 

汎 神 の 女神 ディ アナ は 処女 で ある 。 

HermanuDis, Dossessing Doth sexes, can satisfy neither: 

ヘル マニ ビス は 、 両 性 具有 者 で 、 男 性 性 も 女性 性 も 満足 させ られ な い 。 

the Hermetic hermaphrodhite 1S Dure: 

ヘル メス の 両性 具有 者 は 純潔 で ある 。 

Apollomius of TVyana never yielded to the seductions of pleasure: 

ティ アナ の アポ ロニ ウス は 快楽 の 誘惑 に 負け な か っ た 。 

the Emperor julian was a man of rigid contimence: 

ユリ アヌ ス 帝 は 厳しく 節制 し た 人 で あっ た 。 

Plotinus of Alexandria was ascetic in the manner of his life: 

アレ クサ ンド リア 学派 の プロ ティ ノ ス は 禁欲 主義 者 で あっ た 。 

Paracelsus was such a stranger to foolish love that his sex Was 
SUSDeCctedi 

パラ ケル スス は 性 別 を 疑わ れる ほど 愚か な 肉欲 と は 無縁 の 人 で あっ た 。 
Raymund Lully was initiated in the final secrets of science only after a 
hopeless Dass1on which made him chaste for ever 

永遠 に 独身 を 碑 わ せ た 希 望 の 無い 愛 の 後に に ライ ムン ドゥ ス ルル ス は 知 の 究極 の 
秘密 を 秘伝 伝授 され た 。 

It is also a magical tradition that pantacles and talismans 1ose all ther 
Virtue when he who wears themm enters a house of prostitution Or 
cormrmits an adultery. 

pantacle と タリ スマ ン を 身 に つけ て 娘 館 に 入っ た り 琶 洲 す る と 、pantacle と タリ ス 
マン は 力 を 全て 失う と いう の が 、 魔 術 の 口伝 で ある 。 

The SabDbath of orgies must not therefore De considered as that of the 
VeritaDle adeDts. 

乱 交 の サバ ト を 、 本 物 の 達 道 者 の サバ ト と 考え る な か れ 。 

With regard to the term SaDbDath, 

サバ ト と いう 言葉 に つい て は 、 

some haVe traced it to the name of Sabasius, and other etymologies 
have been imagimed. 

ある 人 は Sabasius と いう 名 前 に 由来 する と 想像 し た り 、 別 の 人 は 他 の 語源 を 想像 
し て いる が 、 

The most simple, in our opIron, connects 1t with the jewish SabDath, 
エリ ファ ス レヴ ィ の 考え で は 、 最 も 簡潔 に 、 サ バト は 、 安 息 日 を 意味 する へ ブラ イ 語 の 
サバ ト に 由来 する 。 

for 


な ぜ な ら 、 

it is certain that the jews, the most faithful depositaries of the secrets of 
the KabDbalah, were ahmost invariaDly the great masters in magic during 
the middle ages. 

カバ ラ の 秘密 の 信心 深い 保管 者 で ある 、 へ ブライ 人 は 、 ほ ば 常に 、 中 世 の 間 も 、 魔 術 
の 大 いな る 祖師 で あっ た の は 確実 で ある 。 

The SabDbath was therefore the Sunday of the Kabbalists, the day of ther 
religious festiVals, or rather the night oftheir regular assemD1y. 
サバ ト は 、 カ バリ スト の 日 曜 、 カ バリ スト の 宗教 的 な 祭 の 日 、 と いう より は 、 カ バリ スト 
の 定期 的 な 集会 の 夜 で あっ た 。 

This feast, surrounded with mysteries, had the vulgar tmmidity for its 
safeguard 

神秘 に 包ま れ た 、 祭 サバ ト は 、 大 衆 の 恐怖 を 保護 手段 と し て 持っ て いた 。 

and escaped Dersecutlon Dy terror 

サバ ト は 恐怖 に よっ て 人 迫害 を 免れ た 。 

As to the diabolical Sabbath of necromancers, 

悪人 の 霊 の 魔術 師 の サバ ト に つい て は 、 

it was a Counterfeit of that of the magi, 

剖 人 の 霊 の 魔術 師 の サバ ト は 、 本 物 の 魔術 師 の サバ ト の 偽物 、 模 條 で あっ た 。 

an assemDb1ly of malefactors who exploited idiots and fools. 

悪人 の 霊 の 魔術 師 の サバ ト は 、 愚 者 を 食い 物 に する 有害 な 悪人 の 集会 で あっ た 。 
There horriDle rites were Dractsed and aDomnnaDle potions 
COmpounded!, 

悪人 の 霊 の 魔術 師 の サバ ト で は 、 恐 ろ し い 儀式 を 行い 、 憎 むべ き 薬 を 調合 し た 。 
there sorcerers and sorceresses ]aid their plans and instructed one 
another for the commonr support of their reputation in Drophecy and 
divimation: 

悪人 の 霊 の 魔術 師 の サバ ト で は 、 悪 人 の 霊 の 魔術 師 ど も や 魔女 ども が 、 偽 の 予言 
や 偽 の 占い の 名 声 を 助け る た め に 、 策 略 を 用 意 し 、 相 互 に 教え 合っ た 。 

at that period diviners were generally consulted 

当時 、 悪 人 の 寺 の 魔術 師 ど も や 魔女 ども は 、 一 般 的 に 、 占 い 師 を 職業 に し た 。 

and followed a lucratiVe profession while exercising a real DOWer. 

当時 、 占 い 師 は 、 実 際 に 力 を 発揮 する 限り 焦 か る 職業 で あっ た 。 

SuCh insttutlons neither had nor Could Dossess any regular rites: 

悪人 の 霊 の 魔術 師 の サバ ト は 、 正 統 派 的 習慣 、 正 統 派 的 儀式 を 持て な か っ た 。 
everything depended on the caprice ofthe chiefs and the vertigo of the 
assemDly. 

悪人 の 霊 の 魔術 師 の サバ ト で は 、 全 て の も の が 、 悪 人 の 霊 の 魔術 師 ど も や 魔女 ども 
の 気まぐれ と 、 大 衆 の 混乱 に 左右 され て し まっ た 。 


What was narrated Dy some who had Deen present at them served as a 
type for all nightmares of hallucination and fromm this chaos of 
1mpoSssiDle realities amd demomiac dreams haVve issued the revoltimg 
and foolish histories of the SabDath which figure in magical DroCesses 
andin the Dooks of such writers as Spranger Delancere, Delrio, and 
Bodim. 

中 略 

The rites ofthe Gnosttc SabDbath were imported into Germany Dy an 
assoclation which took the name of MoDses. 

It replaced the KabDalistic goat Dy the Hermetic dog, 

and he candidate, 

male or female, 

for the order initiated womer, 

was brought in with eyes Dandagedi 


the same infernal noise was made in their neighDourhoodl 


which surrounded the name of SabDbath with so many inexplhicable 
TUImOUTS: 


they were asked whether they were afraid of the dev, 


and were aDruptly reduired to choose Detween kissing the posterior of 
the grand master and that of a small silk-covered figure of a dog, 


which was substituted for the old grand idol of the goat of Mendes. 
The sign ofrecogmition Was a ridiculous grirmace, 


which recalls the phantasmagoria of the ancient SabDath and the masks 
of the asslstants. 


For the rest, 
their doctrine 1s surmmmed up in the cultus of love and Hicense. 


The associatlon came into existence whenr the Roman Church was 
Dersecutimg Freemasonry. 


The Mopses pretended to recruit Only among Catholics, 


and for the oath at reception they suDstituted a solermn engagement 
upon honour to reVeal no secrets of the order 


It was more effectual thanl any oath, 


and left nothing for religion to oDject. 


The name of the Templar Baphomet, which should De spelt 
KabDalistically Dackwards, is cormposed of three abbreviations: TEM. 
OHP. AB., Templi ommnium hominmumm pacis abDas, "the father of the 
temple of umiversal Deace among men.“ 

神殿 騎士 団 の バフ ォ メ ッ ト 、Baphomet と いう 名 前 は 、 カ バラ 的 に 逆 に つづ る べき で 
あり 、TEM、OHP、AB と いう 3 つの ラテ ン 語 の 略語 か ら 成 る 。 神 殿 騎 士 団 の バフ ォ 
メッ ト と いう 名 前 は 「 人 々 の 間 の 普遍 の 平和 の 神殿 の 父 」 を 意味 する 。 

Accordimg to some, the Bahomet was a monstrous headi 

ある 人 に よれ ば 、 バ フォ メッ ト は 奇形 の 頭 で あ る 。 

aCCOrding to others, a demon in the form of a goat. 

別 の 人 に よれ ば 、 バ フォ メッ ト は ヤギ の 形 を し た 悪魔 で ある 。( 悪 魔 は 存在 し な い 。) 
A sculptured coffer was disinterred recently in the runns of an old 
commandery of the temple, 

19 世紀 に 、 絵 が 彫 られ た 箱 が 、 神 殿 騎 士 団 の 古い 集会 所 の 遺跡 で 、 発 掘 され た 。 
and antiduaries oODserved upon it a Daphometic figure, 

古物 研究 家 は 、 神 殿 騎 士 団 の 遺物 の 箱 に 彫 られ た 絵 が 、 バ フォ メッ ト の 様 な 絵 で あ 
る と 気づい た 。 

COrTesDonding by its attriDutes, to the goat of Mendes and the 
androgyne of Khunrath. 

神殿 騎士 団 の 遺物 の 箱 に 彫 ら れ た 絵 、 バ フォ メッ ト の 様 な 絵 は 、 メ ン デ ス の ヤギ や ク 
ン ラ ー ト の 和 両 性 具有 者 の 特徴 を 持っ て いた 。 

It was a Dearded figure with a female body 

バフ ォ メ ッ ト の 様 な 絵 に は 、 あ ご ひげ が 有る 女性 の 体 が 描か れ て いる 。 

holding the sun in one hand and the moon in the other attached to 
Chalns. 

バフ ォ メ ッ ト の 様 な 絵 に は 、 一 方 の 手 に 太陽 を 、 他 方 の 手 に 月 を 、 鎖 で つない で 持っ 
て いる 者 が 描か れ て いる 。 

Nowy this virile head is a Deautiful allegory which attriDutes to thought 
alone the initiatimg and creatmg DrInciple. 


バフ ォ メ ッ ト の 様 な 絵 の 、 あ ご ひげ が 有る 男らしい 頭 は 、 美 し い 象徴 で や る 。 バ フォ 
メッ ト の 様 な 絵 で は 、 始 め る 創造 する 原理 を 、 考 え を 象徴 する 頭 だ け に 帰し て いる 。 
Here the head represents sDirit and the Dody matter 

バフ ォ メ ッ ト の 様 な 絵 で は 、 頭 は 精神 を 表す 。 体 は 物質 を 表す 。 

The orDs enchaied to the human form, and directed Dy that nature of 
which intelhgence is the head, are also magnificently allegorical. 

人 の 形 に 鎖 で つなが れ た 、 自 然 が ( 心 を ) 傾 ける 、 太 陽 と 月 。 自 然 の 知 で ある 頭 。 太 陽 
と 月 と 頭 は 大 い に 象 徴 的 で ある 。 


The sign all the same was discoveredl to De oDscene and dnabolical Dy 
the learned men who exarmmed it. 

中 略 

Can we De surprised after this at the spread of mediaeVal supersttion in 
OUT 0WT day! 

One thimg only surprlses me, 

that, 

believing in the devil and his agents, 

men do not rekimdle the faggotS. 

M. Veuillot is 1ogical and demands it 

one should honour men who haVe the courage of their opimions. 
Pursu1ng OUT CUT10US TeSeaTCheS, 


We come now to the most horrible mysteries of the grimoire, 


those which are concerned with the evocations of devils and Dacts with 
hell. 


After attriDutmg a real existence to the aDsolute negation of goodmess, 
after having enthroned the aDsurd and created a god of falsehoodl 


it remaimed for human folly to invoke the impossiDle idol, 


and this mamiacs have done. 

We were lately informed that the most reverend Father Ventura, 
formerly Superior of the Theatimes, 

Bishops' EXxarmmer etC., 

after reading Our Doctrine, 

declared that the kabDbalah was,in his opimion, 

an inVention of the devil, 


and that the star of Solomon was another diabolical device to Dersuade 
the world that Satan was the same as God. 


See what is taught seriously Dy the masters in Israel! 


The ideal of nothimgness and night inVventimg a suDlme phillosophy 
which is the umnversal Dasis of faith and the keystone of all temples! 


The demon placimg his signature Dy the side of God's! 
My Venerable masters in theology 
you are greater sorcerers thanl you Or Others are aWaTe, 


and He who said: 


"The devil is a liar Iike his father" 
「 悪 魔 は 嘘つき で ある 。 悪 魔 の 父 ( で ある 悪人 ) が 嘘つき で ある 様 に 。」。( 悪 魔 は 存在 
し な い 。) 


would have had some oDservations to make on the decisions of your 
TeVeTentCceS. 


We of the devil must Defore all thmgs belong to areligion 
which admmits a devl, 

creator and rival of God. 

To inVvoke a DOWer 

we must Delieve im it. 


Given this firm faith in the religion of the devil, 


We must Droceed as follows to enter into correspondence wrth this 
Dseudo-Deity: 


MAGICAL AXTOM. 


In the circle of its actior, every woOrd creates that which it affirms. 


DIRECT CONSEOUENCE. 


He who affirms the devil, creates or makes the devil. 


Conditions of Success in Infernal Evocations. 
1, InvimciDle oDstimacyi: 


2,a COnSclence at Once hardened to crime and most suDject to remorse 
and fear: 


3, affected or natural ignorantce: 
4, blind faith in all that is incredible: 


5, a COmpletely false idea of God. 


We must afterwardS- 
(a) Profane the ceremonies of the cultus in which We Delieve: 
(D) offer a Dloody sacrifice: 


(c) procure the magic forkK, which is a Dranch of a simgle Deam of hazel 
or almond, cut at one blow wrth the new knife used for the sacrifice. 


It must terminate im a forKk, 


which must De armoured wrth iron or steel made from the blade of the 
Defore-mentioned knife. 


A fast of fifteen days must De oDserved, 
takimg a single unsalted repast after sumndOWm: 


this repast should consist of Dlack Dread and Dlood seasoned with 
unsalted spices or Dlack Deans and milky and narcotic herDs. 


We must get drunk eVery fiVe days, 
after sundowm, 


on wine in which fiVe heads of Dlack poppies and fiVe ounces of 
pounded hemp seed have Deen steeped for fiVe hours, 


the infusion Deing strained through a cloth woven Dy a prostitute: 
StrictlY SDeakK1mg, 

the first cloth which comes to hand may De used!, 

should it have Deen woven Dy a woman. 


The evocation should De performed on the night Detween Monday and 
Tuesday, 


or that Detween Friday and Saturdayi 


A solitary and condemned spot must De chosen, 

such as a cemetery haunted Dy ev1l SDir1ts, 

an aVolded ruin in the country, 

the Vaults of an abandoned conVent, 

a place where some murder has Deen commrnitted, 

a druidic altar or an old temple of idols. 

A Dlack seamless and sleeveless roDe must De providedi: 
a leaden cap emDlazoned wrth the signs of the moon, 
Venus, 

and Saturn: 

two candles of human fat set in Dlack wooden candlesticks, 
carved in the shape of a crescent: 

two crOwms Of VerVvain: 

a magical sword with a Dlack handle: 

the magical forki 

a CODDer Vase Contaimnng the blood of the victm: 


a censer holding the perfumes, namely incense, camphor aloes, 
armDergr1s, and stOraX, 


kneaded with the blood of a goat, a mole, and a Dat: 
four nails taken from the coffin of an executed crirmminal: 


the head of a black cat which has been nourished on humar flesh for 
fiVe days: 


a Dat drowned in Dlood: 

the horns of a goat 

Cum duO Duella concuDuert: 

and the skull of a parricide. 

All these hideous and scarcely oDtaumaDple oDjects havimg Deen collected, 
they must De arranged as folloWs: 

Aperfect circle is traced Dy the sword!, 

wrth a Dreak, 

OY Way 0f 1SSu1ng, 

On One si1de: 

a triangle is drawnr in the circle, 

and the pantacle thus formed is coloured with bloodi: 

at one of the angles of the triangle a chafimg-dish is placedl 


and this should have been included among the indispensaDle oDjects 
already enumeratedi: 


at the oODposite Dase of the triangle three httle circles are descriDed for 
the operator and his two asslstants: 


behind that of the operator the sign of the laDarum or monogram of 
Constantime is drawT, 


not wrth the blood of the victm, 
Dut with the operator's own Dlood. 
The operator and his assistants must have Dare feet amnd coVered heads. 


The skin of the immolated victm must De also Drought to the place, 


and, Deimg cut imto str1Ds, 
must De placed withm the circle, 
formimg a second and inmner Circle, 


fixed at four corners by the four nails from the coffin already 
mentioned. 


Hard Dy the nails, 

Dut outside the circle, 

must De placed the head of the cat 
the human or rather inhuman skull, 
the horns of the goat, 

and the Dat: 


they must be sprinkled with a branch of Dirch dipped in the blood ofthe 
V1Ctim, 


and then a fire of cypress and alderwood must De Highted!, 


the two magical candles Deimg placed on the right and left of the 
ODerator 


encircled with the wreaths of VerVvain. 

The formula of evocation can now De pronouncedl 

as they are found in the magical elements of Peter of Apon0, 
Or in the grimoires, 

whether printed or manuscr1Dt. 

That of the Grand Grimoire, 


reproduced in the vulgar Red Dragon, 


has Deen wilfully alteredl 
and should De read as folloWs: 


"By Adonai Elomm, Adonai jehova, Adonal SaDaoth, Metraton On Agla 
Adonai Mathon, the pythonic word, the mystery of the salamander the 
assemDly of the sylphs, the grotto of the gnomes, the demons of the 
heaven of Gad, Almousim, G1Dor jehosua, EVam, Zariatmatmik, Come, 
Come, Come!" 


The grand appellation of Agrippa consists only in these words: DIES 
MIES ]ESCHET BOENEDOESEF DOUVEMA ENITEMAUS. 

コル ネリ ウス アグ リッ パ の (悪魔 へ の ) 大 いな る 呼称 は 、 意 味 不 明 な 言葉 の 共 列 で あ 
る 。 

We make no pretence of understanding their meanmnng: 

コル ネリ ウス アグ リッ パ の (悪魔 へ の ) 大 いな る 呼称 の 、 意 味 を 理解 し て いる ふり は し 
な い 。 

DOSS1DIy they possess none, 

多分 、 コ ルネ リウ ス アグ リッ パ の (悪魔 へ の ) 大 いな る 呼称 は 、 何 の 意味 も 持っ て いな 
い 。 

assuredly none which is reasonaDle, 

確実 に に コル ネリ ウス アグ リッ パ の (悪魔 へ の ) 大 いな る 呼称 は 、 論 理 的 な 意味 を 
持っ て いな い 。 

SITCe 

な ぜ な ら 、 

they avall in evoking the devll, who is the sovereign unreason. 

無 上 に 非 論理 的 で 存在 する と は 考え られ な い 悪 魔 を 呼び 出す た め に 利用 する 言葉 
が 論理 的 な 意味 を 持っ て いる は ず が 無い 。 

Picus de Mirandola, no douDt from the same motive, affirms that in 
black magic the most DarDarous and umnntelligible words are the most 
efficacious and the Dest. 

上 記 の 理由 か ら 、 疑 い 無く 、 ピ コ デラ ミラ ンド ラ は 「 最 も 学 が 無い 理解 不能 な 言葉 
ほど 、 黒 魔術 に 最も 有効 で 良い 。」 と 断言 し て いる 。 


The conjurations are repeated im a 1ouder VO1Ce, 


中 略 


aCCOmDparued Dy imprecations and menmaces, 
untll the spirit replies. 


He is commorly preceded Dy a violent wind which seems to make the 
whole country resound. 


Then domestic amumals tremDle and hide away 

the assistants feel a breath uponr their faces, 

and their hair 

damp with cold sweat, 

rises UDor ther heads. 

The grand and supreme appellation, 

accOrdimg to Peter of Apon0, 

is as follOWs:- 

"Hemen-Etan! Hemen-Etan! Hemen-Etan! EL* ATTT TITEIPT AO0ZIAF 
HYN* TEU* MINOSET* ACHADON\ Vay* Vaa* EVe* Aaa* Eie* Exe A EL 
EL EL A HY! HAU! HAU! HAU! HAU! VA! VA! VA! VA! CHAYATOTH. Aie 
Saraye, ale SaTaye, ale Saraye! By Eloym, Archuma, RaDur BATHAS over 
ABRAC, flownng down, coming from aDove ABEOR UPON ABERER 
Chavajoth! Chavajoth! Chavajoth! I command thee by the Key of 
SOLOMON and the great name SEMHAMPHORAS.“ 


The ordinary signs and signatures of demons are giVen DeloW:- 


But they are those of the inferior demons, and here follow the official 
slgnatures of the princes of hell, attested judicially- 


Judicially, 0 M. le Comte de Mirville!- 


and preserVved in the archives Of justice as conVlctimg evidences for the 
trial of the unfortunate Urbain Grandier 


These signatures aDDear under a Dact of which Colhn de Plancy gives a 
facsimile reproduction in the Atlas of his "Inmfernal Dictionary." 


It has this margimal note: 

"The draught is in hell, in the secretary of Lucifer" 

a Valuable item ofinformation about a 1ocahty Dut irmperfectly kmnowm, 
and Delonging to a Derlod apDDproxX1lmate to Our 0WT, 

though anterior to the trial of the young LaDarre and Etalonde, 

WIhO0, 

aS eVeTy One KmOWS, 

were Contemporaries of Voltaire. 


Evocations were frequently followed Dy pacts written on Darchment of 
goat skim with an iron pen and Dlood drawn from the left arm. 


The document was in duplicate: 


One CODy Was Carried off by the fiend and the other swallowed Dy the 
wilful reproDate. 


The reciprocal engagements were that the demon should serve the 
SOrCerer durinmg a g1Ven Derlod of years, 


and that the sorcerer should Delong to the demon after a determinate 
tme. 


The Church in her exorcisms has consecrated the belief in all these 
thimgs, 

上 記 の 、 悪 魔 に つい て の 信念 を 、 教 会 の 大 衆 は 、 悪 魔 払 いで 、 清 め て し まっ た 。( 悪 魔 
は 存在 し な い 。 悪 人 の 霊 は 存在 する 。) 

amd 

その た め 、 

1t may De said that Dlack magic and its darKksome prince are the tTUe, 
living, and terriDle creation of Roman Catholicism: 


墨 魔 術 と 闇 の 王者 で ある 悪魔 は 、 ロ ー マ の カト リ 0P シ に 生き て いる 机 
怖 の ね つ 造 物 と 言え る か も し れ な い 。( 悪 魔 は 存在 し な い 。 悪 人 の 霊 は 存在 する 。) 
that they are eVenr ts speclal and character1stc WorKk, 

味 魔 術 と 悪魔 は 、 ロ ー マ の カト リ 2 と 言え 

る か も し れ な い 。( 悪 魔 は 存在 し な い 。 悪 人 の 霊 は 存在 する 。) 

for 

な ぜ な ら 、 

Drlests inVent not God. 

祭司 が 神 を 創造 し た わけ で は な い 。 聖 職 者 が 神 を 創造 し た わけ で は な い 。 神 は 創造 
され た 者 で は な い 。 

S0 

その た め 、 

do true Catholics cleave from the Dottom of their hearts to the 
consecration and even the regeneraton of this great WorK, 

本 物 の カト リッ ク は 、 心 の 底 か ら 、 趣 魔 の 否定 と いう 「 大 いな る 務め 」 を 清め て 復活 さ 
せる 事 に 、 良 い 意味 で と ら わ れ て いる 。 

which is the philosophical stone of the official and Dos1tiVe cultus. 
悪魔 の 否定 と いう 「 大 いな る 務め 」 は 、 公 の 儀式 の 実 貴 を 、 金 に 変え る 、 賢 者 の 石 で 
ある 。 

In thieves' slang the devil is called the Daker Dy malefactors: 

賊 の 俗語 で は 、 有 害 な 悪人 ども は 、 悪 魔 を パン 屋 と 呼ん で いる 。( イ エス は パン を 清 
め た 。 悪魔 は 存在 し な い 。) 

all our desire, 

エリ ファ ス レヴ ィ と いっ た 神 の 聖霊 の 魔術 師 の 願い は 、 

and 

まだ 、 

We speak no longer from the standpoint of the magus, Dut as a devoted 
child of Christianity and of that Church to which we owe our earlest 
education and our first enthusiasms- 

神 の 聖霊 の 魔術 師 の 立場 か ら で は な く 、 最 初 の 教育 と 最初 の 感動 を 受け た 恩 が 有 
る キリ スト 教 と 教会 に 身 を ささ げた 信者 と し て 話す と 、 

all our desire, 

全て の 正しい 人 の 願い は 、 

We say, 1s that the phantom of Satan may no 1onger De able to De termed 
the Daker for the ministers of morality and the representatives of the 
highest Virtue. 

倫理 道徳 の 代行 者 で ある 、 無 上 の 徳 の 代表 者 で ある 、 人 々 が 、 サ タン 、 悪 魔 と いう 幻 
盟 を 、 パ ン 屋 と 呼ば な い 様 に する 事 で ある 。( イ エス は パン を 清め た 。 悪 魔 は 存在 し な 
い 。) 

Wil they appreclate our intention and forgive the Doldness of our 
asDirations in consideration of our devoted intentions and the sincerity 
Of our faith? 


エリ ファ ス レヴ ィ の 意図 を 評価 し て 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ の 、 献 身 的 な 意図 と 信心 の 誠 
実 さ に よっ て 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ の 願い の 大 胆 さ を 許し て も ら え ます か ? 


The devil-making magic which dictated the Grimoire of Pope Honor1us, 
Enchiridion of Leo III., 

the exorcisms of the Ritual, 

the verdicts of induisitorS, 

the suits of Laubardement, 

the articles of the Veuillot Drothers, 

the books of MM. de FallouX, 

de MontalemDert, 

de Mirville, 


the magic of sorcerers and Of Dious DersOnSs WhOo are TOt SOrCeTerS, 


1s something truly to De condemned in the one and infinitely deplored 
im the other 


It is aDoVe all to comDat these unhappy aDerrations of the human mmd 
by their exposure that we have puDlished this Dook. 


May it further the holy cause! 


But We have not yet exhibited these impious devices in all therr 
turDitude, 


andin all their monstrous folly: 
we must remoVve the Dlood-stamed filth of perished superstitons: 


We must tax the annals of demonoman1a, 


SO aS tO concelve of certaim crimes which imaginatton alone could not 
1nVent. 


The KapDalist Bodim, 

Israelite Dy conViction and Catholic Dy necess1ty, 

had no other intention in his "Demonomamia of Sorcerers" 
than to impeach CathoHcism im 1ts WorKks, 

and to undermine it im the greatest of all its doctrimal aDuseSs. 
The treatise of Bodin is profoundly machiavellhc, 


and strikes at the heart of the institutions and Dersons 1t aDDears to 
defend. 


It would De difficult to imagine without reading his vast mass of 
Sangulmary and hideous histories, 


aCts Of reVoltimg SUDerStitiOn, 

sentences amd executions of stupid ferocity. 

"Burn all!" 

the induisitors seemed to Cry. 

"God wl distimnguish His own!" 

Poor foo15, 

hysterical Womenl, 

amd idiotS, 

Were acCordimgly Durned without mercy for the crime of magic, 
while, at the same tmme, 


great crlmrumals escaped this urjust and sanguimary ]USt1Ce. 


Bodim g1Ves us to understand this Dy recountimg such anecdotes as that 
which he connects with the death of Charles IX. 


It is an almost unknown abomination, 

and one which has not, 

sO far as We knoW, 

tempted the skill of any romancer 

even at the periods of the most feverish and deplorable Hiterature. 


Attacked Dy a disease of which no physiclan could discover the cause or 
explain the frightful symptoms, 


King Charles IX. 

Was dy1mg. 

The Queen-Mother 

who ruled him entirely, 

and had everything to 1ose under another reign- 

the Queen-Mother 

who has Deen suspected as the author of the disease, 

Decause concealed devices and unknown interests have always Deen 
attriDuted to her who was capaDle of anything consulted her 
astrologerS, 

and then had recourse to the foulest form of magic, 

the Oracle of the Bleedimg Head!, 

for the sufferer's condition grew Worse and more desperate daly. 


The infernal operation was performed in the following way. 


A child was selected!, 


of Deautiful appearance and innocent manners: 

he was prepared for his first commmumion by the almoner of the palace. 
When the day or rather night of the sacrifice arriVedl 

anonKk, 

an apostate jacoDim, 

giVe OVer to the occult works of Dlack magic, 

celebrated the Mass of the Devil at midnight, 

Im the sick-room, 


andin the presence only of Catherine de Medicis and her trusted 
Confidants. 


It was offered before the image of the demon, 
having a Crucifix upside down under its feet, 
and the sorcerer consecrated tWo hOStS, 

one Dlack amd one white. 

The white was g1ven to the child!, 

who was brought in clothed as for Daptismm 


and was murdered on the steps of the altar immediately after his 
Cormmumion. 


Hns head!, 
Cut Dy one Dlow from the body 


was set Dalpitatmg upon the great Dlack host which covered the bottom 
of the paten, 


and then transported to a taDle where mysterious 1amps were During. 


The exorcism DegaTl 
an oracle was Desought of the demor 


and an answer by the mouth of the head to a secret question which the 
king dared not make aloudl, 


and had confided to no one. 

A strange and feeDle voice, 

which had nothimg human about 1t, 

Was Dresently heard in the poor Hittle martyr's head, 
saylmng In Latm: 

Vim patior: 

"1 am forced." 

At this reply 


which douDtless amnounced to the sick man that hell no 1onger 
protected him, 


a horrible tremDbHmg seized the monarch, 

his armms stiffened!, 

andhe criedin ahoarse Volce: 

"Away wrth that head! Away with that head!" 

and so contimued screamnng tll he gaVe up the ghost. 
His attendants, 

who were not in the confidence of the frightful mystery, 


believed that he Was Dursued Dy the phantom of CoHgny, 


and that he saw the head of the illustrious admiral: 
what tormented the dyimg man Was not, 

howeVer 

a reTmOrSe, 

Dut a hopeless terror andl an anticipated Hell. 


This darksome magical legend of Bodin recalls the abominaDble practices 
and deserved fate of Gilles de Laval 


lordl of RetZ, 
who passed from asceticism to Dlack magic, 


and offered the most revoltmg sacrifices to conciliate the favour of 
Satan. 


This madman confessed at his trial that Satan had freguently appeared 
to him, 


but had always deceived him Dy prormises of treasures which he had 
neVer g1Ven. 


It transpired from the judicial informations that several hundred 
unfortunate children had fallen victims to the cupidity and atroclous 
fancies of this monster 


CHAPTER XVI 
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WITCHCRAFT AND SPELLS 

呪い の 業 と 呪文 

WHAT sorcerers and necromancers sought aDoVe all in their eVocations 
of the impure spirit was that magnetic Dower which is the possession of 
the true adept, 

特に 、 悪 人 の 霊 の 魔術 師 が 汚れ た 霊 を 呼び 出し て 探求 し た 物 は 、 本 物 の 達 道 者 が 
所 有する 、 磁 気 の 力 で あっ た 。 

but was desired Dy them only that they might shamefully abuse it. 
悪人 の 霊 の 魔術 師 は 、 恥 じ る べき 悪用 を する た め だ け に 、 磁 気 の 力 を 望ん だ 。 

The folly of sorcerers was an evil follY, 

悪人 の 霊 の 魔術 師 の 患 か さ は 、 邪 悪 な 患 か さ で あっ た 。 

and one of their chief ends was the power of Dewitchments or harmful 
Influences. 

悪人 の 霊 の 魔術 師 の 、 主 な 目的 の 1 つ は 、 呪 い の 力 、 ま た は 、 害 を 与え る 感化 力 で 
あっ た 。 

We have set downin our Doctrine what We think upon the suDject of 
Dewrtchment, and how it seems to us a dangerous and real DOWer. 

「 高 等 魔術 の 教理 」 で 、 呪 い に つ いて の 考え と 、 呪 い が 危 険 な 現実 の 力 で ある と 思 
われ る 事 を 、 す で に 話し た 。 

The true magus Dewrtches without ceremomial, 

本 物 の 魔術 師 は 、 儀 式 無し で 呪う っ 事 が で きる 。 

and by his mere reproDation, those whom he condemmns and considers it 
neceSsSsary tO Durush: 

本 物 の 魔術 師 は 、 非 難 す る だ け で 、 非 難し た 相手 を 、 罰 する 必要 が 有る と 考え る 相 
手 を 、 呪 う 事 が で きる 。 

his forgiVeness eVen Dewritches those who do him wrong, 

本 物 の 魔術 師 は 、 許 し て も 、 本 物 の 魔術 師 に 悪い 事 を し た 人 を 、 呪 う 事 に 成る 。 
andnever do the enemies of initiates carry far the impuruty oftheir 
1m]uSt1Ce. 

秘伝 伝授 者 の 敵 は 、 悪 事 の 六 を 受け な いで 、 や り 過 ご す 事 は で き な い 。 

We have ourselves witmessed numerous exarmmples of this fatal law. 

エリ ファ ス レヴ ィ は 、 悪 人 に 致命 的 な 法 の 多数 の 実例 を 見 て きた 。 

The murderers of martyrs always Derish miseraDly, 

殊 教 者 の 殺害 者 は 、 常 に 、 み じ め に 死ぬ 。 

and the adepts are martyrs of intelhgence: 

達 道 者 は 知 の 狗 教 者 で ある 。 

Providence seemns to scorn those who despise them 

神意 は 、 達 道 者 を 嫌う 人 を 嫌う 、 様 に 見 受け られ る 。 神 は 、 達 道 者 を 嫌う 人 を 嫌う 。 
and to slay those who would deprive them of Hfe. 

神意 は 、 達 道 者 を 殺す 人 を す 、 様 に 見 受け られ る 。 神 は 、 達 道 者 を 殺す 人 を 殺す 。 


The legend ofthe Wandering jew is the popular poetry of this arcanum. 
「 さ ま よ える ユダ ヤ 人 」 の 伝説 は 、 神 は 、 達 道 者 を 嫌う 人 を 嫌う と いう 秘密 の 、 普 及 し 
て いる 詩 的 な 作品 で ある 。 

A wise man Was dr1ven Dy a nation to his doom 

賢者 イエ ス を 害する へ ブラ イ 民 族 の 大 衆 は 賢者 イエ ス を 追い 立て た 。 

it Dade him "Go on!" when he wished to rest for a moment. 

イエ ス が 少し の 間 、 休 みた いと 望ん だ 時 に 、 ヘ ブライ 人 の 大 衆 は イエ ス に 「( 休 む な !) 
歩き 続け ろ !」 と 命令 し た 。 

What is the conseqguence? 

へ ブラ イ 人 の 大 衆 が イエ ス に 「 休 む な ! 歩 き 続 けろ !」 と 責め 立て た 結果 、 何 が 起き た 
か ? 

A similar condemnation overtakes the nation itself 

世界 中 の 大 衆 が へ ブラ イ 人 に 「 ど こ か の 国 に 安住 する な ! ど こ か 別 の 国 へ 行け !」 と 
責め 立て て いる 。 

1t 1S DrOScr1Ded Dodhly: 

へ ブラ イ 人 へ の 具体 的 な 迫害 で ある 。 

men have cried to it: "Get on! Get on!" for centuries, 

何 世 紀 に も わた っ て 大 衆 は へ ブラ イ 人 に 「 ど こ か の 国 に 安住 する な ! ど こ か 別 の 国 
へ 行け !」 と 叫ん で いる 。 

and it has found no Dity and no reDOSe. 

何 世 紀 に も わた っ て へ ブラ イ 人 は 思い や り も 安息 も 見 つけ られ な いで いた 。 

Aman oflearmmg had a wife whom he loved wildly and pass1onately in 
the exaltation of his tenderness: 

ある 学 の 有る 男性 は 、 思 いや り 深 か っ た の で 、 激 し く 情熱 的 に 、 妻 を 愛し て いた 。 

he honoured her with blind confidence, 

ある 学 の 有る 男性 は 、 妻 を 盲信 的 に た た えて いた 。 

and trusted her entrely. 

ある 学 の 有る 男性 は 、 妻 を 全面 的 に 信じ て いた 。 

Va of her Deauty and understanding, 

ある 学 の 有る 男性 の 妻 は 、 自 分 の 美 し さ と 理解 力 に うぬぼれ て いた 。 

this woman Decame jealous of her husDand's superior1ty, 

妻 は 、 あ る 学 の 有る 男性 の 超越 性 に 既 始 する 様 に 成っ た 。 

and Degan to hate hm. 

妻 は 、 あ る 学 の 有る 男性 を 憎み 始め た 。 

Some tme after 

し ば らく する と 、 

she deserted him, disgracing herself with an old, ugly, stupid, and 
1mmoral man. 

妻 は 、 老 いぼ ば れ た 本 い 愚か な 不道徳 な 男 と 一 緒 に 成っ て 、 あ る 学 の 有る 男性 を 捨て 
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This was the Deginming of her punishment, Dut it did not end there. 

ある 学 の 有る 男性 を 捨て た 妻 が 、 老 いぼ ば れ た 本 い 愚か な 不道徳 な 男 と 一 緒 に 成っ 
た 事 は 、 妻 へ の 天 社 の 始ま り に 過ぎ な か っ た 。 


The man of learmmg solemnly pronounced the follownng sentence upon 
her: "1 take Dack your understanding and your Deauty." 

ある 学 の 有る 男性 は 「 私 は 、 お 前 に 与え た 理解 力 と 美 し さ を 取り 返す 。」 と 自分 を 捨 
で だ 才 に 語 し た 。 

A year after she was no longer recognised Dy those who had kmown her: 
1 年 後 、 あ る 学 の 有る 男性 を 捨て た 妻 は 、 知 人 が 気づか な い ほ ど 容 姿 が 変わ っ て し 
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she had lost her plumpness, and reflected in her countenance the 
hideousness of her new affections. 

ある 学 の 有る 男性 を 捨て た 妻 は 、 痩 せこ け 、 者 いぼ ば れ た 醍 い 軸 か な 不道徳 な 男 を 容 
姿 に 反映 する 様 に 成っ 7 だ ら 

Three years later she Was ugly: 

3 年 後 、 あ る 学 の 有る 男性 を 捨て た 妻 は 醍 く 成 っ た 。 

seVen years later she was deranged. 

7 年 後 、 あ る 学 の 有る 男性 を 捨て た 妻 は 狂っ た 。 

This happened in our own tme, 

上 記 は 、19 世紀 に 起こ っ た 。 

and we Were acdualnted wrth both Dersons. 

エリ ファ ス レヴ ィ は 、 あ る 学 の 有る 男性 と 、 あ る 学 の 有る 男性 を 捨て た 妻 の 、 両 人 を 
SC で UV た だ 

The magus condemns, after the manner of the skilful physician, 

本 物 の 魔術 師 は 、 熟 練 の 医師 の 様 に 、 宣 告 する 。 

and for this reason there is no appeal from his sentence when it has 
once Deen Dronounced against a guilty Derson. 

一 度 、 本 物 の 魔術 師 が 罪人 に 対し て 宣告 し た ら 、 罪 人 は 魔術 師 の 宣告 を 不服 と し て 
上 訴 で き な い 。 

There are no ceremonies and no imnVocatons: 

本 物 の 魔術 師 は 、 呪 う の に 、 儀 式 も 降 霊 術 も 必要 無い 。 

he simply aDstains from eatmg at the same taDle, 

本 物 の 魔術 師 は 、 呪 いた い 相手 と 、 同 じ テ ー ブ ル で 食事 を する の を 控え る だ け で 良 
い 。 

or if forced to do s0, 

も し 本 物 の 魔術 師 が 呪い た い 相 手 と 同じ テー ブル で 食事 を する 必要 に 迫 ら れ た 場 
合 は 、 

he neither accepts nor offers salt. 

本 物 の 魔術 師 は 、 呪 いた い 相 手 か ら 塩 を 受け 取っ た り 、 呪 いた い 相 手 へ 塩 を 与え な 
けれ ば 良い 。 

But the bewitchments of sorcerers are of another kind, and may De 
Compared to an actual Doisoming of some currert of astral hight. 

悪人 の 霊 の 魔術 師 の 呪い は 、 星 の 光 の 流れ に よる 、 実 際 の 毒 鋼 に 例え られ る か も し 
れ な い 。 

They exalt ther wl Dy ceremonies tll it Decomes venomous at a 
distance: 


如 人 の 霊 の 魔術 師 は 、 意 思 が 物質 的 に 離れ て いて も 有毒 に 成る まで 、 儀 式 に よっ て 
意思 を 高め る 必要 が 有る 。 

Dut, as we haVe oDserVed in our Doctrine, 

た だ し 、「 高 等 魔術 の 教理 」 で 、 す で に 話し た 様 に 、 

they more often exDpose themselves, 

悪人 の 霊 の 魔術 師 は 、 自 分 の 有毒 な 意思 で 、 自 爆 す る 場合 が 多い 。 

to De the first that are killed by their infernal machinery 
悪人 の 霊 の 魔術 師 は 、 自 分 の 有毒 な 意思 と いう 地獄 の 機械 仕掛 け で 、 自 爆 し て 、 最 
初 の 犠牲 者 に 成る 場合 が 多い 。 

Let us here stigmatise somme Of their guilty Droceedimgs. 
悪人 の 霊 の 魔術 師 の 、 罪 に 成る 呪い の 儀式 を 、 い くつ か に 特徴 で 分 ける 。 

They procure the hair or garmerts of the Derson whomm they seek to 
eXeCTate: 

心臓 の 呪い は 、 呪 いた い 相手 の 髪の毛 か 衣服 を 入手 する 。 

they next select some anmal, which seems to them symDbolic of the 
DersOT, 

呪い た い 相 手 を 象徴 し て いる と 思う 動物 を 選ぶ 。 

and, Dy means of the hair or garments, they place it in magnetic 
connection with him or her. 

呪い た い 相 手 の 髪 の 毛 か 衣服 に よっ て 、 動 物 と 呪い た い 相 手 に 磁気 的 な つなが り 
を 作る 。 

They g1Ve it the same name, 

呪い た い 相手 の 名 前 を 動物 に 与え る 。 

and then slay it with one Dlow of the magic kmife. 

魔術 の 短剣 で 、 一 撃 で 、 動 物 を 殺す 。 

They cut open the Dreast, tear out the heart, 

動物 の 胸 を 切り 開き 、 動 物 の 心臓 を 切り 取る 。 

wrap 1t, while stll palpitatimg, in the magnetised oODjects, 

動物 の 心臓 が まだ 動い て いる うち に 、 呪 いた い 相 手 と 磁化 され た 物 で 、 動 物 の 心臓 
を 包む お 。 

and hourly for the space of three days, 

3 日 間 、1 時 間 ご と に 、 

they dr1ve nails, red hot pins, or long thorns thereim, Dronouncing 
maledictions upon the name of the Dewritched person. 

呪い た い 相 手 の 名 前 と 呪い の 言葉 を 唱え な が ら 、 釘 (くぎ ) か 赤熱 し た 針 ( は り ) か 長 
い 束 (とげ) を 動物 の 心臓 に 打ち 込む 。 

They are persuaded, and often rightly, that the victm of their infamous 
Operations eXDerienCces as many tortures as Tf his own heart had Deen 
plerced at all DoimtSs. 

呪い を か けた 人 は 、 動 物 の 心臓 を 苦し め た 分 だ け 、 呪 われ た 人 の 心臓 が 苦し むと 思 
い 込 む 。 ま た 、 動 物 の 心臓 を 苦し め た 分 だ け 、 呪 われ た 人 の 心臓 が 苦し む 場 合 が 有 
る 。 
He Degins to waste away and after a time dies of an unknowm disease. 


呪 わ れ た 人 は 、 衰 弱 し て 、 や が て 、 未 知 の 病 で 死ぬ 。 

Another Dewitchment, made use of in country Dlaces, 

いな か で 利用 され て いる 、 別 の 、 心 臓 の 呪い は 、 

consists in consecration of nails to works of hatred Dy means of the 
stinking fumigations of Saturn and invocations of the evil gemii: 
土星 の 香 に よっ て 、 悪 い 霊 の 呼び 出し に よっ て 、 憎 し み の 作業 の た め に 、 釘 (くぎ ) を 
汚す 。 

thenu in followmg the footsteps of the person whorm it is sought to 
torment, 

呪い た い 相 手 の 足 跡 を 辿 ( た ど ) る 。 

andnailhing crosswise every Imprint of his feet which can De traced 
upon the earth or sand. 

土 か 砂 の 上 の 、 辿 (た ど ) れ る 限り 全て の 、 呪 いた い 相手 の 足跡 に 、 十 字 に 成る 様 に 、 
釘 ( く ざ ) を 打つ 。 

Yet another and more aDomnaDle Dractce. 

心臓 の 呪い より 憎む べき 、 ヒ キ ガ エル に よる 呪い は 、 

A fat toad is selected: 

大 き な ヒ キ ガ エル を 選ぶ 。 

1t is Daptisedi: 

ヒキ ガエル に 洗礼 を する 。 

the name and surname of the person to De accursedl 1S g1Ven it 

呪い た い 相 手 の 名 前 を ヒキ ガエル に 与え る 。 

1t is made to swallow a consecrated host, oVer which the formulae of 
execration have Deen pronounced. 

呪い の 言葉 を 、 唱 えな が ら 、 ミ サ で 清め た パン に 記す 。 呪い の 言葉 が 記さ れ た パン を 
ヒキ ガエル に 飲み 込ま せる 。 

The animal is then wrapped in the magnetised oDjects, ted with the 
hairs of the victim, upon which the operator has previously sDat 

呪い た い 相手 と 磁化 され た 物 で 、 ヒ キ ガ エル を 包み 、 呪 い を か ける 人 が 嘩 (つば ) を 
吐き か けた 呪い た い 相 手 の 髪 の 毛 で 縛る 。 

and buried at the threshold of the Dewitched person's door or at some 
polnt where he is obliged to pass da1y, 

呪い た い 相 手 の 家 の 門 の 境界 に 、 ま た は 、 呪 いた い 相手 が 日 々 通る 必要 が 有る 場 
所 に 、 ヒ キ ガ エル を 埋め る 。 

The elementary spirit of the toad will Decome a nightmare and Vampire, 
hauntimg the dreams of the victim, 

呪い に よっ て 、 ヒ キ ガ エル の 肉体 を 操作 し て いた 霊 の うち 四 大 元素 の 霊 が 夢魔 や 吸 
血 鬼 に 成り 、 呪 われ た 人 の 夢 に あら われ る 。 

unless, indeed, he should know how to send it Dack to the operator 
呪い を か けた 人 に 呪い を 返す まで 、 ヒ キ ガ エル に よる 呪い は 続く 。 

Let us Dass now to Dewrtchments Dy waxen imageS. 

下記 は 、 ロ ウ 人 形 に よる 呪い で ある 。 


The sorcerers Of the middle ages, eager to please Dy their sacrileges him 

whom they regarded as their master rmtxed Dapttsmal ol and the ashes 

of consecrated hosts with a modicum of WaX. 

中 世 の 悪 人 の 霊 の 魔術 師 は 、 神 へ の 冒 済 に よっ て 師 を 喜ば せる た め に 、 洗 礼 の 油 

や ミサ で 清め た パン の 灰 を 、 少 量 の ロウ と 混ぜ て 、 汚 れ た ロウ を 作っ た 。 

Apostate Driests Were never wanting to deliVer them the treasures of 

the Church. 

育 教 者 の 聖職 者 は 教会 の 宝 を 悪人 の 霊 の 魔術 師 に 贈る 事 を 欠か さなか っ た 。 

With the accursed wax they formed an image as much as Doss1Dle 

resemDbhmg the person whom they desired to Dewritch. 

可能 な 限り 、 呪 いた い 相手 に 似せ て 、 汚 れ た ロウ で 、 ロ ウ 人 形 を 作る 。 

They clothed this image wrth garments sirmlar to hiS, 

呪い た い 相手 が まとっ て いる 衣服 と 同じ 衣服 を ロウ 人 形 に ま と わ せ る 。 

they adrmimistered to it the sacraments which he receiVed!, 

呪い た い 相 手 が 受 けた 洗礼 と いっ た 秘跡 を ロウ 人 形 に 施す 

then they called down upon its head all maledictions which could 

exDress the hatred of the sorcerer 

呪い の 言葉 を 唱え て 、 ロ ウ 人 形 の 頭 を 呪う 。 

imflictimg daily imaginary tortures uDor 1t, so as to reach and torment 

Dy sympathy the person represented Dy the image. 

半生 呪い が 、 呪 いた い 相 手 に 到達 し て 苦し め る 様 に 、 日 々 ロウ 人 形 を 苦し 
る 想像 を する 。 

間 Dewritchment is more infallhble if the hair blood, and, aDoVe all, a 

tooth of the victim can De Drocured 

も し 呪い た い 相 手 の 髪 の 毛 、 血 、 歯 、 特 に 歯 を 入手 で きれ ば 、 ロ ウ 人 形 に よる 呪い は 、 

より 確か に 成る 。 

It was this which gaVe rise to the DroVerDlal saylmg: You haVe a tooth 

agalnst Ime. 

上 記 は 、「 あ な た は 私 に 対し て 歯 を 持っ て いる 。」 と いう 、 こ と わざ の 由来 で ある 。 

There 1s also Dewitchment Dy the glance, called the jettatura, or evll eye, 

Im Italy. 

邪 視 に よる 呪い が 存在 する 。 イ タリ ア で 邪 視 は イエ ッ タ トゥ ー ラ と 呼ば れ て いる 。 

During Our CiV1l wars, a shopkeeper had the misfortune to denoumce 

One Of his neighDours, 

内 戦 の 時 に 、 あ る 店 主 が 、 あ る 隣人 を 誤っ て 告発 し た 。 

who, after a Deriod of detention, was set at 1iberty, Dut with his position 

lost. 

ある 隣人 は 、 拘 留 さ れ た 後 で 自由 に 成っ た が 、 地 位 を 失っ た 。 

His sole Vengeance Was to Dass twice daily the shop of his denoumcer 

ある 隣人 の 報復 は 、 あ る 店 主 の 店 を 日 々 2 回 、 通 る 事 だ け で あっ た 。 

whom he regarded fixedly saluted, and went on. 

ある 隣人 は 、 あ る 店 主 の 店 を 凝視 し 、 挨 拶 し 、 去 っ た 。 

Some Hittle tme after 


し ば らく する と 、 

the shopkeeper unable to Dear the torment of this glance any 1onger 
ある 店 主 は 、 邪 視 に 耐え られ な く 成 っ た 。 

sold his goods at aloss, and changed his neighDbourhood, leavmg no 
addreSSs. 

ある 店 主 は 、 赤 字 覚 悟 で 店 の 商品 を 売り 払い 、 引 っ 越し し た 。 


he was ruimed. 

ある 店 主 は 、 没 落し た 。 

A threat is a real Dewitchment, 

脅迫 は 、 現 実 の 呪い で ある 。 

Decause 

な ぜ な ら 、 

it acts Dowerfully on the imaginatiom, 

脅迫 は 、 想 像 力 に 力強く 作用 する 。 

aboVe all, 

特に 、 

when the latter recelves with facihity the Delief in an occult and 
unlhimited Dower 

脅迫 され て いる 人 が 隠さ れ た 無限 の 力 を 信じ 易い 場合 に は 、 脅 迫 は 想像 力 に 力 強 
く 作 用 する 。 

The terriDle menace of hell, that Dewitchment of humanity durimg so 
many Centtur1es, 

地獄 と いう 恐ろし い 和 迫 は 、 何 世紀 に も わた る 人 へ の 呪い で ある 。 

has created more nightmares, more nameless diseases, ImOre fur1lous 
madness, than all Vices and all excesses comhbined. 

地獄 と いう 脅迫 は 、 全 て の 悪徳 と 悪行 を 混ぜ た 物 より 、 悪 夢 、 口 に する の も 恐ろし い 
病 、 激 し い 狂 気 を 創造 し た 。 

This is what the Hermetic arttsts of the middle ages represented Dy the 
incrediDle and unheard-of monsters which they carved at the doors of 
Daslicas. 

中 世 の ヘ ル メ ス の 美術 家 が 、 聖 堂 の 門 の 、 信 じ ら れ な い 前 代 未 聞 の 奇形 の も の の 
彫像 に よっ て 、 表 現し た 物 は 、 地 獄 と いう 脅迫 で ある 。 

But Dewitchment Dy threat produces an effect altogether contrary to the 
intentions of the operator when it is evidently a Va threat, when it 
does outrage to the legitimate pride of the menaced Dersor, and 
Conseduently DroVokes his resistance, or fimally, when it is ridiculous Dy 
1ts atroc1tV. 

た だ し 、 無 意味 な 脅迫 の 場合 は 、 ま た は 、 脅 迫 さ れ た 人 の 道理 的 な 誇り を 踏み に 

じ っ て し まい 箇 迫 され た 人 が 反抗 する 場合 は 、 ま た は 、 箇 迫 が 失敗 し て 滑稽 な 場合 
は 、 脅 迫 と いう 呪い は 、 箇 迫 し た 、 呪 い を か けた 人 の 意図 と 全く 正反対 の 結果 を も た 
ら す 。 


The sectaries of hell haVe discredited heaven. 
天国 の 威信 を 傷つけ る 人 は 地獄 に 堕ち る 。 
8 to a reasonable man that eguihbrium is the 1aw of motion and life, 

「 つ り 合 い は 動き と 命 の 法 で ある 。」 と 論理 的 な 人 に 話し た い 。 
and that hberty, which is moral equliDrium, rests upon an eternal and 
immutable distimction Detweenr true and false, 
「 倫 理 道 徳 の つり 合い で ある 、 精 神 の つり 合い で ある 、 自 由 は 、 真 理 と 虚偽 の 、 永 遠 
の 不変 の 区 別に 基づい て いる 。」 と 論理 的 な 人 に 話し た い 。 
Detween good and Dadi 
「 倫 理 道 術 の つり 合い で ある 、 精 神 の つり 合い で ある 、 自 由 は 、 善 と 悪 の 、 永 遠 の 不 
変 の 区 別に 基づい て いる 。」 と 論理 的 な 人 に 話し た い 。 
tell him that, endowed as he is with free w し , he must place himself by 
his works in the empire of truth and goodness, or relapse eternally, ike 
the rock of Sisyphus, imto the chaos of falsehood and ev 
「 神 が 人 に 自由 意思 を 与え を たため 、 人 に は 自由 意思 が 有る の で 、 行 動 に よっ て 自分 
を 真理 と 療 の 王国 の 中 に 置く か 、 無 駄 な 労苦 を 意味 する 『 シ シュ フォ ス の 岩 』 の 神話 
の 様 に 、 虚 偽 と 悪 に よる 混乱 の 中 に 再び 堕落 し て 永遠 に その まま に 成る 。」 と 論理 的 
な 人 に 教え た い 。 
then he wil understand the doctrime, 

上 記 の 、 考 え を 論理 的 な 人 は 理解 する で あろ う 。 

and if you termm truth and goodness heaven, falsehood and evil hell, 
も し 真理 と 善 を 天国 と 呼ぶ な ら ば 、 も し 虚偽 と 悪 を 地獄 と 呼ぶ な ら ば 、 
he wl Delieve in your heaVen 
論理 的 な 人 は 自分 の 天国 を 信じ る で あろ う 。 
and hell, over which the divine ideal rests calmu perfect, and 
imaccessiDle to either wrath or offence, 
神 の 理想 が 、 静 か に 、 完 全 に 、 怒 りや 傷 辱 を 近づけ な いで 、 地 獄 を 統治 し て いる 事 を 
信じ る で あろ う 。 
Decause he wl understand that 
な ぜ な ら 、 下記 の 様 に 、 論 理 的 な 人 は 理解 する で あろ う 。 
in principle hell De eternal as 1iberty, it cannot in fact De more than a 
temDporary agOny for SOUlS, 
仮に 原理 的 に は 自由 の 様 に 、 地 獄 は 永遠 の 物 で も 、 実 際 に は 、 地 獄 は 魂 の 一 時 的 
な 苦し み に 過 ぎ な い 。 
Decause 
な ぜ な ら 、 
1t 1S am eXD1at10T!, 
地獄 は 罪 の つぐ な いで ある 。 
and the idea of expiation necessar1ly suDDposes that of reparation and 
destruction of ev1l. 
罪 の つぐ な いと いう 概念 は 、 悪 の つぐ でない と 悪 の 破棄 と いう 概念 を 、 必 要 な 前 提 と す 
る 。 
This much sald, not wlth dogmatic intenton, 


上 記 を 、 神 の 教え を 教え る 意図 で 、 話 し た わけ で は な い 。 
which is outs1de OUT DTOV1TC6, 
エリ ファ ス レヴ ィ に は 、( 公 の 祭司 と し て 、) 神 の 教え を 教え る 権利 は 無い 。 
but to indicate the moral and reasonaDle remedy for the Dewitchment 
Of consciences Dy the terrors of the jife Deyond, 

上 記 を 、 あ の 世 へ の 直 怖 に よる 良心 に よる 呪い を 、 倫 理 道徳 的 に 精神 的 に 論理 的 に 
治 台 す た め に 、 話 ya 内 
let us speak of the means of escaping the Daleful influences of human 
wrath. 

下記 で 、 他 人 の 怒り に よる 有害 な 感化 力 を 免れ る 方 法 に つい て 話す 。 
The first among all is to De reasonable and just, giVing no 0ODDorturnty 
OT eXCUSe tO anger 
第 一 に 、 論 理 的 で 正しく 在 る 事 で ある 。 他 人 が 交 る 機会 や 理由 を 与え な い 事 で ある 。 
A lawful indignation 1s greatly to De fearedi: 
大 い に 、 合 法 的 な 義 慣 を 越 れる べき で ある 。 
make haste therefore to ackmowledge and explate VOur faults. 
自分 の 過 和 失 を 速やか に 認め 、 つ ぐ な いな さい 。 
Should anger Dersist after that, then it certaimly NOGSGGS from VCe: 
自分 の 過 和 失 を 認め 、 つ ぐ な っ た 後 で も 、 他 人 が 半 り 続 け て いる 場合 、 他 人 の 怒り の 
源 は 他人 の 悪徳 で ある 。 
seek to kmow what Vice, 
他人 の 怒 り の 源 で ある 悪徳 を 知り な さい 。 
and umite yourself strongly to the magnetic Currents Of the opposite 
VITtUue. 
他人 の 半 り の 源 で ある 悪徳 と は 正反対 の 、 徳 の 磁気 の 流れ に 、 自 分 を 強く 結び つけ 
な さい 。 
The bewitchment wil then haVe no further DoWwer uDOn YOU. 

上 記 で 、 他 人 の 引 り に よる 呪い は 、 あ な た に 対し て 、 力 を 持た な く 成 る で あろ う 。 
Wash carefully the clothes which you have fimished with Defore giving 


them awayi: 

身 に つけ た 衣服 は 、 手 放す 前 に 、 用 心して 洗い な さい 。 
Otherwse, 

さも な けれ ば 、 

Durn them: 


身 に つけ た 衣服 は 、 燃 や し な さい 。 

neVver use a garment which has Delonged to an unknown person 
without purifying it Dy water sulphur and such aromattcs as camphor 
1mCcenSse, armnDer 父 C. 

中 古 の 衣服 は 、 水 、 硫 黄 、 カ ン フ ル 、 乳 香 、 龍 光 香 で 清め な さい 。 

A great means of resistimg Dewitchment is not to fear it 

呪い に 対抗 する 大 いな る 方 法 は 、 呪 い を 恐れ な い 事 で ある 。 

it acts after the manner of contag1ous maladies. 


呪い は 、 伝 染 病 の 様 に 作用 する 。 


In tmes of epidemic, the terror-struck are the first to De attacked. 
伝染 病 が 伝染 する 時 は 、 最 初 に 、 恐 怖 に 襲わ れる 。 

The secret of not fearimg an evil is not to think aDout it, 

呪い と いっ た 災い を 恐れ な い 秘 訣 は 、 呪 いと いっ た 災い に つい て 考え な い 事 で ある 。 
and my adVvice 1S completely disimterested 

呪い に つい て 考え な い 事 、 と いう 助言 は 完全 に 私 利 私 欲 で は な い 。 

S1mCe 

な ぜ な ら 、 

IgiVveitinaDook on magic of which I am the author 

呪い と いっ た 魔術 に つい て の 本 の 著者 で ある エリ ファ ス レヴ ィ が 、 呪 い に つ いて 考え 
な い 事 、 と いう 助言 を 与え て いる 。 

when 1 strongly urge UpDon Dersons Who are nerVous, feeDle, creduloUuS, 
hysterical, superstitious devotees, foolish, without energy and without 
wll, never to ODer a Dook on mag1c, 

神経 質 な 大 衆 、 意 思 の 弱い 大 衆 、 軽 々 し く 信じ 込む 大 衆 、 興 奮 し 易い 大 衆 、 迷 信 家 、 
用 心 が 足り な い 大 衆 、 力 が 無い 意思 が 無い 大 衆 は 、 呪 いと いっ た 魔術 に つい て の 
書物 を 読む な か れ 、 と 力説 する 。 

and to close this one 下 they haVe opened 1t, 

上 記 の 、 大 衆 は 、 呪 いと いっ た 魔術 に つい て の 書物 を 開い て いる 場合 は 、 呪 いと いっ 
た 魔術 に つい て の 書物 を 閉じ な さい 。 

to turn a deaf ear to those who talK of the occult sclences, 

上 記 の 、 大 衆 は 、 呪 いと いっ た 隠さ れ た 知 に つい て の 話 を 、 聞 か な い 様 に し な さい 。 
to deride them, 

上 記 の 、 大 衆 は 、 呪 い を 笑い も の に し な さい 。 

never to DelieVe in them, 

上 記 の 、 大 衆 は 、 呪 い を 信じ る な か れ 。 

and to drimk water as said the great Dantagruelist magiclanu the 
excellent cure of Meudon. 

ムー ドン の 優れ た 教区 司祭 で ある 、 大 いな る パン タグ リュ エル 物語 の 著者 の 魔術 師 
ラブ レー が 話し て いる 様 に 、「 水 を 飲み な さい 。」。 

As for the wise- and it is time that we turned to them after espousing the 
cause Ofthe foolish- 

愚者 で ある 大 衆 が 呪い を 恐れ る 原因 を 重視 し た 後 は 、 皿 者 に つい て の 番 で ある 。 
they haVe scarcely any sorceries to fear saVe those of fortune, 
運命 が 原因 で ある 場合 を 除い て 、 賢 者 は 、 呪 い を 恐れ る 必要 が 無い 。 

Dut seeing that they are prlests and Dhys1c1anS, 

た だ し 、 臣 者 は 祭司 で ある 。 賢者 は 医者 で ある 。 だ か ら 、 

they may De called upon to cure the Dewrtched, 

賢者 は 呪い を 治す 様 に 求め られ る か も し れ な い 。 

and this should De their method of procedure. 

下記 は 、 呪 い を 治す 方 法 で ある 。 

They must persuade a Dewitched person to do some act of goodness to 
his Dewtcher 


賢者 は 、 呪 われ た 人 に 、 呪 い を か けた 人 へ 、 善 行 を 施す 様 に 説得 する 必要 が 有る 。 
render him some service Which he canmot refuse, 

賢者 は 、 呪 われ た 人 に 、 呪 い を か けた 人 が 拒絶 で き な い 善行 を 施さ せる 必要 が 有る 。 
and lead him directly or otherwise to the cormmurion of salt. 

賢者 は 、 呪 われ た 人 に 、 呪 い を か けた 人 と 、 直 接 的 に 、 ま た は 、 間 接 的 に 、 塩 を や り 取 
りす る 様 に 導く 必要 が 有る 。 

Aperson who Delieves himself Dewitched by the execration and 
interment of the toad must carry aDout him a 1iving toad in a horn Dox. 
ヒキ ガエル に よる 呪い で 、 呪 われ た と 信じ て いる 人 は 、 生 き て いる ヒキ ガエル を 角 の 
箱 に 入れ て 持ち 運ぶ 必要 が 有る 。 

For the Dewitchment of the pierced heart, the afflicted individual must 
De made to eat a lamD's heart seasoned with sage and omion, and to 
carry a talisman of Vemus or of the moon in a satchel filled with 
camphor and salt. 

心臓 の 呪い を 治す に は 、 呪 われ た 人 は 、 セ ー ジ と オニ オン で 味付け し た 子羊 の 心臓 
を 食べ て 、 金 星 の タ リス マン か 月 の タリ スマ ン と カン フル と 塩 を 入れ た 袋 を 持ち 運ぶ 
必要 が 有る 。 

For Dewitchment by the waxen figure, 

ロウ 人 形 に よる 呪い を 治す に は 、 

a more Derfect figure must De made, as much as possible in the hkKeness 
ofthe Dersor: 

呪い の ロウ 人 形 よ り 呪 われ た 人 に 可能 な 限り 似 た ロウ 人 形 を 作る 必要 が 有る 。 
seVver talhismans must De hung round the neck: 

7 つの タリ スマ ン を 、 呪 い を 解く ロウ 人 形 の 首 に か ける 必要 が 有る 。 

it must De set in the middle of a great pantacle representmg the 
Dentagrarm, 

五 蘭 星 を 表す 大 いな る pantacle の 中 央 に 、 呪 い を 解く ロウ 人 形 を 置く 必要 が 有る 。 
and must each day De ruDbDbed slightly with a mixture of oil and Dalm, 
after recitimg the Conjuration of the Four to turr aside the imfluence of 
elementary SD1T1tS. 

7 日 間 、 日 々 、 四 大 元素 の 吉 の 感化 力 を そら す た め に 4 章 の 神 の 四 大 要素 の 呼び 
出し 、 神 の 四 大 元素 の 呼び 出し を 唱え た 後 で 、 油 と バル サム を 混ぜ た 物 を 、 呪 い を 
解く ロウ 人 形 に 軽く すり 込む 必要 が 有る 。 

At the end of seven days the image must De Durnt in consecrated fire, 
第 7 日 目 に 、 清 め た 火 で 、 呪 い を 解く ロウ 人 形 を 燃やす 必要 が 有る 。 

and one may rest assured that the figure fabricated Dy the Dewitcher 
wll at the same momenrnt lose all its Virtue. 

上 記 で 、 呪 い の ロ ウ 人 形 は 全て の 力 を 失う で あろ う 事 は 確実 な の で 呪 わ れ た 人 は 
安心 し て 良い 。 

We have already mentioned the sympathetic medicine of ParacelSUS, 
パラ ケル スス の 共感 に よる 医術 に つい て は 、 す で に 話し た 。 

who medicated waxen ImDs 


パラ ケル スス は 、 ロ ウ 人 形 の 手足 に 治療 を 施し (て 、 実 際 の 患者 の 肉体 の 手足 を 治 
し ) た 。 

and operated upon the discharges of Dlood from wounds for the cure of 
the wounds themselves. 

パラ ケル スス は 、 傷 を 治す た め に 、 傷 か ら 出血 し た 血 を 手術 し た 。 

This system perrmitted the employment of more than usually violent 
reTmedies, 

パラ ケル スス の 共感 に よる 医術 で あれ ば 、 劇 薬 を 利用 で きた 。 

and his chief specifics were sublimate and vitriol. 

その た め 、 パ ラケル スス の 主 な 特効薬 は 、 猛 毒 の 塩化 第 二 水 銀 と 硫酸 で あっ た 。 
We belieVe that homoeopathy is a remmimiscence of the theories of 
ParacelSus 

ホメ オバ パシ ー は 、 パ ラケル スス の 論理 へ の 回 帰 で ある と 信じ て いる 。 

and a return to his Wise Dract1CeSs. 

ホメ オバ パシ ー は 、 パ ラケル スス の 知 の 実践 へ の 回 帰 で ある と 信じ て いる 。 

But we shall folloW up this suDject in a special treatise exclusiVely 
Consecrated tO Occult medicime. 

上 記 を 、 隠 され た 薬 だ け に ささ げた 特別 な 論文 で 、 話 す つ も り で ある 。 

Contracts by parents forestallhimg the future of their children are 
Dewrtchments which cannot De too strongly condemneddi: 

子 の 未来 を 決め つけ る 親 に よる 契約 は 、 い くら 強く 非難 し て も し 過ぎ る 事 は 無い 、 呪 
いで ある 。 

children dedicated in white, for example, Scarcely eVer DTOSDeTr: 
例え ば 、 白 衣 に ささ げ ら れ た 子 (、 修 道 会 に 入れ られ た 子 ) が 、 幸 せ に 成る 事 は 、 ほ と 
ん ど 無 い 。 

those who were formerly dedicated to celiDacy fell commonly into 
deDauch, or ended in despair and madmneSss. 

(修道 会 に 入れ られ る と いっ た ) 独 身 生 活 に ささ げ ら れ た 子 は 、 普 通 、 放 湯 に 陥る か 、 
自暴自棄 に 成っ て 狂う 。 

Man is not Derrmitted to do Violence to destmy 

人 が 、 運 命 を ね じ 曲 げ ける の は 許さ れ な い 。 

still less to impose Donds upon the lawful use of 1Derty, 

まし て や 、 人 が 、 自 由 の 正当 な 行使 を 東 績 する の は 許さ れ な い 。 

As a suDDlement or apDpendix to this chapter we will add a few words 
aDout mandragores and androids, 

16 章 の 補足 と し て 、 マ ンド ラ ゴ ラ と 人 人造 人 間 に つ いて 少し 話す 。 

which several writers on magic confound with the waxen images 
servimg the Durposes of Dewitchment. 

いく つか の 魔術 書 で は 、 マ ンド ラ ゴ ラ や 人 人 造 人 間 を 、 呪 い の ロ ウ 人 形 と 混同 し て いる 。 
The natural mandragore is a filamentous root which, more or eSs, 
preserts as a whole either the figure of a maru or that of the virile 
memDers. 

自然 の 、 マ ンド ラ ゴ ラ は 、 根 が 、 多 か れ 少 な か れ 、 人 の 形 か 男性 器 の 形 を し て いる 。 


It is shightIY narcotic, 

マン ドラ ゴ ラ は 、 麻 薬 に 成る 。 

and an aphrodisiacal Virtue Was asScr1Ded to it Dy the ancients, 
古代 人 は 、 マ ンド ラ ゴ ラ に 如 薬 の 力 が 有る 、 と 考え た 。 

who represented it as beimg sought Dy Thessalian sorcerers for the 
Composition Of philtres. 

テッ サリ ア の 魔女 は 、 薬 を 作る た め に 、 マ ンド ラ ゴ ラ を 探し 求め た 。 

Is this root the umbilical Vestige of our terrestrial Origim? 

マン ドラ ゴ ラ は 、 人 の 、 地 上 に お ける 源 の 、 へ その 緒 の 様 な 跡 で あろ うか ? 

We dare not seriously affirm it, 

マン ドラ ゴ ラ は 、 人 の 、 地 上 に お ける 源 の 、 へ その 緒 の 様 な 跡 で ある 、 と は 真剣 に 断 
言 は し な い 。 

but all the same 

し か し 、 

it is certain that man came out of the shime of the earth, 

人 が 、 地 の 泥 か ら あ ら わ れ た の は 、 確 実 で ある 。( 泥 は 土 と 水 の 混 合 物 で ある 。) 
and his first appearance must have Deen in the formm of a rough sketch. 
人 の 最初 の 形 は 、(( マ ンド ラ ゴ ラ の 様 な 、) 人 の 粗い 形 で あっ た に 違い な い 。 

The analogies of nature make this notion necessarily adrmissiDle, at least 
as a DOSS1Dihty 

上 記 は 、 自 然 の 類推 可能 性 に よっ て 、 少 な く と も 1 つの 可能 性 と し て 、 必 然 的 に 許さ 
れる 。 

The first men were, in this case, a farm1ly of giganttic, SemisitiVe 
mandragoTeS, 

上 記 の 場合 、 最 初 の 人 は 、 巨 人 の 、 感 覚 が 有る マン ドラ ゴ ラ の 様 な 一 族 で あっ た 。 
arumated Dy the sum, 

最初 の 人 は 、 太 陽 に よっ て 動か され て いた 。 

who rooted themselves up from the earth: 

最初 の 人 は 、 根 を 土 か ら 引き 離し た マン ドラ ゴ ラ の 様 な 者 で あっ た 。 

this assurmption not only does not exclude, Dut, on the contrary, 
Dosltively suDposeS, CreatVe wll and the providential co-operation of a 
first CauS6e, 

上 記 の 仮定 は 、 第 一 原因 で ある 神 の 、 創 造 する 意思 と 神意 の 協力 を 、 積 極 的 に 前 提 
と する 。 

which we have REASON to call GOD. 

第 一 原因 を 神 と 呼ぶ の は 理 に か な っ て いる 。 

Some alchermists, impressed Dy this idea, Speculated on the culture of 
the mandragore, 

上 記 の 考え に よっ て 、 あ る 錬金術 師 は 、 マ ンド ラ ゴ ラ を 育て た 。 

and experimernted in the artificial reproduction of a soil sufficiently 
frutful and a sunm sufficiently active to humanise the said root, and thus 
create men without the concurrence Of the female. 


ある 錬金術 師 は 、 マ ンド ラ ゴ ラ の 根 を 人 間 化す る た め に 、 マ ンド ラ ゴ ラ に よる 女性 無 
し の 人 人造 人 間 を 創造 する た め に 、 豊 か な 土 と 太陽 に よっ て 、 マ ンド ラ ゴ ラ に よる 人 人造 
人 間 の 創造 を 試み た 。 
Others, who regarded humaruty as the synthesis of amimals, 

別 の 錬金術 師 は 、 人 を 動物 の 総合 で ある と 考え た 。 
despalred aDout Vitalisimg the mandragore, 
別 の 錬金術 師 は 、 マ ンド ラ ゴ ラ に よる 人 人造 人 間 の 創造 を あき ら め た 。 
Dut they crossed monstrous Dalrs 
別 の 錬金術 師 は 、 あ る 動物 を 別 の 種類 の 動物 と 交配 させ (て 人 人 造 人 間 の 創造 を 試 
み ) た 。 
and projected human seed into animal earth, 
別 の 錬金術 師 は 、 人 の 精液 と いう 種 を 、 動 物 と いう 土 に まい (て 人 造 人 間 の 創造 を 
試み ) た 。 
only for the production of shameful crimes and Darren deformities. 
別 の 錬金術 師 は 、 人 造 人 間 で は な い 動 物 の 雑種 と 恥じ る べき 罪 を 創造 する だ け に 
終わ っ た 。 
The third method ofmaking the android was Dy galvanic machimnery. 
他 の 錬金術 師 は 、 電 気 の 機 械 に よっ て 人 造 人 間 の 創造 を 試み た 。 
One ofthese almost intelligent automata was attriDuted to AlDertus 
Magmus, and it is sald that St Thomas destroyed it with one Dlow from a 
Stick Decause he Was DerDlexed Dy its ansWeTrs. 
アル ベル トゥ ス マグ ヌス が 創造 し た 知 的 な 人 造 人 間 を 、 ト マス アク ィ ナ ス は 杖 の 一 
撃 で 破壊 し た 、 な ぜ な ら 、 ア ルベル トゥ ス マグ ヌス の 人 人 造 人 間 の 答え に トマ ス アク イィ 
ナス は 迷惑 し た 、 と いう 話 が 存在 する 。 
This story 1S an allegory: 
上 記 の 話 は 、 例 え 話 で ある 。 
the androd Was DriritVe scholasticism, 
アル ベル トゥ ス マグ ヌス の 人 人 造 人 間 は 、 最 初 の スコ ラ 哲 学 の 例え で ある 。 
which was Droken Dy the Surmma of St Thomas, 
トマ ス アク ィ ナ ス は 神学 大 全 で 最初 の スコ ラ 哲 学 を 破壊 し た 。 
the darimg innoVator 
トマ ス アク ィ ナ ス は 大 胆 な 変革 者 で ある 。 
who first suDstituted the aDsolute law ofreason for arDitrary OhVimity, 
トマ ス アク ィ ナ ス は 、 専 制 的 な 神 と いう 概念 の 代わ り に 、 神 の 絶対 的 な 法 と いう 概念 
を も た らし た 。 
by formulatimg that axiom which we canmot repeat too oftem, simce it 
comes from such a master: "A thing is notjust Decause God wils it, Dut 
God wills it Decause it 1S juSt." 
トマ ス アク ィ ナ ス は 「 神 が 望む か ら 正 し い の で は な く 、 正 し いか ら 神 が 望む 。」 と いう 
言葉 を 話し て 、 専 制 的 な 神 と いう 概念 で は な く 、 神 の 絶対 的 な 法 と いう 概念 を も た ら 
し た 。 
The real and serious android of the ancients was a secret which they 
kept hidden from all eyes, 


古代 人 の 本 物 の 人 造 人 間 の 秘密 は 隠さ れ て いた 。 

and Mesmer was the first who dared to dQhVulge it: 

メス メル は 人 人 造 人 間 の 秘密 を 大 胆 に 明か し た 。 

it was the extension of the wil of the magus into another Dody 
Organlsed and served Dy an elementary SsDirit 

人 造 人 間 の 秘密 と は 、 四 大 元素 の 圭 の 助け に よっ て 、 魔 術 師 の 意思 を 他 の 肉体 に 
拡張 する 事 で あっ た 。 

im more modern and imtelhigible terms, 

現代 的 に 言う と 、 わ か り 易 く 言 うと 、 

1t was a magmetic suDjeCct. 

四 大 元素 の 報 の 助け に よっ て 、 魔 術 師 の 意思 を 他 の 肉体 に 拡張 する 事 と は 、 磁 気 の 
催眠 術 の 被 催 眠 者 と いっ た も の に 磁気 を 受容 させ る 事 で ある 。 
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THE WRITING OF THE STARS 

星々 の 文字 

WE have fimished with infernus, 

地獄 に 最早 、 用 は 無い 。 

and we breathe the fresh air freely as we return to daylight after 
traversing the cryDts of Dlack mag1c. 

味 魔 術 の 地下 室 を 超え た 後に 、 日 の 光 に 戻り 、 自 由 に 新鮮 な 空気 を 吸う 。 

Get thee behind US, Satanl! 

マタ イ に よる 福音 16 章 23 節 「 退 け サ タン !」。( へ ブラ イ 語 で サタ ン は 敵 を 意味 する 。 
悪 は 免疫 の た め の 仮想 敵 で ある 。 書 魔 は 存在 し な い 。 悪 人 の 霊 は 存在 する 。) 

We renounce thee, 

サタ ン を 否定 する ! 

wrth all thy pomDps 

サタ ン の 虚飾 を 拒絶 する ! 

and worKs, 

サタ ン の わざ を 否定 する ! 

and stll more wrth all thy deforrmites, 

サタ ン の 醍 さ を 拒絶 する ! 

thy meanneSs, 

サタ ン の 劣悪 さ を 拒絶 する ! 

thy nothingness, 

サタ ン の 無 価値 を 拒絶 する ! 

thy deceptlonl! 

サタ ン の 証 欺 を 拒絶 する ! 

The Great Initiator Deheld thee fall from heaven jike a thunderbolt. 
ルカ に よる 福音 10 章 18 節 で 、 大 いな る 祖 イ エス は 「 私 は サタ ン が 雷 の 様 に 天 か ら 
堕ち る の を 見 た 。」 と 話し て いる 。 

The Christian legend changes thee, making thee set thy dragon's head 
mildly Deneath the foot of the mother of God. 

キリ スト 教 の 伝説 で は 、 サ タン は 、 改 心して 、 サ タン と いう 竜 の 頭 を 聖母 マリ ア の 足 の 
下 に 優し く 置 く 。 

Thou art for us the image of urnntelligence and mystery: 

サタ ン は 無知 と 未 解明 の 例え で ある 。 

thou art unreason and bhmnd fanatic1sm: 

サタ ン と は 、 非 論理 的 な 物 、 盲 信 、 狂 信 で ある 。 

thou art the inquisition and its hell: 

サタ ン と は 、 宗 教 裁判 、 宗 教 裁 判 の 地獄 で ある 。 

thou artthe god of Tornnuermada and Alexander VI.: 

サタ ン と は 、 約 8 千 人 を 殺 % し た スペ イン の 宗教 裁判 所 の 長官 巨 ト ルケ マダ の 神 、 史 上 
最悪 の 法王 アレ クサ ン デ ル 6 世 の 神 で ある 。 


thou hast become the sport of children, 

サタ ン は 、 幼 子 の 遊戯 に 成っ た 。 

and thy final place is at the side of Polhchmello: 

サタ ン の 行き つく 先 は 道 化 人 形 の 隣 で ある 。 

henceforth thou art only a grotesdue character in our foreign theatres, 
サタ ン は 、 異 質 な 劇 の 珍妙 な 役者 に 過ぎ な い 。 

andameans ofinstruction in a few so-called religious marketSs. 
サタ ン は 、 宗 教 を 騙 ( か た ) る 売買 の 業界 の 、 教 育 の 手段 に 過ぎ な い 。 

After the sixteenth key of the Tarot, which represents the downfall of 
Satan's termple, 

タロ ッ ト の 16 ペー ジ 目 の 絵 は サ タン の 神殿 の 没落 を 表す 。 


「 タ ロッ ト の 17 ペー ジ 目 」。 


we find on the seventeenth leaf a magmificent and graclous emDlem. 
タロ ッ ト の 17 ペー ジ 目 の 上 に 大 いな る 優美 な 象徴 が 見 つか る 。 

Anaked woman, a young and immmortal maid, 

タロ ッ ト の 17 ペー ジ 目 に は 裸 の 女性 、 若 々 し い 神 の 処女 が 描か れ て いる 。 

pours Out uDon the earth the juce of umiversal life from two ewers, One 
of gold and one of silVer: 

女神 は 金 の 水差し と 銀 の 水差し か ら 普 遍 の 命 の 精髄 を 地 の 上 に 注い で いる 。 
hard Dy there is a flowering shrub, 

女神 の 近く に は 花 の 咲い た 低木 が 有る 。 

on which rests the Dutterfly of Psyche: 

プシ ュ ケ の 蝶 が 花 の 咲い た 低木 の 上 で 休ん で いる 。 

apoVe her shines an eight-pointed star 

女神 の 上 に は 八 症 星 が 輝 いて いる 。 

wrth seven other stars around it. 

八 蘭 星 の ま わり に 7 つの 星 が 有 る 。 

"IL Delieve in eternal life!" 

「 私 は 永遠 の 命 を 信じ る !」。 

SuCh is the fimal article of the Christian symDol 

「 私 は 永遠 の 命 を 信じ る !」 は 、 キ リス ト 教 の 教え の 究極 で ある 。 

and this alone is a profession of faith. 

「 私 は 永遠 の 命 を 信じ る !」 と 話す だ け で 、 信 仰 の 告白 に 成る 。 

The ancients, when they compared the calm and peaceful immensity of 
heaver, thronged with innumeraDle lights, to the tumults amd darkness 
of this World! 

古代 人 は 、 星 々 と いう 無数 の 光 に 満ち た 天空 の 静か な 安らか な 広がり と 、 地 上 の 騒 
乱 と 間 を 比較 し た 。 そ し て 、 

believed themselves to have discoVered in that beautiful Dook, written 
in letters of gold, the fimal utterance of the emigma of destimies: 


古代 人 は 、 星 の 光 と いう 金 の 文字 で 記さ れ た 、 天 空 と いう 美しい 書物 の 中 に 、 運 命 
の 謎 の 究極 の 言葉 が 見 つか る と 信じ た 。 

im imagination they drew Hmes of correspondence Detween these 
shimmg Doints of the divine writimg, 

想像 の 中 で 、 古 代 人 は 、 天 空 と いう 神 の 書物 の 、 星 々 と いう 輝く 点 の 間 に 調 和 さ せる 
線 を 記し た 。 

anditis said that the first constellations marked out Dy the shepherds of 
Chaldea Were also the frst letters of the kapbalistic alphabet. 

カル デア の 羊 飼い が 記し た 最初 の 星座 が 、 カ バラ の アル ファ ベッ ト で ある へ ブラ イ 文 
字 に 成っ た 、 と 言わ れ て いる 。 

These characters, expressed first of all Dy means of Hmes, 

星々 の 文字 が 源 で ある へ ブラ イ 文 字 と いっ た アル ファ ベッ ト は 、 最 初 は 線 で 表 さ れ た 。 
then enclosed in hieroglyphuc figures, 

そし て 、 星 々 の 文字 が 源 で ある へ ブラ イ 文 字 と いっ た アル ファ ベッ ト は 、 象 形 文字 的 
な 形 を まとっ た 。 

Would, according to M. Moreau de Dammartim, author of a Very CUT10US 
treatise on alphabettc characters, have determnned the anclent magi in 
the choice of the Tarot figures, 

アル ファ ベッ ト の 文字 に つい て の 非常 に 興味 深い 論文 の 著者 M. Moreau de 
Dammartin に よれ ば 、 星 々 の 文字 が 源 で ある へ ブラ イ 文 字 と いっ た アル ファ ベッ ト 
に よっ て 、 古 代 の 魔術 師 は タロ ッ ト の 絵 を 決め た 。 

which are taken Dy this man of learning, as Dy ourselves, for an 
essentially hieratc and primitive Dook. 

タロ ッ ト は 本 来 、 祭 司 の 書物 で ある 。 タ ロッ ト は 最初 の 書物 で ある 。 

Thus, In his oODimio, 

M. Moreau de Dammartinm の 考え で は 、 

the Chmese tseu( = 子 ), the HeDbrew aleph, and the Greek alpha, 
exDressed hieroglyphically Dy the figure of the juggler 

十二支 の 子 (ね )、 ヘ ブライ 文字 の N( ア レフ )、 ギ リ シ ャ 文 字 の A( ア ルフ ァ ) を 、 タ ロッ ト 
の 1 ペー ジ 目 で は 、 魔 術 師 の 形 で 象形 文字 的 に 表す 。 

would De Dorrowed from the constellation of the crane, in the vicimity 
of the celestial fish, a sign of the eastern hemisphere. 

十二支 の 子 (ね )、 ヘ ブライ 文字 の N( ア レフ )、 ギ リ シ ャ 文 字 の A( ア ルフ ァ ) と いっ た 形 
の 源 は 、 東 半球 の 象徴 で ある 天 の 魚 で ある 人 魚 座 の 近く に 有る 、 鶴 (つる ) 座 で ある 。 
The Chmese tcheou( = chou = 乾 ), the HeDrew Deth, and the Latin B, 
COrreSDonding to Pope joan Or ]un0, 

十二支 の 電 、 ヘ へ ブ ライ 文 字 の コ ( ベ ト )、 ラ テン 文字 の B は 、 タ ロッ ト の 2 ペー ジ 目 の 女 
性 の 法王 ヨハ ン ナ また は 女神 ユノ ー に 対応 する 。 

were formed after the head of the Ram: 

十二支 の 昔 、 ヘ ブラ イ 文 字 の コ ( ベ ト )、 ラ テン 文字 の B と いっ た 形 の 源 は 、 牡 羊 座 の 
頭 で あ る 。 

the Chinese ym( = yin = 寅 ), the Hebrew ghimel, and the Latin G, 
represemted Dy the EmpreSs, 


十二支 の 寅 、 ヘ ブライ 文 字 の 】( ギ メル )、 ラ テン 文字 の G を 、 タ ロッ ト の 3 ペー ジ 目 で 
は 、 女 帝 で 表す 。( 寅 は 矢 の 象形 文字 で ある と 言わ れ て いる 。) 

would De derived from the constellation of the Great Bear 

十二支 の 寅 、 ヘ ブライ 文字 の 】( ギ メル )、 ラ テン 文字 の G と いっ た 形 の 源 は 、 大 熊 座 
(の 北斗 七星 ) で ある 。( 寅 は 矢 の 象形 文字 で ある と 言わ れ て いる 。) 

C&C. 

な ど 。 

The kabbalist Gaffarel whom we have cited more than once, erected a 
plamisphere, in which all the constellations form HeDrew letters: 

1 回 以上 、 名 前 を 挙げ た 、 カ バリ スト の ガ フ ァ レ ル は 、 全 て の 星座 が へ ブラ イ 文 字 の 
形 を し て いる 、 平 面 天体 図 を 作っ た 。 

Dut 

し か し 、 

we confess that the configurations are freduently arDitrary In the 
highest degree, 

ガ フ ァ レ ル の 平面 天体 図 の 星座 の 形 に は 根拠 が 無い 場合 が 多い 。 

and upon the indication of a simgle star, for example, we can see 10 
reason why a Tshould De tracedratherthanaliorat 

例え ば 、 ガ ファ レル の 平面 天体 図 で 、 単 一 の 星 を 1( ヴ ァ ウ ) や 1( ザ イン ) で は な く 1( ダ 
レト ) で 表す 理由 を 理解 で き な い 。 

four stars wl also give indifferently aT,T, orinas well as an KN. 

例え ば 、 ガ ファ レル の 平面 天体 図 で 、4 つの 星 の ま と まり を (タウ )、 ま た は 、T( ケ ト )、 
また は 、N( ア レフ ) で は な く 品 (ヘー) で 表す 理由 を 理解 で き な い 。 

We are therefore deterred from reproducimg a CODy Of Gaffarel's 
planmnsphere, 

上 記 の 理由 か ら 、 ガ ファ レル の 平面 天体 図 を 本 書 「 高 等 魔術 の 祭儀 」 に 記す の を 思 
いと ど ま っ た 。 

exarmples of which are, moreover not exceedimgly rare. 

さら に 、 ガ ファ レル の 平面 天体 図 は 稀 病 本 で は な い 。 

It was included in the work of Montfaucon on the rehigions and 
SuDerstitions Of the World, 

世界 の 宗教 と 迷信 に つい て の Montfaucon の 作品 に 、 ガ ファ レル の 平面 天体 図 は 
含ま れ て いる 。 

and also in the treatse upon magic Dublished Dy the mystic 
Eckartshausen. 

神秘 主義 者 Eckartshausen の 魔術 に つい て の 論文 に に - ガ ファ レル の 平面 天体 図 
は 含ま れ て いる 。 

Scholars, moreover are unagreed upon the configuration of the letters 
of the prirmitive alphabet. 

学者 達 は 最初 の アル ファ ベッ ト の 文字 の 形 に つい て 意見 が 一 致し て いな い 。 

The Italian Tarot, of which the 1ost Gothic originals are much to De 
regretted, connects Dy the disposition of its figures with the HeDrew 
alphabet in use after the captivity, and kmown as the Assyrian alphabet: 


ゴシック の 原 物 が 失わ れ た の は 残念 で ある 、 イ タリ ア の タロ ッ ト は 、22 枚 の 大 アル カ 
ナ が 、Assyrian alphabet と し て 知ら れ て いる バビ ロン 捕 囚 後 の ヘ へ ブラ イ 文 字 と 、 絵 、 
形 が 同じ で ある 。 

Dut 

し か し 、 

there are fragments of anterior Tarots where the disposition 1S 
different. 

イタ リア の タロ ッ ト と 、 絵 、 形 が 異な る 、 古 い タ ロッ ト の 断片 が 存在 する 。 

There should De no conjecture in matters of research, 

調査 に つい て は 推測 する べき で は な い 。 

and hence We susDend our judgment in the expectation of fresh and 
ImOrYe COT1CluS1Ve Q1SCOVer1eS. 

新しい 決定 的 な 発見 を 待っ て 、 判 断 を 保留 する 。 

As to the alphabet of the stars, We DelieVe it to De intuitiVe, 1ike the 
Configuration of clouds, which seem to assume any form that 
Imagination lends them. 

星々 の アル ファ ベッ ト に つい て は 、 想 像 で 任意 の 形 を と る 様 に 見 える 雲 の 形 の 様 に 、 
直感 的 な 物 で ある と 信じ て いる 。 

Star-gTOUDS are Iike Donts in geomancy Or the pasteDoards of 
cartomancyi 

星 の ま と まり は 、 土 占い の 点 の まとまり の 様 な 物 で ある 、 ま た は 、 カ ー ド 占い の カー ド 
の まとまり の 様 な 物 で ある 。 

They are a pretext for self-magnetising, 

星々 は 人 気 の 自己 催眠 の た め の 名 目 で ある 。 

an instrument to fix and deterrmime native intuition. 

星々 は 自然 の 直感 を 固定 し て 決定 する た め の 道 具 で ある 。 

ThUS, 

上 記 の 様 に し て 、 

a kabbahist, familiar with mysttc hieroglyphics, wl perceive signs In the 
stars which wl not be discerned Dy a simple shepherdl, 
神秘 の 象徴 タロ ッ ト を 知っ て いる カバ リス ト は 、 た だ の 羊 飼い が 気づか な い 、 星 々 の 
中 の 象徴 に 気づく 。 

Dut the shepherd, on his part, wl oDserve comDinations that wl 
escape the kabDalist. 

し か し 、 羊 飼い は 、 カ バリ スト が 見 逃す 、 組 み 合わ せ に 気づく 。 

Country Deople suDstitute a rake for the Delt and sword of Orion, 

いな か の 大 衆 は 、 オ リオ ン 座 を 、 オ リオ ン の 帯 と 剣 と 見 る 代わ り に 、 熊 手 と 見 る 。 


while kabDbalist recognises in the same sign as a whole all the mysteries 
of Ezekiel 

カバ リス ト は 、 オ リオ ン 座 を 、 エ ゼ キ エル の 神秘 の 全て と 見 る 。 

the ten sephiroth arranged in a triadic manner 

3 組 の 3 つ 1 組 と いっ た 10 の セ フ ィ ロ ト 。 

a central triangle formed of four stars, 

4 つの 星々 に より 形成 され て いる 中 央 の 三角 形 。 

then a Hme of three stars making the jod, 

並ん で いる 3 つの 星 に よる ?( イ ョ ッ ド )。 

and the two figures taken together expressimg the mysteries of 
Bereschith: 

ベレ シー ト 、 創 世 記 の 神秘 を 一 緒 に 成っ て 表す 2 つの 形 。 

fimally, four stars constttutimg the wheels of Mercavah, and completmg 
the divine chariot. 

メル カバ ー、 戦 車 の 車輪 に 成っ て 神 の 戦車 を 完成 する 4 つの 星々 。 

Looked at after another manmner and arranging other ideal limes, he wil 
notice a well-formed ghimel placed abDove a jod, in a large daleth, 

カバ リス ト は 、 オ リオ ン 座 を 、 大 き な 逆 さ の 1( ダ レト ) の 中 の 、?( イ ョ ッ ド ) の 上 の 』( ギ メ 
ル ) と 見 る 。 

a SymDbol typifying the strife Detween good and evil, with the final 


triumph of good. 

カバ リス ト は 、 オ リオ ン 座 を 、 善 が 最終 的 に 勝利 する 、 善 と 悪 の 戦い の 象徴 と 見 る 。 
As a fact, 

事実 、 


the ghimel superposed on the jod is the triad produced Dy uty, 
?( イ ョ ッ ド ) の 上 の :( ギ メル ) は 、 統 一 が も た ら す 3 つ 1 組 で ある 。 


the manifestation of the divine Word, 
?( イ ョ ッ ド ) の 上 の :( ギ メル ) は 、 神 の 言葉 イエ ス の 表れ で ある 。 
whilst the reversed daleth is the triad composed of the evil duad 


multplied Dy itself. 

逆さ の T( ダ レト ) は 、 自 己 増殖 し た 悪 の 2 つ 1 組 を 含む 3 つ 1 組 で ある 。 
Thus regardedL 

上 記 の 様 に 考え る と 、 


the figure of Orion would De identical with that of the angel Michael 
doing Dattle with the dragor, 
カバ リス ト は 、 オ リオ ン 座 を 、 天 使 ミ カエ ル と 和 竜 の 戦い と 見 る 。 
and the appearantce of this sigm, so understood, would De, for the 
kabDalist, a portent of Victory and haDDineSSs. 
上 記 の 様 に 理解 する と 、 カ バリ スト は 、 オ リオ ン 座 の あら われ を 、 勝 利 と 幸せ の 先 触 
れ と 見 る 。 
Along contemplaton of the sky exalts the imagination, 
天空 の 凝視 は 想像 力 を 強め る 。 
and then the stars respond to our thoughtS. 

空 は 人 の 思考 に 応 ( こ た ) え て くれ る 。 
The ines drawn mentally from one to another by the prirmitive 
oODserVers must haVe giVen man his first notions of geometryi 
天空 の 最初 の 観察 者 が 、 星 か ら 星 へ 心 の 中 で 引い た 線 が 、 幾 何 学 の 最初 の 概念 を 
人 に 与え た に 違い な い 。 
Accordimgly, as Our soul is trouDled or at rest, the stars seem Durming 
wrth menace or sDarkhmg with hope. 
天空 を 見 る 人 の 魂 が 乱れ て いる か 安 ら い で いる か に 応じ て 、 星 々 は 脅威 的 に 燃え る 
か 希望 に 輝く 。 
The sky is thus the mirror of the human soul 
天空 は 人 の 魂 の 鏡 で ある 。 
and when We thimk that we are readimg in the stars it 1s In ourselVes We 
rea0. 
人 は 象徴 を 星々 の 中 に 読み 取っ て いる つも り で ある が 、 実 際 は 、 人 は 印象 を 自分 自 
身 の 中 に 読み 取っ て いる 。 
Gaffarel, applying the prophecies of celestial writing to the destimies of 
emDireS, 
ガ フ ァ レ ル は 、 天 空 と いう 書物 に よる 予言 を 国々 の 運命 に 応用 し た 。 
says that not in Vain did the ancients place all signs of evil augury In the 
northern region Of the sky: 
ガ フ ァ レ ル は 「 古 代 人 が 悪 の 前 兆 の 象徴 の 全て を 天空 の 北 の 領 域 に 配置 し た の に 
は 意味 が 有る 。」 と 話し て いる 。 
calarmities have Deen in all ages regarded as corming from the north to 
spread themselves over the earth by the inVvasion of the south. 
全て の 時 代 の 、 不 運 は 、 北 か ら 来 て 、 南 に 侵 人 し て 、 地 上 に 広まる 。 
"For this reason," he tellS usS, 


下記 の 様 に 、 ガ ファ レル は 話し て いる 。「 上 記 の 理由 か ら 、」 


the ancients represerted in the northern Darts of the heaven a serpent 
Or dragon near tWo Dears, 

古代 人 は 、 天 空 の 北 の 部 分 で 、 大 熊 座 と 小熊 座 と いう 2 つの 熊 の 近く に 、 竜 座 と い 
う 蛇 また は 竜 を 配置 し た 。 

S1mCe 

な ぜ な ら 、 

these amumals are the true hieroglyphs of tyranny pillage, and al 
ODDTeSS101. 

熊 、 蛇 と いっ た 動物 は 、 暴 虐 、 強 奪 、 全 て の 迫害 の 象徴 で ある 。 

As a fact, glance at history, 

事実 、 歴 史 を 見 る と 、 

and you will see that all great devastations Droceed fromm the north. 

全て の 大 いな る 破壊 は 北 か ら 起こ る の が 見 られ る 。 

The Assyrians or Chaldeans, inclted Dy NaDuchodonosor or Salmanasor 
exhibited this truth in abundance Dy the destruction of the mmost 
Splendid and most holy temple and city in the unverse, and Dy the 
cormplete oVerthrow of a people whom God himself had taken under his 
Speclal Drotection, of whom he specially termed himself father 

ネプ ブ カド ネ ザ ル 2 世 や Salmanasor に よっ て 、 そ その か され た 、 ア ッ シ リ ア 人 や カル 
デア 人 は 、 世 界 で 無 上 に 輝かしい 無 上 に 神聖 な エル サレ ム 神 殿 と 町 エル サレ ム を 
破壊 し 、 神 が 特別 に 神 を 父 と 呼ば せ て 保護 し て きた へ ブラ イ 人 を 完全 に 権力 の 座 か 
ら 引き 下ろ し て 、 破 壊 は 北 か ら 起 こる と いう 真理 を 豊富 に 表し た 。 

And that other ]erusalem, Rome the Dlessed, has not it, too, exDerienced 
frequently the Violence of this evil northern race, 

も う 1 つの エル サレ ム と 言え る 、 祝 福 さ れ た ロー マ は 、 時 折 、 悪 の 北 の 民 族 の 暴力 を 
経験 し て きた 。 

when it Deheld its altars demolished and the towers of its proud edifices 
brought level with the foundations, through the cruelty of Alaric, 
Genseric, Attila, and the other princes of the Goths, Huns, Vandals, and 
Alann.… 

ロー マ は 、 西 ゴー ト 族 の 王 ア ラリ ッ ク 1 世 、 ヴ ァ ン ダル 族 と アラ ン 族 の 王 ガ イセ リッ ク 、 
フン 族 の 王 ア ッ テ ィ ラ 、 ゴ ー ト 族 の 他 の 諸王 、 フ ン 族 の 他 の 諸王 、 ヴ ァ ン ダル 族 の 他 
の 諸王 、 ア ラン 族 の 諸王 が 、 残 虐 で 、 ロ ー マ の 祭壇 を 破壊 し 、 ロ ー マ の 誇る 建物 を 塔 
が 基礎 に 成る まで 破壊 する の を 見 た .… 

Very DroDerly, therefore, in the secrets of this celestial writing, dO We 
read calamities and misfortunes on the northern side, 

天空 の 書物 の 秘密 の 中 に 、 北 の 側 に 、 不 運 を 読み 取れ る 。 

S1mCe a 

な ぜ な ら 、 


septentrione Dandetur ommne malum.( = the north spreads all evl or 

misfortune Or Calarm1ty) 

『 北 は 全て の 悪 を 広め る 。』、『 北 は 全て の 不運 を 広め る 。』、『 北 は 全て の 災い を 広 

め る 。 』 O 

Now, the word nn5n, which we translate Dy pandetur 

『 北 は 全て の 不運 を 広め る 。』 の 『 広 め る 』 を 意味 する ラテ ン 語 pandetur は 、 ヘ ブラ 
語 の in5r と いう 言葉 を ラテ ン 語 に 訳し た 物 で ある 。 

1s also equivalent of e depingetur( = depict or Daint) Or scriDetur( = 

Write), 

へ ブラ イ 語 の iin5n に は 『 広 め る 』 と いう 意味 と 『 表 す 』 と いう 意味 や 『 記 す 』 と いう 意 

味 が 有る 。 

and the prophecy signifies equally: All the misfortunes of the world are 

written in the northern sky 

『 北 は 全て の 不運 を 広め る 。』 と いう 予言 は 『 北 は 全て の 不運 を 表す 。』 や 『 北 は 全て 

の 不運 を 記す 。』 と いう 意味 に も 解釈 で きる 。『 世 界 の 全て の 不運 は 北 の 天空 に 記さ 

れ て いる 。』。 


」 

We have transcriDed this passage at length, 

上 記 の 様 に 、 ガ ファ レル の 言葉 の 一 部 を 長 々 と 書き 写し た 。 

Decause 

な ぜ な ら 、 

It is not wlthout apphcation in our day 

ガ フ ァ レ ル の 「 北 は 全て の 不運 を 広め る 。」 と いう 言葉 は 19 世紀 の ヨー ロッ パ に 応 
用 で きる 。 

when the north once more seemms to threaten Europe:* 

再び 、 北 (の ロシア ) は ヨー ロッ パ を 旭 ( お び や ) か し て いる 様 に 思わ れる 。 

*This passage Was written Defore the Crimean War 

※ 上 記 は 、 ロ シア と ヨー ロッ パ の 戦い で ある 、 ク リ ミ ア 戦争 の 前 に 書か れ た 。 

Dut 

し か し 、 

it is also the destimy of hoar-frost to De melted Dy the sun, 

南 の 太陽 が 北 の ( し も ) を 溶かす の は 運命 で ある 。 

and the darkness disappears of itself when the light manifests. 

南 の 太陽 の 光 が あ ら わ れる と 、 北 の 闇 は 自然 と 消え る 。 

Such is our final word of prophecy 

「 北 は 全て の 不運 を 広め る 。 し か し 、 南 の 太陽 が 北 の 可 ( し も ) を 溶かす 。 南 の 太陽 の 
光 が あ ら わ れる と 、 北 の 闇 は 自然 と 消え る 。」 と いう の が 、 予 言 の 最終 的 な 言葉 で あ 
る 。 

and the secret of the future. 

「 北 は 全て の 不運 を 広め る 。 し か し 、 南 の 太陽 が 北 の 可 ( し も ) を 溶かす 。 南 の 太陽 の 
光 が あ ら わ れる と 、 北 の 闇 は 自然 と 消え る 。」 と いう の が 、 未 来 の 秘密 で ある 。 
Gaffarel adds some Drognostics drawn from the stars, 


ガ フ ァ レ ル は 、 星 々 に 記さ れ た 、 い くつ か の 予言 を 話し て いる 。 

as, for exaTmple, the progressive weakening of the Ottoman empire: 
例え ば 、 オ スマ ン 帝 国 の 衰退 の 進行 で ある 。 

Dut, as already sa1d!, 

し か し 、 す で に 話し た 様 に 、 

his constellated letters are exceedingly arDitrary. 

ガ フ ァ レ ル の 平面 天体 図 の 星座 の 形 に は 根拠 が 無い 。 

He states, for the rest, that he deriVed his predictions from a Hebrew 
kabDbalist, RaDDbi Chomer Dut does not himself pretend to understand 
him especially well. 

ガ フ ァ レ ル は 、 へ ブラ イ 人 の カバ リス ト の ラビ の Chomer か ら 星 々 に よる 予言 を 教 
わっ た と 話し て いる が 、Chomer の 考え を 正しく 理解 で きた と は ガ フ ァ レ ル 自 身 が 認 
め て は いな い 、。 

Here follows the table of magical characters traced after the zodiacal 
constellations Dy the ancient astrologers: each of them represents the 
name Of a genius, De he good or ev1l. 

下記 は 、 古 代 の 占星 術 師 に よる 、 黄 道 12 星座 と 、 悪 の 霊 の 名 前 、 ま た は 、 善 の 霊 の 
名 前 の 対応 の 一 覧 で ある 。 

It will De known that the signs of the Zodiac correspond to Var1ous 
celestial imfluences, 

黄道 12 星座 と いう 象徴 は 多様 な 天空 の 感化 力 と 対応 し て いる の は 知ら れ て いる 。 
and conseduently 

結果 と し て 、 

sigTnfy an ammual alternatiVe of good or evil. 

黄道 12 星座 は 、 立 の 1 年 間 の 選択 、 ま た は 、 悪 の 1 年 間 の 選択 を 意味 する 。 

The names of the gemii designated Dy the above characters are:- 

下記 は 、 黄 道 12 星座 、 悪 の 霊 の 名 前 、 療 の 圭 の 名 前 の 対応 の 一 覧 で ある 。 


「 黄 道 12 星座 の 、 悪 の 霊 と 、 善 の 霊 の 、 名 前 の 対応 の 一 覧 」。 


For the Ram, SATAARAN and Sarahiel: 
牡 羊 座 、SATAARAN、Sarahiel。 

for the Bull, BAGDAL and Araziel: 
牡 邊 座 、BAGDAL、Araziel。 

for the Twins, SAGRAS and Saraiel: 
双子 座 、SAGRAS、Saraiel。 

for the Crab, RAHDAR and Phakiel: 
蟹 座 、RAHDAR、Phakiel。 

for the Lion, SAGHAM and Seratiel: 
獅子 座 、SAGHAM、Seratiel。 

for the Virgim, IADARA and Schaltiel: 


乙女 座 、IADARA、Schaltiel。 

for the Balance, GRASGARBEN and Hadakiel: 
天 衝 座 、GRASGARBEN、Hadakiel。 

for the Scorpion, RIEHOL and Saissaiel: 
帳 ( さ そり ) 座 、RIEHOL、Saissaiel。 

for the Archer VHNORI and Saritaiel: 

射手 座 、VHNORI、Saritaiel。 

for the Goat, SAGDALON and Semakiel: 
山羊 座 、SAGDALON、Semakiel。 

for the Water-Bearer ARCHER and Ssakmakiel: 
水瓶 座 、ARCHER、Ssakmakiel。 

for the Fishes, RASAMASA and Vacabiel. 
魚 座 、RASAMASA、Vacabiel。 


The wrise man, who would read the skKy, must oDserve also the days of 
the moor, 
空 を 読み 取る つも り で ある 賢者 は 、 月 の 日 を 観察 する 必要 が 有る 。 
the influence of which is Very great in astrology. 
月 の 日 の 感化 力 は 占星 術 で は 非常 に 大 きい 。 
The moon success1vely attracts and repels the magnetic fluid of the 
earth, 
月 は 地球 の 磁気 の 流体 を 連続 的 に 引き 寄せ 慰 (し り ぞ ) け る 。 
and thus produces the ebD and flow ofthe sea: 
月 は 海 の 満ち 引き を も た ら す 。 
we must, therefore, De well acqguainted with its phases 
魔術 師 は 、 月 の 日 、 月 の 形 を 熟知 する 必要 が 有る 。 
and be able to distmguish its days and hours. 
魔術 師 は 、 月 の 日 時 、 月 の 形 の 区 別 が 可能 で ある 必要 が 有る 。 
The new moon is Dropitious to the Deginming of all magical WOrKs: 
新 月 は 、 全 て の 魔術 の 作業 を 始め る の に 適し て いる 。 
from first quarter to full moon its influence is warm 
最初 の 半月 、 上 弦 の 月 か ら 満月 まで の 月 の 感化 力 は 温 ( あ た た ) か い 。 
from full moon to third quarter it 1S dry: 
満月 か ら 下 纏 の 月 まで の 月 の 感化 力 は 乾 ( か わ ) か す 。 
and from third quarter to last it is cold. 
下 纏 の 月 か ら 次 の 新 月 の 前 まで の 月 の 感化 力 は 冷た い 。 
Here follow the special characters of all the days of the moorl, 
distimguished Dy the twenty-two Tarot keys and Dy the signs of the 
SeVe Dlanets. 
下記 は 、 タ ロッ ト の 22 枚 の 大 アル カナ と 7 惑星 の 象徴 に よる 29 日 の 月 の 日 の 特別 
な 言葉 で ある 。 


「 タ ロッ ト と 7 惑星 に よる 29 日 の 月 の 日 の 言葉 」。 


1.The juggler or Magus. 

1。 魔 術 師 。 

The first day of the moon is that of the creation of the moon itself. 

月 の 第 1 日 は 、 月 自体 が 創造 され た 日 で ある 。 月 の 第 1 日 は 、 創 世 記 の 第 4 日 で あ 
る 。 

This day 1S consecrated to mental enterDr1SeS, 

月 の 第 1 日 は 、 精 神 的 な 作業 に ささ げ ら れ て いる 。 

and should De favouraDle for opportune innmovations. 

月 の 第 1 日 は 、 時 機 が 適切 な 変革 に 適し て いる 。 


2.Pope ]oaru or Occult Science. 

2。 女 性 の 法王 ヨハ ン ナ また は 隠さ れ た 知 。 

The second day, the genius of which is Enediel, 

月 の 第 2 日 の 霊 は Enediel で ある 。 

was the fifth of creation, 

月 の 第 2 日 は 、 創 世 記 の 第 5 日 で ある 。 

for 

な ぜ な ら 、 

the moon was made on the fourth day. 

創世 記 の 第 4 日 に 月 は 創造 され た 。 

the Dirds and fishes, created on this day 

創世 記 の 第 5 日 は 、 鳥 と 魚 が 創 造 さ れ た 日 で ある 。 

are the jivmg hieroglyphs of magical analogies 

鳥 と 魚 は 、 魔 術 の 類推 可能 性 の 、 生 き て いる 象徴 で ある 。 

and ofthe umiversal doctrine of Hermes. 

鳥 と 魚 は 、 ヘ ル メ ス の 普遍 の 考え の 、 生 き て いる 象徴 で ある 。 

The water and air which were thereby filled with the forms of the 
Wordl 

創世 記 の 第 5 日 に 、 神 の 言葉 の 形成 に よっ て 、 鳥 が 風 に 、 魚 が 水 に 満ち た 。 
are the elementary figures of the Mercury of the Sages, 

風 と 水 は 、 賢 者 の 水銀 の 、 四 大 元素 的 な 象徴 で ある 。 

that iS, of imtelhgence and speech, 

風 と 水 は 、 知 と 言葉 の 、 四 大 元素 的 な 象徴 で ある 。 

This day 1S propitious to revelatons, initiations, amd great discoVerles Of 
SC1enCe. 

月 の 第 2 日 は 、 啓 示 、 秘 伝 伝授 、 知 の 大 いな る 発見 に 適し て いる 。 


3.The Celestial Mother or EmpreSSs. 

3。 天 の 母 ま た は 女帝 。 

The third day was that of mar's creation. 

月 の 第 3 日 、 創 世 記 の 第 6 日 は 、 人 が 創造 され た 日 で ある 。 

SO 1Ss the moon called the MOTHER in KabDbalah when it is represented 
Im association wrth the number 3. 

創世 記 の 第 6 日 は 月 の 第 3 日 な の で 、 数 3 と 結び つけ て 月 を 表す 時 に は 、 カ バラ で 
は 、 月 を 母 と 呼ん で いる 。 

This day is faVouraDle to generation, 

月 の 第 3 日 は 、 繁 殖 、 創 造 に 適し て いる 。 

and generally to all productons, whether of Dody or mnd. 

月 の 第 3 日 は 、 一 般 的 に 、 肉 体 的 な 創造 、 ま た は 、 精 神 的 な 創造 の 全て に 適し て い 
る 。 


4.The Emperor or Ruler 

4。 和 皇帝 また は 統治 者 。 

The fourth day is Daleful: 

月 の 第 4 日 は 、 破 壊 を も た ら す 。 

it was that of the Dirth of Cain: 

月 の 第 4 日 は 、 正 し い 人 アベ ル を 殺し た カイ ン の 誕生 日 で ある 。 
but it is favouraDle to urjust and tyranmical enterDr1seSs. 
月 の 第 4 日 は 、 良 い 意味 で 不 公平 な 圧 制 的 な 作業 に 適し て いる 。 


5. The Pope, or Hierophant. 

5。 法 王 ま た は 秘 儀 祭司 。 

The fifth day is fortunate: 

月 の 第 5 日 は 、 幸 運 な 日 で ある 。 

it was that of the birth of Abel. 

月 の 第 5 日 は 、 正 し い 人 アベ ル の 誕生 日 で ある 。 


6.The Lover or LiDerty 

6。 恋 人 また は 自由 。 

The sixth is a day of pride: 

月 の 第 6 日 は 、 誇 り の 日 で ある 。 

it was that of the birth of Lamech, 

月 の 第 6 日 は 、 レ メ ク の 誕生 日 で ある 。 

who said unto his wlves: "T have slain a man to my wounding, and a 
yourg man to my hurt. If Cain shall De avenged seVenfold, truly Lamech 
seVenty and sevenfold." 

創世 記 4 章 23 人 節 か ら 24 人 節 で 、 レ メ ク は 妻 達 に 「 私 は 私 を 傷つけ た 人 を 殺し 、 私 を 
喝 つ けた 若い 人 を 殺す 。 も し カイ ン の た め の 報 復 が 7 倍 で あれ ば 、 レ メ ク の た め の 報 
復 は 77 倍 で ある 。」 と 話し て いる 。 

This day is propitious for conspiracles amd reDelhons. 

月 の 第 6 日 は 、 反 逆 に 適し て いる 。 


7.The Chariot. 

7。 戦 車 。 

On the seventh day, Dirth of HeDron, who gave his name to the first of 
the seven sacred cities of Israel. 

月 の 第 7 日 は 、 自 分 の 名 前 を イス ラ エ ル の 7 つの 神 の 町 の 最初 の 1 つ に 与え た 、 
へ ブロ ン の 誕生 日 で ある 。 

A day of religion, DrayerSs, and SUCCeSS. 

月 の 第 7 日 は 、 宗 教 、 祈 り 、 成 功 の 日 で ある 。 


8.」ustice. 

8。 正 義 の 女神 。 

Murder of ADel. 

月 の 第 8 日 は 、 正 し い 人 アベ ル が 殺さ れ た 日 で ある 。 
Day of expiation. 

月 の 第 8 日 は 、 罪 を つぐ な う 日 で ある 。 


9.The Old Man, or Hermit. 

9。 長 老 ま た は 隠者 。 

Birth of Methuselah. 

月 の 第 9 日 は 、 創 世 記 5 章 27 節 の 969 歳 ま で 生き た メト シェ ラ の 誕生 日 で ある 。 
Day of Dlessing for children. 

月 の 第 9 日 は 、 子 孫 へ の 祝福 の 日 で ある 。 


10.EZzekiel's Wheel of Fortune. 

10。 エ ゼ キ エル の 運命 の 車輪 。 

Birth of Nabuchodonosor 

月 の 第 10 日 は 、 獣 の 様 に 成っ た 、 ネ ブ カ ド ネ ザ ル 2 世 の 誕 生日 で ある 。 
Reign of the Beast. 

獣 の 統治 。 

Fatal day. 

月 の 第 10 日 は 、 悪 に 致命 的 な 日 で ある 。 


11. Strength. 

11。 強 さ 。 

Birth of Noah. 

月 の 第 11 日 は 、 ノ ア の 誕生 日 で ある 。 

Visions or this day are deceitful, 

夢 と いっ た 、 月 の 第 11 日 に 見 た 物 は 人 を 惑わ せる 。 

but it is one of health and 1ong jife for children born on it. 


月 の 第 11 日 に 生ま れ た 子 に は 、 月 の 第 11 日 は 、 健 康 と 長谷 の 日 の 1 つ で ある 。 


12. The Victm, or Hanged Man. 

12。 犠 牲 者 また は 吊る され た 男 。 

Birth of Samuel. 

月 の 第 12 日 は 、 預 言 者 サム エル の 誕生 日 で ある 。 
Prophetic and kabDalisttc day 

月 の 第 12 日 は 、 預 言 、 予 言 、 カ バラ の 日 で ある 。 
favourable to the fulfilment of the great Work. 
月 の 第 12 日 は 、「 大 いな る 務め 」 の 成 惹 に 適し て いる 。 


13. Death. 

13。 死 の 女性 。 

Birthday of Canaar, the accursed son of Cham. 

月 の 第 13 日 は 、 ハ ム の 呪 わ れ た 子 、 カ ナン 人 の 祖 、 カ ナン の 誕生 日 で ある 。 
Baleful day 

月 の 第 13 日 は 、 破 壊 を も た ら す 日 で ある 。 

and fatal numDber 

月 の 第 13 日 は 、 悪 に 致命 的 な 日 で ある 。 


14. The Angel of Temperance. 

14。 節 制 の 天使 。 

Blessing of Noah on the fourteenth day of the moon. 

月 の 第 14 日 は 、 ノ ア へ の 祝福 の 日 で ある 。 

This day is goVerned by the angel Cassiel of the hierarchy of Uriel. 
ウリ エル の 位階 の 天使 カシ エル が 月 の 第 14 日 を 統治 し て いる 。( ウ リエ ル は へ ブラ 
イ 語 で 「 神 の 光 」 を 意味 する 。 カ シエル は へ ブラ イ 語 で 「 神 の 速 さ 」 ま た は 「 神 は 私 の 
怒り 」 を 意味 する 。 エ ル は 神 を 意味 する 。) 


15. Typhonu or the Devll. 

15。 テ ィ フ ォ ン また は 悪魔 。( 悪 魔 は 存在 し な い 。 悪 人 の 霊 は 存在 する 。) 

Birth of Ishmael. 

月 の 第 15 日 は 、 奴 隷 の 子 で ある 、 イ シュ マエ ル の 誕生 日 で ある 。( イ シュ マエ ル は へ 
ブラ イ 語 で 「 神 は 聞く 。」 を 意味 する 。 エ ル は 神 を 意味 する 。) 

Day of reproDation and exile. 

月 の 第 15 日 は 、 排 胡 と 追放 の 日 で ある 。 


16. The Blasted Tower 

16。 打 た れ た 塔 。 

Birthday of jacobD and Esau: 

月 の 第 16 日 は 、 ヤ コブ と エサ ウ の 誕生 日 で ある 。 

the day also of jacoD's predestimatior, 

月 の 第 16 日 は 、 ヤ コブ が 長子 に 成る 予定 の 運命 の 日 で ある 。 

to Esau's Tu. 

月 の 第 16 日 は 、 エ サウ が 長子 の 地位 を 失う 予定 の 運命 の 日 で ある 。 


17.The Glitterimg Star 

17。 光 輝く 星 。 

Fire from heaVen Durns Sodom and Gomorrah. 

創世 記 19 章 の 、 天 か ら の 火 が ソドム と ゴモラ を 燃やす 。 

Day of salvation for the good, and ruin for the wickedi: 
月 の 第 17 日 は 、 立 人 を 救い 、 悪 人 を 破滅 させ る 日 で ある 。 

On a Saturday dangeroUS. 

月 の 第 17 日 が 土曜 で ある と 、 悪 人 に と っ て 危険 で ある 。 

It is under the dormmion of the Scorplon. 

敵 ( さ そり ) 座 が 統治 し て いる 。 


18. The Moon. 

18。 月 。 

Birth of Isaac. 

月 の 第 18 日 は 、 イ サク の 誕生 日 で ある 。 

Wife's triumph. 

アブ ラ ハ ム の 妻 サ ラ の 勝利 。 

Day of conjugal affection and good hope. 

月 の 第 18 日 は 、 夫 婦 の 愛 と 善き 希望 の 日 で ある 。 


19. The Sun. 

19。 太陽 。 

Birth of Pharaoh. 

月 の 第 19 日 は 、 エ ジ プ ト の 王 フ ァ ラ オ の 誕生 日 で ある 。 

A Deneficent or fatal day for the great of earth, accordimg to the 
different merits of the great. 

月 の 第 19 日 は 、 権 力 者 の 罪 に 応じ て 、 地 上 の 権力 者 に 致命 的 な 日 で ある 。 月 の 第 
19 日 は 、 王 の 功徳 に 応じ て 、 地 の 王者 に 利益 を も た ら す 日 で ある 。 


20. The Judgment. 

20。 宮 判 。 

Birth of jonas, the instrumert of God's judgment. 

月 の 第 20 日 は 、3 日 後に 巨大 な 魚の 口 か ら 救 われ た 、 神 の 審判 の 仲介 者 で ある 、 
預言 者 ヨナ の 誕生 日 で ある 。 

Propitious for diVime revelationS. 

月 の 第 20 日 は 、 神 の 啓示 に 適し て いる 。 


21.The World. 

21。 世 界 。 

Birth of Saul, material royalty. 

月 の 第 21 日 は 、 こ の 世 の 王 で ある 、 サ ウル の 誕生 日 で ある 。 
Danger to mind and reason. 

精神 と 理性 に は 危う い 。 


22. Influence of Saturn. 

22。 土 星 の 感化 。 

Birth of Tob. 

月 の 第 22 日 は 、 ヨ ブ の 誕生 日 で ある 。 
Day of trial and sufferimg. 

月 の 第 22 日 は 、 試 練 と 労苦 の 日 で ある 。 


23. Influence of Venus. 

23。 金 星 の 感化 。 

Birth of Bemjamnn. 

月 の 第 23 日 は 、 母 の 死 の 代わ り に 生ま れ た 、 ベ ニヤ ミン の 誕生 日 で ある 。 
Day of preference and tenderneSss. 

月 の 第 23 日 は 、 選 択 と 思い や り の 日 で ある 。 


24. Influence of Tupiter 

24。 木 星 の 感化 。 

Birth of japhet. 

月 の 第 24 日 は 、 ヤ ペ テ の 誕生 日 で ある 。 


25. Influence of Mercury. 

25。 水 星 の 感化 。 

Tenth plague of EgyDt. 

エジプト の 十 の 災い の うち 、 エ ジ プ ト 人 と エジプト 人 の 動物 の 初子 を 殺し た 、 第 10 
の 災い 。 


26. Influence of Mars. 

26。 火 星 の 感化 。 

Deliverance of the Israelites, and Dassage of the Red Sea. 
へ ブラ イ 人 の 出 エ ジ プ ト と いう 救い と 、 紅 海 を 渡っ た へ ブラ イ 人 。 


27. Influence of Diana, or Hecate. 

27。 月 の 女神 ディ アナ また は へ カテ ー の 感化 。 
SDlendid Victory achieved Dy judas MaccaDeus. 
ユダ マカ バイ の 輝かしい 勝利 。 


28. Influence of the Sum. 

28。 太 陽 の 感化 。 

Samson carries Off the gates of Gaza. 

士 師 記 16 章 3 節 で 、 サ ム ソ ン は ガザ の 門 を 運び 去っ た 。 
Day of strength and deliVerance. 

月 の 第 28 日 は 、 強 さと 救い 、 解 放 の 日 で ある 。 


29.The Fool of the Tarot. 

29。 タ ロッ ト の 愚者 。 

Day of failure and miscarriage in all thimgs. 
月 の 第 29 日 は 、 全 て の 物 が 失敗 する 日 で ある 。 


We see from this rabDinical taDle, which ]ohn Belot and others 
Dorrowed from the Hebrew kabbalists, that these ancient masters 
concluded a posteriori from facts to presumaDle influences, which is 
cormpletely withim the 1ogic of the occult sciences. 

上 記 の 、]ohn Belot 達 が へ ブラ イ 人 の カバ リス ト か ら 取 り 入 れ た 月 の 日 の ラビ の 言 
葉 の 一 覧 か ら 、 古 代 の 達 道 者 達 は 、 結 果 か ら 原 因 へ 、 事 実 か ら 仮定 で きる 感化 力 へ 、 
判断 し た が 、 隠 され た 知 の 論理 の 完全 な 範囲 内 で ある 事 が 理解 で きる で あろ う 。 
We see also what diVerse sigmifications are included in the twenty-two 
keys which form the umiversal alphabet of the Tarot, together wrth the 
truth of our assertions, 

タロ ッ ト の 普遍 の アル ファ ベッ ト を 形成 する 大 アル カナ と いう 22 の 鍵 に は 多様 な 意 
味 が 含ま れ て いる 事 と 、 共 に 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ の 説 が 真理 で ある 事 が 理解 で きる で 
あろ う 。 

when We say that all secrets of the KabDalah and magic, all mysteries of 
the elder world, all science of the patriarchs, all historical traditions of 
primeVal times, are enclosed in this hieroglyphic Dook of Thoth, Enoch, 
Or CadTmUus. 


エリ ファ ス レヴ ィ の 説 で は 、 ト ー ト 、 エ ノ ク 、 カ ドモ ス の 象徴 の 書物 タロ ッ ト に 、 カ バラ と 
魔術 の 全て の 秘密 、 古 代 の 世界 の 全て の 神秘 、 祖 師 達 の 全て の 知 、 古 代 の 全て の 
歴史 的 な 口伝 が 含ま れ て いる 。 

An exceedimgly smple method of fimding celestial horoscopes Dy 
onomancy 1Ss that which we are aDout to descriDe: 

名 前 の 文字 で の 占い に よる 、 天 の 星 占 い を 行う 簡単 な 方 法 を 話 そう 。 

it harmonises Gaffarel with our own VieWSs, 

ガ フ ァ レ ル の 星 占 い の 考 えと 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ の 星 占い の 考え を 、 合 わせ た 、 星 占 
いで ある 。 

and its results are most astounding in ther exactttude and depth. 

ガ フ ァ レ ル と エリ ファ ス レヴ ィ の 星 占い は 驚く べき 厳密 な 深い 結果 を も た ら す 。 
Take a Dlack card: 

黒い カー ド を 用 意 する 。 

cut therein the name of the person for whom you wish to make the 
COnsultation: 

占い た いも の の 名 前 で 黒い カー ド を 切り 抜く 。 

place this card at the end of a tube which must dimimish towards the 
eye Of the oODserVer: 

占星 術 師 の 目 か ら 離 れる ほど 先 太 り の 円 筒 の 先 に 黒い カー ド を つけ る 。 

then look through it alternately towards the four cardimal Doints, 
begimrung at the east and fimishing at the north. 

黒い カー ド が つい た 円 筒 で 、 東 、 南 、 西 、 北 の 順に 夜 に 星 を 見 る 。 

Take note of all the stars which you see through the letters: 
占い た いも の の 名 前 で 切り 抜か れ た 部 分 に 見 えた 星々 を へ ブラ イ 文 字 の 形 で 全て 
記録 する 。 

COnVert these letters into numDers, 

東西 南北 の 各 方 位 で 見 えた 星々 の へ ブラ イ 文 字 を へ ブラ イ 数 字 と し て 数 に 変え る 。 
(へ ブラ イ 数 字 で は 数 を へ ブラ イ 文 字 で 表す 。) 

and, with the sum of the addition written downr in the same manner 
東西 南北 の 各 方 位 で 見 えた 星々 の へ ブラ イ 文 字 の 数 を 合計 する 。 

reneW the operation: 

上 記 を 、 東 西南 北 で 、 く りか えす 。 

then compute the numDer of stars you have: 

上 記 で 、 東 西南 北 の 各 方 位 で 見 えた 星々 の へ ブラ イ 文 字 の 数 の 合計 を 計算 で きた 。 
next, addimg this numDer to that of the name, 

東西 南北 の 各 方 位 で 見 えた 星々 の へ ブラ イ 文 字 の 数 の 合計 を 、 占 いた いも の の 名 
前 の 数 の 合計 と 足す 。 

again Cast uD and write the sum of the two numDers in Hebrew 
CharacterSs. 

東西 南北 の 各 方 位 で 見 えた 星々 の へ ブラ イ 文 字 の 数 と 占い た いも の の 名 前 の 数 の 
合計 を へ ブラ イ 数 字 と し て へ ブラ イ 文 字 に 変え る 。 

Again Yenew the operatior: 

上 記 を 、 東 西南 北 で 、 く り 返 す 。 


InscriDe separately the stars which you haVe noticedi: 

上 記 で 、 東 西南 北 の 各 方 位 で 見 えた 星々 を 記録 で き て いる は ず で ある 。 

then find the names of all the stars in the planisphere: 

平面 天体 図 で 、 東 西南 北 の 各 方 位 で 見 えた 星々 の 名 前 を 見 つけ る 。 

class1fy them according to their size and Drightness, 

東西 南北 の 各 方 位 で 見 えた 星々 を 、 星 の 大 き さ と 明る さ で 、 分 ける 。 

choosing the most brilliant of all as the pole-star of your astrological 
ODeratiO: 

東西 南北 の 各 方 位 で 見 えた 星々 の うち 、 最 も 輝い て いる 星 を 、 占 星 術 の 北極 星 と し 
て 選ぶ 。 

then find, in the Egyptian planisphere, the names and figures of the 
genni to which these stars Delong. 

エジプト の 平面 天体 図 で 、 星 を 統治 し て いる 霊 の 名 前 と 姿 を 見 つけ る 。 

A good exarmple of the plamisphere will be found in the atlas to the great 
WOrK of DuDuiS. 

エジプト の 平面 天体 図 は 、 デ ュ ピ ュ イ の 大 作 の 図表 集 の 中 に 見 つか る 。 

You wrll then kmow the fortunate and unfortunate signs which enter 
into the name of the persoru and what is their imfluemce: 

上 記 で 、 占 いた いも の の 名 前 で 切り 抜か れ た 部 分 に 見 えた 幸運 や 不運 の 象徴 で あ 
る 星々 と 星々 の 感化 力 を 知る で あろ う 。 

whether in childhood, which is the name traced at the east: 

幼子 の 時 の 運命 の 名 前 は 、 東 に 記さ れ て いる 。 

Im youth, which is the name traced at the south: 

若い 大 人 の 時 の 運命 の 名 前 は 、 南 に 記さ れ て いる 。 

in mature age, Which is the name at the West: 

熟し た 大 人 の 時 の 運命 の 名 前 は 、 西 に 記さ れ て いる 。 

in declhme, which is the name at the north: 

長老 の 時 の 運命 の 名 前 は 、 北 に 記さ れ て いる 。 

oO fimally, durimg the whole Hife, oDtained from the stars which enter 
into the entire numDber formed Dy the addition of the letters and stars. 
ー 生 を 通じ た 運命 の 名 前 は 、 星 々 か ら 、 星 々 の へ ブラ イ 文 字 の 数 と 名 前 の 数 の 合計 
か ら 、 得 られ る 。 

This astrological operation is sirmple, easy, and reqgunres few 
calculatlons: 

ガ フ ァ レ ル と エリ ファ ス レヴ ィ の 星 占 い は 、 簡 潔 で 、 易 し く 、 少 し の 計算 が 必要 な だ け 
で ある 。 

1t connects with the highest antduity, 

ガ フ ァ レ ル と エリ ファ ス レヴ ィ の 星 占 い は 、 最 古 の 星 占い に 通じ て いる 。 

and Delongs evldently to Drirmitive patrlarchal mag1c, 

ガ フ ァ レ ル と エリ ファ ス レヴ ィ の 星 占 い は 、 明 ら か に 、 原 初 の 祖師 の 魔術 で ある 。 

as wl be seen Dy studying the works of Gaffarel and his master RaDDbi 
Chomer 


上 記 を 、 ガ ファ レル と ラビ の Chomer の 書物 を 研究 する 事 に よっ て 理解 で きる で あ 
596 
Onomantic astrology Was Dractised Dy the old HeDrew kaDDalists, 
古代 の へ プライ 人 の カバ リス ト は 、 名 前 の 文字 で の 占い に よる 、 星 占い を 実践 し た 。 
aS 1S DrOVed from their oDservations DreserVed Dy RabDi Chomer RabDi 
Kapol, RaDDi ADjudan, and other masters in KabDbalah. 

上 記 を 、 ラ ビ の Chomer、 ラ ビ の Kapol、 ラ ビ の ADjudan と いっ た カバ ラ の 達 道 者 
達 が 保存 し て きた 記録 が 証明 し て いる 。 
The menaces of the prophets uttered against Var1ous nations were 
based upon the characters of the stars found vertcally Over them in the 
permanent corresDondence Ofthe celestial amd terrestrial SDheres. 
預言 者 達 が 様々 な 国々 に 対し て 話し た 脅威 的 な 預言 は 、 天 球 と 地球 の 永遠 の 対応 
で 、 国 々 の 上 に 見 つか っ た 、 星 々 の 文字 に 基づい て いる 。 
Thus, 
上 記 か ら 、 
by writing in the sky of Greece the Hebrew name ofthat courtry ]1? or 
BIA 
ギリ シャ の 天空 に 、 ギ リ シ ャ を 意味 する へ ブラ イ 語 ヤ ワ ン 、YaVaN、11? ま た は が 記さ 
れ 寺 。 
and translatmg the numDers, they obtaimned the word コ ]T, which 
slgrfies destroyed, desolated. 
ギリ シャ を 意味 する へ ブラ イ 語 ヤ ワン を 、 へ ブラ イ 数 字 と し て 数 に 変え て 、「 破 壊さ れ 
た 」、「 荒 廃し た 」 を 意味 する へ ブラ イ 語 カラ ブ 、KhaR4V、KhaRaB、 コ Tn と いう 言葉 
を 得 た 。 
Hence 
上 記 か ら 、 
they inferred that after a cycle of twelve periods Greece Would De 
destroyed and desolated. 
12 周期 後に ギリ シャ は 破壊 され て 荒廃 する と 推測 され た 。 
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A short time Defore the sack of jerusalem and its temple Dy 
Nabuzardan, the kabDalists remarked eleven stars disposed in the 
following manner Vertically aDove the temple:- 

下記 の 形 の 、11 の 星々 を 、 カ バリ スト 達 は 、 ネ ブ カ ド ネ ザ ル 2 世 が エル サレ ム と エル 
サレ ム 神 殿 を 略奪 する 少し 前 に 、 エ ル サ レ ム 神 殿 の 上 に 認め た 。 
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All these entered into the word TH? ゆめ コロ , 

上 記 の 、11 の 星々 を 、* め am と いう 言葉 が 含ん で いた 。 

written from south to West, 

T?D コ と いう 言葉 は 、 南 か ら 西 へ 記さ れ た 。 

the term sigmifyimg reproDbation amd aDandonment without mercy. 
Da と いう 言葉 は 、 思 いや り 無 く 見 捨て られ る 事 を 意味 する 。 

The sum of the numDer of the letters is 423, 

Da ロ と いう 言葉 は 、 ヘ ブライ 数 字 と し て 数 に 変え て 、 合 計 す る と 、423 に 成る 。 
exactly the period of the duration of the temple. 

423 は 、 エ ル サ レ ム 神 殿 の 存続 の 期間 で ある 。 

Destruction threatened the empires of Persia and Assyria, in the shape 
of four vertical stars which entered into the three letters コ ]], ROev, 


コ ]]、Roev、Roeb と いう 3 文字 に 含ま れる 4 つの 星々 の 形 で 、 ペ ル シ ャ の 国々 と アッ 
シリ ア は 減 亡 を 予言 され た 。 

and the fatal period indicated was 208 years. 

ベル シャ の 国々 と アッ シリ ア の 致命 的 な 期間 は 208 年 間 で あっ た 。 コ ]、Roev、Roeb 
を 、 へ ブラ イ 数 字 と し て 数 に 変え て 、 合 計 す る と 、208 に 成る 。 

So, also, four stars anmounced to the kapDalistic raDDbins of another 
period the fall and division of the empire of Alexander: 

4 つの 星々 が カバ リス ト の ラビ 達 に アレ クサ ンダ ー の 国 の 没落 と 分 裂 の 期間 を 予言 
計 。 

they entered into the word 5, Paradl 

5、Parad と いう 言葉 が 、4 つの 星々 を 含ん で いた 。 

to divide, 

T15、Parad と いう 言葉 は 、 分 像 を 意味 する 。 

284, the numDber of this wordL 

Tm5、Parad と いう 言葉 を 、 ヘ へ ブラ イ 数 字 と し て 数 に 変え て 、 合 計 す る と 、284 に 成る 。 
indicatimg the entire duration of this empire, Doth as to root and 
DrancheSs. 

284 は 、 根 か ら 枝 ま で の 、 ア レク サン ダー の 国 の 存続 期間 で ある 。 

Accordimg to RaDbi Chomer the destimies of the Ottoman power at 
Constantimople would De fixed and announced Deforehand Dy four 
StarS, 

ラビ の Chomer に よれ ば 、4 つの 星々 が 前 も っ て コン スタ ン テ ィ ノ ー プ ル で の 、 オ ス 
マン 帝国 の 運命 を 予定 し 予言 し た 。 

enterimg Into the word inN っ , Caah, 

KO、 カ アー と いう 言葉 が 、4 つの 星々 を 含ん で いた 。 

sigmifyinmg to De feeble, weak, and drawing to its end. 

NO、 カ アー と いう 言葉 は 、「 弱 まる 」、「 終 わり に 近づく 」 を 意味 する 。 

The stars Deimg more Drilhant in the letter K, indicated a capital, amd 
gave It the numerical value of a thousand. 

KO、 カ アー と いう 言葉 の うち 、K、 ア レフ と いう 文字 が 強く 輝い て 、 首 都 コ ンス タン ティ 
ノー ブル を 表し 、 へ ブライ 数 字 と し て 1 で は な く 千 を 表し た 。 

The three letters comDined make 1025, 

NO つ 、 カ アー と いう 言葉 は 、K、 ア レフ を 1 で は な く 千 と し て 、 へ ブラ イ 数 字 と し て 数 に 
変え て 、 合 計 す る と 、1025 に 成る 。 

which must be computed from the taking of Constantmople Dy 
Mahomet II., 

メフメト 2 世 が コン スタ ン テ ィ ノ ー プ ル を 奪取 し た 時 点 か ら 、1025、 数 える 必要 が 有 
る 。 

a calculation which stll holds out several centuries of existence to the 
ernfeebled empire of the sultans, 

1025 と いう 事 は 、 コ ンス タン ティ ノー プル を 首都 と する イス ラム 教 の 弱まっ た 国 が 数 
世紀 、 存 続 し て 持ち こたえ る 計算 で ある 。 

at Dresert sustained Dy all Europe comDined. 


19 世紀 に 、 ヨ ー ロ ッ パ の 連合 の 全て が 、 コ ンス タン ティ ノー プル を 首都 と する イス ラ 
ム 教 の 国 を 支え た 。 

The MANE THECEL PHARES which Balthazar in his intoxication, saW 
written on the wall of his palace Dy the glare of the torches, 

ダニ エル 書 5 章 で 、 ベ ル シ ャ ザル は 、 酒 に 酔っ て いた 時 に 、 た いま つの 光 に よっ て 、 
宮殿 の 壁 の 上 に 「 メ ネ メ ネ テ ケ ル ウパ ル シ ン 」、「 メ ネ テ ケ ル ペレ ス 」、「 数 えら れ た 。 
量 ら れ た 。 分 けら れ た 。」 と 記さ れる の を 見 た 。 

was an onomantic intuition similar to that of the raDbDins. 

ダニ エル 書 5 章 で 、 ベ ル シ ャ ザル は 、 ラ ビ の 占い で の 直感 と 同じ 直感 で 、「 メ ネ メ ネ 
テ ケ ル ウパ ル シ ン 」、「 メ ネ テ ケ ル ペレ ス 」、「 数 えら れ た 。 量 られ た 。 分 けら れ た 。」 と 
記さ れる の を 見 た 。 

Initiated, no doubt, Dy his HeDrew divimers in the reading of the stars, 
Balthazar operated mecharucally and instinctively upon the 1amps of 
his nocturnal feast, as he would upon the stars of heaven. 

疑い 無く 、 ヘ ブライ 人 の 占星 術 師 が ベル シャ ザル に 星々 か ら 読 み 取る 秘伝 を 伝授 し 
て いた 。 ベ ル シ ャ ザル は 天空 の 星々 か ら 読み 取る 様 に 、 無 意識 に 直感 的 に 、 夜 の 宴 
の ラン プ か ら 読 み 取 っ た 。 

The three words which he had formed in his imagination 

ベル シャ ザル は 、 想 像 の 中 で 、「 メ ネ メ ネ テ ケ ル ウパ ル シ ン 」、「 メ ネ テ ケ ル ペレ ス 」、 
「 数 えら れ た 。 量 られ た 。 分 けら れ た 。」 と いう 3 つの 言葉 を 形成 し た 。 

SOOn 

すぐ に 、 

Decame indehble to hs eyes, 

「 メ ネ メ ネ テ ケ ル ウパ ル シ ン 」、「 メ ネ テ ケ ル ペレ ス 」、「 数 えら れ た 。 量 られ た 。 分 け 
られ た 。」 と いう 3 つの 言葉 は 、 想 像 力 に よっ て 、 ベ ル シ ャ ザル の 目 に 焼き つい て 消え 
な く 成 っ た 。 

and 

alae 

paled all the lights of his Danduet. 

ベル シャ ザル の 目 に は 、 宴 の 全て の 光 は 印象 が 薄く 成っ た 。 

It was easy to Dredict an end hke that of Sardanapalus to a king who 
abandoned himself to orgies in a Desieged toOWn. 

「 サ ル ダ ナ パー ル の 死 」 の 様 な 終わ り を 、 町 バビ ロン が 敵 に 包囲 され て いる の に 放 
湯 に 身 を 任せ た ベル シャ ザル 王 に 、 予 言 する の は 容易 で あっ た 。 

In conclusion, 

結 議 す る と 、 

we have sa1d!, 

すでに 話し た 様 に 、 

and We reDeat, 

くり 返す と 、 

that magnetic intuitions alone g1Ve Value and reahty to all kaDDalhistic 
and astrologlcal calculations, 

磁気 の 直感 だ けが 全て の カバ ラ 的 な 占星 術 的 な 計算 に 意味 と 実現 を 与え る 。 


Duerile Doss1DIy, and completely arDitrary, when made wrthout 
inspiration, Dy cold curios1ty, and in the aDsence of a powerful will. 
直感 無し で 、 霊 感 無 し で 、 冷 め た 好奇 心 で 、 強 い 意 思 無 し で 、 占 星 術 を 行っ た 場合 は 、 
幼稚 な 場当たり 的 な 完全 に まぐ れ な 物 と 成る 。 


CHAPTER XVIII 
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PHILTRES AND MAGNETISM 

ほれ 楽 と 磁気 の 催眠 

LET us now adventure in Thessaly, the country of enchantments. 
誘惑 術 の 国 テ ッ サ リア に 挑 も う 。 

Here was Apuleius deluded 1ike the companions of U1ysses, and 
underwent a shameful metamorphos1s. 

テッ サリ ア で アプ レイ ウス は 、 オ デュ ッ セ ウス の 戦友 の 様 に 、 惑 わ さ れ て 、 ロ バ へ の 変 
身 と いう 、 恥 じ る べき 変身 を し た 。 

Here all is magical - the Dirds that fIy the insects hummnuing in the graSSs, 
ever the trees and flowers: 

テッ サリ ア で は 、 飛 ぶ 鳥 、 草 の 中 で 羽 を うな ら せ て いる 昆虫 、 木 、 花 と いっ た 全て が 魔 
術 的 で ある 。 

here in themoon-hght are Drewed those polsons which compel loVe: 
テッ サリ ア で は 、 月 光 の 下 で 、 ほ れ 薬 と いう 毒 が 作ら れる 。 

here spells are devised Dy the stryges to render them youmg and 1ovely 
Iike the Chartes. 

テッ サリ ア で は 、 ス トリ ゲス に よっ て 、 女 神 カ リ テ ス の 様 な 若 さ と 美 し さ を スト リ ゲ ス に 
与え る 呪文 が 作ら れる 。 

0 all ye youths, Deware! 

お お っ ! 若 い 人 達 よ ! 用 心 し な さい ! 

The art of poisoning the reason, Or of philtres, seems, as a fact, if 
traditions may De trusted, to haVe developed its venomous efflorescence 
more abDundantly in Thessaly than elsewhere: 

事実 、 口 伝 を 信頼 し て 良い の で あれ ば 、 特 に 、 テ ッ サ リア で 、 理 性 を 毒 す る 技 、 ほ れ 薬 
の 技 は 、 開 発 さ れ て 開花 し た 。 

there, also, magnetism played 1ts most Important part, 

磁気 は 、 ほ れ 楽 の 最 重 要 な 役割 を 務め る 。 催 眠 は 、 ほ れ 薬 の 最 重 要 な 役割 を 務め る 。 
for 

な ぜ な ら 、 

excitimg or narcotic plants, Dewitchmg and harmful animal suDstances, 
derived all their power from enchantmentSs- 

刺激 性 植物 また は 麻酔 性 植物 や 、 魅 惑 の 有害 動物 性 物質 の 、 全 て の 力 は 、 誘 惑 術 
の 儀式 か ら 得 られ る 。 

that is to say sacrifices accomplished and words pronounced Dy 
SOrCerers When DreDar1ng Dhiltres amd DeVverageSs. 

誘惑 術 の 儀式 と は 、 ほ れ 薬 や 飲み 楽 を 用 意 す る 時 に 、 悪 人 の 霊 の 魔術 師 が 行っ た 
犠 和 性 や 話 し た 言葉 で ある 。 

Stmulatmg suDstances, and those In which phosphorus predormmates, 
are naturally aphrodisiacal. 

刺激 性 物質 や 、 焼 (リン ) を 多く 含む 物質 は 、 自 然 の 、 ほ れ 薬 で ある 。 


Anythnmg which acts strongly on the nervous system may deterrmme 
passlonal exaltation, 

神経 系 に 強く 作用 する 物質 は 全て 性 欲 を 強め る で あろ う 。 

and when a skilful and perseverimg wlll kmows how to direct and 
influence these natural tendencies, it can make use of the passlons of 
others to the profit of its own, and wil soon reduce the most 
Independent personalities into instruments of its pleasureS. 

熟練 の 忍耐 強い 意思 を 持つ 人 が 、 神 経糸 に 強く 作用 する 物質 の 自然 な 、 ほ れ 薬 と 
し て の 性 質 を 導き 感化 を 与え る 方 法 を 知れ ば 、 自 分 の 利益 の た め に 他人 の 性 欲 を 
利用 で きる し 、 独 立 し た 他人 を 自分 の 快楽 の 道具 に すぐ に 変え られ る で あろ う 。 
From such influence it DehoVes us to seek protection, 

ほれ 楽 の 感化 か ら 身 を 守る 必要 が 有る 。 

and to g1Ve armms to the weak 1s our DUrDOSe In writing this chapter 

18 章 を 書く エリ ファ ス レヴ ィ の 目的 は 、 武 器 を 弱者 に 与え る 事 で ある 。 

These, in the first place, are the deVices of the enemy. 

下記 は 、 敵 の 手段 で ある 。 

The man who seeks to compel ove- we attribute such urlawful 
manoeuvres to men Orly, assurming that women carl never haVve need of 
them- must in the first place make himself oDserved Dy the person 
whom he desires, and must contr1Ve to impress her imaginmation. 

ほれ られ た い 男 性 は 、 故 意 に 女性 の 目 に 留まり 、 故 意 に 自身 を 女性 の 想像 に 留め さ 
せる 必要 が 有る 。 故 意 に 異性 の 目 に 留まり 、 故 意 に 自身 を 異性 の 想像 に 留め させ る 、 
と いう 背徳 の 手段 は 、 女 性 に は 不要 な 手段 と 仮定 すれ ば 、 男 性 だ け に 当て は まる 。 
He must inspire her with admnratlon, astonlshment, terror eVen with 
horror failimg all other resourCces: 


ほれ られ た い 男 性 は 、 女 性 に 、 敬 意 、 和 驚き 、 恐 怖 、 他 に 無い の で あれ ば 不快 を 抱か せ 
る 必要 が 有る 。 


but at any Cost he must set himself apart in her eyes from the rank of 
ordimary me 

何と し て も 、 ほ れ ら れ た い 男 性 は 、 自 身 を 女性 の 目 に 普通 の 男性 で は な い 様 に 見 え 
させ る 必要 が 有る 。 

and with or aganst her wll, must make himself a place in her memory, 
her apprehensions, her drearns. 

ほれ られ た い 男 性 は 、 女 性 の 意 に 反し て も 、 女 性 の 記憶 、 思 考 、 夢 に あら われ る 様 に 
する 必要 が 有る 。 

The type of Lovelace is certairly not the adrmitted ideal of the type of 
Clarissa, 

小説 「 ク ラリ ッ サ 」 で 、 ラ ヴ レ ー ス と いっ た 人 は 、 ク ラリ ッ サ と いっ た 人 が 受容 する 理想 
で は な い 。 

Dut 

し か し 、 

she thinks of him incessantly to condemn him, to execrate hi 

女性 は 、 非 難 す る た め に 、 絶 え 間 無く 育 徳 な 男性 に つい て 思考 する 。 


to Compassionate hs V1ctms, 

女性 は 、 育 徳 な 男性 に よる 犠牲 者 で ある 女性 達 を 思い や っ て 、 絶 え 間 無 く 育 徳 な 男 
性 に つい て 思考 する 。 

to desire his conVersion and repentanCce: 

女性 は 、 背 徳 な 男性 が 改心 し て 悔い 改め る 事 を 望ん で 、 絶 え 間 無 く 育 徳 な 男性 に つ 
いて 思考 する 。 

next 

次 に 、 

she seeks his regeneration Dy devotion and forgiVeness: 

女性 は 、 献 身 と 、 ゆ る し に よっ て 、 背 徳 な 男性 が 改心 する 事 を 求め る 。 

later on 

eX 、 

secret Varity whispers to her how grand it would De to fix the affections 
Of a LOVelace, 

秘密 の うぬぼれ が 女性 に 「 ラ ヴ レ ー ス と いっ た 背徳 な 男性 の 愛 を 引き つけ る 事 が で 
さ た ら 、 何 と 偉大 で あろ う !」 と ささ や く 。 

to loVe him, 

秘密 の うぬぼれ が 女性 に 「 ラ ヴ レ ー ス と いっ た 背徳 な 男性 を 愛す る 事 が で きた ら 、 
何と 偉大 で あろ う !」 と ささ や く 。 

and yet to withstand him. 

秘密 の うぬぼれ が 女性 に 「 ラ ヴ レ ー ス と いっ た 背徳 な 男性 を 我慢 する 事 が で きた ら 、 
何と 偉大 で あろ う !」 と ささ や く 。 

Behold, then, Clarissa surprlsed into lovimg LoVelace! 

そし て 、 見 な さい ! ク ラリ ッ サ と いっ た 女性 は 、 ラ ヴ レ ー ス と いっ た 背徳 な 男性 を 愛し 
て し まっ て いる 事 に 父 く ! 

She chides herself, 

女性 は 自分 を と が め る 。 

Dlushes, 

女性 は 自分 を 恥じ 赤面 する 。 

remountces a thousand tmes, and loVes him a thousand more: 

何 度 も 、 女 性 は 背徳 な 男性 へ の 愛 を 絶つ が 、 さ ら に 何 度 も 、 女 性 は 背徳 な 男性 を 愛 
し て し まう 。 

ther, at the supreme moment, 

最後 に は 、 

she forgets to resist him. 

女性 は 背徳 な 男性 に 抵抗 し な く 成 る 。 

Had angels Deen women, as represented Dy modern mystuclsm, jehovah, 
indeed, would have acted as a wise and prudent father by placing Satan 
at the gate of heaven. 

現代 の 神秘 主義 が 描く 様 に 、 仮 に 、 天 使 が 女性 で あれ ば 、 実 に 、 神 ヤ ハ ウェ は 賢明 
で 用 心 深 い 父 と し て 悪魔 サタ ン を 天 か ら 追 放す る と いう 行動 を し た 。( 悪 魔 は 存在 し 
な い 。) 


It is a serious imDposition on the self-loVe of some armiable women to 

fimd that man fundamentally good and honourable who enamoured 

them when they の him a scaDpegraCce. 

いけ な い 男 性 で ある と 思っ て 、 ほ れ た 男性 が 堅苦しい だ け の 男性 で ある と わか る 事 

は 、 優 し い 女 性 の う ぬ 村 科 の いあ 

The angel leaves him disdainfully, sayimg: "You are not the devil!" 

に 性 は 「( 悪 魔 で ある か の 様 に 、 い け な い 男性 と 思わ せ て お いて 、) あ な 
は 悪魔 (で ある か の 様 な 、 い け な い 男性 ) で は な い の ね !」 と 話し 軽 華 し て 、 い け な 

人 NF せ た 男 性 を 捨て る 。( 悪 魔 は 存在 し な い 。) 

Play the devil as well as you caru 1 you wish to allure an amget 

も し 男性 が 天使 の 様 な 女性 を 誘惑 し た い の で あれ ば 、 男 性 は 可能 な 限り 上 手 に 悪 

魔 ( で ある か の 様 な 、 い け な い 男性 ) の ふり を し な さい 。( 悪 魔 は 存在 し な い 。) 

NOo licence 1S DossiDle to a Virtuous man. 

女性 は 、 堅 苦し い だ け の 男性 に は 、 何 も 許さ な い 。 

"For what does he take us?" say the women. 

女性 は 「 男 性 は 、 ど ん な 事 を 女性 に する の か し ら ?」 と 話す 。 

"Does he think us less strict than he 1S?" 

女性 は 「 男 性 は 、 女 性 は 用 心 が 足 りな いと 思っ て いる の か し ら ?」 と 話す 。 

But everything 1s forgiVen im a rascal. 

いけ な い 男 性 に は 、 全 て が 許さ れる 。 

"What else could you eXxDect?" 

女性 は 「 い け な い 男性 に 何 を 期待 すれ ば 良い の ? い け な い 男性 に は 何 も 期 待 し な 

いわ !」 と 話す 。 

The part of a man wrth high primciples and of rigid character can neVer 

be a DoWer saVve with women whom no one wishes to fascinate: 

堅苦しい だ け の 男性 は 、 男 性 が 誘惑 し た いと は 思わ な い 様 な 女性 に だ け 、 も て る 。 

堅苦しい だ け の 男性 は 、 男 性 が 誘惑 し た いと 思う 様 な 女性 に は 、 も て な い 。 

the rest, without exceptior, adore the reproDates. 

例外 無く 、 女 性 は 、 い け な い 男性 に 、 ほ れる 。 

It is quute the oODDosite wlth men, 

正反対 に 、 男 性 は 、 天 使 の 様 な 女性 に 、 ほ れる 。 

and this contrast has made modesty woman's dower 

女性 は 、 い け な い 男性 に 、 ほ れる が 、 男 性 は 、 天 使 の 様 な 女性 に 、 ほ れる 、 と いう 自然 

の 傾向 は 、 清 針 で ある 事 を 、 女 性 の 才能 に し た 。 

the first and most natural of her Coduetr1eSs. 

清 釘 で ある 事 は 、 女 性 の 無 上 の 自然 な 態 で ある 。 

One ofthe distimguished physicians and most amable men of learning 

in London told me 1ast year that one of his clents, 

ロン ドン の 学 の 有る 優し い 名 医 の 1 人 が 、 相 談 者 の 男性 の 1 人 が 去年 、 相 談 し た 事 

を 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ に 教え て くれ た 。 

when leaving the house of a distinguished 1ady, 0Dserved to hum: "[ have 

just had a strange complhment from the Marchioness of --. 


著名 な 侯 婦 人 の 家 を 去っ た 後に 、 相 談 者 の 男性 は 「 〇 〇 〇 侯爵 夫人 か ら 不 思 議 
な 挟 拶 を され まし た 。」 と 医者 に 相談 し た 。 

Looking me straight in the face, she sald: "Si you will not make me 
flimch Defore your terriDle glance: you have the eyes of Satan." 

舌 夫 人 は 、 相 談 者 の 男性 の 顔 を 真っ 直ぐ に 見 な が ら 、「 あ な た 、 恐 ろ し い 目 つき を 
し て も 私 は 、 た じ ろ ぎ ませ ん わ 。 そ れ に し て も 、 あ な た の 目 は サタ ン の 目 み た い だ 
わ 。』 と 話し た 。 

“Well" answered the doctor srmhmg, "YOu, Of Course, DUt yOUr aTTnS 
rOund her neck and emDbraced her?" 

医者 は 括 い な が ら 相 談 者 に 「 え えと 、 あ な た は 、 も ちろ ん 、 腕 を 侯爵 夫人 の 首 に まわ 
し て 、 侯 爵 夫 人 を 抱い た ん で し ょ う ?」 と 話し た 。 

"Not at al [ was overwhelmed Dy her sudden onslaught." 
相談 者 の 男性 は 医者 に 「 ま さか 。 侯 変 夫人 の 不意 打ち に 圧倒 され て し まい まし た 。」 
と 話し た 。 

"Beware how you call on her again, then, my friend, you wl have fallen 
deeply in her estmation!" 

医者 は 相談 者 の 男性 に 「 再 び 侯 爵 夫 人 の 家 を 訪れ る 際 は 注意 し な さい ! あ な た は 
侯 夫 人 を 深く 失望 させ た か も し れ な い !」 と 話し た 。 

The office of executioner 1s commorly said to go down from father to 
SOT. 

普通 、 死 刑 執行 人 の 仕事 は 、 父 か ら 息 子 へ 引き 継が れる 、 と 言わ れ て いる 。 

Do executioners really have children? 

死刑 執行 人 に は 息子 が いる の か ? 

UndouDtedly 

疑い 無く 、 死 刑 執行 人 に は 息子 が いる ! 

aS 

な ぜ な ら 、 

they neVer fail to get WI1VeS. 

死刑 執行 人 は 妻 を 手 に 入れ る 。 

Marat had a mistress who loved hm tenderly, he, the 1oathsome leper: 
嫌 わ れ て いた マラ ー に は 、 マ ラー を 優し く 愛す る 恋人 が いた 。 

Dut stll it was that terrible Marat, who caused the world to tremDble. 
マラ ー に 恋人 が いた の は 、 マ ラー が 人 々 を 震え 上 が ら せ た か ら で あ る 。 

Love, aDove all in a womar, may De termed a VeritaDle hallucimatton: 
愛 は 本 物 の 幻 と 言え る か も し れ な い 。 特 に 、 女 性 に は 愛 は 本 物 の 幻 と 言え る か も し 
れ な い 。 

for want of a Drudent motive, it will freguently select an aDsurd one. 
打算 に 欠け た 動機 の た め に 、 愛 は 非合理 的 な も の を 選ぶ 場 合 が 有る 。 

Deceive ]oconde for a Daboon, what horror!- 

女性 は 、 い け な い 男性 の た め に 嘘 を つく ! 何 て 恐ろし い ! 

Ah! 

ああ っ ! 

Dut 


し か し 、 

SuDDOsng it is a horror why not Derpetrate 1t? 

菩 ろ し く て も 、 な ぜ 競 ろ し い 事 を し て は いけ な い の か ? 

It must De pleasant to De occas1onally guilty of a small abDomination! 

時 に は 軽い 罪 を 犯す 事 は 楽し い に 違 いな い ! 

Given this transcendental Kkmowledge of the woman, another deVice can 
De adopted to attract her notlce- 

女性 に つい て の 超越 的 な 知 を 得 た ら 、 女 性 の 気 を 引く 別 の 手段 を と る 事 が で きる 様 
に 成る 。 

not to concern oneself with her 

女性 で 気 を も まな い 様 に し な さい 。 

orto dosoinaway which is humilhiating to her self-love, treatimg her as 
a child and deridimg allnotion of paying court to her 

女性 の うぬぼれ を 辱め る た め に 、 女 性 を 幼子 の 様 に 扱い な さい 。 女 性 の ご 機嫌 取り 
を 笑い も の に し な さい 。 

The parts are then reversedi: 

上 記 で 、 男 性 の 役 と 女性 の 役 は 逆 に 成る 。 

she wl move heaven and earth to temDpt yoU: 

女性 は 、 男 性 を 誘惑 する た め に 、 最 大 限 の 努力 を する で あろ う 。 

she wll inittate you into secrets which womenrn keep Dack: 

女性 は 、 女 性 が 隠し て いた 秘密 を 、 男 性 に 明か す で あ ろう 。 

she will Vest and unVvest Defore you, making such OoDserVations as: 
"Between wommen- among Old friends- 1 have no fear aDout YOU- yoU are 
not a man for me," 人 &c. 

女性 は 、「 女 性 同士 みた い に 、 親 友 み た い に 、 あ な た に つい て 心配 は いら な いわ ね 、 
あな た は 私 に と っ て は 男性 で は な いも の 。」 な ど と 話し て (、 嘘 を つい て )、 男 性 の 前 で 、 
服 を 着 た り 脱い だ りす る で あろ う 。 

Then 

そし て 、 

she wll watch your exDresSs1or: 

女性 は 、 男 性 の 表情 を 観察 する 。 

if she fimd it calm and indifferent, she wil be indignant: 

も し 男性 の 表情 が 冷静 で あれ ば 、 女 性 は 慣 ( い きど お ) り を 感じ る で あろ う 。 

she wll approach you under some Dretext, 

女性 は 、 何 ら か の 口実 を も うけ て 、 男 性 に 近づく で あろ う 。 

brush you with her tresses, 

女性 は 、 男 性 に 、 髪 を 通り すがり に 軽く か すめ る で あろ う 。 

permut her bodice to sIiD open. 

女性 は 、 服 を ずら し て 胸元 を 見 せる で あろ う 。 

Women, in such cases, Occasionally will risk a Violence, not out of 
desire, Dut from curiosity, from impatience, and from Drovocation. 

上 記 の 場合 に 、 性 欲 か ら で は な く 、 好 奇 心から 、 じ ら さ れ て 我慢 で きず に 、 挑 発する 
た め 、 女 性 は 男性 に 大 胆 に 攻め る 時 が 有る 。 


Amagician of any spirit will need no other philtres than these: 

どん な 気質 で も 、 本 物 の 魔術 師 に は 、 い け な い 男性 で 在り 女性 を 幼子 扱い する 以外 
の 、 ほ れ 薬 と 女性 の 気 を 引く 技 は 不要 で ある 。 本 物 の 魔術 師 は 、 い け な い 男性 で 在 
り 、 女 性 を 幼子 扱い する だ け で 十分 で ある 。 

he wil also use flattering Words, magnetic Dreathimgs, slight but 
Voluptuous contacts, Dy a kimd of hypocrisy, and as 下 umcomSC1OUS. 

本 物 の 魔術 師 は 、 女 性 を 喜ば せる 言葉 、 磁 気 の 呼 吸 、 軽 い 官能 的 な 接触 を 、 偽 善 を 
装っ て 、 無 意識 に 用 いる 。 

Those who resort to potlons are Old, idiottc, ugly, irmpotent. 

ほれ 薬 と いっ た 飲み 薬 に 頼る 人 は 、 才 いぼ ばれ た 人 、 知 が 無い 人 、 醍 悪 な 人 、 無 能 な 
人 で ある 。 

Where, indeedL is the use of the philtre? 

実際 、 ど こ で 、 ほ れ 薬 は 役に立つ の か ? ほ れ 薬 は 無駄 で ある ! 

Any one who is truly a man has always at his disposal the means of 
making himself loved, 

誰 で も 、 本 物 の 男性 は 常に 思い 通り に 女性 に 愛さ れる 手段 を 持っ て いる 。 
Droviding he does not seek to usurD a place which is Occupied. 

他 の 男性 で 心 が 占 (し ) め られ て いる 女性 を 奪 お うと し な い 限 り 、 本 物 の 男性 は 常に 
思い 通り に 女性 に 愛さ れる 手段 を 持っ て いる 。 

It would De a soVereign Dlunder to attempt the conduest of a youmg and 
affectionate Dride during the first felicities of the honeymoon, 

密 月 の 無 上 の 至福 の 最 中 の 愛 に 満ち た 結婚 を し た 若い 女性 を 口説 く の は 大 間 違 
いで ある 。 

or of a fortified Clarissa already made miserable Dy a Lovelace, Or 
Ditterly lamentmg her loVe. 

ラヴ レー ス に よっ て 、 ま た は 、 愛 に よっ て 苦し ん だ た め に 、 心 を 固め た クラ リッ サ を ロ 
説く の は 大 間違い で ある 。 

We shall not discuss here the impurities of Dlack magic on the suDject of 
philtres: 

ほれ 薬 に つい て の 黒 魔術 の 汚れ た 淫ら な 混ぜ 物 を 話す つも り は 無い 。 

we haVe done wrth the coctions of Camidia. 

ロー マ の 魔女 Canidia が 煮 た 物 と は 無縁 で ある 。 

The epodes of Horace tell us after what manner this abominable Roman 
SOTCereSS COImDounded her Do1SOnS, 

ホラ ティ ウス の 「 エ ポー デス 」 に 、 憎 むべ き ロ ー マ の 魔女 Canidia が 調合 し た 、 ほ れ 
薬 と いっ た 毒 が 記さ れ て いる 。 

while for the sacrifices amd enchantments of love, we may refer to the 
Eclogues of Virgil and Theocritus, where the ceremonials for this 
SDecles Of magical workK are mimutely descriDed. 

ウェ ル ギ リ ウス の 「 牧 歌 」 と テオ クリ トス の 「 牧 歌 」 に 、 ほ れ 楽 と いっ た 誘惑 術 、 誘 惑 術 
の た め の 生 費 と いっ た 儀式 、 悪 人 の 霊 の 魔術 の 作業 が 記さ れ て いる 。 

Nor shall we need to reproduce the recipes of the Grimoires or of the 
Little AlDert, which any one can consult for themselVves. 


「Tittle Albert」 と いっ た 魔術 書 に 記さ れ て いる 、 ほ れ 薬 の 処方 せん を 記す 必要 は 
無い で あろ う 。 

All these Various Dractices ConmeCct with magnetism or DO1SOmOUS mag1C, 
ほれ 薬 と いっ た 誘惑 術 の 実践 は 、 磁 気 の 催眠 か 、 有 毒 な 魔術 に つなが る 。 

and are either foolish or crimimnal. 

ほれ 楽 と いっ た 誘惑 術 の 実践 は 、 愚 行か 、 犯 罪 に つなが る 。 

Potions which enfeeble mind and disturD reason assure the empire 
already conqduered Dy an evll wl 

ほれ 薬 と いっ た 精神 を 弱め 理性 を 妨げ る 飲み 楽 は 悪意 の 力 を 助長 する 。 

andit was thus that the empress Casonia is sa1d to have fixed the saVage 
loVe of Caligula. 

カリ グラ の 妻 カ エ ソ ニア は 、 ほ れ 薬 で カリ グラ の 狂っ た 性 欲 を 引き 留め た と 言わ れ て 
いる 。 

Prussic acid is the most terrible agent in these enVenomungs of thought, 
青酸 は 思考 に と っ て の 恐ろし い 毒 で ある 。 

and hence we should all Deware of extractions wrth an ahmond flavour 
青酸 と いっ た アー モン ド 臭 の する 抽出 物 に 用 心 す る べき で ある 。 

and never tolerate in DedchamDers the presence of laurel-almond, 
datura stramonnum, almond soaps or washes, and generally all 
perfumes in which this odour predormimates, aDoVe al, when its acton 
on the Drain is seconded Dy that of amDer 

特に 、 ア ー モ ンド 臭 の する 物 の 脳 へ の 作用 が 龍 光 香 に よっ て 助長 され る 時 は 、 
laurel-almond、 白 花 洋 種 朝鮮 朝顔 、 ア ー モ ンド の せっ けん 、 液 体 の アー モン ド 、 
アー モン ド 臭 の 強い 香 を 寝室 に 置く な か れ 。 

To weakenr the actvity of intelhgence is to strengthen proportionally the 
forces of unreasonlng DaSS10n. 

知力 を 弱め る ほど 、 非 理性 的 な 肉欲 の 力 は 強まる 。 

Love of that kind which the malefactors we are concerned with would 
inspire 1s a VeritaDle stupefaction 

ほれ 楽に よっ て 悪人 が 抱か せ た い 性 欲 を 催し た 状態 と は 、 知 力 の 麻痺 状態 で ある 。 
and the most shameful of moral Dondages. 

ほれ 楽に よっ て 悪人 が 抱か せ た い 性 欲 を 催し た 状態 と は 、 精 神 が 性 欲 に と ら わ れ た 
恥じ る べき 状態 で ある 。 

The more we enervate a slave, the more incapable we make him of 
freedom, 

奴隷 を 弱め る ほど 、 奴 隷 は 自由 に 成る 力 が 弱まる 。 

and here lies the true secret of the sorceress in ADuleius and the potions 
Of Circe. 

アプ レイ ウス の 「 黄 金 の ロバ 」 の 魔女 の 本 当 の 秘密 、 キ ルケ の 飲み 物 は 、 知 力 な ど を 
弱め る 毒 で あっ た 。 

The use of toDacco, Dy smokimg or otherwrise, 1s a damgerous auXiliary Of 
stupefyimg philtres and Drain Do1SOnS. 


喫煙 と いっ た 、 た ば この 使用 は 、 知 力 を 麻痺 させ る 、 ほ れ 薬 や 脳 へ の 毒 を 助け る 危 
険 性 が 有る 。 

Nicotime, as We kmow, is not less deadly than Drussic ac1d!, 
知ら れ て いる 様 に 、 青 酸 の 様 に に 、 た ば この ニコ チン は 致命 的 で ある 。 

and is present in toDacco in larger quantites than is this acid in 
almonds. 

た ば この ニコ チン は 、 ア ー モ ンド の 青酸 より 、 量 が 多い 。 

The absorption of one wl Dy another freduently changes a Whole series 
Of destim1es, 

他人 が 、 あ る 人 の 意思 を 同化 する と 、 一 連 の 人 々 の 運命 が 全て 変わ る 時 が 有る 。 
and 

その た め 、 上 記 の た め 、 

not for ourselves only should we watch our relations, learring to 
distimguish Dure from impure atmospheres, 

他人 と の 交際 に 気 を つけ る べき な の は 、 清 い 雰 囲 気 と 汚れ た 雰囲気 を 見 分 けら れる 
様 に 学ぶ の は 、 自 分 の た め だ け で は な く 他 人 の た めで ある 。 

for 

な ぜ な ら 、 

the true philtres, and those most dangerous, are 1mV1s1Dle: 

本 物 の 、 ほ れ 薬 は 目 に 見 えな い 。 本物 の 、 ほ れ 薬 の 危険 性 は 目 に 見 えな い 。 本 物 の 、 
ほれ 薬 は 、 星 の 光 で ある 。cy 

these are the currents of vital radiatimg Hght, 

本 物 の 、 ほ れ 楽 は 、 命 が 放つ 光 の 流れ で ある 。 本 物 の 、 ほ れ 薬 は 、 星 の 光 で ある 。 
which, mmgling and interchangimg, produce attractions and 
SyImDathies, 

星 の 光 に よっ て 、 男 性 の 心 と 女性 の 心 は 解け 合っ て 、 や り 取 り し て 、 星 の 光 は 、 引 き 
寄せ と 共感 を も た ら す 。 

as magnetic exDeriments leave no room to douDt. 

星 の 光 は 、 磁 気 の 実験 の 様 に 、 疑 う 余 地 が 無い 。 

The history of the Church tells us that an arch-heretic named Marcos 
infatuated all women by breathing on them, 

教会 史 に 、 大 異端 者 Marcos が 息 を 吹き か け て 女性 の 理性 を 失わ せ た 、 と 記さ れ て 
いる 。 

but his power was destroyed Dy a Valiant Christian female, who 
forestalled him in Dreathimng, and said to him: "May God judge thee!" 
ある 勇 了 敢 な キリ スト 教徒 の 女性 が 先 に 異端 者 Marcos に 息 を 吹き か け て 「 神 が 、 お 
前 を 裁く 様 に !」 と 話し て 異端 者 Marcos の 力 を 失わ せ た 。 

The cure Gaufridy, who was Durnt as a Sorcerer 

教区 司祭 ゴー フリ ディ は 、 魔 術 師 と し て 燃やさ れ て 殺さ れ た 。 

pretended to enamour all women who came in contact wrth his Dreath. 
ゴー フリ ディ は 、 息 で 女性 を 誘惑 し た 、 と 自認 し た 。 

The notorious Father Girard, a ]esult, Was accused Dy his Demitent, Mlle. 
Cardier of completely destroyinmg her self-control Dy breathing on her 


イエ ズ ス 会 士 で ある 悪名 高い ジラ ー ル 神父 に 層 悔 (ざん げ ) し て いた カ デ ィ エ ー ル 嬢 
は 、 ジ ラー ル 神 父 が 息 を 吹き か け て カ デ ィ エ ー ル の 自制 心 を た 失わ せ た と 言い 訳し て 、 
ジラ ー ル 神父 を 告発 し た 。 

The excuse Was most necessary to minirmuse the horrible and ridiculous 
nature of her accusations agalnst this Driest 

カ デ ィ エ ー ル の 言い 訳 は 、 ジ ラー ル 神 父 に 対す る カ デ ィ エ ー ル の 告発 の 恐ろし い 非 
合理 的 な 性 質 を 最小 に 抑え る た め に 必要 で あっ た 。 

whose guilt, moreover has neVer Deen well estaDlished!, 

ジラ ー ル 神父 の 有罪 の 証明 は 不 十 分 で ある 。 

though, 

し か し 、 

COnSc1OUSIY Or umconsclously, he had certaimly inspired an exceednngly 
shameful passion in the miseraDle girl. 

故意 に し ろ 無 意識 に し ろ る 、 ジ ラー ル 神 父 は カ デ ィ エ ー ル に 恥ず か し い 強 い 性 欲 を 抱 
か せ た 。 

"Mlle. Ranfaimg, having Decome a wldow in 16-," says Dom Calmet in 
his "Treatise on ADDar1tions," 

下記 は 、 ド ン カル メ の 「 霊 の あら われ に つい て 」 に 記さ れ て いる 。Ranfaimng 嬢 は 、 
16 〇 O 〇 年 に 未亡人 に 成っ た 。 

"Was SOught in marriage Dy a Dhysic1an named Poirot. 

ポア ロ と いう 医者 が 、Ranfaing に 求婚 し た 。 

Faihng to oDtain a hearing, he thereupon gaVe her potons to Induce 
1oVe, 

ポア ロ は 、 求 婚 を 聞き 入れ て も ら え な か っ た の で 、Ranfaing に 、 ほ れ 薬 を 飲ま せ た 。 
and these caused extraordinmary derangements in the health of the ad 
Increasing to such a degree that she was DelieVed to De Dossessed!, 
Ranfaing は 、 ほ れ 薬 が 原因 で 健康 が 大 きく 乱れ て 、 悪 霊 に 源 依 され た と 信じ る まで 
に 成っ た 。 

and physiclans, Daffled Dy her case, recommended her for the 
exOrC1lsrms Of the Church. 

医者 達 は 、 困 惑 し て 、Ranfaing に 教会 の 悪魔 払い を すす め た 。( 悪 魔 は 存在 し な 
い 。) 

Thereupon, Dy cormmand of M. de Porcelets, Bishop of Toul, the 
followimg Were named as her eXOTC1StS: 

下記 は 、 ト ゥ ー ル の 司教 M. de Porcelets の 命 に よる 、Ranfaing の 悪魔 払い 師 で 
ある 。( 悪 魔 は 存在 し な い 。) 

M. Viardim, doctor in theology, the state councillor of the Duke of 
Lorralne, a ]esuut, and a CaDuchim, 

ロレ ー ヌ の 公 箇 の 国家 顧問 、 神 学 博士 M. Viardin、 あ る イエ ズ ス 会 士 、 あ る カプ チ 
ン 修道 会 士 。 

but in the long course of ther ceremomies, almost all the clergy of 
Nancy, the aforesaid lord Dishop, the Dishop of Tripohi, suffragan of 
StrasDourg, M. de Nancy formerly amDassador of the most Christian 


King at Constantimople and then priest of the Oratory, Charles of 
Lorraine, Bishop of Verdun, two SorDbonne doctors spDecially deputed to 
assist, freduently exorcised her in Hebrew, in Greek, and in Latim, 

た だ し 、 長 期 の 悪魔 払い の 儀式 中 に 、 ナ ン シ ー の ほぼ 全て の 聖職 者 、 ト ゥ ー ル の 司 
教 M. de Porcelets 閣下 、 ト リポ リ の 司教 、 ス トラ ス ブ ー ル の 付属 司教 、 信 心 深い キ 
リス ト 教 徒 の 王 の 下 で 旧 コ ンス タン ティ ノー プル 駐在 大 使 で あっ た オラ トリ オ 会 の 司 
祭 M. de Nancy、 ヴ ェ ル ダン の 司教 ロレ ー ヌ の シャ ルル 、 助 手 と し て 特別 に 代表 に 
選ば れ た 2 人 の ソル ボン ヌ 大 学 の 博士 は 、 の き / ライ 語 、 ギリ シャ 語 、 ラテ デン 語 で 。 
Ranfaing に 悪魔 払い を し た 。( 悪 魔 は 存在 し な い 。) 

and she inVariaDly replied to them pertimently, though she herself could 
ScaTCely read even Latm. 

Ranfaing 自身 は (、 フ ラン ス 語 以 外 は 、) ラ テン 語 す ら 読め な か っ た が 、Ranfaimg は 
常に 適切 に 悪魔 払い 師 に 答え た 。( 悪 魔 は 存在 し な い 。) 

Mention is made ofthe certficate given Dy M. Nicholas de Harlay 
learned in the Hebrew tongue, who recognised that Mlle. Ranfaing Was 
really possessed, that she had answered the mere motion of his ]ips 
without any uttered words, and had given numerous Other DroOfS. 

へ ブラ イ 語 の 学識 が 有る M. Nicholas de Harlay は 、Ranfaing 嬢 が 本 当 に 洛 依 
され た と 認め た 。M. Nicholas de Harlay と いっ た 多数 の 人 々 の 証言 で は 、 悪 魔 払 
い 師 が 言葉 を 発音 し な いで 唇 を 動か す だ け で 、Ranfaing は 答え られ た 。( 悪 魔 は 存 
在 し な い 。) 

The sieur Garnier doctor of the SorDonne, having also commanded her 
seVveral tmes in the HeDbrew 1]anguage, 

ソル ボン ヌ 大 学 の 博士 ガル ニ エ 先 生 は 、 ヘ ブライ 語 で 数 回 、Ranfaing に 命令 し た 。 
she repled lucidIy 

Ranfaing は 、 明 確 に 答え た 。 

Dut in French, saying that the pact Dound her to speakin ordimary 
1amguage. 

た だ し 、Ranfaing は 、 普 通 の 言語 で 話す 様 に 契約 で 縛ら れ て いる と 話し て 、 フ ラン 
ス 語 で 答え た 。 

The demon added: "TS it not sufficient for me to shew that I understand 
what YOU Say?" 

Ranfaing の 悪霊 は 「 私 が 、 お 前 の 話し て いる 事 を 理解 し て いる の を 見 せる だ け で 
私 に は 十分 で は な いか ?」 と 話し た 。 

The same doctor addressing him in GreeKk, inadvertently used One case 
for another 

ソル ボン ヌ 大 学 の 博士 ガル ニ エ は 、 ギ リ シ ャ 語 で Ranfaing に 話し か け て いる 時 に 、 
故意 で は な く 、 名 詞 か 形容 詞 の 格 を 取り 違え た 。 

whereupon the possessed womar, or rather the devil, said: "You have 
blundered." 

悪霊 に 拓 信 され た 女性 Ranfaing と いう より は 悪霊 は 「 お 前 、 間 違え た な 。」 と 話し 
た だ た 。 

The doctor replhed in Greek, "Point out my error." 


ソル ボン ヌ 大 学 の 博士 ガル ニ エ は 、 ギ リ シ ャ 語 で Ranfaing に 「 私 の 誤り を 指摘 し な 

さい 。」 と 話し た 。 

The devil answered, "Be satisfied that I mention the mistake: 1I shall tell 

VOU 0 more." 

如 霊 は 「 俺 が 『 お 前 、 間 違え た な 。』 と 話し た だ け で 満足 し な 。 俺 は 、 お 前 に 、 こ れ 以 

上 、 教 える つも り は 無い 。」 と 答え た 。 

The doctor bade hum De silent in GreeKk, 

ソル ボン ヌ 大 学 の 博士 ガル ニ エ は 、 ギ リ シ ャ 語 で Ranfaing に 「 黙 る 様 に 。」 と 命令 し 

た だ 。 

and he retorted, "You Did me De silent, and 1 will not De silent.“ 

如 霊 は 「 お 前 が 俺 に 黙れ と 命令 し て も 、 俺 は 庄 る つも り は 無い 。」 と 答え た 。 

This remarkable example of hysterical affection carried into the reglon 

of ecstasy and demonomarua, as the conseduence of a Dotion 

administered Dy a man who Delieved that he Was a sorcerer 

上 記 の 、Ranfaing は 、 ほ れ 薬 を 飲ま され た 結果 と し て 理性 を 失う 異常 を きた し て 忘 

我 状 態 と 后 依 状態 に まで 成っ た 注目 する べき 例 で ある 。Ranfaing に 、 ほ れ 薬 を 飲 

ませ た ポア ロ と いう 男 は 、 自 分 は 魔術 師 で ある と 信じ て いた 。 

Droves, Detter than anythimg we could say 

上 記 の 、Ranfaing の 例 は 、 下 記 を 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ が 説明 する より 良く 証明 し て い 

る 。 

(he 本 of wl and imagination reactmg one uDon another 
意思 と 想像 は 全能 で 相互 に 作用 し 合う 。 

and the strange lucidity of ecstatcs or somnambulists, who 

comprehend speech Dy reading it in thought, though they have no 

knowledge of the words. 

忘 我 状 態 の 人 また は 催眠 状態 の 人 に は 、 言 語 の 知識 が 無く て も 、 思 考 か ら 読み 取っ 
て 語 す 言 呈 葉 の 意 味 を 理解 する 、 不思議 な 直感 的 理解 が 存在 する 。 

1 make no question as to the sincerity of the witnesses cited Dy Dom 

Calmet: 

ドン カル メ の 話 の 証人 の 正直 さ を 疑 わな い 。 

1 am merely astonished that men so serious Dassed Dy the difficulty 

which the pretended demon experienced 0OVer anSsWer1mg im a toOmgue 

forelgr to the sufferer 

学者 達 が 、 悪 霊 が 、Ranfaing の 知ら な い 言語 に 答え る 時 に 「 普 通 の 言語 で 話す 様 

に 契約 で 縛ら れ て いる 。」 と 話し て フラ ンス 語 で 答え て 、 と ば けた 上 を 見 通 ご し た 事 に 

父 く ば か り で ある 。 

Had their interlocutor Deen what they understood Dy a demon, he 

would have spoken as well as understood Greeki: 

仮に 、 学 者 達 の 話し 相手 が 学者 達 が 考え て いる 様 な 悪 圭 で ある な ら ば 、 悪 霊 は ギリ 

シャ 語 を 理解 し ギリ シャ 語 を 話し て 答え た で あろ う 。 

the one would have Deen as easy as the other to a spirit so learned and 

satirical. 


仮に 、 学 者 達 が 考え て いる 様 に 悪霊 が 学識 の 有る 皮肉 な 霊 で ある な ら ば 、 悪 霊 に は 
ギリ シャ 語 を 話す 事 は 他 の 事 と 同様 に 容易 で あっ た で あろ う 。 

Dom Cahmet does not stop here with his history: 

下記 の 様 に 、「 霊 の あら われ に つい て 」 で 、 ド ン カル メ は 話し て いる 。 

he enumerates a long series of imsid1ous duestiOons amd unSer1OUS 
imjunctions on the Dart of the eXorc1SOTS, 

書 魔 払 い 師 達 は 、 長 い 一 連 の 外 猫 な 質問 と 不 真面目 な 命令 を し た 。 

and a Iike seguence of more or less congruous replies Dy the Door 
sufferer who was always ecstatic and somnamDulistiC. 

常に 忘 我 状 態 、 催 眠 状 態 で あっ た Ranfaing は 、 一 連 の 狂 猫 な 質問 と 不 真 面目 な 
命令 に 、 多かれ 少な か れ 、 適 切 に 答え た 。 

It is needless to add that the excellent father draWws Dreclsely the 
lurmimous conclusions of the not less excellent M. de Mirville. 

神父 ドン カル メ が M. de Mirville と 同じ 、 悪 魔 が 存在 する と いう 誤っ た 結論 を 導い 
て し まっ た の は 言う まで も な い 、。( 悪 魔 は 存在 し な い 。) 

The phenomena being aboVe the comprehenslion of the witnesses, they 
were all ascriDed to perdition. 

Ranfaimg の 現象 は 学者 達 の 理解 を 超え て いた の で 、 学 者 達 は 全て を 地獄 の 悪 

の せい に し た 。( 悪 魔 は 存在 し な い 。) 

SDlendid and instructed concluslon! 

何と いう 結論 ! 

The most serious Dart of the Dusiness is that the physician Poirot was 
arraigned as a magiclan, Confessed, hke all others, under torture, and 
Was Durnt. 

Ranfaing の 出来 事 の 深刻 な 所 は 、Ranfaing に 、 ほ れ 薬 を 飲ま せ た 医 師 ポ アロ が 、 
魔術 師 と し て 非難 され て 、 他 の 全て の 人 々 の 様 に 、 捧 問 で 魔術 師 で ある と 自白 させ 
られ て 、 燃 や され て 組 さ れ た 事 で ある 。 

Had he, Dy any potion, really attempted the reason of the woman in 
questlon, he would have deserved Durmishment as a Do1sOoner: 

仮に 、 ポ アロ が 、 何 ら か の 飲み 薬 を 飲ま せ て 、Ranfaing の 理性 を 本 当 に 誘惑 し た の 
で あれ ば 、 ポ アロ は 毒殺 犯 と し て 禄 を 受け る の が 適切 で あろ う 。 

that is the most that we can say. 

上 記 が 、 エ リフ ァ ス レヴ イィ が 言え る 事 で ある 。 

But the most terrific of all philtres are the mystical exaltations of 
misdirected devotion. 

最も 直 ろ し い 、 ほ れ 楽 は 、 誤 っ た 信心 に よる 神秘 主義 的 な 興 准 で ある 。 

Wil ever any impurities edual the nightmares of St Anthony or the 
tortures of St Theresa and St Angela de Folhgny? 

「 聖 アン トニ ウス の 誘惑 」 の 夢魔 や 、St Theresa と St Angela de Foligny の 苦し み 
に 等 し い 汚れ た 淫ら な 混ぜ 物 が 存在 する で あろ うか ?「 聖 アン トニ ウス の 誘惑 」 の 夢 
魔 や 、St Theresa と St Angela de Foligny の 苦し み に 等 し い 汚れ た 淫ら な 混ぜ 物 
は 存在 し な い ! 


The 1ast apphed a red hot iron to her rebellhious flesh, and found that the 
material fire was cooling to her hidden ardours. 

St Angela de Foligny は 、 赤 熱し た 鉄 を も て あま し た 肉体 に 当て て 、 物 質 的 な 火 が 
隠さ れ た 情熱 を 冷や す 事 を 見 つけ た 。 

With what Violence does nature cry out for that which is denied her Dut 
1s Drooded over contimually to increase detestation thereof! 

何 て 激しい 力 で 、 自 然 は 、 女 性 が 抑え た 肉欲 、 女 性 が 憎悪 を つの ら せ て 思い つめ 続 
けた 肉欲 を 求め て 、 叫 び 声 を 上 げ る の か ! 

The pretended Dewitchments of Magdalen Bavan, of Mlles, de la Paludl, 
and de 1a Cadiere, began with mysticlsm. 

Magdalen Bavan、de la Palud、 カ ディ エー ル の 、 呪 われ た ふり は 、 神 秘 主義 か ら 
始ま うた 。 

The excess1ve fear of a giVen thing makes it amost inVvariaD1y 
inevitaDle. 

惑 れ 過ぎ る と 逃れ られ な く な る 。 

To follow the two curVes of a circle is to reach and to meet at the same 
DOo1nt. 

円 の 中 で は 、 あ る 点 か ら 遠 ざか る 2 つの 曲線 を た どる と 、2 つの 曲線 は 近づい て 和 
突 す る 。 

Nicholas Remigius, crimmal judge of Lorraine, who Durrt ahVe eight 
hundred Women as SOTCeTerS, 

ロレ ー ヌ の 裁判 官 ニ コラ ス レミ ー は 、 魔 女 で ある と し て 800 人 の 女性 を 生き た まま 
燃やし て 殺し た 。 

Deheld magic everywhere: 

ニコ ラス レミ ー は 、 い た る 所 に 魔術 を 見 た 。 

it was his fixed idea, 

ニコ ラス レミ ー が 何で も 魔術 に 結び つけ る の は 、 ニ コラ ス レミ ー の 固定 観念 で あっ 
7 だ 8 

his mamua. 

ニコ ラス レミ ー が 何で も 魔術 に 結び つけ る の は 、 ニ コラ ス レミ ー の 狂気 で あっ た 。 
He was eager tO Dreach a crusade aga1mtst SOTCeTerS, 

ニコ ラス レミ ー は 魔術 師 と 戦う 様 に 十字 軍 を 説教 し た か っ た 。 

with whom EuroDpe, In his opimiom, Was SWarmlmg: 

ニコ ラス レミ ー の 自説 で は 、 ヨ ー ロ ッ パ は 魔術 師 で 、 あ ふれ て いた 。 

in despair that his word was not taken when he affirmed that nearly 
everyOone in the world had Deen guilty ofmagic, he ended by declaring 
that he was himself a sorcerer 

ニコ ラス レミ ー は 、 世 界 中 の 全て の 人 が 魔術 師 で 有罪 で ある と 主張 し た が 、 取 り 上 
げ て も ら え ず 、 自 暴 自 棄 に 成っ て 、 ニ コラ ス レミ ー 自 身 が 魔術 師 で ある と 告白 する ま 
で に 成っ た 。 

and was Durned on his own confession. 

ニコ ラス レミ ー は 、 ニ コラ ス レミ ー 自 身 が 魔術 師 で ある と 告白 し た の で 、 燃 や され て 
死ん だ 。 


TO preserVe OUTSelVes against ev1l imfluences, the first condition 1S 
therefore to forDid excltement to the imagination. 

邪悪 な 感化 力 か ら 身 を 守る た め の 第 一 条件 は 、 想 像 で 興奮 し な い 事 で ある 。 

All those who are prone to excitement are more or less mad!, 

多かれ 少な か れ 、 興 募 し 易い 人 は 狂っ て いる 。 

and a manlac 1S ever goVerned Dy his marua. 

狂気 に よっ て 、 和 狂人 を 支配 で き て し まう 。 

Place yourself, then, aDoVe Duerile fears and Vague des1reS: 

幼稚 な 恐怖 と 無 際限 の 欲望 を 超越 し な さい 。 

believe in supreme W1sdom, 

無 上 の 知 を 信じ な さい 。 無 上 の 知 が 存在 する 事 を 信じ な さい 。 

and be assured that this wisdom, having giVen you understandimg as 
the means of knowledge, cannot seek to 1ay snares for your intelligence 
Or reaSO1. 

無 上 の 知 を 知る 手段 と し て 理解 力 を あな た に 与え て いる 、 無 上 の 知 は 、 あ な た の 知 
性 、 理 性 を 陥れ る は ず が 無い 事 を 確信 し な さい 。 

EVerywhere aDout YOu, you Dehold effects proportioned to their causes: 
あな た の 周り で 、 い た る 所 で 、 原 因 と 結果 が つり 合っ て いる の を 見 る 事 が で きる 。 
you fimd causes directed andmodified in the domain of humamity Dy 


understandimg: 

理解 力 に よっ て 、 人 の 力 の 範囲 で 、 原 因 を 傾け られ て 変え られ る の を 見 つけ る 事 が 
で きる 。 

1m a WOrd!, 

要する に 、 


you find goodness stronger and more resDected than evl: 

立 は 悪 よ り 強 い の を 見 つけ る 事 が で きる 。 善 は 悪 よ り 優 れ て いる の を 見 つけ る 事 が 
で きる 。 

why should you assume an irmmense unreasor in the infimite, seeimg 
that there is reason in the fimite? 

有限 の 中 で 論理 が 存在 する 事 を 見 な が ら 、 な ぜ 無 限 の 中 で 無限 の 非 論 理 的 な も の 
が 存在 する と 誤っ て 推測 する の か ? 

Truth is hidden from no one. 

誰 に 対し て も 、 真 理 は 隠さ れ て いな い 。 真 実は 隠さ れ て いな い 。 

God is VisiDle in His WorKS, 

神 を 神 の 作品 の 中 に 見 る 事 が で きる 。 神 を 神 の 業 ( わ ざ ) に 見 る 事 が で きる 。 

and He requires nothing contrary to its nature from any Deing, 
全て の 存在 に 対し て 、 神 は 自然 に 反する も の を 求め な い 。 

for 

な ぜ な ら 、 

He is himself the author of that nature. 

神 は 自然 の 創造 主 で ある 。 神 が 自然 を 創造 し た 。 

Faith is confidence: 

信心 と は 信頼 で ある 。 信 心 と は 確信 で ある 。 


have confidence, 

信頼 し な さい 。 確 信 し な さい 。 

notin men who malign reasOTL 

論理 を 中 傷 す る 人 を 信頼 する な か れ 。 論 理 を 中 傷 す る 人 を 信じ る な か れ 。 

for 

な ぜ な ら 、 

they are fools or immpostors, 

論理 を 中 傷 す る 人 は 、 愚 者 か 、 詐 欺 師 で ある 。 

but in the eternal reason 

永遠 の 論理 を 信頼 し な さい 。 永 遠 の 論理 を 確信 し な さい 。 

which is the Divine Word!, 

永遠 の 論理 は 神 の 言葉 で ある 。 永 遠 の 論理 は 神 の 言葉 イエ ス で ある 。 

that true Hght which is offered Iike the sun to the intuition of every 
human creature cormnng into this world. 

永遠 の 論理 、 神 の 言葉 、 イ エス は 、 太 陽 の 様 に 差し 出さ れ た 、 こ の 世に 生ま れる 全て 
の 被 造物 で ある 人 の 直感 を 照ら す 、 本 物 の 光 で ある 。 

Tf you Delieve in aDsolute reasoT, 

も し 絶対 の 論理 を 信じ れ ば 、 

andif you desire truth and justice Defore all things, 

何 物 よ り も 、 も し 真理 と 正義 を 望め ば 、 

you wl have no occaslon to fear anyone, 

何 も の も 恐れ る 理由 が 無く 成る で あろ う 。 何 も の も 恐れ な く 成 る で あろ う 。 

and you wl 1ove those only who are deserving Of love. 

愛す る に 値する も の だ け を 愛す る で あろ う 。 愛 され る に 値する も の だ け を 愛す る で あ 
ろう 。 

Your natural light will repel instimctVely that of the wicked!, 

自然 な 善人 の 光 は 無意識 に 悪人 の 光 を 兵 ( し り ぞ ) け る で あろ う 。 

Decause 

な ぜ な ら 、 

1t wl De ruled Dy your wll. 

人 の 意思 は 人 の 光 を 統治 し て いる 。 

Thus, 

上 記 の 様 に 、 

even DO1SOOUS suDstances, which it 1S Doss1Dle may De adrmimistered to 
yOuU, will not affect your intelhigence: 

混入 され る か も し れ な い 、 有 毒 な も の が 善人 の 知性 を 侵す 事 は 無い で あろ う 。 
山 , indeed, they may make you, Dut never crirmminal. 

実に 、 病 気 は 、 善 人 を 病気 に は る か も し れ な い が 、 善 人 を 罪人 に する 事 は 無い 。 
What most contriDutes to render women hysterical is their soft and 
hypocritcal education: 

女性 が 興 稚 し 易い 者 に 成る 最大 の 原因 は 軟弱 な 偽善 的 な 教育 に 有る 。 

せ they took more exXeTC1Se, 

も し 女性 が 鍛錬 し て いれ ば 、 


下 they were instructed more frankIy and fully in matters of the world, 
も し 女性 が 俗 世 の 問 題 を あり の まま に 十分 に 教え られ れ ば 、 

they would De less capr1C1OUS, 

女性 は 気まぐれ を 最小 に 抑え る で あろ う 。 

and comseduently less access1Dle to evil tendencies. 

結果 的 に 、 女 性 は 邪悪 な 傾向 に 動か され 難い で あろ う 。 

Weakness eVer syVmpathises with Vice, 

弱 さ は 悪徳 と 同調 する 。 

Decause 

な ぜ な ら 、 

Vice is a weakness which assumes the mask of strength. 
悪徳 は 弱 さ で ある 。 悪 徳 は 強 さ の 仮面 を か ぶっ た 弱 さ で ある 。 

Madness holds reason in horror 

狂気 は 恐怖 で 理性 を 抑え る 。 

and on all suDjects it delights in the exaggerations of falsehood. 
全て の も の に つい て 、 手 気 は 嘘 の 誇張 を 喜ぶ 。 

In the first place, therefore, 

第 一 に 、 

cure yOUr diseasedl intelligence. 

あな た の 病 ん だ 知性 を 治し な さい 。 

The cause of all bewitchments, the poison of all philtres, the power of 
all sorcerers, are there. 

呪い の 原因 、 ほ れ 楽 の 毒 、 悪 人 の 霊 の 魔術 師 の 力 の 源 は 、 あ な た の 病 ん だ 知性 に 
有る 。 

As to narcotCs Or Other drugs which may De administered to you, 1t 1S a 
Subject for the physician and the 1aw, 

麻薬 混入 と いっ た 薬物 混入 は 、 医 者 と 法 の 問題 で ある 。 

Dut 

し か し 、 

we donot thmk that such enormuties wl De largely reproduced at this 
day 

人 は 、 今 も 薬物 混入 は 昔 以上 に 行わ れ て いる と は 思わ な い 。 

Lovelaces no longer stupefy Clarissas otherwrise than by their 
gallantries, 

ラヴ レー ス の 様 な 背徳 な 男性 達 は 、 親 切な 言動 に よっ て の み 、 ク ラリ ッ サ の 様 な 女 
性 達 の 知力 を 麻痺 させ る 。 

and potions, hke aDductions Dy masked men and imprisonments in 
subterranean dumgeons, haVe eVen Dassed Out Of Our romanCes. 

中 世 の 様 に 、 仮 面 の 男 ど も に よる 診 拐 や 地下 中 へ の 監禁 の 様 に 、 飲 み 薬 の 混入 は 
過去 の 物 と 成っ た 。 

All these must De relegated to the Confessional of the Black Penitents or 
the ruins of the Castle of Udolpho. 


薬物 混入 を 「the Confessional of the Black Penitents」、「 黒 い 層 悔 (ざん げ ) 者 
の 層 悔 (ざん げ ) 室 」 と 小説 「 ユ ー ド ルフ ォ の 秘密 」 の ユー ドル フォ 城 の 残骸 に まで 追 
い 払 う 必要 が 有る 。 


CHAPTFER XXIX 
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THE MASTERY OF THE SUN 

太陽 の 庄 達 

WE come now to thatnumber which is attriDuted in the Tarot to the 
slgn Of the sum. 

タロ ッ ト で 太陽 の 象徴 が 描か れ て いる 数 19 に 至っ た 。 

The denary of Pythagoras and the triad multplied Dy itself 
19 は 、 ピ タゴ ラス の 10 つ 1 組 と 、3 つ 1 組 を 3 つ 1 組 で 増やし た 、3 組 の 3 つ 1 組 
で ある 。 

represent wisdom In its application to the aDsolute. 

19 は 、 絶 対 に 応用 し た 知 を 表す 。19 は 、 神 に 応用 し た 知 を 表す 。 

It is wrth the aDsolute, therefore, that we are concerned here. 
19 草 で は 絶対 に つい て 記す 。 

To discover the abDsolute in the infinite, 
無限 の 中 の 絶対 の 探求 、 神 の 中 の 絶対 の 探求 、 

the indefirite, 

無 際 限 の 中 の 絶対 の 探求 、 

and the fimite, 

有限 の 中 の 絶対 の 探求 、 

such is the great work of the sages, 

絶対 の 探求 は 、 賢 者 の 「 大 いな る 務め 」 で ある 。 

that which is termed Dy Hermes the work of the sun. 

ヘル メス は 、 絶 対 の 探求 を 、「 太 陽 の 作業 」 と 呼ん だ 。 

To fimd the immovable foundations of true religious faith, 
本 物 の 宗教 の 不動 の 基礎 の 探求 、 本 物 の 信心 の 不動 の 基礎 の 探求 、 
of philosophical truth, 

哲学 の 不動 の 基礎 の 探求 、 真 理 の 不動 の 基礎 の 探求 、 

and ofmetallic transmutation, 

錬 金 の 不動 の 基礎 の 探求 、 

this is the whole secret of Hermes, 

不動 の 基礎 の 探求 は 、 ヘ ル メ ス の 秘密 の 全て で ある 。 

this is the philosophical stone. 

不動 の 基礎 と は 、 賢 者 の 石 で ある 。 

Nowy this stone is Doth one and manifold: 
賢者 の 石 は 唯一 で あり 全て で ある 。 

1t is decomposed Dy amalysis 

分 析 に よっ て 、 賢 者 の 石 は 、 粉 々 に 分 けら れる 。 

and recormposed Dy synthesiS. 

総合 に よっ て 、 賢 者 の 石 は 、 建 て 直さ れる 。 

In the analysis it is a Dowder 

分 析 中 は 、 賢 者 の 石 は 、 粉 で ある 。 


the alchemical powder of projectior: 

分 析 中 は 、 賢 者 の 石 は 、 卑 金属 を 金 に 変え る 錬 金 で 溶け て いる 卑 金属 に 投入 する 
賢者 の 石 の 粉 で ある 。 

before the analysis and in the synthesis it is a stone. 

分 析 前 と 総合 中 は 、 賢 者 の 石 は 、 石 で ある 。 

The philosophical stone, say the masters, must not De exposed to the ar 
nor to the eyes of the profane: 

錬金術 師 達 は 「 賢 者 の 石 を 大 気 に さ ら す な か れ 。」、「 賢 者 の 石 を 大 衆 の 目 に さら す 
な か れ 。」 と 話し て いる 。 

1t must De Kept im concealment 

賢者 の 石 を 、 隠 す 必 要 が 有る 。 

and preserved carefully in the most secret receptacle of the aboratory, 
賢者 の 石 を 、 研 究 室 の 、 無 上 の 秘密 の 容器 の 中 に 用 心して 保管 する 必要 が 有る 。 
the key of the place Deing always carried upon the person. 

賢者 の 石 が 有る 研究 室 の 鍵 を 淀 に 身 に つけ る 必要 が 有る 。 

He who possesses the great arcanurn Ss truly kimg and is aDoVe any King, 
大 いな る 秘密 を 所 有する 人 は 、 全 て の 権力 者 を 超越 し た 、 本 物 の 王者 で ある 。 

for 

な ぜ な ら 、 

he is inaccessible to all fears 

大 いな る 秘密 を 所 有する 人 、 本 物 の 王者 は 、 全 て の 恐怖 を 近づけ な い 。 

and to all Vain hopes. 

大 いな る 秘密 を 所 有する 人 、 本 物 の 王者 は 、 全 て の 空虚 な 希望 を 近づけ な い 。 

In any malady of soul or Dody a simgle fragment Droken from the 
precious stone, a single gran of the divine powder are more than 
sufficient for their Cure. 

宝石 の 様 な 賢者 の 石 の 一 断片 だ け で 、 神 の 粉 の 様 な 賢者 の 石 の 粉 の 一 粒 だ け で 、 
魂 や 肉体 の 全て の 病気 を 治せ る 。 

"He that hath ears to hear let him hear" as the Master said. 

マタ イ に よる 福音 11 章 15 節 で 主 イ エス は 「 耳 の 有る 者 は 、 聞 け 。」 と 話し て いる 。 
Salt, Sulphur and the mercuries are OrIy accessOry elements 

塩 、 硫 黄 、 水 銀 は 、 補 助 的 な 元素 に 過ぎ な い 。 塩 、 硫 黄 、 水 銀 は 、 補 助 的 な 要素 に 過 
ぎ ざ な い 。 

and passive imstruments of the great enterDr1Se. 

塩 、 硫 黄 、 水 銀 は 、「 大 作業 」 の 受容 的 な 道具 で ある 。 

Everything depends, as we have said, upon the interior magnes of 
ParacelSUuS. 

すでに 話し た 様 に 、 全 て は パラ ケル スス が 話し て いる 精神 的 な 磁石 に か か っ て いる 。 
The work consists entirely in projectlon, 

「 大 作業 」 の 全て は 溶け て いる 卑 金属 へ の 賢者 の 石 の 粉 の 投入 に か か っ て いる 。 
and projection is accomplished perfectly Dy the effectivVe and realisable 
intelhgence of a simngle Word. 


唯一 の 言葉 の 、 実 践 的 な 実現 可能 な 知 が 、 溶 け て いる 卑 金属 へ の 賢者 の 石 の 粉 の 
投入 を 完全 に 果たす 。 

There 1s but one Important operatlonu amd that is suDlimation, 
重要 な 作業 は 、 昇 華 で ある 。 

which is nothing else, according to GeDer Dut the elevation of the dry 
suDstance Dy means of fire, with adherence to its DroDer VeSsel. 
ジャ ー ビ ル イブ ン ハイ ヤー ン に よれ ば 、 昇 華 と は 、 乾 いて いる も の を 火 に よっ て 高め 
て 、 ふ さわ し い 容 器 に 定着 させ る 事 で ある 。 

He who is desirous of understanding the great Word and of Dossess1ng 
the great arcanum, after studying the prinmciples of our Doctrime, should 
read the Hermetic philosophers carefully, 

大 いな る 言葉 を 理解 し た い 人 は 、 大 いな る 秘密 を 所 有 し た い 人 は 、「 高 等 魔術 の 教 
理 」 の 原理 を 学ん だ 後に 、 錬 金 術 師 の 哲学 を 用 心して 読み 取る べき で ある 。 

and 

そう すれ ば 、 

he wl doubtless attain initation, as others have attaimed it: 

他 の 達 道 者 が 到達 し た 様 に 、 疑 い 無く 、 秘 伝 伝授 に 到達 する で あろ う 。 

Dut 

GE 

for the key of their allegories he must take the one dogma of Hermes, 
Contained in the Emerald Table, 

錬金術 師 の 例え 話 を 理解 する 鍵 と し て 、「 エ メラ ルド 板 」 に 記さ れ て いる 、「 上 の も の 
は 下 の も の か ら 類 推 可能 で ある 。 下 の も の は 上 の も の か ら 類 推 可能 で ある 。」 と いう 
ヘル メス の 唯一 の 考え を 理解 する 必要 が 有る 。 

and 

そし て 、 

to classify the knowledge and direct the operation he must follow the 
order indicated in the kabDbalistic alphabet of the Tarot, 

知 を 分 類する た め に 、 作 用 を 傾け る た め に 、 タ ロッ ト の カバ ラ の アル ファ ベッ ト で ある 
大 アル カナ で 表 さ れ て いる 順序 を た どる 必要 が 有る 。 

of which an aDsolute and complete explanation will De giVen in the last 
chapter of this work. 

本 書 「 高 等 魔術 の 祭儀 」 の 22 章 で 、 タ ロッ ト の 大 アル カナ の 完全 な 説明 を 与え る つ 
も り で ある 。 

Among the rare and Driceless treatises which contain the mysteries of 
the great arcanumm, the "Chemical Pathway or Manual" of Paracelsus 
must be placed in the first rank, as comprising all the mysteries of 
demonstrative Dhysics and the most secret kaDDalah. 

パラ ケル スス の 「 化 学 の 道 ま た は 手引 き 」 は 、 大 いな る 秘密 の 神秘 が 記さ れ て いる 、 
実証 的 な 自然 科学 の 全て の 神秘 と 無 上 の 秘密 の カバ ラ が 記さ れ て いる 、 金銭 で は 
買え な い 無 上 の 稀 語 本 で ある 。 

This um1due manuscr1Dt 1S DreserVed in the Vatcan LiDrary: 


バチ カン 図書 館 に 、 パ ラケル スス の 「 化 学 の 道 ま た は 手引 き 」 の 唯一 の 手書き の 原 
本 が 保管 され て いる 。 

a CODy Was transcr1Ded Dy Send1Vogius, 

Sendivogius は 、 パ ラケル スス の 「 化 学 の 道 ま た は 手引 き 」 の 写本 を 作っ た 。 

and Was used Dy Baron Tschoudy when composing the Hermetc 
Catechism contained in his work entitled "The Blazing Star" 

ツ ォ ー デ ィ 男 本 は 「 燃 える 星 」 で 錬金術 の 教理 問答 集 を 記す 際 に 、 パ ラケル スス の 
「 化 学 の 道 ま た は 手引 き 」 の Sendivogius に よる 写本 を 利用 し た 。 

This catechism, which we pont out to instructed kaDDahists as a 
substitute for the incormparaDle treatise of ParacelSUS, 

ツ ォ ー デ ィ 男 爵 の 「 燃 える 星 」 の 錬金術 の 教理 問答 集 を 、 教 養 の 有る カバ リス ト に 、 
パラ ケル スス の 「 化 学 の 道 ま た は 手引 き 」 の 代わ り と し て 、 す すめ る 。 

exDOunds all the essential principles of the great Work in a forrm so clear 
and complete 

ツ ォ ー デ ィ 男 酔 の 「 燃 える 星 」 の 錬金術 の 教理 問答 集 で は 、 大 作業 の 全て の 絶対 必 
要 な 原理 が 、 明 確 な 形 で 、 完 全 な 形 で 、 説 明 さ れ て いる 。 

that a personl must De aDsolutely wantimg in the duality of occult 
understanding せ he fail in attaiming the aDsolute truth Dy its study. 

も し 、 ツ ォ ー デ ィ 男 爵 の 「 燃 える 星 」 の 錬金術 の 教理 問答 集 を 学ん で 、 絶 対 の 真理 に 
到達 で き な い 人 は 、 隠 され た 学問 の 理解 力 が 完全 に 欠け て いる 人 に 違い な い 。 
We shall now give a succinct analysis of this work, together with a few 
words Dy way of commentary. 

注釈 と し て 、 い くつ か の 言葉 で 、 大 作業 を 要約 し た 分 析 を 与え よう 。 

Raymond Lully, one of the grand and sublime masters of scienCe, 

ライ ムン ドゥ ス ルル ス は 、 自 然 科 学 の 大 いな る 明 散 する べき 錬金術 師 で ある 。 

says that Defore we can make gold We must have gold. 

ライ ムン ドゥ ス ルル ス は 「 金 を 作る 前 に 、 金 を 作れ る 様 に 成る 前 に 、 金 を 所 有する 必 
要 が 有る 。」 と 話し て いる 。 

Out ofnothmg we can make nothing: 

人 は 、 無 か ら は 何 も 作 れ な い 。 

wealth is not aDsolutely createdi 

冨 は 、 作 る 物 で は な い 。 

1t is imcreased and multphed. 

富 は 、 増 や す 物 で ある 。 

Hence, let aspirants to kmowledge understand thoroughly that neither 
miracles nor jugglers' feats are redulred of the adept. 

知 の 探求 者 は 、 達 道 者 が 不 自然 な 奇跡 を 求め て いな い 事 を 、 十 分 に 理解 し な さい 。 
Hermetic science, IiKe all real sciences, 1S mathematically demonstraDle. 
自然 科学 と いっ た 他 の 現実 的 な 学問 の 様 に 、 錬 金 術 は 、 数 学 的 に 実証 可能 で ある 。 
EVenr ts material results are as exaCt as a Well-worked equation. 

正しく 作動 する 方 程 式 と 同じ くら い 、 錬 金 術 の 物質 的 な 結果 は 正確 で ある 。 
Hermetic gold is not only a true doctrime, a shadowless hght, truth 
unalloyed with falsehoodi: 


錬金術 の 金 は 、 本 物 の 考え 、 影 の 無い 光 、 嘘 の 無い 真理 、 だ け で は な い 。 錬 金 術 の 
金 は 、 本 物 の 考え 、 影 の 無い 光 、 嘘 の 無い 真理 で も ある 。 

lt is also material, actual, Dure gold, the most preclous which can De 
found in the veins of the earth, 

錬金術 の 金 は 、 物 質 的 な 、 実 際 の 、 土 の 鉱脈 で 見 つか る 最も 貴重 な 物 、 純 金 で も あ 
る 。 

Dut 

し か し 、 

the Hving gold, ving sulphur or true fire of the philosopher must De 
sought in the house of mercury. 

水銀 の 家 の 中 に 、 生 き て いる 黄金 、 生 き て いる 硫黄 また は 本 物 の 錬金術 師 の 火 を 探 
求 す る 必要 が 有る 。 

This fire feeds on air: 

本 物 の 錬金術 師 の 火 は 風 で 生き て いる 。 

to eXDreSS 1ts attractiVe and exDans1Ve DOWer a Detter COmDar1SOn 1S 
Impossible than that of lightming, 

本 物 の 錬金術 師 の 火 の 引 き 寄 せる 力 と 展開 させ る 力 を 説明 する に は 、 雷 に 例え る 
の が 最適 で ある 。 

which primally is a dry and terrestrial exhalation united to hummd 
VaDOUY 

最初 は 、 軍 は 、 電 いた 地上 の 発散 物 で ある 。 雷 は 、 湿 っ た 蒸気 と 結合 し て いる 。 

and afterwards, in Virtue of its exaltation, assurming an igmeOus natUure, 
aCts or its inherent hurmdity, which it attracts and transmutes Into 1ts 
0WT nature, 

次 に 、 雷 は 、 二 の 上 昇 す る 力 で 、 火 の 様 な 性 質 を 帯び て 、 雷 に 付き 物 で ある 湿気 に 作 
用 する 。 雷 は 、 湿 気 を 引き 寄せ て 雷 の 火 の 様 な 性 質 に 変え る 。 

after which it falls rapidly to earth, where it is drawn Dy a fixed nature 
smilar to its Own. 

後に 、 雷 は 、 二 の 固定 され る 性 質 に 似 た 、 固 定 さ れ た 物 の 性 質 に 引き 寄せ られ て 、 速 
や か に 地 に 降下 する 。 

These words, engmatic in form Dut clear in essence, eXDreSS ODerly 
what the philosophers understand Dy their mercury fructified Dy 
Sulphur Decomimg the master and regenerator Of salt: 

上 記 の 、 言 葉 は 謎 で ある が 意味 は 明確 で ある 言葉 は 、 硫 黄 が 結実 させ た 、 塩 の 王者 
と 変革 者 に 成っ た 、 錬 金 術 師 の 水銀 に よっ て 、 錬 金 術 師 が 理解 する 物 を 隠さ な いで 
表し て いる 。 

lt is AZOTH, universal magnesia, the great maglcal agent, the astral 
jight, the light of jife, fertlised Dy amnm-ic force, Dy intellectual energy, 
which they compare to sulphur on account of its affimities with divime 
fire. 

本 物 の 錬金術 師 の 火 、 雷 、 水 銀 と は 、AZOTH、 普 遍 の マグ ネシア 、 大 いな る 魔術 の 
代行 者 、 星 の 光 、 命 の 光 、 霊 の 力 が 繁殖 させ た も の 、 知 の 力 が 繁殖 させ た も の 、 神 の 
火 に 似 て いる の で 硫黄 に 例え て いる も の で ある 。 


As to salt, it is aDsolute matter 

塩 と は 物質 で ある 。 

All that is materlal containms salt, 

物質 的 な も の は 全て 塩 を 含ん で いる 。 

and all salt can De converted into Dure gold Dy the comDined action of 
Sulphur and mercury, 

硫黄 と 水銀 を 協力 させ た 作用 に よっ て 、 塩 を 純金 に 変え る 事 が で きる 。 

which at times act with such swiftness that tramsmutation can take 
place in an instant, or in an hour without labour for the operator and 
almost without exDense: 

速い 時 に は 、 一 瞬 で 、 ま た は 、1 時 間 で 、 苦 も 無く 、 ほ と ん ど 無 料 で 、 錬 金 で きる 。 

at other tmes, when the tendencies of the atmospheric media are more 
contrary, the operation reduires several days, months, and, occas1onally 
eVe VeaTS. 

大 気 中 の 仲介 する も の (で ある 星 の 光 ) の 傾向 が 逆風 の 時 に は 、 錬 金 に 、 何 日 も 、 何 
か 月 も 、 何 年 も か か る 。 

As we have already sa1d!, 

すでに 話し た 様 に 、 

there are two palmary natural 1aWs- 

2 つの 超自然 的 な 法 が 存在 する 。2 つの 力 が 存在 する 。 

two essential 1aWs- 

2 つの 自然 の 法 が 存在 する 。2 つの 力 が 存在 する 。 

which, Dalanced one against amother Droduce the umiversal edulhDbrium 
Of things. 

2 つの 力 は 、 相 互 に 対立 し て 、 つ り 合っ て 調和 し て 、 も の の 普遍 の つり 合い を も た らし 
て いる 。 

These are fixity and motion, 

2 つの 力 は 、 固 定 と 運動 で ある 。 

analogous to truth and discovery in philosophy, 

2 つの 力 、 固 定 と 運動 は 、 哲 学 に お ける 真理 と 発見 に 対応 し て いる 。 

and in aDsolute concepton to necess1ty amd 1Derty, 

2 つの 力 、 固 定 と 運動 は 、 神 の 概念 に お ける 必然 と 自由 に 対応 し て いる 。 

which are the Very essence of God!. 

必然 と 自由 は 、 神 の 性 質 で ある 。 

The Hermetic philosophers give the name of fixed to all which is 
ponderaDle, to all which tends Dy its nature to central rest and 
1mmoDility: 

錬金術 師 は 、 重 み が 有 る 物 に 、 中 心 の 静止 と 不動 に 向かう 傾向 が 有る 物 に 、 固 定 さ 
れ た 物 と いう 名 前 を 与え た 。 

whatsoeVer obDeys more naturally and readnly the law ofmotion, they 
term Volatile: 

錬金術 師 は 、 自 然 に 容易 に 運動 の 法 に 従う 物 を 、 気 化し 易い 物 と 呼ん だ 。 

and they comDpose their stone Dy analys1s, 


錬金術 師 は 、 分 析 に よっ て 、 賢 者 の 石 を 粉々 に 分 ける 。 

that is, the Volatilisaton of the fiXed: 

分 析 と は 、 固 定 さ れ た 物 の 気化 で ある 。 

then Dy synthes1s, 

錬金術 師 は 、 総 合 に よっ て 、 賢 者 の 石 を 建て 直す 。 

that is, the fixation of the Volatile, 

総合 と は 、 気 化し 易い 物 の 固定 で ある 。 

which they operate Dy applying to the fixed, called their salt, 
Sulphurated mercury Or light of life, directed and rendered ommrpotent 
Dy a secret ODeratlon. 

錬金術 師 は 、 固 定 さ れ た 物 を 、 賢 者 の 塩 と 呼ん で いる 。 錬 金 術 師 は 、 秘 密 の 作用 に 
よっ て 傾け られ た 命 の 光 、 秘 密 の 作用 に よっ て 全能 に 成っ た 命 の 光 を 、 硫 化 水銀 と 
呼ん で いる 。 錬 金 術 師 は 、 硫 化 水 銀 を 、 賢 者 の 塩 に 応用 し て 、 気 化し 易い 物 を 固定 す 
る 。( 硫 化 水銀 は 硫黄 が 水銀 と 結合 し た も の で ある 。) 

They possess themmselves in this manner of all nature, 

上 記 の 方 法 で 、 錬 金 術 師 は 、 全 て の 自然 を 所 有する 。 

and their stone is foumd whereVver there is salt, 

賢者 の 石 は 、 塩 が 有る 所 で 見 つか る 。 

which is edu1valent to saylng that 

言い 換え る と 、 

no substance is foreign to the great WoOrKk, 

「 大 作業 」 と 無縁 な 物質 は 存在 し な い 。「 大 いな る 務め 」 と 無縁 な 者 は 存在 し な い 。 
全て の 者 は 「 大 いな る 務め 」 に 関係 する 。 

and that even the most apparently contemptlble and vile matters can De 
changed into gold, 

劣っ て 見 える も の を 金 に 変え られ る 。 

which is true in thls sense, 

上 記 は 、 正 し い 。 

as we have sald, that 

すでに 話し た 様 に 、 

all contain the funmdamental salt, 

全て の も の は 、 基 礎 の 塩 を 含ん で いる 。 

reDresented in our emDlems Dy the cubic stone itselt, 

基礎 の 塩 を 、 立 方 体 の 石 に よっ て 象徴 的 に 表し て いる 。 

as may De seen in the symDolc and universal fronttspiece to the keys of 
Basil Valentime. 

タロ ッ ト の 22 の 鍵 を 要約 し た バシ レウス ヴァ レン ティ ヌス の 12 の 鍵 の 前 の 象徴 的 
な 普遍 の 絵 で は 、 基 礎 の 塩 を 、 立 方 体 の 石 で 描い て いる 。 

To know how to extract from all matter the pure salt which is concealed 
in it is to Dossess the secret of the stone. 

全て の も の か ら 、 全 て の も の の 中 に 隠さ れ て いる 、 純 粋 な 塩 を 抽出 する 方 法 を 知る 
事 は 、 賢 者 の 石 の 秘密 を 所 有する 事 で ある 。 

It is, therefore, a saline stone, 


賢者 の 石 は 、 塩 の 石 で ある 。 

which the od, or universal astral light, decomposes Or reCOmDOS6eS. 
オド 、 ま た は 、 普 遍 の 星 の 光 は 、 賢 者 の 石 、 塩 の 石 を 、 粉 々 に 分 けた り 、 建 て 直す 。 
It is one andmany 

賢者 の 石 、 塩 の 石 は 、 唯 一 で あり 全て で ある 。 

for 

な ぜ な ら 、 

Iike ordinary salt, it can De dhssolved 

普通 の 塩 の 様 に 、 賢 者 の 石 、 塩 の 石 を 分 ける 事 が で きる 。 

and incorporated with other suDstanceSs. 

普通 の 塩 の 様 に 、 賢 者 の 石 、 塩 の 石 を 他 の も の と 混ぜ る 事 が で きる 。 
ODtained Dy analysis, 1t may De termed the umlversal subHhmate: 

分 析 に よっ て 得 ら れ た 、 皿 者 の 石 の 粉 は 、 普 遍 の 塩化 第 二 水 銀 と 言え る か も し れ な 
い 。( 和 塩化 第 二 水銀 は 劇薬 で ある 。) 

recoVvered Dy the synthetc way it is the VeritaDle Danacea Of the 
anClents, 

総合 に よっ て 建て 直さ れ た 、 賢 者 の 石 は 、 古 代 人 が 万 能 薬 と 呼ん た だ も の で ある 。 
for 

な ぜ な ら 、 

it Cures all diseases, whether of soul or Dody 

賢者 の 石 は 、 魂 や 肉体 の 全て の 病気 を 治す 。 

and is termedl, in an eminent manner the medicine of all nature. 
賢者 の 石 は 、 全 て の 自然 へ の 楽 と 言え る 。 

When, by means of aDsolute initation, we can dhspose of the forces of 
the umnversal agent, this stone is always to our handl 

神 の 秘伝 伝授 に よっ て 、 普 遍 の 代行 者 の 力 を 操作 で きる 人 は 、 賢 者 の 石 を 常に 手 
中 に する 。 

for 

な ぜ な ら 、 

its extraction is then a simple and easy operation, far different from 
Drojection or metallic reahsation. 

賢者 の 石 の 抽出 は 、 溶 け て いる 寿 n 金 属 へ の 賢者 の 石 の 粉 の 投入 や 金属 か ら 金 を も 
うけ る 事 と 異な り 、 簡 潔 で 容易 で ある 。 

The stone in its suDhmated state must not De exposed to the air 
昇華 中 の 賢者 の 石 を 大 気 に さ ら す な か れ 。 

which might dissolVe it amd spo1l 1ts Virtue. 

大 気 は 、 昇 華中 の 賢者 の 石 を 分 解 し て 、 賢 者 の 石 の 力 を 失わ せる 。 

MoreoVver 

さら に 、 

to inhale its exhalations is not devoid of danger 

賢者 の 石 の 蒸気 を 吸う と 危険 で ある 。 

The wise man more readilY conserVes It in its natural enVeloDes, 
賢者 は 、 賢 者 の 石 の 自然 の 外皮 で 、 賢 者 の 石 を 保管 する 。 


knowing that he can extract it Dy a simgle effort of his wl, 

覧 者 は 、 賢 者 の 意思 の 力 だ け で 、 賢 者 の 石 を 抽出 で きる 事 を 知っ て いる 。 

and a simgle application of the universal agent to the enVelopes, which 
the kabDalists term shells. 

賢者 は 、 普 遍 の 代行 者 を カバ リス ト が 外皮 と 呼ん で いる 物 に 応用 する だ け で 、 賢 者 
の 石 を 抽出 で きる 事 を 知っ て いる 。 

To exDpress hieroglyphically this 1aw of prudence, the sages of Egypt 
ascriDed to their mercury, Dersonified as HermaruDis, a dog's head!, 

上 記 の 、 思 慮 の 法 を 象徴 的 に 表す た め に 、 エ ジ プ ト の 賢者 は 、 ヘ ル マ ニ ビス と し て 擬 
人 化し た 、 賢 者 の 水銀 を 、 大 の 頭 で 表 し た 。 

and to their sulphur represented Dy the Baphomet of the temple, or 
prince of the SabDbath, that goat's head 

賢者 は 、 神 殿 騎 士 団 の バフ ォ メ ッ ト 、 ま た は 、 サ バト の 王子 、 安 息 日 の 王子 と し て 擬人 
化し た 、 賢 者 の 硫黄 を 、 ヤ ギ の 頭 で 表 し た 。 

which brought such odium upon the occult associations of the middle 
ageS. 

ヤギ の 頭 は 、 中 世 の 秘 密 結 社 に 、 汚 名 を 着せ た 。 

For the mimeral worKk, the first matter is exclusiVely mnerall 
鈴 物 の 作業 の 「 第 一 賢 料 」 は 鉱物 だ け で ある 。 

Dut 

し か し 、 

1t is not a metal. 

鉱物 の 作業 の 「 第 一 質 料 」 の 鉱物 と は 、 金 属 で は な い 。 

It is a metalhsed salt. 

鉱物 の 作業 の 「 第 一 質 料 」 の 鉱物 と は 、 金 属 化 し た 塩 で ある 。 

This matter is called VegetaDle, Decause it resemDles a fruit, 
錬金術 師 は 、 鉱 物 の 作業 の 「 第 一 質 料 」 の 鉱物 、 金 属 化 し た 塩 を 、 果 実に 似 て いる 
の で 、 植 物 と 呼ん で いる 。 

and amimal, Decause 1t Droduces a kind of milk and Dlood. 

また 、 錬 金 術 師 は 、 鉱 物 の 作業 の 「 第 一 賢 料 」 の 鉱物 、 金 属 化 し た 塩 を 、 一 種 の 乳 と 
血 を も た ら す の で 、 動 物 と 呼ん で いる 。 

It alone contains the fire 

鉱物 の 作業 の 「 第 一 質 料 」 の 鉱物 、 金 属 化 し た 塩 だ けが 、 火 を 含ん で いる 。 

by which it must De dissolVed. 

火 に よっ て 、 鉱 物 の 作業 の 「 第 一 質 料 」 の 鉱物 、 金 属 化し た 塩 を 分 解す る 必要 が 有 
る 。 
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THE THAUMATURGE 

奇跡 を 起こ す も の 

WE have defined miracles as the natural effects of exceptional CauSeS. 
エリ ファ ス レヴ ィ は 、 奇 跡 と は 、 原 因 が 例外 的 で ある 自然 な 結果 で ある 、 と 定義 し た 。 
The immediate action of the human will upon the body or at least that 
action exercised without VisiDle means, constitutes a miracle in the 
physical order 

肉体 に お ける 奇跡 と は 、 人 の 意思 が 肉体 に 直接 的 に 作用 する 事 、 ま た は 、 少 な く と も 、 
人 の 意思 が 肉体 に 目 に 見 えな い 手 段 で 作用 する 事 で ある 。 

The influence exercised upon wills or intelligences, either suddenly or 
within a giVen time, and capable of suDbjugatmg thoughts, changing the 
most determined resolutions, Daralysing the mmost violent Dassions- this 
influence constitutes a rmiracle in the moral order 

精神 に お ける 奇跡 と は 、 一 瞬 ま た は 一 定時 間 内 で 他人 の 意思 や 知 に 感化 を 与え て 、 
他人 の 思考 を 操作 で きる 事 、 他 人 の 固い 決意 を 変え れる 事 、 他 人 の 激しい 肉欲 を し 
びれ させ れる 事 で ある 。 

The common error Concerring miracles is to regard them as effects 
w1thout CauSeS, 

大 衆 は 、 奇 跡 が 、 原 因 の 無い 結果 で ある 、 と 誤解 し て いる 。 

conttradictions of nature, 

大 衆 は 、 奇 跡 が 、 自 然 の 矛盾 で ある 、 と 誤解 し て いる 。 

sudden Vagaries Of the divine rmimd!, 

大 衆 は 、 奇 跡 が 、 神 の 気まぐれ で ある 、 と 誤解 し て いる 。 

not seeng that a simgle miracle of this class would destroy the um1versal 
harmony, and reduce the umiverse to cha0S. 

大 衆 は 、 原 因 の 無い 結果 、 自 然 の 矛盾 、 神 の 気まぐれ の うち の 1 つ だ け で も 普遍 の 
調和 を 破壊 し て 、 世 界 を 混乱 に 陥れ る 、 と 理解 し て いな い 。 

There are miracles which are impossible, eVen for Godl 

神 に すら 不可 能 な 奇跡 が 存在 する 。 

namely those which involve aDsurdity 

神 に すら 不可 能 な 奇跡 と は 、 非 論理 的 な 奇跡 で ある 。 

Could God De aDsurd for one instant, neither Himself nor the world 
would De in existence the moment following. 

仮に 、 一 瞬 で も 、 神 が 非 論理 的 で あれ ば 、 次 の 瞬間 に 、 神 か 世界 は 存在 し な く 成る で 
あろ う 。 

To expeCct from the divine arDiter an effect having a disproportionate 
CauSe, OT eVen n0 Cause at al is what is called tempting Go 

神 と いう 器 判 者 に 、 原 因 と つり 合わ な い 結 果 や 、 原 因 の 無い 結果 を 期待 する 事 は 、 
神 へ の 冒 潮 と 言え る 。 

it is Castimg one's self into the Void. 


原因 と つり 合わ な い 結 果 や 、 原 因 の 無い 結果 を 期待 する 事 は 、 虚 無 に 身投げ する 事 
で ある 。 

God operates Dy H1s WorKS- 

神 は 、 神 の 作品 に よっ て 、 働 きか ける 。 

In heaven Dy angels, 

天 で は 、 神 は 、 天 使 に よっ て 、 働 きか ける 。 

and on earth Dy men. 

地上 で は 、 神 は 、 人 に よっ て 、 働 きか ける 。 

HenCce, 

上 記 の 様 に 、 

in the circle of angelic action, the angels can perform all that is possiDle 
for God!, 

天使 の 力 の 範囲 内 で 、 天 使 は 、 神 に 可能 な 全て の 事 を 成就 で きる 。 

andin the human circle of action men can dispose edually of divine 
Omrnpotence. 

人 の 力 の 範囲 内 で 、 人 は 、 全 能 で ある 神 と 同様 に 、 物 事 を 処理 で きる 。 

In the heaven of human conceptions, it is humamity which creates God!, 
人 が 理解 し て いる 神 と は 、 思 いや り が 創造 し た 神 で ある 。 人 が 理解 し て いる 神 と は 、 
人 性 が 創造 し た 神 で ある 。 

and men think that God has made them in His image 

人 は 、 神 が 、 神 の 像 に か た どっ て 人 を 創造 し た と 考え て いる 。( 創 世 記 1 章 27 節 「 神 
は 神 の 像 に か た どっ て 人 を 創造 し た 。」。) 

Decause 

な ぜ な ら 、 

they have made Him in theirs. 

人 は 、 人 の 像 に か た どっ て 神 を 創造 し た 、 と 言え る 。 

The domain ofman is all corporeal and VisiDle nature on earth, 

人 の 領域 は 、 地 上 の 肉体 的 な 目 に 見 える 物 で ある 、 と 言え る 。 

and if he cannot rule suns and stars, he can at least calculate their 
motior, Compute their distances, and identtfy his wil with their 
influence: 

も し 人 が 恒星 や 惑星 と いっ た 星々 を 統治 で き な く て も 、 少 な く と も 、 人 は 星々 の 軌道 と 
距離 を 計算 し て 、 人 の 意思 を 星々 の 感化 力 に 結び つけ る 事 が で きる 。 

he can modify the atmosphere, 

人 は 大 気 を 変え る 事 が で きる 。 

aCt uD to a Certa1n Do1mt upon the seasons, 

人 は 、 あ る 程度 まで 季節 に 働き か ける 事 が で きる 。 

heal or harm his neighDours, 

人 は 、 隣 人 を 治し た り 傷つけ る 事 が で きる 。 

preserve jife and infhict death, 

人 は 、 命 を 維持 し た り 死 を 与え る 事 が で きる 。 

the conservation of jife, includimg resurrection in Certaim CaSeS, aS 
already estabhshed. 


命 の 維持 に は 、 復 活 が 含ま れる 。 い くつ か の 場合 に は 復活 が 可能 で ある 事 は 、 す で 
に 確証 し た 。 
The absolute in reason and Volhtion is the greatest Dower which can De 
g1Ven any man to attaim, 
絶対 の 論理 と 絶対 の 意思 は 、 人 が 到達 で きる 様 に 、 神 が 人 に 与え た 、 無 上 の 大 いな 
る 力 で ある 。 
anditis Dy means of this power that he performs what astorshes the 
multitude under the name of miracles. 
絶対 の 論理 と 絶対 の 意思 と いう 力 に よっ て 、 達 道 者 は 、 奇 跡 と いう 名 前 で 大 衆 が 叢 
く 事 を 、 実 現す る 。 
The most perfect pur1ty of intention is indispensable to the 
thaumaturge, 
第 一 に 、 奇 跡 を 起こ す 人 は 、 意 思 が 完全 に 清らか で ある 、 必 要 が 有る 。 
andin the next place a faVouraDle current and unlimited confidence. 
第 二 に 、 奇 跡 を 起こ す 人 に は 、 奇 跡 を 起こ す の に 適し た 流れ と 、 無 限 の 確信 が 、 必 要 
で ある 。 
The man who has come to fear nothing and desire nothing is master of 
all. 
何 も の も 恐れ ず 、 何 も の も 肉欲 で 望ま な い 人 は 、 全 て の も の の 王者 で ある 。 
This is the meaning of that Deautiful allegory of the Gospel whereir, the 
Son of GodL thrice victor Over the unclean spirit, is mnistered unto Dy 
angels in the wildernesSs. 
マタ イ に よる 福音 4 章 の 、 神 の 子 イ エス が 荒れ 野 で 汚れ た 霊 に 3 回 勝利 する と 天使 
が イエ ス に 仕え た と いう 、 象 徴 的 な 美しい 話 の 意味 は 、「 何 も の も 恐れ ず 、 何 も の も 
肉欲 で 望ま な い 人 は 、 全 て の も の の 王者 で ある 。」 と いう 事 で ある 。 
NOMUO6 on earth withstands a free and rational wil. 

論理 的 な 自由 意思 は 、 地 上 の 全て の も の を 圧倒 する 。 
When the wise man says, "1 wl," it is God Himself who wils, 
賢者 が 「 私 は 望む 。」 と 話す 時 、 神 も 、 そ れ を 望ん で いる 。 
and all that He commands takes place. 
賢者 が 命令 する 全て の 事 は 実現 する 。 
It is the knowledge ofthe physician, and the confidence placed in him, 
which constitute the Virtue of his DrescriDtiOns, 
医者 の 知 と 確信 が 、 医 者 が 処方 する 薬 の 力 を 形成 する 。 
and thaumaturgy 1s the only real and efficacious remedyi 
奇 跡 だ けが 現実 の 有効 な 治療 で ある 。 奇 跡 だ けが 現実 の 有効 な 薬 で ある 。 
Hence 
上 記 の 様 に 、 
OCCult therapeutics are apart from all vVulgar medication. 
隠さ れ た 治療 法 は 、 大 衆 の 治療 法 と 異な る 。 
It chiefly makes use of words and insufflations, 
隠さ れ た 治療 法 で は 、 主 に 、 言 葉 と 息 を 利用 する 。 


and cormmunicates Dy wl a Various Virtue to the simplest suDstances- 
water ol wme, Camphor salt. 

隠さ れ た 治療 法 で は 、 意 思 に よっ て 、 力 を 水 、 オ リー ブ オ イル 、 赤 ワイ ン 、 カ ン フ ル 、 塩 
に 与え る 。 

The water of homoeopathists is truly a magnetised amd enchanted 
water which works Dy means of faith. 

ホメ オ パ シ ー の 水 は 、 確 信 に よっ て 作用 する 、 磁 化 さ れ た 魔術 が か けら れ た 水 で ある 。 
The dynamic suDstances added in, so to speaKk, imfimitesimal quantttes 
are COnsecrations and signs of the physiciar's wl. 

水 に 加え られ た 、 極 小 の 量 の 、 動 くも の は 、 医 者 の 意思 の 実現 、 表 れ で ある 。 

What is vulgarly called charlatanism is a great means of real Success In 
medicime, assumminmg that it is sufficiently skilful to inspire great 
corfidence and to form a circle of faith. 

(プラ シー ボ ポ 効 果 の 様 に 、) 大 衆 が 、 は っ た り と 呼ん で いる 、 確 信 さ せる 事 は 、 確 信 を 抱 
か せ て 確信 の 輪 を 形成 する 十分 な 技量 が 有 れ ば 、 医 術 で 現実 の 成功 を も た ら す 大 
いな る 手段 に 成る 。 

Inm medicine, aboVe all, it is faith which saves. 

医術 で は 、 特 に 、 確 信 が 救う 。 

There is scarcely a Village which does not Dossess its male or female 
Compourder of occult medicine, 

ほとん どの 村 に は 隠さ れ た 薬 の 薬師 が いる 。 

and these people are almost every where, 

隠さ れ た 薬 の 薬師 は 、 ほ と ん ど 全 て の 場所 に いる 。 

and inVvariaDly, more successful incomparaDly than physicians 
apDDroVved Dy the faculty. 

隠さ れ た 薬 の 薬師 は 、 常 に 、 公 認 の 医者 より 、 比 較 に 成ら な い ほ ど 成 功 し て いる 。 
The remedies they prescriDe are often stramge Or ridiculOuS, 

隠さ れ た 薬 の 薬師 が 処方 する 薬 は 、 不 思 議 ま た は 非 論理 的 な 場合 が 有る 。 

and hence answer all the Detter 

隠さ れ た 薬 は 不思議 また は 非 論理 的 な 方 (ほう ) が 良く 効く 。 

for 

な ぜ な ら 、 

they exact and realhise more faith on the part of pattents amd oODerators. 
隠さ れ た 薬 は 不思議 また は 非 論理 的 な 方 (ほう ) が 、 薬 師 と 患者 の 確信 を より 求め て 
実現 する 。 

An old merchant of our acdualntantCe, 

エリ ファ ス レヴ ィ の 知人 に 老 商 人 が いた 。 

a man Of eccentric character 

老 商 人 は 奇人 で あっ た 。 

and exalted religious sentiment, 

老 商人 は 気 高 い 宗 教 的 な 感情 を 持っ て いた 。 


after retirimg from Dusiness, set himself to exercise gratuitOousIy, and out 
of Christian charity, occult medicine in one of the Departments of 
FrantCe. 

老 商人 は 、 フ ラン ス の 、 あ る 県 で 、 商 売 を 引退 し た 後 、 キ リス ト 教 的 な 思い や りか ら 、 
無料 で 、 隠 され た 医術 を 始め た 。 

His sole specifics were oil, insufflations, and MS 

商人 で あっ た 、 隠 され た 医者 の 特効薬 は 、 オ リー ブ オ イル 、 息 、 祈 り だ け で あっ た 。 
The institution of a law-suit against him for the illegal exercise of 
medicine estaDlished in Dublic knowledge that ten thousand cures had 
been attriDuted to him in the space of about fiVe years, 

隠さ れ た 医者 は 違法 な 医療 行為 を し た と し て 訴え られ た 。 し か し 、 そ れ で 、 隠 され た 
医者 が 約 5 年 間 で 1 万 人 を 治し た 事 が 公 に 証明 され た 。 

and 

まだ 

that the number of his Delievers increased in Droportions calculated to 
alarm all the doctors of the district. 

隠さ れ た 医者 を 信頼 する 人 々 の 数 が 当該 する 地方 の 全て の 医者 を 脅かす 割合 で 増 
えて いた 事 が 公 に 証明 され た 。 

We saw also at Mans a poor nun who was regarded as slightIy 
demented, Dut she healed, nevertheless, all diseases in the surrounding 
country Dy means of an elixir and plaster of her own inVvention. 

ル マン の 、 貧 し い 修 道 女 ジェ ー ン フラ ン シ ス は 、 少 し 狂っ て いる と 思わ れ て いた が 、 
独自 に 考え 出し た 飲み 薬 と 湿布 薬 に よっ て 、 地 方 一 帯 の 全て の 病人 を 治し た 。 

The elhixnr was taken internally, the plaster was apphed outwardly, so 
that nothimg escaped this um1versal Danacea. 

飲み 薬 は 体内 に 飲み 込ま れ て 、 湿 布 薬 は 体外 に は られ て 、 病 気 は 、 普 遍 の 万 能 薬 で 
ある ジェ ー ン フラ ン シ ス の 飲み 薬 か 湿布 薬 か ら 逃 げ ら れ な か っ た 。 

The plaster neVer stuckK upor the skin save at the place where its 
apDlication was necessary, and it rolled up and fell off by itself- 

湿布 薬 は 湿布 薬 を は る 必要 が 有る 場所 の 肌 に だ け 、 は りつ いた 。 湿 布 薬 は 湿布 薬 
を は る 必要 が 無い 場所 の 肌 に は 、 は りつ か な いで 、 自 然 と 、 め くれ て 、 は が れ 落 ち た 。 
such at least was asserted Dy the good sister 

善き 修道 女 ジ ェ ー ン フラ ン シ ス は 、 湿 布 菜 が 、 湿 布 楽 を は る 必要 が 無い 場所 の 肌 に 
は 、 は りつ か な いで 、 自 然 と 、 め くれ て 、 は が れ 落 ちる 、 と 主張 し た 。 

and declared to De the case Dy the sufferers. 

ジェ ー ン フラ ン シ ス の 患者 達 は 、 湿 布 薬 が 、 湿 布 業 を は る 必要 が 無い 場所 の 肌 に は 、 
は りつ か な いで 、 自 然 と 、 め くれ て 、 は が れ 落 ちる 、 と 証言 し た 。 

This thaumaturge WaS also suDjected to Drosecutlon, 

奇跡 を 起こ し た 人 ジェ ー ン フラ ン シ ス も 違法 な 医療 行為 を し た と し て 訴え られ た 。 
for 

な ぜ な ら 、 

she impoVerished the practice of all the doctors roumd aDout her: 
ジェ ー ン フラ ン シ ス は 、 地 方 一 帯 の 全て の 医者 の 仕事 を 奪っ て し まっ た 。 


she was rig1dly closteredl 

ジェ ー ン フラ ン シ ス は 修道 院 に 閉じ 込め られ た 。 

Dut 

し か し 、 

it was soon found necessary to produce her at least once a WeeKk, 

すぐ に 、 週 に 1 日 以上 、 ジ ェ ー ン フラ ン シ ス を 修道 院 の 外 に 出す 事 に 成っ た 。 

and on the day for her consultations we have seen Sister jane-Frantc1s 
SurTounded by the country folk, 

エリ ファ ス レヴ ィ は 、 修 道 女 ジェ ー ン フラ ン シ ス の 外出 日 に 、 ジ ェ ー ン フラ ン シ ス に 
病気 を 診 て も ら う た め に 、 地 方 の 人 々 が ジェ ー ン フラ ン シ ス を 囲ん で いる の を 見 た 事 
が 有る 。 

who had arriVved ovVermight, 

夜通し 旅 を し て 、 ジ ェ ー ン フラ ン シ ス を 訪ね た 人 々 が いた 。 

awaitmg their turn, lyimg at the conVert gate: 

ジェ ー ン フラ ン シ ス の 診察 の 番 を 待っ て 、 修 道 院 の 門 で 横 に 成っ て いた 人 々 が いた 。 
they had slept upon the groundL and tarried only to receive the ehxir 
and plaster of the devoted sister 

ジェ ー ン フラ ン シ ス の 飲み 楽 と 湿布 業 を 受け 取る まで 、 地 面 に 横 に 成っ て いた 人 々 
が いた 。 

The remedy being the same in all diseases, 

どの 病気 に 対し て も ジェ ー ン フラ ン シ ス の 飲み 薬 と 湿布 薬 は 同じ で あっ た 。 

it would appear needless for her to De acquainted wth the cases of her 
Datlents, 

ジェ ー ン フラ ン シ ス に と っ て 患者 の 病気 を 知る 事 は 不要 に 思わ れ た 。 

Dut 

し か し 、 

she listened to them inVarlaDIy with great attention, 

ジェ ー ン フラ ン シ ス は 、 常 に 、 非 常に 用 心して 、 患 者 の 話 を 聴い た 。 

and only dispensed her specific after learmmg the nature of the 
COmplaimt. 

ジェ ー ン フラ ン シ ス は 、 病 気 の 性 質 を 聴い た 後 で の み 、 特 効 薬 で ある 飲み 薬 と 湿布 
楽 を 渡し た 。 

There was the maglcal secret. 

病気 に つい て 聴い て 、 医 者 と 患者 の 意思 を 導く 事 は 、 魔 術 的 な 秘訣 で ある 。 

The direction of the intention imparted its speclal Virtue to the remedy 
(医者 と 患者 の ) 意 思 を 導く 事 は 、 病 気 に 特 化し た 力 を 薬 に 与え た 。 

which was insignificant in itself. 

楽 自体 に は 力 が 無い 。 意 思 が 力 を 楽に 与え る 。 

The elhixir was spiced Drandy mtxed with the juice of Ditter herDs: 
ジェ ー ン フラ ン シ ス の 飲み 薬 は 、 香 辛 料 で 味つけ し た 、 赤 ワイ ン な どの 恭 留 酒 ブ ラン 
デー を 苦い 薬草 の 汁 に 混ぜ た 物 で ある 。 

the plaster was a compound analogous to theriac as regards colour and 
Smel: 


ジェ ー ン フラ ン シ ス の 湿布 薬 は 、 蛇 の 毒 な ど へ の 解毒 薬 テ リア カ と 色 や 匂い が 似 て 
いた 。( 蛇 の 毒 な ど へ の 解 業 テリ アカ は 薬 を ハチ ミツ に 混ぜ た 物 で ある 。) 

1t Was DOSS1D1y electuary Burgogne Ditch, 

多分 、 ジ ェ ー ン フラ ン シ ス の 湿布 薬 は 、 薬 を ブル ゴー ニュ の 樹脂 に 混ぜ た 物 で ある 。 
Dut whatever the suDstance, it worked wonders, 

し か し 、 ど ん な 物質 で あろ うと も 、 ジ ェ ー ン フラ ン シ ス の 飲み 薬 と 湿布 薬 は 奇跡 を 起 
こし た の で ある 。 

and the wrath of the rural folKk would have Deen visited on those who 
questioned the miracles of their nun. 

ジェ ー ン フラ ン シ ス の 地方 一 帯 の 人 々 は 、 修 道 女 ジ ェ ー ン フラ ン シ ス の 奇跡 を 疑う 
人 に 、 怒 る で あろ う 。 

Near Paris, also, we knew of an old gardener thaumaturge 

エリ ファ ス レヴ ィ は 、 パ リ の 近く で 、 病 人 を 治す 奇跡 を 起こ し た 老 庭 師 を 知っ て いた 。 
who accormplished marvellous cures Dy Duttimg in his phials the junce of 
all the herDs of St ]ohn. 

老 庭 師 は 使徒 ヨハ ネ の 全て の 薬草 の 汁 を 薬 馬 に つめ て いた 。 老 庭師 は 使徒 ヨハ ネ 
の 薬草 の 汁 で 病人 を 治し た 。 

He had, howeVer a sceptcal Drother 

し か し 、 老 庭師 に は 、 懐 疑 者 、 無 神 論者 、 不 信心 者 の 兄弟 が いた 。 

who derided the sorcerer 

懐疑 者 、 無 神 論者 、 不 信心 者 の 兄弟 は 、 魔 術 師 の 老 庭 師 を 笑い も の に し た 。 

and the poor gardener 0Verwhelmed Dy the sarcasms of this infidel, 

貧し い 老 庭師 は 、 懐 疑 者 、 無 神 論者 、 不 信心 者 の 兄 串 に 笑い も の に され て 圧倒 され 
て しじま っ た 。 

began to douDt himself, 

老 庭師 は 、 自 身 を 疑い 始め て し まっ た 。 

whereuponr all the miracles ceasedl 

老 庭 師 は 、 病 人 を 治す 奇跡 を 全く 起こ せな く 成 っ た 。 

the sufferers lost confidence, 

病人 は 、 老 庭師 を 疑う 様 に 成っ た 。 

and the thaumaturge, slandered and despairing, died mad. 

病人 を 治す 奇跡 を 起こ し て いた 老 庭 師 は 、 悪 口 を 言わ れ て 絶望 し て 、 狂 っ て 死ん で 
じ ま っ た 。 

The ADDe Thiers, cure of ViDbraie, in his curious "Treatise COnCerTung 
SUDerstitions," records that a Woman 

Vibraie の 教区 司祭 ADDe Thiers の 興味 深い 「 迷 信 に つい て 」 に 、 あ る 女性 の 話 
が 記さ れ て いる 。 

afflicted with an apparently aggraVated ophthalrmia, 

ある 女性 は 、 目 の 、 重 い 災 症 に 苦し ん で いた 。 

having Deen suddenly and myster1ousIy curedl 

ある 女性 の 目 の 炎 症 は 突然 、 不 思 議 な 方 法 で 治っ た 。 

confessed to a Driest that she had Detaken herself to magic. 

ある 女性 は 魔術 に 頼っ た 事 を ある 祭司 に 告白 し た 。 


She had 1ong importuned a clerkK, whom she regardedl as a mag1c1an, tO 

giVe her a tahsman that she might Wear 

2 性 は 、 タ リス マン を ある 聖職 者 に 長い 間 し つこ く 求 め た 。 な ぜ な ら 、 あ る 女性 は 、 
聖職 者 が 魔術 師 で ある と 思っ だ 。 

8 he had at length delivered her a scroll of parchment, adVvising her 

at the same tme to wash three tmes daily in fresh water 

つい に 、 あ る 聖職 者 は 羊皮紙 の 巻物 を ある 女性 に 渡し て 、 新 鮮 な 水 で 日 に 3 回 、 目 

を 洗う 様 に すす め た 。 

The priest made her glve up the parchment, 

ある 祭司 は 、 あ る 女性 に 羊皮紙 の 巻物 を 手放さ せ た 。 

on which were these words: Eruat diaDolus oculos tuos et repleat 

stercOriDus loca Vacantia.( = Tear out, devil, eyes, your and il 

exCcremet, 1ocation, Vacatimg.) 

羊皮紙 の 巻物 に は 「 悪 魔 よ 、 彼 女 の 目 を 取り 出し て 、 空 いた 場所 に 排 浴 物 を 満た し 

な さい 。」 と いう 言葉 が 記さ れ て いた 。 

He translated them to the good womar, who Was stupefiedi: 

ある 祭司 が 、 あ る 女性 に 羊皮紙 の 巻物 の 言葉 を 訳し て 伝え る と 、 あ る 女性 は 驚い た 。 

Dut, all the same, she was cured. 

し か し 、 あ る 女性 は 治っ た の で ある 。 

Insufflation is one of the most important practices Of Occult medicine, 

息 は 、 隠 され た 医術 の 最 重 要 な 実践 の 1 つ で ある 。 

Decause 

な ぜ な ら 、 

it is a Derfect sign of the transrmission of ]ife. 

息 は 、 命 を 伝え る 完全 な 象徴 で ある 。 

To inspire, as a fact, means to breathe upon somme Derson or thing, 

事実 、 生 気づけ る と は 、 何 も の か に 人 息 を 吹き 込む 事 を 意味 する 。 

and we kmow already, Dy the one doctrine of Hermes, 

ヘル メス の 唯一 の 考え に よっ て 、 知 っ て いる 通り 、 

that the virtue of things has created WordS, 

も の の 力 が 言葉 を 創造 し た 。 

and that there is an exact Droportion Detween ideas and speech, 

概念 と 言葉 の 間 に は 正確 な つり 合い が 存在 する 。 概 念 と 言葉 は つり 合っ て いる 。 

which is the first form and VerDal realisation ofideas. 

言葉 は 概念 の 最初 の 形 で ある 。 言 葉 は 概念 の 言葉 の 上 で の 実現 で ある 。 

The breath attracts or repels, accordinmgly, as 1t 1S Warmm Or cold. 

温か い 息 や 冷た い 息 は 引き 寄せ た り 圧 (し り ぞ ) け る 。 

The warmm Dreathing corresponds to Dosit1ve electric1ty, 

温か い 皿 は 陽 電 気 に 対応 する 。 

and the cold breathing to negat1Vve electric1tV. 

冷た い 候 は 電気 に 対応 する 。 

Electrical and nervous amimals fear the cold Dreathing, 


電気 的 な 神経 質 な 動物 は 冷た い 人 息 を 嫌がる 


and the experiment may De made uponr a cat, whose familiarities are 
1mportunate. 
親 し さ が し つこ い 猫 に 試し に 冷た い 息 を 吹き か ける と 嫌がる で あろ う 。 
By fixedly regarding a lion or tger and Dlowing in their face, they 
would De so stupefied as to De forced to retreat Defore US. 
ライ オン や 虎 を 、 じ っ と 見 つめ て 冷た い 息 を 顔 に 吹き か ける 事 に よっ て 、 和 驚か せ て 退 
(し り ぞ ) け る 事 が で きる で あろ う 。 
Warm and prolonged insufflation restores the circulation ofthe blood, 
長い 温か い 息 は 、 血 の 循環 を 回 復 する 。 
Cures rheumatic and gouty Da1Tts, 
温か い 息 は 、 リ ュー マチ 、 痛 風 の 痛 み を 治す 。 
re-estaDlishes the Dalance of the humours, 
温か い 息 は 、 体 液 の 調和 を 回 復 する 。 
and dispels lassitude. 
温か い 皿 は 、 疲 労 、 だ る さ を 雲 散 邑 消 させ る 。 
When the operator is sympathetc amd good, it acts as a Um1Vversal 
sedlatiVe. 
気に入っ て いる 善い 人 の 温か い 息 は 、 普 遍 の 鎮静 薬 と し て 作用 する 。 
Cold insufflation soothes pains occasioned Dy congestions and fluidic 
NN 
冷た い 息 は 、 充 血 や 流体 の 蓄積 が も た ら す 痛み を 和らげ る 。 

The two Dreathings must, therefore, De used alternately, oODserving the 
polarity of the human orgarism, and actmg in a contrary manner upon 
the poles, which must De treated successfully to an opposite magnetism. 
人 の 器官 和 一 方 の 極 の 器官 と 他方 の 極 の 器 互 で 正反対 と 成る 皿 
を 吹き か け て 、 対 極 の 磁気 が 治す 様 に 、 温 か い 息 と 冷た い 息 を 互い 違い に 用 いる 必 
要 が 有る 。 
ThUS, 
上 記 か ら 、 
to cure ar inflamed eye, the one which is not affected must De subjected 
to a Warmm andl gentle insufflation, cold insufflation Deing Dractised 
upor the sufferimg member at the same distance and in the same 
DroDortion. 
上 だ け 炎 症 し た 目 を 治す に は 、 温 か い 息 を 炎症 し て いな い 目 に 優し く 吹 きか け 、 

た い 候 を 炎症 し た 目 に 温か い 息 と 同じ 様 に つり 合う 様 に 吹き か ける 必要 が 有る 。 
Magnett passes haVe a simlar effect to imsufflations, 

気 の 催眠 術 の 、 遅 い 温か い 手 の 動き と 、 速 い 冷 た い 手 の 動 き は 、 温 か い 息 と 、 冷 
人 同じ 結果 を も た ら す 。 
and are a real Dreathing by transpiration and radiation of the interior 
ai 
遅い 温か い 手 の 動き と 、 速 い 冷 た い 手 の 動 き は 、 内 的 な 空気 の 放射 に よる 、 本 物 の 
息 で ある 。 
which is phosphorescent with vital hght: 


内 的 な 空気 は 、 命 の 光 で 、 青 い 焼 (りん ) 光 を 放つ 。 

Slow pasSses constitute a warm Dreathing 

遅い 温か い 手 の 動き は 、 温 か い 息 に 対応 する 。 

which fortifies and raises the sDirits: 

遅い 温か い 手 の 動き と 、 混 かい 息 は 、 精 神 を 鼓舞 し 奪い 立た せる 。 

Swift passes are a Cold Dreathing of dispersive nature, 
速い 冷た い 手 の 動き は 、 冷 た い 候 に 対応 する 。 速 い 冷た い 手 の 動き と 、 冷 た い 息 に 
は 、 分 散 さ せる 性 質 が 有る 。 

neutralising tendencies to Congest1On. 

速い 冷た い 手 の 動き と 、 冷 た い 息 は 、 充 血 に 向かう 傾向 を 中 和 す る 。 

The warm insufflation should De performed transversely, or from Delow 


UDWarOi 
遅い 温か い 手 の 動き と 、 温 か い 息 は 、 左 か ら 右 へ 、 右 か ら 左 へ 、 下 か ら 上 へ 、 動 か す 
べき で ある 。 


the cold insufflation is more effective when directed downward from 
aDoVe. 

速い 冷た い 手 の 動き と 、 冷 た い 息 は 、 上 か ら 下 へ 、 動 か す と 、 よ り 効 果 的 で ある 。 
We breathe not only Dy means of mouth and nostrils: 

人 は 口 と 鼻 だ け で 呼吸 し て いる わけ で は な い 。 人 は 口 と 鼻 以 外 で も 呼吸 し て いる 。 
the umiversal Dorousness Of our Dody 1S a true resDiratOry aDDaratus, 
人 の 体 の 普遍 の 流体 の 透過 性 は 、 本 物 の 呼吸 器 互 で ある 。 

inadeduate undoubtedly, Dut most useful to life and health. 

人 の 体 の 普遍 の 流体 の 透過 性 は 、 不 十分 で ある が 、 命 と 健康 に 役立つ 。 

The extremities of the fimgers, where all the nerVves terminate, 

指先 は 、 神 経 の 終端 で ある 。 

diffuse or attract the astral light accordimgly as we wl. 

人 は 思い 通り に 、 指 先 で 星 の 光 を 放射 し た り 引き 寄せ る 事 が で きる 。 

Magnetc Dasses Without contact are a snmple and slight insufflation: 
接触 を 伴わ な い 手 の 動き は 、 簡 潔 な 軽い 息 で ある 、 と 言え る 。 

contact adds sympathetc and equlhbratmg impressior: 

接触 は 、 手 の 動き と 、 息 に 、 共 感 と 、 つ り 合 い の と れ た 印象 を 与え る 。 

1t 1S good amd even necessary to Drevent hallucinattons at the earIy 
stages Of somnamDbulism, 

接触 は 、 催 眠 術 の 初期 の 段階 の 妄想 を 防ぐ の に 良い 。 接 触 は 、 催 眠 術 の 初期 の 段 
階 の 妄想 を 防ぐ の に 必要 で ある 。 

for 

な ぜ な ら 、 

it is a cormmumion of physical reahty which admomishes the Drain and 
recalls wanderimg imagimation: 

接触 は 、 体 の 現実 の 交流 に よっ て 、 脳 に 吊 告 し て 、 さ ま よ っ て いる 想像 を 現実 に 呼び 
戻す 。 

1t must not, however De too Drolonged when the oDject is merely to 
magnetiSse. 


し か し 、 目 的 が 磁気 の 催眠 術 を か ける だ け で あれ ば 、 接 触 は 長 過ぎ る な か れ 。 
ADsolute and prolonged contact is useful when the design is incuDation 
Or massage rather than magnetism DroDerly so called. 

目的 が 、 磁 気 の 催眠 術 と いう より は むし ろ 、 復 活 の 儀式 や マッ サー ジ で あれ ば 、 長 い 
接触 は 役立つ 、 と 言え る 。 

We have giVen some exarmmples of incubation from the most revered 
book of the Christians: 

キリ スト 教徒 が 最も 胃 散 する 本 、 聖 書か ら の 復活 の 儀式 の いく つか の 手 本 を 、 す で 
に 記し た 。 

they all refer to the cure of apparently incurable lethargies, as We are 
Induced to terTm resurrect1OntS. 

大 衆 が 復活 と 呼ん で いる 様 に 、 復 活 の 儀式 は 、 治 せな い 様 に 見 える 皆 睡 状態 の 治 
療法 で ある 。 

Massage is stll largely resorted to in the east, 

現在 で も 東 で は マッ サー ジ を 大 い に 頼 り に し て いる 。 

where it 1s Dractlsed wrth great success at the Dublic Daths. 

東 で は 公衆 浴場 で マッ サー ジ は 行わ れ て いる 。 

It is entirely a system of frictions, tractions, amd DreSSUTeS, 

マッ サー ジ は 、 摩 擦 、 牽 引 、 圧 迫 の 体系 で ある 。 

practsed slowly along the whole 1ength ofmemDers and muscles, 

マッ サー ジ は 、 器 官 人 本 て に 、 筋 内 全て に 、 ゆ っ くり 行わ れる 。 

the result Deimg renewed edu1librium in the forces, 

マッ サー ジ は 、 力 の 調和 を 回 復 す る 。 

a feelimg of complete repose and well-Deinmg, 

マッ サー ジ は 、 完 全 に 休ん だ 様 な 感じ と 、 十 分 な 良い 感じ を も た ら す 。 

wrth a sensible restoration of activity amd Vigour 

マッ サー ジ は 、 動 き と 力 が 回 復 し た 感じ を も た ら す 。 

The whole power of the occult physician is in the consclence of his wl 
隠さ れ た 医者 の 力 の 全て は 、 自 分 の 意思 の 自覚 に 存在 する 。 

while his whole art consists in excitimg the faith of his patient. 

隠さ れ た 医者 の わざ の 全て は 、 患 者 に 確信 させ る 事 に 存在 する 。 

"Hf you haVe faith," said the Master "all things are DossiDle to him who 
Delieves.“ 

マタ イ に よる 福音 17 章 20 節 で 主 イ エス は 「 確 信 が 有 れ ば 、 不 可能 は 無い 。」 と 話し 
CO の 

The suDject must De dominated Dy express1on, tOne, geSture: 

隠さ れ た 医者 は 、 表 情 、 声 、 身 振り 手振り で 、 患 者 を 統治 する 必要 が 有る 。 
confidence must De inspired by a fatherIy manner 

隠さ れ た 医者 は 、 父 の 様 な 思い や り で 、 確 信 を 患者 に 抱か せる 必要 が 有る 。 

and cheerfulnmess stmulated Dy seasonable and sprightIy conversations. 
隠さ れ た 医者 は 、 適 切な 陽気 な 会 話 で 、 患 者 を 陽気 に させ る 必要 が 有る 。 
RaDbelas, who was a greater magiclan than he seemed! 

ラブ レー は 、 本 人 が 思っ て いる より も 大 魔術 師 で あっ た 。 


made pantagruelism his sDeclal Danacea. 

ラブ レー は 、 ラ ブレ ー の 「 パ ンタ グリ ュ エ ル 物 語 」 の 様 な 笑わ せる 物 を 、 特 効 薬 、 万 能 
薬 に し て いた 。 

He compelled his patents to laugh, 

ラブ レー は 、 患 者 を 笑わ せ た 。 

and all the remedies he suDseqguently gave them succeeded Detter in 
COnSedUeTnCe: 

ラブ レー が 、 患 者 を 笑わ せ た 後 に 薬 を 渡し た 結果 、 患 者 を 笑わ せ た 後 に 薬 を 渡し た 
方 (ほう ) が より 良く 成っ た 。 

he established a magnetic sympathy Detween himself and them, 

ラブ レー は 、 笑 わせ る 事 で 、 医 者 の ラブ レー と 患者 の 間 に 磁 気 の 共 感 を 確立 し た 。 
by means of which he commurmicated to them his own confidence and 
g00d humoUur: 

笑わ せる 事 に よる 磁気 の 共感 に よっ て 、 ラ ブレ ー は 、 ラ ブレ ー の 確信 と 陽気 を 患者 に 
伝 友 だ た 。 

he flattered them in his prefaces, termed them his precious, most 
llustr1ous Datlents, 

ラブ レー は 、 ラ ブレ ー の 本 の 序文 で 、 患 者 を 「 私 の 名 高い 客 」 と 呼ん で 、 患 者 を 喜ば 
せ た 。 

and dedicated his Dooks to them. 

ラブ レー は 、 本 を 患者 に ささ げた 。 

SO are We COnVimced that Gargantua amd Pantagruel cured more Dlack 
humours, more tendencies to madness, more atraDilious whims, at that 
epoch ofreligious amumosites and civll wars, than the whole Faculty of 
medicime Could Doast. 

ラブ レー の 「 ガ ル ガ ン チュ ア 物 語 」 と 「 パ ンタ グリ ュ エ ル 物 語 」 は 、 宗 教 対立 や 内 戦 の 
時 代 に 、 全 て の 医者 が 誇っ て いる より 、 黒 胆汁 の 憂鬱 、 和 狂気 に 向かう 傾向 、 黒 胆汁 の 
憂鬱 な 隊 気 な 気まぐれ を 治し た と 確信 し て いる 。 

Occult medicime is essentlally sympathettc. 

隠さ れ た 薬 の 精髄 は 共感 で ある 。 

Reciprocal affection, or at least real good will, must exist Detween 
doctor and patient. 

医者 と 患者 の 間 に 、 相 互 の 愛情 、 ま た は 、 少 な く と も 、 本 物 の 善意 が 必要 で ある 。 
SyTUDS amd juleps have Very ittle inherent Virtue: 

飲み 薬 の 本 来 の 力 は 非常 に 小さ い 。 

they are what they Decome through the mutual opinion of operator and 
SUuDject 

医者 と 患者 の 合意 に よっ て 、 薬 は 薬 に 成る 。 医 者 と 患者 の 合意 が 、 薬 の 力 を 形成 す 
る 。 

hence homeopathic medicine dispenses wrth them and no serious 
inconVemience folloWs. 

ホメ オ パ シ ー で は 、 薬 を 用 いな い が 、 不 都合 は 生じ な い 。 


Oil and wimne, comDbined with salt or carmphor are sufficient for the 
healimg of all afflictions, 

塩 か カン フル を 混ぜ た 、 オ リー ブ オ イル と 赤ワイン で 、 病 気 を 治せ る 。 

and for all external frictions or soothing applcations, oil and wime are 
the chief medicaments of the Gospel tradition. 

ルカ に よる 福音 10 章 34 節 の 「 善 き サ マリ ア 人 の 例え 」 で 、 オ リー ブ オ イル と 赤 ワ イ 
ン は 、 マ ッ サ ー ジ の た め の 主 な 薬 、 ま た は 、 痛 み を 和らげ る 主 な 外用 薬 で ある 。 
They formed the balm of the Good Samaritan, 

オリ ー ブ オ イル と 赤ワイン は 、 ル カ に よる 福音 10 章 34 節 の 「 善 き サ マリ ア 人 」 の 慰 
め に 、 形 を 与え て いる 。 

and in the Apocalypse, when descriDing the ast plagues, the prophet 
Drays the avenging DOoWers to sDare these suDstances, that 1S, to leave a 
hope and a remedy for so many WOumdS. 

預言 者 で ある 使徒 ヨハ ネ は 、 最 後 の 災 い を 記す 前 に 、 希 望 を 茂 す た め に 、 多 数 の 傷 
つく 者 へ の 救い を 残す た め に 、 報 復 す る カカ で ある 神 の 聖霊 に オリ ー ブ オ イル と 赤 ワ イ 
ン を 損なわ な い 様 に 祈っ て 、 ヨ ハネ の 黙示 録 6 章 6 館 で 『 オ リー ブ オ イル と 赤ワイン 
を 損なう な か れ 。」 と 記し て いる 。 

What we term extremme unctlon was the pure and simple practce of the 
Master's traditional medicime, Doth for the earIy Christians and in the 
mind of the apostle Saimt james, 

「 病 者 へ の 塗 油 」 と 呼ば れる 物 は 、 主 イエ ス の 口伝 で ある マル コ に よる 福音 6 章 13 
節 と 、 ヤ コブ の 手紙 5 章 14 節 か ら 15 節 で 記さ れ て いる 、 最 初 の 数 世紀 の キリ スト 
教徒 と 、 使 徒 ヤ コブ の 精神 、 知 の 持ち 主 の 、 医 術 の 純粋 な 簡 潔 な 実践 で ある 。 
who has included the precept in his epistle to the faithful of the whole 
world. "1S any man sick among you" he writes, "let him call in the 
priests of the church, and let them pray Over him, anointmg him with 
oll in the name of the Lord." 

世界 中 の 信心 深い 者 へ の 、 ヤ コブ の 手紙 5 章 14 節 で 「 あ な た た ちの 中 で 病気 の 人 
は 、 教 会 の 長老 の 祭司 を 呼ん で 、 主 の 名 前 に お いて オリ ー ブ オ イル を 塗っ て も らい 
祈っ て も らい な さい 。」 と いう 教え が 記さ れ て いる 。 

This divine therapeutic science Was lost gradually 

「 病 者 へ の 塗 油 」 と いう 神 の 治療 の 知 は 徐々 に 失わ れ た 。 

and Extreme Unction came to De regarded as a religious formality 
necessary aS a DreDaration for death. 

「 病 者 へ の 塗 油 」 は 死ぬ 用 意 と し て 必要 な 宗教 的 な 形式 的 な 儀式 と 誤解 され る 様 
に 成っ た 。 

At the same tme, the thaumaturgic Virtue of consecrated oll could not 
be altogether effaced from rememDbrance Dy the traditional doctrine, 
清め られ た オリ ー ブ オ イル の 奇跡 の 力 は 、 口 伝 の 教え に よっ て 、 記 録 か ら 完全 に は 
消さ れ な か っ た 。 

andit is perpetuated in the passage Of the catechism which refers to 
Extreme Uncton. 


オリ ー ブ オ イル の 奇跡 の 話 は 、「 病 者 へ の 塗 油 」 に つい て の 教理 問答 集 の 一 部 に 、 
残さ れ て いる 。 

Faith and charity Were the most signal heahmg powers among the earIy 
Christians. 

最初 の 数 世紀 の キリ スト 教徒 の 間 で は 、 確 信 と 思い や り が 、 無 上 の 治す 力 で あっ た 。 
The source ofmost diseases is in moral disorders: 

肉体 の 病気 の 原因 の 多数 は 、 心 の 病気 で ある 。 

we must Degin Dy healmg the soul, 

人 は 魂 を 直す 事 か ら 始 め る 必要 が 有る 。 人 は 魂 を 治す 事 か ら 始 め る 必要 が 有る 。 
and then the cure of the Dody wl follow quickly. 

魂 を 直せ ば 、 肉 体 も 速やか に 治せ る で あろ う 。 魂 を 治せ ば 、 肉 体 も 速やか に 治せ る で 
あろ う 。 
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THE SCIENCE OF THE PROPHETS 

預言 者 の 知 

THIS chapter isS consecrated to d1Vimation, 

21 草 で は 、 予 言 に つい て 話す 。 

which, in its broadest sense, and following the grarmmatical sigmificamce 
Of the Word!, 

広い 意味 で 、「 予 言 」 を 意味 する 「divination」 と いう 言葉 の 語源 が 「 神 の 」 を 意味 
する 「divine」 で ある 、 と いう 文法 的 な 意味 に よっ て 、 

is the exercise of diVimne DOWer 

予言 と は 、 神 の 力 を 発揮 する 事 で ある 。 

and the realisation of divine knowledge. 

予言 と は 、 神 の 知 の 実現 で ある 。 

It is the priesthood of the magus. 

予言 は 魔術 師 の 祭司 と し て の 固有 の 能力 で ある 。 

But divination, in general Opinion, 1S concerned more closely wrth the 
knowledge of hidden things. 

し か し 、 大 衆 の 意見 で は 、 狭 い 意 味 で 、 予 言 と は 、 隠 され た 物 の 知 で ある 。 

To know the most secret thoughts of men: 

人 の 秘密 の 思考 を 知る 。 

to penetrate the mysteries of past and future: 

過去 と 未来 の 神秘 を 見 通す 。 

to evoke age Dy age the exact revelation of effects Dy the precise 
kmowledge of causes: 

原因 の 正確 な 知 に よっ て 結果 の 正確 な 啓示 を 各 時 代 ご と に 引き 出す 。 

this is what is umiversally called divination. 

人 の 秘密 の 思考 を 知る 事 、 過 去 と 未来 の 神秘 を 見 通す 事 、 原 因 の 知 に よっ て 結果 を 
引き 出す 事 が 、 普 遍 的 に 、 予 言 と 呼ば れ て いる 物 で ある 。 

Nowy of all mysteries of nature, the mmost profound is the heart of man, 
自然 の 全て の 神秘 の 中 で 、 人 の 心 は 無 上 に 深い 。 

and at the same tme nature forDids its depth to De inaccessiDle. 

し か し 、 自 然 は 人 の 心 を 到達 不可 能 な 深 さ に は し な か っ た 。 自 然 は 人 の 心 を 到達 可 
能 な 深 さ に し て いる 。 自 然 は 自然 の 全て の 神秘 を 到達 可能 な 深 さ に し て いる 。 

In spite ofthe deepest dissirmulation, despite the most skilful policy, she 
herself traces, and makes plain in the bodily form, in the light of 
glances, in moVements, In carriage, 1n VO1Ce, a thousand tell-tale indices. 
最深 の 偽装 に も か か わら ず 、 熟 練 の 処世 術 に も か か わら ず 、 自 然 は 、 人 の 心 を 突き 
止め て 、 体 の 形 、 眼 光 、 動 き 、 態 度 、 声 で 、 人 の 心 を 明らか に する 多数 の 証拠 を 明か 
す 。 

The perfect initiate has no need of these indices: 


熟練 の 秘伝 伝授 者 に は 、 体 の 形 、 眼 光 、 動 き 、 態 度 、 声 と いっ た 人 の 心 を 明らか に す 
る 証拠 は 不要 で ある 。 

he perce1Vves the truth in the jight: 

熟練 の 秘伝 伝授 者 は 、 光 の 中 か ら 、 真 理 を 読み 取る 。 熟 練 の 秘伝 伝授 者 は 、 星 の 光 

の 中 か ら 、 真 理 を 読み 取る 。 

he senses an Impresslon which makes known the whole man, 

熟練 の 秘伝 伝授 者 は 、 印 象 だ け で 人 の 全体 像 を 知れ る 印象 に 気づく 。 

his glance penetrates hearts, 

熟練 の 秘伝 伝授 者 は 、 一 目 で 、 人 の 心 を 見 通す 。 

he may eVen feign ignorance to disarm the fear or hatred of the wicked 

whom he knows too well. 

熟練 の 秘伝 伝授 者 は 、 知 り 過 ぎ て 、 悪 人 の 恐怖 や 憎悪 を 取り 除く た め に 、 無 知 な ふ 

り を する 事 す ら 有 る 。 

Aman of Dad conscience thinks always that he is Deimg accused or 

SUSDeCtedi 

心 に や まし い 所 が 有る 人 は 、 常 に 、 非 難 さ れ て いる の で は 疑わ れ て いる の で は と 思 

考 す る 。 

he recogmises hmself in a touch of collectiVe satire, 

心 に や まし い 所 が 有る 人 は 、 集 団 に 対す る 軽い 皮肉 の 中 に 、 自 分 に 対す る 皮肉 を 誤 

認 す る 。 

he applies that whole satire to himself, 

心 に や まし い 所 が 有る 人 は 、 集 団 に 対す る 皮肉 を 、 自 分 に 対す る 皮肉 で ある と 当て 

は め る 。 

and 

le 

cries 1oudly that he is calummniated. 

心 に や まし い 所 が 有る 人 は 、 自 分 に 対す る 中 傷 で ある と 大 き な 声 で 叫ぶ 。 

EVer SuSD1C10US, Dut as Cur10uS aS he 1S aDDrehens1ve, 

大 衆 は 、 常 に 疑い 深い が 、 自 分 で も 気づい て いる ほど 好奇 心 が 強 い 。 

in the presence Of the magus he is hke the Satan of the paraDle, or hke 

those scriDes who questioned temptmg. 

大 衆 は 、 魔 術 師 に 対し て 、 例 え 話 の サタ ン 、 ま た は 、 質 問 し て 試す 記者 に 似 て いる 。 

(へ ブラ イ 語 で サタ ン は 敵 を 意味 する 。 悪 は 免疫 の た め の 仮 想 敵 で ある 。) 

EVer stuDDborn 

大 衆 は 、 常 に 頑 迷 で ある 。 

and ever feeDle, 

大 衆 は 、 常 に 弱い 。 

what he fears above all is the recogmition that he is in the wrong. 

特に 、 大 衆 が 恐れ る 事 は 、 自 分 が 間違っ て いる の を 気づく 事 、 自 分 が 間違っ て いる の 

を 気づか れる 事 で ある 。 

The past dhisqunets hm, 

過去 は 、 大 衆 の 落ち 着き を 乱す 。 


the future alarms him: 


未来 は 、 大 衆 を 恐れ させ る 。 未 来 は 、 大 衆 を 悩ま せる 。 

he seeks to compound with himself 

大 衆 は 、 自 分 に 受 協 し よう と する 。 

and to believe himself a well-placed and Virtuous man. 

大 衆 は 、 自 分 が 良い 立場 に いる 徳 の 高い 人 間 で ある と 信じ 込 も うと する 。 

His life is a MDBMMS struggle Detween good aspirations and evll haDits: 
大 衆 の 生き 方 は 、 善 い 願 望 と 悪い 習慣 の 永遠 の 戦い で ある 。 

he thinks himself a philosopher after the manner of Aristippe or Horace 
im acceptimg all the corruptlon of his time as a necess1ty which he must 
undergO: 

大 衆 は 、 現 代 の 堕落 を 自分 が 経験 する 必要 が 有る 不可 避 な 物 と し て 全て 受け 入れ 
て 、 自 分 が アリ ステ ィ ッ ポス や ホラ ティ ウス の 様 な 哲学 者 で ある と 思い 込む 。 

he distracts himself with some philosophical pastime, 

大 衆 は 、 哲 学 的 な 娯楽 で 、 心 を 紛らわす 。 

and appropriates the protectng smile of Mecaenas to Dersuade himself 
that he is not simply a Dattener on famine 1ike Verres or a Darasite Of 
Trimalclon. 

大 衆 は 、 自 分 が 、 民 が 人 錠 え て いた 時 の ウェ ッ レ ス の 様 な 、 ま た は 、「 ト リマ ルキ オ の 八 
愛 」 の 食客 の 様 な 他人 の 金銭 で 私 腹 を 肥やす だ け の 人 で は な いと 思い 込む た め に 、 
マエ ケ ナ ス の 保護 する 笑顔 を 自分 の 物 に する 。 

SuCh men are always mercenaries, ever In ther good WOrKS. 

常に 、 大 衆 は 金銭 目的 で ある 。 善 行 で すら 、 大 衆 に は 金銭 目的 で ある 。 

They decide to make a gift to a DuDlic charity, and they postpone it to get 
the interest. 

大 衆 は 、 公 の 慈善 団体 に 寄付 する と 決め て も 、 利 益 を 得る た め に 寄付 を 延期 する 。 
The type which 1 am describing is not an individual Dut a class of men 
上 記 の 典型 は 、 一 個人 の 話 で は な く 、 人 の 一 分 類 の 全員 の 話 で ある 。 

with which the magus is liaDle to come frequently in contact, especially 
Im OUT 0WT CentUury. 

上 記 の 、 大 衆 と 、 特 に 19 世紀 以降 で は 、 魔 術 師 は 頻繁 に 接触 する 事 に 成る 。 

Let him follow their own exarmple Dy mistrustmg them, 

魔術 師 よ 、 大 衆 を 疑っ て 、 大 衆 の 模範 を 模 條 し な さい 。 

for 

な ぜ な ら 、 

they will be invariaDly his most compromising friends and most 
dangerOouS ememeSs. 

常に 、 大 衆 は 、 魔 術 師 の 危険 な 友人 、 魔 術 師 の 危険 な 敵 で あろ う 。 

The public exercise of divination is umDecormmg at the present perlod in 
a VeritaDle adept 

予言 の 公 で の 実践 、 占 い は 、 現 代 で は 、 本 物 の 達 道 者 に は 、 ふ さわ し く な い 。 

for 

な ぜ な ら 、 


he would De frequently driven to jugglery and feats of skill in order to 
preserVe his clients and astonsh his DuDlHic. 

頻繁 に 、 現 代 の 占い 師 は 、 客 を 引き 留め る た め に 、 大 衆 を 驚か せる た め に 、 手 品 を す 
る 様 に 追い 込ま れ た り 、 驚 くべ き 実 績 を 見 せる 様 に 追い 込ま れる で あろ う 。 
Accredited diViners, Doth male and female, have always secret SD1eS, 
常に 、 公 認 の 偽 の 占い 師 は 、 秘 密 の 情報 源 、 秘 密 の 探偵 を 持っ て いる 。 

who instruct them as to the private Hfe or habits of those who consult 
them. 

探偵 は 、 相 談 者 の 私 生活 や 習慣 を 、 偽 の 占い 師 に 教え る 。 

A code of sigmals is estaDblished between caDinet and antechamDer: 

占う 小 部 屋 と 控え 室 の 間 の 信号 、 合 図 、 暗 号 は 確立 され て いる 。 

an unknownr chent at his first Visit receiVes a numDber: 

初め て 訪れ た の で 情報 が 不明 の 相談 者 は 、 番 号 札 を 受け 取る 事 に 成る 。 

a day 1S arranged! 

初め て 訪れ た の で 情報 が 不明 の 相談 者 は 、 別 の 日 に 占 わ れる 事 に 成る 。 

and he is followed: 

探偵 は 、 初 め て 訪れ た の で 情報 が 不明 の 相談 者 を 、 尾 行 する 。 

doorkeepers, nelghDours, servants are engaged in gOSS1D, 

探偵 は 、 守 衛 、 隣 人 、 従 業 員 な どか ら 情 報 を 集め る 。 

and details are thus arriVved at which overwhelmm simple minds, and 
cause them to inVest an mpostor with the reverence 

詐欺 師 で ある 偽 の 占い 師 は 、 探 偵 か ら の 情報 で 、 単 純 な 精神 の 持ち 主 を 向 か せ て 、 
胃 英 され る 事 に 成る 。 

which should De reserved for true sclence and genuine divination. 
本 物 の 知 と 、 本 物 の 予言 、 本 物 の 占い こそ 明 散 され る べき で ある 。 

The divination of events to come 1S DossiDle only in the case of those the 
realisation of which is in some sense contained in ther cause. 
未来 の (結果 の ) 予 言 は 、 あ る 意味 で 、 原 因 が 結果 の 実現 を 含ん で いる 場合 に の み 、 
可能 で ある 。 

The soul, scrutimisimg Dy means of the whole nervous system the circle 
of the astral light 

魂 は 、 全 神経 糸 に よっ て 、 星 の 光 の 輪 を 調べ る 。 

which influences a man and from him receiVves an influence, 

星 の 光 は 人 に 感化 を 与え る 。 星 の 光 は 人 か ら 感 化 を 与え られ る 。 

the soul of the diviner we repeat, can Cormpass Dy a sngle intuition al 
the loves and hatreds which that man has evoked about hmm: 
予言 者 の 魂 は 、 直 感 だ け で 、 人 が 身 の 周り に 引き 起こ し た 全て の 愛憎 を 理解 で きる 。 
人 は 、 自 分 の 周囲 に 愛憎 を 引き 起こ し て いる 。 星 の 光 は 、 人 が 自分 の 周囲 に 引き 起 
こし た 愛憎 を 記憶 する 。 

1t canl read his intentions in his thought, 

予言 者 の 魂 は 、 人 の 思考 の 中 か ら 、 人 の 意思 を 読み 取る 事 が で きる 。 

foresee obstacles that he wil encounter 

予言 者 の 魂 は 、 人 が 出会う で あろ う 障 害 を 予見 で きる 。 


DOSs1DIy the violent death which awats him 

予言 者 の 魂 は 、 激 し い 死 が 人 を 待っ て いる 場合 は 、 予 見 で きる 。 

but it cannot foresee his priVvate, Voluntary, Capriclous deterrmimations 
of the moment following the consultation, unless, indeed, the ruse of the 
diviner itself prepares the fulfilment of the prophecy. 

し か し 、 実 に 、 予 言 者 の 魂 は 、 予 言 者 が 策略 と し て 予言 の 実現 を 用 意 し な い 場 合 は 、 
占っ た 後 の 人 の 秘密 の 自発 的 な 気まぐれ な 決意 を 予見 で き な い 。 予 言 者 の 魂 は 、 
予言 者 が 策略 と し て 予言 の 実現 を 用 意 し た 場合 は 、 占 っ た 後 の 人 の 秘密 の 自発 的 
な 気まぐれ な 決意 を 予見 で きる 。 

For eXarmDle, 

例え ば 、 

yOu say to a woman WhOo is Decoming Dasse, ad 1S amX1ous to secure a 
husDand: 

下記 の 様 に 、 占 い 師 は 、 夫 を 手 に 入れ た い 盛 り を 過ぎ た 女性 に 話す 。 

You wll De present this eveming or tomorroW eveming at such or such a 
performance, and you will there see aman who wl De to your 1hking. 
今日 の 晩 か 、 明 日 の 晩 に 、 あ る 場所 に 行く か 、 あ る 見 せ 物 を 観 に 行け ば 、 好 み の 男 性 
に 会 う で あろ う 。 

This man wil oDserVe You, and Dy a Curious CormDination of 
circumstances the result wl De a marriage. 

男性 は 、 あ な た を 見 て 、 運 命 の 不思議 な 組み 合わ せ に よっ て 、 結 婚 で きる で あろ う 。 
You may count on the lady gomg, 

夫 を 手 に 入れ た い 女 性 は 、 今 日 の 晩 か 、 明 日 の 晩 に 、 あ る 場所 に 行く か 、 あ る 見 せ 物 
を 観 に 行く で あろ う 。 

yoOu may Count on her seeing a man and Delieving that he has noticed 
her 

夫 を 手 に 入れ た い 女 性 は 、 好 み の 男 性 を 見 つけ て 、 占 い 師 が 話し た 事 を 信じ る で あ 
ろう 。 

yOU may COunt on her anticipatimg marr1age. 

夫 を 手 に 入れ た い 女 性 は 、 結 婚 を 期待 する で あろ う 。 

It may not come to that in the end, Dut she wil not lay the Dlame on 
YOU, 

結婚 で き な く て も 、 夫 を 手 に 入れ た い 女 性 は 、 占 い 師 の せい に は し な いで あろ う 。 
Decause 

な ぜ な ら 、 

she would De giVimg up the opportunuty for another iusion: 

夫 を 手 に 入れ た い 女 性 は 、 別 の 幻想 へ の 機会 を あさ きら め る 。 

on the contrary, she wl return Derseveringly to consult yoU. 

夫 を 手 に 入れ た い 女 性 は 、 忍 耐 強く 、 占 い 師 に 再び 相談 する で あろ う 。 

We have sad that 

すでに 話し た 様 に 、 

the astral light is the great book of divimations: 

星 の 光 は 、 予 言 の 大 いな る 本 で ある 。 


the faculty of reading therein is either natural or acduired!, 

星 の 光 の 中 か ら 読 み 取 る 能力 は 、 先 天 的 な 物 か 、 後 天 的 に 獲得 し た 物 で ある 。 
and there are hence two classes of seers, the instinctVe and the 
Initiated. 

上 記 か ら 、 先 天 的 な 予見 者 と 、 秘 伝 伝授 され た 後天 的 な 予見 者 と いう 、2 種類 の 予 
見 者 が 存在 する 。 

For this reason, children, uneducated people, shepherds, eVen 1diots, 
have more aptitude for natural divination than scholars and thimkers. 
学者 や 思索 家 よ り 、 幼 子 、 無 学 な 人 、 羊 飼い 、 愚 者 に は 先天 的 な 予言 の 才能 が 有る 。 
The simple herd-boy, David, was a prophet even as Solomor, king of 
kabDalists amd magi. 

羊 飼 い の ダ ビデ は 、 カ バリ スト と 魔術 師 の 王 ソ ロモ ン の 様 な 、 預 言 者 に 成っ た 。 
The perceptions ofinstimct are often as certaim as those of science: 
先天 的 な 直感 は 、 知 に よる 直感 と 同じ くら い 正 確 な 時 が 有る 。 

the persons least clarvoyant in the astral light are those who reason 
most. 

理論 家 で ある ほど 、 星 の 光 を 見 通す 力 が 小さ い 。 

SomnamDulism is a state of Dure instimct, 

催眠 状態 は 、 直 感 だ け の 状態 で ある 。 

and hence somnambulists reduire to De directed Dy a seer of scienCce: 
被 催眠 者 に は 知 に よる 予見 者 の 導き が 必要 で ある 。 知 に よる 予見 者 が 催眠 を 導く 
必要 が 有る 。 

SceDtlcs and reasoners Only lead them astray, 

懐疑 者 と 理論 家 は 被 催眠 者 を 誤 ら せ 迷 わせ る だ け で ある 。 懐疑 者 と 理論 家 は 催眠 
を 誤 ら せ 迷 わせ る だ け で ある 。 

Divimatory Vs1on ODerates OrIy in the ecstatic state, 

忘 我 状態 で の み 予 見 は 起こ る 。 忘 我 状態 で の み 予 言 は 起こ る 。 

to arT1Ve at which state, douDt and illusion must Decome Impossible Dy 
enchaining or Duttmg to sleep thought. 

忘 我 状 態 に 到達 する に は 、 思 者 を 引き つけ る か 眠ら せ て 、 疑 いと 幻覚 が 起き な い 様 
に する 必要 が 有る 。 

The instruments of divination are hence only methods of magnetising 
ourselves and of self-divVersion from exterior ]ight, so that we may Day 
attention to the interior light alone. 

予言 の 手段 は 、 精 神 的 な 内 的 な 光 に だ け 集 中 で きる 様 に 、 自 分 に 催眠 を か ける 事 と 、 
物質 的 な 外 的 な 光 か ら 意 識 を 逸 ( そ て) ら す 事 だ け で ある 。 

It was for this reason that 

上 記 の 理由 か ら 、 

Apollomius cormpletely enveloped hmself in a woollen mantle, and fixed 
his eyes on his navel in the gloom. 

ティ アナ の アポ ロニ ウス は 、 羊 毛 の マン ト で 自分 を 完全 に 覆っ て 、 へ そ を 見 つめ た 。 
The magical mirror of Dupotet is kimdred to the device of Apollonmius. 
デュ ポテ の 魔法 の 鏡 は 、 テ ィ ア ナ の アポ ロニ ウス の 手段 と 似 て いる 。 


Hydromancy and vislon in the thumb-nail when it has Deen pohshed 
and blackened, are varieties of the magical mirror 

水 占 いと 、 磨 いて 黒く し た 親指 の 爪 を 鏡 に する 予見 は 、 魔 法 の 鏡 の 変種 で ある 。 
Perfumes and evocations stupefy thought: 

香 と 儀式 は 思考 を 麻痺 させ る 。 香 と 儀式 は 忘 我 状態 に さ 

water and the colour Dlack aDsorD the Visual 本 

水 と 黒色 は 目 に 見 える 物質 的 な 光線 を 吸収 する 。 

a kind of dazzlement and Vertigo ensue, 

目 が くら み 、 精 神 的 混乱 が 起き る 。 

followed Dy lucidity in subjects who have a natural aptitude or are 
sultaD]1y d1sposed thereto. 

そし て 、 先 天 的 な 力 が 有る 人 や 後天 的 な 知 に 導 か れ た 人 に 、 直 感 が あら われ る 。 
Geomancy and cartomancy are other means to the same endi: 

土 占 いと カー ド 占 い は 、 水 占い と 同じ 結果 に 至る 、 他 の 手段 で ある 。 
ComDinations of symDols and numDers, which are at once fortuitous 
and necessary, 

象徴 と 数 の 組み 合わ せ は 、 運 で ある と 同時 に 必然 で ある 。 

bear enough resemDlance to the chances of destimy for the imagination 
to Dercelve realities Dy the pretext of such emDlems. 

象徴 と 数 の 組み 合わ せ は 、 人 象徴 と 数 の 組み 合わ せ を 口実 と し て 想像 力 が 現実 を 読 
み 取 る の に 十分 で ある 、 運 命 の めぐ り 合 わせ と の 類推 可能 性 を も た ら す 。 

The more the interest is excited, the greater is the desire to see: 
好奇 心 が 強い ほど 、 見 た い 欲望 は 強い 。 

the fuller the confidence in the intuition, the more clear the vision 
DecomeSs. 

直感 を 信じ る ほど 、 予 見 は 明確 に 成る 。 

To comDine the points of geomancy On chance or to set out the cards for 
trifliimg is to jest hke childrem: 

根拠 無し に 土 占い の 点 と 点 を 結び つけ る 事 や 、 ふ ざけ て カー ド を 並べ る 事 は 、 幼 子 
の 様 に ふざけ る 事 で ある 。 

the lots Decome oracles only when they are magnetised Dy intelligence 
and directed Dy faith. 

知 で くじ を 磁化 し て 確信 で くじ (の 心 ) を 傾け た 時 に だ け 、 く じ は 神託 と 成る 。 

Of all oracles, the Tarot is the most astoundimg in its anSWeTs, 

全て の 神託 の 中 で 、 タ ロッ ト が 最も 驚く 答え を も た ら す 。 

Decause 

な ぜ な ら 、 

all possible comDinations of this umiversal key of the kabDbalah give 
Oracles of science and of truth for their solutions. 

カバ ラ の 普遍 の 鍵 で ある タロ ッ ト の 全て の 可能 な 組み 合わ せ は 、 知 の 神託 、 真 理 の 
神託 を 答え と し て も た ら す 。 

The Tarot was the sole Dook of the ancient magi 

タロ ッ ト は 、 古 代 の 祭司 マギ の 比類 無き 書物 で ある 。 


lt is the DrirmitVe BiDle, 

タロ ッ ト は 、 最 初 の 聖書 で ある 。 

as we shall prove in the followimg chapter 

上 記 を 、22 章 で 証明 する つも り で ある 。 

and the ancients consulted it as the first Christians at a later date 
consulted the Sacred Lots, that is, BiDle Verses selected Dy chance and 
determined Dy thmking of anumDber 

お みく じ の 様 に 、 初 期 の キリ スト 教徒 が 、 運 任せ で 聖書 の ペー ジ を 選ん で 、 思 い 浮 か 
べ て いた 数 で 聖書 の 一 文 を 選ん で 、 聖 書 に 相談 し た 様 に 、 古 代 人 は タロ ッ ト に 相談 
じ た 。 

MIlle. Lenormand, the most celebrated of our modern fortune-tellers, 
ル ノ ル マン 嬢 は 、18 世紀 後半 か ら 19 世紀 前 半 の 著名 な 占い 師 で ある 。 

was unacduainted with the science of the Tarot, 

ル ノ ル マン は 、 タ ロッ ト の 知 に 通じ て いな か っ た 。 

Or kmew it only Dy derivaton from Etteilla, 

ル ノ ル マン は 、 エ ッ テ ィ ラ が 改悪 し た タロ ッ ト だ け を 知っ て いた 。 

whose explanations are shadows cast upon a Dackground of light. 

エッ ティ ラ の タロ ッ ト の 説明 は 、 光 の 上 に 影 を 投じ た 代物 で あっ た 。 

She knew neither high magic nor the kabDalah, 

ル ノ ル マン は 、 天 の 高等 な 魔術 も カバ ラ も 知ら な か っ た 。 

but her head was filed with i-digested erudition, 

ル ノ ル マン の 頭 の 中 は 、 誤 っ た 体系 の 知識 で 占め られ て いた 。 

and she was IntuitVe by an Instimct 

ル ノ ル マン は 、 先 天 的 な 直感 を 持っ て いた 。 

which deceived her rarely. 

ル ノ ル マン の 直感 が 、 ル ノル マン を あざ むく 事 は 稀 だ っ た 。 

The works she left Dehmd her are Legitimist tomfoolery, ornamented 
wrth classical quotations, 

ル ノ ル マン が 残し た 作品 は 、 古 典 の 引用 で 飾ら れ た 正統 主義 の 戯言 で ある 。 

but her oracles inspired by the presence and magnetism of those who 
consulted her were often astoumding. 

し か し 、 相 談 者 の 存在 と 磁気 が 霊感 を 授け た ル ノ ル マン の 神託 は 入 く べき 物 で あっ 
7 だ 

She was a woman in whomm extravagance Of imagination and mental 
rambling were substituted for the natural affections of her seX: 

ル ノ ル マン は 、 女 性 らし い 自 然 な 愛情 の 代わ り に 、 想 像 し 過ぎ る 、 精 神 が 定 ま ら な い 
女性 で あっ た 。 

she IiVed and died a virgim, hke the ancient drundesses of the isle of 
SayI6. 

ル ノ ル マン は 、Sayne 島 の 古代 の ドル イド の 女 祭司 の 様 に 、 処 女 と し て 、 生 き て 死ん 
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Had nature endowed her with Deauty she might have easily at a 
remoter epoch played the part of a Melusine or a Velleda. 


仮に 、 自 然 が 美 を ル ノ ル マン に 与え て いれ ば 、 古 代 で あれ ば 、 容 易 に 、 ル ノル マン は 
メリ ュ ジ ー ヌ や Velleda の 役 を 務め た で あろ う 。 

The more ceremories employed in the practice of divination, the more 

we excite imagination Doth in ourselves and in those who consult us. 

予言 の 実践 で 、 儀 式 が 多い ほど 、 予 言 者 の 想像 力 と 相談 者 の 想像 力 は 強まる 。 

The Conjuraton of the Four the Prayer of Solomon, the magic SWord to 

disperse Dhantoms, may thus De resorted to wth success: 

上 記 か ら 、 神 の 四 大 要素 の 呼び 出し 、 神 の 四 大 元素 の 呼び 出し 、 ソ ロモ ン の 祈り 、 悪 

人 の 霊 を 追い 払う 魔術 の 剣 を 、 成 功 さ せる た め に 、 予 言 の 儀式 に 用 いて も 良い 。 

we should also eVoke the genius of the day and hour of operation, and 

offer him a speclal Derfume: 

予言 を 実 貴 す る 日 の 霊 や 時 間 の 霊 を 呼び 出し て 、 霊 に 対応 する 香 を 霊 に ささ げ る ベ 

さ で ある 。 

next 

そし て 、 

we should enter into magnetic and intuitive corresDpondence with the 

Consultimg Dersor, induiring with what animal he is in sympathy and 

wth what in antipathy, and so also concerring his favourite flower or 

COlour. 

どの 動物 に 共感 する か 、 ど の 動物 に 反感 を 覚え る か 、 ど の 花 が 好き か 、 ど の 色 が 好 

さか 相談 者 に 質問 し て 、 相 談 者 と の 磁気 の 催眠 に 入り 、 相 談 者 と 直感 を 一 致 さ せる 

べき で ある 。 

Flowers, Colours, and animals connect in analogical classification with 

the seven geml of the kabDalah. 

花 、 色 、 動 物 は 、 カ バラ の 7 つの 霊 へ の 類推 に 結び つき 分 けら れる 。 

Those who love Dlue are idealists and dreamers: 

青 を 好き な 人 は 理想 家 で 空想 家 、 夢 起 家 で ある 。 

lovers ofred are material and passionate: 

赤 を 好き な 人 は 感覚 的 で 情熱 的 で ある 。 

those who loVe yellow are fantastic and caDric1OUS: 

黄色 を 好き な 人 は 奇人 で 移り 気 で ある 。 

loVers of green are freduently commercial and crafty: 

緑色 を 好き な 人 は 営業 向き で 悪 知 恵 が 働く 。 

the friends of Dlack are influenced by Saturn: 

叶 を 好き な 人 は 土星 か ら 感 化 を 与え られ る 。 

the rose 1Ss the colour of VenmUus, 

バラ 色 は 金星 の 色 で ある 。 

C&C. 

な ど 。 

Lovers of the horse are hard-working, noble in character and at the 

same time yleldimg and gentle: 

馬 を 好き な 人 は 勤勉 で 気高く 従順 で 優し い 。 

friends of the dog are affectionate and faithful: 


犬 を 好き な 人 は 愛情 が 深く 忠実 で ある 。 

those of the cat are independent and Hbertime. 

猫 を 好き な 人 は 自立 し て いて 道徳 的 に 束縛 され ず 自 由 で ある 。 

Frank persons hold spiders in speclal horror: 

率直 な 人 は クモ を 嫌う 。 

those of haughty nature are antipathetic to the serpent: 

気 高 い 人 は 蛇 に 反感 を 覚え る 。 

upright and fastdious Dersons cannot tolerate rats and mice: 
正直 で 選 ( え ) り 好み する 人 は ネズ ミ を 大 目 に 見 れ な い 。 

the Voluptuous loathe the toad, Decause it is cold, solitary, hndeous, and 
miseraDle. 

好色 な 人 は ヒキ ガエル を 嫌う 。 な ぜ な ら 、 ヒ キ ガ エル は 冷た く 、 さ び し く 不気味 で 、 み 
じ め に 感じ る 。 

Flowers have analogous sympathies to those of amimals amd colours, 
花 に は 動物 や 色 と 類 推 可能 な 共感 が 有る 。 

and as magic is the science Of universal analogies, 

魔術 は 普遍 の 類推 の 知 で ある 。 

a single taste, One tendency 1n a g1Ven Derson, enaDles all the rest to De 
divinedi: 

人 の 1 つの 好み だ け で 、 人 の 1 つの 傾向 だ け で 、 人 の 全て を 見 抜く 事 が で きる 。 

it is am application of the analogical amnatomy of Cuvier to phenomena in 
the moral order 

ジョ ル ジ ュ キュ ヴィ エ の 比較 解剖 学 の 、 精 神 の 領域 の 現象 へ の 応用 で ある 。 

The physiognomy of face and Dody, the wrinkles on the brow, the Hmes 
on the hands, equally furnish the magus with preclous indications. 

顔 と 体 の 人 相 学 、 眉 (まゆ ) の 上 の 額 ( ひ た い ) の し わ 、 手 の 線 は 貴重 な 表れ を 魔術 師 
に も た ら す 。 

Metoposcopy and chiromancy have Decome separate sclenCeSs: 

人 相 学 と 手相 占い は 別々 の 学問 に 成っ た 。 

their oDservatlons, Durely empirical amd cor]ectural have Deen 
COormpared, exarmimed, and then umited into a Dody of doctrine Dy 
Goglenius, Belot, Romphile, Indagime, and Taismier 
Goglenius、Belot、Romphile、Imdagine、Taisnier は 、 純 粋 な 経験 と 推測 で 、 手 
相 と 人 相 を 比較 し て 調査 し て 、 人 相 学 と 手相 占い を 1 つの 考え に 統一 し た 。 

The work of the last-mentioned writer is the most important and 
Complete: 

Taisnier が 書い た 作品 は 無 上 に 重要 で 完全 で ある 。 

he comDbines and criticises the oDserVations and conjectures of all the 
Others. 

Taisnier は Goglenius、Belot、Romphile、Indagine の 観察 と 推測 を 結び つけ 評 
諭し た 。 

Amodern nvestigator the Chevalier DArpentlgny, has imparted to 
chiromancy a fresh degree of certtude Dy his remarks on the analogies 


which really exist Detween the characters of Dersons and the form of 
their hands as a whole or in detail. 

19 世紀 の 研究 者 ダル ペン ティ ー ニ は 、 人 の 性 格 と 手 の 形 の 全体 や 細部 の 間 に 現 実 
に 存在 する 類推 に 注目 し て 、 新 し い 段 階 の 確実 性 を 手相 占い に 与え た 。 

This new science has Deen further developed and Verified Dy an artist 
who is also a man of etters, rich in originality and skill. 

独創 性 と 技術 が 豊か な 美術 家 、 文 学者 で ある Desbarrolles は 手相 占い を さら に 
発展 させ た 。 

The disciple has surpassed the master 

弟子 は 祖師 を 超え た 。Desbarrolles は ダル ペン ティ ー ニ を 超え た 。 

and our amiaDle and spiritual DesDarrolles, one of those travellers with 
whom our great novelist Alexandre Dumas delights to surround himself 
In his cosmopoHtan romanCes, 

大 いな る 小説 家 ア レク サン ドル デュ マ は 、 世界 市 民 的 な 小説 の 中 で 、 アレ クサ ンド 
ル デュ マ の 周囲 の 旅人 の 1 人 と し て 記し て 、 愛 想 の 良い 気 高 い DesDarrolles を 
喜ば せ た 。 

1s already citedl as a Veritable magiclan in chiromancy. 

すでに 、 大 衆 は 、Desbarrolles が 手相 占い の 本 物 の 魔術 師 で ある 、 と 話し て いる 。 
The consultmg person should also De questioned upon his haDitual 
dreamns: 

予言 者 は 、 相 談 者 が 習慣 的 に 見 る 夢 に つい て 質問 する べき で ある 。 

dreams are the reflection of life, Doth interior and exterior 

夢 は 、 内 的 な 生き 方 と 外 的 な 生き 方 の 反映 で ある 。 

The old philosophers paid them great attention: 

古代 の 暫 学 者 は 夢 に 大 い に 注 意 し た 。 

the patriarchs regarded them as certain reVelations: 

祖 は 夢 を 確実 な 斉 示 で ある と 考え た 。 

most rehgious revelations have Deen giVer In dreams. 

有 夢 の 中 で 宗教 的 な 啓示 の 多数 は 与え られ た 。 

The monsters of perdition are rightmares of Christianity, 
地獄 の 奇形 の 存在 は 、 キ リス ト 教 の 悪夢 で ある 。 

and as the author of Smarra has ingemiously remarked, neVer could 
pencil or chisel have produced such Demgs i せ they had not Deen Deheld 
In sleeD. 

「Smarra」 の 著者 が 賢明 に 気づい た 様 に 、 も し 夢 の 中 で 人 が 地獄 の 奇形 の 存在 を 
見 な か っ た の で あれ ば 、 地 獄 の 奇形 の 存在 を 描け な か っ た で あろ う 。 

We should Deware of persons whose Imagination contimually reflects 
deformties. 

絶え ず 奇 形 の も の を 想像 に 反映 する 人 を 用 心 す る べき で ある 。 

Temperament 1S, in ike manner manifested Dy dreams, 

受 は 四 気 質 を 表す 。 

and as this exercises a Dermanent influence upon life, 

四 気 質 は 永遠 に 人 生 に 感化 を 与え る 。 


it is necessary to De well acquainted therewith if we would conjecture a 
destimy with certitude. 

も し 運命 を 確実 に 推測 し た い の で あれ ば 、 四 気質 と 四 気 質 の 夢 を 良く 知る 必要 が 有 
る 。 
Dreamns of Dlood, of em]joyment, and of Hight indicate a sanguine 
temperament: 

血 、 快 楽 、 光 の 夢 は 多 血 質 を 表す 。 

those of water mud, raim, tears, are OCCas10Oned Dy a more phlegmatic 
disDositio: 

水 、 泥 、 雨 、 涙 の 夢 は 粘液 質 を 表す 。 

fire by night, darkness, terrors, SDectres, Delong to the Dilious and 
melancholic. 

夜 の 火 、 暗 間 、 恐 怖 、 幸 の 夢 は ( 黄 ) 胆 汁 質 や 黒 胆汁 質 、 憂 鬱 錦 を 表す 。 
Synesius, One of the greatest Christian Dishops of the first centuries, 
シュ ネ シ オ ス は 、 最 初 の 数 世紀 の 大 いな る キリ スト 教 の 司教 で ある 。 

the disciple of that Deautiful and pure Hypatia 

シュ ネ シ オ ス は 、 美 し い 純 粋 な ヒュ パテ ィ ア の 弟子 で ある 。 

who was massacred Dy fanatics 

キリ スト 教 の 狂信 者 ども が ヒュ パテ ィ ア を 殺し た 。 

after presidimg gloriously OoVer the school of Alexandria, 

ヒュ パテ ィ ア は アレ クサ ンド リア 学派 の 栄光 に 満ち た 中 心 人 物 で あっ た 。 

in the inheritance of which school Christianity should have shared- 
キリ スト 教 は アレ クサ ンド リア 学派 の 遺産 を 受け 継い だ 。 

SyneS1uS, 1Vric Doet 1ike Pimdar and Calhmachus, 

シュ ネ シ オ ス は 、 ピ ンダ ロス や カリ マコ ス の 様 な 、 叙 情 詩 人 で ある 。 

Drlest hke Orpheus, 

シュ ネ シ オ ス は 、 オ ルフ ェ ウ ス の 様 な 、 祭 司 で ある 。 

Christian hke Spiridion of Tremithonte- 

シュ ネ シ オ ス は 、Tremithonte の Spiridion の 様 な 、 キ リス ト 教 徒 で ある 。 

has left us a treatise on drearmns 

シュ ネ シ オ ス は 、 夢 に つい て の 論文 を 私 達 に 残し た 。 

which has Deen supplied with a commentary Dy Cardan. 

カル ダー ノ は シュ ネ シ オ ス の 夢 に つい て の 論文 の 注釈 書 を 書い た 。 

No one Concerns themselves now wrth these magruficent researches of 
the mind, 

上 記 の 、 精 神 の 大 いな る 研究 に 大 衆 は 関心 を 持た な い 。 

Decause 

な ぜ な ら 、 

SUCCeSS1Ve fanaticlsms have wellmigh forced the world to despair of 
sclentfic amnd religious rationalism. 

連続 する 狂信 が 、 俗 世 の 大 衆 に 、 知 と 宗教 の 合理 主義 を 失望 させ た 。 

St Paul Durned Trismeg1stUus: 


使徒 行 伝 19 章 19 節 で 使徒 パウ ロ は エフ ェ ソ ス の 大 衆 が トリ ス メ ギ スト ス の 本 を 燃 
や す の を 止め な か っ た 。 

Omar burned the disciples of Trismegistus and of St Paul. 

642 年 頃 に イス ラム 教徒 の ウマ ル イブ ン ハッ ター ブ は コー ラン を 原本 に する た め に 
アレ クサ ンド リア の 図書 館 を 破壊 し て トリ ス メ ギ スト ス の 弟子 の 本 や 使徒 パウ ロ の 弟 
子 の 本 を 燃やし た 。 

O persecutors! 

お お っ ! 迫 害 者 ども ! 

0 incendiaries! 

お お っ ! 放 火 者 ども ! 

0 scoffers! 

お お っ ! 笑 いも の に する 者 ども ! 

when wil ye end your work of darkness amd destruction? 

いつ 、 お 前 た ち は 暗闇 と 破壊 の 業 を や め る の か ? 

One ofthe greatest magi of the Christian era, Trithermius, 

トリ テ ミ ウ ス は 、 キ リス ト 教 時 代 の 大 いな る 魔術 師 で ある 。 

irreproachaDle aDbot of a Benedictime monastery 

トリ テ ミ ウ ス は 、 ベ ネ デ ィ ク ト 派 の 修道 院 の 非難 の 余地 が 無い 修道 院長 で ある 。 
learned theologian, 

トリ テ ミ ウ ス は 、 学 の 有る 神学 者 で ある 。 

and master of Cornelius AgriDDa, 

トリ テ ミ ウ ス は 、 コ ルネ リウ ス アグ リッ パ の 祖師 で ある 。 

has left among his umappreciatedt and inestimable workKs, a treatise 
entitled, De septem secundeis, 1d est intelligents siVe sDir1t1Dus orDes 
Dost Deum moVentlDus.( = About seven "secundei-s", it is intelhgence-s 
Or SDirit-s gloDe-s after God moVimg.) 

トリ テ ミ ウ ス は 、 正 し く 評価 され て いな い 計 り 知 れ な い ほ ど 貴 重 な 作品 群 を 残し た 。 
トリ テ ミ ウ ス は 「 七 つの 第 二 原 因 に つい て 」 と いう 書物 を 残し た 。 

It is a key of all prophecies new or old, 

トリ テ ミ ウ ス の 「 七 つの 第 二 原 因 に つい て 」 は 、 新 旧 の 全て の 予言 の 鍵 で ある 。 

a mathematical, historical, amd simple method of surpassing Isalah and 
Jeremiah in the prevision of all great events to come. 

トリ テ ミ ウ ス の 「 七 つの 第 二 原 因 に つい て 」 は 、 未 来 の 大 いな る 出来 事 を 全て 予見 す 
る 、 数 学 的 、 歴 史 的 、 イ ザヤ と エレ ミヤ を 超越 する 簡潔 な 方 法 で ある 。 

The author in Dold outhmne sketches the philosophy of history, 

「 七 つの 第 二 原 因 に つい て 」 で 、 ト リ テ ミ ウス は 、 歴 史 の 哲学 の 概要 を 記し て いる 。 
and divides the existence ofthe entire world Detween the seven ge of 
the kabDalah. 

「 巧 つの 第 二 原因 に つい て 」 で 、 ト リ テ ミ ウス は 、 全 世界 と いう 存在 を カバ ラ の 7 つの 
霊 に 分 担 さ せ て いる 。 

It is the grandest and widest interpretation ever made of those seven 
angels of the ApocalyDse 


7 つの 霊 が 世界 を 担っ て いる 事 は 、 ヨ ハネ の 就 示 録 の 7 人 の 天使 に つい て の 大 い 
な る 広範 囲 に わた る 解釈 で ある 。 

who appear SUCCceSS1Vely wth trumpets and cups to Dour out the word 
and its realisation upon the earth. 

ヨハ ネ の 肝 示 録 の 7 人 の 天使 は 、 言 葉 と 言葉 の 実現 を 地 に あふ れ さ せる た め に 、 
ラッ パ や 杯 と 共に 、 連 続 し て あら われ る 。 

The duration of each angelic reign is 354 years and four months, 

各 天 使 が 統治 する 期間 は 354 年 と 4 か 月 で ある 。 

begimrung wrth that of Orifiel, the angel of Saturn, on the 13th of March, 
for according to Trithemius, this was the date of the world's creatiom: 
世界 が 創造 され た 年 の 3 月 13 日 か ら オ リフ ィ エ ル が 世界 を 統治 し た 。 オ リフ ィ エ ル 
は 土星 の 天使 で ある 。 ト リ テ ミ ウス は 、3 月 13 日 に 世界 が 創造 され た 、 と 話し て いる 。 
it was a Der1od of saVagery and darkmesSs. 

原始 的 な 暗 間 の 時 代 で あっ た 。 

Next came the reign of Anael, the spirit of Venus, on the 24th of june, in 
the year of the world 354, 

創世 紀元 354 年 6 月 24 日 か ら ア ナ エ ル が 世界 を 統治 し た 。 ア ナ エ ル は 人 金星 の 天 
使 で ある 。 

when loVe Degan to De the instructor of mankindi 

愛 が 人 の 教師 に 成り 始め た 時 代 で あっ た 。 

it created the farm1ly, 

愛 は 家族 を 創造 し た 。 

and the farmily led to association and the primitive city. 

家族 の 形成 は 群落 の 形成 や 原始 的 な 都市 の 形成 を 導い た 。 

The first civilisers were DOets InsDpired Dy 1oVe: 

最初 の 文明 の 啓発 者 は 、 愛 が 霊感 を 与え た 詩人 で あっ た 。 

Dresently 

や が て 、 

the exaltation of poetry Droduced religion, fanattcism, amd deDauchery 
culminmatmg suDseqguently in the deluge. 

詩 に よる 心 の 高まり が 、 宗 教 、 狂 信 、 放 薄 を も た らし た 。 結 果 と し て 、 放 湧 は 、 大 洪水 
を も た らし た 。 

This state of things contimued ll the 25th of October Demg the mighth 
month ofthe year A.M.( = Anno Mundi = year world) 708, when the 
relgn Of Zachariel, the angel of jupiter was inaugurated!, 

創世 紀元 708 年 10 月 24 日 まで 大 洪水 は 続い た 。 創 世紀 元 708 年 10 月 25 日 か 
ら ザ カリ エル が 世界 を 統治 し た 。 ザ カリ エル は 木星 の 天使 で ある 。 

under whose guldance men Degan to acdure Knowledge, 

ザ カ リエ ル の 導き の 下 で 、 人 は 、 知 り 始 め た 。 

and dispute the possesslon of lands and dwelhimgs. 

人 は 、 土 地 や 住居 の 所 有 を 獲得 する た め に 戦い 始め た 。 

It was also the epoch of the foundation of towns and the Hrmitaton of 
emDlres: 


都市 の 建設 と 国々 の 境界 の 時 代 で あっ た 。 

1ts Comseduences Were C1Vvllisation and War 

都市 の 建設 と 国々 の 境界 の 結果 は 、 文 明 化 と 戦い で あっ た 。 

The need for commerce Degar, furthermore, to De felt, at which tme- 
namely the 24th of February A.M. 1063- was inaugurated the reign of 
Raphael, 

創世 紀元 1063 年 2 月 24 日 か ら ラ ファ エル が 世界 を 統治 し た 。 創 世紀 元 1063 年 
2 月 24 日 か ら 交流 、 交 渉 、 貿 易 、 商 業 の 必要 性 が 感じ られ る 様 に 成っ た 。 

angel of Mercury, 

ラフ ァ エ ル は 水星 の 天使 で ある 。 

angel of science and of the word, of intelligence and industry. 

ラフ ァ エ ル は 学問 、 言 葉 、 聡 明 さ 、 勤 欠 さ の 天使 で ある 。 

Then letters were InVented!, 

文字 が 発明 され た 。 

the first language bemg hieroglyphic and urnversal, 

最初 の 文字 は 普遍 の 象形 文字 で ある 。 

a monumert of which has Deen preserVed in the Dook of Enoch, 
Cadmus, Thoth, and Palamedes: 

最初 の 文字 の 記念 碑 と し て 、 最 初 の 文字 は エノク の 書 タ ロッ ト に 保存 され て いる 。 カ 
ドモ ス 、 ト ー ト 、 パ ラメ デス は エノク で ある 。 

the kabDalistic clavicle adopted later on by Solomor, 

後に に. ソロ モン は タロ ッ ト を カバ ラ の 小 鍵 に 選ん だ 。 

the mystical Dook of the Theraphim, Urim, and Thumrmim, 

タロ ッ ト は 、 テ ラフ ィ ム 、 ウ リム と トン ミ ム の 神秘 の 書 で ある 。 

the primeval Genesis of the Zohar and of William Postel, 

タロ ッ ト は 、「 光 輝 の 書 」 の 原初 の 創世 記 で ある 。 ギ ヨー ム ポス テル は タロ ッ ト を エ ノ 
ク の 創世 記 と 呼ん だ 。 

the mystical wheel of Ezekiel, 

タロ ッ ト は 、 エ ゼ キ エル の 神秘 の 車輪 で ある 。 

the rota of the KabDalists, 

タロ ッ ト は 、 カ バリ スト の ROTA で ある 。 

the Tarot of the Magi and the Bohemians. 

ペル シャ の 祭司 マギ と ジプシー の タロ ッ ト で ある 。 

Then Were arts inVenmtedl 

技術 が 発明 され た 。 

andnavigation was attempted for the first tme: 

初め て 航海 が 試み られ た 。 

relations extended!, 

関係 が 広がっ た 。 

wants multpliedl 

欲望 が 増し た 。 


and there followed speedily an epoch of general corruDtioru Dreceding 
the umnversal deluge, under the reign of Samael, angel of Mars, which 
was inaugurated on the 26th of june, A.M. 1417. After 1ong stupefacton, 
創世 紀元 1417 年 6 月 26 日 か ら サ マエ ル が 世界 を 統治 し た 。 サ マエ ル は 火星 の 
天使 で ある 。 俗 世 の 堕 落 の 時 代 で あっ た 。 俗 世 の 大 洪水 の 時 代 で あっ た 。 長 期 の 皆 
迷 状 態 で あっ た 。 

the world strove towards a new Dirth under GaDriel, the amngel of the 
moor, whose reign Degan on the 28th of March, A.M. 1771, 

創世 紀元 1771 年 3 月 28 日 か ら ガ ブリ エル が 世界 を 統治 し た 。 ガ ブリ エル は 月 の 
天使 で ある 。 ガ ブリ エル の 下 で 、 世 界 は 生ま れ 変 わる た め に 奮闘 し た 。 

when the family of Noah Decame multipled!, 

ノア の 家族 が 増え た 。 

and re-Deopled the whole earth, 

ノア の 家族 は 地上 の 全て に 再び 住ん だ 。 

after the confusion of Babel, 

バベル の 塔 の 混乱 が 起き た 。 

untl the reign of Michael, angel of the sun, which commenced on the 
24th of February, A.M. 2126, 

創世 紀元 2126 年 2 月 24 日 か ら ミ カエ ル が 世界 を 統治 し た 。 ミ カエ ル は 太陽 の 天 
使 で ある 。 

to which epoch must De referred the origin of the first dominations, 
最初 の 支配 の 源 の 原因 に 違い な い 時 代 で ある 。 

the empire of the children of Nimrod!, 

ニム ロ デ の 子孫 の 国 が 起き た 。 

the birth of sciences and religions, 

学問 と 宗教 が 生ま れ た 。 

and the first conflicts Detween despotism and HiDerty. 

圧 制 と 自由 の 間 の 最初 の 戦い が 起き た 。 

Trithemuus DursueSs this curlous study throughout the ages, 

上 記 の 、 興 味 深い 研究 を 、 ト リ テ ミ ウス は 、 世 界 が 創造 され た 年 か ら 1879 年 11 月 
まで 進め た 。 

and at corresponding epochs exhiDits the recurrence Of ruins: 

人 は 時 代 に 対応 する 堕落 を くり 返す 。 

then civilisation, Dorn anew Dy means of poetry amd loVe: 

愛 と 詩 に よっ て 文明 が 新た に 生ま れる 。 

empires, reconstituted Dy the family 

家族 が 国 を 建て 直す 。 

enlarged Dy cormmerce, 

交流 、 交 渉 、 貿 易 、 商 業 が 国 を 大 きく する 。 

destroyed Dy War 

戦い が 国 を 破壊 する 。 

reDalred Dy um1versal amd DrogreSS1Ve Cc1Vihsatlon, 

普遍 な 進歩 的 な 文明 化 が 国 を 直す 。 


suDseduently aDsorDed Dy great empires, 

大 きい 国 が 小さ い 国 を 同化 する 。 

which are the syntheses of history. 

上 記 が 、 歴 史 の 総合 で ある 。 

The work of Trithemius, from this poimt of ViewWi is more ComDprehensive 
andindependent than that of Bossuet, 

上 記 の 観点 か ら 、 ト リ テ ミ ウス の 「 七 つの 第 二 原 因 に つい て 」 は 、 ボ シュ エ の 作品 より 、 
広範 囲 で あり 、 独 立 し て いる 。 

and is a Key aDsolute to the philosophy of history 

トリ テ ミ ウ ス の 「 七 つの 第 二 原因 に つい て 」 は 、 歴 史 の 哲学 の 絶対 的 な 鍵 で ある 。 
His exact calculations lead him to the month of NovemDber in the year 
1879, 

「 七 つの 第 二 原因 に つい て 」 で トリ テ ミ ウ ス は 1879 年 11 月 まで 予言 し て いる 。 
epoch ofthe reign of Michael 

1879 年 11 月 は ミカ エル が 統治 し て いる 時 代 で ある 。 

and the foundation of a new umuversal kimgdom, Drepared Dy three 
centuries and a half of anguish, and a 1ke period of hope, 

3 世紀 半 の 苦し み と 、3 世紀 半 の 希望 に よっ て 用 意 さ れ た 、 新 し い 普 遍 の 王国 の 建 
ロ 又 o 

comcidimg exactly with the sixteenth, seventeenth, eighteenth, and first 
part of the nineteenth centuries for the unar twihght and expectation, 
3 世紀 半 の 希望 は 、16 世紀 、17 世紀 、18 世紀 、19 世紀 の 前 半 の 、 月 の 黄 皆 と 期待 
と 、 一 致す る 。 

wrth the fourteenth, thirteenth, twelfth, and second half of the eleventh 
centuries for the ordeals, the ignorance, the sufferings, and the scourges 
of all nature. 

3 世紀 半 の 苦し み は 、11 世紀 の 後半 、12 世紀 、13 世紀 、14 世紀 の 、 試 練 、 無 知 、 苦 
し み 、 全 て の 自然 の 神 と 、 一 致す る 。 

We see, therefore, accordimg to this calculationu that in 1879- that is, in 
twenty-four years' tme, a uversal ermpire will De founded!, 

トリ テ ミ ウ ス の 予言 に よれ ば 、1855 年 か ら 24 年 後 の 、1879 年 に 、 普 遍 の 国 が 建設 
され る 。 

and wl secure peace to the world. 

普 思 の 国 は 、 平 和 を 世界 に も た ら す 。 

This empire wl De politcal and relig1Ous: 

普遍 の 国 は 、 政 治 的 で あり 宗教 的 で ある 。 

it wl offer a solution for all problems agitated in Our 0WTn days, 
普遍 の 国 は 、 現 代 の 俗 世 の 大 衆 が 関心 を 持っ て いる 全て の 問題 を 解決 する 。 

and wl endure for 354 years and 4 months, 

普通 の 国 は 、354 年 と 4 か 月 、 存 続 する 。 

after which 

その 後 、 

it will De succeeded Dy the return of the reign of Orifiel, 


オリ フィ エル が 世界 を 統治 する 。 

an eDOch of silence and night. 

沈黙 と 夜 の 時 代 に 成る 。 

The comimg universal empire, being under the reign ofthe sun, 
普通 の 国 は 、 太 陽 の 統治 の 下 に 在 る 。 

wll belong to him who holds the keys of the East, 

普遍 の 国 は 、 東 の 鍵 を 持つ 人 の 物 と 成る 。 

which are now Deing dnsputed by the princes of the world's four 
UarterS. 

全 世 界 の 権力 者 た ち が 、 東 の 鍵 を 獲得 する た め に 争っ て いる 。 

But intelligence and actvity are the forces which rule the sun in the 
SuDer10r Kimgdomms, 

上 の 王国 群 で は 、 知 と 行動 が 太陽 を 統治 する 力 で ある 。 

and the nation which now possesses the imitiative of inmtelhgence and 
jife will possess also the keys of the East, and will establish the umiversal 
kingdom. 

現在 、 知 と 命 を 先導 する 国 が 、 東 の 鍵 を 所 有 し て 、 普 遍 の 王国 を 確立 する で あろ う 。 
To do this it may DrevlousIy haVe to undergo a cross and martyrdom 
analogous to those of the Man-Godi: 

普遍 の 王国 を 建て る に は 、 普 遍 の 王国 を 建て る 前 に 、 人 に 成っ た 神 イ エス の 十字 和 架 
と 狗 教 に 似 た 、 十 字 架 と 狗 教 に 耐え る 必要 が 有る で あろ う 。 

Dut, dead or 1ivimg, among nations its spDir1t wl preval 

し か し 、 生 死 を 問わ ず 、 普 遍 の 王国 を 建て る 国 の 精神 は 国々 を 圧倒 する で あろ う 。 
and all peoples will ackmowledge and follow in four - and - twenty years 
the standard of France, ever Victor1OUS, Or Imiraculously ralsed fromm the 
dead. 

1855 年 か ら 24 年 後 、1879 年 に 、 全 て の 人 が 、 常 に 勝利 者 で ある か 死 か ら 奇 蹴 的 
に 復活 し た フラ ンス の 旗 を 認め て 後に 続く で あろ う 。 

Such is the prophecy of Trithemmius, 

フラ ンス が 普遍 の 王国 を 建て る 事 が 、 ト リ テ ミ ウス の 予言 で ある 。 

confirmed Dy all Our DreV1s10nS, 

エリ ファ ス レヴ ィ の 先見 は 、 フ ラン ス が 普遍 の 王国 を 建て る 、 と いう トリ テ ミ ウ ス の 予 
言 を 確認 する 。 

and grounded in all our hopes. 

フラ ンス が 普遍 の 王国 を 建て る 事 は 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ の 希望 に 基づい て いる 。 
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THE BOOK OF HERMES 

ヘル メス の 書 

WE approach the end of our WorKk, 

作業 の 終わ り に 到達 し た 。 

andmust here giVe the urmnversal key and utter the fimal word. 
作業 の 終わ り に 、 普 遍 の 鍵 タ ロッ ト を 与え 究極 の 言葉 を 話す 必要 が 有る 。 

The universal key of magical works is the key of all amncient religious 
doOgmasS,- 

魔術 の 作業 の 普遍 の 鍵 タロ ッ ト は 、 全 て の 古代 の 宗教 の 考え の 鍵 で ある 。 

the key of the KabDalah and the BiDle, 

タロ ッ ト は 、 カ バラ と 聖書 の 鍵 で ある 。 

the Hittle key of Solomon. 

タロ ッ ト は 、 ソ ロモ ン の 小 鍵 で ある 。 

Nowy this clavicle, regarded as lost for centuries, has Deen recovered Dy 
US, 

ソロ モン の 小 鍵 は 、 失 われ た と 何 世 紀 に も わた っ て 考え られ て いた が 、 エ リフ ァ ス レ 
ヴィ が 復活 させ た 。 

and we haVe Deen aDle to oper the sepulchres of the ancient world, 
タロ ッ ト で 、 古 代 の 世界 の 聖 遺物 収納 所 を 開く 事 が で きる 。 

to make the dead speaKk, 

タロ ッ ト で 、 死 ん だ 者 に 話さ せる 事 が で きる 。 

to Dehold the monuments ofthe past in all their splendour 

タロ ッ ト で 、 過 去 の 記念 碑 を 過去 の 輝 か し さ の まま 見 る 事 が で きる 。 

to understand the enigmas of every SDhimX, 

タロ ッ ト で 、 ス フィ ンク ス の 謎 を 理解 で きる 。 

and to Denetrate all sanctuarleS. 

タロ ッ ト で 、 全 て の 祭司 だ け の 聖 所 を 見 通す 事 が で きる 。 

Among the ancients the use of this key was Dermmitted to none Dut the 
high Driests, 

古代 人 は 、 鍵 タロ ッ ト の 使用 を 、 大 祭司 に だ け 許し た 。 

and eVen its secret was confided only to the flower of the initiates. 
古代 人 は 、 タ ロッ ト の 秘密 を 、 秘 伝 伝授 者 の 選ば れ た 者 に だ け 明 か し た 。 

Now this was the key in dueston: 

タロ ッ ト は 鍵 で ある 。 

A hieroglyphic and numeral alphaDet, 

タロ ッ ト の 22 枚 の 大 アル カナ は 、 象 形 文字 と 数 で ある アル ファ ベッ ト で ある 。 
exDreSsSsing Dy characters and numDers a series of universal and 
aDsolute ideas: 

タロ ッ ト の 22 枚 の 大 アル カナ は 、 絵 と 数 で 、 一 連 の 普遍 の 絶対 の 概念 を 表す 。 
then a scale of ten numbDers, multphed Dy four symDol5, 


タロ ッ ト の 4 組 の 10 つ 1 組 の 小 ア ルカ ナ は 、10 の 数 の 段階 を 、4 つの 象徴 で 増やし 
た 物 で ある 。 

and connected with twelve figures representimg the twelve signs of the 
Z00haC, 

タロ ッ ト の 22 枚 の 大 アル カナ は 、10 の 数 の 段階 を 、 黄 道 12 星座 を 表す 12 の 絵 と 
結び つけ た 物 で ある 。 

plus the four genii of the cardinal points. 

タロ ッ ト の 黄道 12 星座 を 表す 12 枚 の 絵 の うち 牡 牛 座 、 水 瓶 座 、 獅 子 座 な ど を 表す 
4 枚 の 絵 は 、 東 西南 北 の 4 つの 霊 を 同時 に 表す 。 

The symDbolical tetrad, represented in the mysteries of Memphis and 
TheDes by the four forms of the sphinx- the man, eagle, hon, and Dull- 
メン フィ ス と テー バイ の 神秘 で は 、 牛 、 人 、 ラ イオ ン 、 ワ シ と いう スフィンクス の 4 つの 
形 が 、 象 徴 的 な 4 つ 1 組 を 表す 。 

corresDonded wrth the four elements of the old world, 

和牛 、 人 、 ラ イオ ン 、 ワ シ は 、 古 代 の 世界 の 四 大 元素 と 対応 し て いる 。 

water being sigrufied by the cup held Dy the man or aduaT1us: 

水瓶 座 ま た は 人 が 持つ 杯 は 水 を 表す 。 

air Dy the circle or nimDus surrounding the head of the celestial eagle: 
天 の ワ シ の 頭 の 周り の 光輪 また は 輪 は 風 を 表す 。 

fire by the wood which nourishes it, Dy the tree fructifyimg in the heat of 
earth and surl, and, fimally, Dy the sceptre ofroyalty, which the lion 
typifies: 

火 を 強め る 木 の 棒 は 火 を 表す 。 地 と 太陽 の 熱 で 実 を 結ぶ 木 の 棒 は 火 を 表す 。 ラ イオ 
ン が 象徴 で ある 王者 の 王 効 は 火 を 表す 。 ラ イオ ン は 王者 の 象徴 で ある 。 

earth Dy the sword of Mithras, who each year irmmolates the sacred 
bull, and, together with its blood, pours forth that sap which gives 
increase to all fruits of earth. 

ミト ラス の 剣 は 土 を 表す 。 毎 年 ミト ラス は 神 の 牡 牛 を 犠牲 に し て 、 牡 牛 の 血 と 共に 、 
地 の 全 て の 果実 を 増やす 生気 を 土 に 注ぐ 。 

Now, these four signs, with all their analogies, explain the one word 
hidden in all sanctuaries, 

棒 、 杯 、 剣 、 輪 と いう (タロ ッ ト の )4 つの 象徴 は 、 類 推 可能 な 概念 と 共に 、 全 て の 祭司 
だ け の 聖 所 の 、 隠 され た 1 つの 言葉 や ハウ ェ 、 イ ョ ッ ド ヘー ヴァ ウ ヘー を 説明 する 。 
that word which the Dacchantes seemed to divime in their intoxicaton 
when they worked themselves into frenzy for 10 EVOHE. 

酒 神 バ ッ カ ス の 祭司 は イ ョ ッ ド エヴァ に 熱狂 し た 時 の 陶酔 の 中 で ヤ ハ ウェ 、 イ ョ ッ ド 
ヘー ヴァ ウ へ ヘー と いう 言葉 を 見 抜い た 様 に 思わ れる 。 

What then, was the mearumg of this mysterious terrm? 
神秘 の 言葉 ヤ ハ ウェ 、 イ ョ ッ ド ヘー ヴァ ウ ヘー の 意味 は 何 か ? 

It was the name of the four DrirmitiVe letters of the mother-tongue: 

ヤ ハ ウェ 、 イ ョ ッ ド ヘー ヴァ ウ ヘー は 、 母 語 で ある 最初 の 文字 へ ブラ イ 文 字 の 、4 文 
字 に よる 神 の 名 前 で ある 。 

the jod, symDol of the Vine, or paternal sceptre of Noah: 


イ ヨ ョ ッ ド は 、 つ る 植物 ぶどう の 木 の 象徴 、 ま た は 、 ノ ア の 父性 の 王 乱 の 象徴 で ある 。 
the HE, type of the cup of iDatitons and also of maternity: 

ヘー は 、 神 酒 を 地 に 注ぐ 杯 の 象徴 、 母 性 の 杯 の 象徴 で ある 。 

the VAU, which joins the two, and was depicted in India Dy the great and 
mysterious hmgam. 

ヴァ ウ は 、2 つ を 結ぶ 。 古 代 イ ンド 人 は 、 大 いな る 神秘 の 、 男 性 器 と 女性 器 で 、 ヴ ァ ウ 
を 描い た 。 

Such was the triple sign of the triad in the divine Wordi 

イ ョ ッ ド ヘー ヴァ ウ は 、 神 の 言葉 ヤ ハ ウェ の 中 の 、3 つ 1 組 の 三重 の 象徴 で ある 。 
then the mother letter appeared a second time to express the fecundity 
ofnature and Woman, 

母性 の 杯 の 象徴 で ある 文字 ヘー が 、 自 然 と 女性 の 多 産 性 を 表す た め に 、 再 びあ ら 
われ る 。 

and to formulate the doctrine of universal and progress1ve analogles 
descending from causes to effects, and ascendimg from effects to causes. 
ヘー が 、 原 因 か ら 結 果 へ 降り て 結果 か ら 原 因 へ 昇る 進歩 的 な 類推 可能 性 と 普遍 の 
考え を 明確 に 表す た め に 、 再 びあ ら わ れる 。 

Moreover the sacred word was not DronOunCcedi: 

神 の 言葉 ヤマ ハウ ェ は 発音 され な か っ た 。 

it was spelt, and read off in four words, which are the four sacred 
Words- ]OD HE VAU HE. 

古代 ヘブライ 人 は 、 神 の 名 前 ヤ ハ ウェ を 、 書 いた が 、 読 み 上 げ な か っ た 。 

The learned Gaffarel regards the teraphim of the Hebrews, Dy means of 
which they consulted the oracles of the urim and thumrmim, as the 
figures Of the four kabDbalistic amals, 

学 の 有る ガ フ ァ レ ル は 、 へ ブラ イ 人 の テラ フィ ム が 、 へ ブラ イ 人 の ウリ ム と トン ミ ム の 
神託 へ の 相談 で 用 いた 、 牛 、 人 、 ラ イオ ン 、 ワ シ と いう 4 つの カバ ラ 的 な 動物 の 象徴 
で ある と 考え た 。 

which symDols, as We shall presently show, Were summed uD nn the 
Sphinxes Or cheruDbs of the arKk. 

スフィンクス や 契約 の 箱 の 智 天 使 ケ ルビ ム は 、 牛 、 人 、 ラ イオ ン 、 ワ シ と いう 4 つの カ 
バラ 的 な 動物 の 象徴 を 要約 し て いる 。 

In comnection with the usurped Teraphim of Michas, he cites a Curious 
passage from Philo, 

士 師 記 18 章 17 節 で 奪わ れ た ミカ の テラ フィ ム に つい て 、 ガ ファ レル は アレ クサ ンド 
リア の フィ ロン の 興味 深い 一 節 を 話し て いる 。 

which is a complete revelation as to the ancient amd sacerdotal origim of 
Our TAROTS. 

士 師 記 18 章 17 節 で 奪わ れ た ミカ の テラ フィ ム に つい て の 、 ア レク サン ドリ ア の フィ 
ロン の 話 は 、 タ ロッ ト の 古代 の 祭司 だ け の 起源 を 完全 に 明らか に し て いる 。 
Gaffarel thus expresses himself: 

下記 の 様 に 、 ガ ファ レル は 説明 し て いる 。 


He(Philo the jew), speaking of the history concealed in the Defore- 
mentioned chapter of judges, says that Michas made three images of 
young Doys and three young Calves, three also of a lion, an eagle, a 
dragorl, amd a doVe, all of fime gold and silVer: 

へ ブラ イ 人 の 哲学 者 で ある アレ クサ ンド リア の フィ ロン は 、 土 師 記 の 17 章 5 節 の 隠 
され た 歴史 に つい て 話し て 、『 ミ カ は 、 若 い 少 年 の 3 つの 像 、 若 い 牛 の 3 つの 像 、 ラ 
イオ ン の 3 つの 像 、 ワ シ の 1 つの 像 、 竜 の 1 つの 像 、 ハ ト の 1 つの 像 を 、 純 金 と 純銀 
で 造っ た 。』 と 話し て いる 。 

so that i any one sought him to discoVer a secret Concerrumg his wife, 
he interrogated the doVe: 

も し 誰か が 妻 に つい て の 秘密 を ミカ に 見 抜く 様 に 相談 し た ら 、 ミ カ は ハト の 像 に 相 
談 し た 。 

concerning his children, the young Doy: 

子 に つい て は 、 ミ カ は 、 若 い 少 年 の 像 に 相談 し た 。 

concerrumg wealth, the eagle: 

健康 に つい て は 、 ミ カ は 、 ワ シ の 像 に 相談 し た 。 

Concerrumg strength and power the jion: 

強 さ と 力 に つい て は 、 ミ カ は 、 ラ イオ ン の 像 に 相談 し た 。 

concerning fecundity, the cherub or Dull: 

多 産能 力 、 豊 生 に つい て は 、 ミ カ は 、 ケ ル ブ の 像 、 牛 の 像 に 相談 し た 。( エ リフ ァ ス レ 
ヴィ の 『 魔 術 の 歴史 』『 へ ブラ イ 語 で ケル ブ 、 ケ ルビ ム は 和牛 を 意味 する 。』。) 
concerrnng length of days, the dragon. 

寿命 に つい て は 、 ミ カ は 、 竜 の 像 に 相談 し た 。 


」 

This revelation of Philo, though depreciated Dy Gaffarel, is for us of the 
highest importance. 

ガ フ ァ レ ル は 軽視 し た が 、 ア レク サン ドリ ア の フィ ロン が 明らか に し た 話 は 、 エ リフ ァ ス 
レヴ ィ に は 、 最 高 に 重要 で ある 。 

Here, in fact, 1s our key of the tetrad, 

アレ クサ ンド リア の フィ ロン の 話 の 、 牛 、 人 、 ラ イオ ン 、 ワ シ は 4 つ 1 組 の 鍵 で ある 。 
and here also the images of the four symDolical amimals found in the 
twenty-first key of the Tarot: 

アレ クサ ンド リア の フィ ロン の 話 の 、 牛 、 人 、 ラ イオ ン 、 ワ シ と いう 4 つの 象徴 的 な 動物 
は 、 前 の ペー ジ の 愚者 が 数 字 を 持た な い の で 、21 の 数 を 持つ 場合 が 有る 、 タ ロッ ト 
の 22 ペー ジ 目 の 絵 に 描か れ て いる 。 

that is, at the third septenary, thus repeatimg and summarising all the 
SymDbolism expressed Dy the three septenarles SUDerDOoSsedi 

前 の ペー ジ の 愚者 が 数 字 を 持た な い の で 、21 の 数 を 持つ 場合 が 有る 、 タ ロッ ト の 
22 ペー ジ 目 は 、3 組 目 の 7 つ 1 組 と し て 、3 組 の 7 つ 1 組 を 重ね 合わ せ て 表し て 、 タ 
ロッ ト の 全て の 象徴 を くり 返し て 要約 し て いる 。 

neXt, 


また 、 

the antagonism of colours expressed by the doVe and the dragon: 

アレ クサ ンド リア の フィ ロン の 話 の 、 銀 の ハト と 金 の 竜 は 、 色 の 対立 を 表す 。 

the circle or ROTA, formed by the dragon or serpent to typify length of 
daVS: 

寿命 を 表す た め に 、 ア レク サン ドリ ア の フィ ロン の 話 の 、 竜 また は 蛇 が 形成 する 輪 ま 
た は ROTA。 

fimally 

そし て 、 

the kabDbalistic divination of the entire Tarot, 

タロ ッ ト に よる カバ ラ 的 な 占い 。 

as Dractlsed in later days Dy the Egyptlan Bohemans, 

後に に エジプト 人 の ジプシー は タロ ッ ト に よる カバ ラ 的 な 占い を 実践 し た 。 

whose secrets were divined and recovered imperfectly Dy Etteilla. 

エッ ティ ラ は 、 ジ プシ ー の 秘密 を 推測 し て 不 完全 に 復活 させ た 。 

We see in the Bible that the high priests consulted the Lord on the 
golden table of the holy ark, Detween the cheruDs, or Dull-headed and 
eagle-wimged SDhimX: 

聖書 で 大 祭司 は 、 ケ ルビ ム 、 ま た は 、 牛 の 頭 と ワシ の 細 を 持っ た スフィンクス に 囲ま 
れ た 契約 の 箱 の ふた で ある 金 の 板 の 上 の 、 主 に 相談 し た 。 

that they consulted by the help of the Theraphim Urim, and Thummi, 
and by the Ephod!. 

大 祭司 は 主 に 、 テ ラフ ィ ム の 助け に よっ て 、 ウ リム と トン ミ ム の 助け に よっ て 、 エ フォ ド 
に よっ て 、 相 談 し た 。 

Nowy It is kmown that the Ephod was a magical sduare Of tWelve 
numDers and twelVe words engraVed On DreC10US StOn6S. 

エフ ォ ド は 12 の 数 の 魔 方 陣 で ある 。 エ フォ ド は 言葉 が 記さ れ て いる 12 個 の 宝石 に 
よる 魔 方 陣 で ある 。 

The word Teraphim in Hebrew sigmfies hieroglyphs or figured signs: 
テラ フィ ム は へ ブラ イ 語 で 象徴 を 意味 する 。 

the Urim and Thummni were the aboVe and Deneath, the east and west, 
the yes and n0, 

ウリ ム と トン ミ ム は 、 上 と 下 、 東 と 西 、「 は い 」 と 「 い いえ 」 で ある 。 

andthese signs corresponded to the two pillars of the Temple, JAKIN 
and BOHAS. 

ウリ ム と トン ミ ム は 、 神 殿 の 2 つの 柱 、 ボ アズ と ヤキ ン に 対応 し て いる 。 

When, therefore, the high priest wlshed to consult the oracle, 

大 祭司 が 神託 に 相談 し た い 時 は 、 

he drew by lot the Theraphim or tablets of gold, which Dore the Images 
of the four sacred words, and placed them Dy threes round the rational 
or Ephodi 


大 祭司 は 、 テ ラフ ィ ム 、 ま た は 、 ラ イオ ン と いっ た イ ョ ッ ド ヘー ヴァ ウ ヘー の 象徴 が 記 
され た 金 の 板 、 を 抽選 で 複数 引い て 、 理 性 が 有る 人 の 周り 、 ま た は 、 エ フォ ド の 周り に 
3 つ 1 組 で 並べ る 。 

that is, Detweenrn the two onyx stones which serVed as clasps to the Hittle 
chains of the Ephod. 

理性 が 有る 人 の 周り 、 エ フォ ド の 周り 、 エ フォ ド の 小さ い 鎖 の 留め 金 で ある 2 つの オ 
ニキ ス の 間 に 並 べ る 。 

The right onyx sigmfied Gedulah, or mercy and magnificence: 

エフ ォ ド の 鎖 の 留め 金 の 、 右 の オニ キス は 、 思 いや り 、 寛 大 を 表す 。 

the left referred to Geburah, and sigrufied justice and anger 

エフ ォ ド の 針 の 留め 金 の 、 左 の オニ キス は 、 厳 し さ 、 力 に 対応 し て いて 、 正 義 、 怒 り を 
表す 。 

Tf, for example, the sign of the lion were found on the left side ofthe 
stone which Dore the name of the tribe of judah, the high priest would 
read the oracle thus: "The staff ofthe Lord is amngered agaimst judah." 
例え ば 、 ラ イオ ン の 象徴 が ユダ 族 と 記さ れ て いる 石 の 左側 に 有 っ た 場合 は 、 大 祭司 
は 神託 を 「 主 で ある 神 の 杖 は ユダ 族 に 対し て 色 っ て いる 。」 と 読み 取る で あろ う 。 

Tf the Theraphim represented the man or cup, and were also found on 
the left, near the stone of Bemjamin, the high priest would read: "The 
mercy of the Lord is weary of the offences of Bemjarmm, which violate 
Him in His 1oVe. Whence He wl pour out on him the chalice of his 
wrath," 

人 や 杯 の テラ フィ ム が ベニ ヤミ ン 族 と 記さ れ て いる 石 の 近く の 左側 に 有 っ た 場合 は 
大 祭司 は 「 主 で ある 神 の 思い や り は 、 神 、 神 の 思い や り を 冒 す る ベニ ヤミ ン 族 の 罪 
を 嫌っ て いる 。 神 は 、 神 の 怒り の 杯 の 、 神 の 怒り を ベニ ヤミ ン 族 の 上 に 注ぐ で あろ 
う 。」 と 読み 取る で あろ う 。 

etC. 

な ど 。 

When the sovereign priesthood ceased in Israel, 

イス ラ エ ル で 王者 で ある 祭司 が 姿 を 隠し た 時 、 

when all oracles were silenced in the presence ofthe Word made ma 
人 に 成っ た 神 の 言葉 イエ ス の 前 で 全て の 神託 が 沈黙 し た 時 、 

and speaking by the mouth of the most popular and rmildest of sages, 
評判 の 良い 優し い 賢 者 達 の 口 に よっ て 、 神 の 言葉 が 話し た 時 、 

when the ark was lost, the sanctuary profaned, and the temple 
destroyedl 

契約 の 箱 が 失わ れ た 時 、 祭 司 だ け の 聖 所 が 大 衆 の 目 に さら され た 時 、 神 殿 が 破壊 
され た 時 、 

the mysteries of the Ephod and Theraphimt no 1onger traced on gold 
amd DreclOus StOn6S, 

エフ ォ ド と テラ フィ ム の 神秘 は 、 金 や 宝石 の 上 に 記さ れ な く 成 っ た 。 

were written, or rather drawru, Dy some learned KaDbDalists on 1IVory, 
parchment, gilt and silVvered coODDer 


何人 か の 学 の 有る カバ リス ト が 、 エ フォ ド と テラ フィ ム の 神秘 を 、 象 牙 、 羊 皮 紙 、 金 や 
銀 で めっき し た 銅 の 上 に 、 記 し た 、 と いう より は お むしろ 、 描 いた 。 

anQL fimally, on simple cards, 

そし て 、 エ フォ ド と テラ フィ ム の 神秘 は 、 カ ー ド の 上 に 描か れ た 。 

which were always suspected Dy the official Church as enclosing a 
dangerous key to 1ts myster1eS. 

淀 に 、 公 の 教会 は 、 教 会 の 神秘 へ の 危険 な 鍵 を 含ん で いる と 、 タ ロッ ト や トラ ンプ と 
いっ た カー ド を 邪推 し た 。 

Hence came those Tarots, 

カー ド か ら 、 タ ロッ ト は 生ま れ た 。 

the antidu1ty of which, revealed to the erudite Court de Gebelin Dy the 
Science Of hieroglyphs and numDers, 

学 の 有る クー ルド ジェ ブラ ン は 、 象 徴 と 数 の 知 で 、 タ ロッ ト が 古代 か ら 存 在 する 事 を 
明らか に し た 。 

SO exerclsed later the douDbtful perspicacity amd persistent investigation 
of Etteilla. 

そし て 、 後 に 、 タ ロッ ト が 古代 か ら 存 在 する 事 は 、 エ ッ テ ィ ラ の 疑わ し い 推 測 と 忍耐 強 
い 研究 を 鍛え た 。 

Court de GeDelim, in the eighth Volume of his "Primeval World," gives 
the figure of the twenty-two keys and four aces of the Tarot, 

「 原 始 世界 」 の 第 8 巻 で 、 ク ー ル ド ジェ ブラ ン は 、 タ ロッ ト の 22 の 鍵 、 棒 の 1、 杯 の 
1、 剣 の 1、 輪 の 1 の 絵 を も た らし た 。 

and demonstrates their perfect analogy with all symDols of the highest 
antidu1tV, 

クー ル ド ジェ ブラ ン は 、 古 代 の 全て の 象徴 と の 、 タ ロッ ト の 完全 な 類推 可能 性 を 実 
証し た 。 

He suDsequently endeavours to suDDIy ther explanation, amd goes 
astray naturally, 

し か し 、 ク ー ル ド ジェ ブラ ン は 、 タ ロッ ト を 説明 し よう と 試み て 、 必 然 的 に 、 道 を 外れ て 
じ ま っ た 。 

Decause 

な ぜ な ら 、 

he does not start from the universal and sacred tetragram, 

クー ル ド ジェ ブラ ン は 、 普 遍 の 神 の テト ラ グラ マト ン 、 ヤ ハウ ェ 、 イ ョ ッ ド ヘー ヴァ ウ 
ヘー を 、 タ ロッ ト の 起点 に し な か っ た 。 

the 1I0 EVOHE of the Bacchanalia, 

酒 神 バ ッ カ ス 祭 の イ ョ ッ ド エヴァ 。 

the TOD HE VAU HE of the sanctuary, 

祭司 だ け の 聖 所 の イ ョ ッ ド ヘー ヴァ ウ ヘー。 

the nr? of the KabDbalah. 

カバ ラ の ヤ ハ ウェ 。 

Etteilla or Alliette, DreOccuDpied entirely Dy his system of diVvimation and 
the material profit to be derived from 1t, 


エッ ティ ラ ま た は アリ エッ ト は 、 自 説 の タロ ッ ト 占 いと 、 自 説 の タロ ッ ト 占 いで 得 ら れる 
物質 的 な 利益 に 、 完 全 に 夢中 に 成っ た 。 

Alliette, formerly DarDer 

アリ エッ ト は 、 元 は 理髪 師 で あっ た 。 

having neVver learned French, or even orthography 

アリ エッ ト は 、 フ ラン ス 語 の 学 が 無かっ た 。 ア リエ ッ ト は 、 フ ラン ス 語 を 正しく 書く 学 す 
ら 無 か っ た 。 

pretended to reformm and thus appropriate the Book of THOT 

アリ エッ ト は 、 ト ー ト の 書 タ ロッ ト を 、 改 良し て 自分 の 物 に し た と 主張 し た (が 、 実 際 に 
は 、 改 悪し た )。 

In the Tarot, now Decome Very scarce, which he engraved, we fimd the 
following naiVve adVertisement on the twenty-eighth card- the eight of 
ClubDs: 

下記 の 、 愚 直 な 広告 が 、 現 在 は 希少 に 成っ た アリ エッ ト の タロ ッ ト の 28 番目 の 、 棒 
の 8 に は 記さ れ て いる 。 


Etteilla, 

デイ ラッ 

professor of algeDra 

代数 学 の 教師 、 

and correctors(sic) of the modern blunders of the ancient Dook of Thot 
古代 の トー ト の 書 タ ロッ ト の 近代 の 誤り の 修正 者 。 

Ves in the Rue deTOseille, No. 48, Paris. 

パリ の Rue de 1'Oseille の 48 番 、 在 住 。 


」 

Etteilla would have certaimly done Detter not to have corrected the 
blunders of which he speaks: 

エッ ティ ラ が 誤り と 思っ た 物 を 修正 し な い 方 (ほう ) が 確実 に 良かっ た の で ある 。 

his Dooks have degraded the ancient workK discoVered Dy Court de 
GeDbehm into the domain of vulgar magic and fortune-tellimg Dy cards. 
エッ ティ ラ の 本 は 、 ク ー ル ド ジェ ブラ ン が 発見 し た 古代 の 書 タ ロッ ト を 、 大 衆 の 低俗 
な 悪人 の 霊 の 魔術 と カー ド 占 い の 領 域 に まで 、 お と し め た 。 

He proVves nothmg who tries to proVe too much: 

「 証 明 し 過ぎ よう と する 人 は 何 も 証明 で き な い 。」。 

Etteilla furnishes another example of this old 10gical axiom: 

エッ ティ ラ は 、「 証 明 し 過ぎ よう と する 人 は 何 も 証 明 で き な い 。」 と いう 古代 の 論理 の 
言葉 の 、 実 例 で ある 。 

at the same tme, his endeavours led him to a certaim acdualntance wrth 
the KabDbalah, as may De seen in some rare Dassages Of his umreadaDle 
WOrKS. 


エッ ティ ラ の 読む に た えな い 本 の 、 い くつ か の 希少 な 言葉 に 見 られ る 様 に 、 エ ッ テ ィ 
ラ の 努力 は 、 エ ッ テ ィ ラ を ある 程度 の カバ ラ の 知識 に 導い た 。 

The true imitiates who were Etteilla's contemporar1les, 

エッ ティ ラ と 同じ 時 代 の 、 本 物 の 秘伝 伝授 者 は 、 タ ロッ ト の 秘密 を 所 有 し て いた 。 
the Rosicruclans, 

薔薇 十字 団員 は 、 タ ロッ ト の 秘密 を 所 有 し て いた 。 

for exarmple, amd the Martimists, who were in DoSSeSsion of the true 
Tarot, as a WOrK of Saint Martm proves, where the divisions are those of 
the Tarot, 

例え ば 、 分 類 が タロ ッ ト で ある ルイ クロ ー ド ド サン マル タン の 「Natural Table」 が 
証明 し て いる 様 に 、 本 物 の タロ ッ ト を 所 有 し て いた 、 マ ル テ ィ ニ スト は 、 タ ロッ ト の 秘密 
を 所 有 し て いた 。 

and this Dassage of an enemy of the Rosicrucians: 

下記 は 、 薔 薇 十字 団 の 敵 が 記し た 物 で ある 。 

They pretend to the possession of a Volume from which they can learn 
anythmg that can possiDly De found in other Dooks which now exist or 
may at any tme De Droduced. 

蒼 薇 十字 団 は 、 現 在 ま た は 未来 の 他 の 書物 の 全て を 学ぶ 事 が で きる 書物 (タロ ッ ト ) 
を 所 有 し て いる 、 と 主張 し て いる 。 

This Volume is their reasoT, 

現在 また は 未来 の 他 の 書物 の 全て を 学ぶ 事 が で きる 書物 (タロ ッ ト ) が 、 薔 薇 十字 団 
の 論理 で ある 。 

in which they find the prototype of everything that exists by the facility 
of analysing, making abDstractons, formimg a spDecies of intellectual 
world, amd creatimg all poss1Dle Deimgs. 

分 析 能 力 に よっ て 、 抽 出 に よっ て 、 一 種 の 知 の 世界 の 形成 に よっ て 、 全 て の 可能 な 
存在 の 創造 に よっ て 、 現 在 また は 未来 の 他 の 書物 の 全て を 学ぶ 事 が で きる 書物 ( タ 
ロッ ト ) の 中 に 、 存 在 す る 全て の も の の 原型 を 見 つけ る 事 が で きる 。 

See the philosophical, theosophical, microcosmlc CardS. 

哲学 的 な 神 知 学 的 な 小宇宙 的 な が カード (で ある タロ ッ ト ) を 見 な さい 。 

」 

(Conspiracy aganst the Catholic Religion and Soverelgns, Dy the author 
of The Veil raised for the Curious. Paris: Crapard. 1792.) 

(「 好 奇 心 が 強い 人 々 の た め に 、 め くり 上 げ ら れ た ヴェ ー ル 」 の 著者 に よる 「 カ トリ ッ ク 、 
宗教 と 王 に 対す る 秘密 結社 で ある 薔薇 十字 団 」。 パ リ 。Crapard。1792 年 。) 

The true imitiates, We repeat, who held the Tarot secret among ther 
greatest ImySter1eS, 

本 物 の 秘伝 伝授 者 は 、 無 上 に 大 いな る 神秘 と 共に 、 タ ロッ ト の 秘密 を 所 有 し て いた 。 
carefully refrained from protestng against the errors of Etteilla, 

本 物 の 秘伝 伝授 者 は 、 エ ッ テ ィ ラ の 誤り に 対す る 抗議 を 用 心して や め た 。 


and left him to reveil( = awake) instead of revealimg the arcana of the 
true claVicles of Solomon. 

本 物 の 秘伝 伝授 者 は 、 本 物 の ソロ モン の 小 鍵 タロ ッ ト の 秘密 を 明らか に する 代わ り 
に 、 誤 り を 自覚 させ る た め に エッ ティ ラ を 放っ て お いた 。 

Hence 

上 記 か ら 、 

it is not without profound astonishment that we have discovered imtact 
and stll unknown this key of all doctrimes and all philosophies of the 
old World. 

エリ ファ ス レヴ ィ は 、 古 代 の 世界 の 全て の 教え と 全て の 哲学 の 鍵 タ ロッ ト を 、 損 失 の 
無い まま で 、 未 知 の まま で 、 発 見 し て も 、 深 く は 驚か な か っ た 。 

1 speak ofit as a key 

エリ ファ ス レヴ ィ は タロ ッ ト が 鍵 で ある と 話し た 。 

and such it truIY 15, 

タロ ッ ト は 本 当 に 鍵 の 形 を し て いる 。 

havimng the circle of four decades as Its ring, 

鍵 タ ロッ ト の 輪 は 、4 組 の 10 つ 1 組 の 小 ア ルカ ナ の 輪 で ある 。 

the scale of 22 characters for its trunk or body 

鍵 タ ロッ ト の 胴体 は 、22 文字 の も の さ し で ある 。 鍵 タロ ッ ト の 胴体 は 、22 文字 の へ ブ 
ライ 文字 と 1 対 1 対応 で ある 、22 枚 の 大 アル カナ で ある 。 

and the three degrees of the triad for its wards: 

鍵 タ ロッ ト の 歯 は 、3 つ 1 組 の 3 段階 で ある 。 

as Such it Was reDresented Dy Postel in his "Key of Thimgs Kept Secret 
from the Foundation of the World." 

「 創 世 か ら 隠 され た も の の 鍵 」 で 、 ギ ヨー ム ボス テル は 、 タ ロッ ト は 鍵 で ある 、 と 話し 
て いる 。 

He indicates after the following manner the occult name of this key, 
which was known only to imitates:- The word may read ROTA, 

下記 の 様 に 、 ギ ヨー ム ポス テル は 、 秘 伝 伝授 者 だ けが 知っ て いる 、ROTA と 読め る 、 
鍵 タ ロッ ト の 隠さ れ た 名 前 を 示し た 。 


thus sigmifying the wheel of Ezekiel 
ROTA は 、 エ ゼ キ エル の 車輪 を 意味 する 。 
or TAROT 

ROTA は 、TAROT、 タ ロッ ト を 意味 する 。 
and then it is synonymous wrth the AZOTH of Hermetic philosophers. 
ROTA は 、 錬 金 術 師 の Azoth と 同義 語 で ある 。 

It is a word which kabbalistically expresses the dogmatic amd natural 
abDsolute: 

TAROT、 タ ロッ ト は 、 考 えと 自然 の 絶対 を カバ ラ 的 に 表し た 言葉 で ある 。 

it is formed of the characters of the monogram of Christ, accordimg to 
the Greeks and HeDreWs. 

TAROT、 タ ロッ ト は 、 ギ リ シ ャ 語 と へ ブラ イ 語 の キリ スト の 組み 合わ せ 文 字 の 文字 で 
形成 され て いる 。 

The Latin R or Greek P is found Detweenr the alpha and omega of the 
ApocalyDse: 

TAROT、 タ ロッ ト は 、 ラ テン 文字 の R また は ギリ シャ 文字 の P が 、 ヨ ハネ の 黙示 録 
の 最初 と 最後 、 ア ルフ ァ と オメ ガ の 間 に 存 在 す る 。 

the sacred Tau, image of the cross, encloses the whole word, 

十字 の 象徴 で ある 神 の タウ が 、TAROT、 タ ロッ ト と いう 言葉 全体 を 包ん で いる 。 

as DTeV1OuSly reDresented in our Ritual. 

すでに 話し た 様 に 。 

Without the Tarot, the magic of the ancients is a closed Dook, and it iS 
impossiDle to penetrate any of the great mysteries Of the KabDalah. 
タロ ッ ト 無 し で は 、 古 代 人 の 魔術 は 閉ざさ れ た 書物 で ある 。 タ ロッ ト 無 し で は 、 カ バラ 
の 大 いな る 神秘 を 見 通す 事 は 不可 能 で ある 。 


The Tarot alone interprets the magic sduares Of Agrippa and ParacelSUS, 
タロ ッ ト だ けが 、 コ ルネ リウ ス アグ リッ パ と パラ ケル スス の 魔 方 陣 の 意味 を 教え る 。 
as We may satisfy ourselves by forming these same squares with the 
keys of the Tarot, and reading off the hieroglyphs thus collected. 

タロ ッ ト の 鍵 で 、 コ ルネ リウ ス アグ リッ パ と パラ ケル スス の 魔 方 陣 を 形成 し て 集め ら 
れ た 象 微 を 読み 取る と 、 確 信 さ せら れる 様 に 。 

These are the seven magical squares of the planetary genil accordimg to 
ParacelSUS:- 

下記 は 、 パ ラケル スス の 7 惑星 の 吉 の 魔 方 陣 で ある 。 


By adding each of the columns of these squares, you wl obtain 
invarlaDly the characteristic numDer of the planet, 

パラ ケル スス の 魔 方 陣 の 縦 か 横 か 対角線 の 列 の 数 を 合計 する と 、 常 に 、 惑 星 の 象 
微 的 な 数 を 手 に 入れ られ る 。 

andL finding the explanation of this number Dy the hieroglyphs of the 
Tarot, 

そし て 、 パ ラケル スス の 魔 方 陣 の 縦 か 横 か 対角線 の 列 の 数 の 合計 の 、 説 明 を 、 タ 
ロッ ト の 象徴 で 見 つけ る 。 


YOU Droceed to seek the sense of all the figures, whether triangular 
SdUare, Or CTUCiforrm, that you fimd to De formed Dy the numDers. 

そし て 、 パ ラケル スス の 魔 方 陣 の 縦 か 横 か 対角線 の 列 の 数 の 合計 で 、 三 角形 、 正 方 
形 、 十 字形 を 形成 し て 、 全 て の 意味 を 、 タ ロッ ト で 見 つけ る 。 

The result of this operation wl De a complete and profound 
acdualntance with all the allegories amd mysteries Comcealed Dy the 
ancients under the symDol of each planet, or rather of each 
persorufication of the influences, celestial or human, upon all eVents of 
life. 

そう すれ ば 、7 惑星 の 象徴 の 下 で 、 と いう より は むし ろ 、 人 生 の 全て の 出来 事 に 対す 
る 天 ま た は 人 の 感化 力 を 7 惑星 の 霊 と し て 擬人 化し た 象徴 の 下 で 、 パ ラケル スス と 
いっ た 古代 人 が 隠し た 全て の 象徴 と 神秘 を 完全 に 深く 知る で あろ う 。 

We have said that 

すでに 話し た 様 に 、 

the twWenty-two keys of the Tarot are the twenty-two letters of the 
DrlrmitVe kabDalistic alphaDet, 

タロ ッ ト の (大 アル カナ の )22 の 鍵 は 、 最 初 の カバ ラ 的 な アル ファ ベッ ト で ある へ ブラ 
イ 文 字 の 22 文字 で ある 。 

and here follows a taDle of the Variants of this alphabet accordimg to 
divers HeDrew KaDDalists. 

下記 は 、 何 人 か の へ ブラ イ 人 の カバ リス ト に よる タロ ッ ト の 大 アル カナ の 一 般 と は 異 
な る 説明 で ある 。 


「 タ ロッ ト の 説明 」。 


K 

アレ フ 

Bemg, mmd, manm, or Godi 

存在 、 精 神 、 人 、 神 。 

the comprehensible oDject 

理解 可能 な も の 。 

unuty, mother of numDers, the first suDstance. 

唯一 性 、 数 の 母 、 第 一 質 料 。 

All these ideas are hieroglyphically expressed Dy the figure of the 
JUGGLER. 

魔術 師 の 姿 で 全て の 上 記 の 概念 は 象徴 的 に 表 さ れる 。 

His Dody and arms form the letter aleph, 

魔術 師 の 胴体 と 腕 は 文字 アレ フ (N) の 形 に 成っ て いる 。 

round his head there is a nimDus in the form of @。, 
魔術 師 の 頭 の まわ り に は oo の 形 の 後 光 が 存 在 する 。 

the emDblem of life and the umiversal sDirit: 

eo の 形 は 命 と 普遍 の 聖霊 の 象徴 で ある 。 

in front of him are swordS, CUDS, and Dantacles, 
魔術 師 の 前 に は 合 、 杯 、pantacle が 存在 する 。 

and he uplifts the miraculous rod towards heaven. 
魔術 師 は 奇跡 の 杖 を 天 に 向かっ て か か げ て いる 。 

He has a youthful figure and curly hair 1ike Apollo or Mercury: 
魔術 師 は アポ ロン や メル クリ ウス の 様 に 若い 姿 の 巻き 毛 で ある 。 
the smile of confidence is on his IDs, 

魔術 師 の 口元 に は 確信 の 笑み が うか ん で いる 。 

andthe look of intelligence in his eyes. 

魔術 師 の 目 に は 知力 が 見 える 。 


コ 

ベト 

The house of God and manr, the sanctuary the 1aw, the Gnosis, KabDalah, 
the occult church, the duad, wife, mother 

神 と 人 の 家 、 祭 司 だ け の 聖 所 、 法 、 グ ノー シス 、 カ バラ 、 隠 され た 教会 、2 つ 1 組 、 妻 、 


トナ o 


Hieroglpyh of the Tarot, THE FEMALE POPE: 

女性 の 法王 が タロ ッ ト の 2 ペー ジ 目 に は 描か れ て いる 。 

a Woman crOowned writh a Hara, 

法王 の 三重 の 王冠 を か ぶっ て いる 女性 が タロ ッ ト の 2 ペー ジ 目 に は 描か れ て いる 。 
wearing the horns of the Moon and ISis, 

女性 の 法王 は 月 と イシ ス の 角 を か ぶっ て いる 。 

her head enveloped in a mantle, 

女性 の 法王 の 頭 は マン ト で 隠さ れ て いる 。 

the solar cross on her Dreast, 

女性 の 法王 の 胸 の 上 に は 太陽 の 十字 が 存在 する 。 

and holdimg a Dook on her kmees, 

女性 の 法王 は ひざ の 上 に 本 を 持っ て いる 。 

which she conceals with her mantle. 

女性 の 法王 は 本 を マン ト で 隠し て いる 。 

A protestant author of a pretended history of Pope joan has met with, 
and used, for good or Dadl in the interest of his thesis, tWo Curious and 
ancient figures of the female pope or soVerelgn priestess of the Tarot. 
女性 の 法王 ヨハ ン ナ の 歴史 を 偽っ た プロ テス タン ト の 作者 は 結果 は さて お き 論 文 の 
た め に タロ ッ ト の 女性 の 法王 また は 女性 の 祭司 の 王者 の 2 枚 の 好奇 心 を そそ る 古 
代 の 絵 に 出会い 利用 し た 。 

These two figures ascriDe to her all the attriDutes of Isis: 

上 記 の 2 枚 の 絵 は イ シス の 全て の 特性 を 女性 の 法王 に 帰し て いる 。 

Im one she 1S carrylmg and caressing her son Horus: 

上 記 の 2 枚 の 絵 の 一 方 の 絵 に は 息子 の ホル ス を 持ち 抱い て いる イシ ス が 描か れ て 
いる 。 

In the other 

上 記 の 2 枚 の 絵 の 他方 の 絵 に は 女性 の 祭司 が 描か れ て いる 。 

she has 1ong and thin hair: 

女性 の 祭司 は 細長 い 髪 を し て いる 。 

she is seated Detween the two pillars of the duadl, 

女性 の 祭司 は 2 つ 1 組 の 2 つの 柱 の 間 に イ ス に 座っ て いる 。 

has a sunl with four rays on her Dreast, 

女性 の 祭司 は 胸 の 上 に 4 つの 光線 の 太陽 の 十字 を 持っ て いる 。 

places one hand upon a DooK, 

女性 の 祭司 は 一 方 の 手 に 本 を 置い て いる 。 


and makes the sign of sacerdotal esotericism with the other- that is to 
say, She uplifts three fimgers only the two others Deing folded to sigmify 
Imysteryi: 

女性 の 祭司 は 他方 の 手 で 神秘 を 表す た め に 親指 、 人 差し 指 、 中 指 を 伸ばし て 薬指 
と 小指 を 折り 曲げ る 祭司 の 秘伝 の 合図 を し て いる 。 

a Vell is Dehind her head!, 

女性 の 祭司 は 頭 の 後ろ に ヴェ ー ル が 有る 。 

and on each side of her chair the flowers of the lotus bloom upon the 
Sed. 

女性 の 祭司 の イス の 各 面 に は 海 の 上 の 蓮華 が 描か れ て いる 。 

1 strongly commuiserate the umlucky scholar who has seen in this 
antidue symDol nothing Dut a monumerntal portrait of his pretended 
PODpe 」oan. 

エリ ファ ス レヴ ィ は 、 タ ロッ ト の 2 ペー ジ 目 の 絵 と いう 古代 の 象徴 の 中 に 、 学 者 が 歴 
史 を 偽っ た 、 女 性 の 法王 ヨハ ン ナ し か 見 えな か っ た 、 失 敗 し た 学者 に 強い あわ れ み 
を 覚え る 。 


引 

ギ メ ル 

The wordl, the triad, plenitude, fecundity, nature, generation in the three 
worlds. 

言葉 、3 つ 1 組 、 充 満 、 豊 か さ 、 自 然 、3 つの 世界 の 中 で の 生成 。 

SymDbol, THE EMPRESS, 

タロ ッ ト の 3 ペー ジ 目 に は 女帝 が 描か れ て いる 。 

a Woman Winmged!, 

女 需 は 糞 を 持っ て いる 。 

CrOWTne0!, 

女帝 は 王冠 を か ぶっ て いる 。 

Seated!, 

女帝 は 王座 に 座っ て いる 。 

and upliftimg a sceptre with the orD ofthe world at its endi: 

女帝 は 地球 を の せ た 王 効 を か か げ て いる 。 

her sigT is an eagle, 

女帝 の 象徴 は ワン で ある 。 

image of the soul and of life. 

ワシ は 魂 と 命 の 象徴 で ある 。 

This womanr is the Venus-Urania of the Greeks, 

女 帝 は ロー マ の 愛 の 女神 ウェ ヌス と ギリ シャ の 天 の 女 神 ウ ラニ ア 、「 天 の 愛 (ウェ ヌス 
ウラ ニア )」 で ある 。(「 響 宴 」 に 、「 天 の 愛 」 を 意味 する 「 ウ ェ ヌ メス ウラ ニア 」、「 ア フロ 
ディ ー テ ウラ ニア 」 と 、 肉 欲 で ある 「 大 衆 の 愛 」 を 意味 する 「 ウ ェ ヌ ス パン デモ ス 」、 

「 ア フロ ディ ー テ パン デモ ス 」 と いう 区 別 が 記さ れ て いる 。) 

and was represented Dy St john in his Apocalypse as the Woman clothed 
wrth the Sun, crowned wrth twelVe stars, and wrth the moon Deneath 
her feet. 

ヨハ ネ の 黙示 録 12 章 1 節 で 使徒 ヨハ ネ は 女帝 を 太陽 の 衣 を 着 て 12 の 星 の 王冠 
を か ぶり 月 を 足 の 下 に し て いる 女性 と し て 表し た 。 

It is the mystical uimtessence of the triad, spirituality, irmmortality, the 
queer of heaVen. 

女帝 は 3 つ 1 組 の 神秘 の 精髄 、 霊 性 、 不 死 、 天 の 女王 で ある 。 


ィ 
ダレ ト 

The ports or goVernmenrnt of the easterns, imitatiom, Dower the 
tetragram the quaternary, the cuDic stone, Or its Dase. 

東 の 門 ま た は 統治 、 入 門 、 力 、 テ トラ グラ マト ン 、 ヤ ハウ ェ 、4 つ 1 組 、 立 方 体 の 石 、 立 
方 体 の 石 の 基礎 。 

Hieroglyph, THE EMPEROR, 

タロ ッ ト の 4 ペー ジ 目 に は 皇帝 が 描か れ て いる 。 

a SOVerelgn whose Dody represents a right-angled triangle, 


皇帝 の 胴体 は 直角 三角 形 を 表す 。 

and hs legs a CrOSS, 

皇帝 の 脚 は 十字 に 交差 し て いる 。 

the image of the Athanor of the philosophers. 
十字 は 錬金術 師 の 錬 金 妨 の 象徴 で ある 。 


財 

20 語 

Indicaton, demonstration, instruction, 1aW, symDolism, philosophYy 
religion. 

印 、 実 証 、 教 授 、 法 、 象 微 、 哲 学 、 宗 教 。 

Hieroglyph, THE POPE, or grand hierophant. 

タロ ッ ト の 5 ペー ジ 目 に は 法王 また は 大 祭司 イエ ス 、 秘 儀 祭 司 が 描か れ て いる 。 

In more modern Tarots this sign is replaced Dy the image of Tupiter 

より 近代 の タロ ッ ト で は タロ ッ ト の 5 ペー ジ 目 に は ユピテル が 描か れ て いる 。 

The grand hierophant, seated Detween the two pillars of Hermes and of 
Solomor 

大 祭司 イエ ス は ソロ モン の 2 つの 柱 の 間 に 座っ て いる 。 秘 儀 祭 司 は ヘル メス の 2 つ 
の 柱 の 間 に 座 っ て いる 。 

makes the sign of esotericism, 

大 祭司 イエ ス は 一 方 の 手 で 親指 、 人 差し 指 、 中 指 を 伸ばし て 薬指 と 小指 を 折り 曲げ 
る 祭司 の 秘伝 の 合図 を し て いる 。 

and leans upor a CrOSSs with three horizontals of triangular form. 

大 祭司 イエ ス は 横木 が 三角 形 を 形成 し て いる 三重 十字 架 に 寄り か か っ て いる 。 
Two inferior mrusters kmeel Defore him. 

2 人 の 祭司 が 大 祭司 イエ ス の 前 に ひざ まず いて いる 。 

Having above him the capitals of the two pillars, and Delow him the two 
heads of the assistants, he is thus the centre of the quimary, and 
reDresents the divine Dentagram, g1Vimg 1ts Complete meaming. 

2 つの 柱 の 柱頭 の 下 に いて 、2 人 の 祭司 の 頭 の 上 に いる 、 大 祭司 イエ ス は 5 つ 1 組 
の 中 心 で あり 、 神 の 五 世 星 を 表し 、 五 世 星 の 完全 な 意味 を も た らし て いる 。 

As a fact, the pillars are necessity or 1aw, the heads hDerty or action. 
実に 、2 つの 柱 は 必然 また は 法 で あり 、2 人 の 祭司 の 頭 は 自由 また は 行動 で ある 。 
A jine may De drawn from each pillar to each head, and two Hmnes from 
each pillar to each of the two heads. 

右 の 柱 か ら 右 の 祭司 の 頭 へ 1 つの 線 を 描く 事 が 可能 で あり 、 左 の 柱 か ら 左 の 祭司 
の 頭 へ 1 つの 線 を 描く 事 が 可能 で あり 、 右 の 柱 か ら 2 人 の 祭司 の 頭 へ 2 つの 線 を 
描く 事 が 可能 で あり 、 左 の 柱 か ら 2 人 の 祭司 の 頭 へ 2 つの 線 を 描く 事 が 可能 で あ 
る 。 

Thus a sduare, Qivided by a cross into four triangles, is oDtaimedl 

上 記 の 様 に 正方 形 と 十字 で 分 割 さ れ た 4 つの 三角 形 が 得 ら れる 。 

and in the middle of this cross is the grand hierophant, we might almost 
say hke the garden spider in the centre of his web, were such a 
compar1son Decomnng to the thimgs of truth, glory, and Hght. 

十字 の 中 央 に 大 祭司 イエ ス 、 秘 儀 祭司 が いて 、 仮 に 真理 、 栄 光 、 光 の も の を 次 の 様 
に 例え られ る の で あれ ば 、 巣 の 中 心 に いる 庭 の クモ の 様 で ある と 言え る 。 


] 
アル メア 
Seduence, Interlacement, hnmgam, entanglement, union, emDrace, strife, 
antagonnsm, ComDinatiom, eduihDrium. 
順序 、 織 り 交 ざっ た も の 、 男 性 器 、 も つれ 、 結 合 、 抱 く 、 戦 い 、 相 対す る も の 、 組 合せ 、 
つり 合い 。 
Hieroglyph, man 4 Vice and Virtue. 
タロ ッ ト の 6 ペー ジ 目 に は 悪徳 の 女性 と 徳 の 女性 の 間 の 男性 が 描か れ て いる 。 
ADoVe him shines the sun of truth, and in this sun is LoVve, Dendhmg his 
bow and threatemmg Vice with his shaft. 

男性 の 頭上 に は 真理 の 太陽 が 輝い て いて 、 真 理 の 太陽 の 中 に は 愛 の 神 エ ロス が い 
て 、 愛 の 神 エ ロス は 弓 を 引い て 矢 で 悪徳 の 女性 を お ど し て いる 。 
In the order of the ten Sephiroth, this symDol corresponds to 
TIPHERETH- that is, to idealism and Deauty. 
10 の セ フ ィ ロ ト の 秩序 で は 、 タ ロッ ト の 6 ペー ジ 目 の 象徴 は ティ フェ レト に 対応 する 。 
ティ フェ レト は 理想 と 美 で ある 。 
The numDer six represents the antagonism of the two triads, that 1S, 
aDsolute negation and 生生 affirmation. 
数 6 は 絶対 の 青 定 と 絶対 の 否定 と いう 2 つの 3 つ 1 組 の 相対 する も の を 表す 。 
It is therefore the numDer of toil and 1iDerty 
上 記 の 理由 か ら 6 は 苦労 と 自由 の 数 で ある 。 
and for this reason it connects also with moral Deauty and glory. 

上 記 の 理由 か ら 6 は 倫理 道徳 的 な 美 と 栄光 に 結び つく 。 


IN 


Seoez7 だ ey の が が 6 zo 


【 
ザイ ン 

WeaportL Sword cherub's sword of fire, the sacred septenary, triumph, 
rOyalty, priesthood. 

武器 、 剣 、 留 天使 ケル ブ の 火 の 剣 、 神 の 7 つ 1 組 、 勝 利 、 王 者 、 祭 司 。 
Hieroglyph, a cuDic chariot 

タロ ッ ト の 7 ペー ジ 目 に は 立方 体 の 戦車 が 描か れ て いる 。 

with four pillars 

戦車 に は 4 つの 柱 が 有る 。 

and an azure and starry drapery 

戦車 に は 空色 の 星 の 天幕 が か か っ て いる 。 


In the chariot, Detween the four pillars, a Victor crOowned with a circle 
adorned wrth three radiant golden pentagrams. 

戦車 の 中 に は 、4 つの 柱 の 間 に は 、3 つの 光 を 放つ 金 の 五 星 が 飾ら れ た 円 の 王 
区 を か ぶっ た 勝利 者 が いる 。 

Upon his Dreast are three suUDerDOSsed sdUareS, 

勝利 者 の 胸 の 上 に は 3 つの 重ね 合わ せ た 正 方 形 が 有る 。 

on his shoulders the urim and thummim of the sovereign sacrificer 
reDreserted Dy the two crescents of the moon in Gedulah and Geburah: 
勝利 者 の 左右 の 肩 の 上 に は 、 王 者 の 犠牲 を ささ げ る 者 の ウリ ム と トン ミ ム 、 寛 大 、 思 
いや り と 上 茂 し さ を 意味 する 2 つの 三日月 が 有る 。 

In his hand is a sceptre surmounted Dy a globe, square, and triangle: 
勝利 者 の 一 方 の 手 に は 球体 、 正 方 形 、 三 角形 を の せ た 王 乱 が 有る 。 

his attitude 1s Droud and tranmdu1l. 

勝利 者 の 態度 は 誇り を 持ち 平静 で ある 。 

A douDle sphinx or twWo sphinxes joimned at the 1ower Darts are 
harnessed to the chariot: 

戦車 に は 白い スフィンクス と 黒い スフィンクス の 下部 が つなが れ て いる 。 

they are pulling in opDposite directiOnS, 

白い スフィンクス と 黒い スフィンクス は 正反対 の 方 向 へ 戦車 を 引い て いる 。 

Dut one is turnmg his head so that they are 1ooking in the same 
directon. The sphinx wrth head turned is Dlack, the other is white. 

し か し 、 黒 い ス フィ ンク ス は 頭 を 白い スフィンクス の 方 へ 向け て いる の で 白い ス フ ィ ン 
クス と 黒い スフィンクス は 同じ 方 向 を 見 て いる 。 

On the square which forms the fore part of the chariot is the Indian 
Ingam surmounted Dy the fIyimg sphere of the Egyptians. 

戦車 の 前 方 の 正方 形 の 上 に は エジプト の 空 を 飛ぶ 球体 を の せ た イ ンド の 男性 器 と 
女性 器 が 有る 。 

This hieroglyph, which we reproduce exactly, 1S Derhaps the most 
beautiful and complete of all those which are comprised in the clavicle 
Of the Tarot. 

エリ ファ ス レヴ ィ が 再生 させ た タロ ッ ト の 7 ペー ジ 目 は 全て の タロ ッ ト の 小 鍵 の 中 で 
店 ら く 最 も 美しく 完全 で ある 。 


還 

ヘ へ ト 

Balance, attraction and repulsion, Hfe, terror Drommlse, and threat. 
天 衝 、 引 き 寄せ る 事 と し り ぞ ける 事 、 命 、 恐 怖 、 約 束 、 脅 迫 。 

Hieroglyph, JUSTICE with sword and Dalance. 

タロ ッ ト の 8 ペー ジ 目 に は 剣 と 天 各 を 持っ た 正義 の 女神 が 描か れ て いる 。 


D 

テト 

Good, horror of evil, morality, wlsdom. 

療 、 悪 へ の 憎悪 、 倫 理 道徳 、 覧 明 さ 。 

Hieroglyph, a sage 

タロ ッ ト の 9 ペー ジ 目 に は 賢者 が 描か れ て いる 。 

learumg on his staff, 

賢者 は 杖 に 寄り か か っ て いる 。 

holding a lamp in front of him, 

賢者 は 前 に ラン プ を 持っ て いる 。 

and completely enveloped in his cloak. 

賢者 は マン ト で 完全 に 覆い 隠さ れ て いる 。 

The inscription is THE HERMIT or CAPUCHIN, on accourt of the hood of 
his oriental cloak : 

タロ ッ ト の 9 ペー ジ 目 の 名 前 は 隠者 また は オリ エン ト の マン ト の フー ド の た め に カプ 
チン 会 修道 者 で ある 。 

his true name, howeVer 1s PRUDENCE, 

し か し 、 タ ロッ ト の 9 ペー ジ 目 の 本 当 の 名 前 は 思慮 で ある 。 

and he thus completes the four cardinmal virtues which seemed 
imperfect to Court de GeDelim and Etteilla. 

タロ ッ ト の 8 ペー ジ 目 の 正義 、 タ ロッ ト の 9 ペー ジ 目 の 思慮 、 タ ロッ ト の 11 ペー ジ 目 
の 勇気 、 タ ロッ ト の 14 ペー ジ 目 の 節制 と いう クー ル ド ジェ ブラ ン と エッ ティ ラ に は 不 
完全 に 思わ れ た 4 つの 李 要 徳 が 完全 に そろ う 。 


/ 

イ ヨ ョ ッ ド 

Primciple, marifestation, Draise, manly honour phallus, virile fecumdity, 
Daternal sceptre. 

原理 、 表 れ 、 替 美 、 男 性 らし い 栄 光 、 男 性 器 、 男 性 らし い 繁 殖 力 、 父 で ある 神 の 王 勿 。 
Hieroglyph, THE WHEEL OF FORTUNE, 

タロ ッ ト の 10 ペー ジ 目 に は 運命 の 車輪 が 描か れ て いる 。 

that is to say the cosmogonncal wheel of Ezekiel, 

タロ ッ ト の 10 ペー ジ 目 に は エ ゼ キ エ ル の 宇宙 の 創造 の 車輪 が 描か れ て いる 。 
wrth a Hermanubis ascendimg on the right, 

運命 の 車輪 の 右 を ヘル マニ ビス が 昇っ て いる 。 

a Typhon descending on the left, 

運命 の 車輪 の 左 を ティ フォ ン が 降り て いる 。 

and a sphimx in equihDrium aDoVe, 

運命 の 車輪 の 上 で スフィンクス が つり 合わ せ て いる 。 

holding a sword Detween his ]iom's claws- 

スフィンクス は ライ オン の 爪 の 間 で 剣 を 持っ て いる 。 

an admirable symbol 

タロ ッ ト の 10 ペー ジ 目 は 見 事 な 象徴 で ある 。 

disfigured Dy Ettellla, who replaced Typhon by a wolt, HermanuDis Dy a 
mouse, and the sphinx Dy an ape, an allegory characteristic of Etteilla's 
KabDalah. 

エッ ティ ラ の 自説 の カバ ラ の 象徴 の 特性 の た め に 、 エ ッ テ ィ ラ は ヘル マニ ビス を ネズ 
ミ に 、 テ ィ フ ォ ン を オオ カミ に 、 ス フィ ンク ス を サル に 変え て タロ ッ ト の 10 ペー ジ 目 の 
絵 を 台無し に し た 。 


軸 

カフ 

The hand in the act of grasping and holdimg. 

把握 し 保有 する 行動 の 手 。 

Hieroglyph, STRENGTHI, 

タロ ッ ト の 11 ペー ジ 目 の 名 前 は 強 さ で ある 。 

a Woman 

タロ ッ ト の 11 ペー ジ 目 に は 女性 が 描か れ て いる 。 

crOWned wrth the Vital oo 

女性 は 命 の oo の 形 の 王冠 を か ぶっ て いる 。 

closes, duletly and without effort, the jaws of a ragimg Hon. 
女性 は 、 お だ や か に 力 無 し に 、 激 し い ラ イオ ン の あご を 閉ざし て いる 。 


り 

ラメ ド 

Example, instructo, Dublic teaching. 

見 本 、 教 授 、 公 の 教え 。 

SymDbol, a man hanging Dy one foot, 

タロ ッ ト の 12 ペー ジ 目 に は 片 脚 で 吊る され た 男 が 描か れ て いる 。 
wrth his hands Dound Dehind his Dack, 

吊る され た 男 は 両手 を 後ろ る で し ば られ て いる 。 

so that his Dody makes a triangle with apex downwards, 
中 る され た 男 の 胴 体 は 逆さ の 三角 形 を し て いる 。 

and hs legs a crOSSs 

吊る され た 男 の 両 脚 は 十字 に 交差 し て いる 。 

apoVe the triangle. 

吊る され た 男 の 体 は 三角 形 の 上 の 十字 の 形 を し て いる 。 

The gallows is in the formm of a HeDbrew Tau, 

絞 首 台 は へ ブラ イ 文 字 の タウ () の 形 を し て いる 。 

and the two uprights are trees, from each of which six Dranches haVe 
been lopped. 

絞 首 台 の 2 本 の 木 は 各々 6 本 の 枝 が 切り 取ら れ て いる 。 

We have previously explained this symDol of sacrifice and the fimished 
WOrKk. 

タロ ッ ト の 12 ペー ジ 目 は 犠牲 と 終え た 務め の 象徴 で ある 。 


析 

メ ム 

The heaven of jupiter and Mars, dormination and force, new Dirth, 
creation and destruction. 

木星 と 火星 の 天 、 統 治 と 力 、 新 生ま た は 改心 、 創 造 と 破壊 。 

Hieroglyph, DEATHI, 

タロ ッ ト の 13 ペー ジ 目 に は 死 の 女性 が 描か れ て いる 。 

reaD1mg CrOWned headsin ameadow where men are grTOW1ng. 

死 の 女性 は 人 が 成長 し て いる 牧草 地 で 王冠 を か ぶっ て いる 人 の 頭 を 収穫 し て いる 。 


J 

メン 

The heaven of the Sun, chmates, seasons, motion, changes of life, which 
1S eVer neW yet ever the same. 

太陽 の 天 、 傾 向 、 季 節 、 動 き 、 常 に 新しい が 常に 同じ で ある 命 の 移り 変わ り 。 
Hieroglyph, TEMPERANCE, 

タロ ッ ト の 14 ペー ジ 目 の 名 前 は 節制 で ある 。 

an angel 

タロ ッ ト の 14 ペー ジ 目 に は 天使 が 描か れ て いる 。 

with the sign of the sun upon her forehead!, 

天使 は ひたい の 上 に 太陽 の 象徴 を 身 に つけ て いる 。 

and on the Dreast the square and triangle of the septenary, 
天使 は 胸 の 上 に 7 つ 1 組 を 表す 正方 形 と 三角 形 を 身 に つけ て いる 。 

pours from one chalice into another the two essences which compose 
the elixir of life. 

天使 は 命 の エリ クサ ー を 構成 する 金 と 光 と いう 2 つの 要素 を 一 方 の 聖杯 か ら 別 の 
聖杯 へ 注い で いる 。 


0 

サメ ク 

The heaven of Mercury, OCcult science, magic, COrmTmerCe, el0dUentCe, 
mystery, moral force. 

水星 の 天 、 隠 され た 自然 科学 、 魔 術 、 商 業 、 雄 弁 、 神 秘 、 倫 理 道徳 的 な 力 。 
Hieroglyph, THE DEVIL, the goat of Mendes, or the Baphomet of the 
Temmple, with all his pantheistic attriDutes. 

タロ ッ ト の 15 ペー ジ 目 に は 全て の 汎 神 の 属性 を 持つ 悪魔 、 メ ン デ ス の ヤギ 、 神 殿 騎 
士 団 の バフ ォ メ ッ ト が 描か れ て いる 。 

This is the only hieroglyph which was properly understood and 
COrrectly interpreted Dy Etteilla. 

タロ ッ ト の 15 ペー ジ 目 は エッ ティ ラ が 正しく 理解 し 正しく 説明 し た 唯一 の 象徴 で あ 
る 。 


ッ 

アイ ン 

The heaven of the Moon, alterations, suDVers1ons, Changes, faihings. 

月 の 天 、 変 化 、 転 導 、 移 り 変わ り 、 み 。 

Hieroglyph, a tower struck by lightmmg, proDaDly that of Babel. 

タロ ッ ト の 16 ペー ジ 目 に は 多分 バベル の 塔 で あろ う 、 雷 に 打 た れ た 塔 が 描か れ て 
いる 。 

Two DersoOns, douDtless Nimrod and his false prophet or mimister are 
precipitated from the summit of the ruinms. 

多分 ニム ロ デ と ニム ロ デ の 偽 の 預言 者 また は 偽 の 祭司 と いう 、2 人 の 人 が 廃 壇 の 頂 
上 か ら 真 っ 逆さ ま に 落 ち て いる 。 

One ofthe personages in his fall perfectly represents the letter gnain. 
堕ち て いる 2 人 の うち の 1 人 は 完全 に へ ブラ イ 文 字 ア イン ⑦⑰) の 形 を し て いる 。 


回 

プ フ ェ 

The heaven of the soul, outpourinmgs of thought, moral influence of the 
idea on forms, immortality. 

魂 の 天 、 思 考 の 流出 、 形 の 上 に お ける 概念 の 代理 道徳 的 な 影響 、 不 死 。 
Hieroglyph, the Durming star and eternal youth. 

タロ ッ ト の 17 ペー ジ 目 の 名 前 は 燃え る 星 と 永遠 の 若 さ で ある 。 

We haVe already descriDed this symDol. 

タロ ッ ト の 17 ペー ジ 目 の 絵 に つい て は 、 す で に 話し た 通り で ある 。 


さ 

ツァ ー デ 

The elements, the VisiDle world, the reflected light, material forms, 
Symbolism. 

四 大 元素 、 見 える 世界 、 反 射 し た 光 、 こ の 世界 の も の の 形 、 象 微 。 
Hieroglyph, the moorl, 

タロ ッ ト の 18 ペー ジ 目 に は 月 が 描か れ て いる 。 

deW, 

し ずく が 有る 。 

a craD rising in the water towards land!, 

ザリガニ が 水 の 中 か ら 地 へ 昇っ て いる 。 

a dog and wolf Darking at the moon and chained to the Dase of two 
tOWerS, 

2 つの 塔 の 基礎 に 鎖 で つなが れ た 犬 と オオ カミ が 月 に 向かっ て ほえ て いる 。 
a path lost in the horizon and sprimkled with blood. 

血 の 点 在 する 1 つの 経路 が 地平 線 に 消え て いる 。 


? 

クオ フ 

Composites, the head, apeX, Drimce of heaVen. 

合成 し た も の 、 頭 、 頂 点 、 天 の 王 。 

Hieroglyph, a radiant sum, and two naked children takimg hands in a 
fortified enclosure. 

タロ ッ ト の 19 ペー ジ 目 に は 光 を 放つ 太陽 、 要 塞 化 さ れ た 囲い の 中 で 手 を と り 合う 2 
人 の 裸 の 幼子 が 描か れ て いる 。 

Other Tarots suDstttute a sp1nner unwlmdinmg destmies, 

タロ ッ ト の 19 ペー ジ 目 の 別 の 絵 に は 運命 の 糸 を ほど いて いる 運命 の 女神 が 描か れ 
て いる 。 

and others, agai, a naked child mounted on a white horse and 
displaying a scarlet standard. 

タロ ッ ト の 19 ペー ジ 目 の 別 の 絵 に は 白い 馬 に 乗り 深紅 の 旗 を 見 せ て いる 1 人 の 裸 
の 幼子 が 描か れ て いる 。 


っ 
レシ ュ 

VegetatVe Drinciple, generative Virtue of the earth, eternal life. 
植物 の 原理 、 地 の 生殖 力 の 徳 、 永 遠 の 命 。 

Hieroglyph, THE TUDGMENT 

タロ ッ ト の 20 ペー ジ 目 の 名 前 は 審判 で ある 。 

A genius sounds the trumpet 

神 の 聖霊 が ラッ パ を 吹い て いる 。 

and the dead rise from their tomDbs. 

死者 が 墓 か ら 復活 し て いる 。 

These persons who are vimg and were dead, are a man, woman, and 
child- 

か つて 死ん だ が 生き て いる 人 は 男性 、 女 性 、 幼 子 で ある 。 

the triad of human life. 

男性 、 女 性 、 幼 子 は 人 の 命 の 3 つ 1 組 で ある 。 


ゆ 

シュ イン 

The sensitive primciple, the flesh, eternal life. 

敏感 な 原理 、 肉 、 永 遠 の 命 。 

Hieroglyph, THE FOOL.Amanin the garD of a fool, 

タロ ッ ト の 21 ペー ジ 目 に は 愚者 の 外見 を し た 男性 が 描か れ て いる 。 
wandering wlthout am, 

男性 は 目的 無し に さま よっ て いる 。 

Durdened wrth a wallet full, no douDt of his follies and Vices: 

男性 は 恐らく 吊 か さと 悪徳 に 満ち た 、 ず だ 袋 を 負っ て いる 。 

his disordered clothes discoVer his shame: 

男性 の 乱れ た 衣服 に は 男性 の 恥部 が 見 つか る 。 

he is being Ditten by a tger and does not kmow how to escape or defend 
himself. 

虎 が 男性 を 噛ん で いる 。 男 性 は 虎 を 免れ る 方 法 や 自身 を 守る 方 法 を 知ら な い 。 


| 

2 

The microcosm, the sum of all in all. 

小宇宙 、 全 て の 中 で の 全て の 要約 。 

Hieroglyph, Kether or the kabDalistic crowTm, 

タロ ッ ト の 22 ペー ジ 目 に は ケ テ ル 、 カ バラ の 王冠 が 描か れ て いる 。 
betweenr the four mysterious amirmals. 

和牛 、 人 、 ワ シ 、 ラ イオ ン と いう 4 つの 神秘 の 動物 の 間 に 王 冠 が 存在 する 。 
In the middle of the crown is Truth holding a rod in each hand. 
王冠 の 中 央 で 真理 の 女性 が 各々 の 手 に 1 つの 杖 を 持っ て いる 。 


Such are the twenty-two keys of the Tarot, which explain all its 
numDers. 

上 記 が 、 タ ロッ ト の 22 の 鍵 と 数 の 説明 で ある 。 

Thus, 

上 記 か ら 、 

the juggler or key of the urities, explains the four aces with ther 
quadruple DrogreSS1Ve sigrufication in the three worlds and in the first 
Drlnciple. 

魔術 師 また は 1 の 鍵 は 、3 つの 世界 に お ける 、 第 一 原理 で ある 神 に お ける 、 棒 の 1、 
杯 の 1、 剣 の 1、 輪 の 1 の 四 重 の 進歩 的 な 意味 を 説明 する 。 

So also the ace of deniers or of the circle is the soul of the world: 

フラ ンス の コイ ン の ドゥ ニ エ の 1、 ま た は 、 輪 の 1 は 、 世 界 の 魂 、 地 の 魂 、 星 の 光 で あ 
る 。 

the ace of swords is rmihtant intelligence: 

剣 の 1 は 、 戦 闘 的 な 知 で ある 。 

the ace of cups is loVing intelhigence: 

杯 の 1 は 、 思 いや り 深 い 知 で ある 。 

the ace of cluDs is creatiVe imtelligenmce: 

棒 の 1 は 、 創 造 す る 知 で ある 。 

they are also the principles of motion, Drogress, fecumdity, and Dower 
棒 の 1、 杯 の 1、 剣 の 1、 輪 の 1 は 、 運 動 の 原理 、 進 歩 の 原理 、 豊 杯 の 原理 また は 多 
産 の 原理 、 力 の 原理 で ある 。 

Each numDer multplied Dy a key g1ves another numDer which, 
exDplaimned in turn by the keys, completes the philosophical and relig1ous 
revelation contained in each sign. 

タロ ッ ト の 小 ア ルカ ナ の うち の 1 枚 と 大 アル カナ の うち の 1 枚 の 組み 合わ せ を 、 タ 
ロッ ト の 大 アル カナ で 解釈 する と 、 タ ロッ ト の 象徴 の 哲学 的 な 啓示 と 宗教 的 な 啓示 
を 補完 で きる 。 

Now, each of the fiftV-six cards can De multiplied in turn by the twenty- 
tWO Keys: 

56 枚 の タロ ッ ト の 小 ア ルカ ナ の うち の 1 枚 と 22 枚 の 大 アル カナ を 組み 合わ せる 事 
が で きる 。 

a series of combinations thus results, giVimg all the most astomishing 
conclusions of revelation and of light. 

56 枚 の タロ ッ ト の 小 ア ルカ ナ の うち の 1 枚 と 22 枚 の 大 アル カナ の 一 連 の 組み 合わ 
せ は 、 啓 示 の 驚く べき 結論 と 、 光 の 入 く べき 結論 を も た ら す 。 

It is a tTuIy philosophical machine, 

タロ ッ ト は 、 哲 学 的 な 機械 で ある 。 

which keeps the mind from going astray while leaving its imitiative amd 
IDerty: 

タロ ッ ト は 、 精 神 の 主導 権 と 自由 を 残し つつ 、 精 神 が 道 を 外れ な い 様 に 引き 留め る 。 
1t is mathemattcs appled to the aDsolute, 


タロ ッ ト は 、 絶 対 に 対し て 応用 し た 数 学 で ある 。 タ ロッ ト は 、 神 に 対し て 応用 し た 数 学 
で ある 。 

the alljiance ofthe positiVe and the ideal, 

タロ ッ ト は 、 実 際 に 存在 する も の と 概念 の 結合 で ある 。 

a lottery of thoughts as exact as nurmDers, 

タロ ッ ト は 、 数 の 様 に 正確 な 、 思 考 の くじ 引き で ある 。 タ ロッ ト は 、 数 の 様 に 正確 な 、 思 
考 の 運命 の めぐ り 合 わせ で ある 。 

perhaps the simplest and grandest conception of human geTu1us. 

多分 、 タ ロッ ト は 、 人 の 天才 の 無 上 に 単純 で 大 いな る 概念 で ある 。 多 分 、 タ ロッ ト は 、 
人 の 精神 の 無 上 に 単純 で 大 いな る 概念 で ある 。 

The mode ofreading the hieroglyphs of the Tarot is to arrange them in a 
Square Or triangle, placimg edual numDers in antagonlsm, and 
concilhatimg them Dy the umedual. 

タロ ッ ト の 象徴 を 読み 取る 方 法 は 、 タ ロッ ト を 同じ 数 が 対立 する 様 に 正方 形 か 三角 
形 に 並べ て 、 対 立 し て いる ペー ジ 群 を 対立 し て いな い ペ ー ジ で 調和 、 一 致 させ る 事 
で ある 。 

Four signs imVarlaD1y express the aDsolute in a given order and are 
exDplaimed Dy a fifth. 

そう すれ ば 、 任 意 の 順序 で 、 常 に 、 タ ロッ ト の 4 つの 象徴 が 絶対 を 表し 、 タ ロッ ト の 第 
5 の 象徴 が 4 つの 象徴 を 説明 する 。 そ うす れ ば 、 任 意 の 順序 で 、 常 に 、 タ ロッ ト の 4 
つの 象徴 が 神 を 表し 、 タ ロッ ト の 第 5 の 象徴 が 4 つの 象徴 を 説明 する 。 

Hence 

上 記 の 様 に 、 

the solution of all magical guestions is the pentagrarm, 

五 世 星 は 、 全 て の 魔術 の 問題 を 解決 する 。 

and 

そし て 、 

all antimomies are explalned Dy harmonlous un1ty, 

調和 させ る 一 致 さ せる 統一 が 、 全 て の 対立 を 説明 する 。 

SO arramged, the Tarot is a VeritaDle oracle, 

第 5 の 象徴 が 4 つの 象徴 を 説明 する 様 に 並べ る と 、 タ ロッ ト は 本 物 の 神託 と 成る 。 
and 

そし て 、 

replies to all Doss1Dle questions with more precision and infalhDihty 
than the Android of AlDertus Magnmus. 

タロ ッ ト は 、 ア ルベル トゥ ス の 00035 最初 の スコ ラ 哲学 より 、 正 確 で 誤り 
無く 、 全 て の 可能 な 質問 に 答 

An imprisoned Derson 還 nO other Dook than the Tarot, 下 he knew 
how to use it, could in a few years acdulre umiversal kmowledge, and 
would De aDle to speak on all subjects with unegualled learmimg and 
inexhaustible eloduence. 


タロ ッ ト だ け を 持っ た 閉じ 込め られ た 人 が 、 も し タロ ッ ト を 利用 する 方 法 を 和 っ て いれ 
ば 、 数 年 で 普遍 の 知 に 通じ て 、 比 類 無き 学 と 無尽 蔵 の 雄弁 で 全て の も の に つい て 話 
す 事 が で きる で あろ う 。 

Im fact, 

事実 、 

this wheel is the true key to the Oratorical Art and the Grand Art of 
Raymund LullY: 

車輪 タロ ッ ト は 、 ラ イム ンド ゥ ス ルル ス の 雄弁 家 の わ ざと 大 いな る わざ の 本 物 の 鍵 
で ある 。 

it is the true secret of the transmutation of shadows into Hght 

タロ ッ ト は 、 影 を 光 に 変え る 本 物 の 秘密 で ある 。 

it is the first amd most Important of all the arcana of the great work. 
タロ ッ ト は 、「 大 いな る 務め 」 の 全て の 秘密 の 第 一 に 無 上 に 重要 な 物 で ある 。 

By means of this universal key of symDbolism, all allegories of India, 
Egypt and judea are iurmimatedi 

象徴 の 普通 の 鍵 タロ ッ ト は 、 古 代 イ ンド 、 古 代 エ ジ プ ト 、 古 代 イ スラ エル の 全て の 象 
微 を 光 で 照ら す 。 

the Apocalypse of St ]ohn is a kabDalistic Dook 

ヨハ ネ の 黙示 録 は カバ ラ 的 な 本 で ある 。 

the sense of which is rigorously indicated Dy the numbers of the Urim, 
Thummim Theraphim, and Ephod!, 

使徒 ヨハ ネ は 、 ウ リム と トン ミ ム 、 テ ラフ ィ ム 、 エ フォ ド の 数 で 、 厳 密 に 、 ヨ ハネ の 黙示 録 
の 意味 を 表し て いる 。 

which are all resumed and completed Dy the Tarot: 

タロ ッ ト は 、 ヨ ハネ の 庄 示 録 の 全て を 要約 し 補完 する 。 

the old sanctuaries haVe no 1onger Imyster1es, 

タロ ッ ト は 、 古 代 の 祭司 だ け の 聖 所 の 神秘 を 明か す 。 

and the sigmificance ofthe ohDjects of the HeDrew cultus is for the first 
tme comprehensiDle. 

初め て 、 タ ロッ ト は 、 へ ブラ イ 人 の 儀式 に お ける も の の 意味 を 理解 可能 に する 。 
Who does not percelve In the golden taDle, crowned and supported Dy 
cheruDim, which coVered the ark of the coVenant, the same symDols as 
those of the twenty-first Tarot Key? 

契約 の 箱 を 覆っ て いる 王冠 を か ぶっ て いる 智 天 使 ケ ルビ ム が 支え て いる 契約 の 箱 
の ふた で ある 金 の 板 と 、 前 の ペー ジ の 愚者 が 数 字 を 持た な い の で 21 の 数 を 持つ 場 
合 が 有る タロ ッ ト の 22 ペー ジ 目 の 象徴 が 、 同 じ で ある 事 に 気づか な い 人 が いる で 
あろ うか ? 契 約 の 箱 を 覆っ て いる 王冠 を か ぶっ て いる 智 天 使 ケ ルビ ム が 支え て いる 
契約 の 箱 の ふた で ある 金 の 板 と 、 前 の ペー ジ の 愚者 が 数 字 を 持た な い の で 21 の 
数 を 持つ 場合 が 有る タロ ッ ト の 22 ペー ジ 目 の 象徴 は 、 同 じ で ある ! 

The ark was a hieroglyphical synthesis of the whole kabDalistic dogma: 
契約 の 箱 は 、 全 て の カバ ラ の 考え の 、 象 徴 的 な 総合 で ある 。 

it imcluded the jod or Dlossomnng staff of Aaron, 

契約 の 箱 の 中 の 、 ア ー モ ンド の 花 が 咲い た アー ロン の 杖 は 、 棒 、 イ ョ ッ ド で ある 。 


the he, or cup, the gomor contaimimg the manmna, 

契約 の 箱 の 中 の 、 マ ナ の 容器 で ある 金 の つぼ は 、 杯 、 ヘ ー で ある 。 

the two taDles of the law- an analogous symDol to that of the sword of 
]UStCe- 

契約 の 箱 の 中 の 、 十 戒 と いう 法 の 2 枚 の 石板 は 、 正 義 の 剣 、 ヴ ァ ウ で ある 。 

and the manna kept in the gomor 

契約 の 箱 の 中 の 、 金 の つぼ の 中 の 、 マ ナ は 、 輪 、 ヘ ー で ある 。 

four objects which interpret wonderfully the letters of the divine 
tetragram. 

契約 の 箱 の 中 の 、 ア ー モ ンド の 花 が 咲い た アー ロン の 杖 、 金 の つば ぼ 、 十 戒 、 マ ナ は 、 
神 の テト ラ グラ マト ン 、 ヤ ハウ ェ 、 イ ョ ッ ド ヘー ヴァ ウ ヘー で ある 。 

Gaffarel has learnedly proved that the cherubim or cherubs of the ark, 
were in the hkeness of Dulls, 

学 の 有る ガ フ ァ レ ル は 、 契 約 の 箱 の ケル ビ ム と 牛 の 類 推 を 証明 し た 。 

but what he did not know was that, instead of two, there were four- 

し か し 、 ガ ファ レル は 、 契 約 の 箱 の ケル ビ ム は 2 頭 で は な く 4 頭 で あ る 、 と 気づか な 
か っ た 。 

two at each endl as the text exDreSS1y SayS- 

出 エ ジ プ ト 記 25 章 18 節 か ら 19 節 に 、2 頭 の ケル ビ ム を 契約 の 箱 の 両端 に 、 と 記さ 
れ て いる 。 

though it has Deen misconstrued for the most part Dy cormmmentatorSs. 

し か し 、 出 エジプト 記 の 注釈 者 の 多数 は 、 契 約 の 和 の ケル ビ ム は 2 頭 で あ る と 誤解 
し て いる 。 

The eighteenth and nimneteenth Verses of the twenty-fifth chapter of 
Exodus should read thus: 

下記 の 様 に 、 出 エジプト 記 25 章 18 節 か ら 19 節 を 読み 取る べき で ある 。 

And thou shalt make two Dulls or sphimxes of beaten gold on each side 
Of the oracle. 

2 頭 の 牛 ま た は 2 頭 の スフィンクス を 契約 の 箱 の 両端 に 金 で 造り な さい 。 

And thou shalt make the one 1ooking this way and the second that Wayi 
一 方 の 生ま た は スフィンクス を 一 方 向 へ 向け 、 他 方 の 牛 ま た は スフィンクス を 別 方 向 
へ 向け な さい 。 

」 

The cheruDbs or sphinxes were, in fact。 coupled Dy twos on each side of 
the ark, 

ケル ビ ム また は スフィンクス は 、 契 約 の 箱 の 両端 に 2 頭 ず つい た 。 

and their heads were turned to the four corners Of the mercy-seat, 

4 頭 の ケル ビ ム は 、 身 代わ り に よる 救い の 思い や り の 座 の 、 四 隅 を 向い て いた 。 
which they covered wrth their wings rounded archwise, thus 
Overshadowimng the crowr of the golden taDle, 


4 頭 の ケル ビ ム は 、 身 代わ り に よる 救い の 思い や り の 座 を 、 ア ー チ 型 に 丸め た 細 で 
覆っ て 、 契 約 の 箱 の ふた で ある 金 の 板 の 王 冠 に 影 を 投じ て いた 。 

which they sustained upon their shoulders, 

4 頭 の ケル ビ ム は 、 契 約 の 箱 の ふた で ある 金 の 板 を 、 肩 で 支え て いた 。 

facimg one another at the openings and 1ookimg at the propitiatory (see 
the figure on D.371). 

一 方 の 端 の ケル ビ ム と 対 の 他方 の 端 の ケル ビ ム は 、 開 口 部 で 相互 に 見 つめ 合い つ 
つ 、 契 約 の 箱 の ふた で ある 金 の 板 の 上 の 神 を 見 て いた 。( 下 記 の 絵 を 参照 し て くだ さ 
い 。) 


I 川 NMMM 


ーーーーーーーーーーーーーーー- 


The arK, moreoVer had three parts or stages, representimg Atziluth, 
Jetzirah, and Brian- the three worlds of the kabbalah: 

契約 の 箱 の 3 つの 部 分 また は 3 つの 段階 は 、 カ バラ の 3 つの 世界 で ある アテ ィ ル ト 、 
イエ ツィ ラー、 ベ リア ー を 表す 。 

the Dase ofthe coffer to which were fitted the four rimgs of two leVers 
analogous to the pillars of the temple, JAKIN and BOHAS: 
契約 の 箱 の 土台 に は 、 神 殿 の 2 つの 柱 で ある ボア ズ と ヤキ ン に 対応 し て いる 2 本 の 
さ お の 4 つの 輪 が 付け られ て いる 。 

the body of the coffer on which the sphinxes appeared in relief: 
契約 の 箱 自 体 は 、4 頭 の スフィンクス 、4 頭 の ケル ビ ム に 囲ま れ て いる 。 

and the cover overshadowed Dy the wings. 

契約 の 箱 の ふた で ある 金 の 板 に は 、4 頭 の ケル ビ ム の 細 が 影 を 投じ て いる 。 

The base represented the kingdom of salt, to use the terminology of the 
adepts of Hermes: 

錬金術 の 達 道 者 の 用 語 を 用 いる と 、 契 約 の 箱 の 土台 は 、 塩 の 王国 を 表す 。 

the coffer the realm of mercury Or aZOth: 

契約 の 箱 自 体 は 、 水 銀 ま た は Azoth の 王国 を 表す 。 

and the coVer the realm of sulphur or of fire. 

契約 の 箱 の ふた で ある 金 の 板 は 、 硫 黄 ま た は 火 の 王 国 を 表す 。 


The other objects of the cultus were not less allegorical, 

へ ブラ イ 人 の 儀式 の 、 そ の 他 の 物 も 象徴 で ある 。 

Dut would redunre a special treatise to descriDe amd explain them. 
し か し 、 へ ブラ イ 人 の 儀式 の 、 そ の 他 の 物 を 記し て 説明 する に は 専門 の 書物 を 記す 
必要 が 有る で あろ う 。 

Sant Martim, in his Natural Table of the Correspondences Detween God!, 
Mar, and the Universe, followedL, as we have said, the division of the 
Tar0t, 

神 と 人 と 万 物 の 対応 に つい て の 「Natural Table」 で 、 ル イ クロ ー ド ド サン マル タン 
は 、 タ ロッ ト の 分 類 に 従っ た 。 

g1Vlmg an extended mystical commentary upon the tWenty-two Keys, 
「Natural Table」 で 、 ル イ クロ ー ド ド サン マル タン は 、 タ ロッ ト の 22 の 鍵 に つい て 
補完 し た 神秘 の 注釈 を も た らし て いる 。 

but he carefully refraimed from statimg whence he derived his plan, and 
from reveaHhmg the hieroglyphics on which he commented. 

し か し 、 ル イ クロ ー ド ド サン マル タン は 、 用 心して 、 タ ロッ ト に つい て 話さ ず 、 タ ロッ ト 
の 絵 も 明か さなか っ た 。 

Postel shewed smlar discretion, narmnmg the Tarot only in a diagram of 
the key to his arcana, and referrimg to it in the rest of his Dook under 
the ttle of the Genesis of Enoch. 

ギヨーム ポス テル も 、 用 心して 、 ギ ヨー ム ポス テル の 秘密 の 鍵 の 図 の 中 で の み タ 
ロッ ト と いう 名 前 を 用 いて 、 ギ ヨー ム ポス テル の 本 の 他 の 部 分 で は タロ ッ ト で は な く 
エノク の 創世 記 と いう 名 前 を 用 いた 。 

The personage Of Enoch, author of the primeVval sacred DooK, 

エノク は 、 最 初 の 聖書 タロ ッ ト の 作者 で ある 。 

is in effect identical with that of Thoth among the Egyptians, Cadrmus 
among the Phoenicians, and Palamedes among the GreekSs. 

エノク は 、 古 代 エ ジ プ ト 人 が トー ト と 呼ん で いる 人 、 フ ェ ニ キア 人 が カド モス と 呼ん で 
いる 人 、 古 代 ギ リ シ ャ 人 が パラ メデ ス と 呼ん で いる 人 で ある 。 

We have oDtained in an extraordhinary manner a sixteenth century 
medal, which is a key of the Tarot. 

エリ ファ ス レヴ ィ は 、 タ ロッ ト の 鍵 で ある 16 世紀 の メダ ル を 、 和 驚く べき 方 法 で 入手 し 
た 事 が 有る 。 

We scarcely Kkmow whether to state that this medal, 

エリ ファ ス レヴ ィ に は 、 タ ロッ ト の 鍵 で ある 16 世紀 の メダ ル に つい て 話す べき か どう 
か 、 わ か ら な い 。 

and the place where it was deposited, Were shown us in dream Dy the 
divinme ParacelsUs: 

エリ ファ ス レヴ ィ に は 、 神 の 様 な パラ ケル スス が 夢 の 中 で タロ ッ ト の 鍵 で ある 16 世 
紀 の メ ダル が 置か れ て いる 場所 を エリ ファ ス レヴ ィ に 見 せ た 事 を 話す べき か どう か 、 
わか ら な い 。 

1n any CaSe, 

と に か く 、 


the medal is in our DOSSeSS1On. 

エリ ファ ス レヴ ィ は 、 タ ロッ ト の 鍵 で ある 16 世紀 の メダ ル を 所 有 し て いる 。 

On one side it depicts the juggler 

タロ ッ ト の 鍵 で ある 16 世紀 の メダ ル の 一 方 の 面 に は 、 魔 術 師 が 描か れ て いる 。 

in a German costume, of the sixteenth century, 

魔術 師 は 、16 世紀 の ドイ ツ の 衣服 を 着 て いる 。 

holding his girdle with one handl 

魔術 師 は 、 一 方 の 手 で 帯 を 持っ て いる 。 

and with the other the pentagramm. 

魔術 師 は 、 他 方 の 手 で 五 蘭 星 を 持っ て いる 。 

On a table in front of him, between an open Dook and a closed Durse, 
are ten deniers or talismans, arranged in two Hmes of three each and a 
Square Of four: 

魔術 師 の 前 に は テー ブル が 有る 。 テ ー ブ ル の 上 に は 開か れ た 本 、10 枚 の フラ ンス 
の コイ ン の ドゥ ニ エ ま た は タリ スマ ン 、 閉 ざさ れ た コイ ン 入 れ の 袋 が 有る 。10 枚 の フ 
ラン ス の コイ ン の ドゥ ニ エ ま た は タリ スマ ン は 、 開 か れ た 本 と 閉ざさ れ た 袋 の 間 に 有 
る 。10 枚 の フラ ンス の コイ ン の ドゥ ニ エ ま た は タリ スマ ン の うち 、6 枚 は 3 枚 1 組 の 2 
つの 線 に 、4 枚 は 正方 形 に 、 並 ん で いる 。 

the feet of the table form two ロ , 

テー ブル の 脚 は 、2 つの ii、 ヘ ー を 形成 し て いる 。 

and those of the juggler two inVerted ~. 

魔術 師 の 脚 は 、2 つの 逆さ の ]、 レ シュ を 形成 し て いる 。 

The obverse side of the medal contains the letters of the alphabet, 
arranged on a magical sduare, as follOWs:- 

下記 の 様 に 、 タ ロッ ト の 鍵 で ある 16 世紀 の メダ ル の 他方 の 面 に は 、 ア ルフ ァ ベ ッ ト の 
文字 が 、 魔 方 陣 の 形 に 並ん で いる 。 


It will De observed that this alphabet has only twenty-two letters, the V 
and N Deing duplicated!, 
V と N が 重複 し て いる の で 、22 種類 の 文字 の アル ファ ベッ ト だ けが 並ん で いる 。 


and thatit is arranged in four quinaries, with a quaternary for Dase and 
key. 

22 種類 の 文字 の アル ファ ベッ ト が 、4 組 の 5 つ 1 組 と 、 基 礎 と 鍵 で ある XVZN と 4 
つ 1 組 に 並ん で いる 。 

The four final letters are two comDinations of the duad and the triad!, 
XVZN と いう 最後 の 4 文字 は 、2 つ 1 組 と 3 つ 1 組 の 組み 合わ せ で ある 。 

and read kabDbalistically, they form the word AZOTHI, 

XVZN は 、 カ バラ の 様 に 、 へ ブライ 文字 の 様 に 、 右 か ら 左 へ 読む と 、NZVX、NZ 
1T、AZOT、AZOT、Azoth を 形成 する 。 

by rendering to the shapes of the letters ther Value in DrirmitiVe 
HejDrew, takimg N for KN, 

N は 文字 の 形 が へ ブラ イ 文 字 の KN、 ア レフ で ある 。 

Z as1itisin Latm, 

Z は その まま で ある 。 

V for the Hebrew 1 Vau, which is promounced O Detween two VoWelS, or 
letters having the Value 0f VOWelS, 

V に 相当 する へ ブラ イ 文 字 は ]、 ヴ ァ ウ で ある 。]、 ヴ ァ ウ を 、0、 オ と 発音 する 場合 が 有 
る 。V、]、 ヴ ァ ウ は 0、 オ で ある 。 

andXfor the primitive tau, which had precisely the same figure. 

X は 文字 の 形 が 十字 で ある 古代 の へ ブラ イ 文 字 の タウ で ある 。X は T で ある 。 
The entire Tarot is thus explaimed in this wonderful medal, which is 
Worthy of Paracelsus, 

パラ ケル スス に ふさ わし い 16 世紀 の 不思議 な メダ ル は 、 タ ロッ ト を 説明 する 。 
and we hold it at the disposal of the curious. 

エリ ファ ス レヴ ィ は 、 タ ロッ ト の 鍵 で ある 16 世紀 の メダ ル を 、 興 味 の 有 る 人 に 見 せよ 
ウ 。 

The letters arranged Dy four times fiVe are surmmmed Dy the word TiZKN, 
AZOT と いう 4 つ 1 組 の 言葉 が 、4 組 の 5 つ 1 組 、1 か ら 20 まで を 要約 し て いる 。 
analogous to that of ロロ ロッ 

AZOT は 、 ロ iny、 ヤ ハウ ェ 、 イ ョ ッ ド ヘー ヴァ ウ ヘー に 対応 し て いる 。 

and of INRI, 

AZOT は 、INRI に 対応 し て いる 。 

and contaiming all the mysteries of the Kabbalah. 

AZOT は 、 カ バラ の 全て の 神秘 を 含ん で いる 。 

The book of the Tarot, Deing of such high scientific importance, 

タロ ッ ト は 、 学 問 的 に 重要 で ある 。 

it is desiraDle that it should not De further altered. 

これ 以上 、 タ ロッ ト を 改変 し な い の が 望ま し い 。 

We have examimed the collection of ancient Tarots Dreserved in the 
Imperial LiDrary and have thus collected all the hieroglyphs, of which 
we haVe giVen a descr1ption. 

エリ ファ ス レヴ ィ は 、 帝 国 図書 館 に 保存 され て いる 古代 の タロ ッ ト を 調査 し て 、 全 て 
の タロ ッ ト の 絵 を 集め て 、22 章 で 記し た 。 


An important worK stll remaims to De done- 

行う べき 重要 な 務め が 未だ 残っ て いる 。 

the puDblication of a really complete and well-executed exemplar 
それ は 、 タ ロッ ト の 完全 な 良く 考え られ た 見 本 を 描い て 公表 する 事 で ある 。 

We shall, perhaps, undertake the task. 

上 記 の 務め に 、 多 分 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ は 、 着 手 す る で あろ う 。 

Vestiges of the Tarot are foumnd among all nations. 

タロ ッ ト の 名 残 は 、 全 て の 国 で 見 つか る 。 

As We haVe sa1d!, 

すでに 話し た 様 に 、 

the Italian iS, Derhaps, the mmost faithful and Dest preserVvedl, 

多分 、 イ タリ ア の タロ ッ ト が 、 最 も 信頼 で き て 、 最 も 良く 保存 され て いる 。 

but it may De further perfected Dy precious indications derived from 
the Spanish varietes. 

た だ し 、 貴 重 な ス ペイ ン の タロ ッ ト で 、 イ タリ ア の タロ ッ ト を 補完 で きる で あろ う 。 

The two of cups, for exammple, in the NaiDi is completely Egyptian, 
showng two archaic Vases wrth iDis handles, superposed on a COW. 
例え ば 、「Naibi」 と いう タロ ッ ト の 杯 の 2 は 完全 に エジプト 的 で ある 。 「Naibi」 と いう 
タロ ッ ト の 杯 の 2 に は 、 牛 の 上 に 乗せ られ た 、 取 っ 手 が 鳥 の トキ で ある 、2 つの 古代 
の つぼ が 描か れ て いる 。 

A umicorn is represented in the middle of the four of demers: 

フラ ンス の コイ ン の ドゥ ニ エ の 4 に は 、 中 央 に ユニ コー ン が 描か れ て いる 。 

the three of cups exhiDits the figure of Isis issuing from a Vase, while 
two iDises issue from two other Vases, One with a crown for the goddess, 
and one holding a lotus, which he seems to De offering for her 
aCCeDtantce. 

杯 の 3 に は 、1 つの つぼ か ら 現 れ て いる イシ ス と 、2 つの つぼ か ら そ れ ぞ れ 現 れ て い 
る 2 羽 の トキ が 描か れ て いる 。 一 方 の トキ は 女神 イシ ス へ の 王冠 を 保持 し て いる 。 他 
方 の トキ は 連 華 を 保持 し て イシ ス が 受け 取る 様 に ささ げ て いる 様 に 見 える 。 

The four aces Dear the image of the hieratic and sacred serDent, 

棒 の 1、 杯 の 1、 剣 の 1、 輪 の 1 に は 、 祭 司 の 神 の 蛇 が 描か れ て いる 。 

while in some specimens the seal of Solomon is placed at the centre of 
the four of deniers, instead of the symDolical umicorn. 

いく つか の タロ ッ ト で は 、 フ ラン ス の コイ ン の ドゥ ニ エ の 4 の 中 央 に 、 象 徴 的 な ユニ 
コー ン の 代わ り に 、 ソ ロモ ン の 封印 、 六 攻 星 が 描か れ て いる 。 

The German Tarots haVe suffered great alteration, 

ドイ ツ の タロ ッ ト は 大 きく 改変 され て いる 。 

and scarcely do more than preserVve the numDer of the keySs, 
ドイ ツ の タロ ッ ト に は 、 鍵 の 数 、 以 外 、 保 存 さ れ て いな い 。 

which are crowded with grotesdue or Dantagruelian figureSs. 
ドイ ツ の タロ ッ ト は 、 タ ロッ ト の 原初 の 絵 が 、 奇 形 の 絵 や パン タグ リュ エル の 様 な 絵 に 
押し の けら れ て いる 。 

We have a Chinese Tarot Defore US, 


エリ ファ ス レヴ ィ は 、 あ る 中 国 の タロ ッ ト を 持っ て いる 。 

and the Imperial LiDrary contains samples of others that are simlar 
帝国 図書 館 は 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ が 持っ て いる 物 に 似 た 、 複 数 の 中 国 の タロ ッ ト を 
持っ て いる 。 

M. Paul Boiteau, in his remarkaDle work on playIng-cards, has g1ven 
Some adrmiraDly executed spDecmens. 

M. Paul Boiteau は 、 ト ラン プ に つい て の 注目 する べき 作品 で 、 タ ロッ ト の 見 事 に 考 
えら れ た 見 本 を いく つか 記し て いる 。 

The Chimese Tarot preserves seVeral DrimeVal emDblems: 

中 国 の タロ ッ ト は 、 い くつ か の 古代 の 絵 を 保存 し て いる 。 

the demiers and swords are plairly distmguishaDle, 

中 国 の タロ ッ ト の コイ ン と 剣 は 明確 に 見 分 けら れる 。 

Dut it Would De less easy to discoVer the cups and cluDs. 

し か し 、 中 国 の タロ ッ ト の 棒 と 杯 を 見 つけ る の は 難し いで あろ う 。 

It was at the epoch of the Gnostic and Mamichaean heresies that the 
Tarot must have Deen lost to the Church, at which tme also the 
mearing of the divimne ApocalyDse Derished. 

グノー シス 主義 と マニ 教 の 時 代 に 、 教 会 は 、 タ ロッ ト を 失い 、 神 の 「 ヨ ハネ の 黙示 録 」 
の 意味 を 見 失っ た 。 

It was understood no 1onger that the seVen seals of this kabDbalistic Dook 
are seven Danttacles, 

カバ ラ の 書 で ある ヨハ ネ の 黙示 録 の 7 つの 封印 が 7 つの pantacle で ある 事 は 理 
解 さ れ な く 成 っ た 。 

the representation of which We give (see D. 376), 

下記 は 、 ヨ ハネ の 庄 示 録 の 7 つの 封印 で ある 7 つの pantacle で ある 。 


AooCALYPTIO KEY。 < 1 
77e eoex Se/s の 2 ox。 


and that these pantacles are explained Dy the analogies of the numDers, 
characters, amd figures of the Tarot. 

上 記 の 、 ヨ ハネ の 庄 示 録 の 7 つの 封印 で ある 7 つの pantacle は 、 タ ロッ ト の 数 、 文 
字 、 絵 に よる 類推 で 説明 で きる 。 

Thus the umiversal tradition of the one religion was a momert Droken, 
唯一 の 宗教 の 普遍 の 口伝 は 、 大 衆 の 教会 で は 一 時 的 に 破壊 され た 。 

darkKness or doubt spread over the whole earth, 

暗黒 と 疑惑 が 地上 の 全て に 広がっ た 。 


and it seemed, in the eyes of ignorance, that true Catholicism, the 
unversal reVelation, had Driefly disappeared. 

し ば らく の 間 、 無 知 な 人 の 目 に は 、 本 物 の カト リッ ク 、 普 遍 の 啓示 は 消滅 し た 様 に 見 
だ 。 

The explanation of the Dook of St ]ohn Dy the characters of the 
KabDalah will De an entrrely new reVelatio, 

カバ ラ の 文字 タロ ッ ト に よる ヨハ ネ の 回 示 録 の 説明 は 、 全 く 新 し い 啓 示 で あろ う 。 
though foreseen Dy several distimgunshed magi, 

た だ し 、 何 人 か の 優れ た 魔術 師 は 、 タ ロッ ト に よる ヨハ ネ の 庄 示 録 の 説明 を 先見 し て 
いた 。 

one among whom, M. Augustm Chaho, 

M. Augustim Chaho は 、 タ ロッ ト に よる ヨハ ネ の 黙示 録 の 説明 を 先見 し て いた 魔術 
師 の 1 人 で ある 。 

thus expresses himself:- 

下記 の 様 に 、M. Augustin Chaho は 話し て いる 。 

The poem of the ApocalyDpse DresuDDOSes in the yoOung evanlgelist a 
Complete system and traditions individually developed by hmself. 

ヨハ ネ の 庄 示 録 と いう 詩 は 、 若 い 福 音 書 の 作者 で ある 使徒 ヨハ ネ に お ける 完全 な 体 
系 と 、 使 徒 ヨ ハネ が 独自 に 開発 し た 口伝 を 前 提 と し て いる 。 

It is written in the form of a Vision, 

使徒 ヨハ ネ は 、 ヨ ハネ の 黙示 録 を 、 幻 視 の 形 で 記し て いる 。 

and binds in a brilliant framework of poetry the whole erudition, the 
whole thought of African civilisation. 

使徒 ヨハ ネ は 、 詩 と いう 輝く 構造 で 、 ア フリ カ の 文明 の 全て の 学 と 全 思 考 を 束ね て い 
る 。 

An inspired Dard, the author touches upor a series Of ruling eVents: 
霊感 を 受け た 詩人 で ある 使徒 ヨハ ネ は 、 一 連 の 支配 的 な 出来 事 に 触れ て いる 。 

he draws in Dold outhmes the history of society from cataclysrm to 
cataclysm, and even further still. 

使徒 ヨハ ネ は 、 大 洪水 か ら 大 洪水 へ の 社会 の 歴史 の 概要 、 未 来 の 社会 の 歴史 の 概 
要 を 大 胆 に 描い て いる 。 

The truths which he reVeals are Drophecies Drought from far amd wide, 
使徒 ヨハ ネ が 明か し て いる 真理 は 、 遠 い 広 範囲 の 未来 か ら の 、 予 言 で ある 。 

of which he is the resounding ech0. 

使徒 ヨハ ネ は 、 鳴 り 克 く 予言 の 反共 で ある 。 

He is the voice which cries, 

使徒 ヨハ ネ は 、 叫 び 声 で ある 。 

the voice which chants the harmonies of the desert, 

使徒 ヨハ ネ は 、 荒 れ 野 の 調和 を 歌う 声 で ある 。 

and prepares the paths for the light. 

ヨハ ネ は 、 光 の 経路 を 用 意 す る 声 で ある 。 


His speech peals forth with mastery 

すぐ に 、 使 徒 ヨ ハネ の 言葉 は 、 知 へ の 精通 を 広め る 。 

and compels faith, 

使徒 ヨハ ネ の 言葉 は 、 信 心 を 従え る 。 

for 

な ぜ な ら 、 

he carries among savage nations the oracles of Ia0, 

使徒 ヨハ ネ は 、 神 の 言葉 イエ ス を 野生 の 国々 に も た ら す 。( へ ブラ イ 文 字 で ヤ ハ ウェ と 
記す 代わ り に 、 神 の 名 前 を ギリ シャ 文字 で IAO と 記し て いる 聖書 が 存在 する 。IAO 
は 神 を 意味 する 。) 

and unveils Him who is the First-Born of the Sun for the adrmiration of 
civllisations tO Come. 

使徒 ヨハ ネ は 、 未 来 の 文明 に 敬礼 させ る た め に 、 太 陽 の 初子 、 長 子 、 長 男 で ある イエ 
ス を 明か す 。 

The theory of the four ages is found in the Apocalypse, as it is found im 
the Dooks of Zoroaster and in the Bible. 

4 つの 時 代 の 理論 が ゾロ アス ター の 本 や 聖書 で 見 つか る 様 に 、4 つの 時 代 の 理論 
が ヨハ ネ の 庄 示 録 で 見 つか る 

The gradual reconstruction Of primeval federations, and of the reign of 
God among Deoples emancipated from the yoke of tyrants and the 
bonds of error are clearly foretold for the end of the fourth age, 

第 4 の 時 代 の 終わ り に 、 最 初 の 連合 が 徐々 に 建て 直さ れる 事 と 、 暴 君 の 支配 と 誤り 
の 東 縛 か ら 自 由 に 成っ た 人 々 の 間 で 、 神 の 統治 が 徐々 に 建て 直さ れる 事 が 、 明 確 に 
予言 され て いる 。 

and the renoVvation of the cataclysm, exhibited at first from afar eVen 
unto the consurmmation of time. 

大 洪水 の 再来 は 、 最 初 は 、 遠 く か ら 、 時 の 終わ り ま で 、 あ ら わ れる 。 

The description of the cataclysm and its duration: 

大 洪水 と 大 洪水 の 期間 が 記さ れ て いる 。 

the new World emergimg fromm the waVes, 

新しい 世界 が 波 か ら 、 あ ら わ れる 。 

and spreading in all its Deauty under heaVen: 

新しい 世界 が 、 全 て の 美 の まま に 、 天 の 下 で 広がる 。 

the great serpent, Dound for a Hme Dy an angel in the depths of the 
aDySS: 

ー 時 (、 千年 間 )、 天 使 が 、 大 いな る 蛇 を 縛っ て 、 底 無し の 淵 の 深み に 投げ 入れ る 。 
fimally the dawn of that age to come, Drophesied Dy the Word!, 
最終 的 に 、 神 の 言葉 イエ ス が 予言 し た 、 時 代 の 夜明け が 来る 。 

who appeared to the apostle at the Deginming of his poem: 

ヨハ ネ の 庄 示 録 の 1 章 で 、 神 の 言葉 イエ ス は 、 使 徒 ヨ ハネ の 前 に あら われ る 。 


『 
His head and his hairs were white hke wool, as white as smnOW, 


人 の 子 イ エス の 様 な 人 の 、 頭 と 髪 は 羊毛 の 様 に 雪 の 様 に 白かっ た 。 

and his eyes were as a flame of fire: 

人 の 子 イ エス の 様 な 人 の 、 目 は 火 の 様 で あっ た 。 

and his feet jike unto fime Drass, as if they Durned in a furnace: 
人 の 子 イ エス の 様 な 人 の 、 脚 は 炉 で 精錬 され た か の 様 な 真 欠 の 様 で あっ た 。( 真 鍛 、 
黄銅 は 金 の 代わ り で ある 。) 

and his Voice as the sound of many Waters. 

人 の 子 イ エス の 様 な 人 の 、 声 は 大 水 の 轟 (と どろ ) き の 様 で あっ た 。 

And he had in his right hand seven stars: 

人 の 子 イエ ス の 様 な 人 は 、 右 手 に 7 つの 星 を 持っ て いた 。 

and out of his mouth went a sharp two-edged SWord: 

人 の 子 イ エス の 様 な 人 の 、 口 か ら 鋭 い 両刃 の 剣 が 出 て いた 。 

and his countenance was as the sun shineth in his strength. 

人 の 子 イ エス の 様 な 人 の 、 顔 は 強 さ で 輝く 太陽 の 様 で あっ た 。 


』 

Such is Ormuz( = Ahura Mazda), Osiris, Chourien, the Lamb, the Christ, 
the Ancient of Days, the man of the tme and the river celebrated Dy 
Daniel. 

人 の 子 イ エス は 、 ア フラ マズ ダー、 オ シリ ス 、Chourien、 子 羊 、 キ リス ト 、 ダ ニ エ ル 書 
7 章 9 節 の 『 日 の 老い た る 者 』、 ダ ニ エ ル が た た えた 時 と 川 の 人 で ある 。( ア フラ は 強 
い 者 、 主 を 意味 する 。 マ ズ ダ ー は 知 を 意味 する 。) 

He is the first and the last, 

人 の 子 イ エス は 、 最 初 で あり 最後 で ある 。 

Who Was, 

人 の 子 イ エス は 、 過 去 に 存在 し た 者 で ある 。 

who must De, 

人 の 子 イ エス は 、 現 在 も 未来 も 存在 し て いる 者 で ある 。 

alpha and omega, 

人 の 子 イ エス は 、 ア ルフ ァ で あり オメ ガ で ある 。 

Degimming and end. 

人 の 子 イ エス は 、 最 初 で あり 最後 で ある 。 

He holds the key of mysteries in his hands: 

人 の 子 イ エス は 、 神 秘 の 鍵 を 両手 に 持っ て いる 。 

he opens the great abyss of the central fire, 

人 の 子 イ エス は 、 中 心 の 火 の 、 大 いな る 底無し の 淵 を 開く 。 

where death sleeps Deneath his canopy of darKness, 

中 心 の 火 の 、 大 いな る 底無し の 淵 で 、 暗 間 の 天蓋 の 下 で 、 死 の 女性 は 眠る 。 
where sleeps the great serpent awaitimg the wakeming of the ages. 
中 心 の 火 の 、 大 いな る 底無し の 淵 で 、 時 代 の 目覚 め を 待っ て 、 大 いな る 蛇 は 眠る 。 

」 

The author connects this sublime allegory of St john wrth that of Damiel, 


M. Augustin Chaho は 、 ヨ ハネ の 庄 示 録 と ダニ エル 書 を 結び つけ て いる 。 
wherein the four forms of the sphinx are applied to the chief periods of 
history, 

ダニ エル 書 で は 、 牛 、 人 、 ラ イオ ン 、 ワ シ と いう スフィンクス の 4 つの 形 を 、 歴 史 の 主 な 
期間 に 応用 し て いる 。 

where the Man-Sun, the Word-Light, consoles and instructs the seer, 
ダニ エル 書 で は 、 人 に 成っ た 太陽 、 神 の 言葉 イエ ス に 成っ た 光 が 、 幻 視 者 ダニ エル 
を 慰め て 、 幻 視 者 ダニ エル に 教え て いる 。 


1 
The prophet Damiel beholds a sea tossed Dy the four winds of heaven, 
ダニ エル 書 7 章 で 、 預 言 者 ダニ エル は 、 天 の 四方 か ら の 風 が 大 海 を か きた て て いる 、 
幻 を 見 た 。 

and beasts differimg one from another come out of the depths of the 
Ocean. 

そし て 、 形 が 互い に 異な る 、4 つの 大 き な 獣 が 海 の 深 みか ら 、 あ ら わ れ た 。 

The empire of all things on earth was giVen them for a tme, two tmes, 
and the dividing of tme. 

1 つの 時 と 、2 つの 時 と 、 半 時 の 間 、 地 上 の 全て の も の の 統治 が 4 つの 獣 に 与え られ 
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They are four who so come forth. 

1 つの 時 と 、2 つの 時 と 、 半 時 の 間 、 地 上 の 全て の も の の 統治 を 与え られ た 者 は 、 海 
か ら 、 あ ら わ れ た 4 つの 獣 で ある 。 

The first Deast, symDol of the solar race Of seers, 

第 1 の 獣 は 、 預 言 者 達 の 、 太 陽 の 民 の 象徴 で ある 。 

comes fromm the reglon of Africa, 

第 1 の 獣 は 、 ア フリ カ か ら 、 あ ら わ れ た 。 

reseTmDblimg a Hon and having eagle's Wlmgs: 

第 1 の 獣 は 、 ラ イオ ン に 似 て いて 、 ワ シ の 要 を 持っ て いた 。 

the heart of a man Was g1Ven 1(. 

人 の 心 が 、 第 1 の 獣 に 与え られ た 。 

The second Deast, emDlem of the northern conduerOrS, 

第 2 の 獣 は 、 北 の 征服 者 の 象徴 で ある 。 

who reigned Dy iron durimg the second age, 

第 2 の 獣 は 、 鉄 で 第 2 の 時 代 を 統治 し た 。 

was ke unto a Dear: 

第 2 の 獣 は 、 ク マ に 似 て いた 。 

it had three riDs in the mouth of it Detween the teeth ofit, images of the 
three great Conduering familhes, 

第 2 の 獣 が 口 の 歯 の 間 に く わ え て いた 3 本 の 助 骨 は 、3 つの 征服 者 の 大 き な 家 系 
の 象徴 で ある 。 

and they sald unto it: Arise, devour much flesh. 

『 起 き な さ い 。 多 数 の 肉 を 食べ な さい 。』 と 第 2 の 獣 に 話す 声 が 有 っ た 。 


After the apparition of the fourth beast, 

第 4 の 獣 が あら われ た 後に 、 

there were thrones ralsed up, and the Ancient of Days, the Christ of 
seers, the Lamb of the first age, was maruifested. 

複数 の 王座 が 建て られ て 、『 日 の 老い た る 者 』、 預 言 者 達 の キリ スト 、 第 1 の 時 代 の 
子羊 が あら われ た 。 

His garment was of dazzlhimg whiteness, 

『 日 の 老い た る 者 』 の 、 衣 は 輝く 白 で あっ た 。 

his head radiant: 

『 日 の 老い た る 者 』 の 、 頭 は 光 を 放っ て いた 。 

his throne, whence camme forth Iiving flames, 

『 日 の 老い た る 者 』 の 、 王 座 は 生き て いる 火 で 出来 て いた 。 

was Dorne upon Durmimg wheels: 

『 日 の 老い た る 者 』 の 王座 が 乗っ て いる 車輪 は 燃え る 火 で あっ た 。 

a flame of swift fire shone in his coumtenanCce: 

『 日 の 老い た る 者 』 の 顔 は 、 速 い 火 の 輝 き で あっ た 。 

legions of angels or stars spDarkled round hm. 

『 日 の 老い た る 者 』 の 周り で 、 天 使 の 軍団 また は 星 が 輝 いて いた 。 

The judgment was set, the allegorical DooKs were opened. 
審判 を 行う 者 が 席 に つき 、 例 え 話 の 数 々 の 書 が 開か れ た 。 

The new Christ came with the clouds of heaven and came to the Ancient 
Of Days, 

新しい キリ スト が 、 天 の 雲 に 乗っ て 来 て 、『 日 の 老い た る 者 』 の 元 に 来 た 。 

and there were g1Ven him power honour and a kingdom over all 
Deoples, triDes, and tongues. 

『 日 の 老い た る 者 』 は 、 権 力 、 栄 光 、 王 国 を 人 の 子 イ エス の 様 な 者 に 与え た 。『 日 の 
老い た る 者 』 は 、 全 て の 民 、 全 て の 支族 、 全 て の 言語 の 人 々 を 人 の 子 イ エス の 様 な 者 
に 仕え させ た 。 

Then Damiel came near unto one ofthem that stood by, and asked hm 
the truth of all thiS. 

ダニ エル は 、 そ ば に 立っ て いる 者 の 1 人 に 近づい て 、 全 て の 幻 の 真意 を た ず ね た 。 
And it was answered him that 

する と 、 下記 の 様 に 、 幻 を 解き 明か し て くれ た 。 

the four Deasts were four Dowers which should relgm SuCCeSS1Vely 0Ver 
the earth. 

4 つの 獣 は 連続 し て 地上 を 統治 する 4 つの 権力 で ある 。 


」 

M. Chaho proceeds to explainl a Variety of images, strikingly analogousS, 
which are found in almost all sacred Dooks. 

続け て 、M. Chaho は 、 ほ と ん ど 全 て の 聖典 で 類似 し た 象徴 に つい て 説明 し て いる 。 
His obDservations at this pont are Worthy of remarKk. 

M. Chaho が 気づい て 話し て いる 事 は 注目 に 値する 。 


In every Drirtive logos, the parallel Detween physical correspondences 
and moral relatlons is established on the same roOtS. 

全て の 原初 の 言葉 で は 、 物 質 的 な 対応 と 精神 的 な 関連 、 物 質 的 な も の と 精神 的 な 
も の の 類推 的 な 対応 を 同じ 根源 の 上 に 確立 し て いる 。 

Each word carries its material and sensible definitton, 

言葉 は 物質 的 な 意味 と 精神 的 な 意味 を も た ら す 。 

and this jiving 1anguage 1S as Derfect amd true as It is simple and natural 
in man the creator. 

物質 的 な 意味 と 精神 的 な 意味 を も た ら す 、 生 き て いる 言葉 は 、 言 葉 の 創造 者 で ある 
人 に お いて 簡潔 で あり 自然 で も わる ほど 、 完 全 で あり 正しい 。 

Let the seer exDpress Dy the same wordL slightly modified, the sun, day 
light, truth, 

預言 者 が 、 同 じ も の を 、 太 陽 、 昼 、 光 、 真 理 と 表現 する の は 、 例 え で は な く 、 本 当 に 類 
推 的 な 関連 また は 対応 が 存在 する の で ある 。 

and applyimg the same epithet to a white sun 

預言 者 が 、 白 日 を 、 昼 、 光 、 真 理 と 表現 する の は 、 例 え で は な く 、 本 当 に 類推 的 な 関 
連 ま た は 対応 が 存在 する の で ある 。 

and to a 1amDb, 

預言 者 が 、 子 羊 を 、 太 陽 、 昼 、 光 、 真 理 と 表現 する の は 、 例 え で は な く 、 本 当 に 類推 的 
な 関連 また は 対応 が 存在 する の で ある 。 

let him say, LarmD or Christ, instead of sum, 

預言 者 が 、 太 陽 を 、 子 羊 、 キ リス ト と 表現 する の は 、 例 え で は な く 、 本 当 に 類推 的 な 関 
連 ま た は 対応 が 存在 する の で ある 。 

and suninstead of truth, hight, civilisation, 

預言 者 が 、 真 理 、 光 、 文 明 を 、 太 陽 と 表現 する の は 、 例 え で は な く 、 本 当 に 類推 的 な 
関連 また は 対応 が 存在 する の で ある 。 

and there is no allegory, Dut there are true corresDondences se1zed and 
exDreSssed Dy InsDpiration. 

上 記 の 様 に 、 預 言 者 が 表現 する の は 、 例 え で は な く 、 本 当 に 、 霊 感 が 預言 者 に 表し て 
把握 させ た 、 類 推 的 な 関連 また は 対応 が 存在 する の で ある 。 

But 

し か し 、 

when the children ofnight say in their incoherent and DarDarous 
dialect, sum, day Hght, truth, ]amDb, 

夜 の 子 が 、 統 一 無く 、 学 無く 、 太 陽 、 昼 、 光 、 真 理 、 子 羊 と 話し た 時 、 

the wise corresDondence so clearIy expressed Dy the pr1rmitiVe logos 
becomes effaced and disapDears, 

最初 の 神 の 言葉 が 明確 に 表し た 、 賢 明 な 類推 的 な 関連 また は 対応 は 、 薄 まっ て 姿 
を 隠す 。 

and, Dy sumple translation, the lamD and the sun Decome allegorical 
Dengs, SymDO]S. 


単純 な 解釈 は 、 子 羊 や 太陽 を 、 象 徴 的 な 存在 、 象 徴 に 変え て し まう 。 

RemarKk, in effect, that the word allegory itself sigmifies, in Celtic 
defirition, change of discourse, translation. 

事実 、 ケ ルト 語 で 、 象 微 と いう 言葉 は 、 言 葉 に よる 思想 の 伝達 の 変化 、 解 釈 を 意味 す 
る 。 

The oDservation We haVe made apples exactly to all DarDarous 
COSTm0gOmlcal 1amguage. 

上 記 は 、 全 て の 未開 の 、 宇 宙 の 創造 の 言葉 に 当て は まる 。 

Seers made use Of the same inspired radical to express nourlshment 
and instruction. 

預言 者 達 は 、 糧 、 食 べ 物 、 食 べ 物 に よる 養育 と 、 教 育 を 表現 する た め に 、 同 じ 霊 感 を 
与え る 根源 の 言葉 を 用 いて いる 。 

Is not the science of truth the nourishment of the soul? 

真理 の 知 は 、 魂 の 竹 で は な いか ? 真 理 の 知 は 、 魂 の 糧 で ある ! 

Thus, the scroll of papyrus, or the DooKk, eaten Dy the prophet Ezekiel: 

エ ゼ キ エ ル 書 3 章 2 節 で 、 預 言 者 エ ゼ キ エ ル は 巻物 を 食べ て いる 。 

the Hittle Volume which the angel gave as food to the author of the 
ApocalyDSse: 

ヨハ ネ の 問 示 録 10 章 10 節 で 、 使 徒 ヨ ハネ は 天使 か ら 小 さい 巻物 を 受け 取っ て 糧 
と し て 食べ て いる 。 

the festivities of the magical palace of Asgard, to which Gangler( = 
Gangleri = Gy]fi) was invited Dy Har( = 0dim) the Subhme: 

『 ギ ュ ル ヴィ た ぶら か し 』 で 、 ス ウェ ー デ ン 王 ギュ ル ヴ ィ は アー ス 神 族 の 力 を 知る た め 
に 『 旅 路 に 疲れ た 者 』 を 意味 する ガン グレ リ と 名 の っ て アス ガル ド を 訪れ よう と し た 。 
察知 し た アー ス 神 族 は 魔術 で ギュ ル ヴ ィ に 幻 を 見 せ た 。 幻 の 中 で 、 最 高 神 オ ー デ ィ ン 
は ギュ ル ヴ ィ を アス ガル ド の ヴァ ル ハ ラ に 招い て ハー ル と いう 別名 を 名 の っ て あら わ 
れ て 食事 を ギュ ル ヴ ィ に 与え て ギュ ル ヴ ィ と 問答 し て ギュ ル ヴ ィ に 教え た 。( ハ ー ル 、 
Har、Harr は High を 意味 する 。) 

the miraculous multplication of seVen small 1oaves narrated Dy the 
EVangelists of the Nazarene: 

マタ イ に よる 福音 15 章 34 節 か ら 38 節 で 、 福 音 書 の 作者 達 、 使 徒 騰 は 、 イ エス が 7 
つの パン を 増殖 させ る 奇跡 を 起こ し た 、 と 話し て いる 。 

the jiving bread which ]esus-Sun gave his disciples to eat, say1img, This is 
my Dody, 

ヨハ ネ に よる 福音 6 章 51 節 の 『 生 き て いる パン 』 で ある 、 イ エス に 成っ た 太陽 は 、 マ 
タイ に よる 福音 26 草 26 節 の 最後 の 晩 八 で 、 パ ン を 弟子 達 に 食べ させ る た め に 与え 
て 、『 こ れ ( で ある パン ) は 、 私 の 体 で ある 。』 と 話し て いる 。 

anda host of similar occurrences, are a reDetton of the same allegory: 
多数 の 類似 の 話 は 、 同 じ 象 徴 の くり 返し で ある 。 

the jife of souls who are nourished Dy truth- 

魂 の 命 は 、 糧 が 真理 で ある 。 

truth, which multples without ever dimnmnshing, Dut, on the contrary, 
inmcreases In the measure that it nourishes. 


真理 は 、 永 遠 に 減ら な いで 、 分 けれ ば 分 ける ほど 増え 

1 

Exalted Dy a noDble sentiment of patriotism, dazzled Dy the idea of an 
immense reVolution, let a revealer of hidden things come forward and 
seek to DoDularise the discoVeries of science armong gTOSS and ignorart 
men, destitute of the most simple elementary notions: 

愛国 心 に よる 気 高 い 感情 で 高揚 し た 、 計 り 知れ な い 変 革 の 理想 に 目 が くら ん だ 、 独 
り の 、 隠 され た も の の 啓示 者 が あら われ て 、 発 見 し た 知 を 、 最 も 簡単 な 基本 の 概念 
を 知ら な い 、 粗 野 な 無知 な 大 衆 に 、 広 め よ うと し た と する 。 

let him say for example, that the earth revolVes, and that it is shaped 
Iike an egg: 

そし て 、 例 えば 、 啓 示 者 が 、 地 球 は 回 転 し て いて 、 地 球 は 卵 に 似 た 形 を し て いる 、 と 話 
し た と する 。 

what resource has the DarDarian who hears him except to Delieve? 

学 の 無い 大 衆 は 、 啓 示 を 信じ る 以外 に 、 ど ん な 手段 を 持っ て いる で あろ うか ? 学 の 無 
い 大 衆 は 、 啓 示 を 信じ る し か な い ! 

Is it not plain that eVery Droposition of this nature Decomes for him a 
dogma from on high, an article of faith? 

啓示 の 様 な 性 質 の 全て の も の は 、 無 知 な 大 衆 に は 、 天 か ら の 教え に 成っ て 、 信 じ る 
も の に 成る 事 は 明らか で は な いか ? 啓 示 の 様 な 性 質 の 全て の も の は 、 無 知 な 大 衆 
に は 、 天 か ら の 教え に 成っ て 、 信 じ る も の に 成る 事 は 明らか で ある ! 

And is not the Veil of a wise allegory sufficient to make it a mythos? 

覧 明 な 例え 話 と いう ヴェ ー ル は 神話 に 成る の に 十分 で は な いか ? 賢 明 な 例え 話 と 
いう ヴェ ー ル は 神話 に 成る の に 十分 で ある ! 

In the schools of seers the terrestrial globe was represented Dy an egg Of 
pasteDoard or painted woodl 

予言 者 の 学校 で は 、 地 球 を 、 紙 製 ま た は 木製 の 卵 で 、 表 し て いた 。 

and when the young children were asked, "What is this egg?'they 
answered, It is the earth.' 

そし て 、『 こ の 卵 は 何で すか ?』 と 予言 者 の 幼子 の 様 な 者 に た ず ね た ら 、 予 言 者 の 幼 
子 の 様 な 者 は 『 こ れ は 、 地 球 で す 。』 と 答え る 様 に 成っ て いた 。 

Those older children, the DarDbarians, hearinmg this, repeatedl after the 
Ittle children of the seers:- The world is am egg.' 

予言 者 の 子 達 と 、 無 知 な 大 衆 は 、『 地 球 が 卵 で ある 。』 と 聞い て 、 予 言 者 の 幼子 の 後 
に 続い て 、『 世 界 は 卵 で ある 。』 と くり 返し た 。 

But they understood thereby the physical, material world!, 

し か し 、 無 知 な 大 衆 は 、『 世 界 は 卵 で ある 。』 と いう 言葉 に よっ て 、 物 質 的 な 世界 を 理 
解 し た だ け で あっ た 。 

and the seers the geographlcal, ideal, image world, created Dy mnd and 
the logos. 

予言 者 は 、『 世 界 は 卵 で ある 。』 と いう 言葉 に よっ て 、 地 理 的 な 世界 、 精 神 と ロゴ ス が 
創造 し て いる 概念 的 な 世界 を 理解 し た 。 


As a fact, 

事実 、 

the priests of Egypt represented mindL intelligence, Kneph, with an egg 
placed upon his Hps, to express clearIy that the egg was here orly a 
COImDar1son, ar Irmage, a mode of speech. 

卵 が 例え 、 象 徴 、 言 葉 に よる 表し 方 に 過ぎ な い 事 を 表す た め に 、 古 代 エ ジ プ ト の 祭司 
は 、 卵 を 唇 の 上 に 置い て 、 精 神 、 知 、 ク ネフ を 表し た 。( ク ネフ は 、 有 細 の 卵 、 ま た は 、 球 
体 に 巻き つい た 1 匹 以上 の 蛇 と いう 、 古 代 エ ジ プ ト の 象徴 で ある 。) 
Chournourtou, the philosopher of the Ezour-Vedamm, explains after the 
same manner to the fanatic Biache what must De understood by the 
golden egg of Brahma. 

『Ezourvedam』 の 哲学 者 で ある Chournountou は 、 卵 を 唇 の 上 に 置い て 、 神 ブ 
ラフ マー の 金 の 卵 に よっ て 何 を 理解 する 必要 が 有る か 、 和 狂信 者 で ある Biache に 説 
明 し て いる 。 


」 
We must not wholly despair of a period which stll concerns itself with 
these serious and reasonable researches: 
人 は 、 未 だ 真剣 な 論理 的 な 研究 者 が いる 時 代 に 、 完 全 に 絶望 する な か れ 。 
we haVe cited these pages of M. Chaho with great mental satisfaction 
and profound sympathy. 

エリ ファ ス レヴ ィ は 、 大 いな る 精神 的 な 満足 と 深い 共感 を 覚え て 、M. Chaho の 言葉 
を 記し た 。 
Here is no longer the negative and desolatimg criticlsm of Dupuis amd 
Volnmey Dut tendency towards one faith and one Worship connecting al 
the future with all the past: 
M. Chaho の 言葉 は 、 デ ュ ピ ュ イ と ヴォ ルネ イ へ の 否定 的 な 失望 的 な 非難 で は な く 、 
全て の 未来 を 全て の 過去 と つなげ る 唯一 の 信心 と 唯一 の 敬愛 へ の 傾向 で ある 。 
it is the exoneration of all great men falsely accused of superstition and 
1dolatry: 
M. Chaho の 言葉 は 、 迷 信 家 や 盲信 者 と 誤っ て 非難 され た 、 全 て の 大 いな る 人 々 へ 
の 、 無 実 の 罪 を 晴らす 。 
it is, fimally, the justification of God Himself, that sun of intelligences 
who is never Velled for just souls amd Dure heartS. 
M. Chaho の 言葉 は 、 知 の 太陽 は 正しい 魂 と 清 い 心 に は ヴェ ー ル を 外す と いう 神 の 
弁明 で ある 。 
"Great and pre-emmiment 1s the seer the initiate, the elect of nature and of 
SuDreme reasO" 
「 予 言 者 、 秘 伝 伝授 者 、 自 然 に 選ば れ た 人 、 無 上 の 論理 で ある 神 に 選ば れ た 人 は 、 
大 いな る 者 、 超 越 的 な 人 で ある 。」。 
cries the author once more, In concluding what we haVe just cited. 
上 記 と 下記 の 様 に 、M. Chaho は 、 本 の 終わ り で 、 再 び 叫 ん で いる 。 


His alone is that faculty of imitation 

模 信 する 能力 は 、 秘 伝 伝授 者 だ け の 物 で ある 。 

which is the primciple of his perfection, 

模 條 する 能力 と は 、 秘 伝 伝授 者 の 完全 性 の 原理 で ある 。 

while 

そし て 、 

its Inspirations, swrift as a hghtming flash, direct creations and 
diSCOVeT16S. 

模 信 する 能力 の 霊感 は 、 雷 光 の 様 に 速やか に 、 創 造 と 発見 を 導く 。 

His alone is a Derfect Word of conforrmity, Dropriety, flexiDihty, wealth, 
creatimg harmony of thought Dy physical reaction- of thought, whereof 
the perceptions, stll independent of anguage, eVer reflect nature 
exactly reproduced in his impressions, well judged and well expressed 
In its CorresDOndenCes. 

思考 に お ける 直感 が 、 自 然 の 類推 に お いて 十分 に 判断 され て 表現 され た 印象 の 中 
で 正確 に 再現 され た 自然 を 反映 し て いる 、 未 だ 言語 か ら 独 立 し て いる 、 思 考 の 身体 
的 な 反応 に よっ て 、 思 考 の 調和 を 創造 する 、 類 推 の 、 正 し い 、 柔 軟 な 、 豊 か な 、 完 全 
な 神 の 言葉 は 、 秘 伝 伝授 者 だ け の 物 で ある 。 

His alone is light, science, truth, 

光 、 知 、 真 理 は 、 秘 伝 伝授 者 だ け の 物 で ある 。 

Decause 

な ぜ な ら 、 

Imagination confimed to its DassiVe secondary Dart, neVer gOVeTTS 
reason, the natural 1ogic which results from the comparison of ideas: 
受容 的 な 補助 的 な 役割 に 限定 され た 、 想 像 力 は 、 概 念 の 類推 が も た ら す 自然 な 論 
理 で ある 、 理 性 を 圧倒 し な い 。 

which come into Deing, extend in the same proporton as his needs, 
存在 に 成る も の は 、 秘 伝 伝授 者 の 求め に 比例 し て 高まる 。 

and because 

また 、 な ぜ な ら 、 

the circle of his knowledge emlarges thus by degrees without 
intermixture of false Judgments amd errOrS. 

秘伝 伝授 者 の 知 の 輪 は 、 誤 っ た 判断 と いっ た 誤り が 混ざら な いで 、 徐 々 に 大 きく な る 。 
His alone is a Hght infimitely Drogress1Ve, 

永遠 に 進歩 する 光 は 、 秘 伝 伝授 者 だ け の 物 で ある 。 

Decause 

な ぜ な ら 、 

the rapid multplication of populatioru after terrestrial renOoVations, 
ComDOSes im a few centuries a newW society in all the imaginaDle moral 
and political correspondences Of its destinyi: 

地上 の 変革 の 後 の 、 急 速 な 人 口 増加 は 、 数 世紀 後に 、 運 命 と の 全て の 想像 で きる 作 
理 道徳 的 な 政治 的 な 類推 に お いて 、 新 し い 社 会 を 作る 。 


and We might add, his alone 1s aDsolute light. 

絶対 の 光 は 、 秘 伝 伝授 者 だ け の 物 で ある 。 

The man of our time is immutaDle in himself 

現代 の 人 自体 は 、 不 変 で ある 。 

he changes no more than nature, in which he is rooted. 

これ 以上 、 人 は 、 人 の 起源 で ある 自然 を 改変 し な い 。 

The social condittons which surround him alone determine the degree 
of his perfection, of which the Dounds are virtue, holimess of man, and 
his happiness in the aw 

人 の 周囲 の 、 社 会 的 な 条件 だ けが 、 人 の 徳 と 人 の 神 性 と 法 に お ける 人 の 幸福 が 人 
の 完成 の 限度 で ある 、 人 の 完成 の 段階 を 決定 する 。 


」 

After such elucidations, wl any one ask the utlhity of the occult 

SC1enCeS? 

上 記 の 様 に 、M. Chaho が 明らか に し た 後に 、 誰 が 隠さ れ た 知 が 役に立つ か 聞く で 

あろ うか ? 隠 され た 知 は 役に立つ ! 

Will they treat wrth the disdain ofmysticism and illuminmism these 

jivimg mathematcs, these Droportions of ideas and forms, this 

revelation Dermanent in the umnversal reaso, this emanclpation of 

mind, this immutaDle Dasis Drovided for faith, this ommipotence 

revealed to wll? 

M. Chaho の 読者 は 、 隠 され た 知 と いう 、 生 き て いる 数 学 、 概 念 と 形 の つり 合い 、 普 

の 論理 に お ける 啓示 の 永遠 、 精 神 の 自由 へ の 解放 、 信 心 に 与え られ た 不変 の 基 

、 間 意 意思 に 明 か され た 全能 性 を 、 神 秘 主義 と し て 軽 蔵 し て 、 扱 う で あろ うか ? 隠 され 

た 知 と いう 、 生 き て いる 数 学 、 概 念 と 形 の つり 合い 、 普 遍 の 論理 に お ける 啓示 の 永遠 、 

精神 の 自由 へ の 解放 、 信 心 に 与え られ た 不変 の 基礎 、 意思 に 明か され た 全能 性 は 、 

神秘 主義 で は な い ! 

Children in search of illusions, are yOu disapponted Decause we offer 

VOU marVelS? 

(誤っ た 物質 的 な ) 幻 を 求め て いた 幼子 よ 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ が (精神 的 な ) 不 思 議 な も 

の を 差し 出し た の で 、 失 望 し た か ? 

Once a man said to us, "Ralse up the devll, and 1 wl Delieve in you.“ 

ある 時 、 あ る 男 が 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ に 、「 悪魔 を 呼び 出し て くだ さい 。 悪 魔 を 呼び 出せ 

た ら 、 あ な た を 信じ て も 良い 。」 と 話し た 。 

We answered, "You ask too Httle: we will not make the devil appear Dut 

Varush from the whole world: we will chase him from your dreams!" 
エリ ファ ス レヴ ィ は 「 あ な た の 要求 は 、 愚 か 過ぎ る 。 エ リフ ァ ス レヴ ィ は 悪魔 を あら わ 

し た い の で は な く 悪 魔 を 全 世 界 か ら 消 滅 さ せ た い の で ある 。 エ リフ ァ ス レヴ ィ は 、 あ 

な た の 妄想 か ら 悪 魔 を 追い 払い た い の で ある 。」 と 答え た 。 

The devil is ignorance, darkness, chaotic thought, deformity. 

悪 魔 と は 、 バ 無知 、 間 、 混乱 し た 思考 、 奇形 で ある 。 

Awake, sleeper of the middle ages! 


中 世 の ま ま 眠 っ て いる 人 よ 、 目 覚め な さい ! 

See VOU nOt that it 1S day? 

昼 で ある の を 理解 で き な い の か ? 

See you not the Hight of God filing all nature? 

神 の 光 が 全 自然 を 満た し て いる の を 理解 で き な い の か ? 

Where now wil the destroyed prince of perdition dare to shew himself? 
どこ に 、 滅 ぼ さ れ た 地獄 の 権力 者 が あら われ る で あろ うか ? 滅 ぼ さ れ た 地獄 の 権力 
者 は 、 あ ら わ れ な い ! 

It remains for us to state OUT COnClusions 

結論 を 話す 。 

and to define the end and application of this work in the religious and 
philosophical order and in the order of DositiVe and material 
realisatiOnS. 

宗教 の 段階 、 折 学 の 段階 、 現 実 の 俗 世 の 実 現 の 段階 に お ける 、 本 書 の 目的 を 明 ら 
か に する 。 

Asregards the religious order 

宗教 の 段階 に お ける 、 本 書 の 目的 を 明らか に する 。 

we haVe demonstrated that the practices of religious worships canmot 
be indifferent 

宗教 の 儀式 の 実践 は 重要 で ある 事 を 説明 し た 。 

that the magic ofreligions is in ther rites, 

宗教 の 魔術 は 、 宗 教 の 儀式 の 中 に 存在 する 事 を 説明 し た 。 

that their moral force is im the triadic hierarchy, 

宗教 の 倫理 道徳 的 な 精神 的 な 力 は 、3 つ 1 組 の 位階 制 に 存在 する 事 を 説明 し た 。 
and that the Dase, Drimciple, and synthesis of the hierarchy 1S urtyr 
位階 制 の 基礎 、 原 理 、 総 合 は 、 統 一 性 で ある 事 を 説明 し た 。 

We have demonstrated the umiversal uruty and orthodoxy of dogrma, 
clothed successIVely wlth Various allegorical Ve1ls, 

象徴 の ヴェ ー ル を 連続 し て まとっ た 考え の 普遍 の 統一 性 と 正統 性 を 説明 し た 。 
and we have followed the truth saved Dy Moses from profanation in 
EgyDt 

モー セ が エジプト の 大 衆 の 目 か ら 守 っ た 真理 を た どっ た 。 

preserVed in the kabDalah of the prophets, 

預言 者 の カバ ラ の 中 に 保存 され た 真理 を た どっ た 。 

emancipated Dy the Christian school from the slavery of the pharisees, 
キリ スト 教 が パリ サイ 人 の 奴隷 か ら 自 由 に し た 真理 を た どっ た 。 

attractmg all the poetic and gemerous asDirations Of Greek and Roman 
clvilisation, 

ギリ シャ 文明 と ロー マ 文 明 の 詩 的 な 豊か な 願望 を 全て 引き 寄せ た 真理 を た どっ た 。 
protestimg against a new pharisalsm more corrupt than the first, with 
the great saints of the middle ages and the Dold thimkers of the 
Rena1ssanCe. 


中 世 の 大 いな る 神 の 様 な 者 達 と ルネサンス の 大 胆 な 思索 家 と 共に 、 パ リサ イ 人 よ 
り 堕 落し た 新しい パリ サイ 人 的 な 偽善 に 対し て 抗議 し て いる 真理 を た どっ た 。 

We have exhibited, 1 say that truth always urnversal, always HVImg, 
alone concihatimg reason and faith, science and suDmission: 

常に 普遍 で ある 真理 、 常 に 生き て いる 真理 、 論 理 と 信心 を 両立 させ る 唯一 の 真理 、 
知 と 従順 を 一 致 さ せる 唯一 の 真理 を 話し て いる 。 

the truth of Deing demonstrated Dy Deimg, 

存在 に よっ て 実証 され た 存在 の 真理 。 

of harmony demonstrated Dy harmony 

調和 に よっ て 実証 され た 調和 の 真理 。 

ofreason manfested Dy reason. 

論理 が 表し た 論理 の 真理 。 

By revealimg for the first time to the world the mysteries of maglc We 
have not sought to reVive practices entomDed Deneath the ruins of 
anclent clvihsat1ons, Dut Would say to humannty in our day that it is also 
called to create itself immortal and ommipotent Dy its WorKks. 

初め て 世界 に 魔術 の 神秘 を 明か す 事 に よっ て 、 古 代 の 文明 の 残骸 の 下 に 埋葬 され 
た 魔術 の 実践 を 復活 ささ た い の で は な く 、 現 在 で も 、 人 は 、 自 分 の 行動 に よっ て 、 不 
死に 全能 に 、 自 身 を 創造 する 様 に 求め られ て いる 、 と 人 に 話し た い の で ある 。 
LiDerty does not offer itself, it must De se1zed, says a modern Writer: 
現代 の 人 は 「 自 由 は 与え られ る 物 で は な い 。 自 由 は つか み 取 る 必要 が 有る 。」 と 話し 
て いる 。 

1t is the same wrth science, 

自由 と 知 は 同じ で ある 。 知 は 与え られ る 物 で は な い 。 知 は つか み 取 る 必要 が 有る 。 
for which reason 

上 記 の 理由 か ら 、 

to diVulge aDsolute truth is never useful to the Vulgar 

絶対 の 真理 を 公開 し て も 、 大 衆 の た め に な ら な い 。 

But 

し か し 、 

at an epoch when the sanctuary has Deen devastated and has fallen into 
rulms, Decause ts key has Deen thrown over the hedges to the profit of 
no one, I haVe deemed it my duty to pick up that key and 1 offer it to 
him who can take it: 

鍵 が 畑 に 捨て られ た た め に 、 祭 司 だ け の 聖 所 が 破壊 され て 地 に 堕ち て 残骸 に 成っ 
た 時 代 に お いて は 、 鍵 を 拾い 上 げ て 鍵 を つか み 取 れる 人 に 与え る 事 が エリ ファ ス レ 
ヴィ の 務め で ある と 考え て いる 。 

in his turn he wil be doctor of the nations and hbDerator of the world. 
鍵 を つか み 取 れ た 人 は 、 国 々 の 医者 、 世 界 の 自由 へ の 解放 者 に 成る で あろ う 。 
FaDles and leadimg-strimgs are neededL 

例え 話 と 、 幼 子 の 歩み を 支え る 手引 き の ひ も は 、 必 要 で ある 。 

and wl always De needed Dy children, 

常に 、 幼 子 に は 、 例 え 話 と 、 幼 子 の 歩み を 支え る 手引 き の ひ も が 、 必 要 で ある 。 


Dut 

GE 

It is notnecessary that those who hold the leading-strimgs should also De 
children, lending a ready ear to faDles. 

幼子 の 歩み を 支え る 手引 き の ひ も を 保持 し て いる 、 大 人 が 、 幼 子 の 様 な 者 、 例 え 話 
に 耳 を 傾け る 者 で ある べき で は な い 。 

Let the most aDsolute science, let the highest reason, Decome the 
DOssession Of the chiefs of the people: 

大 衆 の 指導 者 は 、 無 上 の 絶対 の 知 、 無 上 の 論理 を 所 有 し な さい 。 

let the priestly art and the royal art take up once more the douDle 
Sceptre of antidue imitiatiOnS, 

再び 、 王 者 の わざ と 祭司 の わざ が 古代 の 入門 の 二 重 の 王 交 を 手 に 取る 様 に 。 

and the world will relssue fromm cha0oSs. 

世界 が 、 混 池 か ら 、 復 活 する 様 に 。 

Burn no more ho1ly irmages, 

これ 以上 、 神 の 象徴 を 漁 やす なか れ 。 

destroy no more temmples: 

これ 以上 、 神 殿 を 破壊 する な か れ 。 

temples and images are necessary for mar: 

人 に は 、 神 殿 と 象徴 が 必要 で ある 。 

Dut 

じ が 、 

driVe out the merchants from the house of prayer: 

マタ イ に よる 福音 21 章 12 節 か ら 13 節 の イエ ス の 様 に 、 祈 り の 家 で ある べき 神殿 、 
教会 か ら 商 人 ども を 追い 払い な さい 。 

let the bhnd no 1onger De leaders of the bhmd: 

盲人 を 導く 人 は 盲人 で ある な か れ 。( マ タイ に よる 福音 15 章 14 節 『 も し 盲人 が 盲人 
を 導 け ば 、 盲 人 は 諸 共に 穴 に 堕ち る で あろ う 。」。) 

reconstruct the hierarchy ofintelhgence and holimess, 

知 と 神 性 の 位階 制 を 建て 直し な さい 。 

andrecogruse orly those who know as the teachers of those who 
Delieve. 

知 が 有る 人 だ け を 、 神 を 信じ る 人 の 教師 と し て 認め な さい 。 

Our Dook is cathoHic, 

エリ ファ ス レヴ ィ の 本 は 、 カ トリ ッ ク で ある 。 

and ifthe revelations it contains are Iikely to alarm the consclence of 
the simple, We are consoled by the thought that they wl not read them. 
も し エリ ファ ス レヴ ィ の 本 に 記さ れ て いる 啓示 が 単純 な 大 衆 の 良心 の 様 な 物 を 脅 か 
す 可 能 性 が 有 っ て も 、 脅 か され る 程度 の 良心 を 持つ 大 衆 に は エリ ファ ス レヴ ィ の 本 
に 記さ れ て いる 啓示 を 読み 取れ な いで あろ うと いう 思考 が エリ ファ ス レヴ ィ を 安心 さ 
せる 。 

We write for umprejudiced men, 

エリ ファ ス レヴ ィ は 、 先 入 観 が 無い 人 人 の た め に 本 を 記し て いる 。 


and have no wish to natter irreligion any more than fanatic1sm. 

エリ ファ ス レヴ ィ は 、 狂 信者 と 不信 心 者 、 宗 教 へ の 反対 者 に 苦言 を 呈す る つも り は 無 
い 。 

Ifthere De anything essentially free and inviolable in the world, it is 
belief. 

根本 的 に 、 も し 世界 に 自由 な 不可 侵 な 物 が 存在 する と すれ ば 、 世 界 に 存在 する 、 自 
由 な 不可 侵 な 物 と は 、 信 心 で ある 。 

By science and Dersuas1On We Imust endeavour to lead Dewrayed( 一 
betrayed) imaginations from the aDsurd!, 

知 と 確信 に よっ て 、 人 は 、 非 論理 的 な 物 か ら 、 だ まさ れ て いる 想像 力 を 導 こ うと 努力 
する 必要 が 有る 。 

Dut 

し か し 、 

it would De investmg their errors with all the dignmity and truth of the 
martyr to either threaten or constrain them. 

信じ る 様 に 脅迫 し た り 強 制す る と 、 狗 教 者 へ の 敬意 と 殊 教 者 の 様 な 真実 味 を 、 和 狂信 、 
不信 心 、 宗 教 へ の 反対 と いう 誤り に 与え て し まう 事 に 成る で あろ う 。 

Fath is nothing Dut superstition and folly び it haVe not reason for ts 
Das1S, 

も し 信心 に 基礎 と し て 論理 が 無けれ ば 、 論 理 と いう 基礎 が 無い 信心 は 迷信 や 狂 愚 
で ある 。 

and we canmnot suDpose that which we do not know except Dy analogy 
wrth what we kmowr 

人 は 、 自 分 が 知っ て いる も の か ら の 類推 に よっ て の み 、 自 分 が 知ら な いも の を 信じ る 
事 が で きる 。 

To defime what we are unacdualnted with is Dresumptuous 1gTnOranCe: 
自分 が 知ら な いも の を 定義 する 事 は 、 思 い 上 が っ た 愚行 で ある 。 

to affirm positively what one does not kmow is to lie. 

自分 が 知ら な い 事 を 断言 する 事 は 、 嘘 を つく 事 で ある 。 

SO is faith an aspiration and a desire. 

信心 と は 、 望 み で ある 。 信 じ る 事 は 、 望 む 事 で ある 。 

SO De 1t: 

「 で ある 様 に 。」。 

Idesireitto De so: 

私 は 「 で ある 様 に 。」 望 む 。 

such is the ]ast word of all professions of faith. 

「 で ある 様 に 。」 は 、 信 仰 告白 の 究極 の 言葉 で ある 。 

Faith, hope, and charity are three such inseparaDle sisters that they can 
be taken one for another 

信仰 、 希 望 、 愛 は 、 相 互 に 変換 可能 な 、 分 裂 不可 能 な 分 断 不可 能 な 、 三 姉妹 で ある 。 
Thus, 

上 記 か ら 、 

Im relig1oTl, 


宗教 に お ける 、 

universal and hierarchic orthodoxy, 

普遍 的 な 位階 的 な 正統 性 。 

restoration of temples in all their spendour 

神殿 の 建て 直し 。 神 殿 の 輝 さ の 復活 。 

re-establishment of all ceremoruies in their primutiVe DoTmT, 

儀式 の 復活 。 儀 式 の 原初 の 見 事 さ の 復活 。 

hierarchic instruction Of symDols, mysteries, rmiracles, legends for 
children, 

幼子 の 様 な 者 へ の 、 象 徴 、 神 秘 、 奇 跡 、 伝 説 の 位階 的 な 教育 。 

jight for grown men who wil beware of scandalising 1ittle ones in the 
Symplicity( っ snmplicity) of ther faith: 

信心 が 単純 で ある 幼子 の 様 な 者 を 失望 させ な い 様 に 用 心して いる 、 大 人 の 様 な 者 
へ の 、 光 。 

this im relhigion 1s our whole utoD18, 

宗教 に お ける 、 神 殿 の 建て 直し 、 儀 式 の 復活 、 幼 子 の 様 な 者 へ の 象徴 と 伝説 の 教育 
は 、 全 て の 人 の 理想 で ある 。 

anditis also the desire andneed of humamity. 

宗教 に お ける 、 神 殿 の 建て 直し 、 儀 式 の 復活 、 幼 子 の 様 な 者 へ の 象徴 と 伝説 の 教育 
は 、 人 の 望み で ある 。 宗 教 に お ける 、 神 殿 の 建て 直し 、 儀 式 の 復活 、 幼 子 の 様 な 者 へ 
の 象徴 と 伝説 の 教育 が 、 人 に は 必要 で ある 。 

Comimg noW to philosophY 

哲学 の 段階 に お ける 、 本 書 の 目的 を 明らか に する 。 

Our 0wnr is that of realism amd DOS1t1V1sTm. 

エリ ファ ス レヴ ィ の 哲学 は 現実 主義 、 実 証 主義 で ある 。 

Beimg is Dy reason of the Deimg of which no one douDts. 

疑 えな いも の の 存在 の 論理 に よっ て 、 存 在 は 存在 する 。 

All exists for us Dy science. 

魔術 師 に と っ て は 、 知 に よっ て 、 全 て の も の が 存在 する 。 

To kmow is to De. 

知る 事 は 、 存 在 す る 事 で ある 。 知 る 事 は 、 存 在 さ せる 事 で ある 。 

Science and its oDject become identified in the intellectual life of him 
who kmoWs. 

知 者 の 知 的 な 生き 方 の 中 に 、 知 と 知 の 対象 は 、 記 され て いる 。 

To douDt is to De ignorart. 

疑 うと は 、 知 ら な いと いう 事 で ある 。 

Nowy a thing of which We are ignorant does not as yet exist for Us. 

自分 が 知ら な いも の は 、 自 分 に と っ て は 、 未 だ 存在 し て な いも の で ある 。 

To IiVe intellectually is to learn. 

知 的 に 生き る と は 、 学 ぶ 事 で ある 。 

Being deVelopes and amplifies Dy science. 

知 に よっ て 、 存 在 は 発達 し て 強まる 。 


The first conduest of science, and the first result of the exact sclenCes, 1S 
the sentment of reason. 

最初 に 知 が 獲得 する 物 は 、 正 確 な 知 の 最初 の 結果 は 、 論 理 へ の 感性 で ある 。 
The 1aws of nature are algeDraiC. 

自然 の 法 は 、 代 数 的 で ある 。 

ThUS, 

上 記 か ら 、 

the sole reasonable faith is the adhesion of the student to theorems, 
唯一 の 論理 的 な 信心 は 、 学 徒 が 原理 と 一 体 化す る 事 で ある 。 

the entire essential justice of which is outside his kmowledge, 

原理 の 正 し さ は 、 人 の 知 の 範囲 を 超越 し て いる 。 

though its applications and results are sufficiently demonstrated to his 
mind. 

た だ し 、 原 理 の 応用 と 結果 は 、 原 理 を 人 の 精神 に 実際 に 理解 させ る 。 

ThUS, 

上 記 か ら 、 

the true philosopher DelieVes in what 15, 

本 物 の 哲学 者 は 、 存 在 す る も の を 、 信 じ る 。 

and does not admit a Dosteriori that all is reasonaDle. 

経験 し な く て も 、 本 物 の 哲学 者 は 、 全 て の も の が 論理 的 で ある 、 と 認め る 。 

But 

し か し 、 

no more charlatamnsm in philosophy, 

これ 以上 、 哲 学 に 、 詐 欺 は いら な い ! 

no more emDpir1c1sm, 

これ 以上 、 哲 学 に 、 経 験 主義 は いら な い ! 

no more SysStem! 

これ 以上 、 哲 学 に 、 機 械 的 な 仕組 み は い ら な い ! 

The study of Deimg and its cormpared realities! 

これ 以上 、 閣 学 に 、 存 在 の 研究 は いら な い ! こ れ 以 上 、 哲 学 に 、 存 在 の 現実 性 の 比較 
の 研究 は いら な い ! 

Ametaphysic of nature! 

これ 以上 、 哲 学 に 、 自 然 の 形 面 上 学 は いら な い ! 

Then away with mysticisml 

神秘 主義 を や め な さい ! 

No more dreams in philosophy: 

これ 以上 、 哲 学 に 、 妄 想 は いら な い ! 

philosophy is not a Doesy, Dut the pure mathematcs of realites, 
physical and moral. 

哲学 は 、 作 詞 で は な く 、 言 葉 遊 び で は な く 、 自 然 科学 と 備 理 道徳 に お いて 実在 する も 
の の 純粋 数 学 、 身 体 と 精神 に お いて 実在 する も の の 純粋 数 学 で ある 。 

Leave unto religion the freedom ofits infimite aspirations, 

哲学 は 、 宗 教 が 無限 に 願望 する 自由 を 、 宗 教 に 任せ な さい 。 


andlet it leaVe in turn to science the exact concluslons of aDsolute 
exDerlmentalHismm. 

宗教 は 、 絶 対 の 経験 主義 の 確実 な 結論 を 、 哲 学 に 任せ な さい 。 

Man is the son of his works: 

人 は 自身 の 行為 の 子 と 成る 。 人 は 自身 の 行為 の 結果 で ある 。 

he is what he wls to De: 

人 は 自身 が 成り た いと 望む 者 に 成る 。 

he is the image of the God he makes: 

人 は 自身 が 創造 し た 神 に 似 た 者 に 成る 。 

he is the realisaton of his ideal. 

人 は 自身 の 理想 の 実現 で ある 。 

Should his ideal want Dasis, the whole edifice of his irmmortality 
collapses. 

仮に 、 自 身 の 理想 に 基礎 が 無けれ ば 、 人 の 永遠 の 命 と いう 建物 全体 が 倒れ て 消 減 
する 。 

Philosophy is not the ideal, Dut it serves as a foundation for the ideal. 
哲学 は 、 架 空 で は な く 、 理 想 の た め の 現 実 の 基礎 で ある 。 

The known is for us the measure of the unknown: 

魔術 師 に は 、 既 知 は 、 未 知 の も の さ し で ある 。 

by the isiDle we appreclate the inVisiDle: 

魔術 師 は 、 目 に 見 える も の に よっ て 、 目 に 見 えな いも の を 認知 する 。 

sensations are to thoughts eVen as thoughts to aspiratiOns. 

願望 に と っ て 思考 は 存在 する 様 に 、 思 考 に と っ て 感覚 は 存在 する 。 

SclenCe 1S a Celestial trigonometry: 

知 は 、 天 の 三角 法 で ある 。 

one Of the sides ofthe aDsolute triangle is the nature which is subrmitted 
to Our 1nVestigatiOns: 

絶対 の 三角 形 の 第 1 の 辺 は 、 自 然 で ある 。 神 は 、 自 然 を 、 人 の 研究 に 委ね た 。 

the second is our soul, which embraces and reflects nature: 

絶対 の 三角 形 の 第 2 の 辺 は 、 人 の 魂 で ある 。 人 の 魂 は 、 自 然 を 理解 し て 、 自 然 を 表 
す 。 

the third is the aDsolute, in which our soul emlarges. 

絶対 の 三角 形 の 第 3 の 辺 は 、 絶 対 、 神 で ある 。 絶 対 の 中 で 、 神 の 中 で 、 人 の 魂 は 拡 
張 す る 。 

No more athelsm DossiDle henceforward!, 

これ 以上 、 こ れ か ら は 、 無 神 論 は 不可 能 で ある 。 

for 

な ぜ な ら 、 

we no longer pretend to defime God. 

魔術 師 は 、 神 を 定義 で きる 、 と 嘘 を つか な い 。 魔 術 師 は 、 神 を 定義 で きた ふり を し な 
bo 

God is for us the most perfect and Dest of intelligent Deimgs, 

魔術 師 に は 、 神 は 無 上 に 完全 な 善良 な 知 的 な 存在 で ある 。 


and the ascending hierarchy of Deimgs sufficiently demonstrates his 
eX1stemCe. 

存在 の 上 昇 する 位階 は 神 の 存在 を 実証 し て いる 。 

Do not let us ask for more, 

これ 以上 、 神 を 必要 と する な か れ 。 

Dut, 

だ だ し 、 

to De ever understanding him Detter let us groW Derfect Dy ascending 
towards him. 

常に 、 よ り 良 く 神 を 理解 し て いけ る 様 に 、 神 へ 向かっ て 上 昇 する 事 に よっ て 、 完 全 な 
者 に 成 ろう 。 

No more ideology: 

これ 以上 、 哲 学 に 、 空 理 空論 は いら な い ! 

Deinmg is Deing, 

「 存 在 は 存在 で ある 。」。「 存 在 は 存在 する 。」。! 存 在 性 は 存在 性 で ある 。」。「 あ る 存 
在 は 別 の 存在 と 存在 性 が 同じ で ある 。」。「 あ る 存在 と 別 の 存在 は 存在 する と いう 意 
味 で 同じ で ある 。」。「 神 は 存在 する 。」。 

and cannot perfectiorse save acCording to the real 1aws of Deing. 
存在 の 現実 の 法 に よっ て の み 、 完 全 化 が 可能 で ある 。 

ODserVe, 

見 な さい 。 

and do not Dre]judge: 

先 人 観 を 持つ な か れ 。 

eXerC1Se OUT faculties, 

自身 の 能力 を 鍛錬 し な さい 。 

do not falsify them: 

自身 の 能力 を 無用 の 物 に する な か れ 。 

enlarge the domain of Hfe in Hfe: 

人 生 の 中 で 命 の 領域 を 広げ な さい 。 

Dehold truth in truthl! 

真理 で 真実 を 見 な さい ! 

Everything 1s Dossible to him who wils omly what is true! 

正しい 事 だ け を 望む 人 に は 、 全 て の 事 が 可能 で ある 。 

Rest in nature, study, Know, then dare: 

自然 の 中 に 留まり な さい 。 学 びな さい 。 知 っ た ら 大 胆 に 行動 し な さい 。 

dare to will, dare to act, and De silentl 

大 胆 に 望み な さい ! 大 胆 に 行動 し な さい ! 行 動 し た ら 、 沈 庄 し な さい ! 

No more hatred of anyone. 

これ 以上 、 他 人 を 憎む な か れ 。 

EVeryone reaDps what he soWs. 

全て の 人 が 、 自 分 が まい た 種 を 自分 で 刈り 取る 事 に 成る 。 

The conseduence Of works is fatal, 

自身 の 行動 の 結果 は 避け られ な い 。 


and to judge and chastise the wicked is for the supreme reason. 

無 上 の 論理 で ある 、 神 が 、 悪 人 を 裁き 、 悪 人 に 報復 する べき で ある 。 

He who enters into a Dlind alley must retrace his steps or De Droken. 

出口 の 無い 道 に 入っ た 人 は 、 後 戻り する か 、 破 滅する 。 

Warn him gently, if he can stll hear you, 

も し 悪人 が 聞く 耳 を 持て ば 、 優 し く 上 忠告 し な さい 。 

Dut 

し か し 、 

human HDerty must take its Course. 

人 の 自由 は 行く 所 まで 行く 。 

We are not the judges of one another 

人 は 互い の 裁判 官 で は な い 。 

Life is a Dattle-field. 

人 生 は 戦場 で ある 。 

Do not pause in the fightimg on account of those who fall, 

戦闘 中 は 、 倒 れる 人 が いる か ら と 言っ て 、 戦 い を や め る な か れ 。 

Dut avoid trampHhmg them. 

し か し 、 倒 れ た 人 を 踏み に じ る の は 避け な さい 。 

Then comes the victory, amnd the wounded on Doth sides, Decome 
brothers Dy sufferimg and Defore humanity wl meet in the amDulances 
Of the conduerOrS. 

勝利 が お と ずれ た ら 、 双 方 の 負傷 者 は 、 苦 し み を 経て 、 思 いや り を 前 に 、( 神 の 子 イエ 
ス の ) 兄 弟 に 成っ て 、 勝 利 者 の 野戦 病院 で 共存 する で あろ う 。 

Such are the conseduences Of the philosophical dogma of Hermes: 

上 記 が 、 ヘ ル メ ス の 哲学 的 な 考え の 結論 で ある 。 

such has Deen from all tme the ethic of true adepts: 

上 記 が 、 全 て の 時 代 の 、 本 物 の 達 道 者 の 倫理 道徳 で ある 。 

such is the philosophy of the Rosicrucian inheritors of all the ancient 
wlsdoms: 

上 記 が 、 薔 薇 十字 団 の 、 全 て の 古代 の 知 の 後継 者 の 哲学 で ある 。 

such is the secret doctrine of those associations that are treated as 
SubVersiVe Of the puDlic order and have ever Deen accused of 
consprimg against thrones and altars. 

上 記 が 、 公 共 の 秩序 の 転覆 計画 者 と し て 誤っ て 扱わ れ て いる 、 王 座 の 権力 者 と 祭壇 
の 聖職 者 に 対し て 陰謀 を 企 て て いる と 誤っ て 非難 され て いる 、 本 物 の 秘密 結社 の 秘 
密 の 教え で ある 。 

The true adept, far from disturDing the public order 

本 物 の 達 道 者 は 、 公 共 の 秩序 を 乱 さ な い 。 

1S its firmest suDDporter 

達 道 者 は 、 公 共 の 秩序 の 最も 強固 な 支持 者 で ある 。 

He has too great a resDect for IiDerty to desire anarchy: 

達 道 者 は 、 自 由 を 尽 散 し て いる の で 、 無 政府 主義 、 無 政府 状態 、 無 秩序 を 望ま な い 。 
child ofthe light, he loves harmony, 


光 の 子 で ある 、 達 道 者 は 調和 を 愛す る 。 

and kmows that darkness Degets confusion. 

光 の 子 、 達 道 者 は 、 聞 が 混乱 を 招く と 知っ て いる 。 

He accepts everything that is, and demies only what is not. 

達 道 者 は 、 存 在 する 全て の も の を 認め て 、 存 在 し な いも の だ け を 否定 する 。 

He wills true religion, Dractical, un1versal, full of faith, palpable, 
realised in all life: 

達 道 者 は 、 本 物 の 宗教 、 実 用 的 な 宗教 、 普 遍 の 宗教 信心 の 充実 、 触 れる 事 が で き 
る 宗教 、 全 て の 命 に お ける 実現 され た 宗教 を 望む 。 

he wills it to have a wise and powerful priesthood, surrounded Dy all 
the virtues and all the prestige of faith. 

達 道 者 は 、 意 思 の 力 で 、 宗 教 に 、 全 て の 徳 と 信心 の 高 名 さ に よる 明 散 を まとっ た 、 賢 
明 な 強い 祭司 を 持た せよ うと する 。 

He wlls the umiversal orthodoxy, the aDsolute, herarchic, apostoHC, 
sacramental, incontestaDle, and uncontested catholicity. 

達 道 者 は 、 普 遍 の 正統 性 、 絶 対 の 位階 制 の 法王 の 神聖 な 議論 の 余地 が 無い 論 
の 余地 が 無い カト リッ ク を 望 む 。 

He wills an experimental philosophy real mathemattcal, modest im its 
conclusions, untiring in its researches, sclentific in its DrOgTeSS. 

達 道 者 は 、 経 験 的 な 哲学 、 現 実 的 な 哲学 、 数 学 的 な 哲学 、 結 論 が 謙 有 な 哲学 、 不 屈 
の 研究 の 哲学 、 学 問 的 な 進歩 の 哲学 を 望む 。 

Whno, therefore, can De against us if God and reason are With US? 

神 と 論理 が 魔術 師 と 共に あれ ば 、 誰 が 魔術 師 に 敵対 で きる か ? 神 と 論理 が 魔術 師 
と 共に あれ ば 、 魔 術 師 に 敵対 で きる 人 は いな い ! 

Does it matter エ man prejudge and slander US? 

も し 人 が 魔術 師 を 早まっ て 判断 し て 悪口 を 言い 広め て も 、 魔 術 師 に は 関係 無い ! 
Our entire justification is in our thoughts and Our WOrKS. 

魔術 師 の 弁明 は 、 魔 術 師 の 思考 と 行為 に 有る 。 

We come not, jike OEdipus, to destroy the sphinx of symDolisrm: 

魔術 師 は 、 オ イデ ィ プ ス の 様 に 、 象 徴 と いう スフィンクス を 殺し に 来 た の で は な い 。 
We seek, on the contrary, to resuscitate 1t. 

正反対 に 、 魔 術 師 は 、 ス フィ ンク ス の 復活 を 試み て いる 。 

The sphimx deVours Only Dhmd interpreters: 

スフィンクス は 、 盲 目 な 誤っ た 解釈 を する 人 だ け を 食べ る 。 

and he who slays it has not known how to divme it DroDerly: 
スフィンクス を 殺す 人 は 、 ス フィ ンク ス を 正しく 見 抜く 方 法 を 知ら な い 人 で ある 。 

it must De subdued, enchained, and compelled to folloW us. 

人 は 、 ス フィ ンク ス を 和らげ て 鎖 に つない で 従わ せる 必要 が 有る 。 

The sphinx is the jiving palladium of humanity, 

スフィンクス は 、 人 の 生き て いる 守護 神 で ある 。 

it is the conguest of the King of Thebes: 

スフィンクス は 、 テ ー バ イ の 王者 が 獲得 する べき も の で ある 。 


it would have Deen the salvation of OEdipus, had OEdipus completely 
divined its enigmal 

仮に に オイディプス が スフィンクス の 謎 を 完全 に 見 抜い た ら 、 ス フィ ンク ス は オイ ディ プ 
ス を 救っ た で あろ う 。 

In the positiVe and material order what must De concluded from this 
WOrK? 

現実 の 俗 世 の 実現 の 段階 に お ける 、 本 書 の 目的 を 明らか に する 。 

Is magic a force which science may aDandon to the boldest and 
wlckedest? 

魔術 と は 、 知 が 不敬 な 邪悪 な 人 に 与え る か も し れ な い 、 力 で ある か ? い いえ ! 

Is it a cheat and falsehood ofthose who are skilled in fascinatimg the 
ignorant and feeble? 

魔術 と は 、 無 知 な 弱い 人 を 惑わ せる 技 を 持つ 人 の 詐欺 や 嘘 で ある か ? い いえ ! 

Is the philosophical mercury the exploitation of credulty Dy address? 
錬金術 師 の 水銀 と は 、 軽 信 的 な 、 だ まし 易い 大 衆 を 利用 し た 搾取 の た め の 宣 伝 で 
ある か ? い いえ ! 

Those who haVe understood us know already how to answer these 
dUeSt10nS. 

上 記 へ の 、 答 え を 、 魔 術 を 理解 で きた 人 は 、 知 っ て いる 。 

In these days, maglc Can De no longer the art of fascimations and 
llusions: 

現代 で は 、 魔 術 は 、 詐 欺 や 幻 の 技 に は 成り 得 な い 。 

those only who wish to De deceived can De deceived now. 

現代 で は 、 だ まさ れ た い 人 だ け を だ ます 事 が で きる 。 

But 

し か し 、 

the narrow and rash incredulity of the 1ast century is demied in totality 
by nature herself. 

自然 全体 が 、 前 世紀 の 心 が 狭い 早まっ た 不信 心 を 否定 する 。 

We are enVironed with prophecies and miracles: 

人 は 、 預 言 と 奇跡 に 包囲 され て いる 。 

doubt once unwrlsely dened them: 

以前 は 、 愚 か に 、 不 信心 が 預言 と 奇跡 を 否定 し て いた 。 

noW, Sclence eXplains them. 

現在 、 知 が 預言 と 奇 跡 を 説明 し て いる 。 

No, Monsieur le Comte de Mirville, a destroyed spirit 1s not allowed to 
disturD the empire of GodI! 

いい え 、de Mirville 伯 様 、 神 は 、 減 び の 子 で ある 悪人 の 霊 が 神 の 王国 を 乱す 事 
を 許さ な い ! 

No, things unknown cannot De explained Dy thimgs impossiDle! 

いい え 、 有 り 得 な いも の が 、 未 知 の も の を 説明 する 事 は 有り 得 な い ! 


No, imvisiDle Deings are not Dermtted to dece1ve, tormert, seduce, and 

even kill the hving creatures of God, men, already so ignorant, and 

Scarce aDle to comDat ther own deluslons! 

いい え 、 神 は 、 目 に 見 えな いも の が 、 神 の 生き て いる 被 造物 で ある 、 無 知 で ある 、 自 身 

の 迷惑 な 妄想 と 戦え る 事 が ほとん ど 無 い 、 人 を だ まし た り 、 苦 し め た り 、 そ その か し た 
殺す 事 を 許さ な い ! 

Those who told you all this in your childhood, Monsieur le Comte, have 

dece1Vvedl VOU, 

幼子 の 時 に 、de Mirville 伯爵 様 に 、 SS de Mirville 伯 

爵 様 を だ まし た の で ある 。( 悪 魔 は 存在 し な い 。 悪 人 の 霊 は 存在 する 。) 

and if you were child enough once to Histen to 間 De man enough 

now to disDehieve them. 

de Mirville 伯 爵 様 、 大 衆 の 悪魔 の 話 を 聞き 入れ て し まう 幼子 だ っ た と し て も 、 二 

は 、 大 衆 の 悪魔 の 話 を 信じ な い 大 人 に 成り な さい 。( 悪 魔 は 存在 し な い 。 悪 人 の 霊 

存在 する 。) 

Man is himself the creator of his heaVen and hell, 

人 は 自身 の 天国 の 創造 者 で ある 。 人 は 自身 の 地獄 の 創造 者 で ある 。 

and there are no demons eXCceDt Our Own folhes. 

人 の 愚 劣 さ が 悪 魔 で ある 。( 悪 魔 は 存在 し な い 。 悪 人 の 霊 は 存在 する 。) 

Minds chastised Dy truth are corrected Dy the chastisement, and dream 

no more of disturDing the World. 

真実 の 報復 に よっ て 、 誤 り を 指摘 され た 人 の 霊 は 、 こ れ 以 上 、 こ の 世 を 乱 そ うと は 夢 

に も 思わ な い 。 

Tf Satan exist, he can De only the most umfortunate, most ignorant, most 

humiliated, and most impotent of Deimgs. 

も し サタ ン が 存在 し て も 、 サ タン は 最も 恵まれ な い 、 最 も 無知 な 、 最 も 恥 を か いて いる 、 
最も 無能 な 、 最 も 無力 な 存在 と し て し か 存在 で き な い 。 

The existence of a umiversal agent of life, of a 1ving fire, of an astral 

jight, is demonstrated Dy facts. 

事実 が 、 命 の 普遍 の 代行 者 、 生 き て いる 火 、 星 の 光 は 存在 する 事 を 実証 し て いる 。 

Magnetism enables us to understand to-day the miracles of old magic: 

現在 で は 、 條 気 の 催眠 術 に よっ て 、 人 は 、 古 代 の 魔術 の 奇跡 を 理解 で きる 。 

the facts of second sight, aspirations, sudden cures, thought-readinmg, are 

now adnmitted and familhiar things, even among Our children. 

現在 で は 、 幼 子 で すら 、 予 見 、 夢 、 奇 跡 の 回 復 、 他 心 通 の 実在 を 認知 し て いる 。 

But 

し か し 、 

the tradition of the ancients has Deen lost, 

古代 人 の 口伝 は 失わ れ た 。 

discoveries have Deen regarded as neW, 

現代 人 は 、 古 代 人 が 発見 し て いた も の を 、 新 発見 し た と 誤解 し て いる 。 

the last word is sought aDout oDserved phenomena, 

現代 人 は 、 観 測 し た 現象 に つい て の 、 究 極 の 言葉 を 探求 し て いる 。 


minmds groW excited over meamingless mamifestations, fascinations are 
exDerlenced without Demg understood. 

現代 人 は 、 理 解 し な いで 、 無 意味 な 霊 の あら われ に 夢中 で ある 。 

We say therefore, to taDle-turners: These prodigies are not noOVel: 

テー ブル ター ニン グ の 奇跡 は 新 発 見 で は な い 。 

yOU Can Derform even greater WOnders i せ you study the laws of nature. 
も し 人 が 自然 の 法 を 学べ ば 、 人 は 大 いな る 奇跡 を 起こ せる 。 

And what wl follow a new acquaintance with these DoWers? 
力 を 知る と 、 何 が 起こ る で あろ うか ? 

Anew career ODened to the activity and intelligence of ma 

人 の 知 と 行動 の 進歩 の 道 が 開か れる ! 

the battle of Hfe reorganised with arms more Derfect, 

人 は 、 完 全 武 装 で 、 人 生 と いう 戦い を 建て 直せ る ! 

and the possibihty restored to the flower ofintelliigence of once more 
Decoming the masters of all destinies, Dy providing true Driests and 
great kings for the World to come! 

大 いな る 王者 と 本 物 の 祭司 を 未来 の 世界 に 与え る 事 に よっ て 、 知 の 選ば れ た 者 が 、 
再び 、 全 て の 人 の 運命 の 王者 に 成 れ る ! 


